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時 LL 間斷 なく、 往 * 今 .來 は 一線の 上-」 繫れ り。 夫れ 現在 は 過去り 生む 所 卜して、 未^^ 說 

き^る もの、 現在に 其の 墓 脚^ 置けば なり。 顧 ふに 世の 人、 多く 現在^ 重んじて 過去^ 輕ん 

す。 過去な 輕ん する もの LLI て、 ^在の 眞想^ 窺知し^ ろ ものな く、 現在の 眞 想な 窺知し^ 

ざる もの -IL し乂、 安？ て 未^:.: 想到す るの 餘裕^ 存ゼん や。 言 ふ 迄 もな く 我 n の 現在 は、 數千 

年に 百 一れ る 過去の 產 物な リ。 皇室の 尊 嚴.圃 民の 性^、 將乂 文物^ 達の 徑跻、 治亂 盛お の顚末 

等、 仔細 LL 之な 觀察 すれば、 現在の 由って 來る 所以^ 明で しし、 隨っ 乂未來 の赴趨 する 所な 

察す る -I:- 難から ざ るな リ。 

仰 過去な 觀 察する に は、 根本 史料に 據ら ざるべ、 p ら すして、 ー篇の 成 害に 據 ろな 非な りと 

す。 蓋 人 各 兌る 所 あり、 自家の 見地 は、 是れ 他人の 見地に わらす。 一 篇の成 書 LL 賴リ て、 過去 

^知らん とする は、 卽ち 自家の 見地^^ 却して、 他人の 見地に 傾倒す る ものな リ。 讀史餘 論 • 

n 木 外史 は、 各 其の 著者の 心に 映り. 哏 LL 現れた る CU 木歷史 卜して、 之^ 以て 眞箇の 日本 歷史 

と稱 し^べ、 つらす。 ^ら眞 筒の B 本歷 史^ 知らん と欲乜 ば、 根本 史料た る 常時の 記錄 _」 由リ 

て 研鑽 討究 ^ られ ざるべ ゲら ざるな り。 是 惟に 日本の 過去な 正常-し 知り 得る のみに あらす、 

研究の 興味、 亦實 に津々 たる もの あらん。 本 叢書 は眞に 我圃^ 了解 せんと 力む ろ特志 者に、 

根本 史料 あ 提供 V！ んと 欲して 刊行す。 

蓋 世 LL は 現在に のみ 齷齪して、 過去^ 觀 察する 興味と 餘裕 とな 有せざる もの 多し と雖、 又 

孜々 として 往^ 彰 LL し 今^ 知リ 來な考 ふるの 士尠 しとな さす。 此の 書、 或は 小ノ敉 篤學 の士 U 

容れら る、 も、 多 數俗庸 の 人 LL 迎 へられざる は 周 ふり 期す る 所な リ。 さばれ 需耍の 多 小 ノ^ 論 

ぜす、 必す 全郃の 刊行^ 大成すべし。 致て 爰に 之^ 聲 明す。 

國史 研究 會 主幹 


解 題 

室町 殿 物語 十二 卷  •  .  .. 

本書の 槪略 は、 天文 中 足 利 十三 代將 軍義晴 執政 中の 事よ， り 筆 を 起し、 當時 幕府の 

命舍行 はれす、 更に 亂世 とな， o、 弓箭 一 日 も 止む 事な く、 農 桑の 煩 費 萬 民の 悲歎 言 

語に 盡し 難ぐ、 豪傑 四方に 割據 し、 これに 伴 ひ 大小の 戰爭 其の 數を 知らす。 十四 

代 將軍義 輝の 時に 至りて は、 三 好 長 慶專橫 の餘り 遂に 將軍 を弑 し、 十五 代 將軍義 

昭立 ちし か ど、 武威 地 に 墜ち、 最早 如何と もす る 能 はす、 ^田 信 長 に 據， o、 讒に其 

の 命脈 を 保ちた るに、 これ 又 信 長の 爲に逐 はる、 に 至れり • 信 長 志 を 得て 将に天 

下 を經營 せんとして、 明智 光秀の 弑 する 所と なり、 而 して 豐 臣秀吉 、光秀 を 討ち、 

信 長に 代りて 天下 を經營 する に 至る 迄の 事蹟に 筆 を 閬き、 ある は當 時の 逸話、 あ 

る は 雜談等 を 悉く 記した る ものな り。 
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本書 は攒林 長敎の 作に して、 序文に よれば、 室町 幕府の 京都 撿斷職 楷林市 右衞門 • 

, 脇屋 惣左衞 門尉貞 親. 公方 御領 所 沙汰 人 三 好 日向 守長綠 等の 日記 ありし が、 永祿 

年中 亂 逆に 取 失 ひしに、 其の 殘闕 日記の 存在せ しものと、 公方の 右筆 鳥 羽 如お 齋 

の控記 及び 彼の 家に 諸 所よ， 9 到着せ る 書簡 小 日記 ありし に據 り、 彼是 綴りし 由、 

又 此の 次 を 以て 文祿 年中の 說迄を も 書 加 へたり と 見えたり。 今寶永 三年 版を以 

て玆 に採收 せり。  . 

本書 は 同人の 作なる 室町 殿 日記と 比較す るに、 其の 採 要に 係れる もの、 如し。 而 

して 又 室町 殿 3 記に も 種類 あれば、 玆に管 見 を も 揭げ辨 すべし • 

. 一、 室町 殿 日記 寫 本七卷 楷林 長敎著 

二、 Ef  同 十三 卷 同 

三、 同  同 二十 卷 同 

右 いづれ も 同書に して 大同小異 あり。 殊に 二十 卷本は 最も 記事 多し. - 

又 云、 本書 曰 記と 題名 せれ ども、 日記 體に あらや， 若しくは 序文に 記せる 如く 


榴林. 脇屋士 一好 等の 日記に より 綴りし ものなる より、 其の 名を存 し、 室町 殿 日記 

と 題せ しか、 猶考ふ べし • 本 編採收 せる 室町 殿 物語と ある 方、 內容 より 見れば 

穩當 なる が 如し。 . 

四、 異本 室町 殿 日記 寫 本五卷 作者不知 

右 は 前 條の三 IS 本と は 全く 文體を 異にして 別 本な， 9。 第一 卷に 、負 治 六 年 四月 

六日 鎌 倉 左 馬頭 基 氏 卒す 云々 と 綱目 書に 記し、 卷 五の 卷 末に、 長享 ニ年定 正與、 

顯定， 於，， 武州崧 山， 合 戰と揭 げし 記事 あり。 

此の 他 類似の 名に して、 全く 別 本なる もの あり。 左の 如し。 

五、 室町 殿 日記 四卷 

右 は 足 利季世 記の 一 名に して、 史籍 集覽に 入れる 本な り • 

六、 室町 記  六卷 

右 は花營 三代 記の 一 名な り。 又 武家. W 記と もい へ b。 群 書類 從に 入れり • 

作者 榴林 長敎、 其の 傳を詳 にせす。 恐らく は 序文に 見えお る 京都 撿斷職 栴林巿 右 


足 利 洽亂記  は 

衞門長 高の 子孫なる べし • 猶後考 を 埃つ こと、 す. - 

足 利 治亂記 六卷  …… 

本書 第 一 卷に、 足 利 御 繁榮の 事 を 揭げ、 源 賴朝慕 府を縑 倉に 開きし より 、足 利 氏に 

至る 迄の 經歷 を略敍 し、 三代 將軍 義滿の 治世 i 榮華等 を 特記し、 次に 山 名 氏淸. 同 

滿幸 退治、 南 帝 御 入洛、 義滿 伊勢 參宫、 日吉 御社 參、 義持 敍爵、 義滿 過言 奢の 沙 

汰、 義滿 任，， 太 政 大臣， 附 公家 噪憒、 義滿 北山 別業 御 建 同 御 移、 氏滿 逝去、 大內 義弘返 

治， 北山 御幸、 義滿 他界、 滿兼 逝去、 上 杉 禪秀返 治、 三 浦 介 逆心， 早 川尻 合戰， 持 氏 鎌 

倉歸、 持 氏 出家、 持 氏. 滿貞 最後、 結 城 合戰、 將 軍義敎 生害 附赤菘 返 治 等 を 記し、 最後 

に 京都に は義敎 の子義 勝、 縑 倉に は 持 氏の 子 成 氏 を 取 立て、 玆に京 鎌 倉 水 魚の 如 

しと 筆 を 措きたり。 都合 六卷に 至る • 

以上 記事の 內往々 佐々 木 六角 氏の 功績 を 記した る 所 ありて、 特に 目立ちたり。 さ 

れば 本書の 作者に つき、 從來學 者 間に 於て、 本書 は、 江 源 武鑑、 大系 圖、 和 論語 等 を 

僞作 せりと いふ 繹田氏 卿の 作な， o とい ひ、 これ を 辨じ たる 人々 あり。 今 其の 重な 


る 人を揭 ぐれば 左の 如し •  - 

伊勢 貞丈は 安齋 隨肇 卷廿 八に、 本書 は、 江 源 武鑑の 作者なる 近 江 國坂本 雄 琴 村の 

民澤田 喜太郎 (氏 卿) とい ふ 者の 偽作な りと 論じ、 大草 公弼は 南山 巡狩 錄 凡例に、 足 

利 治 亂記は 贋作な りと 論じ、 近 藤 瓶 城の 史籍 集覽 解題に、 上卷は 明德. 應 永の 亂を 

記し、 下卷 は禪秀 及び 滿祐の 逆を錄 す。 其 間に 於け る 武家の 故 實， 佐々 木 家譜 等 

にっき 疑 はしき もの あ b 云々。 眞僞 未だ 定まらす、 存疑 のま、 玆 に收錄 せりと 論 

じ、 集覽本 頭書に は、 屋代弘 賢. 伊勢 貞春 等、 本文に つき 何れも 疑問 を附 して 論じ 

ず。 

t 父眞賴 は、 本書 一 覽の 序に、 從來諸 先生の 如く 、偽書な りと は 思考せ す、 本文 を 

摘記して、 意見 を 附箋に 付したり。 其の 條々 を 記すべし， そ は 表紙 裏の 附箋に、 

:§ 書 は 足 利 家の 末に 作りし ものなる 證 ども を 示し、 左の 本文 を揭 げたり。 

「其 外 世々 史官の 書 載す る處、 皆 氏 性 を 以て 種子と せり。 殊當 家の 中興 尊 氏 公皇 

孫と して 新田と 權を爭 ふに、 雨 家 同源 氏たり とい へど も、 新田 は 庶流 常 家 は嫡 
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流た るに 依りて、 吾 神明の 誓の 如く、 嫡 をば 嫡 とし、 庶 をば庶 とし、 元 をば 元と し 

て 元に もとづけ、 末 は 末と して 末に 基づ けん」 云々。 

卷 一 、 足 利 家 御 繁榮の 事の 條に 「嫡孫 宰相 中 將義詮 卿」 云々。 

附箋に 云、 嫡子の 誤な り。 

同條、 尊 氏 公 御 在世の 御 時 嫡孫 義詮 朝臣 云々。 

附箋に 云、. 前條 にも 此の 如し。 これ は 嫡子の 誤 なれ ども、 元よりし どけな きな 

り。 澤田 氏の 作なら ざる こと、 これにて 明瞭な り。 

同條、 基 氏の 御子 二人 あり。 嫡 女に 後 京都に 上せら る。 

附箋に 云、 三十 卷系圖 に、 基 氏の 嫡女 を擧 げす。 此 書と 合 はや。 

卷ニ、 南 帝 御 入洛の 事の 條に、 「京都より 御迎の 公卿 廿 一 人、 守護の 武士に は 佐々 

木 右 京大 夫源滿 高、 時に 從四 位の 上に 任せられて」 云々。 

附箋に 云、 三十 卷系圖 に は、 從 五位 上 右 京大 夫と あ. り。 これと 違へ り。 

同條、 「是 より 南 帝 は 太 上 天皇の 尊號を 蒙らせ 給 ひて、 後村上 院とぞ 申し 奉る」 • 


附箋に 云、 後村上 天皇 は 後龜山 天皇の 誤な り。 しどけ なき 事 此の 女し a 

同書、 義持 朝臣 敍爵の 事の 條に、 「義滿 公 御 一 覽 ありて 大に御 立腹 あ. -て 仰せ 出さ 

れ ける は、 我れ 旣に 天下の 武將 たる 事 三代、 依って 三 公の 位に 居る 事 三世な り」 

云々。 

附箋に 云、 義詮は 三 公に 非す。 尊 氏 も亦然 り。 しどけ なき 事 此の 如し。 愛に い 

ふ 三 公 は、 高官と いはんが 如き 意な り。 澤 田 氏の 著述なら ざる こと 炳焉。 苒云、 

贈官 をい へるな る べし。 

同條、 「新田 は 庶流、 當家は 嫡流」 云々 • 

附箋に 云、 三十 卷系圖 を か 、 ん 程の 者、 かくは いふべ からす • 

同 i.「 永德 〔、水 和〕 元年の 春 行幸 を 申請く る 時、 左衞門 督滿高 十三 歲 にて 釵覽に 入る- 

時に 先帝 滿 高の 家の 永 補を閡 召し、 攝冢 の下淸 家の 上 たるべし と敕 誌な り」 云々。 

附箋に 云、 此の 說甚 しどけ なし • 按 やる に斯る 愚說 をな す は、 佐々 木 六角 家 を 

聶貭 せる 野 僧な どの 作なる べし。 三十 卷系圖 に は 左 衞門督 に 任す る ことなし 
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同條、 「京 童の 諺に、 K ム方樣 の 王な りの 御 祝と ぞ 申しけ り」 云々。 

附 M に 云、 公方 樣と いふに 付きて、 斯る說 を 添へ て 尊げ にした るか、 又は 斯の如 

ぐ 思へ る にゃあらん。 當 時の 足 利 氏の 勢 を、 野 僧 杯 は斯 くも 思 ひしなる べし。 

.卷 三、 縑倉 管領 從 三位 氏滿御 他界の 事の 條に、 「或 仁德 深き 人の 曰く、 必す 後世 天 

下 を 得る 者 は、 東國 より 出づ べしと い へり」 云々。 

附箋に 云、 足 利氏當 時の 辭 にして、 織 田. 豊臣. 德川 氏の 時に あらす。 關 東の 無事 

なる よ， o、 後世 元 和の 頃に 至りて、 德川氏 を 指して、 關 東の 者と い へる に は 非す。 

卷四、 北山 殿 行幸の 條に、 「抑 此滿高 朝臣 は 北山 殿御 同腹の 御舍 弟な り。 然れ ども 

神 偉に 依， て、 襁袍の 中より 他家に 移れり。 今日 昇殿せられ ける」 云々。 

附箋に 云、 昇殿の 事、 三十 卷系 圖に此 事な し。 

卷六、 結 城 合戦の 事の 條に、 「世上 も 閑に なれば、 管領 入道 憲實は 鎌 倉 を 立 出で て、 

諸國 執行し」 云々。 「此 人後 生辨 論集 サ卷. 諸士 格式 五十 卷撰 みて 子孫に 殘 せり」 云 

云。 


附箋に 云、 これら を 見ても、 僧徒の 作 にゃあらん • 

要するに 以上 記す る 所の 附箋に 依れば、 C 父の 說は澤 田 氏の 作に あらざる こと、 

三十 卷系圖 に 合 はざる 事 を 以て 知る ベく、 足 利 氏の 末に、 佐々 木 氏に 最廣 する 野 

僧な どの 作なる べしと いふに あり。 前條揭 ぐる 所の 先輩の 說 とも 異なれば、 今此 

編に 組 入れて、 可否の 論 は 更に 諸賢の 高說を 埃つ こと、 すべし， 

本書 上下 ニ卷 本と 六卷 本と あり、 史籍 集 覽はニ 卷本を 採收 せり。 术 編に は 六卷本 

を採收 す。 

異本 小 田 原 記 五卷 

本書 は 小 田 原 北條の 祖先 伊勢 平氏の 由來 より 筆 を 起し、 北 條早雲 伊豆に 崛 起し、 

追 日 勢力 を 得、 子の 氏 綱 父に 繼 ぎて 更に 近 國を從 ベ、 古河 公方 晴氏 を將 とし 之 を 

戴き、 關東諸 國を號 令し、 益 其の 頜土 を擴 張し、 遂に は晴 氏の 命 を 用 ひす、 えた 小 

弓 御所 義明も 討滅 しぬ。 此の 時に 當ね 氏康 は、 由 井濱に 八幡宮の 大 鳥居 を 建立 

し、 亂世中 無雙の 大法 會を行 ひ 、人の 耳目 を 驚かし、 關 東の 武士 皆 靡かざる ものな 

解題  九 
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きに 至れ， 9。 然れ ども 此の間に 於け る 大小の 合 戰は譜 所に 繼續し 氏 政に 至る。 

豊 臣秀吉 天下 を 掌握し、 其の 命 を 奉せ ざる ものな きに、 獨 北 條氏小 田 原 城に 據 

り、 天下の 軍勢 を 引受け、 遂に 天 正 十八 年滅 C に 筆 を 止めた，^ 

本書 作者 不詳な り。 t 父 眞賴 記して 曰く、 「此の 書 は 天 正 十八 年までにて 書き 止 

めて あり。 記者 詳なら や。 一部の 上に て考 ふるに、 天 正 十八 年頃の 作な さる 

は 文章の 書き ざま、 其の 頃の 趣 見 ゆれば なり」 と、 按ゃ るに 本文 中柱々 方言 を 交へ 

たる 所 ありて、 其の 意 解し 難き もの あ， o。 されば 小 田 原 記 落城 後、 北條 氏の 遺臣 

などの 記せし もの にゃあらん • 猶 能く 考 ふべ し。 

此の 他 別に 小 田 原 記と 稱 する もの あり。 同名 異本 なれば 揭げて 參考に 供すべし。 

予が藏 本に 左の 一 本 あり。 

一、 小 田 原 記 寫 本五卷 

本書 作者 不詳な， 9。 最勒卷 一 の 書 出しに、 「仁王 五十六 代の 帝淸和 天皇 第六皇 

子貞純 親王」 云 々 と 筆 を 起し、 卷 五の 末に 「宾輪 城 軍の 事」 と あ るに 筆 を 止めた 


り • 此の 本 調査す るに 群 書類 從卷 三百 A 十四に 收め たる 相 州兵亂 記と 同一 の 

本な 相 州兵亂 記， 一 名關 東兵亂 記と いひ、 四卷 本な り • 今 小 田 原 記と 比轔す 

るに、 小 田 原 記 は 事蹟 多く、 相 州 兵 亂記は 事蹟 を 省略した，^。 又 同一 の 文章と 

雖、 大同小異の 差 あり。 C 父 眞賴、 州兵亂 記に 記して 曰く、 「相 州 兵亂記 は慶長 

巳 後、 德川 氏の 執政の 世の中と なりて 後、 編集せ しもの なる べし • その 故 は 下 

卷三 十二  丁の 左の ひらに、 私に 云、 此 人の 建立 あ，？ し 寺、 武州江 戸神 田の 淨心寺 

とて、 今に あり。 彼 尼 公の 木像 も ありし となりと 見えたり。 その かき ざま 江戶 

の賑 ひて よりの 後の ものなる ことい ちじる し」。 

又 云、 「此の 書 小 田 原 記と 題せ る あり。 相 州兵亂 記と 大同小異な り。 太 田道灌 が 

江戶 城の 事な ども 見えた-り」。 以て 本書の 時代 を 知る べし。 

本書 は 前に も 記したん 如く、 作者 不詳 なれば も、 相 州兵亂 記に は 作者の 序文 を 

揭げ、 作者 は 元北條 家の 遺臣なる ， 」 と を 明記し. 先 親が 北條家 五代 間の 合戰 の 

勝 劣 を 記し 置きし を 重 撰して、 相 州兵亂 記と 名 づけた る こと を 記した b 然ゎ 

. 解 - M  .  ：  二 
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ども 序文に は 憚る 所 ありし か、 名を揭 げや。 按す るに 前條に 記せし 如く、 小 田 

原 記 五卷本 は、 相 州兵亂 記よりも 事蹟 多く 揭 げたれば、 此の 本 恐らく は 相 州 兵 

亂 記の 原本 歟。 序文に も 「彼の 日記 大綱 を拔 さて、 己に 加へ て 重 撰して」 云々 と 

記せれば なり。 記して 後の 考を 埃つ。 

また 國書 解題に も、 小 田 原 記の 種類 を 左の 通 b 揭げ たり • 

一、 小 田 原 記 寫 本九卷 

解題に 云、 小 田 原北條 五代の 記に して、 早 雲より 氏 直 自殺の 事に 至る までの 事 

蹟を 記す。 奧 書に 右 之 一 部 文 祿ニ年 (ニニ 五三) 九月 相 州 小 田 原に て 誌， 之于時 

二十 五 歳 也と あれ ど 姓名 を 記さす。 もと 北條 家に 仕へ たる ものなる べし。 

r 小 田 原 記 寫本 一 卷 

解題に 云、 北條 與，， 關白， 不快 之 事 (中略) 高見 原 合戦 之 事 等 を 記す • 

1、 小 田 原 記 寫 本十卷 橫井宗 可 

解題に 云、 天文^ 後文祿 年間に 及ぶ • 小 田 原北倏 五代 間の 盛衰 汚隆 を實錄 した 


る ものな り。 末に 北條 五代 間の 年代 及び 系圖 あり (中 K) 自序 あり、 此の 時 七十 

歲 にて 之 を 綴れり とい ふ。 

以上 列記せ し 小 田 原 記と、 今回 玆に 採收 せし 小 田 原 記と は、 全く 別 本に して 而も 

天 正 時代の 作と 考 ふれば、 異本 小 田 原 記と 題し、 世に 紹介す る 事と したるな り。 

佴 本書 類本な け れば。 本の ま \ にした る も 多く、 闕 字の 場合 も 補 ふ *  J と 能 はす、 觀 

覽 の諸士 これ を諒 せよ •  • 

大正 三年 四月 

黑川 眞道識 
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一、 本 編に は 「室町 殿 物語」 「足 利治亂 記」 及び 「異本 小 田 原 記」 の 三種 を收^ 

一 、「室町 殿 物語」 は 原本 多く は 假名 書に して 殊に 地名 人名 等に 於て 然り とす • 依つ 

て本辗 は出來 得る 限 b 此 等に 漢字 を稀塡 し、 讀誤り 易き 漢字に は、 振 假名 を 施し 

て 讀誦の 平易に 努め、 且つ 時として 括弧 〔 〕 を 用 ひ、 當 編輯 部の 註記 を 加 へ て 字句 

の難晦 なからん を 期し、 又 原本の 假名に して 漢字 を 補 箝し能 はざる もの、 或は 其 

儘と なし 置く を 必要と する もの は、 字句の 左側に 縦線 を 施して 之 を 明に し、 又 原 

本 中 特長と 見 るべき 假名 遣 は、 殊更 訂正 せ ざり しも 多 か り き 

1 、「足 利治亂 記」 は、 讀み 難き か讀^ り 易き 場合 若しくは 他との 一 定を缺 く 場合に 

語尾 を 補うて 讀誦に 便なら しめ、 稀に 反讀の 個所 をば 讀下 しにした る も あり 

改行 「眞賴 云」 とせし は、 故黑 川眞賴 博士が 其 個所 每に 附箋 或は 朱書 註記 を 以て 

附記せられ たる 意見に して、 其 前文 中 左側に 縦線 を 加 へ たる は、 此 附記と 彼是 對 
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照し 易から しめんが 爲 なり • 又 括弧 〔 〕 を 以てする 註記 中 〔化々 1 とせる は對照 

の 結果 參考 の爲め 異本の 字句 を揷 入した る ものにして、^々〕 とせる は當 編輯 部 

の 意見 を 示す ものな，^。 

本書 足 利 氏 を稱揚 する が爲、 自然に 過分の 筆 を 弄せし 痕跡 あ， 9。 因って 止む を 得 

す 或 部 二三 ケ所は 之 を 削 去したり。 看覽の を諒 せよ。 

1 、 「異木 小 田 原 記」 は 原本 片 假名なる も、 本 編に は 悉く 平 假名 に 改めた. り。 

本書 は 他に 類本な きを 以て、 讎校對 索の 途 なく、 校訂 上の 困難 實に 容易なら ざる 

もの あ b しも、 僅に 原本 缺 字の 場合に 口 を箝し 或は 何字缺 損と し、 其^ 讀み 難き 

個所 若しくは 識者の 後考に 埃つ べき ものに 限り、 其 左側に 縦線 を 施して 之 を 明 

.: かにした るの 外、 校訂の 結果 全く 讀誦 の晦 S を 避け 得た りしと 信す • 
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卷 一  

大 內義隆 九州 發 向の 事  大 內義隆 全盛の 事 

尼 子 下野 守晴久 藝州靑 野が 鼻に 於て 義隆と 合戰 の 事 

陶尾張 守隆房 逆心の 事  毛 利 元 就、 陶隆房 を 罰せら る、 事 

洛中 訴訟に 依って 德政を 行 は る 、事 

き 一  

義輝公 征夷 將 軍に 任せら る 、事  義晴公 御 逝去の 事 

御領 分 徳政の 事  三 好筑前 守義長 訴訟の 事 

三 好筑前 守、 加持 田 甚兵衞 を 追 拂ふ事  公方 領を義 長 仰 ふる 事 


五 
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畠 山歸洛 する 事  中島 へ 重ねて 向 ふ 事 

き 二  

日向 守 盜賊を 捕 ふる 事  野 田 安兵衛 敵 討の 事 

たばか 

籐岡平 次. 郞女を 方便り 取る 事  岩 峙角彌 が 事 

秀吉 公高 野 御 參詣の 事 

き 四 ：……  

佐々 木貞賴 へ 御 使者 遣 さる、 事  安見 直 政 へ 上使 遣 さる、 事 

安見 直 政與カ 方へ 狀 遣す 事  江 口の 要害 夜 討の 事 

義長 京都へ 橫目を 使 ふ 事 附義輝 公 御 最期の 事  法 卿 驚き 給 ふ 事 
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鹿 苑院殿 へ 討 手 を 遣す 事 附平田 和 泉 討た る、 事 
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義昭公 御 評議の 事  信 長 公 御請の 事  義昭公 歸洛の 事 

筑前守 評議の 事  本國 寺に て義長 一 戦の 事  義昭公 參內の 事 


んニ 


信 長攝政 殿へ 參り給 ふ 事 

義長、 鹽津 入道 を攻 むる 事 

織 田上總 介へ 使 札の 事 

丹 州 幷風. 赤 井 使 札の 事 

公方へ 織 田 上 總介使 札の 事 

公方 遠 流 宥めら る、 事 

卷七  

織 田 信 長 公 座興 深き 事 


洛中より 公方へ 御禮に 上らる、 事 

諸 大名よ， o 御禮に 使者 上る 事 

和 州 四手 井 御 普請の 事 

藝 州よ b 年始の 御 使者の 事 

公方 御 謀叛の 事 

信 長 御 夢の 事 
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秀吉  <ム. 柴田 合戦 の 事 _ 室町 殿中 國御 下向 の 事 

秀吉公 北 條氏政 

, 卷入 

秀吉公 京都の 開" 

秀吉& 京都の 樣ー 

卷九 

茨 組 盜賊の 事 

卷十 

變 化の 者の 事  天狗 變じ來 る 事 

畠ナ 一  一せ 一一 

扇の 繪の事  狂歌 物語の 事  狂歌 所望の 事 

梅の. 木に て 沙汰 ある 事  . 

卷 十二  S 


光範 手柄なる 捕 者の 事  兵法 奇妙の 事  相撲の 事 

擂鐘 破る 事  負 局が 事 

足 利 治亂記 

卷 第  一  i 

足 利 家 御 繁榮の 事  山 名 陸 奥 守 氏 淸. 同 滿幸御 退治の 事 

卷 第一 一  ニニ 1 

南 帝 御 入洛の 事 將 軍義滿 伊勢 御 參宮の 事 將軍家 日 吉參詣 の 事 

義持 朝臣 敍爵の 事 井將軍 義滿公 過言 奢の 事 

卷 第三  S 八 

前將軍 義滿公 任， 一太 政 大臣， 事附 公家 噪憒の 事 

前 相 國義滿 公 北山 別業 御 建 同 御 移の 事 縑倉 管領 從 三位 氏滿御 他界の 事 

大內介 義弘御 退治の 事 
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卷第四  15 

北め 殿 行幸の 事  北山 殿御 他界の 事  鎌 倉 殿 滿兼卿 御 逝去の 事 

上 杉 入道 禪秀御 退治の 事 

卷 第五  M 

小 笠 原. 村 上 確執の 事附上 杉憲實 諫言の 事  三 浦 介 逆心の 事 

箱极， 早 川尻 合戦の 事 . 持 氏 卿 縑倉御 歸の事 附鎌倉 合戦の 事 

卷第六  ーー八ーーー 

持 氏 卿 御 出家 井 直直 以下 自害の 事  持 氏 卿. 滿貞 朝臣 御 最後の 事 

結 城 合 戰の事  將軍義 敎公御 生害 跗赤菘 、退治の 事 
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伊勢 平氏 由 來の事  早 雲 韮 山に 移る 事  三 浦 介 滅亡の 事 


三 島 参籠 附靈 夢の 事  小 田 原 軍の 事？ K 森 敗北の 沙汰 

立 河原 合戦の 事  可 諄 討死の 事  權現山 合戦の 事 

義同 討死の 事  氏 綱 公方 を聱に 取る 事  走 湯 山 參詣の 事 

早 雲 寺 建立の 事  淺草 沙汰の 事  江戶 合戦の 事 

小 弓 御所 御發 向の 事  義弘 合戦の 事  府中 軍の 事 

外郎が 事  河 越城攻 むる 事  小弓義 明と 合戦の 事 

八幡宮 建立の 事  氏 綱 連歌の 事  氏 綱 逝去の 事 

由 井： M 大 鳥居 建立の 事 

卷之ニ  il 

河 越 夜 軍の 事  上 杉 敗北 幷龍若 最後の 事  加 島 合戦の 事 

三 浦 軍の 事  結 城 政 勝 加勢 を 請 ふ 事  沼田 陣の事 

古河 御所 薨去の 事  天狗 沙汰の 事  笠 原趑前 追善の 事 

忍 成 田家 傅の 事  長 尾景虎 管領に 押 成る 事  手島类 作 守の 事 
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景虎 上洛の 事  河 中島 合戦の 事  极山 合戦の 事 

尺八の はやる 事  高野臺 合戦の 事  成 田 父 子 不快の 事 

京 公方の 事  上總 軍の 事  關東 諸家の 事 

卷之三  s 一八 

曰 井城 合戦の 事  上 州表發 向の 事  唐人 着船の 事 

今河歿 落の 事 附薩埵 山 合戦の 事  信 玄旗を 落す 事 

信 支 小 田 原 出張の 事  蒲 原 落城の 事  三 郞を越 州へ 養子の 事 

氏康薨 逝の 事  氏 眞小田 原 除く 事  信玄 死去 を 隱す事 

關宿城 降 參の事  勝 賴綠邊 の 事  越後 三 郞が事 

卷之四  M 

戶倉合 戰の事  ^倉の 城 落つ る 事  甲 州 合戦の 事 

瀧 川關東 管領の 事  信 長の 事  瀧 川 一 益 合戦の 事 

若 御子 對陣の 事  朝比奈 彌太郎 鬼に 逢 ふ 事  上方 軍の 事 


佐 竹 對陣幷 上州對 治の 事  菘田由 來の事  岩 付 太 田 味方になる 事 

笠 原 小 田 城 を 取る 事  梶原 母を盜 出す 事 

卷之五  •  I 

北條. 關白 不快の 事  山中 合戦の 事 

關 白團， 小 田 原， 給 ふ 事 附崧田 内通の 事  所々 小 田 原 方 敗軍の 事 

佐 野 城 落つ る 事 幷由來  岩 付の 城 落つ る 事  氏 勝 降 參の事 

崧田隱 謀 露 顯の事  小 田 原 落城の 事  氏 政. 氏 照 最後の 事 
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夫 古今の 述記 は、 世に 周流し ければ、 綿み、 と 愛に 引く 事 を 略す • 旣に 帝政 傾きし よ 

、源 尊 氏 公一 天の 機 ゲ掩ひ 苦戦 を 遂げて、 終に 四海の 運 を 開き、 政の 廢れた 

るを舊 代に 返し、 神社 佛閣 の絕 えたる を發 し、 仁政 直に 施し 給 ひし かば、 其德 家門 

にこた へ、 數代武 將の位 を 汚せり。 然 りと 雖、 末々 に は 叛逆の 人 蜂起して、 明德. 嘉 

吉. 應仁 などに、 兵 革 度々 に 及べ b。 され ども 武運 傾か やして、 恙なく 十^^に 及ん 

で、 今 天文の 曆に 至っての 武將 は、 萬 松 院義晴 公と 申 奉る。 此 時に 當 つて 四 夷 八 S 

一 司 こ 亂れ、 弓箭 一 日 も 止む 事な し。 是に 依って 農 桑の 煩 費、 萬 民の 悲歎、 言語に^ 

• 上の 

きす。 漢 楚の戰 に、 海陸 を 覆し けん 兆民の 愁も、 斯 くやと 知られて 淺ま しかりし 世 

g な. り。 于玆榴 林 市 右 衞門尉 長 高. 脇 屋惣左 衞門尉 貞親兩 人、 京都の 檢斷職 を 賜つ 

て、 自分の 所用 を每に 記す。 又 三 好 日向 守長綠 は、 公方の 御領 所の 沙汰 人た るに 依 
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つて、 是も 事を每 日に 記せり • されば 此 日記： 永祿 年中の 亂 逆に 取 失 ひぬ。 然る 

所に 不意の 方に 櫃ー っ殘れ り。 此底を 取 分けて 見ければ、 少々 記した る控 あり。 g 

公方の 右筆に、 鳥 飼 如雪齋 とい ふ 人の 家に、 其 頃 方々 より 到來 しける 書簡 又 小 S 記 

これ あり。 之 を 或 方より 一 覽 ありた き 所望に 依って、 礫碎 しけれ ども、 彼是 取合せ 

て鑑 るに、 句 面 連續せ ざれ ども、 なき 所 は 是非に 及ばす、 且向ふ 所 を 片端に 書す け 

畢ん ぬ。 此次を 以て、 末に 文祿 年中の 說 まで 少々 書 加へ て、 大意 を 記し 侍る • 

于時寶 永 三年 正月 吉 H: 

楷 林長敎 撰 


大 內義隆 

九州 進軍 
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大 內義隆 九州 發 向の 事 


鎭 西の 國人 等、 綸命を も 恐れ や 武命を も 憚らす、 私欲の 爲に 弓箭 を 業と し、 萬 民 を 

みかさ  いっく 

惱亂せ しかば、 帝 逆鱗 安 か らす、 公卿 區 々に 食議 ある 所、 普 天の下に 生 を 受け、 何 地 

み つぎち の  ： I-S  '51 i 

か 王 地に あらざる や。 御調 物 を も獻せ ゃ叙盧 を も 恐れ や、 恣に 弓箭 を 起し 國土を 動 

亂せ しむる の 條、 其 罪 甚だ 輕 から や。 所詮 誅罰、 を 加 へられ やば あるべからざる 由奏 

し 給へば、 鑣て武 將へ宣 旨をぞ 下されけ る。 義晴卽 ち 九州 誅 罰の 御敎書 を、 大內多 

多羅 義隆 へ ぞ 下されけ る。 義隆敕 命を帶 し、 彼是 三 萬の 軍勢 を 率ゐ て、 筑紫 へ 發向 

し、 筑前國 博 多の 溱に諸 勢 を 押上げ、 先 づ秋月 居城に 押 懸け、 稻 麻の 如く 取 図んで、 

息 をも繼 がせす 攻め 給 ふ。 城に も、 爱を 先途と^ ぎ戰 ふと 雖、 多勢に 手痛く 攻めら 

大 內義隆 九州 發 向の 事  一 ュ 
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れ、 耐る べき やう あら ざれ は、 甲を脫 ぎて 降 人と なる • 纏て 人質 を 出しけ， e^H 、菊 池. 

原 田が 雨 城へ 取 詰め、 息 をも繼 がせす 攻めければ、 これ も 降 人となりて 軍門』^ ジ。 

彼等 を^と して、 筑後. 肥 後 九州の 輩、 悉 ぐ降參 しければ、 義隆 何れも 人質 をば 取 固 

め、 國の制 法 正し^ V-,, -て、 防 州に 歸陣し 給 ひ、 各 休息 ありて、 賞 は 時 を S え やとて、， 

度 戦功の 輩に、 それ ぐ に 勸賞行 はれけ る • かくて 上洛 ましく、 公方へ 參， o 給 ひ 

て、 九州の 首尾、 委細に 申 上げ 給 へ ば、 國御感 限な ぐ、 直に 帝 へ * 內し給 ふ。 歆感 

淺 からすして、 今度の 忠 賞に、 太 宰大贰 帥に 任せられ、 防 長 豊筑四 ケ國の 安堵 を 袷 は 

b 、其 上 中國筑 紫の 成敗 を、 一圓に 下さる との 宣旨 なり。 義隆、 時に 當 つて 弓箭の 

面目 難有敕 誌と て、 喜び勇みて 御前 を 立ち 給 ひける。 かくて 義隆 に、 未だ 北方 もお 

はし まさ いれば、 鑣て 持明院 入道 殿 一 忍 軒の 姬君、 十五に ならせ 給 ひける を迎 へ さ 

せ 給 ひて、 御 暇 申して 歸國し 給 ひに ける。 

義隆 全盛の 事 


大內^ 隆 


さる ほどに 大內 多々 良の 義隆 は、 防 州 山 口. 鴻の嶺 の 御館 を 普請し、 並に 新造」 、星 

なプ  - 

形 を 輝く ばかりに 磨き立て 、、北方 を 移し まゐら せ、 築山の 御前と 號 けて 侍き » ひ 

ける • され どら 姬君 都を戀 しぐ 思 召して、 事の 折に 觸れて は 言 出 ださせ 給へば、 篛 

隆、 さも あらば 當 所に 都 を 移さん とて、 一 倏 より 九條 までの 條里を 割り、 四ケ 國の大 

身 小身の 屋形、 甍を 並べて 造り 給へ り 。京.^. 博 多の 商人、 軒 を爭ひ 建て 續 けり。 領， 

國の諸 侍、 朝 暮に 出仕 を 遂げ、 圚繞渴 仰 記す に遑 めら す。 加 之 諸 門跡 を 始の 公卿 殿上 

人、 又は 五山の 惟高 和 尙達を 請 待し、 或 時 は 和歌 管絃の 遊、 又 或 時 は 詩 聯句の 舎 を旦 

募の 業と し、 其 外 京都. 南都よりも、 猿樂の 名人 を 呼 下し、 能藝 を盡 させ、 W は 茶 溢 を 

奥行し、 和漢の 珍 器 を 集めて 弄び 給 ふ 程に、 國々 よりも 諸 商人 山 口 へ 到來 して、： W 毎 

に 京 町立ち にけ う 。されば 防 州に は、 時なら ぬ 春の 來て、 花の 都と 唱へ けり • 此京は 

中々 に廢れ 果て、、 及ぶ ベく もなかり けり。 されば 山 口 一  條の 辻に、 如何なる 人 か 

した，^ けん、 九重の天 こ、 にあ， 9 として、  . 

大內と は 目出度 名字 今 知れ り 裏の 字 略せし 大內裏 と は 

義^ 全盛の 事  m 
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尼 子 下野 守 晴久、 藝州靑 野が 鼻に 於て 

義隆と 合 戰の事 

雲 州の 大守尼 子 下野 守晴久 は、 中國十 餘ケ國 の權を 取って、 威 を 高く 振 ふ • 窆に 武道 

に 賢し く 諸侯 を 撫でし かば、 此の 家門に 親まぬ 人 はな かりけ 或 時 諸臣を 招き 

て 申されけ る は、 防州大 內義隆 は、 今度 鎭西返 治の 勸 賞に、 中國 九州の 成敗 を 給 は 

る。 さるに 依って 西國 は、 義隆が 命に 隨は すと いふ 事な し、 され ども 晴久に 於て は、 

大內が 下知 を 用 ふま じ。 時に 義隆憤 を 抱きて、 終に は 家の 敵と ならん。 所詮 近國押 

寄せて 四々 國を 押頜 し、 某 西國の 成敗 を 給 はらんと 思 ふなり。 急ぎ 領國 へ 相 觸れ、 軍 

勢 を 催すべし とぞ 申されけ る。 懸谷丹 後 守 • 浮 澤將監 御 下知 をう けて、 軍勢の 着 到 

をぞ 付けに ける。 都合 三 萬 七 千 五 百の 士卒 を打隨 へ、 晴久雲 州 を 立 たれけ る。 先陣 

は南條 修理 大夫、 手勢 五 千 を 率して 一 陣に 進む。 旣に 藝州靑 野が 鼻に 着きし かば、 

暫く 愛に 陣取りけ り。 さる ほどに 義隆、 諸 家老 を 呼びて 宣 ひける は、 誠 や 尼 子晴久 


尼 子啃久 

大 內義隆 

對陣 


當家 退治の 爲に、 大軍を 率して 向 ふと 閬く a 某 西國の 成敗 を 司る こと、 全く 私に あ 

らす。 敕宣を 蒙りて 政 を 正せ， 9。 然る を 斯樣に 逆心 を 企る こと、 一に は 朝敵、 二に 

は 家の 敵、 彼と 雌雄 を 決せん こと、 憚る 所 ある ベ からす。 早く 勢 揃して 打 立つ べし 

とぞ 下知せられ ける。 陶. 山 口承り て、 四ケ國 へ觸狀 をな し、 三 萬 一千の 着 到 を 御 目 

に懸 くる。 義隆宣 ひける は、 山 口 阿波 守 五 千に て 先陣すべし。 陶尾張 守 は、 一 萬に 

て ニ陣に 打て、 三陣は 冷泉 民 部 少輔、 殘る 一 萬 は 旗本に 率して 、一 一日路 後に 出陣す ベ， 

しと ぞ 下知し 給 ひける。 各 承って、 次第々々 に 打つ 程に、 先陣 旣に靑 野が 鼻に 着き 

しかば、 敵の 備と、 其 間 十五 町 隔て、、 陣をぞ 取りに ける。 一 曰 人馬の 足 を 休めて、 翌 

日 辰の 一 天に、 山 口 一  戰をぞ 進めけ る。 南 條之を 見て、 兵 を 下知して、 暫く 時 を 移し 

て 攻め 戰ふ。 斯 く？ -て 其の 日 三度の 合戰 に、 互に 勝負 はな かりけ， 9。  二日 は 陶尾張 

守 一 萬騎を 進めて、 一時に 唯 雄 を 決せん とまう だり ける。 尼 子方に は 岡田彈 正忠、 

諸 勢の 機 を 勇まし、 少しも 橈ます 攻め 戰ふ。 此 H も 三度の 合戦に、 手 負 死人の 有樣 

は、 算を亂 せる 如くな. り。 日 も 夕陽に 傾き 給 へ ば、 兩陣 互に 引きに ける。 三日 は 冷泉 

尼 孑 下野 守晴 久參 州靑 野 が 鼻に 於て 義隆^ 合戦の 事  七 


晴久 ^軍 
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民 部 少輔、 尼 子方に は 和 多 利 淡 路守懸 合せ、 新手 を入替 へく、 無 一 一 無 三に 死 を 一 途 

にぞ爭 ひける。 此日四 度の 合戰 に、 何れも 勝負な かりけ り。 斯くて 翌 《: 明 方より 雨 

降り出で て、 晴間も あら ざれば、 雙方 互に 陣取りけ，^。 斯る內 に 下野 守、 例の isKi^ 

りて、 甲 を 枕と し 伏し 給 ふが、 次第に 胸先 痛增 されば、 氣 色弱り て 見え 給 ふ。 諸 家老 

之 を 見て 申しけ る は、 抑此 程の 軍の 防戰を 積る に、 一 往ー 一往に て、 中々 t 雄 は 決し 難 

く存 するな り。 後： H の 勝負 待ち 給 ひて、 先づ 御歸陣 あ， りて 然る べしと、 勸め 申せば、 

晴久 力なぐ、 左 も 右 も 計ら ひ 給 へ i 宣 へ ば、 さらばと て 馬に も 叶 はせ 炝 はねば、 と あ 

る 山寺より 乘物を 取 寄せて 打乘 せ、 雲 州へ とぞ 急ぎけ る。 諸 勢 も 次第々々 に歸陣 し、 

た b けり。 さる 程に 義隆は 本國を 出で 給 ひ、 途中に て 之 を 聞き 給 ひて、 殘 多く 思 召 

せど も、 後日の 一 戰 たる べしと て、 防 州へ 打 入り 給 ひに け， o。 

陶尾張 守隆房 逆心の 事 

大內 義隆の 家中より、 山中 玄蕃之 S とい ふ士、 京都へ 上って、 上野 民部少 輔に對 面し 


て 申しけ る は、 某 主君 義隆 の御爲 に、 高野山 へ 罷上 り、 夫よ， o 言. 上申 さ ん爲 に、 此迄 

參む 候と て、 義隆滅 1J の 始終 を、 委細に ぞ 語りけ る。 抑 大內の 臣下に、 陶尾張 守隆房 

と 申す もの は、 昔時 義隆の 先祖 震旦 國の 主淋昌 太子、 木 朝に 渡り 給 ひ、 始めて 筑前 

國多々 良の 濱に 上り 給 ひしに より、 卽ち 多々 良 氏と 號す。 陶も山 口 も 同名な， o。 此 

時 具せられ ける 兩臣な り。 されば 君臣の 禮儀、 代々 恙なく 相 倦へ て、 今 此義隆 迄旣に 

廿八 代に 及べり。 この 隆 房が 養父に、 陶道 喜と いふ もの あり。 陶 五郎と て、 唯一 人の 

子 を 持てり。 器 量 骨柄 人に 超え、 文武に 長 じ， 藝才 いみ じかり ければ、 父 道 喜 、義^ 

へ參ら せ、 己れ は 同國富 田の 城 へ隱居 しけり. さる 程に 陶 五郎、 萬 事に 賢し かりけ 

れば、 義隆 なべて ならす 思 召して、 恩寬 父に 越えたり。 頜國の 諸 侍 も、 大內の 功 者 

とて、 重く のみ 侍き ける。 或 時 五郎、 富 田の 城に 來 つて、 道 喜に 對 面し、 萬の 物語 をし 

ける 次に、 義隆の 御行 跡、 又は 國の 政、 一 向猥 なる 由 語って 嘲りければ、 父 入道つ く 

づ く f 0 聞きて 思 ひける は、 彼奴 は、 安から ぬ 事 をい ふ もの かな。 入道な からむ 後に 

は、 一 定 主君へ 謀叛 をすべき ものな り。 さも あらば、 先祖に 及びて 瑕なる べし。 所詮 

陶尾張 守隆房 逆心の 事  ^ 
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彼 を 害して、 入道が 冥 路の障 一^れん と 思 切って 、おに 家老に 言付けて、 情なく. ^討 

つて 棄て た. o けり。 他國の 人み、 傅へ 聞きて、 惡逆 無道 目に 兌 えても、 我 子と い へば 

眼 昏れ、 免す は 親の 習ぞ かし。 況ゃ 見えた る 科 もな きもの を。 行末 を 鑑みて、 唯一 

人の 遺跡 を 討って 棄て たる 道 喜 は、 唐に もな き 忠臣と、 賞の ぬ 人 はな か.^ けり。 斯 

くて 入道、 傍輩の 子 を 養子に して、 義隆 へ參ら せ、 今 陶尾張 守と 名乘 りて、 恣に權 を 執 

つて、 重恩 身に 餘 りて、 何の 不足 か あるべ きに、 如何なる 天魔の 入變. ^けん、 義隆公 

を C して、 一 日な. 5 とも、 彼の 榮華、 心の 儘に 樂 みて、 未 來の思 出に せんと 思 ふ心ぞ 

付き にけ る。 さるに 依って 虛病を 構 へ 、 義隆 へ に 、暫く 療治 を 加 へ 候 は ん とて、 富 田 

の 若 山へ 引 籠りて、 謀叛の 計 策をぞ 運ら しける。 さる 程に 隆房、 杉 隼 人 佐. 右田 將監- 

きょかけ 

靑景. 鷲 津等を 先と して、 さも ある 人々 をば ロハ 管に 招いて、 珍 膳 を盡し 酒を勸 めて、 

其 後 申しけ る は、 某此間 不思議の 事 を 聞 出し 申 候。 其 委細 は、 相 良 遠 江 守 武任、 義隆 

へ讒 しける は、 各と 隆房 一 眛 して 反逆 を 企つ る 由、 正しく 吿げ 申す。 義隆實 にうけ 

給 ひて、 惡き奴 原が 所存 かな • 其 儀なら ば 近 曰に 誅 罰すべし とて、 安藝. 備後. 備中 


mm 
隆 

房 


の 者 共 を 召されて、 不日に 罰せら る ベ き 由 聞 あう • さるに 依って 宮. 三吉. 杉 原 .ゅ賀. 

みすみ 

天 野. 古志. 木 梨 等、 一 萬の 人數を 率し、 住 國を打 立ち 石 州に 着きし かば、 三角. 福屋の 

兵 共、 三千 餘騎 にて 一 つに なり 、近日 山 口へ 着陣 すと 申す。 然れば 谷 某 同心して、 勢 

の附 かぬ 中 山 口へ 押 寄せ、 義隆 どば 討ち 申し、 大友御 舍弟義 長 をば 申請け て， 主君に 

備 へ 奉り、 惡き相 良が 頭 を 刎ね、 欝憤 を 散す ベ しと ぞ囁 さける。 人 々 之 を 聞きて、 扨 

も奇 代の 讒言 かな • 思 設けぬ 事 なれば、 誤な き 心底 を、 一旦 は 申さば やと 思へ ども、 

さま ど 催し 急なら 《K 、如何に いふ 10 も 叶 ふま じと、 一 往の 沙汰に も 及ばす 同心せ り。 

陶は 大きに 喜びて、 さらば 一族 他家の 人々 へ、 廻文 を 認めよ とて、 國々 へぞ 遣し け 

る。 筑 前の 國には 加 珍 源 助 • 同與次 太夫， 肥 後 國には 安蘇 彌 五郎. 太 宰少甙 牛壽 丸. 秋 

月 種實を 先と して、 悉く 同意せ り。 W 又 防 長の 其 中には、 內藤隆 世 士ー崎 監物. 弘中三 

河 守 をば 宗と して、 雲霞の如く 附隨 ふ。 斯る 所に 陶が家 子に 深 野 彈正康 澄. 宮川左 

衞門房 勝 は、 隆房が 前に 來て、 畏 つて 申しけ る は、 承れば 隆房 は、 主君へ 逆心 を 起し 

，ふ。 S も 口惜しき 次第 かな。 斯る御 所存の あるべき と は、 S も 思 ひ 寄らざる なり. 
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先づ心 ヶ-鎭 めて 聞 召せ。 御 養父 道 喜 入道 殿、 唯一 人の 義淸殿 を 害し 給 ふ は 何故 ぞ 

や。 主君に 弓 を 引かう す 者な. o と 思 召して、 失 ひ 給 ふ は、 君 歷然知 召す 如くな り。 只 

今 逆心の 名 を 取 b 給 は か、 天命 爭か盡 きざる ベ き。 主君の 罰、 IT 乂の 罰 、世 問の 嘲、 旁 

以て 生 甲斐 は 候 はじと、 淚 を 流して 諫めに けり。 隆房 聞きて、 斯 程に 思 立つ 上 は、 烏 

の 頭が 白くな. り、 駒に 角が 生 ふると も、 思 ひ 止まる 事 あら じと、 座敷 を 立ちて 奧 へ ス 

り、 合の 障子 を 押 立てけ り。 兩人は 之 を 見て、 比 干 は 胸 を 裂き、 伍子 胥は刑 を 給 はる 

も、 斯る 事に こそ は あれ。 此上は 萬 人 の 人口に 憑らん より、 いざや 冥途 に 赴き、 草の 

蔭なる 入道 殿と 共に、 因渠を 見果て なんと、 座敷 を 去ら や 刺 違 へ て 死にけ る は、 類 

なき 忠臣と、 聞く 人每 に、 感 せぬ はな かりけ. o。 さる 程に 隆 房に 相隨ふ 人々 は、 江 良 

きょかげ 

丹 後 守 信 俊 • 狩 野 彈正忠 、弘中 三 河 守 守 卓 靑景刑 部 少輔. 戶 井田 正 廣* 鷲津 入道 を宗 

とし て、 都合 其 勢 八 千 餘騎、 旣に山 口へ 寄す る と 聞え しか ば、 義隆 聞き 給 ひ、 何隆 房が 

謀叛と いふか。 相 傅の 家僕と して、 主君に 弓 を 放っと も、 天命い かで か 免る マき。 そ 

れ防げ お 共，^ 宣 ひて、 鑣て六 具をぞ しめ 給 ふ。 冷^ 民邠 少輔， 天 野 藤 內之を 見て、 面 


を 防ぎ 候 は V  、三 井田. 右田. 仁 保の 者 共、 手 合せ 仕 候へば、 奧へ攻 入 b て、 若君 御 

臺を生 捕り 奉らん 事 疑な し。 た^. 瀧の 法 泉 寺へ 落ち 給 ひ、 快く あれに て 一 戦し、 其 

後 御 自害 候て、 然る ベう 候 はんと 諫め. S す。 義隆 力なく 、冷泉. 天 野 を 先と して、 栩傳 

の 兵 を 三百 勝って、 法 泉 寺へ とぞ 落ち 給 ふ。 程なく 着き 給 ひし かば、 一 時に 堀 を 掘り、 

逆茂木^ 引かせ、 節 遣戶 を楣 として、 寄す る 敵をぞ 待ち 給 ふ。 時刻 移れば、 其 日を延 

ベ じと M. 張守隆 房、 八 千餘の 軍兵 を 率して、 法 泉 寺へ 押 寄せ、 鬨を どっと 上ぐ。 冷泉 

降. 豐、 大力に して 至 剛の士 なれば、 萠黄緘 の 鎧の、 三人して 持ちけ る を、 綿 齧 掴んで 引 

立て、 草摺 長に 着 下して、 四 尺八 寸の 赤銅 作の 太刀 を 佩き、 三尺 五 寸の白 柄の 長刀 提 

げて、 先に 進み 給へば、 天 野 藤內. 黑川. 小幡 等、 思々 心々 に 出立ち 左右に 續く。 敵に は 

一一 滞. 靑景. 鷲 S 等 を 先陣と して、 雲霞の如く 亂れ 入る を、 冷浆民 部 少輔、 多勢の 中 へ 

切て 入り 十文字 -割 立て 薤 伏す 勢に、 樊喈が 怒れる 有樣、 項 王が 山 を拔く 威勢 も、 斯 

くやと 思 ひ 知られたり， 未だ 時節 も 移ら やして、 手 負 死人 は 算を亂 して 見えに け. 9。 

寄 手大に 驚き、 唯一 人に 切 立てられ、 むら > (^ばつと ぞ 引きた b けり。 日の 中に 五 
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度の 戦に、 * 方の 三百 も、 廿餘 人に な， りに けり。 義隆、 今 は 罪作りに 何 かせん • 腹 を a 

らんと 宣 へば、 冷泉 隆豊 申されけ る は、 先づ 一 度は豊 後へ 落ちさせ 給 ひ、 大友 を御賴 

みあり て、 筑前 .筑 後の 勢 を 率して、 陶を U し 給 ふ べしと、 人々 頻に勸 め 申せば、 さら 

ばと て 夫よ. o も、 法 泉 寺 を 夜に 入りて、 主 從七騎 落ち 給 ひて、 長 門國に 間え たる せん 

ざき 措して ぞ 落ちられ ける。 程 もな く 着き 給 へ ば、 此 よりも 小.^ に K 乘り て、 海上^ 

しるし 

に 押出しけ るに、 兎角 運の 盡 きたる 義隆 の徵に は、 俄に 惡風 吹き出で て、 元の せんざ 

き へ i 吹戾 しけり。 是ぞ 源の 義經、 四國 へ 乘 らんと て 押出せし に、 惡風 吹きて、 元の 

浦へ 吹晨 しける に 異ならす。 斯 ぐて 敵 共、 浦々 關々 を 固めければ、 雜 兵の 手に i らん 

よ b は、 此ょ b. も 當國布 川 の 大箏寺 に 行 き て 、自害 を 心靜 にせば やとて おはしけ り， 

此寺は 石屋 禪師の 開基と て • 佛 法 流布の 靈 地な b  。彼 寺に 落着き 給へば、 異雪 和尙、 

涙 を 流し 給 ひて、 盛^ 必衰の 现 とはい ひ 乍ら、 斯る御 有 樣を見 奉る に、 夢の やうに 

こそ は存 すれと て、、 互に 涙に 咽び 給 ひける。 其後宣 ひける は、 おさ あ ひ 者 共の » は 

是非な し。 嫡子 三位 中將 をば 賴み苯 る。 いかにも 取 隱し給 ひて、 豊後」 大友を i ま 


自大 

殺內 


せ 給 ひて、 隆房を 追 罰し 、某が 追善に 施し 候 やうに 、偏に 和 尙を賴 み 奉る 由、 懇に契 

約 ましく ける • 扨 佛果の 種 因 一 箇の吹 毛 を提撕 して、 人間 是非の 間 を 截斷し 給 ひ 

て 後、 腹 十文字に 切って、 天 野い かにと 睨み 給へば、 籐內 涙と 共に 御 介錯 仕りけ 气 

大內廿 八 代、 天文 十二の 天、 中秋 下旬の 露と 消えさせ 袷ふぞ 哀れなる • 斯くて 時刻 

移 b ければ、 陶隆房 は、 又 新手 一 萬 餘騎を 率して、 大箏 寺へ 押 寄す る • 冷泉 民 部少輔 

最後の 軍 を 快 く  f :} て、 敵に 目を覺 させんと て、 今度 は 三尺 ニ寸の 太刀、 五郎 入道 正宗 

がう つたる み^ れかき の、 拔 けば 玉 散る ばかりなる を、 輕々 と 提げて、 多勢の 中へ 打って 入 

b  、活人 劎. 殺人 刀. 向上 極意の 妙劎. 十字 手 裏劎. 沓 ばう 身な どい ふ 兵法の 術 を 儘し、 

切って 廻 b 給へば、 手先に 向 ふ 兵な かりけ り。 七 人の 人々 も、 今 を 最後の 合戦 なれ 

ば 、戦場 を 枕に せんと、 太刀の 金の 續 く ほど、 十文字に 切り散らせり。 隆豊 も、 今 はは 

やさる ベ き 敵 もな し。 雜兵原 を、 太刀 汚し に 殺しても 何 かせんと て、 立歸っ て、 佛前 

にて 鏜を脫 ぎ、 短冊 一 枚 取 b 出で て、 辭世、 

見よ や 立つ けぶり も 雲 もなか 筌 にさ そ ひし 風の あと も殘ら や 

儆尾張 守隆房 逆心の 事  S 


室町 殿 物語 卷ー  一六 

黃門定 家 卿の 末流と はい ひ 乍ら、 斯る 折節、 歌 詠む ベ ぅも覺 えす。 され ども 歌道に 入 

魂し 給へば、 斯くロ やさみ 給 ふ、 心の中 こそ 優し けれ。 斯 ぐて 押 肌 拔き給 ひて、 愎十 

文字に 切りて、 返す 太刀に て 心 元へ 突立て、 夕の 露と 消え 給 ふ を、 惜 まぬ 人 はな かり 

けり。 殘る 人々 も、 思 ひ/.^ に 最後の 得道し 給 ひて、 自害して 失せに けり。 W 嫡子 

三位 中將御 父祖 一 忍 軒 * ある 山寺に 忍 入 り、 隱れ させ 給 ひける を、 陶 阿波 守 之 を 聞す 

けて、 三百 餘騎 にて 馳向 ひ、 疾々 御 生害お る べしと 勸め 奉れば、 詮方な く 一 一人 共に、 御 

生害お はしける。 扨 北の方 は 二人の 御 公達 を、 乳母 二人が 抱きて、 或 山家に 忍び 給 

ひける を、 御 父の 一 忍 軒 中 將殿. 義隆公 は 申す に 及ばす、 悉く 御 生害お はしける 由、 

相 傅の 友 若丸來 りて 告げければ、 氣も魂 もな き 心地して、 今迄 はさり ともと こそ 思 

ひしに、 こ は 情なき 事共 かな。 中に も 父 一 忍 軒 は、 十 年 計 相 見ぬ こと を、 懷 しぐ 思 召 

して、 過 ざに し 春の 頃 下らせ 給 ひ、 夏の 半に 京へ 上，^ なんと 頻に 仰せられし を、 + 一 

日 一 曰と 止め 奉り、 秋に なり、 斯る 憂目に 遭うて 自害 まし/.^、 田舍の 露と せ 給 

ふ 事の 悲し さよと、 天に 仰ぎ 地に 伏して 歡き給 ふが、 今 は 何に 命の 惜し かるべき。 


早く 冥土に 赴きて、 人^-と 一 つ 蓬に て、 御 目に 懸 らんと^ ひて、 ある 淵に 行きて、.^ 

湍の 底へ ぞ 沈み 給 ふ。 乳母 は 五 歲の姬 君 を 抱きて、 之も續 いて 沈みに けり。 哀れ 

とい ふ も 常の 事、 言葉に 述ぶ べき やう もな し。 之 を 聞く 輩、 涙に 呕 せぬ はな かりけ 

り。 人々 之 を 聞き 給 ひて、 隆 房が 惡逆 無道、 とかう 申す に 及ばす と、 惡 まぬ 人 は な 

かりけ り。 

毛 利 <  元 就、 陶隆房 を 罰せら る ゝ事 

さる 程に 陶隆房 は、 大 內義隆 の 貴族、 相 傅の 郞 從等、 悉くに C し、 四ケ 掘^ 妨なく 押 

領し、 さて 山 口  • 鴻嶺. 築山の 御所、 金銀 珠玉 を 鏤めた るに、 我 身 は 移り 變り 、富 田の 若 

山の 城 をば、 嫡子 五郞隆 豊に讓 りけ り。 斯 くして 町人 百姓 等の 仕置 を 改め、 今 はは 

や 心に 殘る 所な ぐ、 上 見ぬ 鷲と ぞ 見えに ける。 或 時 山ロ惣 門の 前に、 跡な し. もの ゝ 

しわざ 

所爲と 見えて、 

根 を 掘りて お ほち の 枝葉 枯らす ともむ く はんす ゑが 果ぞ 恐ろし 

毛 利 元 就 陶隆房 ^罰せら るゝ事  一 七 
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榮華 なに はに 付けて 不足な く、 明し 暮らしけ る 程に、 翌年の 仲秋に、 郞從等 を 近付け 

て、 隆房 申しけ る やう は、. jj 君 四 ケ國を ぞ領し 給 ふと は 申せ ども、 各 所領の 分限 をば 

知らす、 打 募らし 給 へり。 然れ ば來春 必らす 一 見し、 某 要害の やう を も 見ん と 思 ふ 

は 如何にと いひければ、 諸士 最も 然り なんと ぞ 同じけ る。 于；^ 毛 利 陸 奥 守 元 就、 其 

の 頃 藝州甲 立と いふ 所に、 僅 千 貫ば かり 身帶 してお はしけり。 自然と 弓馬の 家に 

化生して、 武勇の 道に 賢し く、 文に 長 じて、 智略 謀計 備 はれり。 敵 を 落し 國を從 へる 

事。 龍の 水 を 得る が 如し。 然るに 此隆 房が 惡逆 無道 を 案す るに、 上 は 天帝に 反き、 下 

は 地 神の 惡みを 得。 さて 人口の 嘲據 なぐ、 遠く は 五 年、 近く は 三年が 內に、 天の き • 

つて 、不慮に. C びん 事 疑^し。 さあらん に 付けて は、 如何にもして 此隆房 を C し、 當 

家 武運の 厚潢を 試さば やと 思し けれども、 隆 房が 身帶に 予を較 ぶれば、 九 牛が 一 毛 

なり。 如何す べきと 明暮 肝を碎 かれけ る 所に、 隆房領 國を打 廻るべき 由 聞え けれ 

ば、 艢て陶 に 朝夕 出仕の 者 共、 二三 人 近付き、 折々 の 御 話に 聞けば、 隆房年 越さば、 

長. 璺.^ 殘らす 一 見 ある べき 由 風聞 候。 さも あらば 能き 幸と 毂 島へ 詣で給 ひ、^： 


藝州を も あらまし 見 給 ふこと もや ぁケ なん • 同じく は 御 參詣 なきやう にと こそお 

すれな ど、 いひ 聞かせ 袷へば、 此の 人々、 何篇に 限ら や 珍說を 聞かせて、 陶が氣 色に 

入らん と 思 ふ 折 なれば、 鑣て斯 くと ぞ吿 げた，^ ける。 隆房 聞きて 怪しく 思 ひ、 さも 

あらば 是非とも 詣づ べしと ぞ 申されけ る。 元 就悅喜 限りなく、 一 家の 親族 累代の 臣 

をば 集めて、 軍の 評議 相 定めて、 頜 分の 百姓 等 悉く 狩 立て、 燒草を 用意 させ、 如何に 

も靜 まり 返って、 隆房遲 しと 待 受けら る、。 さる 程に 陶は、 斯る 智略 あ， 9 と は 夢に 

も 知らす、 屈 究の兵 をば、 五 百 餘人勝 つ て、 樣々 の 獻物を 認め、 嚴島 へ 打 越えけ る • 

稃も なく 着きし かば、 現世 安 穩の爲 とて、 數の寶 を 奉納せ り， 社僧 神官 谷 罷り出で 

て 珍重 拜 舞す-。 斯くて 日 も 夕陽に 傾き 袷へば • 下向の 道に 赴き、 さる べき 宿に 休息 

して、 諸 勢 も疲を 晴らしけ る 所へ、 元 就 三方より 押卷 き、 鬨を どっと 上ぐ る • 隆房大 

きに 驚き、 こ は 何事 ぞ。 誰なる らんと いへば、 毛 利 元 就 謀叛に て 候と 申す。 .陶開 き 

て、 何程の 事 か あるべき • 兵 共 一 方 を 打破って、 駔 通れと ぞ 下知し けり • 斯る 所に 

四方より 放火し ければ、 一同に 燃え 上る" 折節 鑌 ^ 烈しく 吹きて、 狼煙 天 を 掠め、 焰 

乇刺元 就陶隆 房^ 罰 乜らる  > 事  K 


毛 利 元 就 

洶隆房 な 

討つ 
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地に 吹 付けたり。 兵 共 途に迷 ひて、 東西へ 對 つて 懸れば 、矢先 を 揃へ て、 鏠衾を 作つ 

て、 一人 も 逃さ じと、 鬨の聲 を 作り 懸けく、 天地 も 裂く る 計に 攻め 付けたり。 鋒 先 

を 免れん とすれば、 猛火に 焦る。 焰を 避けん ふ すれば、 矢先 を 免れす • 網に 罹れる 

魚の 心地して、 波る ベ き やう こそな か， o けり。 隆房 無念に 思 ひて、 身に 從ふ兵 七 八 

人 左右に 立て、 多勢の 眞 中へ 割って入り、 さんぐ. に戰 ひける が、 痛手 を 負うて 引 

返き、 今は此 迄と 思 ひて、 腹 十文字に 搔 切って、 焰の 中へ ぞ 入りに ける。 之 を 兒て兵 

共、 我 も，/^. と 自害して、 焰を 潜き て 伏しに け. o。 元 就 思の ま、、 に 討ち 畢 せて、 勝鬨 

を 三度 上げて 歸陣し 給 ひ、 一日 休みて、 防 州 富 田の 若 山の 城へ ぞ押 寄せ 給 ふ。 二重 

三重に 取卷き 攻め 給へば 、五郎 隆重、 暫く 立籠りて、 頜國の 勢の 附くを 相 待；、 一 戰 

に 雌雄 を 決せん としけ る。 元 就 纏て 五郎が 家老 を 偽り 給へば、 仔細な く隆 重が 首 を 

ば 刎ねて ぞ 出しけ る。 此外陶 が 親族 從類 尋ね 求め、 髑を 切って 獄門に 梟け、 蓊隆の 

追善と 回向し 給 ひけ. 9。 深 野 .宮 川が 謀 言、 露 も 違 はざる 所、 因果 歷然の 狸、 兎角 申す 

に 及ばれす。 三年が 內の榮 華 は、 唯 邯鄲の 枕に 伏して、 一炊の夢の 覺め たるが 如し。 


哀に 果敢なき 事共な り • 

洛中 訴訟に 依って 德政を 行 はる ゝ事 

諸阈悤 劇に 就いて、 分國に 新關を 立て、 往還の 旅人 安から す。 さるに 依って 都^の 

賣人、 自ら 途絕 しけり。 是に 付けて 京方の ェ商 家職 を 空しく せり。. 日 を 追って 糧 

盡 きければ、 家財 を貯 へたる もの は、 質 物 を 入れて 暫く 妻子 を 育む。 財寶 なきもの 

は、 行方な く 逐電し ける もの 多 かりけ り。 斯く衰 ふるに 依って、 公方 役. 地 子役 嘗て 

勸む るに 能 はす、 催促 厳しと 雖、 大方 質 物に 拂底 しければ、 詮方なくて 上下 京 一 同に、 

撿斷 所へ 訴訟 を 上ぐ る。 

近年 京都の 諸 商賣、 一圓に 其抟を 得ざる を、 內證迷 或 仕 候- さるに 付けて 家 W を 

質 物に 入れ、 又は 沽却を 致 候て" 年を經 ると 雖、 猶 以て 糧盡 き、 旣に a 渴に 及び 申 

候。 是に 依って 御 公儀 役 勤む るに 克 はす。 此 度の 儀に 御 坐 候條、 御 慈悲 を 加 へら 

れ、 德政御 赦免 成 下され 候 は 、難：. 有 可^^ 存由 言上す。 

洛中 訴訟に 依って 德政^ 行 はる、 事  一二 
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卽ち 老中 披見 これ あり、 上 問に 達せられ ける • 公方つ. ^御覽 じて、 翌； n 人々 を 

召して 仰せられ ける は、 在 地 人 等、 近年 家業の 利 を 失 ひ、 飢渴に 及ぶ の由尤 不便な，^ 

其 士農工商 は、 晝夜心 骨 を 刻みて、 上 を 育み、 上 は 又 下の 豊 ならん 事 を、 日々 に 改め 

て 安全 を 守る。 然 りと 雖、 當 K は衰亂 せし かば、 政道 も 亦な きが 如し。 それに 付け 

て 德政を 望む こと、 元より 米 餞に 富みた る もの は、 利 倍の 爲に賀 物 を 取る。 取る 程 

やから 

の 族 は、 縱ひ其 財寶を 悉く 取らる ゝと雖 、飢渴 に 及ぶ 程の 事 は あら じ。 有徳の もの 

は、 百 人に 一 人 二人な らん。 然れば 小 を 殺して 大を救 ふ は 、墓れ 法な り。 其 上に 先 親 

もな きにし も あらす。 常 徳院. 法 住院の 例に 任せて、 急ぎ 徳政 を 行 ひ、 貧窮 を遍 くせ 

よと 仰せられければ、 人々 承って、 評定 所に て 案文 を 書かれけ る。 新 親に も あらす、 

大方 先 法の 如し。 

德 政 城 州 

一、 借錢借 米の 事， 

■ 一、 武具に 於て は . * 四 ヶ月 


一、 絹布の 類 は 十二 ヶ月 

1 、 佛具 繪贊の 物、 家 器の 類 は 十一 一 ヶ月 

一、 家 質縱ひ 沽券に 仕り、 證文 正しき 言 有， 之、 於 ^ 加-利 辨， 者 可^ t 借錢 同前-事 

右 五箇 條本 銀の 十分 一 を W て 白晝に 取り 申すべく 候" S し 違犯の 族 於^^ 之 は 

曲事た る ベ きの 由 仰 出され 候。 仍 下知 如， 件。 

天文 九 年 三月 日  光 俊 

貞  長 

長 高 在 判 

さる 程に 質 物 を 入れた る 輩、 九 年の 旱魃に、 大雨 を 得た る 思 をな して、 悅 ぶこと 大方 

ならす。 質屋の 內 外に、 人の 出入 は 限， o なし。 斯る 所に 洛外に 蟄居す る 一 業 所感の 

者 共、 能き 幸と 喜びて、 五 人 十 人 宛 押 込み、 質 物に 事寄せて 財 寶を奪 ひ 取る。 異議に 

及ば、、 狼藉 仕る に 依つ て、 質屋 方迷减 し、 此旨を 訴訟す。 諸 奉行 聞き 給 ひて、 重ね 

て 高札 を擧 げられ ける。 

洛中 訴訟に 依つ ズ德 政^ 行 はる、 事  I 一一 一一 
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锭 

一、 今度 德政を 免除 せらる、 の 所に、 在々 所々 に隱れ 住せし むる 牢輩 等、 質屋 方 

へ 押 込 を 仕り、 資財 を 奪 ひ 取る の 由 其 聞え 候。 向後 其 近邊の 輩、^ て 手 合 を 致し、 

卽 時に 出向 ひ、 隨分打 留め 申すべく 候。 生 捕る に 於て は 大切の 儀 候 之條、 侍に 於 

て は 何 にても 望 を 叶 へ、 平 人に 至って は、 當 座の 褒美と して、 斜足ー 一 百 文 遣 さる ベ 

く 候。 仍 下知 如， 件。 

月日  在 S 如 

右の 高札 洛中 を め、 在々 所々 殘らゃ 立てられ けるな り。 


足 利 森 輝 

征夷 將軍 

とな る 
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義輝公 征夷 將 軍に 任ぜら る ゝ事 

東南 西北、 年 を 追って 愈 亂れが はしく、 弱き は歿 落し、 小身 は 大身に 從ひ、 大身 は 大敵 

ふ、 有無の 雌雄 を爭ふ 程に、 い っ事鎭 まる べき 世 中と も 見え ざ.^ ければ、 公方 家の人 

人 も、 深淵に 臨んで 漭 氷 を 踏む 心地して、 安き 心 もなかり け 況ゃ萬 民に 於て を 

や。 朝暮 修羅の 歙を 聞く 計に て、 喜ぶ 聲は 世間に 絕ぇ にけ り。 斯 く？ -て 天文 も 十六 

年に 移りければ、 帝に 公卿 僉議 ありて、 義晴 公の 御 一 男義輝 公に、 征夷 將軍 の宣ほ 

をぞ 下されけ る。 さるに 依って 相國、 天下の 御 家督 を 讓らせ 給 ふ。 近 國遠國 ふなぐ 

思 ひくに 御視 儀の 使者 を獻 せらる ゝ， 先づ若 州武田 殿よりも、 三種の 御 肴- 卷樽 

一 荷、 筑前 守よりも 右の 如く、 甲 州 武田晴 信より、 來國 光の 御太刀 一 腰、 黑 栗毛の^ 

^輝^ 征夷 將 軍に 任ぜら るゝ事  ま 
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ぐ 逞しき に、 金 梨 地の 金具す つたる 鞍 置き， 馬 一 疋 進上 ありけ， 9。 今 川 殿 右の 如し • 

毛 利 元 就、 御太刀 一 腰. 御馬 一 疋. 唐紅 一 一十 斤、 土 佐 一 條殿. 伊豫 西 園 寺 殿. 曾 編. 大津、 

御太刀 一 腰. 御^ 一  疋、 何れも 大方 斯の 如し。 斯くて 洛中 洛外の 製法、 改めさせ 給 ふ。 

累年 諸人 衰微せ しかば、 御吟 * ありて、 少々 免 翁し 給 ひける 御 志の 程 を 感じ * りて、 

萬 民 涙悅し 奉りけ る。 

義晴公 御 逝去の 事 

世間 葸劇 に付きて、 諸國の 人民 古鄕を 去って、 何の 便 も あら ざれ ども、 京に 入 渡り、 

乞食 貧 人 風情に て、 往還の 巷に 彷徨 ひける が、 日 を經て 悉く 餓死し ける 有樣、 兎角 述 

ぶる. に 能 はす。 斯る事 を 義晴公 聞 召し 付けて、 御心搔 きくれ させ 給 ひ、 御 氣色も 例 

に 違 はせ 給 ひける が、 程な う 腫物 出で 來 させ 給 ふ。 さるに 依って 名 を 得る 外科 內醫 

參り蕖 ひて、 療術 をば 盡 すと 雖、 日 を經て 大事に 見えさせ 給へば、 義輝 公. 慶壽院 殿 

大きに 驚き 給 ひ、 佛 祌三寶 への 御 祈、 貴僧 高僧に 仰 付けられて、 卒 安の 効驗 施させ 給 


ふと 雖、 次第に 御氣 色弱ら せ^ふ。 或^の 夜半 過に、 誰か あると 召され 給 ふ。 御伽 

に は 竹院. 巢林 庵. 官-辨 庵な ど 候 はれけ るが、 竹院差 寄って、 各 是に候 i ぞ 申されけ る. 

相國 仰せられ ける は、 少し 睡 みける 中に、 俄なる 夢を見つ る ことよ • 所 はいみ じき 

座席に、 歌よ む 人々 あまた ありて、 各 古歌 を吟 せり。 

みだれぬ る 世 憂 目をや 忘れ 草 今 身の上に いざう ゑて 見ん 

i いひて、 誰 ともなく 我に よぐ 覺ぇ よと、 いふと 思へば 夢覺 めぬ。 されば 此歌 は. LJ 

祖慈 照院義 政の 歌な b 。此時 は 一 天 泰平に して、 萬 人 豊饒の 化に 誇りし かば、 前代の 

亂逆を 思し 立て、、 我が 世の 無事 をば 較べ て 詠める 歌なる。 されば 之 を 能く 吟 せよ 

と吿 げられ ける は、 今 世 中 一 同に 亂れ て、 當 家も滅 すべ き吿 にこ そと 覺 ゆれと ぞ官： 

ひける。 人々 承りて、 爭 でかさる 事 候べき と 申されけ る。 巢 林院畏 つて 申 上げられ 

ける は、 それ は 君の 日來越 方の 事共、 思 召し 續 けさせ 給 ふに よりて なり。 凡て 夢 は、 

虛夢 とこ そ 申 候へ， 必す氣 疲れ 衰へ候 時分 は、 そこ はかと なき 事共 を、 夢現と もな 

く、 我人 見る は 習に て 候。 伹怫 神の 御 示現 靈驗 など は、 格別の 事と こそ 承り 候へ。 

義晴公 御 逝去の 事  二せ 


足利義 晴 

逝 ま 
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其 上古の 亂世 は、 或は 朝敵、 或は 公方へ 遺恨 を 合んで、 帝都 を惱 まし 奉る にこ そ 候へ。 

今度の 衰亂 は、 面々 が 私欲の 爲に 命を棄 て、、 國を爭 ふ 事に 候へば、 誰か 此都を 傾け 

參らす ベ き。 さ b 乍ら 畿內 の 逆徒 等、 武命を 背き 奉る と は 申せ ども、 此は義 長 承 つ 

- て、 大方 返 治 仕 候 へ ば、 何の 御 遠盧か 候べ きん 申されけ る。 相國聞 召して、 何と やら 

ん此程 は、. D 父 を^と して、 類 親な ど を 度々 夢に 見 ゆれば、 いかさま にも 此度を 限り 

と、 予は思 ふなり と宣 ひて、 義輝公 を 召して、 御 遺言 ども 仰せられに けり。 斯くて 日 

日に 御氣 色弱ら せ 給 ひて、 終に は 天文 十九の 露と、 m えさせ 給 ふぞ哀 なる。 義輝公 

の 御 愁歎 推量る べし。 慶壽院 の 御 歎、 いま はの 別れの 悲し さに 御 傍に 寄 伏し、 年頃の 

事共 搔ロ說 き 給 ひて、 千 萬 行の 御 涙、 釉に餘 りて 見えさせ 給 ふ。 餘 所の 見る目 も哀 

なり。 公卿 殿上の 御 弔 は、 所狹 きて ぞ 見えに けり。 斯くて 御葬禮 は、 等持院 にて あ 

る べしと て、 竊に 送り 奉， o ける。 僧 方 は、 五山の 諸 長老 を韌 として、 以下の 僧綱、 殘，^ 

給 ふ はな かりけ り" 時刻 移りて、 御茶 毘の親 則 整 ひける。 佛 事の 次第 最も 嚴重 なり。 

諸宗の 諷經は 東西に 控 へて、 立替り 入變り 、暫く 時 を 移して 見えに けり。， 誠に 哀れ 


に 殊勝なる 事、 如何なる 賤 女の 心なき も， 釉 を濕ら さぬ はな かりけ う 

御領 分德 政の 事  . ♦ 

御領^ 十七 ケ 所よりも、 德政を 御 赦免な され 候 やうに と、 再三 訴訟 申 上げければ、 

公方、 諸老を 召されて、 萬极院 殿御 代の 寫を 以て、 德政行 はるべき 由 仰 出されけ る 

承って 先年の 文 言 を 取 出して、 板 札に 寫 されけ る。 

德 . 政 十七 ケ所 

一、 借錢借 米の 事 . 

一、 武具に 於て は 廿四 ヶ月 

一、 絹布 類 は 十二 ヶ月 

一、 佛具 畫讃物 器物の 類 は 十二 ヶ月 

一、 家 質の 事、， 縱ひ 沽券 領狀 有， 之と 雖、 於^ 利辨， 者 可， 爲，， 借錢 同前， 候 事 

右 五箇 條 以，， 本 銀の 十分 一 ， 白晝取 可， 申 之 由 被-仰 出-候。 仍 下知 如&^ 

御領 分德 政の 事  ^ 
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永祿 三年 三月 日  二 角右衞 門 尉 在 M 

三 好筑前 守義長 訴訟の 事  . 

所々 の 城主 郞從與 力に 至って、 度々 粉 骨を盡 し、 戰功を 力む と雖、 某に 於す 何れへ も 

確 i したる 勸賞行 はる、 事な きに 付きて、 士卒 勇む ことなし • 所詮 人々 の述懷 は、 

此義 長に 殘れ り。 訴訟 • を 申して 用 ひ 給 はやば、 某 抑 へ て 相 計る ベ しと 思慮 を 運ら し 

て、 君の 爲に命 を 輕んじ 義を重 く  ^ ^忠戰 を盡す 輩に、 敵 4J 失の 地 を點撿 なされ 候て、 • 

近日に 之 を 宛 行 はるべし。 夫に 就いて 泉 州備前 入道 並に 伊勢 守が 本領 は 其 申請け、 

諸從等 軍功の 輩に、 扶持 申 度 候 由、 數 > 條を擧 けて 訴訟せ り。 義輝公 聞 召して、 兎角 

の 御 返事 もな く， 其 分に て 打 過ぎ 給 ふ。 其 後 ケ崎彈 正忠が 領分、 日頃 日向 守義興 

望み 申し、 筑前守 を 頼みて 數度 訴訟 申す と雖、 終に 御 返事 k なくて 打 過る 所に、 御所 

相 傅の 伊勢 加賀 守に、 一 圓にぞ 下されけ る。 義長. 義與之 をば 閬 きて、 情 を 合んで、 累 

年の 忠功 を、 今更 悔 ゆる 計な り • 


筑前 守、 加持 田 甚兵衞 を 追 拂ふ事 

泉 州 備前 入道が 領分 、一圓に 公方へ 收め給 ふ。 さるに 就いて 加持 田 驚衞 とい ふ 仁 

を、 京より 代官に 仰 付けられて、 近年 泉 州に 罷 在りけ，.。 然る を義 長、 此在々 所々 へ 

一 礼 を 遣し ける 

一、 備前 入道 並 伊勢 守 等が 頜 所の 分 一 切、 當年 上納 ある ベ からす。 仔細 共有 ^ 之の 

間、^ 得の 爲に申 遣し 候 • 若し 上納す る 者 は、 二重に 申 付くべく 候。 其爲め  一 * ま 

き。 已上。 

十月 二日  許 長 

一 和 庄井惣 中 

加持 田い つもの 如ぐ 納 むべき と存す るの 所に、 百姓 中より、 此由を 申しければ、 大き 

に 驚き、 筑前 守へ 使者 を 以て、 如何なる 仔細の 候て、 公方の 御領 を 抑へ 給 ふ。 其 意 

趣 を 承らん とい ひければ、 義長鑣 て 人數を 遣し、 甚兵衞 を 理不盡 に 捕って、 泉 州 を 追 

づ 一好 筑 前守義 長 訴^の 事 筑前守 加持 田 甚兵衞 ^追 拂ふ事  一一 一一 
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出しけ， 9。 力なく 加持 田 は 京に 歸 りて、 公方へ 此旨を 申 上ぐ る。 義輝公 聞 召して、 

諸臣を 呼びて、 此儀 如何す ベ きと 仰 出されければ、 仁 木 申されけ る は、 內々 義長、 泉 

州 を 望み 申 候へ 共. 終に 御 許され 候 はす。 然るに 依って 今秋、 理不盡 に押頜 せんと 存 

する にこ そ 候へ。 日頃の 忠 賞に、 堙 を 柱げ て 遣され 候 はんか、 如何と 申 上ぐ る 時に、 

畠 山 申されけ る は、 强 ひて 此所を 望み 候 は ^、再三 も 五 度 も 七 度 も、 御 斷を申 上ぐ ベ 

きに こそ 候へ。 锂 不盡に 公方の 御 代官 を 追 立て、 我意に 任せ 候 事 は、 偏に 公儀 を輕 

んじ 奉る 所存の 程 こそ、 何とも 計ら ひ 難く 存 すれ ふ 申されけ る。 公方 聞 召して、 所 

詮 彼が 心底 を、 直に 聞 召し 候 はで は、 仰 付けら る べき 旨 も 定まらす とて、 汝義 長が 許 

へ 行きて、 事の 次第 を 尋ねて 參れと 仰 付けら る、。 畏 つて 其 日中 島へ 打 越え、 斯く 

i 申されければ、 義長 奥へ 請 じて、 いかにも しっして、 上意の あらまし 申されけ る 

は、 此 年月、 某 不肖に 候と 雖、 敵中の 巷に 一 城 を預. り、 八方の 凶徒 等 を 敵に うけ、 晝夜 

肺肝 を碎 きて 強敵 共 を 退け、 此節 大方 世 中 も 治まる べきと 存 する 事 は、 偏に 君の 御 

爲に候 はす や。 我の みならす、 所々 の 城に 罷 在る 勇士 共、 命 を棄て 、戦功 を 刻む は、 


己 を 立身の 爲なり • 或は 親 を 討た せて 子殘、 り、 兄 を 殺して 親 弟 悲しみ、 或は 相 傅の 

侍 諸 從等も 命を捨 つる は、 一つ は 憑 命の 地 を 知りて、 子孫に 讓 らん 爲ぞ かし • 然る 

をせ P は 何れもへ 、今日 迄 さした る 忠 賞と て 行 はれし 事 候 は す。 日 向 守數年 の忠 功に、 

-松ケ 崎 三 淵が 跡 を 望み 候て、 某まで 頼み、 度々 申 上 候へ 共、 終に 御 返 寧 も 候 はす。 0 

へ 伊勢 加賀守 に 遣され しこと は、 如何なる 御事ぞ や。 數年 白刃の 前に 命を果 し、 怨 

敵 を 防ぎ、 都 を 無事に 相 守り 候て、 御所 中 は豊に 御遊 輿を宗 として、 打 暮らさせ 給 ふ 

に々 に は、 崧ケ崎 を 一 圓 にたび 、戦功の 輩に は、 望む と雖、 其の 恩赏 とて 印な きこと- * 

遺恨 Is, 之に 過ぎす。 就中 某 泉 州 入道が 跡 を 望み 候 事 は、 全く 予が慾 心に は 候 はす、 

軍功の 輩に 扶持 を 加 へ 候 はん 爲に、 度々 申 上 候 へ ども、 御 許されな く、 御藏 へ 納め 

られ候 間、 所詮 當 年より 此方へ 申請け、 諸從 等に 剪ませ 、いよく 戰功を 守らせ 候 は 

ん爲 に、 無骨ながら 甚兵衞 を 取替 へ 申して 候。 此 等の 趣、 具に 上聞に 達せられ 候て 

給 ふ ベ しと ぞ 申されけ る。 雅樂頭 委細に 聞 屈け 給 ひて、 其の 日中 をぞ 立ち 給 ひ 

ける. 

筑前守 加持 田甚 兵衞 ^追 拂ふ事  一 ラー 
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公方 領を義 長 押 ふ る 事. 

近年 攝河兩 州に て、 C 失の 者 共が 知行の 地、 過 宇 は 公方 へ 上納せ し か ば、 所 み、 に 下 代 

,  r- るし 

を据ゑ させ 給 ふ。 然る をば 筑後 守、 心變， O の 印に や、 人數を 差遣し て、 所 々の 奉行 下 

代 等 を 追 立てけ り。 其後義 長よりも 事 を 改め、 下 代 を 入れ 置きに けり。 さるに 付け 

て、 百姓 方より 書付 を 以て、 長 高 方 へ 申しけ る。 當 秋の 貢、 義 長へ 相 納む べしとの 卸 

事に て、 下 代 衆 を 改め、 筑後守 殿よりも 椐 ゑら れ候間 、御 斷を申 上ぐ る 由 訴訟せ り。 

長 高 K き 給 ひて、 鑣て 公方へ 斯 くと 申 上ぐ る。 下 代 衆 も 歸り參 りて、 此由を 申す。 

義輝公 聞 召して、 畠 山 三左衞 門に、 三百 餘の人 數を相 添へ て、 急ぎ 汝は 雨國に 下りて、 

義 長が 置換へ たる 下 代 共 を 追 立て、 貢 物納む る 中 は、 汝 あれに て 守護 仕れと ぞ 仰せ 

られ ける。 三 左衞門 承って、 天晴 大事の 奉行 かなと は存 すれ ども、 上意 なれば 力な 

く H 二百 餘を引 具して 下りけ る。 扨 在々 の 庄官共 を 呼びて、 急ぎ 貢物 納め 申すべき 

由 下知し ける が、 承る とはい ひ 乍ら、 如何 あらんと 相談して、 義 長よ， o 置きけ る 下 代 


方へ 斯 くと 告げ 申しけ る • 下 代 中より、 又筑前 守へ、 斯樣の 次第に 候と て 伺 ひけれ 

ば、 義長は 聞きて、 其 儀なら ば、 上使 三 左衞門 を追拂 へ とて、 小 造兵 衞 尉. 佐 藤 角 太夫 

兩 人に， A 百の 人 數を相 添へ て、 急ぎ 畠 山 を追拂 へ。 異議に 及ば、、 悉く 討 果せと ぞ 

下知し ける。 承って 西の 村へ 馳向 ひ、 先づ 使者 を 以て 三左衞 門へ 申しけ る は、 長慶 

人道の 仰 を * りて、 小 造兵 衞 尉と 申す 者、 罷向 ひて 候。 何 畠 山 殿と やらん 承 候。 早 

早 京都へ 上 b 候て 然るべ く 候。 否み 給 は  > 、追 立て 申せとの 仰に て、 八百餘 の人數 

みつぎ おの 

を 給 はって、 唯今 是へ馳 向 ひて 候と いひければ、 三 左衞門 聞きて、 御調 物 上納の 內は 

是に 逗留し 、狼藉 仕る 輩 これ あるに 於て は、 事鎭 めよ との 御上 意 を 蒙り 下され 候 • 

早々 其方 退き 給 ひて 然る べしと ぞ 申されけ る。 小 造 聞きて、 何條 退かす ば 返 かせん 

とて、 畠 山が あ， 9 ける 慈宗 庵の 東西 を、 八重 一重に 取卷 きて、 鐵炮を 三十 挺ば か.^ 寺 

面に 進めければ、 住持 大に 迷惑して、 畠 山に いひけ る は、 一端の 御 斷は閬 え 申 候。 い 

かに 心 猛く思 召 候と も、 多勢に て 攻め 候 はんに、 此 草庵、 一 耐も耐 ふ べきと も覺 えす 

さあらん に 付けて は、 各 討死し 紿 はんこと 疑な し。 とても 叶 はぬ 道なら ば、 早々 京 

公方 頜^ 義長 押 ふる 事  爱 


細 川晴元 

三 好義長 

も A む 
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都へ 上らせ 給 ひて 然 りなん と、 僧侶 共 數多寄 りて、 手を捺 b  0 び 悲し みけれ ば、 畠 山 

是非な く、 さあら ば 意見に 同すべし と 申されければ、 僧 達 喜びて、 表に 走り出で て、 小 

こ わ り  のき  f』 

造に 遭うて、 斷. S. 候 へ ば、 御 承引 候て、 御 逃 ある ベ きとの 事に 候の ST はやく 人數 

を 御 退き 候て 給 ふ べき 由 申さ るれば、 兵 衞尉は 之 を 聞きて、 其 儀なら ば 引取れと て、 

多勢 を こそ 引きに ける。 

畠 山歸洛 する 事 

彼方此方に 置きけ る 三百 餘の 人數 を、 引 具して 京 着し、 始終の 次第 を、 有の 饞に申 上 

ぐる • 公方 聞 召して、 人々 を 集め 給 ひ、 其 儀なら ば、 多勢 を 催して、 義 長が 要害 をば 

攻めよ との 仰な り。 各 承って、 軍の 評議 をして、 細 川武藏 守晴元 を大將 として、 上 山 

崎. 下山 崎. 西の 岡. 洛 東の 鄕 侍に 仰 付けられ、 都合 一 千 六 kn を 率して、 中島 へ ぞ向ひ 

$o きのこ ゑ 

ける。 城 を取卷 きて、 鯨波 を どっと 上 ぐれば、 義長 士卒 を 集めて、 元より 斯く ある 

べし i 期しお る 上 は、 憚 ある ベから す。 敵の勢 は 如何程に か 見 ゆると い へば、 二 千に 


は 不足に 候 はんと 申す • 其 儀なら ば 五 百計 切って 出で、 手痛く 當る べし • 京 勢に も 

あらす、 洛外の 鄕人 原に てあらん する 間、 軍 は^めての 奴 原な らん。 急ぎ 討って 出 

でよ と 下知し ければ、 三 好 修理 大 夫. 岩 成キ： 税 助大將 にて、 五 百餘人 究竟の 者 共、 門 

を 開いて 切って 出で、 一戦 を 進めけ る。 城 中の 者 共、 武功 飽迄長 じたる 勇士な り、 

よ W せい  まばら 

寄 手 は 方々 よ b 駆 集めた る 寄 勢 なれば、 一 致せす して 疎な り。 五 百餘人 一同して、 

一 足 も 返 かす 戦へば、 いかで か 泳 ふべき。 算を亂 して 敗軍す。 修狸大 夫. 主稅助 東西 

へ 追 懸け、 此處に 追 詰め 彼 處に追 詰め、 散々 に 攻めければ、 手 負 死人 は 若干 路徑 に滿 

ちて、 血 は 落葉 を 浸しけ.^。 大將 武藏守 も主從 一 一騎、 田の 畔を經 て、 漸々 京都 へ 落來 

b ける、 哀 なりし 有樣な 

中島 へ 重ねて 向 ふ 事 

京都に は 大きに 驚き 給 ひて、 重ねて 勢 を 遣し 給 ふ • 今度 は 丹 州の 兵 共、 其 上方々 に 

隱れ 住みけ る 浪人、 又は 武者修行に 罷出 でて、 暫くの 間 方々 に 逗留し ける 武士 杯 を 

畠 山歸洛 する 事 中島へ 重れ ズ向ふ 事  11 一七 
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選み 集め. て、 都合 千 三百。 大將に は 一色 兵 部大輔 • 伊 駒重齋 入道 をぞ 向けられ ける • 

斯くて 攝 州に 着きければ、 一 日 馬の足 人の 息を繼 がせて 中島へ 押 寄せ、 鬨を どっと 

ちの しら  せい. さ 

上ぐ る。 長慶、 物 頭 共 を 集めて、 今度 は 定めて 士卒 も 將も變 るべ し。 勢 嵩 は 何程に 

に 見 ゆると い へ ば、 一 一千 餘りに 見え 申 候。 先日の 備と、 悉く 違 ひて 候 へ ば、 武功の 者 

共 向 ふと 見えたり。 卒爾の 働き 候 はい、 皆々 討 取られ 候 はんと ぞ 申しけ る。 義長聞 

きて、 先日の 軍、 無下に 哀 なれば、 今度 は さぞ あるらん。 敵 を 近く 寄す ベから す。 弓 • 

鐡炮を 打た せよ。 油斷 するな 者 共と て、 帳臺 へつ と 入りて、 黑革絨 の 鎧に、 烏帽子 

引 込うて、 白き 練 衣の 一 幅 を 三つに 疊 みて、 鉢卷に 確と 締め、 三尺 ニ寸の 太刀、 一 尺 

八 寸の打 刀 差 添 へ て、 縑倉 鍛冶の 鍛 うたる、 1 一尺八寸の 長刀 杖に 突きて、 表の 櫓に、 

如何にも 靜に 上りて、 敵の 陣を 見渡しけ るに、 備の 次第 實 にも 面白し。 旗印. 笠 印， 

しばし- - 

何れと も 目 慣れぬ 武士の 向 ふかな • いかさま にも 義勢は 多 かるべし と、 暫經 つて、 

其 後 櫓より 下りて， 岩 成 をば 近付けて、 先 《3 の 人々 に は、 似 も 似ぬ 武士の 多く 見 ゆる 

ぞ * 軍に 汕鎩 あるべし 〔5 れ n 四方に 心を賦 つて 、弓. 鐵炮を 切らすな とぞ 下知 


したりけ る。 爱に備 後の 國の 住人に 山 內飛驊 守、 五 百の 勢 を 引 廻して、 東西 を抟ぎ 

ける が、 此の 內 二百 を 遣して、 土俵 を 支度 させて、 在家 を 打 痰して、 搦手の 堀 を、 一 所 

埋めさせん と 用意し けり。 兎角して 其 曰 も 暮れければ、 宵よ b 亥の刻 下り 迄 は、 鐵 

ハづち  よ は 

炮を 打た する こと、 百 千の 雷鳴 渡る やうに、 隙 透 間もなく 打續 け、 るが、 夜半 過ぎ 

ければ、 さの みは 打た ざ b けり.。 されば 飛驊 守、 此の 隙に 土俵 を 築 上げよ とて、 面に 

循を突 翳して、 堀 際 近く 土手 を 築 立てた，^ さて 堀へ 埋草 を投 込み ）（- 入る ゝを聞 

きて 、博より 續菘を 立て、 見越しければ、 土手 を 築きて 見え ざ，^ けり。 城 中 大きに 驚 

きて、 三 好 修理 大夫. 十河久 馬 助. 岩成權 太夫、 いざ 切って 出で て 敵 を 追 散らし、 土俵 

A つお 

を li けさせん とい ふ。 此儀 然る べしと て、 都合 五 百 三十 餘の足 輕を追 立て、 搦手の 木 

^を 開きて、 一 同に 喚いて 憑る。 山 內飛驊 守. 田 中卒 太夫 之 を 見て 、堀より 一 町 計 偽 

b 引出し、 五 百の 軍勢 を 以て、 敵陣 を 取 園み、 無二無三に、 命も惜 ます 攻戰 ひけ ざ *  M 

人 t: るれば、 城 中の 几々、 さっと 返いて 入りに ける。 手 负 死人 百 餘り. □ せに けり • 

寄 手 も 七十 餘人ぞ 討死す。 斯くて は 勝負い つ あるべし とも 見えざる 所に、 飯 盛 の 城 

中島へ 重れて 向ふ亊  0 
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かチ つぐ ， 

主 之 を 聞きて、 十 河 一 存方 ベ、 飛札 をば 遣し にけ る。 

昨日 未明よ， o、 京 勢 中島 を取圍 み、 今に 防戰 半に 候。 拙者 後 詰に 罷 出度 候へ ども、 

敵の 寄 口に 侯へば、 其 儀に 克 はす 候。 一 足 も 早く 出陣 然るべ ぐ 候恐惶 謹言 • 

八月 十 一日  伯耆 守 在 判 

十 河 一存 老 

一 存 驚き、 都合 七 百の 軍勢 を 率して、 中島 へ ぞ馳向 ひける • 大手の 寄 口、 敵の 後に、 

十 町餘を 隔て ゝ 陣取りけ り • 京 勢 は 之 を 見て、 さあら ば 城を棄 てゝ、 一存と 勝負 を 

ば 決すべし とて、 總軍 を立換 へ、 一 存が備 と對陣 す。 二 千の 人數 を、 四百 計 城の 押へ に 

置きて、 合 戰をぞ 始めけ る • 追つ 返しつ、 先陣 二三 度 競合 ふ 刻に、 城 中より 三好修 

理大 夫. 岩 成 主稅助 五百餘 人、 切 先 を 並べて 一 面に 討って 懸る。 四百 餘の押 勢、 開き 

合せて 攻戰 ふ、 され ども 寄 手 は 疲れ 武者 なれば、 終に は 打 負けて、 西 を 指して 敗軍 

す。 さて 又主稅 助. 修狸大 夫 は 之に 構 はす、 一 存が 向うた る 敵の 後より、 切 先 を 並べ 

て 喚いて 懸れ ば、 京 勢陣を 二つに 分けて 攻戰 ふ。 心 は猛く 勇め \； も、 京 勢 は 人馬 共 


に 疲れければ、^ ずに 當 b て、 s^, く 手 負 死人 ^^にけ り. 前後よりも 樣 立てられて、 

山 崎 勢より 崩れに け， ^それよ 方 弱りて、 軍 傾れ 懸れ ば、 一 存愈カ を 得て、 敵に 

息を繼 がすな、 憑れ や 者 共と、 士卒に 氣を勵 まして、 乘 廻し 下知し ければ、 さの みは 

いかで 耐 ふべき、 南 を 指して 落 行きけ， り。 一 存が義 勢 共. 落 武者 を 逃がさ じと、 算を 

亂 する 如くに、 八方へ 慰, けしが、 功の 武士に 懸合 ひて、 討 取らる、 騎馬 十六 騎ぁ 

b けり • 斯くて 軍 も 破れければ、 長慶、 一 存に對 面して、 今度 其方 助勢な くば 危く思 

ひて、 一 札 を 遣し 候 はんと 思 ふ 所に、 不思議に 後 詰せられ て、 勝利 を 得る こそ 大慶に 

存 やれと、 大きに 喜悅 しけり。 され ども 一 存が人 數手負 死人、 二百 三十 計 あ. "けり。 

其 中に 家老 共の 子供、 一 存が甥 など 討 たれ、 城 中の 人 數，？ 、百 八十 餘人 G せに けり。 

さる 程に 人々 京都に 歸 りて、 軍の 次第 を詳に 申 上ぐ る。 雨國の 城主 共、 殘ら す長慶 

が被官 同前に 候へば、 縱ひ城 は 落つ ると も、 近邊の 者共卽 刻に 聞 付けて、 互に 馳 付き 

候へ よ、 一 一 萬 三 萬の 軍勢 を 以て 向 ふと も、 勝利 は 得難 か る ベ しと 苻 する 由 を、 各 言上 

<it ちく  、 ト ^  C 

しければ 、公方 を^め 奉りて、 如何して か 能 からん と ♦ 評議 卺夜區 々にて 一^ L 

島へ 重れて 向 ふ 事  ち 
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日向 守 盗賊 を 捕 ふる 事 

爱に義 興 家老に 十 塚 次 郎兵衞 とい へる 人の 甥-八 條鹽の 小路の 邊 にあり ける が オノ 

郎 兵衞. 母 を 彼が 許に 置きて 養 はせ ける が、 或 時 風の 心地と て勞 りければ、 頓て十 

塚が 許 へ 斯 く，. o 吿げ來 る。 老母の 事 なれば、 心 元な く、 萬 差 S き來り て 見る に、 實に 

も 虱氣と 見えて ければ、 さる べき 醫師を 付けて 療治 を 加 ふる 程に、 四 五 H 滯留 しけ 

b。 斯る 所に 急用 ありて、 日向 守より 呼びに 遣し ければ、 甥に 能々 勞る べき. a 言合 

めて 歸 らんと しければ、 夜 宇 過ぎし 前にな りぬ。 母の 曰く、 さなき だに 此頃 は、 3 暮 

しば 人 の^も なく、 其 上門戶 を閉ぢ て、 柱來 容易から す。 如何して 戾 るべき • 今 

宵 AI り. て、 明けな ば歸 りお はせ よと. 頻に止 むれ ども、 何條 何事 か 候 はん。 あはれ 曲 

日向 守 盗賊な 捕 ふる 事  き 一 
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者に 會は > やと こそ 思 ひ 候へ とて、 名殘な ぐぞ 出 でられけ る。 さて 九 條の行 1 れを 

通りけ るに、 木蔭より 物の 色め， きて 見 ゆる 程に、 怪しと 思 ひて、 刀の 柄に 手 を 懸け 

て、 さらぬ 體 にて 行く 所に， 大の 男の、 雨 方より 筋 違に つと 出で て、 差 寄う 申しけ る 

は、 是 こそ 世に 捨てられし 餓鬼 原に て、 旣に 渴命盡 きてん。 暫時の 命 を 助かるべき 

慈悲お はし 候 へ とて、 や をら、 差 寄り、 胸板 を 捕 へ んと する 所 を、 心得たり。 す は R 

らせんと いひ ざまに、 一 一尺 計の 打 刀 を引拔 いて、 弓手の 脣 先よ， o も、 右手の 脇の 下 迄 

水 も 溜ら や 切って 落しけ， o。 今 一 人の もの 之 を 見て、 叶 はじと や 思 ひけん、 五六 反 

計 逃げて、 傍なる 藪の 中 へ ぞ 入りに ける。 十 塚 之 を 見て、 盜賊 をし とめて あ り、 在々 

の 者 共 早々 出 候へ と、 高らかに 二三 度 呼びければ、 藪の 後なる 者 共、 手々 に 續崧遲 し 

と 火 を 立て ゝ、 我れ 先にと ぞ出 にけ，^。 十 塚い ひける は、 二人の 盜賊 を、 一 人 は是に 

討 止めぬ。 今 一 人 はこれ なる 藪の 中へ 逃 入り 候へば、 急ぎ 狩り出し 候へ とぞ 下知し 

ける。 畏， o- 入りた ると て、 四 五十人 武具 を もて、 此處彼 處と搜 しける 程に、 盜賊、 今 

はとても 遁る、 道なら すと や 思 ひけん、 刀を拔 いて 切って 出づる • 人々 之 を 見て、 


曲者 こそ 此處に は あれ • 寄 合 ひやつ とい ひければ、 多勢 一所に 集り、 終に は 生 捕に 

ぞ した b けり。 卽ち之 を 引かせて、 義 興に 見せければ、 いしく も 仕 止む る もの かな 

とて、 頓て 取って 伏せ 栲問 しければ、 筑 紫の 軍に 打 洩らされ、 上方 指して 落來 b 候 へ 

ども、 渴命 なきに 依って、 恥 を 顧みす 盜賊を 仕ろ 由 申す， 日向 守 曰く、 扨汝 等が 同類 

はいか 程 か ある。 二三 百 人 も 候 はん。 宿 は何處 にある ぞ。 此處ぞ 彼處ぞ と、 委細に 

白狀 したりけ り。 義與大 さに 悅 びて、 纏て 長慶へ も此旨 知らせて、 此處彼 處に押 寄 

せ 押 寄せ、 百 一 一 十人搦 捕り、 さ て 十 HL 計 過ぎ て、 公方 へ 此旨 披露し ければ、 御 感斜な 

らす。 急いで 木津 川に て誅 すべ しとの 上意な りければ、 承って 引出し、 悉く 首 切つ 

て、 獄門に ぞ梟 けられけ る。 夫より 洛中 洛外、 共に 諸方の 騷は鎭 まりけ， 9* 

野 田 安 兵衞敵 討の 事 

丹 州 田 邊備後 守の 家中に、 野 田 安兵衞 とい ふ士 ありけ り • 彼 は父彌 三右衞 門と いひ 

ける を、 傍輩 赤 井新 之丞 とい ふ ものと 口論して 討 たれけ り。 其 頃 は 安兵衞 行年 十八 

日向 守 盗賊^ 捕 ふる 事 野 田 安兵衛 敵 討の 事  g 
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歲 にて 小姓 なれば、 主人の 前に 晝夜宫 仕 せり. 之 を 新之丞 恐れて、 何國 ともなぐ 落 

失せに けり. されば 安 兵 衞、. u 父の 敵 なれば、 彼 を 討たん 爲、 廿 三の 年、 主君に 暇 を 

得て、 都 柳 原の 邊に 伯父の ありけ るを賴 みて、 是に罷 在り、 赤 井が 行方 を SS きけ る 

に、 去年 迄 は 江 州に あ b ける が、 當春は 長 沼 下野 {寸 とい ふ 人、 大宫三 條の邊 にあり け 

る が、 此家 にある 由 を吿げ けり。 安 兵 衞 形 を 怪 し き 者 に S し て、 明 慕 あ た りに 立^ 

らひ 見け れど も、 終 に 見る 事な かりけ り。 祌佛に 樣 々 の 祈誓 を か け て、 願 はく は {J 

ハス- ジ敵 を、 一 目 見せて たび：^ へと、 祈る ことおな し。 斯る 所に 三月 十 H 、賀 茂の やす 

ら ひとて 祌事な り し か ば、 洛中 Q 男女 上下 铀を連 ねて、 見物に 出 づるこ と 斜ハ ，， ら す. 

安 兵衞、 さ あ ら ば 0 る 方へ も、 出 づ る 事 も め り パ ん と \ し 、 怪 し き 樣 に 窶れて、 唯 1 人 

行き 見れば、 祌 事の 筋 は、 寸尺 もな く 人 立 込みけ り • 此 處彼處 をば、 いかにも 心を靜 

めて、 見廻り ける に、 愛に 繁 りたる 森の 木陰に、 やん ごとな き 人の、 侍 十 人 計 具して 

慕 を 引かせ、 臂 枕して ありけ るに、 此 傍に 三十 四 五の 男畏 6 居け る を 見れば、 赤 井新 

之丞と 見えたり け. o。 胸打騷 ぎて 嬉しく、 す V ろに 心 浮 立ちて、 年久しく 見 ざり W 


れば、 自然人 違 も あるに やと 思 ひて、 能々 目 を 付け ゝ るに、 彼 新 之丞に は、 弓手の 耳 

に 赤 疣 ありし かと 思 ひ 出で て、 立 廻り 見ければ、 實 にも 逢 はす 疣 あ.^ けり •  W は 疑 

なしと 勇みて、 傍に 立 忍び、 彼が 歸 らん 道に て 討つ べし • 此所は 祭 禮の汚 ありと 思 

ひて、 彼處を 離れす、 日の 慕れ 行く をぞ相 待ちけ る。 兎角して 日 も 夕陽に 傾き 袷 へ 

ば、 神事 も 事 過ぎぬ。 見物の 貴賤 東西へ 歸 りければ、 此人も 立 出で け. 5。 十 人 計の 侍 

共と、 赤 井 は 一 所に 打 連れて、 引下り 行く 程に、 賀茂 川の 此方の 岸の S に 若き て、 皆 

皆 渡らん と 栴 ふる 所 を、 よき 時分と 思 ひて、 二 尺 三寸 ありけ る 一 物の、 ものき れを以 

て 開いて、 言葉 を かけて 丁と 打つ。 妻 手の 脣ょ り、 弓手の 脇の 下まで、 水 も 溜ら や 切 

つて 落しけ り。 斯る 程に 十 人 計の 傍輩 共、 一 同に 拔 連れて、 狼藉者 逃がさ じと、 眞中 

あやまち 

に 取 籠め けり。 安 兵 衞は之 を 見て、 敵 討 なれば、 逸， 9 過ぎて 過すな。 各に 遺恨 は 候 

はす。 卽ち此 刀 を 其方へ 出し 申す。 搦 捕って 奉行所へ 出し 給へ。 あれに て 意趣 を 

述ぶ べしと、 いと 騷 がす 申しければ、 侍 共 理に思 ひて、 生 人に いか V 仕らん と 中し け 

れば、 あの 者の いふ 如くに、 奉行所へ 具して 上る べしと 申されければ、 承って 五六 人 

野 田 安兵衛 敵 討の 事  ，  だ 
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が 中に 打 連 れ て、 檢斷所 へ 參り て、 此由 を. S. 上ぐ る。 長 高 卽ち出 八 口 ひ 袷 ひて、. U 父の 

か. こき 

敵 は 如何なる 仔細 やらん と 問 ひ 給へば、 安兵衞 申しけ る は、 某 は 丹 州備後 守に、 幼少 

より 宮 仕の 者に て 候。 然る 所に 某 父彌三 右衛門と 申しけ る を、 五六 年 以前に、 傍輩 

赤 井新 之丞 とい ふ もの、 聊の 口論に 依って 打 果し申 候。 されば 某、 親の 仇 なれば、 彼 

を 討って、 C 父の 追善に 備 へんと 存じ、 主君に 暇 を 得て、 此 一 雨 年 尋ね 廻る 所に、 今 

日賀 茂に て 見合 ひ 候に 依って、 速に對 果し申 候。 此 年月の 欝憤 を 散 じ 候 へ ば、 我 身 

は 惜しから じ。 此上 はいか やうに も 仰 付けられ 候へ と 申しければ、 長 高 聞き 給 ひて、 

言語 道斷、 健氣 なる 侍 かな。 誠に 神妙なる 手柄 之に 過ぎす 候。 さあら ば國 元へ、 是 

より 送り 申 候 はんとて、 侍 一 一人に 書 狀を加 へて、 丹 州へ ぞ 送られけ る。 狀に 曰く、 

御 家中の 野 田 安兵衛と 申 仁、 u 父の 敵、 速に 討 被 fe. 候。 宴に 神妙なる 手柄、 各 被 k 一一 

感入， 候。 一廉 忠賞 あるべく 候 • 其爲め 一札 を 加へ 送り 候" 恐惶 謹言 • 

三月 十 1 日  樹市 右衛門 長 高 

田 邊備後 守 殿 


程なく 丹 州に 着きし かば、 備後守 出合 ひ、 大きに 喜びて、 使者 を 一 日 馳走し 給 ひて、 

錄共 引かせて、 卽ち 返事 ありけ る。 

不， 寄， 存候處 に 預， 賁 札， 欣悅 の 至りに 候" 仍って 野 田 安 兵衞. C 親の 敵 仔細な く對 

留め 候に 依って、 此方 迄 送. o 被^. 、一札 相 添 へらる ゝの段 大慶に 存候。 追 付け 扶 

助せ しむべく 候。 恐惶 謹言 • 

三月 十三 日  田 備後守 光 利 

楷村 市右衞 門 尉 殿 

籐 岡 平 次 郧女を 方便り 取る 事 

上京 稱念 寺の 邊に、 藤 岡 平次郞 とい ふ もの ありけ， 生 國は豫 州の 人に て、 近き 頃 

浪々 して、 京に ありつき けり。 されば 妻女 を 求めむ とて、. 今 出 川の 重吉と 申す 者の 

娘 を、 兎角と いひ 寄 b ける に、 聊の節 をい ひて 事 破れ、 其 後藤 岡 が 隣町 へ 契約し て、 一 

雨 日が 中に 迎ふ とい ふ。 平 次郎 憤りて、 事の 樣を 仔細に 聞屆 けて、 H 頃 伴 ひける 若 

® 田 安兵衞 敵 ^^事 藤 岡 平 次郎女 ^方便り 取る 事  « 九 
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者 共 を、 六 七 人 集め て 仔細 を 語り、 其 期に ならば、 追 落し 取る ベ きと 思 ふなり。 さも 

あらば 彼の 者 共、 尋常 にある まじければ、 たと へ ば 某當座 に 討果 すと も、 思 切つ て 取 

らんす るの 間、 旁 後見し てた びなん やといへば、 若者 共の 事 なれば、 心 易く 思 ふべ し。 

諳^に 討果 すと も、 此 本意 は 遂げさす べしと、 支度して 相 待ちけ る。 旣に其 夜に もな 

b ぬれば、 若者 共 上下い み じく 何れも 着な して、 三 町 計 先へ 出で 待ち 居け るに、 案の 

如く 娘 女房 達 四 五 人、 乳母 若黨 など、 淸ら かなる を 四 五 人相 添へ て出來 る。 若者 共. 

^迎に 出で、 寺つ ， J と 久し。 御 入り 候 へ と 申し も あ へ す、 女房 を爱 にて 請 取り 參らす 

ると いふ S に、 背に 確と 負 ひ 取って、 劣らぬ 者 共 五六 人前 後を圓 みて、 平 次郞カ 家に 

つと 入， o て、 表の 木戶を 丁と 打つ。 供し ける 女房 若 黨之を 見て、 何と やらん 內 の樣怪 

しぐ 思 ひて、 さて 迎 へ させ 給 ふ聱殿 は、 何處に 坐し ます やらん とい へ ば、 藤 岡 聞きて、 

誠 は 今宵 呼 ffl ふる 家に は あらで、 某 は 右に 度々 申入れ つる 藤 岡 平 次 莨と いふ 者な 

K 聊の節 を 言 立て ゝ、 舅の 方に、 己 をた くらに 世間へ 流布せ るが 惡 さに、 方^って 

比 方へ 入れつ るな り。 事の 實否 を釓 すべきの 間、 其 程 此方に 預 りし 由、 歸 りて 人 ノ、 に 


言 開かせよ と 申しければ、 供の 者 共 大に鷺 き、 急ぎ 炅 りて 斯 くと L ふ • 父母 聞きて 

、 やく 斯る 曲者 は、 下にて 兎角い ふと も、 事の 濟む べき ものと も覺ぇ やとて 、纏て 

撿斷所 へ 申 上ぐ る。 猶脇兩 人 仔細 を 閡き給 ひて、 _卒 次郞を 具して 參る ベ き 由、. 下 失 

し 給へば、 町中 寄 合 ひて、 藤 岡 を 連れて 参る。 汝は 如何なる 仕業 ありて、 女 を盜み 

取る やらん。 意趣 を 申すべし と宣 へば、 平次郞 承って、 されば こそ 此女、 右より 度々 

申入 候て、 父母 請 合 申す 所に、 或 者の 讒言に 依りて、 某 を 散々 惡ロ申 散らす により 

實否を 親 共に 知らせん 爲、 暫く 女を預 b 申す。 別して 仔細 も 候 はすと 申し けれ" 

兩 人聞き 給 ひて、 これ は 唯 男の 恥辱 を 顧みて、 奪 ひ 取りけ る ものな b よし ）（，. 右 

より 兼約數 度に 及ぶ 女なら ば、 汝に 取らす るな り。 妻女に すべし と 下 矢し 給へば 

藤 岡 本意 を 達して 奪ひ濟 し、 長く 妻女と 用 ひける。 

岩 崎 角 彌が事 

ひざち W 

爱に濃 州の 住人に、 岩 崎角彌 とい ふ 若侍 あり • 主君 は齋藤 山城 入道に て， 多年 膝下 

藤阀 平次郎 女^ 卞， 便り 取る 事 岩 崎 角 彌が事  お 一 
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を 去ら ゃ宫 仕し ける に、 或は 傍輩の 嫉に 依って、 入道に 彼が 上 を 讒言し ければ、 誠と 

思 ひて、 镳て 出仕 を 止めさせ ける。 角彌迷 威して •  、某、 君に 誤 は 何な らん。 承らん と、 

人 ノて 申し けれども、 兎角の 返事 もな し • 角彌、 所詮 主君と 綠 こそ 盡 くらめ。 綠を 

尋ね C 、攝政 殿へ 御 奉公に 参る。 此者 器量 骨柄 心 ざま、 他に 越えて 優し かりければ、 

なら SA  ふ. せ  * 

君 懇に召 仕 ひ 給 ふこと 又雙 なし。 斯 くして 年 を經る 程に、 二 年 御所に ありけ り 山 

成 入道 は 此事を 聞きて、 鑣て 使者 を 以て、 殿下へ 角彌 をた ぶ べき 由 申 上げられけ^ 

ば、 攝政殿 聞 召して、 呼 返す 程 欲しき もの を、 何とて 追 出しけ る やらん。 叶 ふま じき 

との 御 返事な り。 入道に 斯 ぐと 审 せば、 重ねて 是非とも 申請くべき 由、 申 越しけ り 

お いふと も、 此 者に 於て は、 出す まじき 由 仰 出さる ゝ。 入道 大に 立腹して、 其 

讓 ならば 討 手 を 上すべし とて、 山 本 傅左衞 門. 須田 忠兵衞 とい ふ大 剛の者 を 二人、 京 

ニぞ としけ る。 さる 程に 角 彌をぞ 窺 ひける。 され ども 終に 見當 つる 事 はな かりし 

が、 或 時 御 節會の 刻、 攝政殿 禁中へ 渡らせ 給 ふ 御供に 參る。 此時 二人の 者 其、 きっと 

見 t け、 り。 角彌も 見合せ て、 互に あっと 思 ひけれ ども、 殿下 は 長柄. 力 者. 前 縫 


身な ど、 先を警 固し， 後 は 五位 丄ハ 位な ど 固めければ、 行懸 ，0 たる 人 は、 何れも 屈ま 

b 通しけ 兩人は 力なく、 其 日 は 空しく 歸り て、 それより 每日窺 ひける。 さる 程 

に 角彌、 一定 彼等 は、 某 討 手に 上りけ るに 疑な し。 此旨を 殿下へ 申さす して はいか 

がと て、 或 時 御 氣色を 見て、 斯る由 を 申 上ぐ る • 殿 下聞 召して、 頓て 奉行所 へ、 斯る曲 

者 京都に あり • 急ぎ 穿鑿して、 洛中 を拂ふ べし i 仰 付けられければ、 長 高. 貞親 承つ 

て、 洛中 を觸れ させて、 此者 暫時 も 抱 へ る 輩 は、 曲事に 仰 付けら る べき 由 聞え ければ、 

二人の 者 共 之 を 開きて、 是非な く 東 國に歸 りて、 入道に 斯くと 申しければ 、何ともす 

ぺ き やうな くして、 其 分に て 白け ゝ る • 

, 秀吉 公高 野 御 參詣の 事 

秀吉公 或 夜 不思議の 夢 を御覽 ありて、 俄に 高 野 參詣の 事 を 思 召 立ち、 旣に 日限 を 出 

させ 袷へば、 諸 奉行 其 用意 急に 物し 給 ひける • 途中の 辻 固 は、 其處々 々の ffii に 仰 

付けられ ける 問、 道の 高下 を 直し、 狹き地 は 取 廣げ、 橋な き 所 は 橋 を 架け、 道々 の 

岩 f 角 彌が事 秀吉八 ム高野 御參詣 の 事  M 


€ 参詣 


室町 殿 tms 卷三  fa 

御 休 所 を 作り 亭を 立て、 秣藁 屑な ど 宿々 に 用意して 待ち 車り ける。 镳て 太閤 旣に高 

野 山に 上らせ 給へば、 木 食 土人、 豫て御 役の 用意 .樣 々珍 物 綺羅 を盡 して 待 受け 給 ふ。 

八 谷の 僧坊. 麓まで 御迎に 出で て、 御供 仕りて 上り 給 ふ- 先づ大 塔， ど 始めて、 彼方 此 

方 を 御順禮 坐し けり。 扨 奥 院へ詣 で 給 ひ、 菩提心 深く 念じお はし ましけ り。 其 後 俊 

籠 堂. 御廟の 橋. 大黑 殿な ど、 心靜 に御覽 めり け，^。  {是 に 殊勝 さ 骨 髓に撤 して、 無： 吊の 

機發 ると ぞ 仰せられければ、 上人 承りて、 これ は 骨 堂に て 候。.， 古 普光院 殿、 此 山へ 詣 

でさせ 給 ひて、 此堂 へ、 予も 命の 中に 納めん と宣 ひて、 笄を 以て 御齒を 落し 給 ひ、 

此 中へ 納めさせ 給 ふとて、 

高野山お ろす 嵐の 烈しくて 木の はは 殘れ 後の世まで も 

と 仰せられし 事共、 今の 世に 傳 へて、 名歌 を 遊ばされ ける 由 申 待るな ど、 道す がら 物 

語り 申されけ る。 其 後 木食上人に いらせ 袷 ひて、 谷々 の 院主 を 召され、 愈 萬 事に 付 

きて、 開山 大師の 制 法、 聊か 相違 なきやう に相勸 むべき 由 仰 出されけ る。 斯くて 一 

兩 ほ 御滯留 あるべき 由 聞 ゆ • 御 徒然 なれば とて、 觀世 太夫 を 召 連れられ しかば、 鑣 


て 御 能 を與行 遊ばします 時に、 坊生各 ゆされ ける は、 御 慰に 御 能 は 然る ぺけ わと も 

當山は 開山 大師の 制 法に、 笛 を 戒められし 間、 如何 あらんと 申されけ る。 太閤 聞 召. 

し、 こ は 不思議なる 事 を 聞く もの かな * 樣々 の 調の 中に、 笛 を 誓 ひ 給へ る は、 如何に 

と 仰せられ ける。 坊主 承って、 さん 候、 昨日 御覽 なされ 候 柳の 少し 彼方に 、空 刼 以前 

より 一 つの 大蛇 住め，^ 然るに 大師、 彼 を是に 置きて は、 凡人の 通 ひ 難 かるべし と 思 

召して、 大蛇に 向って、 我れ 此山 をば、 怫 法の 靈 地と なさん と 思 ふな，^ 然れ ば汝是 

にあり て は、 I 夫の 恐 あ， 9。 急ぎ 何方へ も、 所 を 去るべし と 仰せられけ わば、 大寵申 

しける は、 我^ 此. U に 住む 事、 星霜 旣に 無量な り。 何ぞ今 我れ 住所 を 去らん とい 6 

て、 聊 B ひす。 大師 さあら ばと て、 祕密を 以て 、龍の 鱗 へ 毒虫 を 蒔き 袷 へ ば、 《 は 五 

- - ,  や 

體を擲 つて、 痒き こと 堪へ 難し。 さるに 依って 大師へ 降して 曰く 此の 虫の 病 を 止 

めて たび 候へ。 何 地 へ なり i も 去る ベ しと 歎きし かば、 大師、 さほど 苦しむ に 於て 

は、 ピ めて 取らすべし。 疾々 去るべし と宣 ひて、 頓て虫 を拂ひ 返け 給へば、 « は 喜び 

て、 夫よりも 廿町計 後の 山元へ Hi きけ る。 夫より 此山 成就して、 斯 樣に繁 ^ 仕 候。 

衮吉 公高 野御袅 詣め事  0 


室 &康％ 語 卷三 

笛 は卽ち W の吟 やる 聲を ひやう しける もの なれば、 此音を 聞き 候て は、 己が 友 かと 

存 候て、 大寵勸 き 候に 依りて、 戒めら る 、由 を 申されけ る。 秀吉 公開 召して、 よし 

よし 笛な く.. o て も 苦しから じと て 、纏て 御 能 を 始め 給. ふ。 旣に 三番 過ぎて、 四 番目 

に 仰せられ ける は、 山の 制 法に 任せ、 三番 は 過ぎぬ。 今度の 能に は、 笛 を 大師に 詫ぶ 

べしと 仰せられて、 吹かせ 給 ふに、 案の 如ぐ 晴天 俄に 搔 曇りけ り。 人々 怪しと 見る 

所に、 五段の 舞に 移りければ、 四方よりも 黑雲立 被 ひて、 雷 八方より 鳴 渡，^、 電光 火 

煙の 如く 天地に 滿 ちて、 風雨 頻に 下って 枯木 を 吹 折り、 山 谷動搖 して、 唯今 世界 を 覆 

す 如くに 覺 えて、 東西 も 見えす、 晴夜と なりければ、 僧俗 共に 十 方に 逃 隱れ、 人心地 も 

なく、 此處彼 處に身 を 抱きて 轉び 伏したり。 秀吉公 も 御 帶刀押 取り 給 ひて、 風雨 嶮 

くらまぎ 

しき 暗 紛れに、 麓 を 指して 落ちさせ 給ぷ。 御伽の 人々 も諸臣 も、 何 地へ 何と K« く 

やらん、 邊に 一人 もなか. o けり • やうく 道の 案內 に、 坊主 一人 小姓 衆 一 人に て、 

麓 を 指して 急ぎ 給 ふ 程に 、山より 廿 町ば か. o. 此方に、 櫻 井と いふ 所に、 賤家十 家計 あ 

り • 先づ 暫く 是に 渡らせ 給へ とて、 事の 鎭 まる を 待ち 給 ひける。 二 時ば かりして、 漸 


漸签も 害れ、 雷も嗚 止みければ、 人々 生きた る 心地して， 我 身 を 我と は 知り 給 ^ 

太閤 仰せられ ける は、 さ て は 大師の 制 法、 難 有く こそ 覺 ゆれと、 愈 信心 深く" 

召しに ける • 


秀吉 公高 野 御 参 謅の事  S 
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佐々 木 貞賴へ 御 使者 遣 さる ゝ事 

さる 程に 義輝 公、 如何せ ましと、 旦暮 思慮 を 運ら し 給 ふが、 或 時 老若の 臣等を 集め 給 

ひて、 仰 出されけ る は、 幾內は 大方、 義 長が 手に 屬 する 事 なれば、 容易ぐ 誅罰し 難し。 

せめ 

昧方 にも、 切て 一 ケ 國ニケ 周を領 する 程の 武士 を、 柱と して 差 向けす ば、 勝利 を 得る 

事 あるべ からす。 されば 近國 にさば かりの 大身な し。 佐々 木貞賴 ありと 雖、 彼 は 故 

義晴 公の 時より、 隔 心の もの なれば、 今以て 賴み 難し。 されば とて 筑前 〔お I〕 を 

して 捨 置かん 事 は、 千里の 野に 虎 を 放す に 似た るべ し。 汝等 評議して、 排 へて 見よ 

ど. 仰 出されければ、 各 承つ て、 杉 刑 部少輔 * 江 州 へ ぞ 遺し 給 ふ。 程なく 貞 頼が 館に 

着きし かば、 家老 茨木 丹 後 守 出合 ひて 、奥へ 請 じけ. る。 斯 ぐして 刑部少 輔^され け 


る は、 內々 江 州に も、 聞 及び 給 はん、 三 好長慶 入道、 公方の 權威を 戴き、 観內 逆徒 等 を 

屬 させて、 公方へ 逆心 を 含む。 さるに 依って 誅伐の 爲、 兩 度まで 人數を 向けら る、 

と雖、 義長 多勢 なれば、 其 利 を 失 ふ- 近國に 貞賴 大身 なれば、 御眛 方に 賴 みたく 思 召 

されて、 某 を 下さる、。 此 度の 儀に 候へば、 頜挲 申され 候 はんか、 いか >とぞ 申され 

ける。 丹 後 守 承って、 畏， o 候へ ども、 貞賴 は此節 以外に 違 W 仕り、 療治 半に 候" さり 乍 

ら參 りて、 御上 意の 通 を 申 聞け 候 はんとて 奥 へ 入り、 御 使者の 段 を あらまし 申す 

貞 賴聞屆 けて、 此方より 御 返事 申 上 候 はんとい ふ。 丹 後 守、 刑部少 輔に斯 くと 申せ 

ば、 其 儀なら ば、 御 返事 待ち 參ら するとい ひて、 歸 京し 袷 ひける。 其 後貞賴 評議して、 

四ケ國 を打從 へ、 弓箭 日の出る 義長 をば 引う け、 國を勸 し 人數を 損じた，^ i も、 一 戰 

一 一戦に て 勝利 は 思 ひも 寄らす。 た  > 所勞に 依って、 鬼 角の 儀に 能 はざる 由 申すべし 

と 評議して、 中 三日 ありて、 此 返事 をば 申 上ぐ る。 凡て 貞賴 入道に 於て は、 疎き 大將 

なる に 依り、 人々 の 蔑み 給 ひける に 聊も違 はす、 面目 もな き 所存と ぞ* 

佐々 木 貞賴へ 御 使者 遣 さる ゝ事  す 
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安見 直 政へ 上使 を 遣 さる ^ 事 _ 

諸老 評議し 給 ひける は、 抑畿內 の國人 等、 公方に 反き 奉る 濫觴 を尋 ぬるに、 義長 君の 

ないがしろ 

權を帶 して、 國人等 を 蔑に 侮り、 萬 事に 付けて、 恣に 我意 を 振舞 ひし かば、 何れも 之 

を 憤りて 迤 しける 逆心な り。 公方の 國人 も、 元 來述懷 はなき 上、 此 を 言 聞かせて、 

未だ 筑 前に 屬 せす、 勝負 を爭ふ 安見 直 政が 方へ、 仰 付けられて 御覽 すべし。 同心 仕 

るに 於て は、 京 勢に 彼等 を 加勢と して、 弓箭 を 遂げな ば、 其利爭 でかな からん と、 各 一 

同に 申 上げら る、。 公方 實 にもと 思 召して 、纏て 仁 木 右京亮 を 下されけ る。 先づ安 

見が 館へ 坐し まして、 案 內を乞 はせ 給 へ ば、 安見 驚きて 上下 を 着して、 諸 侍 を 段々 に 

列座 させ、 迎に 出で て 請 じ、 さて 座に 着き 給へ ば、 安見， 思 設けぬ 御 尋に候 もの かな • 

如何様の 儀に 依， て、 只今 御 光 臨 坐し まし 候 やと 申されければ、 仁 木 は 聞き 給 ひて 

扇 取 直し、 御上 意の 旨、 始 終審に 述べ 給へば、 安見 謹んで 承り、 國人等 何れも、 公方 樣 

へさして 遺恨 は 御座 候 はね ども、 筑 前に 疎み 果て、、 各 命 を 捨て 彼 を 亡さん と、 累年 


國を亂 し 擧徽仕 候 * さるに 依って 義長 は、 公方 樣へ は、 萬 逆心の やう 取 成し 申す に 依 

つて、 我々 誅伐の 仰 を 下さる、 事 尤と存 候 上 は、 今に 至って 毫頭 御座な く 候。 然る 

所に 義長權 威を帶 し、 武命を 表に 立つ るに 依って 運 強く、 年 を 追うて 彼が 爲に 大方 

亡失 仕り、 殘るは 降 人に な， 5 て、 一 味 致し 候 はん。 され ども 直 政、 某 未だ 雌雄 を 決せ 

す 候。 夫に 付けて 公方 樣へ逆 意 を 立て 、討 手 を 蒙 6 の 所に、 其 利 を 達し 候 はす、 兩度 

迄 敗軍の 段、 驚き 存 する 折節な り。 斯る 御上 意 を 蒙る 上 は、 直 政 等に 相談 仕りて、 御 

* 方 を 申 ベ く 候と ぞ 申されけ る。 仁 木 聞き 給 ひて、 御上 意に 候 へ ば、 直 政に も某對 

面 申 候て、 事の 次第 を 聞かせ 候 はんと 申されければ、 さあら ば是ょ b も 案內を させ 

申 候 はんとて、 家老 を 同心 させて、 直 政が 館へ ぞ おはし ましけ る。 直 政大に 驚き、 暫 

ぐ 内所 を 整 へ て 後、 罷 出で 對 面す • 右京亮， 上意の 旨 委細 申 聞かせ 給 へ ば、 直 政 申し 

ける は、 天 晴此仰 を、 今少し 以前に 下されな ば、^ 高 政 をば 殺し 候 はじ もの を • 某義 - 

長 をば、 父の 敵に 引う け 候へば、 人 は 明日い かやう にも あれ かし • 拙者に 於て は、 命 

を 限りに、 義 長と 雌雄 を 決せん と存 する なれば、 兎角の 思慮に は 及び 候 はす • 殊に 

安見 直 政へ 上使^ 遺さる、 事  六 1 
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安見 御上 意に 歸服 申さ る ゝ 上 は、 諸共に 命を擲 つ て、 勝負 を决す ベ ぐ 候 i ぞ 申され 

ける。 仁 木 聞き 給 ひて、 頜 掌の 上 は、 某歸洛 をいた して、 公方へ 御請の 逋を申 上げ、 

誅伐の 軍勢 向けられ 候 は 、兼 日 谷へ 案內を 申すべく 候と て、 直 政が 要害 をぞ 出で 

給 ひける • 

安見 直 政、 與カ 方へ 狀を 遣す 事  . 

安見が 家老 鹽 i 與三 兵衞を 呼びて、 與 力の 方々 へ、 狀を 以て 知らすべし と 申されけ 

れぱ、 承って 認めけ る。 

態と 介-啓上， 候。 仍て 一 昨日 公方 樣 より 仁 木 右京亮 を 被， 下 候て、 筑前が 逆心に ォ、 

畿内の 人々、 武命を 背き 奉る 意趣、 彼是 始終 を 互に 申談じ 候て、 此上は 京 勢 討 手に 

下さ る ベ し。 畿内の 輩 加勢 を 仕 候て、 義長は 不 m に 退治 仕る ベ き 由 約諾 致し、 仁 

木歸洛 申され 候 間、 內々 其 心得 尤に 候。 猶替儀 御座 候 は 5.、 重ねて 申 進 やべ <M。 

十月 HI 日  安見 入道 信 ， 


內藤主 S 助 殿. 

藥師寺 與市殿 

兩人之 を 披見して 大に 喜び、 鑣て返 札をぞ せられけ る • 

貴翰 令，， 拜 見-候。 然れば 珍ら しき 樣子承 候て、 珍重に *y 存候。 此上は 武命を 頂き 

一 戰を 遂げ 候 はんに 、心強く 相 勤め 候へば、 勝利 疑 ある まじき かと 大慶に 奉 K 存候 • 

尙 K 面の 節 を 期し 候。 

十月 四日  內生馬 助 

藥師 寺與市 

鹽貝與 三 兵衞殿 

K 政與 力の 人々 へ 書狀。 

一 昨日 公方 樣ょ り、 仁 木 右京亮 殿下され 候て、 筑前 逆心の 儀、 畿內の 人々 武命を 

背き * る 意趣、 彼是 累年 始終 互に 申談 じ、 其 上 を 以て 京 勢 を 近日 向けられ 候 はん 

ま 、、 各 加勢 仕 候て、 義長 一時に 誅伐す ？ き 由、 堅く 約諾 仕 候の 條、 內々 其 心得 尤 

安見 直 政與カ 方へ 狀^ 遣す 事  力 二 


直 政 
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に 候 • 委細 は 面談の 時 申 述ぶぺ く 候 • 

十月 五日 

山中 近 江 (守 殿 

玉 巢太郎 殿 

河口 壹岐守 殿 

人々 披見して 大に 喜び、 鑣て返 翰 書きに ける • 

貴札 一 拜見ー 候。 仍て 珍重なる 樣子 あらまし 承 候て、 大慶 淺 からす 候。 命 長ら へ 

侯て、 一服の 龜の浮 木と 存 候。 委曲 面 上の 時 申 上べ く 候 • 

十月 五日  河ロ膏 ：岐守 

玉 I 太郞 

山中 近 江 守 

赤澤 大和 守 殿 


江 口の 要害 夜 討の 事 

斯 くして 仁 木 右京亮 歸洛 して、 兩人 相違な く 領掌仕 候の 由、 委細に 言上 申しければ、 

君 を 始め 奉りて、 諸 老感悅 限， 9 なし • さあら ば 勢 を 下さる べしと て、 卽ち仁 木 右京 

亮 を大將 として、 洛外 西の 岡の 勢 を 合せて、 一 千 二百 遣し 袷 ふ • 程なく 安見が 要害 

に 着きし かば、 豫て 用意 申されて、 菩提 所の 大寺 ありけ るに 仁 木 を 移しぬ。 軍勢 は 

近 邊の鄕 里に 入 置きけ る •  W 人々 軍の 評議し ける に、 藥師 寺. 玉巢. 內藤. 川口 山中 

等 申されけ る は、 先づ江 口の 要害へ 夜 討に 寄せ、 敵 を 草 臥ら かし 候て、 其 後に 筑前 

が 中島へ 押 寄せ 候べ し • 中島の 軍に は、 何時も 一 存後 詰に 出で 候へば、 此城を 疲ら 

して 然るべ く存 する 由 を、 一同に 申されければ、 安見 直 政 此議に 同せられ ける • 安 

見 代官に は 鹽田與 八郞、 直 政 軍 代に は赤澤 大和 守、 與 力の 人々 に は、 內藤. 川口  • 神 保. 

玉巢. 藥師 寺. 生 田な どを宗 i して、 都合 二 千。 仁 木 右京亮 代官に、 大脇 金彌を 大將と 

して、 三 W 餘人附 けられけ る。 斯 ぐて 十月 十三 日夜 半の 過 方に、 江 口の 城へ 押 寄せ、 

扛 口の 要害 夜 討の 事  ^ 


も 十 安 

攻河見 
む— 直 
存政 
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鬨を どっと 上ぐ る。 城 中には、 思 ひも 寄らざる にや、 上 を 下と 返す。 さ JVJ も 魚" よ 

b 菘朋數 多 出して、 寄 手の 陣を 暫く 見渡しけ り。 內 藤-玉 巢は 搦手に 向 ひける が、 象 

て 支度せ し 結 橋 を、 足輕 共に 架けさせて、 卽 時に 塀に 取 寄り . 打 懸けく、 雲霞 

の 如ぐ に 上りけ. り。 城に は 大手 搦手 を强ぐ 防ぎて、 脇々 に は、 さの み人數 もなかり け 

り。 塀を乘 越え 跳 越え， 城 中へ 飛 入る を、 突 落し 切 落し 防ぎ けれども、 いやが 上に 乘 

入りければ、 終に は 破れに けり。 塀 十 間 計 切って 落し、 多勢 心 易 ぐぞ 入りに ける • 

かやつ ぐ 

1 存之を 見て、 叶 はじと や 思 ひけん、 二の 木 u; 强ぐ 固めて、 弓 鐵炮此 所 を 先途と 打た 

せに ける。 鬼 角 時刻 移， o て、 大手 搦手より、 多勢 我れ 先にと 込 入りければ、 旣に 二の 木 

^も 危ズぞ 見えに ける。 一 存 家老に、 上 崎 支 蕃. 小 造大學 助. 嶺田 善次郞 五十 餘人、 門 

を 開きて 切って 出で、 寄せ 來る敵 をば、 向 ふ ざまに 引 懸けて、 散々 に攻戰 ふ。 f うつ 

返しつ 一 時に 勝負 を 決せん と、 雙方 命を惜 ます 見えけ るが、 上 崎. 嶺田は 彼に 合 ひ 曰 p 

に 渡して、 敵 數多討 取， 9、 卽ち 足下に て 討死し ける • 手 負 死人 算を亂 して 見えけ る 

力 人 疲れければ、 一息 休めん と 、二の 曲 輪へ さっと 退いて 見ければ、 廿 人に は 足ら 


ざ. Cs け 寄 手 も 痛手 を 負， フて、 引取る もの 四十 餘人、 城 中よりも、 二の 木戶を 打ち 

ければ、 力 及ばす 引 奴り けり。 赤澤 大和 守、 棬に火 を 付け 返き ければ、 猛火 盛に 燃え 

上りて、 東西南北 白晝の 如く 赤く して、 此 光に 馬の足 を 早めて 歸陣 したりけ 0 

取る 首數百 二十 餘とぞ 記しけ る。 軍の 首途 よし i 、仁 木 右京亮 は悅 限りなく， 急ぎ 

京都へ 飛札 を 以て 老中へ ぞ。 

去ぬ る 十月 十三 日の 夜半に、 安見 阿 州 直政與 力の 人々 都合 六 組 を 以て、 江 口 城へ 

押 寄せ、 二の 曲 輪まで 攻 込み、 散 ふ、 に 戰ひ險 て、 首 三十 餘討 取り 申 候。 此內 三つに 

家老 共に て 御座 候。 大手の 櫓を燒 落し 申 候。 塀な ども 十四 五 間 取 破り、 寄 手 粉 

骨の 働、 誠に 淺 からす 候" 先 づ首途 よく 御座 候へば、 一 左右 記し 候て 上せ 申 候。 

追て 吉事 申 上ぐべく 候 • 

十月 十五 日  仁 右京亮 與 . 

上野 民 部 少輔殿 

進 士美作 守 殿 

江 口の 要害 夜 討の 事  ゥん 
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義長 京都 へ 橫目を 使 ふ 事 附義輝 公 御 最期の 事 

永 祿八年 三月 上旬の 頃、 義長相 * の 者に、 林久 太夫と いふ、 萬 事に 賢し き 男 ありけ り • 

彼 を竊に 呼びて、 京都へ 上り、 御所 中の 樣 をば 委しく 窺 ふべ し • 如何にも 靜 ならん 

折節、 此方へ 告げ 來れ とて、 旅 料を澤 山に 取らせて 上しけ b  。さる 程に 久 太夫 京都に 

着きて、 七條 なる 朱 雀の 邊に、 親しき もの 、ありければ、 愛に 宿 を 取りて、 每日 御所 

中の 樣をぞ 窺 ひける。 斯る 程に 昨日 今日と 打 暮れて、 五月 上旬に なりに ける， 時來 

れば 五月雨 續 きて、 御所 中 も いかにも 靜 やかに、 徒然なる 折抦 なれば、 樣々 の 御遊 興 

のみに て 暮らさせ 給 ふ。 斯る 程に 久 太夫 は、 折 こそよ けれと 思 ひて、 急ぎ 中島に 下 

りて、 此由 具に 語りに ける。 長慶 聞きて、 音な せ そ、 一段 能し。 いかにも 包みて、 他言 

構 へ てす ベ から やとい ひて、 其の後 fe 永 彈正. 十 河 一 存 入道. 三 好 修现大 夫. 岩 成主稅 

助 等 を、 竊に 呼びて いひけ る は、 仁 木 右京 高 諸方の 敵 を 手に 附け、 今 里の 城へ 打 入り 

て、 此 入道 を 窺 ふ 上 は、 終に は 某、 彼が 爲に討 たれぬべし。 さも あらば 御邊 達の 命、 あ 


松 永久 秀 

^足 利義 

輝^ 襲 ふ 


る ベし^も 覺ぇゃ • 累年 公方の 爲に命 を 捨て、 各 苦 戰を盡 して、 其 恩賞に は 却て 死 を 

給 はらん 事、 誠に 口惜しき 次第 之に 過ぎす。 さ 候へ ば此 節、 御所 中 いかに も靜 まりて、 

何の 障 もな きと 聞き 候 へ ば、 夜 討に 押 寄せ、 一 時に .D し 参らせて、 年頃の 欝憤 を 散せ 

んと思 ふなり。 谷を始 として 、核 永 HI 向 守. 同 主 水-正 同キ： 殿 助、 討 手に 上るべし • 某 

は此 城に 殘り て、 跡 を 堅固に 守る べし。 各が 居城に も、 家老 共を殘 して、 城 中に ある 

勢 をば、 半分 宛 具して 上り 給へ。 道の ほど、 西 國 大名の 東國 へ 下る 風情に いひな して、 

いかにも^-忍びやかに 上るべし とぞ 申しけ る。 谷 承って、 一同に 上りな ば、 人 も 

怪しみ、 萬 民 氣遣ふ 事 も ありぬべし とて、 五十 三十 宛、 次第々々 に 上りけ， り。 伏 見 • 

木幡. 淀. 鳥 羽. 竹 田 • 荬須. 御牧 あたりに 宿 を 取りて、 暮れ 懸 りて、 京へ ぞ 入りに ける。 

五月 十九 日の 夜半 計に 押 寄せけ るが、 豫て 評議し ければ、 竊に 御所 を緊々 と ぞ取卷 

きけ り。 先づ 東の 手 は、 三 好 修锂大 夫 四百 五十に て、 三本 木 東 洞院に 本陣 を 立つ る。 

南 は 舄丸春 日 面 は 崧永彈 正少弼 久秀、 室町 は 大門 大手 口 十 河 一 存、 五 百に て 押 寄す 

る。 西 大路 は 三 好 笑岸齋 三百 五十、 腹帶の 地藏堂 を、 後に 當て、 陣取. りけ り。 北 は 室 

義長 京都 へ 橫 目な 使 ふ 亭附義 輝 公 御^ 朋の事  ま 
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町. 勘 解 由 小路. 烏 丸. 櫻 馬場、 此は岩 成 主 稅助六 百に て 押 寄せたり。 御所 中には 舊臣 

武功の 人々 は、 方々 の 宿所に 歸卩 て、 一 人 もなか b けり • 外樣の 侍、 さて は 小 性 衆 同 

朋 ばかりにて、 何の 用心 もな ぐ、 靜 まり 返って 見えけ るに 1 四方よりも 鬨を どっと 上 

げに ける。 此聲に 御所 中 驚き、 上 も 下 も 一同に 起 合へ りけ り。 され 共 表の 番所に 在 

合 ふ 人々、 櫓に 上りて 表 を 見け るに、 极明を 萬燈の 如くに 立て、、 掘 際 近く 詰 寄せ、 我 

も 我 もと、 堀に 附 かんと 飛 入， o ける • 義輝公 少しも 騷ぎ給 はす、 夜 討 は 何者なる ぞ。 

定めて 長慶 入道に て あるらん。 誰か ある。 敵の やう を 見て 歸れと 仰せられければ、 

沼 田 上 總介承 つて、 大手の 門 櫓に 走せ 上つ て 、大昔 上げ ていふ や う、 4. 宵 の 夜對は 何 

者なる ぞ。 名乘れ 聞かん と 呼 はりければ、 十 河 一 存 進み出で て、 三 好長慶 入道 パヰ尕 

の 遺恨 を 散せ ん爲 に、 罷 向って 候ぞ やと ぞ 申しけ る • 沼田 歸 つて 御前に 參， ^、義 長 

謀叛に て 候- 人 數は斯 の 如くに 見え 申 候。 大手の 門 際へ、 雲霞の如く 詰 寄せ 候" 人 

人出 合 ひて 防ぎ 給へ とい ひ 棄てゝ 、己が 寢 所に 入りて 鎧 を 取 出し、 若る 間 こそ 遲か 

ちけ り， 甲の 緖を 締め、 二人 張の 弓 待 ち て 走り出 づる。 敵彌が 上に 詰 寄せて、 門 を 打 


破り、 我れ 先にと 亂れ 入り、 a 山. 一 色. 杉^. 大 脇. 加持. 岡 部な どの 小 性 方 、さて 

. は 同朋 十五 六 人に 過ぎ ざり けり。 我 も-^ と錢 投げ 憑け、 甲 を 若る も あり、 鉢卷を 

しける も あ う、 思 ひくに 六 具を締 め て、 東西南北 へ 切って 出で、 寄せ 來る敵 を 追つ 

<* くつ  ，させ な が 

捲つ 攻戰 ふ。 斯る 間に 義 W 公、 重代の 御お 背 長， 鍬 形 打った る 五 枚 甲の 緖を籂 めさ 

せ 給 ひて、 重籐の 弓に、 廿四 さいたる 菔を附 けさせ 給 ひ、 玄關に 出で 給 ひ、 差 取り 引 詰 

め 散々 に 射 給へば、 死生 は 知らす、 毛よ き 武者 七 A 人、 矢 を 負うて ぞ 伏した b ける。 御 

所 中の 人数、 上下 二百 計な. 5 ける が、 四方へ 打 廻り 防ぎければ、 何處 に 人め， りと も 

見え ざ. りけ， 9。 寄 手 新手 を入替 へ、 息 を も繼 がせす 攻 入りければ、 御所 方の 人々、 或 

は 討死、 或は 痛手 薄手 を 蒙りて、 面々 に 自害し. D せに けり。 公方 御覽じ r 、^阿 彌. 圓 

阿彌. 一 色な ど を 召して、 今 はは や 自害すべし。 重代の 寶物杯 を 取 出して 火 を 付け 

よ。 さて は 母 公. 北の 御 方. 若君な ど を、 自害 勸む べしと 仰 出されければ、 各 涙に 咽ん 

で、 御 返事 も 定かなら す。 され ども 敵 四方より 殿中へ 亂れ 入れば、 如何に 思 ふと も 

甲斐 あ ら じ と、 慶壽院 に參 りて 斯 く， . 0 申せば、 豫て 心得たり。 我 身 は 年老い ぬれば、 

0S0 へ 檨目^ 使 ふ 事 附義輝 <ム 御 最期の 事  七 一 
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命 惜しから す。 公方. 北の方、 思 ひも 寄らぬ 死 をし 給 はん 事 こそ 悲し けれ i 、仰せら 

れて、 暫く 御 涙に 咽び 給 ふ。 其 後西に 向 はせ 給 ひて、 佛の 御名 を、 稍 暫く 唱 へ させ 給 

ひて、 守 刀 を 御 胸に 突 賞き、 俯伏に 伏させ 給 ふ。 北の 御 方 も、 はや 御用 意し 給 ひける 

にや、 白き 生絹 を召換 へさせ 給 ひて、 常に 願 はせ 給 ふ釋迦 牟尼佛 を、 懇に拜 み 給 ひて、 

其 後 念 佛十遍 計 唱へ給 ひて、 守 刀 を 心 元に 押 込み、 南無 i ばかり を 最期に て、 俯伏に 

めの ど 

伏し 給 ひ、 朝の 露と ぞ 消え 給 ふ。 哀と いふ も餘， o あ， 5。 御 乳母 之 を 見て、 涼しく も 見 

えさせ 給 ふ もの かな。 我々 も斯樣 に、 御供 申した く 候へ ども、 寢 怯れ 袷 ふ 若君 を 見 

れば、 目 も 昏れ心 も 消えて、 黃 泉め 障と なり やせんと、 搔 抱き 奉りて、 前後 不覺に 見 

、"がしお もて 

えけ るが、 はや 殿中に 火懸 りて、 猛火 盛 なれば、 力なく 走， o 出で、 東面の 花園に 駆 入 

り て、 岩 井の 中 へ 、 若君 抱きて 入りに けり。 無慙な りと も、 中 々 申す も 愚な，^ け り。 

小 宰相. 小 侍從. にしむき. 春 日の 局. うな ゐの 局. 丹 波の 上臈. 女房 三十 一 一 人. 中居婢 に 

至る まで、 八十ば かりの 女房 達. 焰の 中へ 飛 入. りて、 一 人 も 殘らす t せに けり。 斯く 

て 時刻 も 移りければ、 敵、 方々 の 御殿に 亂れ 入りて、 喚き 叫びて、 手に 當る 御寶^ も、 


焰の 中より 奪 ひ 取って K でに ける * 人々 之を惡 しと、 差 取り 引 詰め、 さんぐに 射る 

稃二、 矢庭に 十四 五 人、 伏し 轉 びて ぞ 喚きけ る。 さる 程に 義輝 公， 人々 の、 今 はは や 

御 自害と 聞 召し、 さて は 心安し とて 、御着 背 長を脫 がせ 給 ひて、 西に 向 はせ 給 ひ、 御 

硯を 寄せられ、 御辭 世をぞ 遊ばしけ る。 

拋， 刀 穴チ 諸 有- 又 何 説-鋒 鋩- 耍， 知-, 轉 身路- 火 裏 得- 淸 涼- 

筆 を 捨て、、 御腹 十文字に 切り 給 ひて、 永 祿八年 五月 十九 天の、 朝の 露と 涫 えさせ 給 

ふ。 御 果報の 程 こそ 悲し けれ。 君 旣に御 自害お はし ませば、 日頃 御 情 を 蒙りし.^ 

ト、 又は にの 同朋 中、 思 ひ-^ -に 自害し けり。 殿々 に 火付き、 樓閣 一時に 燃 え 上 

て あやつ： ち  、 . 

b ナれ ぶ、 洛 JL ニ隱 r- なく、 上下 京 にあり ける 舊臣、 何れも 驚き、 手 過と S ひ て 素 褙 

に 道具 も 持たせす、 四方より 駆 付け、 れ ども、 義長が 謀叛と 聞きて ければ、 向 ふ べき 

やう もな く、 御所の 近邊 には^? 人手 負 死人 共 引出して、 此 處彼處 に、 算を亂 して 見え 

ナる。 カぷく 各 宿へ ぞ歸 りに ける。 さる 程に 夜旣に 明け ゝれ ば、 在家に 諸 勢 押リ」 

み て、 米穀 を 奪 ひ 取り、 お 人 こそ は 助かりけ る。 

義長 京都 へ 横目^ 使 ふ 事附義 鰊^ 御 最期の 事  ぉュ 
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諸 卿 驚き 給 ふ 事. 

明 ぐれば 廿： 0、 夜前 鬨 の聲、 天地 覆す やうに 止む ことなく、 馬 人 馳せ違 ひ、 蒗煙天 

を 霞めければ、 諸 卿. 殿上人 大に 驚き 給 ひて、 北の方. 若君な ど ど 面々 に、 東西南北へ、 

思リく に 落し 給 ふ。 帝に も、 さ こそ 驚き 騷ぎ給 はんとて、 攝政殿 を 先と して、 各內 

へ 詰 め 給 ひて、 四方の 門 を 固め て、 帝 を 守護し &ひ .: る。 古木 曾義 仲、 洛中 へ 亂れ入 

り て、 法 住 寺 殿を攻 めけ る も、 か ばかりに こそ あ ら め と 思 An せ 給 ひて、 安き 、いもな か 

りけ り。 斯る 中に も、 武 士 は 惡逆 無道 に し て 、貪慾 深 きもの なれば、 亂暴 の 爲 に亂れ 

入り 、狼藉 もす ベ きかと、 各 汗 を 流して、 門々 を 能/.、 固めよ。 若しも 武士 寄せ 來 らば、 

侍 共 防ぎ 矢 射よ とぞ 下知し 給 ひける。 斯る 所に 栗毛の 馬に， 黄なる： p  けた 

る 武士、 三十 人 計 具して 門外に 控へ、 暫く ありて 叩かせければ、 番の人 々胸騒ぎて、 如 

何なる 者ぞと 怪しぐ 思 ひ 乍ら、 誰 人に て 候と 答へ ければ、 馬よ， o 下りて。 誰 ぞ是へ 出 

させ 給へ とい ふ 程に、 藏人將 監小門 を 開き、 何事 候 i 申され けれ ば、 さん 候。. 公方 篛 


輝 公へ、 三 好 長 慶 入道 深さ 恨 候て、^ 前 押 寄せ、 御 自害 を 遂げさせ 給 ふ • 向後 は 何事 

にても 大內の 御用 等 は、 義長 承る ベく 候。 其 爲め御 案內に 馳せ參 やる 由、 攝政 殿へ 

仰 上げられ 候て、 給 は b 候へ とぞ 申しけ る。 藏人之 を 聞きて、 安堵して 申されけ る 

は、 仰の 通， C 申 上げ 候 はん。 さて 御身 は 何が し 殿に て 候。 御名 を 聞きて、 披露 申さん 

IJ 申されければ、 さん 候。 某 は 三 好 修狸大 夫と 申す 者に て 御座 候と ぞ 答へ ける • 將 

監 聞き 給 ひて、 重ねて 御 出 候へ とて、 小 門 を押閉 て、 內へ 入りければ、 修 狸 大夫は 

又 馬 レ打乘 つて 歸り けり。 之 を 聞 召して、 帝 も 雲 客 も 色 を 直し 給 ひて、 御氣 色も^ 

ま， 9 け， 


諸鄉 驚き 給 ふ 事  ^ 
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鹿 苑院殿 へ 討 手 を 遣す 事 附平田 和 泉 討た る 、事 

翌 U 暮 方に • 孫 六 郞を竊 に 上して 申す やう は、 今 はは や 公方の 綠 とて、 後 H に 敵と な 

b 給 ふ べき 人 は、 南都の 門跡 義昭 公. 北山 鹿苑 院殿兩 人な り。 勿論 御 出家し 給 ふと 

はい ひ 乍ら、 二人が 中に 一 人 還俗お はしまして、 兎角と： 爭を 企み 給 は K 後世の 煩 疑 

なし • 此 勢に、 北山 殿 を 京へ 賺し 出し 奉， 9 て、 竊に 討ち 奉る ベ し。 W 義昭公 は 南都に 

おはし ませば、 最も これ はむ づ かし ゝ。 昔より 此所 の 衆徒 は、 弓箭 を 取 つ て 辜- 嶺と、 

弓手 右手の 法師 原 なれば、 惡ぅ手 を 見せて は、 事大 事な らん • 先づ 京都の 次第 を 聞 

き 給 はぬ 內に、 堅く 番を附 け 5g きて、 何方 へ も 取 逃し 奉らぬ やうに、 手 遣 を せらる ベ 

しと ぞ 申しけ る。 W 北山 殿の 討 手に は、 誰か 然る べしと 評議し ける に、 尋常の 人 は 


恐 あり。 ^田 和 泉 守に 言付け 給 ひて 然 りなん と "各 申されければ、 實 にも 此人は * 武 

略備 はって 智 深く、 萬 事に 心得た る 仁 なれば、 越度 ある ベから すと ぞ 申しけ る。 各 一 

同して、 さらばと て 間近く 呼びて、 潜に 事 を 言 渡しければ、 和 泉 守 聞きて、 沙門の 御身 

なり。 剃髮染 衣に て 渡らせ 給 ふ 御 境界 を、 劎 にかけ て 失ひ參 らせん 事、 其 罪 恐る、 に 

^±1巧〕と 、深く 斟酌に 見え けれ 共、 生命 なれば 力なぐ、 若黨 i ハ人 具して、 北山 

殿へ ぞ參 りけ る。 未だ 義輝 公の 御上 を 聞き 給 はすして、 何 心 も 坐し まさす。 纏て 御 

對面 ありけ. o。 和 泉 守 申しけ る は、 君 は 未だ 知 食し 候 はす や。 江 州 方よりも、 昨日の 

曉、 夜 討 を 入れて 君 を 討ち 參ら せ、 御所 中 をば 燒拂 ひぬ。 御 譜代 相 傅の 人々 も、 殘らす 

討死し 給 ふな，？。 さて 承れば、 君 を 討ち 參 らせんと て 、討 手の 用意 仕る 由、 或 人の 吿 

げ 知らせ 給へば、 片時 も 早く 此所を 遊れ 給 ひて、 若 州 殿な どを賴 ませ 給 ひて、 下らせ 

おはしまして 然. る ベ し。 道の 程 は、 某 甲斐々々 しぐ も 送り 奉らん 爲に、 是 まで 參. cs 

て 候と、 誠しやかに 僞，^ 申す。 鹿 苑院聞 召して、 こ は 如何にし たる 事 ぞと、 御 S 堰き 

あ へ 給 はす" 和 泉 守 見 奉りて、 片時 も 早ぐ 落ら させ 給へ。 御供 を 仕らん と 申せば、 取 

鹿 苑院殿 へ 討 手^ 遣す 事 附平田 和 泉 討^る 、事  や 4 
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かちに だし 

る 物 も 取り あへ させ^ はやして、 龜 介と いふ 小姓 一 人. 同宿 二 入. 下男 一 人に て 步跣 

になら せ 給 ひ、 急がせ 給 ふ 程に、 程な ぐ 京に 入らせ 給 ひて 、一三 條の邊 惠比須 川の 町 

さが 

に 入る と、 一 一尺 五 寸の打 刀に て、 跡よ b 遙に下 b ける が 、走り 懸 b て、 情なく も 一 太 

刀に ぞ 討ち 參ら せけ る。 御供に 祗候 しける 龜介 は、 行年 十六 歳な りけ るが、 此由を 見 

るよ， o も、 こ は 如何にと 驚きけ るが、 何條 主君に 差當る 敵な. 9。 助く まじき もの をと 

いひ も あへ す、 二 尺の 打 物引拔 いて、 和 泉 守 細 首 宙に打 落しけ. り。 主の 敵 を忽に 奴つ 

たる かなと、 見る 人 賞め ぬ はな かりけ り。 和 泉が 侍 共、 之 を 見て 逃がさ じと、 三人 一 

同に 拔 連れて、 眞 中に 取 籠 めんと しければ、 傍なる 家の 壁に 後を當 て、 、三人， v 切 合 

ひける が、 一 番に 進みた る 若侍 走り 懸 つて 、一 打と 打つ 太刀、 家の 軒に 切 付け、 えいと 

いうて 引く 間に、 ほ て 腹の た  >  中 を、 彼方 へ 通れと^ 拔 きければ、 1 1 言と 繼が で 死に 

けり。 其 後 二人ん 散々 に 打 合 ひ、 疵數多 負うて、 卽ち 足下に て. U せに けり。 此龜介 

は、 上京 小川の 住人に、 美 濃屋の 小四郞 入道して、 常哲 とい ふ もの、 子な り。 先祖よ 

り 何が しの 筋に て、 歷々 の 者の 子なる が、 學文を 望む に K て、 鹿苑院 殿へ 預けし かば、 


互に 志淺 から ざり しかば、 後世まで も 御供 申しけ る、 手柄の 程 こそ 難 有 けれ。 洛中の 

量賤 上下、 其 頃 賞 めぬ 人 はな か， 9 し が、 惠比須 川 の 辻 に、 翌朝 斯く讀 み て 立てに ける。 

たぎ， 9 たる 和 泉と い へどみ の龜 がた ゾ  一 口に 飮 干し ぞ する 

に  とざま  いづかた  のバ 

さて 南都の 義昭 公へ は、 何とな ぐ 番の者 共 二十 人 計 外様に 附^き、 先づ付 方へ も、 逃 

し 奉らぬ やうに 守りけ る。 

. 惠林 院義昭 公 南都 を 落ち 給 ふ 事 

さる 程に 長慶 入道 計略 を 運ら しける は、 他家 を迎 に叁ら せた る 分に て は、 推量し 袷 

ひて 出で 給 ふま じ。 所詮 內證 方の 人 を 以て、 呼 上し 奉らん と 思 ひて、 上野 民 部少輔 

と 長 岡 兵 部 大輔藤 孝兩人 を、 尋 出して 申しけ る は、 數 年の 遺恨に 依って、 公方 を C し 

奉る。 今 はは や 義昭公 一人 殘らせ 給 ふ。 此人を 助け^き 奉りな ば、 誠に 佛を 作り 

て、 眼 を 入 わざ/が 如しと い へ るに 等し。 某が 敵に な， o 給 はんこと 疑な し。 されば 

人數を 遣して、 一 時に 害し 奉らん は、 いと 易く ある ベ けれども、 さも あらば 諸方の 大 

惠林 院義眧 公 南都^ 落ち 給 ふ 事  七 九 
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たばか 

なる 妨 となる べし。 然れば 雨 人 を 頼み 奉る の 間、 竊に 御迎に 參られ 候て、 京へ 偽， り 

御 K してた び 候 は V 、是 れ又大 なる 忠節と 存候 はんと ぞ 申しけ る。 兩. < は 之 を 開き 

給 ひて 申されけ る は、 委細 承り 屆け 候。 併し乍ら 此君 は、 幼少よりも 御 出家お はし 

まして、 學文も 他に 超え 才智 弘く、 驗德 いみ じき 高僧と、 世に 披露 申 候へば、 爭 でか 

再び 還俗お はし 候べき。 今 はは や 一家 U び& ひて、 御 連枝 もな き 境界と ならせ 給へ 

ば、 御 出家 こそ 幸 なれ。 一 門の 御 跡 を、 他事な く 弔 ひお はし まし 候 はん ま、、 貴方の 

あ v 

怨と は、 いかでな させ 給 ふ べきに て 候 へ ども、 身に 取って は、 後世 氣遣 はしく 思 召し 

候て、 事の 次に 失ひ參 らせんとの 思慮に こそ 候 はめ。 其 上 は 力なし。 叁， 9 て 賺し奉 

り、 頓て 御供 申すべし とて 立 たれけ る。 それよりも 兩人 は、 直に 南都に 下りて、 義昭 

公に 對 面お 仕り、 御座 近く 差 寄りて、 竊に 申しけ る は、 長慶 入道 は、 君 を 失 ひ 車らん 

と、 W 手 を 用意 仕る 由、 內證 より 確に 知らせ 申す 者の 候へば、 一 足 も 早く、 是 よ，^ 落 

ち させ 給 ひて、 江 州 矢 島 か 又は 若 州 武田殿 を 御 頼み 候て、 暫く 憂世の 有樣 を、 見合せ 

おはします べしと、 頻に勸 め 奉れば、 大に 驚き 給 ひて、 さめら に 今宵、 遠見の 者共寢 


る 近 足 
江 利 

に義 
奔昭 


入りた らん 折節、 怪しき 旅人の 姿を學 びて、 足に 任せ 落つ べしと、 支度 坐し まして、 比 

夜の 寅の 一 天に" 御所 をば 忍び 出で 給 ひ、 道を變 へて 出 行き 給 ふ、 御 心の中 ぞ哀 なる • 

知らぬ 山路 を 彼方此方と 打 越え 給 ひて、 辛うじて 江 州 矢^に ぞぉ き^ひける • さて 

兩人 は、 長 S が 方 へ は、 昨： ：！ の^ 方に、 御所 を 忍び 落ち ふ 由 を 答 へ 給へば、 いと 本 

ての び 

意 なげにて、 手延 にして， 取 逃し 奉る こそ 安から ねと、 後より 人 を 遣し、 方々 を 尋ねさ 

せ けれども、 御行 方の なか， o ければ、 力なぐ して、 如何せ ましと 案じ^ら しける • 

大森傳 七^ 切 死の 事 

西 岡 東 村に 、公方 数 代の 家の 子に、 大森 傳七郞 とい ふ士 あり • 御所 旣 に御滅 C の 後、 

懸る ベ き 所なくて、 此 年月 抱 へ 葰き、 懇を加 へけ る もの、 两 岡に ありければ、 彼が 許 

に |2  くと 忠 ひて、 隱れ 住し^, o。 然る を 今度 求め 出して、 長鏖 方へ 知らせければ、^ 

武左衞 門. 磯上 甚六 郎兩 人に、 上下 十 人 健なる 足 輕を差 添 へ て、 對手を 向けられ ける。 

武左衞 門. 甚六 郞行 向って、 是に大 森 殿お はしける 由 承って、 迎に雨 人參り 候。 疾々 

惠钛院 義眧公 南都^ 落ち 給ふ亊 大森傳 七 郎？. 死の 事  八 一 


室町 殿 物語 卷五  さ 一 

御出で 候 へ と 申しければ、 大淼 目早き 男 なれば、 聞く より 早く 覺悟 を据 ゑて、 立 向 ひ 

て 申されけ る は、 某 を 何處へ 召され 候ぞ といへば、 三 好長慶 尋ね 申され 候。 はや は 

や 出で させ 給へ とい ふ。 俾七郎 聞きて、 某 入道へ 參 りて、 何の 用 も 候 はす、 又い ふ 

べき 事 もなければ、 參る まじき にて 候と いふ。 兩 人聞きて、 其方に こそ、 さ 思お し 

候 はめ。 筑前守 は 尋ね 申す 事 これ ある 由。 然 らばい ざ參 らんと いふ まゝ に、 二^ 

三寸の 打 物 を引拔 いて、 武左衞 門が しゃくび を 押 憑け て、 弓手の 脣 先まで 切って 離 

す。 甚六 郞 これ を 見\ やる まじと いひ もめへ す、 拔 打に 丁と 打ちければ、 二階の 

竹 垂木に 笠 を 下げ て 置きけ るに 切 付け て、 あ つ と 思 ひ、 太刀 を 引く 間に 、傅 七郞隙 

さす、 高 股 を やん と 切って 落しけ る。 乾 を 枕に 伏しければ、 續く郞 從等之 を 見て、 逃 

がさ じと 切って 懸れど も、 葛屋 の 俊 さは、 天井 近くて 切 損じ、 寄る 程の 奴 原、 討 たれ 

て 入替る 程に、 六 人 同じ 枕に 伏した， o ける。 傳七郞 今 はは や 罪作りに、 己 等 を 殺して 

も 何 か せ ん とて、 出 居 へ と 走り 上 つ て、 腹 十文字に 切って 亡せ にけ り。 見る 人 聞く 

者、 天 晴斯る 剛强の 兵 を 殺しけ る もの かな。 1 人當 千と は、 之 を こそい ふべ きに と、 


惜 まぬ 人 はな かりけ. 5。 長 慶も大 に 驚き、 橫手を 打って、 暫く 物 もい は ざり けり』 

龜松 三十 郧返く 事 

同じ 村に 龜松 三十 郎、 暫く 隱れて あ レ^る が、 倦七郞 自害の やう を M きて、 熟々 思 ひ 

ける は、 所詮 片時 も是 にあ， 9 て、 事を好みて 何 かせん。 濃 州に 近き 親類の あ， 5 けれ 

ば、 尋ね 下 b て、 如 可な らん 人 をも賴 みて、 あ b つかば やと 思 ひ、 主に 暇 を 乞うて 出で 

ければ、 亭主 哀に思 ひて、 旅錢 三百 文 合力し ければ、 此程 情の 上に、 志 誠に 忘れ 難し。 

何 地に も あ， 9 付きな ば、 一廉 恩 謝すべし とて 出 でられけ， 5。 

義輝 公の 御 追善の 事 

昨日 今日と は 思へ ども、 移り 易き は 光陰に て、 光源 院義輝 公の 一 周忌に もな b ぬれ 

ば、 武田 殿に は、 山河 レ 殺生 を 七日が 間禁斷 し、 數の御 僧 達 を 請 じさせ 給 ひて、 一 日 

一 夜 御經を か、 せ、 義輝公 並に 姬君. 出 離 生死 頓設 菩提と、 回向お はしける こそ 哀 

鑑松 三十 郎^く 事 義歸 公の 御^ 善の 事  八 S 
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なれ • 等 持院に は、 僧綱 數多 寄り 給 ひて、 七日が 間、 樣々 の 御 弔め， o け 鹿苑院 殿に 

も、 式の 如く 營み給 ふ。 重恩 深 かりし 譜代 相 傳の綠 共、 我 もくと 詣 でて、 香 花を備 

へ て 回向し 奉り、 鬼に も 角に も、 盡 きぬ は 涙に ぞ ありけ る • 

仁 木 右京亮 今 里 城 逃る ゝ事  . 

長慶 入 道. 家來共 を 呼びて 申されけ る は、 仁 木 右京亮 は、 武 命に 依って、 當國へ 打 越え 

國人等 を 語ら ひ、 義長を C さんとの 結構 ぞ かし。 然るに 公方 11 せ 給へば、 何 を循に 

して 今迄 は あるらん。 急ぎ 勢 を 差遣し、 腹切ら せて、 城を檢 めよ と 下知し 給 へ ば、 修 

狸 大夫 承，^ て、 鑣て 人數を 催しけ る 由、 右京亮へ 聞え ければ、 熟 事の 思慮 を 運ら され 

ける に、 某 一 日も此 城に ありけ る は、 義^ 公、 承れば 江 州に 坐し まして、 歸洛の 催 こ 

ほのき  てプ かひ 

れ ある 由、 仄聞き ければ、 若し 左 樣の手 遣 も あらば、 安見 直 政 を 味方と して、 當城 へ 

も 入れ 奉らん と 思 ひける に 依りて、 今日 迄 は 延引 をせ しぞ かし。 所詮 事 起らぬ 以前 

に、 城 を 潜に 返かん に は 如くべ からすと 案 を 定めて、 十月 十七 日の 夜 を： めて、 今 里 


の 城 を 忍 出で 給 ひて けり。 斯 くして 京 着し、 宿所に 入りて 見 給へば、 五十 計なる 男、 

たい 一 人 居た hs, 右京亮、 妻子の 行方 尋ねさせ 給へば、 さん 候。 北の方 公達 ノ 近き 頃 

迄 坐し まし 、 か ども、 公儀の 撿に 依， o て、 都の 內には 忍び 難しと て 、孰 母の 在所 へ 忍 

び 下 b 給 ふと 承る 由 申しけ る。 仁 木 聞き 給 ひて、 さて は木幡 にある らんと 思 ひて、 

それよりも 尋ね 下 b 給 ひて、 彼方此方と 間 ひ 袷 ふ 程に、 と ある 傍に て 乳母に 行 合 ひ 

ぬ。 喜びて 家に 人り、 會 はせ 給 ひて、 愛に 五六 日お はして 江 州へ 下り、 義昭 公に 對面 

申して、 事の 樣を 互に 談じ、 此 年月の 事共 語り合せ 袷 ふ 程に、 山と も 積みぬべし。 斯 

くして 此處 にあり ける 相傳 の奮臣 等、 聞けば 方 々よりも 集り、 歸洛の 計略 評議、 さま 

ざまし 袷 ひける • 

右京亮 與 力の 者 共 城 を 返く 事  ， . 

斯くて 今 里の 要害に ありけ る與 力の 侍 共、 仁 木 忍/ひて 落 失せ 給へば、 大に驚 き、 直 政 

安見 方へ 斯く と吿 ぐる。 兩將 聞きて、 其 儀なら ば、 各罷 退き 候べ き 由 下知し ければ、 

仁 木 右京亮 今 里 城 おる ， 事 右京^ 與カ 0 ^共 城な 退く 事  八； え 
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人々 翌日 城 を 罷りて 出で にけ り。 仁 木に 附隨ふ 諸 勢 共、 今は賴 むべき 主な しとて、 

悉く 出で ければ、 艢 て長慶 方へ 此由 をぞ 吿げ にけ る。 最も 斯う こそ あるべ けれ。 其 

儀なら ば、 岩 成 に預 くる t 急ぎ 入り て、 萬 事 を撿め 給 へ • 追 付 見合せ て、 普請 を 急 

ぎ 給へ ふぞ 申しけ る。 主 稅助 承って、 今 里の 要害へ 移りに ける。 義長內 々思 ひける 

は、 今 は 安見 直 政 を 敵に 受 くる 計な り。 其 外の 者 共 は、 人數三 四百 を、 たけ 一 杯の 奴 

原 なれば、 さして 某、 事と も 思 はす、 眛 方に 屬 せし 人々 に 言付けても、 何の 造作 も ある 

ベ からすと ぞ思 はれけ る。 

安見 直 政 相談の 事  ， 

安見 阿 州 方 へ 、 直 政 打 越え てい ひける は、 さても 公方の 御運盡 きさせ 給 ひて、 やみ 

やみと C び 給へば、 人間の 盛衰 誠に 顯 はれぬ。 今義 長が、 天下の 支度す る 身と なる 

事 も 、宿世の 契 ある 故な らん。 之 を 思 ふに、 我々 累年 意地 を 張って、 長 慶に從 はや.、 今 

日迄罷 過ぐ るの 所に、 今 はは や 仁 木まで 落 行き 給 へ ば、 あたら 要害 を、 手 も 濕ら さす、 


長慶が 取る 事に 候へば、 たい 果報の 取附ぐ 時分 は、 招かす とも、 窪き 方へ 水の 寄る 如 

ぐに 候と ぞ存 するな り。 新ぐ のみ ありて 貴方 我々、 たと へば 項 王の 勢 を 振 ふと も、 

勝利 を 得ん こと、 百に 一 つも あるべ からす。 されば とて 今更 長慶 に降參 せんこと も、 

大きなる 弓箭の 恥辱なる べし • 所詮 を 案 やる に、 後先 を. 顧みす、 思 切って 中島へ 押 寄 

せ 、何々 度も戰 ひ、 運盡 きな ば 自害して、 憂目の 苦み 免る、 か、 さらす ば喾を 放ち 衣 を 

着して、 遁世に 罷出づ るか、 何れ 一 一つの 境 を 出で まじと、 思 ひ 定めて 候が、 貴方 は 如 

何 思 召し 候 やらん と 申されけ る。 河 州 聞きて、 仰の 通り 至極せ り。 某が 所^も、 御 思 

案 同前な り. さり 乍ら 一 つの 心當 あり。 公方の 御舍 弟義昭 公、 歸洛の 望まし ますに 

依り、 東國 方の 大名 を 語ら ひ 給 ふよ 承る。 佴長慶 入道、 一 番に. u さん は 必定な り。 若 

し 上洛 あ， 9 と 聞きな ば、 義昭 公へ 御 禮を申 上げ、 貴方 我等 御先 を 袷 はりて 、手強き 軍 

を 長慶と 仕り、 數 年の 欝懷を 散 せん 期 を賴み 候な， 5。 末 を 案 やる 良將 は、 命 をた ば 

ふと 申す。 死して は 何 かの 詮なし。 必らす 短慮 は、 愚案の 業に 候へば、 たと へば 明日 

中島へ 寄す ると も、 又は 義長 此方へ 取 懸け 候と も、 如何にも 智略 を 運ら し、 * 方を設 

安見 直钕 相談の 事  公 
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けて 合戦 を 遂ぐぺ し a 死す る も 生やる も、 時節の 定まる 時な，^ 能々 御 思案 ある く 

しと ぞ 申されけ る • 

堤に 付きて 喧嘩の 事 

五月 三 HI 、此 中打續 きて 五月雨 晴 間もなく、 朝 募降續 ぐれば、 資茂川 • 貴布禰 =• 一つ： 

なりて、 萬 里 小路へ 一 文字に 押 懸け、 東西の 町へ 水嵩 增 りて、 洪水 込 入. o ければ、 洛 

中 河原と な b にけ り。 是に 依って 訴訟し ければ、 撿斷人 伊澤 新 右衞門 同心に、 岡部忠 

兵衞 奉行と して 罷 出で、 町中へ 普請 を 宛つ る。 間 もな ぐ 宛てに ける • されば 殘らす 

出で て、 土俵 を 築 立て 井關 を 組み、 雲霞の 如ぐ 南北に 馳せ 群が つ て 相 働く 所 ニー こ 

齡 四十 計なる 男の、 精盡 きければ、 堤の 下なる 柳の 陰に、 暫く 東 を 見渡して K し 居で 

り。 岡 部 忠兵衞 折節 廻り 來 つて、 突きた る 杖に て、 背中 を 健に 突き、 これなる 男、 彼 

稃我 A 隙な く 相 働き、 休む 間 もな き 普請に、 伏せ， O 居る こそ 物臭き 曲者 なれ • とう 

とう 立 上れと 睨まへ ければ、 此者 申しけ る は、 今朝より 人 一 倍の 働いた し險 へよ、 精 


盡き 候に 依って、 休みて 汗 を 入れ 候 所に、 泥 杖 を 以て 突かる、 こそ、 曲者 なれと いひ 

ければ、 岡 部、 何條汝 狼藉 をい ふ もの かなと て、 重ねて 打ちければ、 二 打 目に 此の 男 

突入り て、 腰に 差した る. 一 尺 五六 寸の打 刀を拔 取り、 弓手の 脇腹 を、 彼方へ 通れと 刺 

しければ、 一 一言と いはす 死に、 けう。 此刀 を， 取 直し、 大肌拔 いで 土俵の 上に 腰掛け 

て、 腹 十文字に 切って U せに けり。 伊澤へ 此由を 告げければ、 鑣て崧 永へ 斯 くと 申 

す。 日本一の 不覺者 かな。 凡て 物 頭 なれば とて、 下 を 侮る もの、 必ら す斯る 怪我 を 

する こと、 度々 ある 習な り。 一 宇の 亭主と ある もの、 今度 は 自身に 致す に农り 、一展 人 

日 傭な ども、 格別なる 運盡 きて、 犬 死 をし ける もの かなと て、 散々 に 立腹して、 新 右 

衞門を 呼びて、 重ねても ある 事 なれば、 同心 共 能々 言付け 給へ • 彼等が 恥 は、 极永 が 

恥な b とて 怒られけ る • 

駒 形 甚九郧 功の 事 

攝^ の 住人に 駒 形 甚九郎 光親、 或 時 若侍 十 人 計、 勢子 共 數多追 立て、 鷹 野に 出で て、 

^に付き ズ暄曄 の 事 駒 形 甚九郎 功の 事  な 
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i お遊び暮し ける 所に、 十 河 一 存が 嫡子 十 河 孫六郞 修理 大 夫が 次男 七 郞兵衞 、上下 

14-v，： て、 搽尾 寺より 歸 り ける に、 道に て 草深き 傍 を 通りければ、 駒 形が 鷹 犬、 

草の K を 嗅ぎ 廻りけ るに、 此犬、 人々 をき つと 見て、 見知らぬ 者に や、 大に 吠え 憑つ 

て、 飛び付 き^ひ 付かん としければ、 一存が 小 性、 太刀 早なる 手 利に て、 打 刀引拔 いて、 

犬の 細 首 を、 やん と 切って ぞ 伏せた b ける。 其 間 宇 町 計 ありて、 犬 引見 付けて 大に 

驚き、 駒 形に 斯 くと 告げたり ける • これ は 如何なる 狼藉 をし ける ぞゃ。 畜生 を斯楛 

に B つて 棄っ る、 鳴 呼の^ め を遁下 ベ きかと て、 た U. 一  人 追 懸け、 三 町 計 走り て 追 付 

き 見ければ、 人 五六 十 連れた. り。 其 中へ 押入 りて、 ロハ 今 鷹 犬 を 殺し 給 ひける 人 は、 

巧 I にて 睽と いふ。 侍共閒 きて、 いざ 知らす と 申す -。 駒 形 曰く、 犬 は 畜生の 事に 候 

、ぶ、 死しても 苦しから す。 若し 咬まれ 給 ひて、 痛み 給 ふかと 存じ、 此迄參 り 候と い 

へ ば、 切. o たる 小 性、 さて はと 思 ひ、 某と 主人 へ 咬み 憑り 候に 依り、 た ^ 一  打に して 

候な り。 必らゃ 彼の やうなる 癖の 惡き犬 は、 飼 ふが 辟 事に て 候と、 嚴 しくい ひけれ 

^、さて は 彼奴に こそと 思うて、 己 も 共に 畜生道へ 行けと いふ ま、 に、 細 首 宙にぞ 落 


しける • 十 河 を 始めて、 大に騷 ぎけ るが、 傍に ありけ る 若侍、 逃す まじと いひ も あ へ 

す、 打物拔 いて 向 ふ 所 を、 右の 腕 を 切って 落す。 其 後 多勢に 打 向 ひて、 切って 廻る に、 

間近く 寄る ものな か. りけ る。 斯く する 中に、 駒 形が 侍 勢子の 者 共 三十 人 計、 拔 連れて 

切って 懸れ ば、 勢子 共數多 切られけ り • 叶 はじと や 思 ひけん、 五十 餘 りの 侍 共、 主 を 

，て ゝぞ 逃げた， o ける A 遲れ たる 奴 原 七 八 人 切られに けり。 後に 隣鄕へ 聞え て、 駒 

杉が 手抦、 修理の 孫 六 郎後を 取う ける とて、 暫く 世間へ 出で ざり けり • 


抑 形 甚九郎 功の 亊  《一 
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義昭公 御 評議の 事 

さる 程に 惠林院 義昭公 は、 矢 島に おはしまして、 御 歸洛の 事 を、 旦暮 思慮 運ら さると 

雖、 終に 事 行かす。 或 時 舊臣を 召して 宣 ひける は。 我れ 旦暮 歸洛の 思に 忘す る こと、 

かおき 

全く 身の 出世 を 望む にあら や。 遠く は 累祖の 敵、 近く は 嫡男の 敵 なれば、 義 長が 首 

を 刎ね、 U 魂の 憤 を 休めて、 追善に 備 へば やと 思 ふより 外 他事な し。 さるに 依って 

年來、 武功 もる 大將を 語ら はんとす るに、 ある は 甲斐な し、 なき は 大身に て、 身命 を 

捨て \ 味方 を せんと、 存する ものな し。 大膳大 夫 も 此事を 歎き、 樣々 工夫お はしける 

と雖、 案じ 出せる 說も なし。 如何して 好からん と、 御 涙ぐみ 給へば、 人々 も 共に 涙に 

ぞ 咽び ける。 一 色. 畠 山大癀 申されけ る は、 兎角と 申す に、 領掌 申さす とも、 一往 は 
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仰せられ 候て、 何れの 胸中 も御覽 じて 然る ベく 侯 はんと ぞ 申されけ る * さあら ば 頼 

みて 見ん とて、 評議 一 同して、 先づ 佐々 木貞賴 方へ、 此事を 仰せられければ、 貞賴申 

されけ る は、 御 味方の 御請 を 仕、 り 度 は 候へ ども、 旣に義 長 は 五畿內 をば 切 治め、 天下 

の 支配 をす る 程の 勢に 取 上り 候へば、 某 一 分に て頜掌 仕り、 容易く 彼 を 退治して、 再 

び 御 家 を相續 させ 奉らん と存 やる 儀 は 候 はす 候。 若し 大身の 大將頜 掌いた して、 其 

上に 加勢な ど 仕れと ある 儀に 候 は 、何時な b とも 上意に 應 じて、 相 働き 申 候 はん 

とぞ 返事 をせられ ける。 さあら ば 朝 倉義景 を 頼みて 見ん とて、 仰 遣 はされ けれども、 

これ も 御請 申さす • 此上は 誰か ある ベ きと ある 所に、 各 申されけ る は、 尾 州の 住人 

に 織 田 上 總介信 長 は、 當時 弓矢 を 取って、 其 勢 他に 異なり。 此 仁に 仰せられ 候て、 相 

違 仕 候 は V  、それよりも 今 川. 北條 家、 時に 當 つて 弓箭に 譽 ある 武田晴 信、 歷々 の將數 

多 候 へ ば、 御 心 長く 賴 みて 御 覽 ある ベ き 由 を、 一 同に 申されければ、 さらば 打 越えて 

見ん とて、 矢 島 を竊に 立ち 給 ひて、 尾 州へ ぞ御 下向 ありけ る • 

義昭公 御 評議の 事  も4 
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信 長 御請の 事 

程な う 着かせ 給 ひて 、鱸て 案內を 申させ 給へば、 上 總介大 に 驚き、 衣裳 を更 め、 客殿 を 

俄に 磨かせ、 御迎に 出で て 請 じ 奉る。 其 後 存じ 寄らぬ 御 光 臨 驚 入り 存候。 豫て 承り 

候 は ^、御 儲 をば 申 付け 候 はんに、 興 もな き 首尾に 候 もの かなと、 謹んで 申され けれ 

ば、 義昭公 仰せられ ける は、 內々 も閡 及び 給 ふらん。 さても 義長 逆心の 事、 とかう い 

かたき 

ふに 及ば や。 夫に 付きて 予 如何にもして 歸 京し、 先祖の 敵 なれば * 筑前を 討って、 C 

祖 の 欝憤 を 休め ば やと 思 ふに、 語ら ふべき 人な し。 然る 所に 上 總介は 、當時 弓箭 を以 

て、 其咸 都^に 隱れな し • されば 予が 本望に 應じ、 歸洛 させ 給 は 、此 世なら や 大慶 

に 思 ふ べき 由 仰せられたり • 信長畏 つて 承り 給 ひ、 內々 も此事 如何と 存 する 折節 • 

斯樣 に遙々 と 御步 行の 上 は、 いかで か 否み 奉る べき。 甲斐々々 しく は 候 はね ども、 弓 

箭の 面目に 候へば、 御供 を 仕り、 歸洛を 遂げさせ 奉る ベく 候。 御 心安く 思 召され 候 

、と、 {是 に 好 もしぐ 領掌 申されければ、 義 昭公斜 ならす 感悅 おはし ましけ う •  ¥ 
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て 愛に 御 逗留の 間 • 樣 々饗應 し 袷 ふこと 限な し • 

義昭公 歸洛の 事  " 

さ る 程に 信 長 勢 揃して、 武具 馬具 いかに も 綺羅 を 磨か せ、 都合 五 千餘の 軍勢 を 率し 

て、 義昭公 を 御供 申して、 上洛お はしけり。 途中の 國人 等大に 驚き、 寄宿の 事な ど 申 

付けて、 何の 妨も なく、 都へ ぞ 入らせ 給 ひに ける。 

筑前守 評議の 事  、 

さる 程に 長 S 入道、 諸 家老 を 集めて いひけ る は、 年頃 入道が いひつ る 事、 今 こそ 思當 

るな り。 義昭公 は 織 田 信 長 を 語ら ひ、 旣 に歸洛 近し と 聞く。 さも あらば 信 長、 當家 

を 返 治せん との 催なる べし。 此君を 都に 置きて、 多勢 を 是へ引 請けて は 一 大事なら 

ん。 所詮 京都へ 討って 上り、 信 長と 雌雄 を决 せんと 思 ふなり。 急ぎ 出陣の 用意す ベ 

し。 方々 の 城 は 家老 共を殘 し、 大方 は 上洛すべき なり。 兵粮 武具 を 上すべし • 役 舟 

信 長 御請の 事 義昭公 歸洛の 事 筑前守 評議の 事  空 
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の 外な b とも、 此の節 一 切 他の 爲に 出す ベから や。 夜 は篝を 焚かせて、 何時な りと 

も、 急用 を 達する やうに 言付けよ。 又 陸 は、 牛馬 旅人の 荷物な ど 通す ベから や。 さも 

あらば 軍勢の 妨な るぞ かし。 片時 も 早く 義 勢の 着 到 を 付くべし と、 事 急に ぞ 催しけ 

る 。都に て は、 本 國寺を 本陣に 相定 めし かば、 竹 村 甚六 郞. 萩原 * 左 衞門を 奉行 に 上 

して、 本國寺 在陣の 間の 用意 を 下知し ければ、 僧 等 驚き、 あら 淺ま しゃ、 只今 當寺修 

羅の卷 となりなん。 如何に 憂目 を 見ん こそ 悲し けれと、 本尊 佛具 など、 其 外資 財雜 

具、 東西南北へ、 綠類綠 の 方 を 尋ねて 持て 運び、 僧 等 も 方々 へ 逃隱れ にけ b 。是に 依 

つて 本家の 者 共、 上 を 下へ ぞ 返して、 思 ひくに 落 行きけ り。 

本國 寺に て義長 一戦の 事 

さる 程に 織 田 信 長 京 着し 給へば、 四條 本能 寺に 入らせ 給 ふ。 諸 勢 は 町中に 押 込み、 

暫く 馬 人の 息をぞ 休めけ る。 長 慶が諸 勢 は、 六條 より 九 條城南 寺. 鳥 羽 吉祥 寺迄陣 

i さ 

取りけ る。 斯くて 信 長、 軍の 評議 相 定めて、 寺の 表 三方よりも 押 寄せ、 鯨波 を 三度 ぞ 
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上げに ける • 義 長が 方に も鬨を 合せて、 互に 鐵炮軍 を 進めけ る • 手 負 死人 雙 方に 出 

で たれば、 二 陣入變 b 、喚き 叫んで 戰ふ。 馬 人の 馳違 ふ其聲 は、 百 千の 雷、 鳴 渡る に 

異ならす。 信 長の 方に は柴田 修理 亮. 森 右近. 佐々 內藏 介、 乘 廻し 諸 勢 を 下知して、 一 

足 も 退かす 攻戰 ふ。 三 好が 方より 日向 守 義興笑 岸齋. 岩 成 主 稅助. 十 河 一 存 など、 東 

西へ 馳違 ひて、 愛 を 先途と、 汗水に 浸りて 戰 ひける • 斯くて は 雌雄 決し 難く 見 ゆる 所 

に、 本國 寺の 東 表なる 民屋に 放火し ければ、 俄に 風 出で て、 寺の 上へ 焖眞黑 にな b て、 

頻に吹 付け、 b  。是れ 只事に あらす、 長慶 入道 惡逆 無道に して、 仁政 を 背きし 其 天罰 

にて、 神明 佛陀の 加護に 離れた る、 其 徵とぞ 見えに ける。 三 好が 勢 共 之 を 見て、 斯く 

て は耐る べき やう あら ざれば、 東の 手よ，^ も 敗軍して、 伏 見. 竹 田. 鳥^ を 下 b に 落ち 

て 行き、 信 長 勢 は 引付き て追懸 くる。 返し 合せて 討死す る も あり、 ー此處 彼處の 深に 

馬 を乘 入れて、 其 籤 自害す る も ありけ り。 是を 見て 諸方の 陣 崩れければ、 義 長を始 

めて、 猛火 を遁 れん 爲 にや、 粟 毛の 馬に 打乘 つて、 西 を 措して 落 行きけ り。 諸手の ナ 

將共、  1^ を 伏せて 五騎 三騎づ つ、 親 は 子 を 知らす、 子 は 親 を見繼 がす、 駒に 鞭 を 進めて 

本國寺 LL て義長 一戦の 事  ^ 
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落ちに けり。 哀な b し有樣 な， 9* 

義： 昭公參 內の事  ； 

斯くて 信 長大 利 を 得 給 ひて、 昨日 討 取る 首 共、 六條 河原に 獄門に 梟け 並べ 給 ふ。 さる 

程に 義昭 公、 御感は 申す ばかり もな く、 上總 介に 對面 ありて、 大慶 之に 何 か 過ぐべき， 

二世の 欝 懷を遂 ぐる 事 こそ K 着 なれと、 御 鱧 厚う おはし ましけ り。 其 後 公方、 帝へ 參 

內 おはしければ、 扨も義 長が 逆心に 依り、 京都の 騷、 武將を 一 時に C し 奉る。 惡 逆と 

かう 申す に 及ばす。 是 のみ 歎 か はしく、 宸 襟を惱 ましく 思 召されし に、 義昭 歸路の 

次第 こそ、 誠に 珍重に は 思 召せと て、 釵感は 限な し。 雲 客 卿相 も御悅 ありて、 其 後 御 

か へる 

前 を 立ち 給ふ歸 さに、 攝政 殿へ 入らせ 給へば 、纏て 御對面 ましくて、 過に し 事共 仰 

出されて 、装束の 釉をぞ 絞らせ 給 ふ。 さり 乍ら 信 長 戦功に 依りて、 大敵の 長慶 をば、 

一 戰の 中に 打 散らす こと、 誠に 名譽 之に 過ぎす と、 大に悅 喜し 給 ひける a 義昭公 も、 

草の 陰なる 光源 院 追善の 爲と 存じて、 此 年月 幾 干の 苦勞を 仕り て、 先づ 本懐 を 達し 


ける とこ そ存 候へ。 此上は 愈 信 長 を 賴みス りて、 筑 前が 首 を 見る 計に 候と ぞ宣 ひけ 

る。 斯く樣 々の 御物 語 共 坐し まして、 夜に 入りて 攝政 殿をぞ 出で させ 給 ひける。 

信 長攝政 殿へ 參り給 ふ 事 

關白 殿下 へ 織 田 上總介 参らせ 給 へ ば、 頓て御 對面ぁ つ て、 誠に 諸國 弓 矢 取 多し と雖、 

中に も 信 長 は、 公方 家 を 取 立て、 歸洛 させ 參& せ、 其 上 大敵の 筑前守 を、 一 戦の 中に 

京都 を 追拂 ひ、 若干の 郞從人 數を討 取らる、 事、 殆ど 武功の 長 じたる 所な り。 愈 力 

を 添へ、 公方 家 を 前世に 歸らせ 候 へ とぞ宣 ひに ける。 上總介 承って 申されけ る は、 

全く 私の 勇力に 候 はす、 公方 樣御運 強く、 義 長が 天運 離れた る 所と 存する 由 を 申さ 

せ 給 ふ。 殿下 聞 召して、 猶も奧 深ぐ 賴 もしく ぞ思 召されけ る • 

洛中より 公方 へ 御 鱧に 預る事 

斯くて 織 田 信 長 御 暇 申して、 尾 州に 歸陣し 給 ひける。 今度 戦功の 人々 に、 忠賞行 は 

義眧參 内の 事 信 長攝政 殿へ 參リ給 ふ 事 洛中 i リ 公方へ 御 鱧に 預る亊 九九 
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れ ける とぞ 沙汰し けり • さる 程に 上下 京の 町中、 二度 公方 家の 相續 こそ 珍重 なれと 

て、 夫々 御 禮を申 上げ 奉りて、 千秋 萬 歲を申 上 ぐれば、 珍ら かに 思 召して、 御 感に預 

hs 歸， 9 ける。 さて 洛外の 鄕 村よ， 9 も、 重代の 主君 なれと て、 我 もくと 御禮に 上り 

f, 東西南北の 諸 寺 諸 社の 神官、 碩學廣 才の活 僧 を 始め 奉りて、 諸宗の 僧綱、 谷 御 

鱧に 洩れた る 人 はな かう けり • 

義 長鹽津 入道 を攻 むる 事 

さる 程に 攝州鹽 律の 何が し、 人質 を 出して、 去年 和睦し ける が、 今度 筑前守 京都に て 

一 戦に 打 負けし よ b も、 屬 せし 人々 相談して、 心變 をせ しかば、 鹽津の 入道 も 中 違 は 

んと 思へ 共、 母親 を 人質に 出しければ、 何とも 默し 難くて、 如何に もして 盜み 出さん 

事 を 案じ 廻らし ける が、 人質の 奉行 を 語ら ひて、 盜み 出さん と 思 ひ、 よりく に祿物 

與 へて 心 を 取り、 今 はと 思 ふ 折節、 此事 をい ひければ、 彌三兵 衞景定 、凡て 案 深き もの 

なれば、 倩 事の 始終 を 案す るに、 人々 の 積に 違 ふま じく、 閬 けば 相 傅の 者 も 、何と やら 


ん危 く、 心 を 止めぬ やうに、 何れも 思 ふ爲體 なれば、 況して 某、 當 家に 長く ある. べきと 

も 思 はす、 所詮 此の 人質 をば 逃がして、 我 身 も 共に 行方な く 失せば やと 思 ひ、 或時鹽 

津に 言合め て 迎を來 させ、 難なく 母を盜 ませ、 我 身 も 直に 失せに け. 9* 義 長大に 驚 

き、 四方八方 へ 討 手 を 遣し 尋ね けれども、 跡 消して なかり け. ^ さら：： i 人質 出しけ 

る 者の、 見懲 しの 爲に、 鹽津 入道 を搦 めて、 嬲 殺に すべきと て、 岩 成 主計に 八 百餘人 

差遣し、 鹽津が 要害 を 攻めに けり， 入道 思 ひ 設けし 事 なれば、 四 ffl 餘人思 切って さ 

ん ざ^に 戦へば、 手 負 共 若干 出來て 引返す。 筑前守 安から ぬ 事 かなと て、 崧永 右平 

次に 一 千 二  & 人 差 添へ て、 重ねて 攻めに ける。 押 寄せさん  に戰ふ 所に、 藥師 寺. 

生 田 源 三 郞之を 聞きて、 八百餘 にて 後 詰に 出で、 半時 計戰 ひける が、 诚內 より、 鹽津 

が 嫡子 二百 五十 騎 にて、 木戶を 開き 切って 出で、 前後よ， O も 揉 立てければ、 右平 次 

散々 に 打な され、 空しく 陣をぞ 引きに ける。 長 慶大に 驚き、 呆れ果て 居たり ける が、 

愈 腹 を 居 ゑ かねて. 今度 は 三好修 狸 大夫 をぞ 向けられ ける • 一 千 五 百 を 引出で て、 稻 

麻 竹 直. の 如く 打 園み、 一刻に 攻め 落さん と、 晝 夜の 隙な く 攻めたり けり • 入道 は豫 

義長鹽 律 入道^ 攻 むる 事  12 
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てより、 人々 手 合せし ければ、 安見が 方より、 山中 遠 江 守を與 力に 差 添へ て、 都合 二 

千騎、 後 詰に こそ 遣し けり。 修狸大 夫備を 立直して、 散々 に戰 ふと 雖、 これ も 前後よ 

b 揉 付けられて、 大勢 討た せて 引返しけ る。 筑前守 聞きて 暫く 物 もい はす、 是れ ロハ 

事に はなし。 當 家の 運 傾きて、 滅却すべき 基な らん。 よし ）（- 暫く 差 置くべし。 長 

せめ .ほぐ 

慶が 向って、 1 時に 勝利 を 見すべし とて、 攻 解して ぞ 置きに ける。 

諸 大名より 御 鱧に 使者 上る 事 • 

さる 程に 義昭 公、 上 總介信 長の 勇力に 依って 御歸洛 なされ、 三 好 筑前守 を、 京都に 於 

て 一 戰に逭 拂ひ給 ふ。 斯る 間義長 は、 漸々 と國 許へ 取 籠る 由、 東西の 國々 へ、 其 聞え 

隱れ なか， 9 ければ、 諸國の 大名 小名、 誠に 珍重に こそ 思 はれけ る。 斯くて 帝に は 公卿 

愈議 ありて、 義昭公 不思議に 歸洛 仕られ、 其 上惡逆 無道の 義長 を、 京都 をば 追拂 ひ、 大 

功 を 立てら る、 事、 尤も 上總介 武威に 據る とはい ひ 乍ら、 彼是 朝家 泰平の 始と こそ 

存じ 候へ • 急ぎ 前代の 例 を 引かれて、 武將の 家督に 備 へさせ 給 ふべき 由、 僉議旣 に 


事 終りて、 頓て宣 旨 を 下されげ る • されば 方々 より 之 を 聞 偉へ て、 先づ御 fjl に 使者 

をぞ 上されけ る。 中國 にて は 毛 利 »元. 大 友義 鎭. 秋 月 實-島 津 肥 後 守. 千壽 九な ど 

迄、 御 祝儀 を 申 上げら る。 四 國には 土 佐 一 條殿 • 豫 州に は il 圚寺 殿、 甲州武 田信玄 入 

道、 北條氏 政、 今 川 氏實、 越後の 長 尾 S 虎 ，何れも 進上 入 方 同じ • 

進 上 

御太刀 附展吉  一 腰 

御 馬 附栗毛  一 疋 

巳 上 

月 曰  長 尾 r 信 入道 輝 ^ 

上野 民 部 少輔殿 

淺井備 前 守 長 政 は、 何れも 進上 大方 等しく、 勢州國 司の 進上 は、 吳服 ありけ るな hs- 

織 田上總 介へ 使 札の 事 ，  ， 

-銪 大名 i リ御 fill 使者 上る 事 si 田 hie 介へ 陡 札の 事  lg 
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義昭公 京都に 移らせ 給 ひて、 武將の 家督に 備 はらせ 給 ふと は 申せ ども、 尊 氏 公より 

も、 代々 積 置き 給 ひし 和漢の 珍 器 武具の 類、 三 好 長 慶が爲 に、 一 時に 炎滅 せし かば、 

萬 事に 付けて 調 はざる 事い ふ 計な し。 御 頜分は 僅な り。 其處々 々の 奉行 役人 抱へ 

給 ふ。 人 は 日々 に 重なり、 御 道具 は 乏しぐ、 斯くて ある 甲斐 もな き 身の上 かなと、 萬 

に 思 ひ亂れ させ 給 ひける。 或る時 舊臣等 を 集め 給 ひて、 御 談合の 事 あ .o- て、 信 長 へ 

使 札 を 遣 さる。 これ は 萬の 道具に 付きて、 少しづつ 合力 ある べき 由 を、 诿^ を 上げ 

て、 杉 原 をば 御 使者に て、 尾 州へ ぞ 下させ 給 ふ。 鑣て之 を 差 上ぐ る。 上 總介は 委細 

に 見 給 ひて、 是 より 御 返事 申すべき にて 候と て、 對 面に 能 はす、 御 使者 をば 返され 

ける。 其後數 W を 待ち 給へ ども、 遂に 御 返事 もなくて 過ぎに けり。 如何なる 所存 

を 挾む にやと、 都に も 怪しく の みぞ 思しに ける • 

和 州 四手 井 御 普請の 事 

さる 程に 四手 井 大和 守 は、 長慶 と和談 し、 向後 入魂 あるべき 由、 互に 契約 面く せし か 


ども、 義昭 公都に 移らせ 給 ひて、 京都の 合戦に、 筑前守 打 負けし かば、 近 邊の弓 取、 又 

は 和睦せ し 輩、 義長を 疎み、 いっとな く. 引返き にけ り。 されば 四手 井 も 倩 案 やる に、 長 

慶 京都 を 打 洩らされし より、 數 度の 戰 をせ しか ども、 一度 も 其 利 を 遂げ や。 敵に 向 

へば 鋒 先 曲る 事、 是れ旣 に 武運 傾き 、纏て. C ぶべき 瑞 相な う. 斯る 者に 惡 しく ffl し 

て は 後む づ かし かるべし a 所詮 今：：： より は 參會を 止めて、 公方へ 近寸き 奉りな ば 

やと 思 ひて、 或 時、 飛脚 を 以て、 京都へ 御 使者 を ぞ叁ら せけ る. 

謹而 致， 言上-候。 先 以て 公方 樣御 無爲に 被， 成，， 御座， 候 哉。 定めて 相 替る儀 有 間 敷 

と笋存 候， 拙者 事 も 仲春より 今に 至って、 所勞 に付きて 聢 i 御座な く 候^ 5L. 存 

無音の 至 本意に 背き 奉， 存候。 將又 些少に 候 i 雖、 白糸 一丸 進，， 上 之， 仕 侯-御 見廻 

の U! あに 候。 此 等の 趣 然るべき 樣に御 披露 奉 ^ 仰 候。 恐惶 謹言 • 

五月 十三 日  四 井手 大和 守 氏 重 

畠 山 九 郎左衞 門 殿 

.K 館 雅樂， 頭 殿 

^州 四手 井御蒈 請の 事 
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公方 御 返書 •  . 

被 ，寄， 存 御見舞の 爲め 白糸 一丸 進上 せらる、 の 段 * 御 祝着不 Z 淺 被-思 召 一 候 • 其に 

就て 永々 所 勞の由 笑止に 被， 思 召-候。 隨分 醫療專 一に 候. 猶後 音の 時 を 期し 候。 

五月 十五 日  大館 眞 則 

四手 井 大和 守 殿 

丹州并 風. 赤 井 使 札の 事 

丹 波の 住人に 軟 S 下野 守. 赤 井 入道 見舞の 爲め、 公方へ 使者 を 上す ことの 次 を 以て 

御 氣色を 窺 ひ、 訴訟な ど 仕る ベ き 事共 あり • 

謹んで 言上いた し 候。 抑 上樣御 無事に 御座な され 候 や • 定めて 相 易る 儀 御座 有 

間 敷と 推察 仕 候。 御 珍ら しからす 候へ 其、 鹿皮 三十 枚 進上 候 • 上聞に 達せられ 候 

は  > 、欣悅 淺 からす 可 存候。 何れも 頓て罷 上り、 御見舞 申 上べ く 候 • 

七月 五：： a  幷風 下野 守 在 列 


大館雅 樂頭殿 

畠 山 九 郎左衞 門 殿 

赤 井 入道 も、 右 同前 なれば 之 を 略す • 

藝 州より 年始の 御 使者の 事 

毛 利 輝 元よ b 御 使者 を 上し 給 ふ。 石 州の 南繚 百枚獻 せらる、 • 

改 年の 御慶 何方も 珍重々々 申納 候。 御 祝儀の 御 爲め銀 子 百 枚 進上いた し 候 • 此 

等の 趣 宜しく 上聞に 達せられ 候 は  >  、本望た るべ く 候。 猶永春 申 伸ぶ ベく 候 • 

正 HT 十 一 日  毛 刺 右 馬頭 0 元 

大館雅 樂頭殿 

畠 山 九 郎左衞 門 殿 

公方へ 織 田 上 總介使 札の 事 

丹 州 井風 .赤 井 使 札の 事 藝 州より 年始の 御 使者の 事  S 
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さ る 程に 織 田 信 長、 尾 州よ， o 義兵 を 揚げ て、 近國 を 切 廣げ、 其 餘威を 以て、 七道 へ 鋒 

を 振 ふに、 其 利 を 得すと いふ 事な ぐ、 日往 き月來 つて、 旣に 十五 六 ケ國の 太守と な 

れ，^  。されば 江 州 安土と い ふ 所に、 咸陽宮 を 欺ぐ 計の 城郭 を排 へ て、 諸國の 大名 小名 

を 引付けて、 朝 慕に 出仕 をう け、 圚繞： iS 仰せられ 給 ふ。 粧 はた  > 四海の 權將に 等し • 

さるに 依って 此頃 は.、 公方 を 公方と もし 給 はす、 己が 被 官の會 釋に取 成し 給 ふに 付 

きて、 日頃 思 召す 恩 謝 を 忽に飜 して、 惡を 結ばん 事 をぞ思 召しけ る。 或 時上總 介、 義 

昭公 へ 使 札を獻 せら る ゝ 其 中に、 惠林院 殿 數年浪 々 まし ク， ^け る を、 信 長 力 を 以て 、 

京都に 移らせ 給 ひ、 大敵の 筑前守 を、 一 戰の 中に 追 詰め、 累祖の 家督に 備は. o 給 ふ 上 

は、 位官に 不足 はまし まさす、 公卿の 交 も、 禁中の 御 政な ど、 能々 取 行 はせ 給 はすし 

て、 何 ぞ諸國 の 大名 小名 を 近付け、 馬具 武具 等 を 御所 望し 給 ひ、 貯へ 置かせ 給 ふこと、 

更に 心得難し a 向後 ある まじき 事に こそと い へり。 然れ ども 甲州武 田信玄 と、 信 長 

中惡し く，， -て、 旣に甲 信 勢 上洛す と 風聞し ければ、 上總 介、 義昭 公へ、 兩將が 間 を御籌 

策 ましくて、 無事な させ 給 ふやう にと 望み 給 ふ- され ども 公方 御 立腹の 折節 なれ 


とも 櫬足 

す 翼す W 利 

ォ: 信義 
ん良昭 


ば、 嘗て 取上げ 給 はす、 兎角の 御 返事な かりけ る • 

公方 御 謀叛の 事 

義昭公 思 召しけ る は、 所詮 此上總 介 を C さすん ば、 公方の 家 は 保ち 難しと 思 召 立ち 

給 ひて、 江 州 佐々 木承禎 入道. 淺井備 前 守な ど を 語ら ひ 給 ふと、 卽 時に 用心して、 何 

時な りと も 御 出陣に 於て は、 此方 豫て御 內意仰 聞 けられ 候べ き 由 申されけ る。 され 

ば兩人 加勢の 催、 晝夜 隙な か， o ける • 是に 依つ. て義昭 公、 御心强 くなら せ 給 ひて、 愈 

一 戦の 事 を 催させ 給 ふ。 さる 程に 御領 分の 人 數幷に 京 勢 を 加へ て、 四千 騎計 にて、 

都 を 立た せ 給 ひ、 山 田. 矢 橋. 志賀. 唐 崎. 比 良ふ學 わに. 堅 田な どの 獵船を 奪 ひ 取り、 

數百艘 に打乘 り、 旣に 安土へ 發 向と 聞 ゆ。 信 長 驚き 給 ひ、 忠が 不忠と はこれ ならん 

かし。 今日 此頃 公方の 御身と して、 此信長 を 倒し 袷 はん 事 は、 螳螂が 斧な らん 。しか 

はいへ ども、 佐 々木. 淺 井が 手 合 を 仕りな ば、 山 法師 共 も 加 はる 事 ありなん。 多勢 附 

きて は 叶 ふま じ。 さらば 打 立ち 追 散らさん とて、 三萬餘 にて 馳 上り 給 ひ、 散々 に 蹴 

公方 御 謀叛の 事  10 九 
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散らし、 舟 共 此方 へ 悉く 取繫が せ、 義昭公 を も 都 へ 移し、 先 づ警阖 を 數多附 置き 給 ふ • 

上總 介歸陣 して 倩 案す るに、 兎角 此君を 都に 置きな ば 、予が 出世の 妨 ならん と 思 ひ 

給 ひて、 堺\ 下し 給 はりて、 或 寺に 押 籠め 奉り、 番を 固く 附 けて 置かれけ る。 義昭公 

の 御 果報の 程 こそ、 思 ひ やられて 哀なり • 

. 公方 遠 流 を 宥めら る、 事 


はた 


さる 程に 義昭 公、 堺に おはし ましけ る を、 信 長 公 左遷の 沙汰 聞 ゆ， 土 佐の 端 か、 隱岐 

の 島へ 移し 給 ふべ き 由 聞え ければ、 帝、 哀に思 召して、 攝政 殿へ 相 止む ベ き由敕 K あ 

b ければ、 鑣て信 長 公へ、 相 變らゃ 東邊に 置き 參ら すべき 由、 御 狸 を遨し 給へば、 信 

長 公、 宣旨を 背 くもいか^-とて、 左遷 は 思 ひ 止まり 給 ふ。 お 後一 所に 扶持 あるべき 

由、 仰せられ けれども、 御請 は默 止し 難^ -給 ひけれ ども、 遂に 言付け 給 ふ 事 もな く 

て、 打 過ぎ 給 ひに ける。 斯くて 義昭公 御 徒然の 餘 りに、 預 りの 奉行所へ 御斷 仰せら 

れて、 天滿の 方へ、 折々 御遊に 出させ 給 ふ。 過來し 方の 事共 思 召し出で て、 何事 も 夢 


とな b 行く 世 中 かな • 人間の 盛衰、 斯く あ る ものと 知り 乍ら、 御身の. M に 差 當り て 

は 心 悲しく、 無常 變 易の 憂 を 見る 事 かなと、 甲斐な き 御身の 上 をば、 觀じ 暮らせ 給 ひ 

にけ るゾ 折節 仁 木 右京亮 は、 公方、 堺へ 移らせ 給 ひし 時、 淀まで 送り 奉りて、 其よりも 

播： ST に、 親しき 者の、 ありければ、 尋ねて 見ん とて 下， O ける。 爱に 暫く あ， O て、 锊帥 

を 流布し ける 程に、 田舍 なれば、 大切なる に 依って、 斯る人 こそ 所の 調法 なれと て、 

方々 より 聞 傅へ て、 彼方此方と 隙な かりけ.. o 。樣々 の 病人 を 受取りて、 明 慕 療治し 侍 

る 程に、 愛に て 入道して、 仁 木 了 任と ぞ號 しける * 或 時 思 ひける は、 良久し く 義昭公 

へ も、 御 昔 信 も 申さす、 心 もとな し。 又舊 里の 方 も 床しければ、 思 立つ て此度 上らば 

やと 思 ひて、 人々 に 暇 を 乞うて、 播州 を 出で 上りけ るが、 先 づ義昭 公へ 尋ね 參りけ 

れば、 公方 は 折節 徒然に て、 暮し 難き 折 柄に、 珍ら しく も尋 ぬる もの かなと 仰せられ 

て、 互に 涙 催し、 昔 今の 御物 語 ども ありけ 御机 を 見 奉れば、 白 氏 文集. 山 谷な ど锏 

覽ぁ る と 見え て、 唐土の 昔、 賢き 人々 の 上 にも、 盛衰 會者定 離の 狸 は、 免れ 難き m 共 

を、 舊 詩の 言葉 を 引きて、 御物 語 どもお はしけり. 其 後世の 中の 有樣移 hab て、 誠 

〈ム方 遠 流^ 宥めら る、 事  -r 
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に 手の 裏 を 返す が 如くに、 千秋 萬 歲も盡 きま じく 覺 えけ る大將 ども、 1 夜が 中に 變 

る 昨日の 淵ぞ 今日の 瀨 になる と は、 能く 詠みけ る もの かなと、 獨ー B ちて 過せ るぞゃ 

i て、 世に 儍き 事共 仰 付けられて、 御身 は田舍 にあり ければ、 上方の 事共 委細に は 聞 

かじと て、 互に 御物 語 ども 樣々 おはしけ り • 

信 長 御 夢の 事  , 

或 時 信 長 公、 不思議の 夢を見 給 ひければ、 心 元な く 思 召して、 誰か 判す ベ きと、 彼是 

案じ 煩 ひ 袷 ふが、 急 度 思 召し出で て、 翌 曰乘慶 僧都 を 召されて、 仰せられ ける は、 ち 

と 御 房に 1 力へ させ 給 ふ べき 事 候て 、扨 こそ 招き 候へ と 仰せければ、 乘慶 は、 承って 見 

險 はん。 如！ やうの 御 事に 候 かと 申されければ、 今宵 W とも 心得ざる 夢を見し 力 

ば、 御 房の 了簡 を 聞かば やとの 事に て 候。 たと へば 廣々 たる 山野に、 たケ 一 人迪リ 

出で て、 東より 西へ 行く と 思 ひしが、 道の 中程と 思しき 所に、 向へ 半 段 計と 見渡せる 

大河 あ. 岸 打つ 浪 荒く、 水の面 も すさまじく 珍ら かにして、 之 を 渡らん と 立 休 ふ 


所に、 此 河水 俄に 紅 血に 變 じて、 腥 きこと 限な し • 斯る 所に、 三十 計に 見えけ る劎 一 

振 流れけ り。 夢 心に 之 を 取らば やと 思 ふが、 容易ぐ 取られぬ 所、 如何せんと 稲 々に 

案 を碎^ 0 思 へ ば、 其 儘 汗して 夢覺 めぬ。 僧都 聞き 給 ひて、 これ は 誠に めでたき 御 

夢に て 候" 近き 中に 河 內の阈 御手に 入るべし。 又其劎 は、 卽ち 敵の 魂な り。 其 精魂 

拔け 出で て、 水に 流れ 失する とい ふ 御吿ぞ かしと、 判じられければ、 信 長 公大に 感じ 

給 ひ、 御手 を 丁と 打ち 給 ひて、 さても/^、 めでたく 判じ 袷 ふ もの かな。 さて は 年頃 

の 本意 を 達せん 事 こそ、 喜 悅の眉 なれと 喜び 給 ひて、 それ <^ と宣 へ ば、 當座 の 引出 

物に 料 足 五 賞 文. 白 布 二 反 給 はりけ る。 律師 は 難 有しと て拜領 し、 御前 を 立 たれに 

ける • 


信 長 御 夢の 事  Is 
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織 田 信 長座 興 深き 事 

正月 五 H 節 振舞 あるべし とて、 佳例に 任せ 諸侯 を 集め 給 ふ-扨 種々 の饗應 あって 後、 

おしたら  」 

夜に 入.^ ぬれば、 大盃に て、 上戶 も下戶 も、 柙傚 しに 給 ふべき 由 仰せら る、。 wffl 

肴に は 順の 舞 あるべし とて、 面々 嗜 みける 藝共を 取 出で て、 舞う っ謠 うつ 入亂れ て、 

各 前後 も 知らぬ 計の 大酒 宴な り。 斯る 所に 柴田 修锂亮 が 飲まれた る大 體の盃 を、 今 

一 っ明智 光秀に さ、 れ候 へと 仰せら る、。 畏 つて 候と て、 一 息に 飮 干し、 蠊て曰 向 

守に さ、 れ ける。 光秀 申されけ る は、 これ こそ 迷 或 仕 候へ a 只今 漸々 其 盃を飮 干し 

て、 其方 へ參り 候 を、 又 其に て 給 はらん 事、 いかで 給 はられ 候 はん。 平に 御免 を 蒙ら 

ん とて、 頭 を疊 につけ、 辭し 申されけ る。 修理 亮 申されけ る は、 某 もさ 存 やれ ども、 御 


意に 依りて さし 申す。 否應 ある ベ からすと 申されければ、 何程 御意 にても、 せき 詰 

b 申 候" 御宥免 蒙らん と 申されて、 座敷の 透 間を考 へ、 次の間へ 逃げられければ、 其 

時 信 長 公、 座敷 を 立ち 袷 ひて、 光秀が 俯樣に 平伏して ありけ る を、 首 を 取 つて 押 付 

きんか 乞 あ たま 

けさせ 給 ひ、 御 脇 指 をば 引拔 いて、 いかに 金柑 頭、 飮 まふ &飮む まい か、 一 口 返： 爭 をせ 

よ。 飮 まじと いは  > 、此脇 指の 切 先 を、 後よ b 咽喉まで 飲ますべし • 光秀い かにい か 

にと 仰せられければ、 日向 守 心 も亂れ ける が、 此爲體 にな b て、 酒の 醉も 俄に 醒め 

て、 あ、 殿樣、 切 先が 冷々 と 身に 覺ぇ 候。 さ b とて は 御 脇 指、 御 許し 候へ 死に 申す 

こと は、 今少しに て 候と 申す。 信 長 公、 其 儀なら ば、 仰 を 背かす 飮む べき か。 さら や 

ば 脇 指を飮 ますべき か、 何れ をか飮 むぞ。 はや- /^返事 をせ よ。 いかに 金柑 ffi とて、 

脇 指の 峯 にて、 彼方此方へ 撫耀し 給 ふ。 光秀 氣も 魂も^ ゆる 心地して、 御 許し 候へ。 

起 上りて、 御意の 如く 御酒た ぶ ベく にて 候と 申せば、 上總 介、 必足 それならば、 立 退 

くべ し • 若した ベす ば、 今度 は 脇 指 を、 確と 飮 まする ぞと 仰せられて、 立 退き 給 へ ば、 

光秀 顔の 色靑 ぐ、 目の色 相好 も變 りて 起 上り、 件の 鉢 を 取りて、 戴き 請けられ ける • 

蛾 田 信 長座 興 深き 事  ニ& 
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漸くに 九分に 及び ぬれば、 信 長 公 御覧め りて、 一 段よ し 金柑 殿. 約束の 如，、 飮み 給へ 

と宣 ひければ、 日向 守 又もや 取って 憑ら れんと 思 ひて、 す は）^ とた^ 1 息に 飮干 

されけ る。 信 長 公 見 給 ひて、 あれ 見よ 人々、 何程 詰りても、 酒 は 自由なる ものに て、 飲 

まる、 ぞ* 餅 飯な ど は、 詰る というて は、 かたきって 食せられ や。 某 亭主 役に 罷立 

つて、 飮 ませけ る こそ 面白 けれと 仰せられければ、 座中 一 同に どっと ぞ 興せられ け 

ひんが し しの 、め 

る。 斯くて 夜 もはや 東の、 雲路 白み 渡りければ、 信 長 公 簾 中へ 入らせ 袷 ふ。 之 を 見 

て 諸 侍、 我れ 先にと ぞ 歸られ ける。 日向 守 は 宿所に 歸 りて、 倩 案じ 申されけ る は、 あ 

5 ふ 

ら勿體 なや 、角き 命 まう けた， 5。 諸 侍數多 ある 中に、 某 獨り斯 る 目に 合 はせ 給 へ る 事、 

今度 かけて 兩 三度に 及ぶ。 これ は 平生 某 を 倒さば やと、 折 待ち 給 ふ 故に、 酒と いふ 

もの は.、 必らす 心底 を 打 明ぐ る もの なれば、 斯 ぐの 如し • 思內 にあれば、 色 外に 領は 

ると いふ 本文 これな り。 重ねて は 能く 心得べ き 事に こそ i  、是 よ， o して 日向 守 も、 

事 を 思ひ絕 たれけ ると かや • 


tm 
ゼ田 

ら信 
る 長 


, 信 長. 秀 吉嚟の 事 

羽 柴筑前 守 秀吉、 累年 中國 にあ b て、 所々 の 城 ども 攻められけ るが、 此節は 高 田. 上田 

の 城 を取圍 み、 息 をも繼 がせす 攻 む る の 由、 毛 利藝州 へ 聞え ければ、 諸 臣會合 して 評 

議ぁ， o ける は、 所詮 多勢 を 率して 打って出で、 羽 柴秀吉 をば、 一 時に 討 取って、 其 後 

畿内 を攻 取り、 織 田 信 長と 弓箭 を 遂げ、 天下の 動 亂を鎭 めんと て、 數 萬の 軍兵 を 率し、 

毛 利の 兩大將 吉川. 小 早 川、 近 H 馳上 ると 聞え しか ば、 秀吉叶 は じと や 思 はれけ ん、 信 

長へ、 近日に 發 向し 給 ふ べし。 さらす ば、 何れな， 9 とも、 御曹子 一 人大將 として、 三 

萬 か 四 萬の 人 數を袷 は る ベ し。 片 時 も 御 急ぎな く て は、 悉く 討 詰 に 相なる 由、 雨の 

脚 ほど 飛脚 到來 せし に 依って、 織 田 三 七 殿 を大將 とし、 明 智日 向 守 光秀 侍 大將を 承 

つて、 都合 一 萬 三千 騎の 人數 にて、 六月 二 曰の 未明に、 丹 州よりも 京 着し、 御 暇 乞に 

事寄せて、 信 長 公 四 條木能 寺に 有 合 ひ 給 ふに 押 寄せ、 一刻に 燒攻 にして. a せ， 9。 又 

室町 一 一條の 御所に、 城 之 助信忠 おはしけ る を、 直に 押 懸け、 これ も 刹那が 問に 腹切 

信 長 • 秀吉 噂の 事  11 セ 


明智 光秀 

討れ る 
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らせ， o。 斯 くして 光秀 * 都の 支配 を あらまし 執行 ひて、 其 後中國 へ 發， し、 羽 柴秀吉 

を、 毛 利 家と 某と 中に 押 狭み、. 1 時に 討たん と、 旣に打 立つ 所に、 思 ひの 外秀吉 京都へ 

打 つ て 上，^、 山 崎 淀に て 合戦 をせ しに、 運 強き 秀吉 にて、 雨 度ながら 勝利 を 得る。 明 

智は 力なく 坂 本の 城へ 取 籠らん と、 主 從六騎 にて、 山 科 越に 曉 かけて 打つ 所に、 鄕人 

岸の 上よりも、 鐽 にて 突きければ、 光秀 內 甲へ 突 込まる、。 大事の 手 なれば、 馬より 

落つ る 所 を * 藏惣 兵衞 飛で 撒 T て、 泣々 頸 を 取りて 直垂に 包み、 日向 守 肌に 附け給 

へる 黃金 一 枚 相 添へ、 東 山 一 心院 とか へ 行きて、 これ は 名 ある もの、 頸 なれば、 能々 

孝養し 給へ とて 渡しけ り。 然る 所に 筑前 守、 光秀 を 討 洩らしけ. ^とて、 在々 所々 を、 

落人 隱し 置く 輩 これ あるに 於て は、 早々 吿げ來 る べき 由、 在家 諸 寺 諸 社觸れ 渡しけ 

れば 、纏て 一 心院 よりも • 秀吉 公へ 持參 せり。 卽ち與 同類 共に、 獄門に ぞ梟 けられけ 

る。 之 を 倩 思 ふに、 信 長 昨日 迄 は 人の 慾 を 知らす、 諸 寺 諸 社まで 攻 破り、 幾千 萬と い 

ひ 4 だ. U 

ふ 限な き 人種 を t し、 己が 榮華飽 迄 誇 b 給 ひしが、 今日は 又 引換へ て、 明 智が爲 に 父 

子 一 時に 攻 殺され、 咸陽宮 と 自慢せ し、 安土の 居城 も 灰と なりて、 今日はた》 夢の 如 


く、 明 智は又 信 長 をに して、 僅 十一 日 ありて、 羽 柴筑前 守秀吉 の爲に 悉く 殺され、 獄 

門に 懸る。 盛者 必滅、 手の 裏 を 返す より 早く、 眼前に 見、 る こと、 善き も惡 きも 賴み 

なき、 此の世 中の 習ぞ i 思 ひ 取， 9 て、 今 は 世 を も 人 を も、 怨み 託つ 事な しと ぞ、 宣ひ合 

は、 ける。 

秀吉 公治 世の 事 

仁 木 了 任、 倩々 御物 語 共 承りて 申されけ る は、 其 頃 某 は、 書寫 山の 長 吏の 房に 罷 在り. 

て、 療治の 爲に 永々 候 ひて、 其 節の 樣子每 日 聞き 申 候。 上方に て は、 說 いか  > 候も存 

候 はす。 されば 毛 利家大 軍して、 海陸より 襲 ひ來. 5 しかば、 秀吉討 取られ 袷 はんこ 

と、 疑な しと 風聞 申 候。 然る 所に 秀吉 俄に 瞹を 入れて、 兩 川へ 頻に 和睦 を 乞 ひ 袷へば、 

毛 利 方に は、 當 家の 頜分 聊も妨 なきに 於て は、 別に 仔細な しとめる 儀に 付きて、 程な 

う 事 調 ひ、 人質 互に 取 交しけ る。 其 上に 筑前守 七 枚 起請 を 書きて、 兩 川へ 渡し 給 ふ。 

扨 其 翌日 世に 沙汰し ける は、 信 長 父子 を、 明智が 謀叛して、 一 時に 打 果せり と眞 平沙 

秀吉 〈ム 治世の 事  二え 
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* せ， o。 實こ. も 思 合 ひける 事の あ，^ ける は 、上方よりも、 飛 B 毛 利 方 へ 下る を、 運の 

強き 秀吉 にて、 備 中の 內 にて、 此 飛脚 を 捉へ、 筑前 守に 參ら すれば、 明智が 飛脚な り。 

其 狀の表 は、 あらまし を 承る に、 去 六月 二 曰の 未明に、 信 長 父子、 京都 本能 寺に 於て、 

一 時に 打 果し审 候。 然れば 其 表に、 羽柴 筑前罷 在りて、 御領 城 を 取 圍み候 由申來 候。 

信 長惡逆 無道に して、 佛法 神道 を 選ば や 破 却せられ、 人數を 干し、 いつを 限りと なく、 

天下の^. 動 萬 民の 歡、 擧げ て 申す に 及 ば や。 其 上 某 を、 秀吉 加勢に 向けら る V 事 候 

に 依って、 軍勢 を 催し、 日頃の 述懷樣 々候 へ ば、 能き 折節と 存 候て、 主君 乍 ら 是非 を 

顧みす 討 果し畢 ぬ。 某 近日 其 表へ、 諸 勢 を 率して 馳 下りて、 其許兩 川と 一 同に 挾み 

立て 、、討 取 り 申すべく 候。 斯 くの 上 は秀吉 に、 拔 足させ 申す まじく 候の 間、 其 元 相 

違 なきやう に、 御手 合 これ ある べき 由 書きた る狀な ，9。 之 を 見 給 ひて" 天の 與 ふる 

所と 感涙して、 竊に 飛脚 を 殺し、 さて 毛 利 家と 俄に 和 談を乞 ひけるな.^。 後に 兩川 

閬 付けて、 千 侮せられ ける とか や。 さる 程に 秀吉、 大方 京都 を 取 鎭め給 ひて、 天下 一 

同に 治せん i  、九州に 發 向し 給 ふ。 方角 なれば とて、 毛 利 家へ 先陣 を賴み 給へば、 


元 公より 凡そ 十 萬に 近き 軍兵 を 率して 打 立ち 給へば、 中國の 催、 在々 所々 に 及んで、 

騷動斜 なら やと ぞ 申されけ る。 斯くて 秀吉 公、 筑 紫へ 進發ぁ りけ るに、 裳に 天の 許 

せる 大將 にて、. 國々 の附隨 ふこと、 草葉の 風に 靡ぐ が 如し。 九州 悉く 人質 を 出し、 慕 

下に 屬 しければ、 平均 {是 に 珍重な. o と、 萬 民 喜ぶ 事 限りなし。 夫より 四國 未だ * せ 

ざるに 付きて、 これ は藝州 一 分に て、 御 誅伐 賴み 申す の 由 仰せられければ 、長り 入 候 

とて、 又 四 國へぞ 出陣 ある。 秀吉 公の 軍 代に は、 三 好 治 兵 衞秀次 を 差 越し 給 ふ。 斯 

ぐて 中 國へ押 渡りて、 所々 の 城 共 攻めら る、 に、 大方なら ぬ强 敵に て、 要害よ く人數 

を 率し、 命 を輕ん じて 攻戰ふ 程に、 曰數經 て、 旣. に 三年 目に 落着し けるな， 9。 四國 一 

同せ しかば、 世の 人 風， 聞し ける に は、 毛 利の 大身、 大國 十餘ケ M の 太守 を、 呔 方に 確と 

控 へて、 事 を 企つ るに 依り、 勝利の 空しき 事な き は道锂 とい ふ。 是れ 尤と存 するな 

り。 さらす ば斯樣 に、 四國. 九國 一 時には、 治め 難 からん と ぞ. 5. されけ る。 欺くて 了 

任 三 s 逗留して、 年頃 積る 欝懷を 互に 述べ 給 ひて、 叉艢て 御お き を 仕らん とて、 S 暇 

を 給 はりて、 堺をぞ 立 たれけ る • 

秀吉 公殆 まの 事  づ |ー 
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秀吉 公， 柴田 合戦の 事 

さる 程に 柴田 修理 亮勝家 は、 羽柴筑 前、 生 君 ：： 弔合戰 をして、 日向 守 光秀 を 討 取る に 

於て は、 信 長 公の 御曹子 數多 おはし ませば、 御 遺跡に 取 立て 申す 談合 を も、 信 長 公 へ 

忠節の 人々 に 申す かと 存 すれば、 さは あらす して、 巾國の 太守 安藝の 毛 利、 西阈 半分 

の 大名 を 語ら ひ、 筑紫九 ケ國. 四國 まで、 手 を、 濕 らさ卞 平均に 治の て. 旁へ 近付き 車り、 

位官 恣に 望み、 主君の 御 跡目 を、 諸 傍輩 を も 憚らす、 天下の 主と ならん と 企つ る 事、 

膽の 太き 藤 吉郞奴 かな。 昨日 今日まで、 我等が 馬の 草 を 飼 はん 事 を 願 ひて、 御前に 

賴み 奉る とて、 追從 せし 猿 わつ ばが、 奢る 事 こそ 安から ねと、 嘲笑 ひて ぞ 居られけ る。 

誠に 此勝家 は、 家の 子と して、 權 六と いひし 時より、 度々 の 鏠に譽 を 取る。 戦場に 當 

る こと は數を 知らす。 故に 朝 倉 義景が 頜國、 一所 も 殘らす 給 は h 人 信 長家 中 にても、 

鬼柴 田と、 天下の 兒童 まで 呼びけ るが、 是れ 無雙の 勇士なる が 故な り。 今 此羽柴 は、 

年 半に 下 使に 參 りて、 斯樣に 取 上る 事、 前世の 善果の 報な らん かしと ぞ 申されけ る • 


rl とわ 9 

尤 いふ 所 理なり • 此秀吉 公 は、 當る所 首尾して、 心に 思 ふ 如くに 事を濟 し、 人の 歎き 

隨ふ事 、主君 信 長 公と は 格別な 上總介 は、 今日 隨 ひても、 明日 は 手 返し をし、， 質 

を 出しても、 背く もの 多 かりけ り • 一 一度 三度 攻 のても、 落城せ ざる 勇士 は、 和睦して 

纔を いはせ、 歸 さに 人に 言 付て、 袴の 上 を 心 易く 討って 捨て、 國を奪 ふ大將 なれば、 後 

に は 人々 能く 知りて、 和睦 を餘 所の やうに て 入れら るれ ども、 又 例の 籠 鳥 を 絞 め 貪 

ふ 行に こそと て、 曾て 取合 はや。 立籠りて、 明暮手 抦を盡 して 後、 討死し ける 事 なれ 

ば、 國を 一 國と 治む る 事 は、 中々 五 年 七 年に て 、なり 難 かりし なり。 此秀吉 公、 常に 之 

を 能く 見 置き 給 ひて， 其 風 を 影 もな く 捨て、 和睦 一 度せ しょり は、 一 代の 間 何の 仔細 

もな く 、累代の 主君の やうに 侍き ける。 此 仕置 を、 國人等 能々 見^きて、 仔細な く 降 

叁 しけるな り。 去 程に 秀吉 公、 柴田 方へ 度々 使者の 通 ひ ありて、 京都に 上る べき 由 

仰せられければ、 勝 家大に 怒って、 使に 能くい へ、 藤吉郎 に、 推 參を申 越、 もの かな。 

汝 これ へ參 りて、 勝 家に 用 所 あらば、 申すべし とい へと て 返されけ る。 使 省： g りて、 

此由を 申しければ、 今 は 左 樣に惡 口 を 吐く も、 押 詰められん 其 時 は 後悔すべし • 其 

秀吉公 .柴 田 合戦の 事  一 二； 一 
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劉莩 
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儀なら ば 押 寄せ、 柴田を 討杲 さんと て、 打 立ち 給 ふ • 先陣 は 高山 右近. 中 川 瀨兵衞 承 

る。 打 立つ 人々 に は、 丹^ 五 郞左衞 門. 羽 柴美濃 守. 蜂須賀 阿波 守. 堀左衞 門督. 木村隼 

人 佐. 大鐘藤 八 郎等な， 9。 秀吉 公の 本陣 は 賤が嶽 なり。 柴田 修狸亮 は 山陣を 取る。 

柳 瀬に 人數五 千騎控 へに けり。 毛 受庄助 を大將 とす。 佐久 間玄蕃 先陣に て、 佘 湖の 

海の 汀に、 打 上って 陣取りけ り。 中 川. 高山と、 兩を 頭に 當て、 備へ けり。 頃 は 天 正 十 

年 四月 廿ー 日に、 ー戰を 始めら る。 凡そ 此の 余 湖の 汀 は 沼な りければ、 馬 足 立ち 難 

し。 雙方 下り立ちて、 鏠を 合す。 塞に 無 雙の荒 勝負な り。 地形 は狹 し、 足場 は惡し • 

敵 味方 一所に 舉 b て、 一刻に 決すべき 一戦と ぞ 見えに ける。 秀吉 公の 方より は、 福 

島市崧 一番に 進んで、 首 を 上げて 入る。 二番の 鏠は加 藤 虎之助、 首 取って 入る • 三 

番に加 藤 孫 六、 首 上げて 入る。 四番に 槽屋內 膳、 首 取って 入る。 五番に 平野 權平、 首 

取って 入る。 六 番に脇 坂 甚內、 首 取って 入る。 七 番に片 桐 助 作、 首 上げて 入る • 右 

の 高名 をば、 世に 余 湖の 海 七本繾 とて、 名譽に はい ひ 振るな り。 此外金 森 右 衞門尉 • 

伊木 半 七兩 人な り • 櫻 井 佐吉. 石 河 兵 助 二人 は、 愛に て 討死せ 是ょ b 雙 方の 侍、 


柴田勝 家 

敗軍 


何れも 勇武の 譽 ある 人々 なれば、 命惜 ます 攻戰 ひて、 大方 討死した，^ け 斯くて 

柴 田玄蕃 軍 破れて、 返かん 事 を 思 ひけれ ども、 地面 は 狭し 、余 湖の 海の 汀なる 細道 を、 

一 騎 打に 遙々 出張した る 勢 なれば、 落つ ベ き 道 も 迫り、 腹 を 切る ベ き 隙 もな^ ^て、 

おめ-^ と 愛に て 生 捕られけ り。 されば 物の 香ばしき は老 武者な り。 修 狸 亮 軍配 

に は、 佘 湖の 細道 を 越えさせて、 これにて 軍 をすべし。 其の 仔細 は、 敵 敗軍の 刻 は、 

一 騎 打に せかれて、 崩れ 憑れば、 悉く 海へ 入る より 外 はなし。 * 方其處 にて 敗軍せ 

ば、 沼と 細道、 地形 は狹 し、 一 人 も殘ら す、 討 取らる ゝな， 9。 早く 其の 場 を 引取れと、 

押 返し 跳 返し、 三度の 使 を 立て けれども、 玄蕃は 勝 家が 甥な b ければ、 用 ひす。 其方 

の 積 は 昔 やうに て、 當 世の 軍法に は 合 ひ 難し。 いかにも あれ 今度の 軍 は、 我に 任せ 

給へ とて、 終に 聞か やして、 果して 生 捕られけ る こそ 口惜し けれ。 秀吉 公の 仰に は、 

勝 家 をば、 時刻 を 移さ や 討 取るべし。 透 さす 押 付けよ と 仰せら るれば、 人々 承って 

馳向 ふ。 修锂亮 は、 玄蕃 散々 に 打 負け、 剩べ生 捕られけ ると 聞く より 早く、 本 城へ 返 

かんと 議 しけれ ども、 いやく 透間算 への 秀吉 なれば、 多勢に て 追 懸けられ、 途中 

秀吉 公. 柴田合 戰の事  lis 
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にて 備も なく、 此 處彼處 にて 、ちり，^ に 討死 せんよ 唯是へ 引う けて、 勝負 を 決せ 

んと いふ i!4 かりけ り。 され ども 勝 家、 いか ^思 はれ けん、 本 城へ 赴きければ、 柳瀨 

にあり ける 毛 受庄助 申しけ る は、 其 儀なら ば、 五 千の 人數を 三千 給 はって、 某 是に殘 

b 、大 軍を妨 ぐべ し。 其 間に 心 易く 落 行き 給へ と 申せし に 依って、 三千 騎庄 助に 渡 

して、 さて 勝 家 は、 駒に 鞭打って 落ちられけ り。 さる 稃に 秀吉 公の 諸 勢、 我れ 先にと 押 

付けて、 雲霞の如く 勢ひ懸 る。 毛 受庄助 は 踏 止まって 多勢 を 引う け、 無二無三に 命 

を惜 ます、 散々 に攻戰 つ て、 足下に て 悉く 討死 をぞ 遂げ にけ る。 庄助 此處に て 支へ や 

ば、 勝 家 も 討死 疑 ある まじと 風聞せ， り。 さる 程に 秀吉 公、 佐久間 玄蕃丞 をば，. SM 都 へ 

上して 勢 揃し 袷 ひ、 直に 勝 家 本 城へ 取 詰め 給 ふ。 元より 修狸亮 、豫て 用意せ し 事 なれ 

ば 、要害 を 固く 檢め、 兵糧 を 込め、 弓 鐵炮を 揃 へ て 防ぎ 戰ふ。 寄 衆 新手 を入替 へく 揉 

立て、 息 を も くれす 攻めければ、 城 中よりも、 一 人當 千の 兵 共 打 つ て 出で、 多勢 へ 割込 

み、 散々 に 討 破り、 蜘手 十文字 駔 散らし、 敵 を 返け、 城内 へ 引取りく • 日 を こ めて 働 

きれる。 され ども 寄 手猛勢 なれば、 少しも 怯ます、 畫夜戰 ひける 程に、 勝 家、 とても 叶 


自柴 
盡田 
勝 
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ふ べき 軍なら や、 士卒 を 疲らし 、罪作りに 殺しても 何 かせんと て、 上： 卜の ft 置 夫々 に 

進めて、 腹切って ぞ. u せに ける。 其 後 城に 火 を かけて、 一 時に筌 の 霞 となして けり • 

秀吉 公， 年頃 案じ 煩 ひ 給 ひし 強敵な りと 雖、 運盡 きぬれば、 須臾に 滅. □ した， りけ り。 

室町 殿中 國へ御 下向の 事 

義昭 公都に お はし ます 頃 ほひ は、 照 高院殿 法橋紹 巴、 別け て 御 懇志淺 か らゃ、 詩 聯句 

和歌の 御伽し 給 ひ、 旦暮 御前 を 離れ 袷 は ざり しが、 今 は紹巴 も、 秀吉 公の 御前に 詰め 

て、 和歌の 指南 仕 ふまつ， 5 しかば、 心に 義昭 公の 御 事、 如何々々 と 折々 思 出で けれど 

も、 公儀に 暇なくて、 自ら 吳越を 隔てたり • さるに 依って 御 氣色を 窺 ひ、 公方の 御 事 

を 哀に取 成し 奉りて、 度々 申させ 給へば、 秀吉公 も、 如何にせば やと 思 召し けれども、 

流石 天下の 大將 軍と し、 數代相 續の的 流 なれば、 並々 の 武士に 申 付けなん 事 も 恐 あ. 

りと、 思慮お はしまして、 兎角の 御 計ら ひもな か b しが、 或 時 紹巴を 召して 仰せられ 

ける は、 義昭公 を、 誰に か 馳走 させんと 案じ 續 くれ ども、 尋常の 大名に は 憚 ある べし • 

室町 殿中 國へ御 下向の 事  ニ一 七 
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所詮 毛 利 輝 元 こそ 名譽 累代に して、 當時 無雙の 大身 なれば、 之へ 預け 參ら すべし と 

仰せられければ、 紹巴斜 ならす 喜びて、 それ こそ 大慶に 思 召し 候 はんと 申され けれ 

ば、 鑣て藝 州 中納言 へ 御 使 札 を 添 へ ら れ て、 公方 を 移し 參ら せ 給 へ ば、 » 元卿畏 つ て 

請 待し 給 ひ、 樣々 饗應 おはしまして、 備 後の 國深津 と 申す 所に 御館 を 造り、 五千石の 

知行 を附 けさせ 給 ふ。 秀吉公 聞 召して、 大 に御感 めって、 宴に 今 こそ、 身上の 安堵 は 

し 給 ふらめ。 さり 乍ら 田舍 にて 事 淋しく、 徒然に て 暮し難 からん とて、 祕藏に 思 召 

しける 御 局 を、 義昭 公へ 參らせ 給 ふ。 公方、 秀吉の 御 志の 程、 此 世なら や 忘れ 難く ぞ 

思しけ る。 斯くて 藝 州の 仰に 依って、 御領 國の 御歸依 寺、 濟 家の 諸 長老 西 堂、 公方の 

御伽に 替るく 參らせ 給 ふ。 是に 依って 朝暮の 御遊に は、 詩 聯句の 會を逸 遊し 給 ひ 

て、 光陰 を 送らせ 給 ひける。 

秀吉 公、 北 條氏政 征伐の 爲め 出陣の 事 

さる 程に 秀吉 公、 關 東北 條家 未だ 御手に 屬 せざる に付きて、 御 使者 を 遣し 給 ひ、 氏攻 


父子 上洛せられ、 御禮申 上ぐべき の 旨 仰 遣 はされ ければ、 氏 政 畏り入 候。 さり 乍ら 

當年は 氏 直 を 差 上し、 御禮を 遂げ させ 申す ベ し。 某 は 來春 早々 上洛 仕る ベ き の 由、 

御 返事 を 申さる 、。 是に 依って 秀吉公 力なく、 氏 直の 上洛 を 待ち 給へ ども、 兎角と 

月日 移りて、 上 b 給 は ざ， o しかば、 重ねて 御 使者 を 遣され、 遲參の やう こそ 心得ね。 

此上は 父子 共に 年內に 上洛 めるべし。 先日の 返礼に、 來春氏 政 は 上洛 早々 申すべし • 

氏 直 は 追 付け 罷 上る ベ き 由 • 御請 を 申し 乍ら、 日限 も 申さす 遲參 する こそ、 公儀 を輕 

んじ 奉る 所 なれと、 御 氣色荒 かに 仰 遣 さ る れば、 氏 政 返 札に、 

殿下 樣 より 重ねての 御 使 書 頂戴いた し 候。 尤氏直 年內に 御禮申 上ぐべき と 御請 

を 申 候 へ 共、 此 節所勞 に付きて、 醫藥 半に 御座 候 故、 遲參仕 候の 處、 御 氣色惡 しき 

やうに 承 候て、 何共 迷 减 仕 候。 先 づ當年 は、 家老 北 條美濃 守 を 上洛 させ、 御 鱧 を 申 

上ぐ ベ く 候。 來春は 父子 罷 上申す ベ く 候の 間、 御前 然る ベ き 樣に仰 上げられ 候 は 

ば、 本望 たるべく 候。 恐惶 謹言 • 

十一月 二日  氏 政 

秀吉 公、 北條氏 政 征伐の 爲め 出陣の 專  一 お 
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增田右 衞門尉 殿 

長 束大藏 大輔殿 

其 後 氏 政 家老 を 以て、 德川 殿へ 申されけ る は、 氏 直 年內に 上洛の 事、 遲參 に付きて、 

殿下 樣 御機嫌 惡 しく、 重ねて 御 書 を 下され 候 間、 當年は 北 條美濃 守 を 御禮申 上ぐ ベ 

きの 由 申 候。 先づ是 にて 御 堪忍 ある やうに、 御収极 賴み存 やる の 由 申させ 給へば、 

卽^ 京都へ 御斷 申させ 給 ふ。 秀吉 公、 徳川 殿御 瞹に 依って 堪忍な され、 さあら ば來正 

月 中には、 氏 政 父子 上洛 させら る べし *當 年 は 美 濃 守に て、 堪忍すべし との 御 返事な 

b ければ、 大慶に 思 召して、 卽ち北 條へ斯 くと 仰せられ ける、 氏 政 喜 悅し袷 ひて、 早 

早 美 濃 守をぞ 上されけ る。 秀吉公 病 氣の樣 子御尋 ありて、 中 三日 滯留 させ、 御返^ 

出して、 歸し 遣され ける。 

諸國 百姓 等 御 仕置の 事 

さる 程に 秀吉 公、 今 はは や 六十 餘 州に 滯る國 なし • され ども 諸國の 百姓 等、 ー戰の 


刻 は、 動もすれば 一 揆を 起し、 事 を 妨げ 申す の 間、 堅く 之 を 停止すべし と 仰 出されて * 

卽ち 在々 所々 に 法度 書 を 出させ 袷 ふ • 

條 々 

1 、 諸國の 百姓 等、 刀 脇差 幷弓 鐵炮、 其 外 武具の 類 所持 仕 候 事、 堅く 御 停止。 其委 

細 は、 いらざる 道具 を相蓄 へ、 年貢 諸道 を 難 潞 せしめ 候て、 良と も すれば 一 揆を 

企て、 袷 人に 對し非 義の働 を 仕 候 族、 勿論 御成 敗 あるべし • 然れば 其 所の 田 畠 

不作し、 知行 費に なり 申 候の 間、 其 國主給 人 代官と して、 右の 武具 取聚め 候て、 

悉く 進上 致すべく 候 事。 

一、 右 取 置かる ベ き 刀 脇差、 弊に せらる ベ き 儀に あらす 候 • 今度 大佛殿 建立の 釘 

鉸に仰 付けら る べし。 百姓 等 相 助かるべき 儀に 候 事 • 

一、 百姓 等 は、 農具 さ へ 持ち、 耕作 を 專に仕 候へば、 子々 孫々 まで 長久に 候。 夫に 

依って 百姓 御 憐みを 以て、 此の 如く 仰 出され 候 J 宴に 國土 安全 萬 民 快樂の 基な 

り。 異朝に て は 唐堯の 昔時、 天下 を 撫で 護り 給 ひ、 寶劎利 を 農 器に 用 ふるとな 

諸阈 百姓 御 仕置の 事  一ーーー一 
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り。 此旨を 守り、 各 其 趣を存 候て、 百姓 等 は、 農業 を 精に 入れら る ベ く 候 事 • 

天 正 六 年 七月 日  御朱印 

稻葉 三位 法 印へ 

此寫を 以て 諸 國へ相 觸れ、 百姓 等の 刀 脇差 を^め、 一切の 武具 取 集め、 秀吉 公へ 進上 

仕 候。 
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秀吉公 京都の 開基 御 尋の事 . 

六十 扶桑 悉く 屬し、 一 同の 御代、 四海 静謐に 治りし かば、 或 時 法橋紹 巴. 玄以法 印 を 召 

して、 潛に 洛中 洛外の 境 を御覽 せらる 、 に、 東 は 高 倉よ. り、 彼方 は 鴨 川な り。 遙に見 

渡し 給へば、 平々 と 東 山に 取續 きて、 耕作の 地な b  。西 は大宫 なり、 彼方 禮峨. 太秦へ 

押 通して 田 畠な り。 南北の 際 も 、何れと も堺 もな ぐ、 唯 田舍の 在鄕の 如し。 熟と 御 目 

に.^ めら れて、 其 後 幽齋を 召して 御尋 ありけ る は、 花 洛とは 、昔より 言 傅へ ぬれ ども、 

京都の 今の 有様 は、 言語 道斷、 衰落 至極し マ覺 ゆる。 洛中 洛外と は、 何れより 何方と 

いふ 堺 なし。 其上內 野の 上 北 野に、 右近の 馬場と いふ 森 は、 興 ある 面白き 所な り。 右 

一 近 も あ" ば、 左 近 も あるべき 事なる に、 何とて なきやらん。 北 は 何方より、 南 は此迄 

秀吉公 京都の SE 基 御 尋り事  一一き 一 
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とい ふ 洛中 洛外の 境 を、 末代 迄相定 むべ し。 都の 奮起 を 聞かば やと 仰 出されければ、 

幽齋 g つて 候と て、 あらまし 释 せられけ る。 抑桓武 天皇 延曆 三年 十月 二日、 奈良京 

* 日の 里よ b も、 長 岡の 京へ 遷 b 給 ひて、 十 年に して 正月 中旬に、 大納言 藤 原 小里曆 

紀古佐 美、 大 僧都 玄珍を 遣し 給 ひて、 當國葛 野 郡 宇多村 をば 見せ 給 ふ。 熟と 景相を 見 

るに、 四 神 相應の 地な りと 申す に 依って、 愛宕 郡に まします。 r 同 十三 年 十 一 月 ま 一 

日に、 皇帝 奈 良より、 長 岡の 京へ 遷らせ 給 ふ。 されば 四 神 相應と は、 文武 龍 虎 守護せ 

り 。油 小路 を 中に 立て、、 條里を 割り 給 ふ。 東 は 京 極 迄、 西は來 雀まで、 北 は賀茂 U  、南 

はも 枭 まで。 E 北 は 一 條 よりも 九條迄 を、 九重の 都と 號 せり。 油 小路よ b 東 をば 左 

近、 西は& 近と 申す。 右京に 長 安、 左 京は洛 陽と 名付けり。 されば 禁殿 代々 に、 所は少 

しづつ 變 ると は 申せ ども、 右 定め 置かる ゝ堺目 は、 聊も違 ふ 事な しと 見え 申 候 此京 

へ諸國 より 一 切の 貴賤 集りて 事 を 調へ、 又は 帝 を 守護し 奉る。 然る を 尊 氏 卿の 御 末 

常 德院. 法 住院の 時代より、 此 京い つ となく 衰 へ 申す。 其 謂は內 野の 御所、 山 名 奥州 

W 謀叛よ り も、 動もすれば 修羅の巷 となる に付きて、 一 切の 賓人、 SIS の 荧 來 なき I 


依って、 自ら 零落す とぞ 聞え 申 候。 都衰 へ 政道 も廢れ させ 徐へ ば、 田舍は 撖し も 恣 

に 我意 を 振舞うて、 近代 國土穩 なら や 聞え 候と ぞ 申されけ る。 秀吉 公つ くぐ 閡召 

して、 さも こそ あらん すらめ と 、事の 始終、 能々 御 工夫お はしける. - さあら ば 先づ洛 

中 洛外の 堺を定 むべ しと 仰 出されて、 諸 大名に 仰 付けられ 、東西に 土手 を 築かせ 給 

ふ。 さて 洛中 在家に 相 交る 一 切の 寺 共、 所々 に 充満て 立 並びければ、 徳善院 に 仰 付け 

かたなら び 

られ て、 諸 寺 共 は、 京 極より 一 町 計 東へ 押出し、 北 は賀茂 口より、 下 は六條 まで、 片並 

に 屋敷 を 渡されけ る • さて 賀茂 川. 堀川 所々 に 橋 を 架け 給 ひて、 往還の 旅人 煩 ひな 

し， 其 後 禁裏 を 磨き立て、 王法の 政、 廢れ たる を 起し、 元より 洛中の 地 子 米. 公方 役 

など、 悉く 御 赦免 あり。 御身 は 伏 見； K 坂に かんこく 關 よりも、 堅く 城郭 を拚へ 給う 

て、 諸國の 大名 小名 を 詰めさせ、 都 を 守護し 給 ひける。 萬 民 豊饒の 下に 住み、 七德の 

おきふし 

化 を 得る と は、 今此 御代に こそ は あれと、 あやしの 賤 女山賤 まで、 起臥 拜み 奉らぬ 

はな か け 、 

秀吉公 京都の 開基 御 蓐の事  i 
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秀吉公 北 野大茶 湯の 事 

或 時 德善院 を 召して 仰 出されけ る は、 世中靜 にして、 諸 大名 も 徒然な らん • 末世の 

物語に、 右近の 馬場 は爽な る 景氣、 面白き 所 なれば、 愛に て 一 日に 百 座の 茶 湯 を 興行 

すべし。 大身 小身 共に 相觸れ よと、 治 部 少輔. 右衞門 尉に 仰 付けられ ける。 德 善院、 

誠に 偉なる 御會、 前後に 例な き 御 慰に こそ 御座 候へ と 申されけ る。 さる 程に 兩人 

承って 人々 を 選び、 茶 湯 を 心 懸けた る 方へ ぞ觸 れられ ける。 大名 小名 之 を^;, o 絍ひ 

て、 こ は 珍ら しく 面白き 御 興行 かな。 如何にと して か 殿下 樣へ、 御茶 をば 申す ベ き • 

望みても i」 ふ ベ き 事なら す。 斯る 御意 こそ 難 有 けれと、 右近の 馬場の 東西南北に、 

各 屋敷 劄を請 取って、 數寄屋 を 立てられ ける。 さて 和漢の 珍 器、 古今の 名匠の 墨 跡. 

家々 の重寶 共、 此 時に 合 はすば、 何時 をば 期すべき と， 我 もくと 底 を點 じて 出され 

ける。 さる 程に 時 移りて、 已に 明日に もな， o しかば、 秀吉公 仰せられ ける は、 一 日に 

百 座の 會 なれば、 天明け てはい か 、>  とて、 寅の 一 天よ， o も、 渡らせ^ ふべき 由 仰 出さ 


れナる • 御 相泮に は、 玄以法 印. 法 橋 紹巴を 召されけ る • 斯る 所に、 茇堺 南北の 住ス 

に、 別 寛と いふ 數寄者 あ. - ける。 茶 湯 を 好む こと 尋常なら す、 都郧に 沙汰し ける 一お 

風の 變 りおる ものな， cO が、 此事を 聞きて 思 ひける は、 夫れ 茶 湯の 极兀 は、 S 宗ょ， 5 

も 事 起り て、 東 山 殿 殊の外 好かせ 給 ふ。 鵜 鷹 逍遙に は 失 多し。 茶 湯に は 得 多し と 仰 

せら^て、 此道を 逸 遊と し 給 ひしょり、 今此 殿下の やうに、 一 日に 百 座の 茶 湯に あ ひ 

給 ふと ある、 大 なる 興行 はな かりし なり。 夫に 付きて 某、 人數 ならぬ もの なれ ども、 

茶 湯に 心 を鎏す 事、 大方 都郜に 知れり。 天晴此 御會の 傍に 萱藁を 結びて、 せめて 秀^ 

公の 御 目に 懸 りて、 自然 何者 ぞと 御尋 もあるなら ば、 現世の 名聞なる べしと 思 ひて 

日頃 支 以法印 目 を 懸けら るれば、 傍に 屋敷 を 申請け て、 萱藁を 造りけ る。 竹 柱に し 

なら 

て、 眞 柴垣 を 外に 少し 圍 ひて、 土間 を いかにもく 美しく 傚 させ、 無 K の萆屋 釜 を自 

在に 懸け、 雲脚 をば 排 へて、 茶碗 水 差等 をば、 いかにも 下 直なる 荒 燒をぞ 求めけ る。 

其 外 何 にても 新しき を 本意と せり。 我 身 は 粗き 布 帷子 を、 澀染に 返した る をば 着、. 

細 i を帶 にして、 馬場 先の 傍に 待ち 居たり。 さる 程に 秀吉 公、 寅の 一天より い 力に 

劳吉公 北 野 大茶谟 の 事  i 
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も竊に 入らせぎ ひて、 始めさせ 給 ふ • 大名 小名の 園の 前なる 蠟躅 は、 た^ 萬 燈に異 

ならす。 百 座の 會 なれば、 いかにも 短 座に 見えに けり。 斯くて 時刻 も 移りければ、 

やうく 百 座 成就し 給 ひて、 還 御に 及び 給 ふ。 秀吉 公、 西 を御覽 ありければ、 少し 引 

返き て、 萱の庵 見えに けり。 玄以を 近付け 給 ひて、 あれ は 何な らんと 尋ねさせ 給 へ 

ば、 さん 候。 あれ は 一 興 ある 茶 湯 者に て 候。 堺 南北の 住人に て 候が、 殿下 樣百 座の 大 

數寄 承り 候て、 誠に 前代未聞の 儀 なれば、 せめて 園の 装 を、 餘 所ながら 拜み 奉らん と 

て 、南北よ，^ 遙々 上り 候て、 昨日 藁屋を 結び 候と 申 上げら る。 秀吉公 聞 召して、 さて 

ク. &で 

も 一興 ある もの かな。 心 優しき 奴 なれば、 次に 行って 見ん と 仰せけ り。 玄以 さあ 

らば 入らせら る べしと て、 御供せられ、 案内 を 乞 ひ 給へば、 別寬罷 出で て、 何事に や 

と 申す 時、 殿下 樣 これへ 入らせ 給 ふぞ。 用意 は あるかと 宣 へば、 畏 つて 候と て、 庵の 

外へ 罷 出で、 頭 を 地に 付けて 謹んで 居た.^ 秀吉 公御覽 ありて、 亭主 は汝 かと 仰せ 

ら るれ ば、 玄 以、 さん 候と 申 さる ゝ。 秀吉 公、 は や 立 て と 仰せら るれば、 別宽畏 

つて 中 へ 入りぬ- 秀吉 公、 圓の樣 を御覽 ありて、 實 にも 作意の 働きた る、 面白き もの 


かな。 手前に てた てよ。 一服 所望 をな さる、 と あれば、 別寬 承りて、 頓て 雲脚 をた 

て、 參らせ 上ぐ る。 殿下 聞 食して、 さても 汝は 心の 付きた る もの かな。 百 座の 茶に 

會ひ ぬれば、 腹中に^ なし。 輕々 と 香 煎 を 出す こと、 言語 道斷 いふ 計な し。 一段 氣 

味よ し。 今一 服と 仰せられ ける。 其後紹 巴. 玄以兩 人 飮み給 ふに、 匂 異にして 眛又 

常なら す。 誠に 一 物の 作意 仕りて 候。 斯樣 なるこ そ は、 數寄と は 申す ベ けれと 挨拶 

申されて、 殊の外 興じ 給 ふ。 さて 立た せ 給 ひて 後、 十 H 計 ありて、 別宽を 伏 見の 城へ 

召されけ り。 頓て 御茶 を 下され、 其 上樣々 の 御 道具 共拜 見させ 給へば、 誠に 難 有き 

次第 かな。 我れ 茶 湯に 好か やば、 いかにして 殿下の 御 目 を 袷 はるべき。 今生の 名聞 

之に 過ぎ じと、 喜ぶ こと 限りなし。 茶 湯 を 好く 程の 人々 は 之 を 開きて、 數 寄の 灌頂 

をう つたる 別寬 かなと、 羡 まざる はな か.^ けり • 

秀吉公 京都の 檨子御 尋の事  . 

卯月 下旬の 頃、 秀吉 公、 玄以法 印 を、 伏 見へ 召して 仰 出されけ る は、 何と 京都の 町人 

秀吉公 北 野大茶 港の 事 秀吉公 京都の 樣子御 尋の事  . 一 一一 一九 
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は、 渡世 を豊に 送る とい ふか、 又は 朝夕す き 佗びて、 歎く 族 も ありけ るか、 いかんと 御 

尋ぁ， o ければ、 法 印 承って 申されけ る は、 されば こそ 御 本意の 如ぐ、 京の 有樣、 殊の 

外 當年繁 吕 仕 ると 見えて 候。 其 仔細 は、 いつに 變 りて 此春 は、 東西南北へ 花見 遊山 

の 人達 は、 野 も 山 も 所せ きて 見え 渡り 候。 女董 僧侶 をば いはす、 釉を 連ね 裳 を 並べ 

て、 當 春の 賑"、 終に なき 樣子 にて 御座 候 由 申 上げら る、。 秀吉 公開 召して、 されば 

是 よりも 言付けて、 橫目を 出し 見す るに、 唯今 支以 申す 如ぐ にい ふ。 京都 は此 春い 

つに 變り て、 遊山 見物人 込なる 由、 さて は 疑な し。 如何にも 法 印、 心を鎭 めて 聞き 候 

へ • それ は 繁昌す るに は あらす、 大きなる 衰微の 墓な り。 其 仔細 は、 諸國の 大名 小 

名に、 此處 彼處の 大きなる 普請 共 宛 行 ひ、 晝 夜に 急がせ 事 隙な く、 諸方よ.^ 上下お り 

のぼ トメして 立 込む 時 は、 さまぐ 異形 異類の 調 物 をば、 京都に て铕 ふるに 依り、 諸 商 

賣 人等聊 も^なく、 夜 を：" に繼 ぎて 上下 持ぐ。 しかの 時 は 遊山 見物に 出づ べき 隙な 

し， 今 はは や 諸方の 願 ども 大方 成就して、 當年は 大名 小名、 日頃の 苦 を 休めん 爲に 

暇 を 出して、 面々 當 年在國 せり。 さるに 依って 京方の 諸商賣 * 相手な くして 手 を 束 


ぬるに 依. cz 隙なる 儘に、 彼方此方 を 駆 廻る にぞ めらん • 此分 ならば、 愈 京都 袞微 

すべし • 何 をか舆 起せん と 思 ふに、 差 常り て大 なる 望な し。 兎角 思 ふに、 來 * は K 

醐の 花見 を 張 行して、 平生 城 中ば か b に 籠り 居る 局 共 を 具して、 M 醐の 山に て、 欝氣 

を 晴らさすべし。 夫に 付きて 大名 小名， 大阪. 伏 見より 醍醐 迄の 警固、 又は 道の 程、 固 

めさせ 候 はん、 此 役に 出 づる 程の 者 は、 上下 を 選ます、 着服 其 外の 入用 共、 新ら しく 

一 樣に、 綺羅 專に言 付くべし。 六月 中に 事 を 計ら ひて、 來 春の 用意 を觸れ よと 仰 出 

されけ る。 治 部 少輔. 長 柬大藏 右衞門 尉. 大谷刑 部少輔 など、 談合 數 U あって、 誰が し 

は 其處々 々と警 S! の 割符して、 方々 へ 廻し 給 ふ。 案の 如く、 承る 程の 人々 は、 之に 過 

ぎた る晴 あら じと て、 多人数の 衣類 其 外 入用の 物 共、 方々 よ b 支へ なば、 俄に は出來 

まじと て、 八月 の^より 支度せ しかば、 京方の 忙 がし さいふ 計な し • されば 醍醐の 

花見と て、 女房 .局. 婢に 至る 迄、 華麗なる こと 言 S に盡 きす。 諸 大名の 警 固の 装， 綺 

お is;- さ W 

羅を盡 せる こと、 何れ 劣 優 は 見え ざり けう。 里々 宿々 に充滿 しけり、 此者 共. 易く 見 

物し ける やうに 御 制 法あって、 都郧の 僧俗 男女 、悉く 無事に ぞ 見物した， o ける。 誠 

秀吉公 京都の 樣子御 尋の事  51 
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に 前代未聞の 見物、 何 か是に 如かん。 之 をつ ぐぐ 案す るに、 いかさま 世 を 治め^ 

を 撫育す る 大將は 、思慮 格別と 見えに けり。 京都 はさて 置 き、 畿內 の 賑、 萬 民 の 坊、 唯 

量られて、 難 有 かりし 事共な り • 

義昭公 御 逝去の 事 

或 時 安藝の 中納 言、 老臣 を 召して 仰せられけ る は、 公方 義昭公 徒然に て、 光陰 暮し S 

からん。 されば とて 武家 在家の 人 等、 席 近ぐ 臨みて、 安らかに 伽すべき にあら す。 所 

詮予 が領國 の禪宗 役に、 三人 宛 一 年代り に 伽 申すべし。 * 公方 は、 詩 聯句の 詠、 秀才 

なる 由 聞 及びければ、 相應の 相手なる べしと 仰 付けられければ、^; つて、 御領 國に 1 

山の 門 派 あまた あり。 寺頜 或は 千 石 二 千 石 乃至 三千 石な ど 寄附せられ ける。 菩提 所 

の 長老 西 堂 以下に 及びて、 秀才の 僧侶 達 を、 義昭 公に 詰めさせ 給 ふ。 公方 御喜 悅限 

b なぐ、 いつしか 此ス々 に 慰 み^ひて、 明し 暮らさせ 給 ひける。 斯 くして 星霜 を經る 

程に、 或 年鑑 首座と 申す 禪律僧 、一歳 深 律へ 坐し けり • 此 首座 は、 天 龍 寺妙智 院の會 


下にて、 佛法 を罷め 參じ紛 ひて、 悟道 發 明の 僧に てまし ます 故に、 公方、 佛法 を此首 

座に 聽 聞し 給 ひて、 聊も 御前 を 離し 給 はや。 春秋に 至って は、 山野の 叢樹、 紅 錦の 

林 を 飾る 風情な ど御覽 する にも、 此 首座 を 同道お はしまして、 終 U 暮らさせ 袷 ひけ 

る。 さる 程に 義昭 公、 持病に 積聚 坐し ます、 以の 外に 起り 袷 ひて、 尋常なら す 苦しげ 

に 見えさせ 給 ふ。 されば 御內の 人々 も、 晝夜 御前に あって、 兎角と 勞 り 奉りけ る。 

御伽の 僧 中より、 藝 州へ 斯 くと 吿げ 申されければ、 頓て名 醫を來 させ 給 ひける • 醫 

術を盡 して 療 すると 雖、 定業 限りお はしける にや、 日々 に 御 氣色衰 へ 給 ふ。 人々 斯 

くて は 如何 あらんと、 今更 驚き 袷 ひける。 斯る 程に 義昭 公、 首座 を 御 枕 近く 召して 

仰せられ ける は、 我れ 自然に 武將の 家門に 生を禀 くと 雖、 戒カ f$  くして 其德備 はら 

す。 されば a 田 信 長に 一 度 は 救 はれ、 厚恩 謝し 難く 思 ひし かど も、 己 身 有 世の 爲に 

忽も 我を捨 つ。 然る を 秀吉情 を 以て 劬り、 數々 光陰 を 送る 所に、 s 元 大分の 扶持 を 加 

へ參ら せ、 其 上 種々 懇 志の 段、 此 世なら す、 後世 迄 も 忘れ 難し。 此旨 心得 給へ など 仰 

渡されければ、 首座 涙に 陋 び、 稍あって、 上意の 通り 具に 畏り候 ひぬ • さり 乍ら 心細 
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ぐな 思 召され そ。 御氣色 未だ 常 なれば、 程なく 御快氣 まします べし • 今度 は 御 持病 

の甚 しきに 依って、 何 * よりも 弱らせ 給 ふに こそ 候へ と、 慰め 奉られた る。 其後義 

昭公采 女 を 召して、 御料 紙 箱に 色紙 二 枚 あるべし。 これへ 持ちて 参れと 宣 ひける。 

首座 いつぞやより 色紙 望み 給へ ども、 遂に 兎角して 打 過ぎぬ。 今 は 此^の 名殘 なれ 

ば、 これ 取りて 筐に見 給へ と 仰せられて、 首座に 下されに ける。 首座 頂戴し 給 ひ、 涙 

を 流して 見 給へば、 古歌に て ありけ る。 

い づく にも 心と まらば 住 か へよ ながらへ ば またもとの 故鄕 

• 朝露 は 消え 殘- りても ありぬべし 誰か この 世に 殘 りはつべき 

斯くて 二三 曰あって、 愈 弱らせ 給 ひける が、 曉 方に 監物 大道と 采女を 召して、 竊に仰 

せらる、 事 や、 暫くあって、 其 後 は 佛號を 竊に唱 へさせ 給 ひしが、 明 方に 眠る が 如 

ぐ 終らせ 給 ひける。 紅顏 忽ち 變 じて、 靑 色の 肌と かじけ させ 給 ひ、 浮世の 係 もな く 

ならせ 給 ふ。 無常の 習ぞ、 哀に懞 くは覺 えけ る。 御 遺言に 任せて 煙と なし 奉りて、 御 

骨 を 拾 ひ 上げ、 高野山に 納め 叁ら せけ る • 御 戒名 は 入道な されし 刻、 靈 陽院昌 山道 


休大 g 士とぞ 申 奉りけ る。 斯くて 御 跡の 營、 ぬの 如くに 執行 ひ 給 ひける ^ くして 

S 中き 過ぎければ、 御 局 は 京へ ぞ 送り 參らせ ける。 萬 御 遺言に 任せて ぞげる • 
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茨 組 盜贼の 事 

諸方 浪々 の S れ者共 京都に 徘徊し、 此 處彼處 に隱れ 住せし め、 徒黨を 組み 、茨 組と 號 

して^ 嘩 を專 とし、 夜 は 夜 討 强盜を 業と して、 往復の 輩を惱 まし、 世間 物恳 なる 事 限 

なし。 さる 程に 頃 は. 六月 廿四： n、 此者^ 愛宕 參詣 すべし とて 、一様に 出立ち ける • 赤 

裸に 茜染の 下帶、 小 玉 打の 上帶 を、 幾重に も 廻して 確と しめ、 三尺 八寸の 朱鞘の 刀、 

抦は 一 尺八 寸 にし、 細き つばに て卷 かせた. o。 鐺は 白銀に て 八寸計 そぎつ ぎに はが 

せたり。 一 一尺 一 寸の打 刀、 同じ やうに 搽 へ たり。 頭 は髮を 摑み亂 して、 荒繩を 以て 鉢 

卷に む やとし め た り。 黑 皮の 脚 袢 をし、 跣に て 廿人、 熊手 鉞 など を擔 せて 前後 を 固 

め、 諸國 よりも 參詣の 貴賤 群集 之 を 見、 あれ こそ 當 時世に 開 ゆる 荧組 なれ • あた. 9 


ほとり へ 寄るな 物言 ふなと 怯ぢ 恐れて、 中 を 明けて ぞ 通しに ける • 斯くて 此者 共、 

淸瀧 川に て 垢離 を 取り、 程なく 御前に 向 ひて 下向に 及び、 嵯 蛾に 宿 を 取り 旅籠 を さ 

せ、 終夜 更 行ぐ 空まで 舞う づ謠 うつ、 酒宴に て 夜 を 明し ける。 斯樣に 溢れ 遊びて、 詣 

づる こと 月次 なれば、 旅籠 料 募りて 迷惑す と雖、 返 濟に能 はす。 之の みならす 所々 

にて、 斯樣に S れ暮 らしけ る 程に、 彼奴 原に 行 遭 ひたる 者 共 は、 迷 或す る 事 限な し • 

或 時大將 星影 左衞 門と いふ もの、 人々 を 集めて いふ やう は、 此頃は 何れも さした る 

働な きに 依って、 臺所も 事 寂び ぬ。 いざ 今宵 は、 伏 見 木 幡の邊 に 徘徊して、 さる ベ き 

者の 通りな ば、 押へ て 酒手 を 取る べし。 用意せ よと 下知し ければ、 承る とて 方々 に 

搾ぎ 廻る。 手下の 者 共 二百 計 集めて、 日 も 暮れ 懸れ ば、 小 倉 堤の 東西に 徘徊して、 

さる ベ き 人の 通る を遲 しと 相 待ちに ける。 斯る 所に 西國 方より 聚樂へ 廻る 使者の、 

上下 六 七十 召 連れけ るが、 夜 深に 堤 を 通られけ る。 す は、 これ ぞ 然る ベ き 人 なれと 

て、 後先よりも 多勢に て 打 園み 申しけ る は、 これ は此間 主君に 離れ 叁ら せて、 旣に渴 

命 を 失 ひ、 乞食 同前 の 枠 共に て 候。 其 許に 有 合 せ 候 もの ども、 暫くの 助に たぶべき 
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由をぞ 申しけ る。 此 使者、 馬上より 前後 を 見廻し 給へ るに、 二三 百 も あるらん • 斯 

る 盜賊に 出合 ひて、 签 しく 討果 さん 事 も、 犬 死た る べし。 所詮 用意した る路錢 をば 

取らせて、 爱を 遁れ、 明 ni はいか やうに もなる ぺ き 品々 ぞ 多から めと 思 ひければ、 あ 

ら 笑止 や。 侍と いふ もの は、 互に 明日 を 知らぬ も のぞかし。 §| の 長路を 越し ぬれば、 

路金も 漸く 盡 きて、 是と いふ 程の 儀 は ある まじき。 され ども 望み 懸け 給 へ る を、 否 

とはい かで いふべき。 夫々 路餞を あ る 程 取 出で て、 合力せ よと 宣 へば、 承る とて 二 

つの 塗櫃 より、 料 足 十五 貫 取 出して たびにけ， o。 忝く 候へ ども、 御覽候 如ぐ 多勢に 

て 候へば、 此分 にて は、 僅 一 日の 養 も 不足に 候 • 金銀 にても 候 はん、 今少し 御 芳志に 

預からん とい ふ。 是非な し i いは ^、一  定事 出來ぬ べしと 思 はれければ、 其 中に ある 

程の 物 は、 取 出して 渡せよ と 仰せければ、 畏， o 候と て、 羽織 小 釉钚を 取 出で て、 此迄 

に 候と い へば、 忝し とい ひ. て、 一局に 打 懸け 前に 抱へ 杯して、 南北へ 散りに ける。 斯ぐ 

て 京に 入. o 給へば、 五條の 屋擞に 落着きて、 それより 聚樂へ 登城 を 遂げ、 御用 を栩調 

へ、 さて 德善院 へお はして、 斯る 次第 を 訴訟 申されければ、 玄以 開き 給 ひて、 尤も 彼 


奴 原が こと、 諸方より 迷惑 仕る の 由、 訴訟 多し と雖、 ^行方 を何處 とも.、^ かに 知る も 

の あらねば、 思 ひ 乍ら 許し 置きぬ。 さあら ば 茨 組の 徒黨 共、 靳搜 せと 仰せられて、 洛 

中 洛外 を 先と して、 十 方 を 觸れ給 ひ、 吿げ來 る 輩に は、 大分 御 褒美 ある べし， たと ひ 

同類たり とも、 其 科 は 許さる べき 由 聞え ければ、 程なく 此處に 候彼處 に」 そ あれと、 

我れ 先にと 告げ 參れ り。 纏て 押 寄せく、 搦 取って 出で にけ り。 棟梁の 左 門. 筑右衞 

門 は、 賀茂 口に 宿 あ， o_ て 、此頃 忍び 隱る、 由 聞え しかば、 究竟の 取手 五 人と、 五十 餘 

人 差 添へ て 遣し 給 ふ 。討 手の 人々 忍びやかに、 夜中に 入りて 聞きければ、 遙 奥に 取 退 

けて 立ちた る 座敷に、 傍輩 五六 人 遊女 二人 をば 眞 中に 置きて、 酒宴 半と 見 ゆ。 左 門 

は 何 心 もな く、 三味線 を ひきて 遊び 居りけ る を、 人して 表 へ 呼び立てけ り。 左 門 も 

さるもの なれば、 己に 會 はんとい ふ は、 誰 人なる ぞゃ。 先づ汝 行きて 見て 參れ とて、 

傍輩の 若者 を 出しけ る a 何 心 もな く 表へ 出で ける を 取って 伏せ、 繩 かけて 片 端に^ 

きて 犇 ぐに、 其 者 共 怪しぐ 思 ひて、 いかさま 表へ は、 討 手の 向 ふと 見えて あり。 早く 

退けと いふ 程 こそ あれ。 左 門 は 刀 押 取って、 裏よりも 屋の 上に 上り、 隣の 屋根 を 越 
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す 所 を、 矢 を 取って 番ひ、 ひやう と 射ければ、 向 s に はしと 止る。 引かな ぐ." て、 立 上 

らんと しけれ ども、 筋 を 射 切られけ るに や、 立つ こと 叶 はねば、 力なく、 是迄ぞ 人々 と 

て、 S 搔 切って C せに けり。 扨 筑右衞 門 は、 今 は 逃ぐ ると も 叶 はじと や 思 ひけん、 六 

七 人の 者 共に も、 死なば 一所と、 日頃 契 b し 中 なれば、 脇 を 詰めよ とい ふ 儘に、 三尺 

八寸 を^ t いて 切って 出づ る。 討 手の 人々、 或は 鏠 或は 捻. 琴柱な どに て 問 近く 差 

詰め、 生 嘯に せんと 進みければ ♦ 思 切って 戰 へば、 散々 に 柄 を 切 折られ、 又は 手 を 負 

ひ、 算を亂 して 見えに けり。 され ども 荒 手 を入替 へく 攻 込みければ、 奥へ 入りて 

2 がらんと、 一 同に 引く 所 を、 透 さす 追 詰めて 自害 を もさせす、 手 捕に せんと 押 寄せ 

て、 四 人生 ® りけ り。 筑右衞 門 も 生 捕られ けれども、 數ケ所 手 を 負 ひければ、 程なく 

息 絶えに ける。 支以此 等を始 として、 茨 組の 徒黨 等、 此處 彼^に て 捕へ 来れば 二  M 

前、 て 三十 二人、 六條 河原に て 首 切って、 鳥 羽の 入口に、 獄門に ぞ梟 けられけ る。 

彼等 失せて 後世 間も靜 まり 、諸人 も大に 喜びて， 道廣き 心地せ，^ 


盜賊討 手の 事 

土 右 衞門. 槌之 介と いふ 盗賊の 棟梁、 南北より 京へ 逃げ 上る 由 、中來 り しかば、 玄以方 

方 を 穿 藤し 給 ひける に、 小關 とい ふ 所に ある 由 聞え ければ、 檣、 て M 手 を 造し 給 ふ 

究竟の 兵 五十 i つて、 急ぎ 小 關に向 ふ 所に、 二人 乍ら 方々 へ 出で て、 內に はな かりけ 

^ 同類 を 七 八ん 生 捕り、 さ て 一 一 人が 行方 を 尋ね 給 ふ に、 他國 へ は 行き 候 まじ • 

• 定めて 此暮に は戾り 候 はんと 申す * さあら ばと て、 人々 は邊に 忍び 宿 を 取って、 今や 

今やと 待ちければ、 稃 もな く 黄昏 時に、 何 心地な く歸 りけ， り。 捕手の ゆ 河 源右衞 門. 

岩 佐 權六郎 、世に 沙汰した る 功 者 なれば、 商人に 樣を變 へ、 太刀 刀 も 宿に 俊き、 皮 籠 

を 背負うて、 さらぬ 體 にて 休み 居りければ、 土 右衛門 も 槌之介 も、 討 手と は 露 知らす 

にして 表より 、奥へ 通らん としけ る 所 を、 後より 犇と 取って 伏せん とする 所 を、 

何れも 太 b せめた るカ强 なれば、 心得た ると て 前へ 潛 きて、 負投 にせん としけ る 所 

を、 權之 丞. 里 見の 次郞、 つと 走り 寄って、 頭 を 摑んで 前へ 引 寄せ、 二人 乍ら 搦め てけ 
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り， 以上 九 人生 捕りて、 其 夜 は篝を 焚き、 終夜 番をして、 明 くれば 京へ ぞ 引かれけ る • 

支 W 此者共 を 見 給 ひて、 京に て 成敗す ベ けれ 共、 南北へ 送れと て、 直に 下し 給 ひける。 

奉行 中大に 喜び 給 ひて、 鑣て 曲事に 行 はれけ る。 彼是 死罪に 及びければ、 暫く 世間 

は靜 なり.。 然る 所に 又 小 原の 里よ， 9 告げ 來り ける は、 昨 H の暮 方に、 或 寺 中へ、 盜賊 

四 五 人人 b て 立籠り 申 候 U 在郷の 者 共 出向 ひ、 二三 百 人 今宵 は篝を 焚き、 番を仕 候 

の條、 急ぎ 討 手 を 下さる べき 由 吿げ來 る。 玄以 さあら ばと て、 頭 二人に 上下 五十人 

差 添へ、 小 原へ ぞ 遣し 給 ふ。 扨此 寺の 表の 門 は 押 開けて、 中 門 を 能く 固め 置き けれ 

ば、 差 入りて、 外よりも 荒氣 なく 叩きければ、 內ょり 何者 ぞと いふ。 御 邊達は 如何な 

る 人 なれば、 斯樣に 寺 中へ 押 込み、 狼藉 を 振舞 ふらん。 意趣 を 申さるべし。 聞 屈け 

て、 堙 非に 依つ て 計ら ふ ベ しと ぞ 申されけ る。 內 よりも 答 へて 曰ぐ、 さん 候、 仰に て 

候 へ ば 申す ベ し。 我等 は 若 州 守護の 者 共に て 候 ひしが、 三十日 計 以前に、 主君に 離 

れ 候に 就いて、 年來の 厚恩 を 謝せん 爲に、 髮を 放ち 墨 染に罷 成， o- て 、主君の 菩提 を 弔 

はん 爲に、 國 i 力 を^ 出で、^ * に 尋ね 當り、 住持に 向うて、 法師に なさし め 給 ふべき 


由 望み 待り しかば、 如何 思 はれ けん、 盜賊 こそ 入 b たれ、 出向 候 へ と 表 へ 走り出で て、 

大に罵 ho かば、 在々 より 百姓 等 起り て、 亂れ 入， 9 候に 依り、 卒爾なる 者 共に て はな 

きぞ との 斷を、 面々 に 由 聞かすべき 其 間 は、 疎 忽に人 を 入れ じと 存 候て 、表裏の 木戶 

を 堅し しめ 申 候 由 を 答 ふ。 討 手の 人々 は、 案に相違して 曰く、 其 儀 必定に 於て は、 故 

鄕 へ 人 を 遣し 候て、 實否を 急 度 钆し候 ベ し。 先樣の 人々 を 委細に 申されよ と宣 へ ば、 

畏 つて：^ とて、 樣 子を內 より 書記して 投 出せり。 卽ち之 を 以て 守護へ 尋ね 下 b  、事 

の樣を 聞きければ、 歷々 の 侍 共な り。 五 人の 內 三人 は 妻女 あり。 斯る有 樣を閬 きて 

大に 悲しみ、 從類 眷族 共 數多打 連れて 來り、 奉行所の 人々 に 向って、 始終の 樣を * 開 

き、 鑣て門 を 開きて、 五 人ながら 出 でられけ る。 人み、 申されけ る は、 天 晴物は 先づ鳴 

を鎭 めて、 事の 心 を a 明せ よと いふ 事 あ b  。住持 百姓 等の いひけ る を 卒爾に うけて、 

燒討 などに 仕りな ば、 互に 大 なる 誤に て ある べき ぞゃ。 畢竟が 住持の 愚鈍より 事 起 

れり とて、 討 手の 人々 と 打 連れて 京へ 上り、 卽ち 玄以法 印へ 參り て、 事の 次第 を申述 

ベ、 忝き 由 申されければ、 法 印 も 殊の外 驚き 給 ひて、 さも あれ 一 寺の 住持と ある もの 

盗賊 討 手の 事  一 g 
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が、 斯樣に 心. S 亂に てに、 後世 迄 も 思 ひやら る、 ぞゃ。 現在よりも 迷 ふ 事の 哀れ さ 

よ。 急ぎ 住持 を隱 居させ、 さるべき 僧を据 うるべし と 仰 付けられけ.^ さる 程に 五 

人の 侍 は、 之より 比釵 山の 麓、 小 野と いふ 所に 詣 でて、 或 聖に會 うて、 何の 仔細 もな 

くして、 出家 遂げられ ける。 

暄曄を 好む 徒 C 無の 事 

愛に 南北 近邊の 有徳なる 者 共の 子供. さる べき 剛の者な ど を 語ら ひて、 或は 四 五十 

人、 或は 百 人 百 五十人な ど 打 連れて、 樣々 の 道具 を擔 がせ、 堺 大小 路天滿 を^め とし 

て、 方々 賑ひ、 異なる 人 立 多き 方 を 選って、 異形 異 眉の 出立に て、 喧嘩 買 はう くと、 

五 人 三 入 宛 觸れて 廻りけ る J 誰 ありて 斯る 溢れ 者 共に 出合 ひ、 喀嘩 せんと 思 ふ 人な 

かりければ、 愈よ しと 心得て、 明慕斯 くい ひ 廻りけ る。 少しき 量の 能き 人、 衣裳 兩腰 

そ らを め 

など 物數 寄に 排へ たる 人 を 見て は、 差 寄って 空 賞 をし、 又は 惡ロ などい ひて、 機 を 立 

たせん ふ、 極々 に 嬲. o 降りて 通 h- けり。 され 共 如何にと 咎 むる 人、 終に なかり けり。 


愛に 高 橋 作 右衞門 光範と いふ 人 あ， ^器最 骨柄 厳しく 力 ありて、 一 心の 至 削なる ず 

凡そ 世に 類な し。 兵法 は、 我 朝に ある 程の 家々 の 奥 儀を傳 へ、 取手 は 竹內の 極意 を 

極め、 此外 十文字. 長刀. 攀 琴柱な ど、 家々 の 祕奥を かう せり。 大の 男と 雖、 大 なる 兩腰 

を帶し 乍ら、 八 尺の 築 土 を、 彼方此方 へ 自由に 飛越 ゆ る。 水の 底に は、 定ま つ て 半 H 

は I こんたり。 相撲に 於て は 大坂. 堺. 伏 見. 京都に も、 其隱れ なか， 9 けり • 殊に 一 道の 

達者 莴事 に^ると は、 此人 にある ベ きと、 羨まざる はな かりけ り • さる 程に 此節很 人 

して、 大 坂に 宿 取. りて ありけ るに、 世に 隱れ なき 士 なれば、 彼方此方よ り、 許容 せら 

る べき 由 あ， o けれども、 兎角い ひて、 未だ 何方へ も 出で ざり けり。 斯く ある 中に、 大 

身 小身の 子息 達 聞 及びて、 各 兵法の 弟子に な b 紛 へり • さる 程に 此頃、 斯る^ れ者 

共、 大坂 南北 を 廻る 由、 方々 にて 此說 のみい ひ 散らして、 恐れぬ はな かりけ お 殿 

よせ >ui  .  、- 1 

原 達 は、 うか/^ しぐ 町中へ 出 給 ふべ からす。 樣々 の 寄言惡 口な どい ひ S けて 喧 

嘩 の 相手に 慾し がる 由 を、 人每 -2 申しければ、 さても 惡き奴 原 かな。 何者 ぞ。 會っ 

て 思 ふさ ま鹽 付けて、 重ねて 頭の 上らぬ やうに、 止めさせ ける 人の あれ かし 杯、 官ひ 

暄曄^ 好む 徒 黨の事  一 g 
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合へ b けり。 斯る 所に 水 野 六十 郞殿、 其 外 若き 人々、 高 橋に 宣 ひける は、 此中斯 る 

珍ら しき 僻 者 共、 方々 步く 由、 逢 ひ 給 はぬ か 如何と 宣 ひば、 光範され ば こそ 何方に も、 

左様に は雜談 候へ ども、 終に 某 逢 ふ 事 候 はすと 申さる。 天晴 彼奴 原に 後 を 取らせ 

て、 重ねて 出で ぬ やうに、/」 み 付けた きものに こそ あれ。 世に は 人 もな き やうに、 恐 

もな く 矜る事 こそ 惡 けれと 仰せければ、 高橋閬 きて 申されけ る は、 縱ひ人 五十 百 連 

れ たりと も、 相手に 依って、 用に 立たぬ 事 多き ものに て 候。 さ 6 乍ら さばかり の 狼 

藉者 にて、 誰 ありて 相手になる * へき。 構 ふ 者の 候 はすば、 鑣て 己れ と 引 込み 申すべき 

にて 候と ぞ 申されけ る。 人み 、聞き 給 ひて、 何と 高 橋 殿、 彼奴^ 共 を 一 威し 給 はぬ か 

と宣 へ ば、 光範 曰く、 自然 何者 ぞ 出向 ひ、 何某 殿ぞ、 何れの 御 家中に おはします 杯 申 

して、 名乘り 候へ などと いはん 時、 我れ 此節 主な き 身 なれば、 誰の 家中に 何某と いふ 

ものと、 名 乘 るべき やうな しと 申さる。 人々 聞き 給 ひて、 此 座敷に ての 人々、 誰な， 9 

とも 心 易く 思 ひて 名乘， o^p へ。 さも あらば 我々 も、 他 HE により 通 りけ る 甌淸に 

て、 見物 申 度 候と 宣 へば、 高 僑 思 ひける は、 一 つ は 諸人 彼等に 恐れ 戰き、 女 童に 至る 


迄 も、 小路 を 恐る とい へば、 萬 民の 妨 なり。 さあら ば 明日、 彼等が 步 かん 方 を 聞 立て 

候て、 當っ V 見 申 候 はんと、 約諾し めて 歸られ ける。 さる 程に 高 橋 は 、我が 打 太刀に、 

山 內新六 小者 二人、 以上 三人 召 連れ、 道具に は、 十文字 筋金 渡した る A 尺の 棒な ど を 

持たせけ り。 さて 弟子 衆 も 二三 人、 供 廻り、 或は 五十人 百 人 ほど、 能き 者 共 を 召 連れ 

て、 遙 後より、 いかにも 靜に おはしけ り。 自然 仕 落 も あらば、 折 合 ふやう に、 何 わ も 心 

得て 連れられ けり。 斯て高 橋、 三人の 者 共 を 召 連れて、 天 滿橋筋 を いかにも 心靜 に、 

左右の 店な ど 見廻して 通 b ける。 案の 如く 喧嘩 買 共、 今日は、 人 百ば かり を、 五所に 

中 を 仕切って 步 ませ、 天滿 橋の 方へ、 喧嘩 を 買 はんと 觸れて 通りけ る。 高 橋、 彼奴 原 

にこ そと 思 ひて、 鑣て尻 を いかにも 高く 紮げ、 兩 腰の 反 を かけ、 喧嘩 買の 主人と 覺し 

き 者に、 十文字 に 行 違 ひ、 立戾 つてつ と 差 寄り、 胸 がらみ に 緊と摑 み、 さ て徇遙 に、 某 

喧嘩 寶る べきが、 一定 買 ふべき かとい ふ。 此者 相好 靑 くな b て、 中々 買 はんとい ふ 

所 を、 さらば これ 買へ とい ふ 儘に、 取 付く より 早く 取って 伏せ、 引 仰け て 眉間 を碎け 

よと 打つ 程に、 眼昏 み、 鼻よ， 9 も 血 流れ出で て絕 入せ り。 扨 備前兼 光の 三尺 一 寸、 拔 
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さ s* き IC み 

けば 玉 散る 計なる を、 持って 開いて 丁と 打ち、 鏈ぉ籠 を 着た る 大の男 を、 茶臼 切と い 

ふ もの か、 腰の 番を 一 文字に 切って 伏せたり。 其 働 手早き 事、 言語 道斷 類な し。 之 を 

見 て 百計. り の 徒黨 等、 東西 へ 算を亂 し て 逃げた b けり。 高 橋 逃 がさ じ と、 隙 を あらせ 

や 追懸る • 其 中 にても 器量 能き 男 を目蒐 けて、 返せ 戾せと 二三 度 四 五 度 言葉 を S く 

れ ども、 答 もせ や 逃げて 行く。 急に 追 詰められて 取って返し、 高 橋に 渡し 合 ふ を 見 

つらつき いかめ  はんこ 

ければ、 大の 男の 面 付 眼差嚴 しきが、 彼等 は 半 頭に して、 頰髭 上髭飽 迄む くつけ く、 

色黑 うして 不束なる が、 三尺 七 八 寸の打 物 を 閃して、 丁と 打って 懸る を、 高 橋 は 物と 

もせす、 切 先にて 受 流し、 逆手に 取って、 えい やというて 突いたり けり。 前より 後へ 

貫かれて、 二言と つがす、 北枕に ぞ 伏しに ける。 之 を 見る 者 共、 なじ か は耐る べき。 

四方 八面へ 逃散ら して、 人 一 人 もなかり けり。 時に 在 地の 人 等^: 出合 ひ、 扨々 無雙 

の 御手 柄、 とかう 申す に 及ばれす。 何某 殿に て 渡らせ 給 ふ。 御名 乘り 候へ と 申しけ 

れば、 水 野 六十 郎 家中に、 高 橋 作 右衞門 光範と いふ 者な り。 此頃 彼奴 原、 方々 を 立 廻 

りて 狼藉 を 仕り、 諸人 を惱亂 せし むる の 由、 閬及 ぶに 依って、 後 H の懲 として、 手 並 


を 見せけ るな りと 申されければ、 此中 彼奴 原に 萬 人 迷惑 仕り、 卒爾に 何 地へ 出づる 

事 をいた さす、 大 なる 妨 にて 歡き候 所に 、斯様の 痛き 目 を 御 見せ 候 こそ、 誠に 難 有く、 

諸人の 助に 候と 大に悅 喜せ り • さる 程に 大名 小名 聞 召して、 斯る 至剛の 手柄 者 も あ 

る もの かなと て、 見聞く 人 感じ 給 はぬ はな かりけ り。 夫よりも 喧嘩 賀等、 何 地 へ か 

引 込みけ る やらん、 1 人 も 重ねて 出で ざり けり • 
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變 化の 者の 事 

小菓栖 とい ふ 所に、 忠 太夫 某と て、 所に 於て 雙 なき 有 德の者 あ り けり。 田 畠 山林 を 

數多 持ちて、 眷族 を打隨 へ、 家 畳に して 春秋 を 送， o けり。 されば 所の 一 和庄 として、 

何に 不足 もなかり けれども、 齡 五十に 及ぶ 迄、 子と いふ もの 一 人 もなか b ければ、 之 

を 深く 歎きて、 常に 神佛に 祈り 奉りけ り。 或時忠 太夫 用の 事 ありて、 京へ 上りけ る 

が、 其歸 さに 山 科の 邊に、 年の 程 十  一 二に 見えけ る 娘の、 容 なべ てなら す 美しき 其 さ 

ま、 世の常の ものに は 見えす、 愛嬌 あ b て 優しく、 らうた き 事 限りなし。 田の 畔に唯 

1 人、 打 萎れて 泣き 居たり。 忠 太夫 は 通り ざまに 熟と 見て、 あな 不思議 や、 かば かり 

優しき 娘 は、 在鄕 にて は 今迄 見す。 怪し さよと 思 ひて 立 寄って、 御身 は 如何なる 人 


の 娘に て 候へば、 斯る 煩き 所へ、 只 一人 迷 ひ 給 ふらん 、怪しく こそと いひければ、 お 

娘 聞きて、 人 多き 方 は 宴に 恥 かし • 何 を か 包み 候 はん。 我 は 都 にても、 殿上人の 子 

なりと 雖、 繼母繼 子の 中 なれば、 父に 我 身 も 知らぬ 惡 事共い ひ 出で て 、裏 を 搔き給 ふ 

儘、 明 慕 涙に 沈む 計な り。 所詮 何方へ も 迷 ひ 出で て、 如何な らん 人に も宫仕 ふか、 さ 

ら やば 淵 川へ も 沈まば やと 思 切って、 此曉京 を 泣々 出で て、 何處を 措す ともなぐ^ 

に 任せて、 漸々 此 所に 來 トメぬ とて、 釉を 顏に當 て、 泣き 居たり。 忠 太夫 見る よりも、 

何 i やらん 痛 はしくて、 さも あらば 先づ 身が 許へ 來り 給へ。 御供 を 申さん とて、 手 

を 取りて 先に 立ちて 行く 程に、 程な ぐ 家に 歸 りぬ。 さて 女房に 向 ひて 申す やう、^ 

る 容姿の 娘 なれば、 幸と 存ゃ る。 御身に 取らせ 候 はん まゝ、 能々 憐れみて、 子に し 給 

へ， こぞ 申されけ る。 女房 聞ぐ よりも 嬉しぐ て、 急ぎ 立 出で て 見れば、 世に 類な き姬 

にて ぞ 侍りけ る。 先 づ手を 取りて 內へ呼 入れ、 樣々 もてなし 劬 りて、 扨 三日 も 過ぎ 

ければ、 女房 娘に いふ やう は、 此の 夫婦に は此 年に 及ぶ 迄 、子と いふ 者の 候 はねば、 

常に 願 ふ 折 柄な， 幸の 事に 侍れば、 今 H2 よりも 御身 をば 我 子に すべし。 然れば 3 

蠻 化の 者の 事 
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な. ^とも、 御身の 望あるなら ば 好み 給へ。 整へ て參 らせんと いひければ、 娘 聞きて、 

難肓き 御 情に 侍る。 子 迄 は 恐 あり、 何なりと も宮仕 申すべし とい ふ。 夫婦 猶 もい と 

ほしくて、 喜ぶ 事 限な し。 此年 H の 祌佛に 祈り 奉りけ る、 其 利 生に こそと、 萬 心に 違 

はぬ やうに、 劬り養 ひける。 凡て 賤屋の 習に て、 女 は 布 機 を 第 一 の 所作と する なれ 

ば、 麻 そより 綿 を 延べ、 晝は ひね もす 夜 は 夜もすがら、 菘を 明して 女の手 業と す。 家 

に 事 ふる 下女、 聊か 絕間 なく 物し ける を、 娘 見て 申す やう、 年頃 人の 物語 を 開けば、 餘 

所の やうに 閒 侍りし が、 身の上に なりぬ る こそ 不思議 なれ。 我 身 も斯る 手業 を 習 ひ 

て、 親 達の 助に せば やと、 母が 片手に 立 並びて 物し ける 程に、 母い ひける は、 さて 御 

身 は 世に ありし 時、 何事 を か 手す さびに はし 給 ふらんと 間へば、 朝夕の 弄に 歌. 草举 

琵琶。 琴 杯 を、 明 慕 手 慣れし より 外 は、 別なる 事 嘗て 名 を 知らす 候と いふ • 夫婦 は 之 

を閬 きて、 尤も さ こそ 坐 すらめ。 さり 乍ら 上 菔の弄 は、 賤屋に は假に 入，^ 侍らす。 

物讀み 手書く こと は、 第 一 の 重寶 にて、 能き 人の 能き 業に て 候。 さも あらば 急ぎ 讀書 

し 給 ふ べし i ありければ、 娘 喜びて、 硯 料紙 机な ど 整へ させ、 明 慕 窓の 下に 心 を鎭め 


て 古き 書共學 びけ る- 斯 くして 其 年 も 立ちて、 十四と いふ 彌 生の 頃、 橫 川に 住める 

僧に、 貞心 僧都と て、 いと 尊き贵 僧の. おはしけ るが、 他鄕 へ 行く とて 雨に 會ふ。 村雨 

を 止めん 爲、 此忠 太夫が 家に 入りて、 暫し晴 問 を 待 たれけ るに、 窓の 中 を 差^き 見 

給へば、 容 めでたき 娘の、 古き 書 共 まさぐ りけ る を 見て、 怪しく 思 ひ 躪り寄 りて、 娘が 

書きけ る 手 を見紛 ふに、 中々 おとなしぐ 、世に 類 ある べしと も 見えす。 大に 驚きて 能 

能 見 給 ふに、 更に 此世 にある べき 人と は 見えす。 さて 父母に、 奇特なる 子 を 持ち 給 

ふ もの かなと 宣 へば、 夫婦 は 承りて、 何 を か 包み 候 はんとて、 始終 を 語り 侍，^ ける • 

僭都閒 きて、 御 祈禱の 爲め徳 善院 へお はしける が 、萬 物語の^ に、 此 娘が 事 を 語り 給 

へば、 何れの 人の 娘に て か あるらん、 不思議 さよと 仰せければ、 北の方 聞 召し、 さも 

あらば 歸， o 給 ひて、 娘が 手跡 を、 何 にても 一 目 見せて たび 候へ とぞ宣 ひける。 僧都 

承りて 候と て、 夫より 鑣て歸 さに、 忠 太夫が 家に 立 寄りて、 斯る仰 を 蒙り 候へば、 何 

にても 一 肇御 目に 憑 けられ 候へ と 仰せけ る。 娘 聞きて、 斯る 田夫の 子 として、 賤し 

き 身の 手な ど、 貴人 高 家の 御 目に 懸 くべき。 思 も 寄らぬ 仰に て 候。 僧都、 不思議の 

戀 化の 者の 事  一力 二 
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事 を 聞 ゆる もの かな • 學文 手な ど 書きし は、 人偷の 中に て 最上の 人と す a 聖賢の 所 

作ぞ かし • 三 國に聞 ゆる 祖師 前 S  、元は 何れも 田夫よ， り 出で 給 ひて 後、 世 • 間の燈 とな 

れるぞ かし a 未だ 年の 數 行か、 ねば、 物の 道理 を 知， 9 給 はぬ もの かな。 早々 御 目に 憑 

けられよ と宣 へ ば、 娘 聞きて、 見せ泰 らぬ惡 みに 依りて、 只今 追 失 ひ 給 ふと も、 御 目 

に は 憑く まじ。 是非々々 と宣は  > 、又 來ん 春の 頃、 必す 手な ど 書 上げ 侍りて、 御 目に 

懸け 參らせ 候 はんと、 穴 滕に辭 しければ、 僧都 力なく、 此由申 入れられければ、 北の方 

愈 不思議に 思 召しけ り。 さる にても 如何 やうの 容 にて、 如何程 か 手書く らん， 御身 

行きて、 見て 歸れと 仰せられて、 千代 殿と 申す 手書の 女房 を 遣し 給 ふ。 夫婦 は亭へ 

請 じ參ら せて、 樣々 もてなし 侍き 奉 b  、其 後 娘 を 出して 見参に 入れければ、 千代 殿 見 

給 ふに、 {是 に容 類な き 容儀 かな。 相好 あてに 美しく、 髮は飽 迄 長う して、 ひとえの 絶 

間に、 S れ懸 り、 物い ふ 假粧 い と 優しく、 思 入 る 由、 遙 に 優り てこ そ は 見 給 ひけり。 さ 

て 何 にても 筆 やさび を 見せさせ 給 へ と宣 へば、 畏， 9 候 * 人の 見參に 入る ベ き 手に は 

ばんべ 

侍らね ども、 是 にて 御 覽候は  > と て、 古歌 を 四 五 首 書きけ る を、 取 出で て 見せ 侍り。 


千代 あ！^ 給 ふに、 言語 道斷 女の 筆勢 なれば、 弱き やうに て 強く、 墨 付 文字う つり、 何 

れに 後れた る 所 もな く、 心の 利きた る 手跡い はん 方な し. 千代 殿宣 ひける は、 さて 

も 卸 身 は、 如何なる 人の 胎內 より 出で 袷 ふぞ。 なべての 人に は あ" じ • 夫婦 も斯る 

子を設 くる 事、 誠に 神 佛の御 計ら ひに 會 はすば 爭で 得べき • 愚に 育て & ふな。 親の 

t 二なる べき 娘に こそと 宣 へば" 夫婦 もそ^-ろに 嬉しくて、 喜ぶ 事 限りなし。 後 千 

代 殿 仰せられ ける は、 あはれ 此方 を、 我 主君に 一 目 御 目に 懸け 參ら せた く 候。 叶 

ふま じき かと 宣 へば、 娘 聞きて、 我等 如きの、 而も 幼 びれ たる 由 もな き 手 習す さび を、 

いかで 御 目に 憑くべき。 如何に 仰せられ 候と も、 それ は 御 許 を 蒙らん • いつぞや も 

僧都に 申 參らせ 候 如く、 來ん春 は 必す御 目に 憑け 候べ し。 凡て 君 一 人なら す、 方々 

より 仰せられ 侍れ ども、 何れも 許し 給 ふなり とて、 見せ 參ら せし 物 共 取 集めて、 奧 へ 

ぞ 入りに ける。 力なく して、 斯 程に 理 申す を、 色な く 所望した りと 歎 かせん も、 筋な 

き 事に こそと て 、夫より 歸り袷 ひける。 斯くて 月 を經る 程に、 春 夏 も 漸く 立ちて、 秋 

もはや 半 更け 行き、 山々 の 景色、 峯吹 下す 嵐木枯 もい とけ はしく、 崧 吹く 風に 曉の、 

锾 化の 者の 事  一慶 
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夢打覺 むる 枕の 下に、 蟲の聲 も 早枯々 にて、 物哀 なる 签の 景色. 初霜の 身に 泌々 i、 

辛く 當る もい と堪へ 難くて、 

草 むらの 涼しき 方 を 尋ねて し 身のお どもな く あ へ る 一羽 霜 

斯く 詠めて 短冊に 書付け て、 我が 枕の もとに 立てけ る展 風の 端に 押したり ける が、 

斯. ^て 月を經 ければ、 彼方此方に、 此娘 珍ら しきものな りと て、 聞 及び 給 ふ 方々 よ 

り、 やん ごとな き 人々、 時なら す來 b 給 ひて、 之 を 見 給 ふに、 驚き 給 はぬ はな かりけ. 

り。 さる 程に 此年も 打 暮れて、 明くる 春に もな. o しかば、 とり < ^に 好み 給 ひて、 美 

しく 搽 へたる 料紙な ど、 山に 積みて 見えに け. o。 夫婦 申す やう は、 此春 は、 方々 よ， Cs 

望み 給 ふ 書物 杯、 書き 給 はすば 叶 ふま じ。 面く 契りし 事 なれば、 今日よりも 始めて、 

手す さび を 差 置き、 書かせ 給へ など 勇 むれば、 娘 間き て 微笑み、 畏り入 候- 過に し 年 

迄 は、 文字う つ b 墨 付、 いかに 人々 の 賞め^ ひても、 我心に 叶 はぬ 所 多 かめれば、 之 を 

書き 得て と 思 ひ 侍， 9 て、 人の 兎角 仰せら るれ ども、 書か ざり しなり。 今 は 能々、 じ をう 

けて 候 へ ば、 如何 やうに も 書き 參らせ 候 はんと ぞ答 へに ける • 夫婦 閬き、 嬉しぐ も 聞 


ゆる もの かなと、 何事 も 心に 違 はじと、 朝夕 娘が 氣 色をぞ 取. o にけ る • 斯. ^„ -て月 

も 移りて、 卯月 の^つ 方、 鳥の  一 S 聲聞 くもいと 珍ら かに 覺 えて、 心め る 人々 は、 枕を峙 

て \ 今 一 聲と 忍ぶ 折節に、 父 も 母 も 事へ る 下女 も 田 草取りに、 皆々 はや 田に 急ぎけ 

り。 娘 只 一 人 を 留守に 止めて 出で ければ、 終 H 徒然な， o とて、 卓に 凭褂. o て 眠. o 居 

たる 折節、 齡 八十に も 及びぬ らんと 見 ゆる 乳母の 一 人來 りて、 稍 久しく 物語 杯し け 

るが、 娘 も萬搔 集め、 いひ 續 けて 泣きに けり。 旣に時 移りて、 畫っ 方に もな りぬ らん 

と 見 ゆる 頃し も、 隣の 男、 用の 事 ありて 忠 太夫が 家に 行き、 此者を 見て^し み、 い^に. 

や 人々 はとい ひければ、 娘、 朝 まだき よ， CS はや 田へ と 答 ふ。 男 聞きて、 留守 能くお は， 

しませ 杯い ひて 歸 b ける。 其 後 娘、 我が 住みし 室に 差 入りて、 萬 取 認め、 隔の 障子 押， 

立て、、 此 乳母 を 打 具して 家 を 出で にけ り。 さる 程に 黄昏 時に もな り ぬれば、 夫婦 歸 

b て 見け るに、 娘 居 ざり けり。 家の 內外 めたり ほとりと； ぬれ ども、 見え ざり けれ 

ば、 こ は. 如何なる 事 ぞと泣 焦れ、 m 頃 彼が 住みし 所 を 見 つれば、 取 認めて、 何 地へ も 行 

ぐ べき 所 へと なん 見えに けり。 隣の 人 訪ひ來 て、 斯々 ある 由 告げければ、 さて は 親 

變 化の 者の 事  ，  一お 
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の 許より 之に ある を 能く 知.^ て、 迎に來 しける ものなる べし， 何 地 を其處 とも 知ら 

ざれば、 跡 を 求めて 尋 ぬべき 賴も なし， 詮方なくて 伏轉び 悲しみけ る • 娘が 日頃 書 

きたる もの 杯 を 取りて 見ければ、 文字の 姿 は 悉く 消えて、 其 跡 は 所々 薄墨の 殘れる 

方 も あ， CN 、又 地よ， O 消えて なき も ありけ り。 餘，^ 不思議に 覺 えて、 彼方此方よりも 

書かせよ と 仰せられし 方樣 へ、 之 を 見せ 侍れば、 見る 人 每に興 を さまして ぞ 見え 袷 

ふ。 玄以法 印の 北の方 之 を御覽 じて、 何と 所望しても 見せぬ こそ 狸 なれ。 誠の 文字 

にあら ざれば、 斯様に 消え 失する を、 うたて しく 存じて なん。 此は狸 か 狐の 類が 化 

けたる ものに こそ。 彼が 術の 上る に 依りて、 文字 も卽ち 上る なるべし。 さるに 依り 

て、 方々 へ 召さ るれ 共參ら す、 手 を 書か すれ ども、 一 字 も 書かざる は此 故な らんと、 

奇妙に 思 はぬ 人 はな かりけ り， 父母 も、 彼が 失せて 此 三年の 事共 も、 夢の 覺め たる 

心地し けり- 今 は戀し とも 床しと も、 思 は ざ，^ け， o とい へ， o けり • 

天狗 變じ來 る 事 


佛法 盛れば 魔 盛る とい ふ 事" 誠なる. かな" 此頃 玄以法 印の 內 方に 付けて、 いと 尊き 

僧お はしけり • 若年よりも 曹洞宗 にて、 方々 遍 散し 給 ひける が、 東西 を 修行して、 此 

頃 は 中國藝 州に ありけ るが、 私用に 依って 京 へ 上り、 德善院 へ 坐して、 樣々 物語 ども 

ありけ る 次に、 過に し 年、 奇妙の 事 ありし を 、語りて 聞かせ 申さん。 藝 州西條 の和尙 

は 、大悟 大敵の 長老に て、 世の 人 尊み 奉る こと. 類な し • 或 時 和尙佛 前に 坐禪 をして 坐 

しける 所へ、 年の 稃 十六 七に 見えけ る、 いかにも 美 目よ き 小僧、 何處 ともなく 來 り 

て、 東 堂の 前に 畏. O 居け hs。 禪 師 御覽 じて、 小^ は 如何なる 人に て、 何處 より 來れる 

ぞ、 怪し さよと 仰せければ、 小僧の 曰く、 此 邊に罷 在る 若僧に て 候。 和尙へ 尋ね 申 

したき 事共 候 ひて、 是 まで 參り 候と 申す。 東 堂 聞 召して、 優しく も 申す もの 力な。 

&事 なる らんと 宣 へば、 小 惯蠊て 一 間 置きて、 和 尙と稍 暫く 截斷 せり。 事 終.^ て、 又 

明； n 參り候 はんとて 歸り けり， 斯 くして 每日來 つて 法 問せ し 程に、 和尙 もい かさま 

，有の 者な，^ とて、 覺 束な ぐぞ 思しに ける. さる 程に 六月 七 H にもな b ければ、 早 

天に^ 小僧お つて 申す やう は、 東 堂 は 都の 祇圚會 御覽候 やと 申す。 和尙開 召して、 

天 拘變じ 來る事  一 r 
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ねめ し 

我れ 旣に 六十に 餘.^  、今日明日と 思 ふ 程の 境界 なれ ども、 終に 見物した る 例 は 侍ら 

すと ぞ宣 ひける。 小僧 承りて、 事 夥しき 神事に て 候。 御望に：^ は^.、 只今 御供して 

見物 させ 申さん とい ふ。 東 堂 可 I 夭し き 事 をい ふ もの かなと て、 暫し 返事 もなかり け 

b。 重ねて 申しけ る は、 遠路 いかでと 思しけ る も gfi なり。 さらばと て 小^ 詹の 羽-ど 

1 枚 r;  .H でて、 此に 乘らせ 給へ と勸め け れ ば、 和尙 怪しみ 乍ら 乘り給 ふ と 等しく、 雲 

の 原へ ぞ上 りけ る。 遙の下 を 見 給へば、 蒼海 漫々 として 魂 を 冷せ り。 我に も あらぬ 

心地に て、 何と 成 行く やらん と 思しに け る。 斯くて 着きぬ と 思 ふ 時に、 目 を 開きて 

見 給へば、 程なく 大山に 立てり ける、 杉の 上に ぞ 落着きけ る。 和尙、 此處 は何處 の國、 

如何なる 所 ぞと宣 へば、 是 こそ 都の 西、 愛宕山と 申す 所に て 候。 祇園 會も 未だ 初 ま 

らゃ候 間、 今 暫く 爱 に 坐し まして、 御 休息 あるべし。 さり 乍ら 何に て も 食事 の 望 候 

はん 儘 * 是に暫 し 待たせ 給 へ。 整へ て 來り給 はんとて、 つい 立ちけ ると 思 へ ば、 くれ 

に 見え ざり けり。 兎角す る 中に、 小僧 はや 歸， 9 て、 是々 和 尙參， ^候へ とて、 如何にも 

きらびやかなる 器物に、 好 * を盡 しける 美 膳 をぞ据 ゑに ける。 東 堂御覽 じて、 之 は 


早速に 整 ふ もの かなと て、 形の 如く 食し 給 ひける • 其 後 珍 酒 を 振 廻 ひ 候 はんとて、 

所々 の 名 酒 あまた 寄せて 勸 めに ける。 兎角して 時 も 移る 程に、 はや 祇阖會 も 初 まる 

時分に て 候。 いざく 御供 仕らん とて、 又 件の 鳶の 羽に 打乘 りて 、虚空 を 指して 飛 

びけ るが、 刹那が 中に、 祇園の 廊 門の 上に ぞ 落着きけ る。 誠 神 卓の S 屮 なれば、 都^ 

の 貴賤 上下、 東西南北に 充満して、 人の 立 込む こと、 家々 に 限な ぐぞ 見えに けり • 小 

僧 申されけ る は、 向へ 來る 武士 共 を 見 給へ。 身丈に 及ぶ 太刀 刀 を 指し、 張献に 大路 

狹 しと、 多勢 歩ぐ 事の 面 憎 さよ。 和尙も 徒然に お はし まさん に、 ちと ま * を させて、 

賑 かに ひらめかせ 見物 せんとて、 楝の 上に 生 ひたる 苔 を、 少しづつ a み、 ばら，^ と 

投げければ、 御邊は 卒爾 を 人に いひ 懸 ぐる もの かなと いふ 中に、 又 礫 を 雨の 如ぐ 打 

ちければ、 總 見物 共 入亂れ て、 此 中に 馬鹿者 こそ あれ、 逃がす まじと て、 太刀 刀 引拔. 

きて 、愛に 一 群 彼方に 一 結び、 五 人 三人 宛に し 合 ひて 鎬を 削り、 打 物よりも 火 S, を 

出す。 女 童 之 を 見て、 四方へば つと 逃 或 ふ。 あれく 和尙御 H せよ。 何よりも 面 Q 

き 慰に て 候 はぬ かとい ひければ、 東堂宣 ひける は、 さの みは 人 を 苦め て 、罪作りに 何 

天狗 蠻じ來 る 事  一 セ 一 
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かせん。 早々 やめ 候へ と 5 曰 一へば、 さあら ば 喧嘩 を やひ べしと 申す • 西の方 を 二三 K 

招き けれ ば、 見物 の 人々 も、 喧嘩 を い た す 輩 も、 只今 德善院 こそお はし まし 候へ とて、 

八方へ むらく とぞ 逃げたり けり， 其 後見ければ、 玄以法 印 は、 上下 三百 計に て、 お 

上に あ b て M 藉仕. o、 萬 民の 妨を なす 輩、 悉く 捕へ て 籠 者 させよ と 下知し 給へば、 

あたりに 人 一 人 もなかり け b。 斯くて 時刻 も 移. o て、 祇園 會の山 鋒、 難し 立て 渡し 

けり。 ト f 、此處 は 所 合 遠に て 面白から す。 能き 所に て 見せ 參らせ 候 はんとて、 四 

條の 町の、 一 二に さした る 華麗なる 家に、 柬 堂と 我れ 二人 ありて、 さて 何處 より 取，^ 

てお. o. けん、 杉 重. 角 折 .洲 濱の臺 など、 数多 和 尙に勸 めけ 山 鋒 も 悉く 通り過ぎけ 

れぶ、 今 は 見る べき もの もなければ、 いざく 故 鄕へ歸 らんと て、 又鳶の 羽に 打乘せ 

て、 其 日の 六の 初に、 西條 にぞ歸 b ける。 歸 寺して 後に ぞ、 和尙 は、 夢の 覺め たる 心 

地 はし つれと ぞ、 宣 ひける と 語り 給へば、 玄以法 印 を^め て 座中の 人々、 唇 を 返して、 

稀 有に ぞ思ひ 給 ひける • 
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扇の 繪の 事 

或時玄 旨、 刑 部 少輔へ 用の 事 ありて おはし まし、 終 曰 遊び暮し 給 ふ 所へ、 御城の 女中 

方より、 扇 を 二 本 こし 給 ひて、 此繪は 土 佐と やらん いふ 畫ェの 書きた る繪に 侍る • 

されば 玄旨、 伊勢 物語な ど 引合せて 見 侍る に、 一 本の 扇の 面に 書け る樣 は、 釉を かた 

しきて 伏しけ る 女、 又 傍に 磯 打つ 浪の 荒き 方 を 書け，^ 又 一 本 は黑装 東に 笏 持てる 

公卿の、 少し 面の 色 赤く 黑み 勝なる が 一 人、 又廿 ばか. りに なん 見 ゆる 女房の、 あてに 

艷 かしく らうた きが、 柳の 五つ 衣に、 千 入の 袴 を 側 高く 若な して、 鬚 籠に 何とも 見え 

す 果物な ど 積 上げた る 風情 を、 いかにも 氣 高く 書け り • 屋造は 母屋の 御簾 遙に 見え 

て、 聊か 卷り 上げ、 屏風 几帳 を かいつ くら ふ粧、 誠に 筆を盡 して 見えに けり • 幽齋倩 

爵の撙 の 事  1 さ 一 
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見 給 ひて、 ロハ 今 申す ベ き 事に あらす、 明日 詳に 記して、 此方よ， 9 參らせ 候 はんと^ ひ 

て、 使 を戾さ れに けり • 其 後 刑 部少輔 取り て 見 給 ひ、 さも あれ 此繪 は、 終に 見慣れ ぬ 

體 なり。 何たる 心に か 侍る やらん と宣 へ ば、 幽齋 申させ 給 ふやう、 釉を かたしき て 

伏した る 人 は、 古歌の 心 を 書きたり。 定めて 各 も 聞 及ばせ 給 ふ べし。 

さむし ろに 衣 かたしき 今宵 かな 我 を 待つ らん 宇治の はし ひめ 

此歌は 衆議し 給 ふに 神 詠と 云々。 橋姬の 物語に 曰く、 昔 宇治橋の 邊に、 夫婦の 人 住 

めり。 男の 習 なれば、 又 傍の さる 女房と 語ら ひて J 一道 かけて 思へ り。 斯 くして：：： 

數經る 程に、 本妻 或 時 男に 申す やう は、 我れ つ は、 り を 病めり。 七色の 若布 を 望む ， 』 

と 切に 思 へり 。如何にしても 求め てんとい ひければ、 男 安 かる べしと て、 海中へ 取り 

に 行きければ、 此男 龍宫へ 取られけ り。 本妻 悲しむ こと 限な し。 さる にても、 若しも 

そなた 

會ふ事 あり やせんと 焦れて 、夜毎に 磯邊に 出で て釉を かたしき、 其方の 方 を 見遣り 

て、 夜もすがら 泣 伏しければ、 夜半 過ぎて、 此男 海上より 來る とて 詠める 歌な り。 此 

を 限な くロ號 みて、 さて 本妻に 相 語ら ひ、 曉は歸 りけ り。 此由を 後の 女房 聞 付けて、 


あら 腹立ち や。 我 は 彼に 捨てられし 事 こそ 恨めし けれ， 會 うて 焰を 冷し なんとて、 

. 之 も 磯邊に 釉を かたしき て、 小夜 更 くる 迄 待ち 居た 5 ければ、 案の 如く 男. 件の 歌 を 

謙 じて、 海上より 來れ り。 程な ぐ 上りければ、 女 怒れる 眼 差に て摑み 憑れば、 男^き 

て、 くれに 見え ざ b けり。 其 後 所の 者 共 寄りて、 此男を 神に 齋 ひて 離宮 大明祌 、本妻 

をば 橋姬明 神と 齋 ひて、 今に 崇めり と 云々。 今一 本 は、 權中納 言定家 卿、 或時內 より 

召されし かば、 疾參 りて、 母屋の 此方の 障子の 下に、 默 然として 只 一人 控 へな 口 ふ。 ^ 

あって 後の 宫 より、 籠に 果子を 包みて、 女房 三位 を 御 使に て、 御 慰に •  おはし ませと て、 

差 置かれけ る 時に、 定家 卿、 折節 あずに 人 もなかり ければ、 纏て 女房の 手 を f て、 

座興 をい ひ 懸け 給へば、 此 女房、 恥 かしげに 打 そばみて、 何と 仰せられ 候ても、 御 色の 

黑 ぐお はじまし 候て と 申されければ、 定家 卿笏取 直して、 斯ぐ 仰せられ ける， 

かづら きの 神 は 夜 こそ 契り けれみ めに は よら じ 人 は&を 

上 鴉 は 姿 は 美しぐ s たしと 雖、 無學 にお はし ませば、 心 は 免び すに こそ 候へ と 仰せ 

られ ければ、 女房 恥 しめられて、 顔 も 擡げす 走り 入りに けり。 凡て 定家 卿よ に 

扉の 繪の事  ， -. 
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て、 而も 相好 黑く おはし ませば、 奥深く は 思しに ける * 

狂歌 物語の 事 

善 淨坊の 曰く、 宗祇 法師、 或 時 私用の 事 ありて、 津の國 へ 罷りけ るに、 殊の外 草 臥 出で 

ければ 、暫く 休息 せんと 思 ひて、 或 酒屋へ 立 寄りて、 酒を飮 まんと 思 ひて、 中の 板 間 

に 腰 を 懸けて 懷を 見れ ども、 錢を 忘れて 入れ ざり ければ、 力落して、 如何すべき と 

案じければ、 亭主 氣色を 見て、 何ぞ 落し 給 ふか、 いか かとい ひけれ^、 宗祇、 價を 宿に 

忘れて、 此處に 一 錢も あらねば、 夫 故 草 臥の 出で 侍る とて、 纏て 狂歌 を 詠め ，^ 

壸の中 匂 ふと 見れば 梅の 花 さけが な 一 つ 春の きどくに 

とすん じければ、 亭主 聞きて、 心 ある ものに や、 さても 仰せられ ける 御坊 かなと て、 

返し、 

壺の中 匂 ひし 花 も 散り 果て ゝ B ぞ殘る 春の きどくに 

i なんい ひて 、鱸て 酒 を 出して、 心の 儘に 振舞 ひける。 立 さまに 宗祇 と 閒 きて、 天晴 


無念なる 事 かな • 疾 にも 斯くと 悟らば、 是非共に 望 ひ 事共 ありけ る もの をと て、 後 

it しける となん- 

或 時秀吉 公、 御 能 御 興行の 折節、 樋 口と いふ 太皴 打、 自然 居士の さ V なみ を 、面白く 流 

しければ、 簾 も 几帳 も 諸 大名 も、 さいめ き 渡りて 興せられ け. o。 時に 秀吉 公、 御感の 

餘 りに、 幽齋を 召し て、 只今の 鼓 は い かにと 御 誰 ありければ、 幽齋 承り 候と て、 

わすれても 質に は 置か じ 大鼓 ひった ながしに 流す ひの ぐち 

桑 山 法師の 曰く、 蜷川 新右衞 門、 年頃 深ぐ 思 ふ 女房の 方へ 文 遣し ける • 其の 端 書に 

歌詠みけ るに、 使 取 違 ひて、 本妻の 方へ 屆け ゝれ ば、 女房 詠みて 京へ 返しけ る • 

蝶 川の 底の こゝ ろの あさければ こ ひし-^ の數ぞ 見えけ る 

其 後 新右衞 門、 又 故 鄕へ使 ある 次に 返し、 

思 ふ 方 あまた あ， o その 濱 千鳥 ふみた が へす る 足 も i を a よ 

或時昌 純、 鯉 を近衞 殿へ 進上 仕る とて、 斯く 詠みて 奉りけ る • 

折 あらば 申させ 給 へ 一 一つ もじ 牛の つの もじた てまつ るな り 

狂歌 物語の 事  一 ま 
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又 勢 州た けの 御所、 御 病氣に 依って、 醫術 を盡し 給へ ども、 確と 元氣も 見えへ おは ざり 

ければ、 贵僧 高僧 を 請 じて、 御祈禱 いみ じくお はしければ、 其の 驗 にや 、本懐し 給 ひけ 

る。 上下 喜ぶ 事 限な し。 長 島の 某と いふ 人、 御喜の 狀 を^ら するとて、 斯く M えに 

ける。 

かぢ りきに 病 はいで てま かるし やれ そ はたや うんの 强き君 哉 

： . 狂歌 所望の 事 

或時紹 巴、 玄以 へお はしまして、 終日 御 振舞の 中 休に、 小 性 衆と 雜談共 ありけ るに、 

か め 

鹿 馬 三介ス 申す 人、 新しき 扇 を 一 本 取 出で て、 硯取添 へ、 紹 巴に 向 ひて、 此 扇に、 惯， り 

乍ら 狂歌  一 ^遊ばし 給 はる べき 由 申されければ、 扇 取， 5 押 開げ、 筆 を 取りて、 

腰 もとに さしつ か はれて 骨折に 主人の 氣 にも あ ふぎな りけ り 

秀次 公の 御 小 性 衆、 支以法 印の 出仕 あ， o て、 廣 間にて、 人々 と 暫く 物語 共お はしける 

に、 或 小 性 衆、 美事に 繪を 書きた る 扇 を 差 出して、 一 首當座 をと 所望せられ ければ、 


さ.^ せ -f  . 

山椒の あさ くらよ.^ も 夜 詰 させ 辛き 巨 を 見る 小 性 逢 かな . 

五條 あた hs に 住みけ る 漆屋、 又 酒 を 作らせて 賣り 侍りければ、 斯く いひて 黄伃 時に 

遣 はしける。 讀 人知ら す、 

錢 にて はいくら 訐 にうる し ざけ まけて たべ とぞ夕 慕の 空ら 

或 侍 衆、 謠 俳諧 をして、 玄旨法 印 點を賴 み 給 へ ば、 奥に 狂歌 を 書き 給 へ り • 

鼓に はの せね ど さても 出來 たりと 手 を もち 賞む る謠 俳諧 

年の^に 鶯の 軒端に 來 りて啼 きければ、 

昨日よ， CN 今朝 かけて 啼く 鶯ぞ尊 かりけ る ほけ き やうの 聲 

或 時 支 旨 を 初と して さるべ き 各， 野駔に 出で 給 ひて、 芝居 を 定め 座に 着かれければ- 

客人 先 づ酒を 出され 候へ と 申されけ る。 幽齋 聞き 給 ひて 取敢 す、 

いざさけ の 菅相丞 と い ふ ま 、になべ をぞ かくる 自在 天神 

又鶯 の^ 音 を 聞き 給 ひて 詠み 給 ひける。 

衣より 今朝き て啼 くは鶯 のこ ゑ もた ふとし ほほう 法華經 

狂歌 所望の 事  一 ま 
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或 人の 若菜 を 所望し 侍れば、 

倚 井筒 出づ らん 月 は 雪 消えて 別れ も 野 邊に老 にけ るかな 

えの こ 草 を 詠みて 扇に 書け りけ る。 

えの こ 草 ほえ かゝる こそ 道 堙 なれあた b に 近き 狐らん 菊 

春 駒の 勇む 方 を 書きた る 扇に なん 詠めり ける。 

. むらさめの 頃し も 急ぐ 花見に に 道 も あしげに 乗れる 春 駒 

澤邊に 燕 子 花の 唉き 亂れ ける 風情 を 書きた る繪に 狂歌 を、 

人なら ば 花 もや 恥 を 燕 子 花 ひった とに ほふ 澤邊 なりけ b 

梅に 鶯の 止り て啼 きけ る を 聞きて 詠めり ける。 

ほそ かき は 危な かりけ， CN さや もな き 梅の ほ だち に 北る 鶯 

雨中の 徒然なる 頃、 何れも 參りて 御 氣色を 伺 ふ 人に、 よしゆき とい へる 人來 りて、 會 

ふ 甲斐 もな き戀 とい ふ 心 を、 所望し 侍れば、 

かたお くに 取 集めた る 蛤 や あ ふかひ もな き 今宵な り 


或 時幽齋 中間 を 召されて、 庭前の 雪 掃くべき 由 仰せられければ、 畏. o 候と て 、幕 を 持 

ちて、 稍 塞 さう にて 緣の 端へ 差 寄る を御覽 すれば、 古き 布 子の さも 見苦しげ なる を 

1 つ 着きて、 掃きけ る を 見 給 ひ、 

あるか ひに 情なぐ 見えし 古布 子曉 ばかりう きもの はなし 

或 時近衞 殿、 「山み ちの 奧 にけ はしき 不動 坂」 と 仰せられし 句に、 紹巴、 「火谘 -か然 えて 

出づる 早露」。 又 「上の 穴 H なる 戀 もす るかな」 と 打 戯れ 3 せ 給へば、 「陸 奥の 忍ぶ 其 •€ 

のよ ば ひ 星/ 八月 十五 日 雨降りて 月 もなければ、 斯 O 聞え 袷 ふ。 

天の原た  >も 食 ふ べき 望月に つけて ぐ やしき 夜の 雨 かな 

梅の 木に て 沙汰 ある 事 

西 山の 傍に 空 世と い へる 人、 世 を 退いて 菩提心 を 起して、 星霜 を經 ける が、 子 三人 寺 

てり。 嫡子 は 今年 十三に なれり。 繼 母の 腹に、 十歲に 及ぶ 男子と、 七 歳になる 娘め 

b けり。 然るに 空 世 行年 旣に 七十に 及びけ るが、 聊か 煩 ひて 秉 げに勞 りければ、 養 

狂歌 所望の 事 槺の 木に て 沙汰 ある 事  1.、1 
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生 を 加 ふると 雖、 老後 なれば、 賴少く 見えけ う • 日 を 經て身 まかりぬ ベ く覺ぇ けれ 

ば、 M が 人來 b て、 C 跡の 事な ど、 い か にも 確に いひ 置き 給 へ と、 度々 いひ けれども、 

€  _  ！. 兎萄を いは ざり ける が、 今 は は や 限りと 見えければ、 繼 母を始 として、 數 多の 子 

供な り、 家財 山 畠 誰に か讓り 置き 給 ふな ど、 頻に勸 めければ、 签世、 綠の者 共、 又は あ 

た. -に 親しむ 人々 を 呼びて、 我れ 死し なば、 年頃 祕藏 せし 庭前の 梅の 木 を、 惣領に 取 

ら するな り。 家財 以下の 事 は、 梅に 付きて 廻る ベ きぞ やとい ひ棄 て、 伏しければ、 

人々、 こ は 何事 を 宣ふぞ や。 心亂れ て、 斯る 筋な き 事^い へる にこ そと、 樺々 に せ 

ども、 其 後 は 嘗て 物 を もい はすして、 食事 を も 絶え 伏しけ るが、 終に は懞 なくな.^ に 

けり。 さる 稃に繼 母 は十歲 になる 男子 あ， 9。. 是に 父が 跡 を 知らせた く 思 ひて、 種々 

に諜を 運ら せど も、 惣 領が綠 出で て、 嘗て 同心せ す。 斯 くして 後三年 も 過ぎければ 

後家 詮方な く，， -て 訴訟に 申 上ぐ る。 玄以召 寄せ 給 ひて、 聞かせ 給 ふに、 惣領 には祕 

藏の 梅の 木 一 本 を 取らす るな り • 家財 は 之に 付きて 廻る べき 由、 申 置きし こと 疑な 

し。 田 畠 以下 は 下 二人の 子供に、 取らす ると 申す 事に 候。 兎角 夫妻の 遺言に 仰 付け 


られ候 やうに と 申しければ、^ 以 聞き 給 ひて、 雙 方の 親. 類 並に 他家の 老 まで 召 寄せ 

給 ひて、 委細に 御尋 あ， o けれども、 只今 後家 が 申す に 聊も違 はすと 申 す。 徳善 K 其 

儀なら ば、 家財 は 申す に 及ばす、 签 世が 持ちけ る 物 共、 一 毛 も殘ら す、 惣領に 取らす 

るな り。 弟 二人 は汝 親類に なって、 夫々 にあり 付き 申すべし。 後家 は 勿論 育み 墓す 

べき 由、 御 下知な されけ り。 惣領が 綠も繼 母の 親族 も 、犬に 驚きけ， 5。 繼母重 ねて 

申しけ る は、 夫妻の 申 置き 候 やうに、 是非共 仰 付けら る、 やうに と、 度々 歎き 申しけ 

れば、 汝等は 愚痴なる 者 共 かな。 夫妻が 遺言の 如くに 言 付く る を. 強て 申す こと 曲 

事 なれ。 汝等 能く 閒け。 夫れ 梅と いふ 木 は、 年の * に 花^き 實る ものな り。 一切 草 

木の 頭 なれば、 梅 を 花の 兄と は 申すな， 5。 さるに 依って 惣領を 梅に たと へて、 頭と 

すれば 是れ 親な り。 此空 世と いふ 法師 は、 なべての 者に あらや、 廣才の 仁と 見えた. 

り。 早々 罷 立てと 仰せられければ、 人々 承って、 さて は 凡 下の 思 ふ 事に あらす、 學者 

の 上の 沙汰なる ぞゃ。 難 有しと て歸 りけ る。 恙なく 遺跡、 いひし 如くに 立ちけ る 

こそ 不思議 なれ。 
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或 時 生 駒 雅樂頭 抱へ 置き 給 ふ 相撲 取 三十 人の 內， 勝れた る 相撲 取に、 浮 雲. ひらぎ. か 

け はしと て 三人 は、 何れも 劣らぬ 大力に て、 其 名 を 取. りし 者 共な り。 され ども 此者 

共 己が 勇力 を賴 みて、 人 を 何とも 思 はす 、動もすれば 喧嘩 口論な ど 惡事を 起し、 沙汰 

に 及ぶ こと 多 かりければ、 雅樂頭 安から ぬ 事に 思して、 或 時 家中 を竊に 召して、 彼等 

を 如何にもして 生 捕り、 懲らしめの 爲に、 成敗 をすべき の 由 仰 付けら る、。 谷 承り 

て 申されけ る は、 三人の 者 共 を、 容易く 生 捕に 仰 付けら る 、事 は、 何， ともむ づ かし 

き 御意-」 て 候。 さり 乍ら 急 度 案じ 申す に、 御 家中の 若き 衆、 何れも 兵法 稽古 致され 

險其師 に、 高 橋 作右衞 門と 申す 士卸座 候。 此仁を 御賴み 候て 取らせ 給 は V 、何の 煩 


も 御座 ある まじき 由 を 申されけ る。 雅樂頭 聞 召し、 其 仁 は 方々 にて 聞 及びた る覺の 

者な り。 幸 ひ 家中のお 典 指南 を受 くるなら ば、 追 付け 呼 寄せ 候へ。 近付に なりな し 

と 仰せければ、 承って 光範に 斯/、 と 申されけ る。 さあら ば 今日は 私用 御 入 候 間、 明 

晝參， ^候 はんと ぞ 申されけ る。 斯く 約せ し 上 なれば、 翌日 生 駒 殿へ 参られけ る。.^ 

しぐ 美事な る 異體 か なと ぞ覺ぇ け り。 其の後 樣々 の 御物 語 ども お は し て、 柊 U 饗應 

し 給 ひける。 斯 くして 一儀 を 賴む由 竊に仰 出されけ る。 高 橋 承りて 、安き 事に^。 

追 付 明 捕-り 申すべく 候。 一人と して、 三人 仕 畢せ候 はん 事 なれば、 ^首尾 あるべ 

し。 私 好み 候 はんとて 罷立 たれけ る。 翌日 參. りて 家老 を 呼び、 竊に 申されけ る は、 

殿の 御尋 なさる \ 事 あ， o とて、 一 人づ つ 中間 を 入れさせ 給へ。 其 中^の 陰に 罷^つ 

て、 捕 b 申すべき 由 申されければ、 委細 心得 候と て、 中 門の 内に も、 覺 えの 人々 を敫 

多 入 置かれけ り。 自然の 用意な り、 雅樂殿 見物すべし とて、 疾 より 出で させ 給へば、 

御前の 老若の 侍 衆、 其數 伺候せられ けり。 さる 程に 高 橋 は 中 門の 陰に、 革 袴の ^高 

ぐ 取りて 確と 挾み、 一 尺 ニ寸の 小脇 差 を 唯 一 腰 差して、 S ゐ りげ なる i 色して、 綠の 
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端に 腰褂 け、 遲 しと 待 t ，居たり。 三人の 者共參 b ける 由^ 申す。 殿よ， 9 御尋 なさる 

る 事 あり、 一 人 宛參ら るべき 由 申 付けられければ、 畏 つて 刀な ど を 小者に 持たせ、 大 

脇差 計， りに て、 中 門 を 入，^ にけ る。 何 心 もな く 高 橋に 罷通， O 候と、 禮を いふ 所 を、 つ 

と 寄って 俯さに 取って 伏せ、 右手の 膝に て、 七の づを 必死と 詰めく 纏て 早繩 懸けた 

りけ り。 大力と は雖、 少 とも 働かせす、 手早き 事い ふ 計な し。 頓て引 起して 夫々 と 

いひければ、 崧の 下に 引据 ゑたり。 後 二人の 者 共 右の 如く、 聊も 仔細な ぐ取濟 して、 

三人 引据 ゑたり。 雅樂頭 殿御 覽 じて、 扨 も. /(- 思 ふよりも 手輕き 無造作なる 事 かな。 

大の 男の 逞しく、 カ飽迄 盛なる 者 共 を 引 伏せ /^、捕 固めら る、。 其 功 言語 述 ぶる 

に 能 はすと、 悅喜 限りなし。 御前に 有 合 ふ 人々、 此 首尾 を見紿 ひて、 光範に 會 うて は、 

力ち 器量 も闬に 立た す。 健氣 にも 捕らる、 もの かなと、 唇 を 返されけ る。 斯くて 此 

褒美と して、 赤鏠. 吳服. 銀 子幷に 三人の 者 共が、 金銀に て 作， 0:ん る兩 腰まで 給 は トソけ 

り。 又 或 時 天 王 寺の 邊に、 至剛の 狼藉者 主從ー 一人 取 籠りて、 何者 にても 剛強の 侍 あ 

らば、 寄って 仕 止めて 高名に せよ とい ひて、 立籠， 9 たる 程に、 生 駒 殿の 奉行 柳 村 源 次 


兵衞. 松 本 忠左衞 門、 百 五十 餘の 人^にて 四方 を圓 み、 夜晝 三日が 問 は 、様 々偽り、 い 

ろい ろ 智略 を 運ら すと 雖敢て 用 ひす • た V 切 死 をして-冥途の 思 出に すべし という 

て、 寄す る 者 を 相 待ちけ る 程に、 此上 はすべ き 道な し。 た い 家に 火 を 放ちて、 燒討に 

せんより 外 はなしと、 各惓 みて 見えに け， り。 さる 程に 老中 雅樂頭 殿へ、 如何 仕る ベ 

きと 申されければ、 大事の 仕 者 を、 重ね- 如何 なれ ども、 高 橋を賴 みて は 何と ある 

べきと 宣 へば、 さん 候。 光範 は此程 ー孩氣 を 仕損じて、 今程 養生 半なる 由 を 承り 候。 

さ り 乍， CN 人 を 遣し て 見せ 候 はんと 申されければ、 生 駒 殿、 人 迄 も ある まじ。. 其方： 仃 き 

て 見よ かしと 仰せられければ、 畏り 候と て、 艢て高 橋へ ぞ おにし ける。 折節 作右衞 

門、 昨日 今日は 心地 少し , 直して、 食事な ど 調へ しかば、 氣 色輕げ にて、 珍ら しく 尋 

ね 給 ふ もの かなと て、 座に 着きし かば、 萬 物語 な ど し、 酒 な ど葡 めて 後. 此事如 何 候 

はんと 申されければ、 高 橋 聞きて、 某 咳 病なら すば 行 向うて、 い か にも 仕る ベ き 事な 

れ どち、 何と やらん 頭重く、 身の 皮肉 痺る、 やうに て 心む づ かし。 され ども 三 B 

四日 さ、 へ 給 ふ 事、 他國の 聞え も、 人 なきやう にて 然ら や。 人の 一人 二人 籠りた れ 
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ば i て、 何程の 事 か ある べき。 燒討に 仰 付ら れん 事 も、 餘り 事々 しぐ、 近隣の 煩 あり。 

先づ某 罷りて 見 候べ しと 申されければ、 さも あらば 雅樂頭 も、 大廣に 思し 候 はんと 

て、 K 入して 歸られ ける。 其 後 高 橋 二人 召 具して、 天 王 寺へ 行 向 ひて、 柳 村. 菘本を 見 

ければ、 靑 息をつきて 呆れ 切った る 風情な り。 さて 如何に 此中 永々 の 苦勞、 さ こそ 

と 推量いた せり。 某も此 ^ー咳 病に 胃され て、 散々 伏し 居 申す 所 へ、 殿よ b 老中 給 は 

.o 候 ま、、 先づ 見舞の 爲に 罷りて 候と 申されければ、 雨 人、 されば こそ 此者共 は、 切 

死 せんと 思 切って、 主從 能き 相手 を 好む 事に こそ 候へ j 斯る曲 物 を、 安らかに すべ 

きがが など は 候 はぬ か。 何とも 氣の 毒なる 事に こそ 候へ と 申されければ、 作 右衛門. 

さ 候" 、某 先づ 中へ 入って 見 候べ し。 四方の 人數を 一 町 餘り押 返け て 防ぎ 給へ。 

もて 比邊に 人數無 の 由 申されければ、 畏り 候と て、 どっとい うて 返き にけ る W 

高 蓆 は、 兩蜈 共に 人に 持たせ、 我 身 は 丸腰に て 裏へ 廻りて、 戶を 叩きければ、 內ょ り 

も 何者 ぞと いふ。 苦しから ぬ 者な ，9。 舉 行 所よ. - 使に 罷れ. 5。 先づ 開け 給へ と、 心 

靜に、 いかにも 押鎭 めて いひければ、 內 よりい ふやう、 夫 は 何の 爲め 越され 候 やら 


ん * いふ 事 あらば、 それにて 申され 候へ。 承らん とい ふ。 光範 曰く、 何の 氣逍 もな 

き 使者に て 候 。御覽 候へ。 丸腰に て、 扇 だに さ 、す 候 へ ば、 用心 迄 も ある まじと いふ。 

打 寄り 差观 きて、 邊を 見廻しければ、 四方に 人影 もな く、 此人 ロハ 一 人、 誠に 扇 もさ、 

や 候。 さて は 心安し。 若し 怪しき 者なら ば、 一 打に 打って 捨っ べき もの をと 思 ひて、 

それ^-開けよ とい ひければ、 小者 共 出で て、 さら りと 開けに けり。 高 橋い かに も 

心 靜には いりて、 亭に腰 を 掛け、 れば、 二人の 者 は 上に 畏り 居て、 さて 何事の 御 使に 

て 候。 承らん とい ひければ、 高 橋 曰 く、 昨 日 今日 天 王 寺の 執行 惣房、 た つて 訴 訟申 さ 

れ ける は、 當山八 町 四方 は、 殺生 禁斷の 地に て 候へば、 たと ひ 重罪の 者な b とも、 他 

國 より 來る科 人なら ば、 惣房 とし て、 此地は 是非共 申請け 候 は ん。 其 外 は いか やう 

： も 御 計ら ひ あるべし • 佴當 所の 人 を、 あやまり たる 者 共に や 候。 實否を 委細に 御 

聞 屈け 候て、 仰 付けら る 、やうに と 申さる 、に付きて、 さあら ば 仔細 を 具に 問 ふ ベ 

しとて、 某 を 遣し 給 ふ。 如何なる 意趣に て、 斯樣に は 取 籠り 給 ふらん。 早々 語り 給 

へと 長々 しげに 申されければ、 實に もやと 思 ひけん、： Sf 終 を 具に 語りけ る。 高稅 M 
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きて、 其 儀なら ば 別に 仔細な し、 夕 さ、 りの 紛れに、 何 地へ も 失せ 給へ。 某 只今 御 

前へ 參 りて、 よき やうに 申 候 はんとい ひて 立ちければ、 此上は 兎 も W も、 御身の 計ら 

トに 任せ^ はんと、 少し 宽ぎ 顔に て 申しければ、 高橋肯 きて、 其處を さらぬ 體 にて 出 

でに けり。 さて 奉行所より 會 うて、 此 首尾 を 委細に 語りて、 夕 さり 竊に 落し 遣る ベ 

し。 主人 は 某 捕らん。 先にて 從類を 取 逃し 給 ふなと、 固く 約せ り。 斯くて 其 ほの 慕 

る、 を 侍つ 程に、 程なく 黄昏 時に もな り ぬれば、 高 橋 聞きて、 右の やう を * 上ぐ る 所 

- ；其議 ならば 何 地 へ な， o とも、 落し 候 へ との 仰に て 候 ま、、 思し 寄る 方 へ 落ち 給 へ - 

先 づ主從 一同に は 無益な らん。 主人 は 後より 心靜 にお はせ よ。 某 も 送れと 思 ひ 給 

i  K  一  も 二 町 も 送 り 候 はんと、 隔なき やうに いひければ、 難 有き 仰に て 候。 さり 

おら 行 先 稃に待 伏 は ある まじく 候 かいか か。 覺柬 なく 候 由 申されければ、 當 山より 

の 詫 言、 樣々 に 依って なれば、 氣遣 少しも 候え じ。 若しも 違の 候 ひて、 待 伏に 會ひ給 

は く 愛 にても 切 死、 又 行 先 も 切 先、 それ は 其方 私意の 如しと 思 召して、 思 切って 出 

で 袷へ と 打 笑 ひてい ひければ、 尤もく とうけて、 油斷 なぐ 步み ける が、 はや 世^も 


靜 まり 签 しも 暗う して、 人し も 見 分くべき やう もなかり ければ、 從類 東の 方 を 指 

して、 落ちて 行きけ り。 さて 主人 は、 夫よ， o も遙 後に、 兩 腰を帶 して、 西の方へ 落 行 

きけ り。 高 橋 は 折節 五月 半 なれば * 麥の刈 積みけ る 陰に 隱れ 店け るが、 出-つると 見 

るよ 後よ， o 取って 伏せ、 早繩を 懸けたり。 や、 とニ聲 呼びければ、 績 松 立て、 奉 

行 衆谷來 て、 喜び勇みて 引かれに ける。 さて 從類も 仔細な く搦 捕って 來り、 一所に 

置かれに けり。 卽ち大 小路へ 遣して 後、 禁獄せられ にけ り。 雅樂頭 殿 を 始めと して 

聞ぐ 程の 人々、 一 一人 あ ける 囚人 を、 只 一 人して 妨 なぐ 捕 畢せ給 ふ^ 便の 程 * 至剛の 

手柄 度々 に 於て、 大慶に 存 するとて、 樣々 の 引 物 を 給 はりけ り • 

兵法 奇妙の 事  ， 

筑 紫よりも、 兵法 修行に 上れる 片 山重齋 とい ふ 人 あ b けり • 卜 * が 一 流を傳 へて， 

1 一つな き 兵法の 極意 を 指南し け る 程に、 五條 坊 門に さ る ベ き 5? を 取って 武家、 在家 

を 選ば や、 弟子 共 數多附 けて、 朝暮に 指南せ り。 取 分けて 兵法の 道理 面白し とて、 德 

兵法 奇妙^ 事  B 
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善院の 家中、 大方 殘 りなぐ 弟子に なりて 稽古せ り。 或 時 玄以法 印の 家中に、 深澤兵 

部少輔 とい ふ 人の 許へ、. 六月の 半に、 終 ="重 齋を 呼びて、 遊び暮らせり。 夜に 入りけ 

れば、 庭前に 水 まかせ て、 傍輩 衆 七 八 人 打 寄り て 涼みけ るに、 稽古の 爲 とて、 木刀 數 

多 組みて、 出し 使 ひける 所に、 年の 頃 十六 七に も あるらん と 見 ゆる 小人の、 相好 容器 

類な く 美しき が、 白き 帷子の 麗しき を 着、 一 尺餘 り の 脇差に、 扇 取 添 へ て 差した るが、 

忽然と して 庭前に 畏り、 兵法 をば 見物せ り。 兵 部 少輔見 給 ひて、 あれに 見え 給 ふ 小 

人 は、 誰 人に てお はしける と： e ひ 給 へ ば、 此 若衆、 差 寄り て 申されけ る は、 此 御館 近 

き 所に 住む ものに て 候が、 兵法 を 某 も 少しづつ 心 懸けて、 明 慕 此方 彼方と 仕 候。 承 

れば 今日 重齋 とやらん の、 此方へ 御 來駕の 由、 承 及び 候に 依って、 御太刀 筋 を も  一 K 

仕度 存 候て、 案 內をも 申さす、 御 庭まで 伺候 仕る の條、 御 許され を 蒙り 候 はんと 申さ 

れ ける。 兵部丞 聞き 給 ひて、 扨 は 優しき 御 志に て 候 もの かな。 此邊 にて は 何れの 御 

子息に てお はします ぞと 、申させ^ へ ば、 さもな きもの 、枠に て 候 へば、 歷々 の參會 

にて 、夫と 名乘 らん 事 も 如何に 候。 何 樣此近 邊に罷 在る ものに て 候へば、 其 隱はぁ 


る まじき 由 を 中され けり。 齋は、 未だ 若年に て、 兵法の 御 執心^ くお はし ませ 

定めて 御 器用に こそ 候 は め。 誰か. 候。 打 太刀 を 下し 袷 ひて、 若衆の 太刀筋 を 御^ 

候へ と あ.^ ければ、 有 合 ふ 人々 最も 然 りなん と. 各 珍ら しぐ 勇 しげに て、 片膝 を 押 立 

て、 見物し 給 ひける • 愛に 竹 村 七 之 助と て、 重齋 弟子に て、 二番 通りの 器量め る 兵法 

なる が、 之 を 呼びて、 打って 見よ と宣 へば、 此 小人 申されけ る は、 初心者の 儀に 候へ 

ば、 先づ 仰に 任せて、 打って 見 候べ しとて、 一 一尺 五寸の 木刀 を 取って 構へ りけ り。 七 

之 助 も 一 尺八 寸の 木刀 を 取って、 打って 懸るを 待ち受け、 る。 時に 小人 申されけ る 

i 其講 にて は、 太刀 入り 申す ベ く 候。 直し 給 はで も 苦し かる まじき かと、 申さる。 

七 之 助、 W はとて 構へ 直す。 夫 にても 入り 候 はんとい へば、 七 之 助、 ともあれ 打た せ 

給へ と 申す。 答 ふるより 早く、 弓手の 脣先 を、 確と 覺ゅ る稃 にぞ 打ったり ける。 人 

人 は大に 驚き、 さても 小人 は 器用なる 兵法 かな。 中々 太刀筋、 餘 程の 巧者と 見え 巾 

候。 誰か ある ベ きと、 人々 呆れて 居 給 ふ 所に、 重齊、 さあら ば 小人 打って 見 給 へ とて、 

1 尺八 寸の 木刀 を 以て、 一 流の 極意 を 構 へ て 待 たれけ る 所に、 此 若衆 立つ より 早く、 

兵法 奇妙の 事  0  . 
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鳥の 飛ぶ が 如くに つと 寄って 、腕した、 かに 打ちければ、 木刀 を 落されけ り。 之 を 

見て 連座の 人々 大に 驚き、 唇をぞ 返されけ る。 其 後 小人 申されけ る は、 是は 自然の 

事に て 候 ベ し。 い か さま 明夜參 り て、 御 指南 を 蒙る ベ しとて つい 立ち、 中 門の 下 へ 

寄る と 見ければ、 跡 消して 見え ざ， o け b。 夜明けて 人々、 扨 は 重齋の 兵法に、 天狗の 

携 b て 妨げ た る 事と 見え た り • 向後 能 み、 心得 給へ とて、 恐れ 傈 きけ り。 

相撲の 事 

八月 十五 日 秀次公 は、 人々 を 召して、 今宵 は 相撲 を 取らせ 見物すべし。 其 用意 仕る 

べき 由 仰 出されければ、 承って、 相撲 奉行の 丹 州 を 召されて、 申 付けられければ、 卽 

も 方々 を觸 れられ ける， さる 程に 洛中 洛外、 淀. 鳥 羽. 桂 坂. 鞍馬 • 白 川. 山 科， 醍醐 邊ょ 

り も、 名 ある 程の 取手 共、 我 もくと 集りけ る。 秀次 公の 取手 共、 W 人 計 出で て、 東 

の片 屋に畏 る。 諸方の 寄 手 は、 南西の 方に、 二三 百 も 並び 居たり。 斯くて H も 暮れ、 

月 もはや 山の端に 出で させ 給べば、 秀次 公の 御前な る 纈纈の 慕卷り 上げ、 蠟燭 ^ 多 


立てさせ， 大身 小身 を 選ばす、 御前の 右に 伺候せ，^ 兎角 時刻 移 6 ければ、 御 相撲 始 

ま， Cs ける • 關白 殿の 取手 共、 隨分名 を 得し 者 共な り。 又 寄 相撲 も、 世の常に なき 取 

手 なれば、 三十 番も 過ぎ けれども、 大方 取 分に ぞ見 えたり ける。 愛に 立 石. 伏 石. おき 

^ね • 井關. 岩 手な どい ふ 相撲 は、 百 人の 內 にても 上 相撲な， -。 彼等 も 一 番 二番 宛 打 

つて 入りに け り- 其 中に 岩根 は、 關に 出で て畏 る。 行事 申されけ る は、 誰 にても、 御 

望の 方 あらば 出させ 給 へ と、 二三 度 觸れて 廻る 所に 、愛に 西 岡の 住人に、 突 臼と いふ 

相撲 あ b。 隱 なき 相撲と は 申せ ども、 さる べき 手な きに 依って、 宵よ， O 一  番も取 

ら ざり ければ、 人々 出で て、 關を 取れと ぞ勸 めけ る。 行事 聞きて、 急ぎ 出 でられ 候 

へ。 遲叁は 御前/の 恐 ありと 申さ るれば、 是非な く 出で にけ， 5。 男 振 身の 丈 僅 四 

尺 計に て、 丸く 肥え、 宍付 骨組大 なる 酒饔を 見る に 似た， o。 腕 は、 世の常の 人の 太股 

に は 勝りて 見 ゆ。 年廿四 五に て、 面 大に頭 太く、 眼黑く 速な り。 白 布 を 三重に 廻し 

て、 いかにも 强く 締めたり ける。 さて 岩根 之 助 は、 背 六尺 豊 にして、 宍付 骨 組 健 に 逞 

しく、 作り付け たる 二王 を 見る が 如し。 茜の 下帶 二重に 廻して、 大手 を廣げ つい 文 

相撲の 事  g 
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ちナ る有樣 は、 人と は 更に 見え ざり け 秀次 公、 急ぎ 合せよ との 御 誌 なれば、 行事 

應て义 、つせ ける。 一方 は 背 極めて 高く、 一方 は 低 かりければ、 若干に 事 違 ひて 見 ゆ。 

岩极思 ひける は、 一定 彼 は 下手の 相撲 なれば、 內へ 入れ じと 立 廻る。 突 臼 は 是非と 

も 人， o て、 反 返さん と 立 廻る。 稍 暫く 組みつ 離れつ、 かけつ はづ しつ、 互に 手 を碎き 

て 見えに けり。 何れも 相撲 は 名人 なれば、 勝負 知.^ 難し。 斯 くして 半時 計 捻 合 ひけ 

るド、 如何し つらん 突 臼つ と 入りて、 岩根 之 助 を 場 中に て 反ったり けり。 秀次公 御 

覽 じで、 扨 も 取ったり な。 心の 利いた る 相撲 かなと 仰せられければ、 御前に 伺候し 給 

ふ 各 も、 あっと 感 せられけ る。 今度 は 岩根 之 助， 突 臼 を 引 寄せて、 かけ 投か 負拋 か、 

二つの 內を 取るべし と 立 廻る。 突 臼 は 丈なければ、 ロハ 一 手に 反 を 望みて 外し 廻る 時 

に、 岩根 之 助、 突 臼が 素首 を 攫んで 引 寄せ、 かけ 投 にせん としけ る を、 突 臼、 岩根が 右 

手の 太股 を 取って、 えい やと 押上げ、 つと 入りて、 頭に て 一 間ば か b 岩根 を 片屋へ 押 

込み、 止る 所 を引擔 ぎて、 又 右の 如くに 反. り 投げたり？ 御前よ々 大に笑 はせ 給 ひて、 

各 さ  > めき 給 へ ば、 相撲の 傍輩 百 人 計の 者 共 驚きて、 興 を さましけ b。 之 を 御覽じ 


て、 さて 秀次公 入らせ 給へば、 御 慕 下 b にけ り。 雙 方の 相撲 も 退散せ. 

撞鏠 破る 事 

或 時秀次 公の 女中 方より、 四條坊 門の 邊 にあ， 9 ける 鏡 作り を 召 寄せ 給 ひて、 古 鏡の 

曇 を 磨がせら るゝ に、 渡り 入寸 五分 あ， o ける 姿見 を 取 出し 給 ひて、 礪 がせ 給 ふ。 0 

師裏を 見ければ、 木瀨 とい ふ 鏡 作りの 作な り a いかにも 念 を 入れ 礪 ぐべき 由 仰 出さ 

れ けり • 去 程に 當番の 侍 達、 數多打 寄. o て 見物せられ ける に、^ 磨 申しけ る は、 此作 

者 は 上手に て、 上々 の 御用 を 達し、 家 も 畳に 繁昌して、 時め きけ る鐵 帥な b しか 典、 不 

思議の 琳候 ひて、 忽^ 家 絶え果て 申す 由 語りけ る。 人々 M き 給 ひて、 夫 は 如何なる 

仔細に 依って、 一 時に 絶えけ る やらん と宣 へば、 されば 或 時 田舍の 古寺に あ， 9 ける 

搔鐘、 餘程 大きな る を、 京 へ 沽 却に 上り、 寶 らんと いへ る 時、 木 瀨之を 買 取 つて、 鏡の 

下金と すべし とて、 能き 鉞を 以て、 荒 男 共に、 之 を 割れと 言 付く る. 二三 人 立 代って、 

力量 を 出して 打碎 かん i する に、 曾て 璺も 行かす • こ は 不思議なる 事 かなと て， 樣 

撞鐘 破る 事  ズヒ 
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樣の 道具 を 寄せて 打つ と雖、 割る べき 事 思 も 寄ら や。 木瀨、 力なく 暫く 打 捨て ゝ 置き 

けり。 其 後 或 方へ 行きて 終 H: 遊び、 樣々 の 物語 共 互にし ける 次に、 木瀨 申しけ る は、 

目の前の 不思議 あり。 身が 許に 此释撞 鐘 を 買 取. 9、 何とも 迷 威す る 由 を 語りに け 

る。 各 聞きて、 夫 はた^ 古 鐘 なれば、 雪 霜に 地 余 能く 鍛 うて 堅き により、 割れざる も 

のに こそ あらめ といへ り。 其 中に 故 實の人 進み 寄って いふ やう、 其 鐘 是非共 碎 きた 

く 思 ひ 給 は 、易き 事 あり。 敎 へ 候 はんとい へ うければ、 急ぎ 敎 へ てた ぶ ベ き 由 を 

申す。 さあら ば 女の 朝夕 肌 を 離さぬ 脚 布 を 取って 、龍 頭の 頭より 打 若せ て、 何に て 

も^たせ 紛へ。 卽 時に 微塵と なる 由 を 語， o て、 是れ大 なる 呪 なれ ども、 傳 ふるな り 

とい ふ。 木瀨 なべて ならす 喜び、 急ぎ 歸 りて、 下に 召 仕 ふ 女 を 呼びて いふ やう、 汝に 

いふべき 無心 あり 、聞くべき かとい ひければ、 女 打 笑 ひて、 こは嚴 しき 仰 を 聞く もの 

かな。 其 爲に御 奉公いた す 身 なれば、 我 身に 應 じたる 儀 は、 何の 御 用捨 か 候べき • 

疾々 仰せられ 候へ と 申しければ、 木 瀨其儀 面白し。 別なる 事に も あらす、 汝が 知る 

如く、 此程買 取りし 撞鐘、 色々 にし けれども、 嘗て 暨も 入らす。 さるに^い て 或人リ 


物語せ しかば、 女の 靱夕 しける 脚 布を卷 きて 割. O 給へ a 卽 時に 碎 くる 由敎 へけ るな 

されば 汝が脚 布 を 借し 侯へ。 代に は 新しき を 取らすべし と 申しければ、 下女の 

曰く 、脚 布の 御用なら ば、 御內 方の を、 など 取って 使 はせ 給 はぬ とい ふ。 木瀨 聞き 

て、 夫は汝 がい ふ 迄 もな し * 我 女房の しける にて は 叶 はす。 兎角の 辭 退な く  、早く 

t すべき 由 をい ひければ、 此女 申す やう、 いと  >  さ へ 女 は 罪深ぐ、 佛 になる 事 さ へ堪 

へ I しと、 樣々 戒 ある 身と 承る。 其 上 昔よ 鐘の 邊へ は、 女 は 寄らぬ 習と 申陈へ 

候に、 況ゃ 汚不淨 至極の もの を 御用に 立て、、 其 罪 を 蒙らん こと. 主命 とても 叶 ひ 難 

し • 此儀は 御 許 ある べしと、 只管に 辭 しければ、 木瀨、 是非共 借る べき 由 ゆすに 依つ 

て、 其 儀なら ば、 罪 をば 何と 遁れ候 はん。 道 もな き 仰 かなと い へば、 木瀨罪 は悉ぐ K 

れ負ふ べし。 心 易く 思へ とて 佛神 を證に 立て 誓 事し ければ、 女、 此上は 力なし とて 

しにけ り。 艢て之 を 龍 頭に 押卷 き、 大 なる 斧 を 以て 打た せければ、 不思議な るかな、 

六つに 割れて ぞ 開きけ る • 之 を 見る もの 共、 奇 代の 思 をな せりけ り。 斯 くして 思 ふ 

ほどこ はいに 碎 きて、 鏡に ぞ 作りけ る。 さる 程に 三月 計 過ぎて、 主の 女房 何 i なう 

瘙鎗 破る 事  一 九九 
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風氣を 病め.^ 木瀨 驚き、 樣々 療 すれ ども、 聊も驗 見えす して、 入日と いふに^ しく 

なる a 三つになる 男子、 七つになる 娘 二人 を、 此 世の 形見に 殘 して、^ 一  にて け 

れば、 木瀨を 始めて. 一族 共 歎く 舉 限りなし • され ども 詮方な ぐ T! 跡の 營 など 懇に 

し 侍り、 昨日 今 ！n と 打 暮れて、 はや 三十！ 《 も 立ちければ、 三つになる^ 子 も、 はや 草 

とい ふ もの 出で て、 三： n と S. すに 果敢なくなる。 父 は 夢と も辩 へやして、 呆れ果て 

て歡 きけ 之の み 思と なって、 明 慕 食事 を 斷ぇ惱 みける が、 思 や 積り けん、 女房の 

一 周忌 も 過ぎざる に、 朝の 露と ぞ なりに けり • 今 はは や 養育して、 今少しお となし 

ぐなる ならば、 さる べき 聱を 取迎 へて、 木瀨が 遺跡 を 立てん と劬り 育てけ るに、 十と 

いふ 秋の 末に、 之も签 しく U せ 侍りぬ。 眼前に て斯る 恐し き佛罰 はなし i 、見る.^ 

聞ぐ 人、 恐れぬ はな かりけ り • 之 を 聞く 人、 各奇 代の 思 をな して 、裳に ある べき 物語 

に こそ i 感 せられけ る • 

i  f  く 

資 局が 事 


谷 口 義之丞 とい ふ士 あり • 折節 愛に 有 合 ひて、 萬雜談 共せられ ける が、 諸事に 心 賢 

しく、 何 かに 付きても 疎から す * 物の 道 狸 を 能く 分て る 人な りしが、 此鐽を 磨きけ 

る を、 倩 見物して、 g; 々の 加へ 物な ど、 彼是 見廻して 申されけ る は 、何と 此 曇り 銹び 

たる を、 磨. ^いふ 事の なきもの ならば、 如何に 鏡 は 皆々 見捨てになる ぺ きものに 

こそ。 斯樣の 賢き 事 も、 唐土よ b 傳へ來 る 事 か、 伹此國 にて 始まれる 事に や i 申さ 

れ ければ、 鏡 作りの 曰く、 如何にもく、 唐土に も 鏡 を 磨く と 見えて、 其 古事 共 數多御 

入り 候。 先づ 異朝に 負 局と いふ 仙人 ありき • 此 仙人 は 希代の 術 ども 施して、 人の 喜 

ぶ 事 を專に 好めり。 或 時 天下の 人民 疾病に 胃され て、 或は 死し 或は 苦しむ 事、 おし 

なべて 見えたり • 醫ェを 施す と雖、 驗を得 や。 唯 賴む方 は 天道に 心 を 入れて、 各 祈 

誓 申す 計な り。 斯く萬 民の 歎き 悲しみけ る を、 負 局 こそ 深く 哀に思 ひ、 深 谷へ 行い 

て、 岩の 間に 滴る 水 を、 八 功德^ なれば とて、 心の 儘に 湧出し け， 9。 其 水の 色 は 如何 

にも 鮮 にして 白し。 此功德 水 を 酌みて 瓢簞に 入れ、 杖に S けて 國々 を 廻りて、 疾病 

に 胃 さる ゝ人を 見て は、 其 者の 持ちけ る 鏡 を 取って、 彼 功 德水を W て、 磨き 更 めて、 

莨 局が 事  一 101 
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疾 人に 見せければ、 立 所に 病療 じる のみなら す、 肌 も 美しく 雛 も 長し と 云々。 病人 

は 喜びに 堪 へ で、 賂を 引き けれども、 敢て錢 もうけ 侍らす。 斯 く/ ^て 四百 餘州を 廻り 

て、 人民 を 助け 侍る。 されば 一 切の 仙人の 長と いへ り。 年月 を經 て. C せければ、 人 

人 彼が 恩 を 謝せん 爲に、 彼の 八功德 水の 上に 祠を 立て、、 神に 祀 りて 敬へ りと 云.々。 

之を學 びて、 古 鏡の 銹び ける をば、 磨き 傅へ 侍りと ぞ 申されけ る。 各 聞き 給 ひて、 由 

なき 所作と 思 へど も、 萬 物に、 其 出生 ある 事に 侍る もの かなと、 耳 を 傾けぬ 人 はな か 

b けり 
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倩 三餘の 暇に、 國史等 を勘辨 する に、 凡そ 我 神 國の權 柄 武家の 手に 移りて、 帝政 裁斷 

してよ. o 以來、 旣に右 大將賴 朝 卿に 事始 りて、 鎌 倉 十二 代 平 高 時に 至りて、 武家の 玟 

衰へ、 元弘. 建武に 兵亂起 b 、六十 餘 州の 中、 一 郡 とても 靜 ならす。 四十 餘 年に 及び、 漸 

く 四海の 逆亂 治りて、 日本 國中皆 以て 足 利 治 部 大輔尊 氏 卿の 武徳に 歸 して、 寸土 も 

其 地なら ざる 所な く、 一  家 も 彼の 下に 立た すと いふ 事な ぐ、 萬 民 堯舜の 化に 誇りき • 

然る に 人 王 九十 九 代 後光厳 院の 御宇、 延文 三年 四月 廿九： n 征夷 大將軍 正 二位 大納 

言 源 朝臣 尊 氏 逝去し 給 ふ。 武算 五十 四歲 なり。 等 持 院殿仁 山 妙義大 居士と 別稱を 

號け 奉る。 忝くも 敕諡從 一位 左大臣 を 賜 ふ。 { 是に當 家の 面目なり。 然れ ども 一 家 

足 利 家 御 繁榮の 事  一 511 


足 利 治亂^ 卷 第一  i 

の 楝碎け ぬれば、 御 一門の 人々 並に 恩顧 重き 御家人 は 、喑 夜に 燈を失 ひ 海中に 梶を 

折りし 思、 譬を 取る に 物な し。 嫡孫 宰相 中 將義詮 卿 は、 尊 靈贈官 の敕 使に 向って、 

歸る ベ き 道し なければ 位 山 のぼるに つけて ぬる、 釉 かな 

. 眞賴 云、 嫡孫 は 嫡子の 誤 なり。 

帝 〔纖 光〕 聞 召して、 難 有 宸筆を 染められ、 委細に 事 書 を 遊して、 新 千載 集 を 撰 まれけ 

るに、 哀傷の 部に ぞ 入れられけ ると ぞ。 尊 氏 公 御 在世の 御 時、 g ま 義詮 朝臣、 世事に 

おろそか 

些か 疎なる を 悲み給 ひ、 我が 歿後に、 必ゃ 東國を 他人に 奪 はれん 事 を 思 ひて、 關東 

を 一 一男 左 馬頭 基 氏に 與 へ て、 義詮の 佐と す。 

眞賴 云、 嫡孫 前條 にも 此の 如し。 これ は 嫡子の 誤 なれ ど、 元よりし どけな きな 

り。 澤田 氏の 作なら ざる こと、 これにて 明瞭な 

然， -ふ雖 、基 氏の 家臣 畠 山 入道 道 誓 等、 度々 奸 邪の 事に よ b て、 將 軍義詮 常に 基 氏 を 

疑 ふ。 a 々に 基. iT 惡 心を存 せざる 由 を 申す と雖、 將軍御 心よ から や。 故に 基 氏神 

明に 誓って 早世し、 其 疑 を 解ぐる とぞ 諸人 言合へ り。 基 氏の 御子 二人 あり。 嫡女は 


逝 足 
去 利 

義 
詮 


後 京都に 上せら る • 

* 賴云、 三十 卷系圖 に 墓 氏の 嫡女 を舉 げや • 此書， と 合 は 中 • 

二 男 氏滿、 關 東の 大將 として、 東國の 大名 小名、 皆 其 下知に 從 ひき。 氏滿 朝臣の 姉 君 

は、 將箪 家の 三男 滿高、 神 傅の 事に 依 立し 他家に 移りて、 六角 右 京大 夫と いふ。 此人 

に 後 嫁し 給 ふ， 左 馬頭 氏滿の 家臣 上 杉 憲顯赖 佐して、 東國大 平な り。 京都に は貞治 

五 年 十一 一 月、 將 軍義詮 の 嫡男、 義滿敍 爵し給 ひ、 從 五位に 敍し、 忝くも 赣 滿の諒 名宸 

肇を 染めら る。 二 條關白 良 基 公、 之 を 取扱 はる。 是ょ b ニ條 家、 武家と 親して、 光彩 

門戶 に » け り。 同 六 年 十二月 朔 ：《、 義滿讒 に十璲 にして、 正 五位 下 左お 頭に 任す。 父 

義詮卿 病氣甚 しきに 依りて なり， 同月 七 ！w 征夷 大將単 正 一 一位 前 大納言 源 篛詮卿 逝 

去し 袷 ふ。 別稱 は寶筐 院殿瑞 山道 惟大 居士  i 號け 奉る。 

眞賴 云、 道 惟、 三十 卷系圖 道懼、 十四 卷系鬪 道 ffi に 作る • 

同 晦日に は敕使 をな され、 左大臣 從 一 位 を 贈らる， 延文 三年より 今年 迄、 治世 十 年 

なり。 細 川 右 馬頭 賴之顧 託 を 受けて、 幼君の 義滿を 守 立て、 天下 を 以て 己が 任と し、 
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諸事 私な く 是非 分明して、 其 頃 人の 孝と いひ 仁と いひ 義と いふ 者 を 選み 出して、 義 

滿の 前に 旦夕 仕へ させ、 常に 善 言 を 以て 敎へ導 く。 又 法師 六 人に、 異なる 小 釉を着 

せて 太刀 等 を さ、 せ、 三人 を 佞 房と 名 づけ、 三人 は 童 房と 名 づけ、 諸人に ® ひ 媚び 廻 

らせ ける。 是は諸 侍の 追 從輕簿 なる 者 をば、 侍 一黄 房と 名付け 恥 かしむ るな り。 偏に 

其 心 義滿の 讒佞を 遠ざけし め、 武士の 風俗 を 直さん 爲な 應 安元 年^ 月 十 一 日義 

滿御 元服。 細 川 右 馬頭 賴之 加冠たり。 細 川 兵 部 大輔業 氏理髮 たり • 佐々 木 刑 部少輔 

輔 賠泔坏 なり。 打 亂は畠 山 尾 張守義 深な り。 十二 日國家 安全の 爲に @ 鶴の 先 祭お 

り。 同日 諳 大名の 嘉儀等 あり。 

眞賴 云、 鶴 鶴の 先 祭と は 何の 祭に や、 詳 ならす • 但當時 足 利 氏 にても 行 はれし 

祭な り。 下 文に は 神代の 古法と めり。 

江 源 武鑑 卷 十七、 天 正 五 年 正月 大三 U 辰 刻、 當屋 形の 御曹司 誕生な り •  i 

の 御 * あり、 不殘觀 音 城に 出仕す。 

同 十八^ 十一 一一〕 i 之 有-御 傅； 


る 桶 

正 
儀 
降 


上 

杉 


同年 六月に は、 禁 《 仙 洞宮々 幷 殿下 寺社 等の 證文を 出さる • 諸國 武士の 妨亂を 停止 

せらる • 當家榮 久の爲 に、 細 川賴之 八幡宮へ 參詣 して、 銀劎. 神馬. 砂金 等 を 奉納す • 

將軍 自ら 金 幣を切 つ て、 別使 を以 て 皋納 す。 同年 九月に は 關 東の 執事 上 杉憲顯 死去 

して、 嫡子の 能 憲其姪 朝 房兩人 として、 諸事 を 執行す，' 之 を 俗に 兩上 杉と いふなり • 

同 十二月 京都に は、 義滿 征夷 大將 軍に なり 給 ふ。 今年 讒に十 一 歳な り • 

同 〔I〕  二 年 正月に は、 將 軍義滿 幼少な りと 雖、 仁徳 內に 深さ 故に、 南方の 大敵 楠 正 儀 

等 降参す ベ き 旨、 血書 を 以て 申す に 依 h  、細 川 右 馬頭 賴 之. 赤松 判官 等 を 南方 へ 遣す • 

眞頼 云、 義滿 十一 一歳に 當る。 十四 卷系圖 によれば 十 一 歲な り。 

四月の 半に は 楠 正 儀 入洛して、 先づ 細川賴 之の 宅へ 向って 一 鱧し、 卽 ち三獻 ありて、 

其 後賴之 同道して、 將 軍義滿 公の 御館に 參禮等 あり。 龍 * とい ふ 太刀 を 正儀獻 す々 

將軍 甚だ 祕藏 せり • 今月 釵 山の 衆徒 等、 南禪 寺の 山門 を 破 却 せんとす。 公家に 奏し 

武家に 訴ふ • 衆徒 等大 に嗷訴 して、 日吉の 神輿 を 捧げて 內裏に 振 捨て、 禁 S 仙 洞 並 

諸 卿の 舍屋、 及び 洛中 殘らす 火 を 放って 燒 かんとす。 愛に 佐々 木嫡頜 六角 氏 頼 入道 
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崇永、 江 M より 兵 を 率ゐて 上洛し、 札 河原の a にして 山 徒 を 追 散らす。 之に 依て 內 

裏 御 安全に して、 京 中靜 なり。 帝斜 なら ゃ釵感 ましくて、 宸翰の 千 载桀を 賜 はり 

て、 甚だ 感 せらる i な 同 四 年の？ ヌ 都の 管領 細 川賴之 端午の 出仕に、 諸 大名 悉 

く將 軍の 御前に 候す。 時に 故 ありて 義滿 公、 細 川 賴之を 召して 怒って ければ、 細 川 

頭 を 垂れて、 赤面して 退き 去り 閉門す。 重ねて 將 軍より、 京 を 罷出づ べきの 由 仰 出 

されけ る， 之に 依って 賴之、 丹 波の 山國 とい ふ 所へ 蟄居す。 是 より 人^ 將軍を 恐る 

る こと 甚し。 是れ實 に は あらす a 細 川 己が 威勢 强 うして、 諸人 恐る ゝ こと 甚 しき 事 

を覺 りて、 其 己が 威を滅 し、 若將 軍に 威 を 付け 奉らん が爲 に、 態と 將 軍と 內談 して、 

斯の 如くな， 9 とい ふなり。 東 國の諸 大名 之 を 聞きて、 長久なる べき は 京都の 御世、 

欣 ぶべき は 細 川 家の 沙汰な b とぞ 誦しけ る。 此故 にや 雨 上 杉の 人々、 近年 は 物每に 

實 がまし. き 沙汰の み 多 く，， -て、 關柬彌 太平の 化に 誇りき。 同 六 年の 冬 十 十八 3 に 

は、 京都より 將軍 家の 御 使 下向して、 御內蒈 に 曰く、 鎌 倉 五山の 事、 住持 職の 儀 は 京 

邹 より 御沙汰 ある ベ し。 其 外 寺 法の 儀 は、 管 頜氏滿 の 下知た る ベ しとの 御举な 


^池 


同 十一 月に は、 將 軍義滿 公、 從四 位下の 參議に 任じ、 左 中將を 兼ね 給 ふ *左馬 頭 を 鎌 

倉の 管領 氏滿に 授けら る。 關 東の 諸 大名 皆 鎌 倉に 集りて 、管領 を 喜ぶ。 同廿 九日に 

は 又 京都よ トノ 上使 下向して、 御內 書に 曰く、 今度 西 阔の菊 池兵庳 ^武 政、 南朝の 宮 

親王 〔^视〕 を 取 立て 大將 として、 九州 を隨 j に 依って、 彼 を 返 治の 御 事な り。 

將軍西 征の間 は。 東國の 執事 上杉彈 正朝 房 を 召 上せて、 京都の 御 留守と し 袷 ふべき 

御 事な り、 早/、 上 杉 上洛す ベ きとの 事な り。 諸 國手分 押の 事 は、 仁 木義長 をして、 伊 

勢の 北 畠 を 押へ しめ、 山 名 氏淸を 以て 南方の 和 田 • 楠が 殘黨を 押 へ させ、 武田. 小 笠 原 

を 以て、 伊豫の 惡徒金 谷 以下 を 押へ させ、 其 外 東 は 安房. 上總を 限り、 北 は 佐 渡. 趑後 

を 限り、 國々 の 軍兵 を 催す べしとの 御 事な り。 之に 依って 管領 氏滿 朝臣の 近習 三 

千騎 計、 伊豆， 相 模の內 三與、 都合 縑 倉の 兵 八 千 餘の外 は、 一 人 も殘ら す、 今度 面 國返 

治の 催促に 從 ひき。 同 七 年 二月 三：：！、 鎌 倉の 管領、 伊豆の 三 島へ 動 座 ましく、 西國 

返 治の 軍兵 を 選み 見ら る。 同 三月 上旬に は、 將 軍義滿 公、 筑紫方 御進發 あり。 細 川 

賴之. 斯波 義將. 畠 山義深 .i^sB^: 其 外 仁 木. 今 川 主岐. 赤极 等の 大名 一一 一十 九 人、 其 
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軍勢 十 K 八 千 七 百 五十 三騎 なり • 

眞赖 云、 花煢 三^ 記 云、 永 和 三年 六月 一 日、 佐々 木 判官 入道 崇永 他界と あり。 然 

らば 寵壽九 は 永 和 三年より 家督なる ベ けれど、 愛に ffl 壽 九と あれば、 崇永は 

早く 隱 居して、 龍壽丸 家督な り し かと も 思 はる。 崇永 早く 隱居 せし こと は、 

太平 記卅 二：^ ハ にも 見 ゆ。 應安七 年 は、 永 和 三年より は 四 年 前な 

龍壽九 は 恐らく は義 信なる べし。 

花 營ニ代 記 永 和 三年 九月の 條に、 六角 龜壽 九と ある は滿 高な，^ 

寬永 系圖、 氏賴、 應安 三年 六月 七日 四十 五歲 にて 卒す。 法名 雪江崇 永。 

先陣 は 山 名師氏 並に 赤松の 一 族な り。 同 四月 上句に は、 將軍 篛滿 公木の 國に 至る の 

由、 縑 倉の 氏滿へ 御內書 下る。 先陣 は 長 s: の國に 至って、 菊池武 政と 合戰 す。 山 名 

師 氏が 兵 赤菘が 兵、 大に 破れぬ。 然 りと 雖 後陣の 細 川. 斯 波. 畠 山. 六角. 仁 木. 今 川. 土 

岐が 軍兵、 進んで 馳向 ふ。 之に 依って 菊池武 政が 旗下 島津 藤 等、^ 池 を 背きて 忽 

も 降参す。 愈 菊 池 敗軍して， 征西將 軍の 宮を誘 ひ 奉りて、 宰府 に陣を 堅む るな り • 


菊^ 武政 

降る 


mtr. ぶ F の 七 頭の 大名、 短兵急に 戰 ふに 依って、 原 田. 秋 月 等 其 外 九州の 小將等 八十 

I 人 迄、 菊 池 を 背きて 降参す。 菊 池 難儀して、 筑 後の 高 良 山に 引 籠る。 時に 將軍義 

滿 太宰府に 至る。 細 川. 六角. 山 名. 赤崧 等、 菊 池と 相戰 ふこと 三十 餘 度な， 9* 九州の 

戰 三日 三度 宛、 將 軍よ 丄 M 都へ 仰 上げら る。 上 杉 また 鎌 倉へ 注進す。 氏 滿大に 喜び 

袷 ひ、 鶴 岡 八 宮 にて 、毎日 千 座の 稅ぁ り。 同 九月 菊 池武政 難儀して 降參 す。 七 頭 

の 大名 評議して、 將軍 篛滿公 へ 訴 へ、 和平の 儀 相 調 へ て、 銜池武 政 肥後國 へ 歸り 入り 

ぬ。 于時將 軍、 日向 國を 伊東に 與へ、 筑 前を少 貳に與 ふ。 豐 後を大 友に 與へ、 長 門と 

璺前 を、 大內義 弘に與 へらる。 是は此 人々、 逆に 背きて 正に 歸 したる 賞と ぞ聞 えけ 

る。 十月. S. 旬に は 將軍歸 洛し給 ふ。 十一 月に は 今度 西 國軍忠 の 面々、^ 軍功に 從ひ 

恩賞 まちくな り。 上 杉 彈正忠 朝 房に、 韓 信が 功に 比せられて、 將^ 御 自筆の 感書 

を 下されて、 並 御 寶物數 多 給 はり、 十一月 下旬に 鎌 倉へ 下向す。 今度 西 31 御 退治の 

後 は、 愈御當 家の 繁昌 追 日 盛な り。 永 和 四 年 四月 十 U 、東國 の 執事 上 杉能憲 死去せ 

り、 管領 氏滿 悲歎 甚し。 能 憲舍弟 刑 部 大輔憲 春 を 以て 其 代と す。 京都に は 南方の 敵 

足 利 家 御 繁榮の 事  ,  一一 一一 
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度々 相戰 ふと 離、 將 軍の 武徳に 碎 かれす とい ふ 事な し • 愛に 康曆 元年の 冬より、 鎌 

倉氏滿 朝臣の 近臣の 惡士三 浦 左 京 亮滿忠 とい ふ もの、 管領 氏滿 へ、； g 々非理 を 以て 

逆心 を勸 む。 同 二 年 〔I〕 の 正月 中旬に は、 專 ら氏滿 朝臣 關 東の 軍兵 を 以て、 京都 を 

返 治す べきの 由、 早 御 口外の 事、 執事 上 杉憲春 度々 諫言す • 然 りと 雖氏滿 、今 s に 御 

承引な し， 武藏. 相模の 內密々 を 以て、 御 上洛 然るべき 由勸め 申す 族 も 多し。 此折 

節 京都に は、 南方の 敵 も 蜂起して、 細 川 以下の 面々 攻向 ふ。 或 W は將軍 自ら 進 殺す • 

和 州の 逆徒 を 治めん とて 、京都より 大名 多く 攻向 ふの 刻、 洛中 大に騷 立ちて、 南方の 

» 手 を 中途より 召 返す。 其內心 快から す、 吹 毛の 面々、 道より 落 行く も あ.^。 又 其 

頃美緵 31 主土岐 近江國 主： S 逆心の 聞 あるに 依って、 柳 營義滿 公， 御 敎書を 諸國へ 

遣し 給 ふ。 

眞賴 云、 六角、 龍壽 九に て義 信な り。 義 信の 父崇永 は、 去る 永 和 三年 六月 死去せ 

しこと、 三代 記に 記せる が 如し。 

系 圖纂に は 千壽九 i あ， oa 


終に 土 岐丄ハ 角 赦免に て、 介 上洛-なり • 同 三月 上旬、 鎌 倉 管領 左 馬頭 氏滿卿 f ひの 事、 

京都へ 具に 達しけ るに 依って、 將軍 家より 御 自筆の 御內意 を、 上杉憲 春に 下さる。 

御內 書の やう は、 左 馬頭 逆心の 聞、 都^の 沙汰に あ，^ 塞に 樹 鳥の 枝 を 枯らす の 謂 

なり。 邪 を飜し 正に 歸 して • 京鎌倉 、水 魚の 思 をな すべし となり。 依って 執事 憲春 

毎日 出仕して、 -a 言 度々 に 及ぶ。 終に 御 承引な ぐ、 却て 上 杉 逆心の やうに 御下^ こ， 

依り、 執事 は 出仕 を 止めて 籠居して、 其の後 自害し ける。 管領 左 馬頭 殿大に 鼈き 侮 

みて、 逆心の 御 企 を 解き 捨てら る • 憲春は 誠に 忠臣な りと、 京 鎌 倉に 誦しけ り。 將 

軍 御 感の御 歌 あり • 依って 憲 春の 舍弟 安房 守 憲方を 立て、、 鎌 倉の 執事 i す。 憲方 

始 のて 鎌 倉の 山內に 居住して、 政事 を 明かに しける に 依って、 貴賤 大こ 兌べ 忆 司 

二 年 庚， 二月 十 一 曰 京都の 御 執奏に K りて、 鎌 倉の 管 頜氏滿 朝臣、 左 兵 衞督に K せ 

ら る 

眞賴 云、 康曆ニ 年 は 庚申 なれ ど、 これ は 誤に て 永 德歟。 

關 東の 諸 大名 皆 在 鎌 倉して、 每 31 萬 歲の聲 のみ 絕 えず。 同 五月 四日より 事 6. りて、 

足 利 家 御 繁榮の 事  一一… 
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小山 下野 守 義昌と 宇都 宮 下野 前^ 墓 綱と、 不和 の 儀に 依って 相戰 ひ、 宇都 宮打负 く * 

縑 倉の 氏滿 聞き 給 ひ、 小山 追討の 爲に、 執事 上 杉の 憲 方に、 四千 餘騎を 相 添へ て 造す， 

小山 防戰 して、 雙方 討た る、 もの 多し。 終に 九月 九； II 小山 義昌、 血書 を 捧げて 降參 

す。 依って 氏滿卿 赦免せられ て、 小山 縑 倉に 來 りて、 禮 仗す るに 依って、 閼東靜 まり 

ぬ。 同 三年 正月に は、 京都の 將 軍義滿 公、 淳和. 弈學 雨院の 別當を 兼ね 給 ひ、 源氏の 長 

者に な 6 給 ふ。 源氏の 長者 は、 代.々 久 我の 家に 補任 せられし を、 御當家 繁昌の 故に 

斯の如 /、なり。 是ょり 永く 武將の 家に 褂 けらる、 事 は、 義滿公 を 以て 始 とす。 鎌 倉 

の 管頜も 上洛し 給 ひ、 又 同 六月に は、 將軍家 准 三 后の 宣旨を 蒙.^ 給 ふ。 誠に 當 家の 

面目なり。 同 十月 二 n! は、 將軍家 行幸 をな し 奉らる。 縑 倉の 管領 も、 玉顔 を 拜し給 ふ • 

廿 入日に 氏滿 朝臣、 關 東に 下らる。 嘉慶ニ 年 夏 六月、 京都の 將軍駿 河の 國に御 下向 

な， り。 富士山 御 見物と ぞ聞 ゆ。 上使 縑倉に 下る。 卽ち 御內書 あり。 管領 氏滿も 

河 へ 出向 ひ 給 ふ べき 由な， o。 說に 曰く、 將軍 家富士 一  見に 事寄せて、 縑倉返 治な b 

とい ふ • 依， 之 上 杉、 鎌 倉 殿に 諫言して、 病と 號 して 鎌 倉 を 出 でられす。 將軍家 は， 


何の 御 心 もな く 上洛な り。 此時 伊豆. 相 模大に 騒ぐ 事 ありぬ。 執事 上 杉 堅く 制して 

靜 なり。 京都に は逆士 多くして、 兵亂 止む 時な し。 關東 は、 氏滿 朝臣の 武徳に 歸し 

て、 上下 靜な り。 日本 國中皆 以て 京都. 鎌 倉の 武威に 伏して、 末永く： un ひ 給 ひける 

なり、 

山 名 陸 奧守氏 淸. 同 滿幸御 退治の 事 

明德 元年 十. 月 上句、 山 名 伊豆守 時 ii. 同 隱岐守 氏 幸、 將軍 家の 鉤命を 背く  * め. りしに、 

時熙が 叔父 山 名 陸奧守 氏淸. 同氏 幸. 時 照が 舍^ 掭 磨守滿 幸に、 討 手 を 仰 付けら る。 

時に 氏淸、 將軍 家に 申して 曰く、 彼 者 共、 一 家の 內 なれば、 5 來御 赦免 あるべ ぐば、 他 

人に 仰 付けら るべ し。 隨分行 向 ひて、 敎訓を 加へ て 見 * すべし。 若し 誰 人 御訖言 争 

すと も 其 罪 を 御免 ある まじき ならば、 誅伐す べしと 申す- 將軍 家の 仰に 、、堅，、 

其 罪 免す ベから す。 急いで 返 治すべし となり。 依って 氏淸. 滿幸兵 を 率 ゐて發 向し 

相戰 ふ。 時熙. 氏 幸 防戦に 利 を 失 ひ、 歿 落せり。 是ょ， C 氏淸. 滿幸、 武に^ りけ るが、 

足利^^ 繁栄り 事 山 名 降奧 守^ 浩. 同一 御 退治の 事  0 
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くる 一 一年の 十月 上旬 • 山 名 氏淸、 宇治の 紅葉 を、 將軍 家の 御 覽に備 ふ ベ きとて、 品々 

の 道の 上手 を 召集め、 御成 を 申しけ るに、 義滿公 御成 斜 なら やして、 御成 は 同月 十 一 

日な り。 山 名善盡 し美盡 せる 最中に、 先年 御 返 治 ありし 山 名 時熙. 同氏 幸 潜に 上洛 

して、 細 川 を 以て 御 赦免 を 蒙らん とい ひし かば、 將軍は 御免の 御 事 はな かりけ るが、 

然 りと 雖、 近 U 宇治へ 御成の 事 なれば、 氏淸に 直談 ある べしと て、 旣に 宇治へ 御成な 

ト人 山名播 磨守滿 幸、 此事を 悉く 傅へ 聞きて、 急ぎ 氏淸 に吿げ 知らし ければ、 氏淸大 

に 腹 立して、 旣に泉 州よ b 淀まで 來 りけ るが、 其 日に 及びて、 俄に 病と 稱 して 宇治 へ 

赴かす、 使者 を 以て、 將 軍へ 途中に て 申 上ぐ る。 義滿公 甚だ 不快に て、 空しく 歸洛し 

給 ふ。 同 十一月 上旬に、 山名滿 幸が 家人、 仙 洞の 御領 を妨 ぐる 事 あり。 將軍家 之 を 

間き て、 出 雲の 守護 職 を 取上げられ、 滿幸を 召して、 洛中に 置かれけ るが、 將 軍家猶 

も 不快に 思 召して、 滿幸を 丹 波へ 追 下さる。 滿幸大 に 怒りて、 斯程 迄の 儀に 及ぶ ベ 

きに あらす とて、 甚だ 怒 を 合んで 泉 州へ 行きて、 叔父の 氏淸に 謀叛 を勸め ける。 氏 

淸 元よ. o 逆心の 上、 殊に 勸むる は 甥ながら 壻 なれば、 早速 志 を 合せけ る • 此頃山 名 


時熙. 同氏 幸 は將軍 家より 御 赦免に て、 殊に 本 頷 も 殘らす 下されければ、 彌氏淸 安 か 

らす思 ひて、 謀叛 を發 すと なり • 同 十一 一月 廿 九日、 洛中の 兵 を 途に迷 はせんが^- r 

月 迫 を 待ら て、 氏淸. 滿幸、 和 泉. 丹 波よ. o 相 分れて、 洛中へ 攻 入るな り。 將軍 義滿公 

は、 細 川 常 久丄ハ 角 滿高其 外の 諸 大名 をして、 山 名が 兵 を 防がし む • 

眞賴 云、 六角 滿高、 此に 始めて 見 ゆ。 義滿の 異母 兄弟なる か。 應仁 記に、 大名の 

家作，^、 吉良. 石橋. 澀川等 をば 先お きて、 武衞. 細 川. 山 名. 一 色. 六角 は、 上 土 門 

を 立てに ける と あり。 是 より 先、 六角 義信 卒去せ しと 見えた. o。 其 跡 を滿高 

故 ありて 繼 ぎしなる べし。 系圖纂 に、 義 信は貞 治 四 年 十 一 月 八日 卒十 七歲と 

あれ ど 信じ 難し。 龍 壽九を 以て 義信 とする 時 は、 三代 記 永 和 三年の 條に龜 壽 

丸めり て 、龜壽 丸 は 卽ち 龍壽丸 なれば 、貞治 四 年より 十二 年後まで 存生な り。 

貞和 四年卒 十七 歳と-のる は 誤なる べし。 滿 高が 六角 家を繼 ぎし は、 永 和 三年 

より 後、 康應. 明德の * 年頃なる ベ し. 龜壽丸 元服して 義 信と 稱 して、 程なく 

死去せ しならん。 

山 名 陸 奥 守^^ • 同 滿幸御 退治の 事  ♦  HI 七 


山 名氏淸 

戦死 
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晦！ 《 に は、 大合戰 洛中に 始めて 、敵 味方 多く^た る、 もの 其 数 を 知 ら や。 ^4 に氏淸 

が 弟上總 介義數 並に 家臣 小 林 修理 亮など は、 大內義 弘と戰 ひける が、 終に 討死す。 ■ 

滿幸 は、 細 川 常 久丄ハ 角 滿高ふ 戰 つて 敗： 束す。 氏淸は 洛中へ 亂 入りて 、^山 墓國. 赤松 

義则. 山 名^ 熙ふ戰 つて、 氏淸 勝に 乘り しかば、 將軍 義滿公 は、 朝敵に あら ざれば、 御 

小 釉の鏜 をば 若 給 はす、 御 鎧 は 常 式の 御 事な り。 1 色 詮範. 斯波義 戴 先陣たり。 敵. 

* 方 大に戰 ひ て 氏淸 敗軍す。 一色 詮範が 子 息 滿範、 最前 に 戰 つ て、 氏淸 ゲ」 討 取り け 

b。 于 時氏淸 四十 八歲 なり。 滿幸 は戰場 を馭拔 けて、 行方 を 知らす。 將軍家 勝利 を 

得られ、 今度 軍功 ありし 諸大將 に、 g 國を給 は る。 . 丹 波國を 細川賴 元、. 丹 後 を 六角 

滿^ に、 山城 を 畠 山墓國 に、： 美 作 を 赤极義 則に、 和 泉. 紀 伊を大 內義弘 に、 但ぉを 山 名 

00 に、 伯 耆を山 名 氏 之に、 隱岐 * 出 雲. ga を 佐々 木 高 明に、 河 內の內 今 川泰範 に、 若 

狹國今 富の 庄を ： 色詮範 に 給 はる。  _ 

眞賴 云、 丹 後 を 六角 滿 高に 與 ふること 考ふ ベ し • 丹 後 は 山 名の 領地 ある 所 をい 

ふなるべし。 一 國 に は 非 や。 


又 山 名義 现は紀 伊の 國キ： たりし が、 大內 義弘發 向して 攻めければ 、防戦す るに 及ば 

す。 義理、 家臣 を 集の てい ひける に、 公方に 對し、 恨むべき 仔細な し。 偏 に 氏 淸が惡 

逆 故 なれば、 弓 を ひき 奉る ベ きに あらす とて、 城 を 開き、 主從 十三 人に て、 紀伊國 を 

出で、 其よ. C- 勢 州 山 田へ 行き、 心なら す參宮 しける が、 日頃 は 末席に も あらざる 御師 

の、 神主と も 同 じさ ま な る體、 中々 いふべき 方な し。 只 人 は 落 目の 時に、 此心は 見る 

もの なれば、 人間た らん 者、 能く 嗜 むべき 第 一 なり。 今 世の 人 多く は 勢に 付く、 却て 

世に なき 人 は 善人 多く、 道 を 好む の 族 は、 道 知らぬ 輩 多し と、 後 宇多院の 仰せられし 

は是 なり。 さぞ 此 人の 重恩の 侍 共 多 からん に 、節義 を 守る 人な し。 愛に： n 頃の 好 は 

なけれ ども、 六角. め 京大 夫滿高 朝臣、 若き 大將 なれ ども、 仁徳 深き 人に て、 家赙： の士 

に 申 合 めて、 度々 勢 州へ 申 送りて、 細事に 至る 迄 心 を 寄せられ ける <  藜 If 餘 りの 嬉 

しさに、 石 佛を作 h 二し、 滿 高の 重恩 を 報 せん にて、 每 H 般若 心經 一 千 卷づっ 讀！！ して、 

六角 家の 智徳、 世々 繁昌、 來世は 生 極樂と 書きて、 三百 日 、ハ問 祈りけ ると な， o。 今に 

勢 州に ありて、 見る 人 善心 を す。 人 は 善 を 行 ふべき 事に こそ。 彼 代々 繁榮 にして 

山 名 陸 奥 守 氏 淸. 同滿幸 御 退 殆の事  .ニ！ 九 
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良將 多し となり • 
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南 帝 御 入洛の 事 

明德 三年 閏 十月 二日、 南 帝 熙成王 御 入洛 ありて、 先 づ嵯峨 の大覺 寺に ぞ 御着 ある • 

內々 御 和睦の 事 は、 大內 義弘. 六角 滿 高に 申 談じ、 將軍 家に、 吉野殿 を も 能くつ くろ ひ 

ける 故な り。 

眞賴 云、 六角 滿高、 野史に、 1 一 條殿家 記. 國史 實錄を 引きたり。 

南 帝 御 入洛の 有樣、 其粧 行幸に 違 はす、 今 此の 如きの 體 然る ベから すと、 京都より、 

敕使を 嵯峨へ 遣 さる。 南 帝、 敕 使に 御對面 ありて 仰せられ ける は、 三種の神器、 旣に 

是 にあれば， 此方 こそ 十 善の 位なる べきに、 今度 此處に 行幸 ありし は、 偏に 京都の 帝 

を 御 養 君に して、 三種の 神 物 を も 相 渡すべき に 定めて こそ、 是ま では 行幸な りしに、 

南 帝 御 入洛の 事  一 1111 


細 

赌北 
成 朝 
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令 此の 如きの 仕 合、 是れ 何事 ぞ との 敕 詔な， りければ、 旣に 違背の 事に なりて、 嵯贼 • 

京都の 間 急 を 告げて、 人馬の 行 違 ふこと、 櫛の 齒を 引く が 如し。 六角の 滿高 • 將軍義 

滿へ 諫言して 曰く、 今 南 帝の 敕靛 至極せ り。 三種の 御 渡な き 以前 は、 南帝當 今なる 

べし。 急ぎて 和 を 入れら る べしと ありし かば、 將軍 卽ち滿 高を嵯 蛾に 往 かしめ、 和 

事 を 調 ふる。 南 帝歙感 ましくて、 同 五 U に、 三種の神器 を 禁中へ 渡さる。 南 帝の 

公 S 六に、 # 器の 前後に 供奉す。 京都より 御迎の 公卿 二十 一 人、 守護の 武士に は 

^々木 右 京大 夫源滿 高、 時に^, 四 位の 上に 任せられて、 數兵を 引率、 諸 卿の 後に 供舉 

眞賴 云、 右 京大 夫、 三十 卷系圖 に は、 從 五位 上 左 京大 夫と あり。 之と 違 へ り。 

此滿高 朝臣 は、 將軍 義滿公 同腹の 舍弟 なり。 然るに 神 * の 事に 依りて、 他家に 移り 

ておの 如し。 此人 天下 無雙の 美男に て、 華 車 を 好む が 故、 今度の 供奉 善盡」 美を盡 

す。 之： £ つて 京 中の 貴賤、 群 をな して 見物す。 今年より、 南 帝 北 帝と いひし も 打 

M; けて、 天下 一 銃す。 是 より 南 帝 は、 太 上 天皇の 尊號を 蒙らせ 給 ひて、 後 村：^ 院とぞ 
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申し 奉る。 

眞賴 云、 後村上 天皇 は、 後龜山 天皇の 誤な， 5。 しどけ なき 事 此の 如し。 

延元ニ 年後 醍醐 天皇 吉 野に 入， り 給 ひしょり、 今年に 至りて 五十六 年な り。 案-去 暑來 

人間の 有樣 不定なる かな。 斯くは あれ ども 南方に は、 惡士 共少々 吉 野の 奥に 殘り て、 

所々 を攻 伏せ、 先帝の 御 跡 を 再興す とい ひて、 極々 の 邪 計 を^ T なり。 十一月 四 = 

に は 先帝 後村上 〔"lf〕 禁中へ 行幸、 十 餘日御 止宿 あり、 又 種々 の 御遊 興 限りなし。 

將軍 家より 御領 を參ら せられければ、 南帝祗 候の 面々 も、 喜悅の 眉をぞ 開きけ る。 

公家 武家 諸事 至誠なる 沙汰の みに て、 萬 人の 喜び 限りなし。 禁中 御造替 ありて、 諸 

卿の 所 頜も先 親 を 勘 へ、 今度 加頜 をな し 給へば、 貴き も賤 きも 時 を 得て、 將軍 家の 繁 

榮、 今義滿 公の 御代 を 以て 最中と すと、 國民 誦しけ るな り。 

將軍 義滿、 伊勢 御 參宮の 事 

明徳 四 年 « 滿公 は、 左大臣 を 御辭返 まし ）（. ュし、 九月 朔 s に 御 動 座め 上し、 伊勢 大神 

南 帝 御 入：， のみ ^軍 義滿 伊勢 御考 K の 事  ニニ ：1ー 
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宮へ 御參宮 なり。 二日に は 江 州の 石 部 を 御 立なら。 今日 祌傳の 事 あり。 源 滿高朝 

臣之を 執行す。 吾國 神道の 一 なり。 

眞賴 云、 祌 傅と は 何事なる にや 詳 ならす。 按す るに 神事 を 行 ふ 事に や。 之 を 執 

行す とい ひ、 吾國の 神道の 一 なりと ある を 見る べし。 此頃 私に 神 を 祭る を 神 

傳と いふ にゃあらん。 

細 川 御 留守と して 京都に 居す。 佐々 木 • 畠 山 • 山 名. 赤松の 人々 供奉たり。 六日に は 

將 軍義滿 公、 山 田の 御館に 御着。 七日 卯の 下 刻 御 叁宮、 御 神拜の 次第 嚴 重なり。 滿 

高 朝臣 神拜 の御師 なり。 斯波 義將、 當管頜 にて 諸事 を 沙汰す。 八日に は 外^ 內宮の 

神人 等に 祿を給 はる。 十禰宜 等、 御 紋の小 釉を給 はる。 祭主 長官 白銀 一 千 兩を給 は 

るな り。 夜に 入りて 上 三 郡の 奉行 等 を 召して、 内外の 御 神頜、 同國 にて 七 千 貫 、奉幣 

使 料と して 御 寄附な り。 萬 民 奉祝の 聲ゃ うくたり。 

眞賴 云、 臣下と して 太 神宮 へ 奉幣す る ， 」 と、 常の 事な る を 見る ベ し。 俗 神道の 

起れ る も 亦昆る べし。 


九 ほに は 朝 熊へ 御參 にて、 此所 大破に 及びて ありし， V 御覽 ありて、 造替仰 付けら る • 

其より 一 一見 浦 へ 御 下 御 拔等又 御 歌 あり。 

諸人の こゝ ろの あか をす、 ぐ やと 淸きー 一見の なみの まに/^ 

今度 將軍義 滿公御 參宫に 付、 公卿の 中庭 田. 飛鳥 井兩人 を、 召 具し 給 ふ べきと ありし 

に、 禁中 御 神事の 後に 依り て、 なら ざり し 事 を 思 召 出で、 

花なら ば 手 折りても かな 見ぬ 人の 家づと にせん 伊勢の 海づら 

夜に 入りて 將軍 は、 山 田の 御館に 歸り 入らせ 給 ふ。 翌日に は 伊勢 • 伊賀. 志 摩の 御 家 

人 等、 御 目 見の 事 あり。 伊勢 守 執行せ り。 愛に 美 濃 國主土 岐彈正 忠頻に 言上して、 

養老の 瀧 御 見物の こと を勸め 申す に 依って、 十二 日に 山 田 を 御 立め， o て、 美 濃へ 御 

移り、 養老 其 他 御 見物 ある。 十六 日に は 江 州 多 直の 社へ 御社 參 ありて、 愛に て當國 

の 守護 六角 滿高頻 に 御成 を 申されて、 觀音 城に 御 移り、 色々 の 御遊 奥 ありて、 十九 日 

御 入洛な り。 江 州草津 まで、 京 中の 町 頭 其 外 諸道の 輩、 出向 ひ 奉りて 祝し 苯る。 瀨 

多に 至り て、 諸 公家 幷 門跡の 祝 事 を 奉る • 敕使は 大津に 至りて 御 下向な り。 御當家 

將 軍義滿 伊勢 御 参宮の 事  Ills 
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の 繁昌、 此時 にあら やば 又 何の 時に か あらんと い へり。 廿 三日 將軍 家參內 ましく 

ける。 諸 國の視 使 京 中に 滿 てり。 廿 八日に は、 京 中には 米 一 萬 石 を 給 はる。 廿九 H 

に 諸 山の 祝 事 あり。 日々 の萬聲 耳に 滿 てり • 

. 將 軍 家日吉 參 詣 の 事 

應永 元年 正月 二 曰、 將 軍義滿 公の 御 夢に、 白 猿 多く 殿中に 集り、 將軍を 輿に 乘 せて、 □ 

吉の 社に 誘 ふとい ふ。 將軍夢 心に、 是は 偏に 神明の 吿 なる べしと 思 召す 所に、 淨衣 

に 立 烏帽子 着た る 男 一 人出で 來 りて 曰、 我 は H 吉の 神人なら。 近日 將軍家 御社 * な 

るに 依って、 末社の 神 殘らす 集めさせ 申せと て、 祌敕な b とい ひて、 走， C 廻る と御覽 

じけ る 由 を、 近臣に 語り 給 ひける が、 いつ 日吉の 御社參 ある ベ きと も 仰 出され ざり 

しに、 八月 朔曰 管領の 夢に、 柳營日 吉社參 の 事 延引 は 、偏に 汝が 罪な りと、 尊 氏 公宣 

ふと 覺 えて 夢 さめぬ。 管領 怪しき 事 なれば、 言上す る 事な し • 重ねて 又 W 前の 如く 

夢見る。 依って 言上す。 將軍聞 召して、 思 召 合する 事 ありと て、 九月 十  一 U に、 日 f!  口へ 


御社 參 なり、 近國の 大名に は、^ 州國主 六角 滿高靱 臣計將 軍に 先立って 供舉、 其 外の 

面々 は 停止 せらる。 其 外 S3I 院御 門丰靑 速院 御門 丰梶 井の 宮. 飛鳥 井. 庭 岩 倉 • 

勸修 寺. 五辻. 綾小路. 裏 寺 御供な り。 道の 程 御 歌 あり • 日吉 社に て 極々 御 祈 あ，^。 

滿高 朝臣 先 發の法 あり。 

眞賴 云、 先發は 上文に 合せ 考 ふるに、 先 祭に や。 又は 先 祭 は 非に して 先發 なる 

にや。 下 文を按 する に 先 祭な り。 

山門の 大衆 等 殘らす 下山して 八講 あり。 日吉の 社司樹 下に 御衣 を 給 はる。 十三 H 

に 日 吉の社 頜を加 へらる。 十四日 戶津 川尻より 御舟に 召されて、 堅 田の 浦に て 網 を 

曳 手の 御遊 興に て、 浦々 い 御詠 數々 な り 。 志賀 の 浦 W ひ、 月 を 御 詠 め あ トノ て、 大 律 よ 

b 御 入洛な されて ける が、 關の明 神. 四の 宮 川原の 觀音 などに も、 御領 少々 附 けられ 

ける。 京 中の 町 頭 等 御迎に 出で ける を御覽 めり て、 子の 親 を 待つ 心なり とて、 殊の 

外の 御 滿悅斜 ならざる なり。 國々 の K 使 又 京都に 滿て 

將軍家 B 吉參詣 の 事  一； 一^ 
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• 義持 朝臣 敍爵の 事  へ，. 

附將軍 義滿公 過言 奢の 事 

同 〔、f- 元年 十二月 十七 日、 最上の 吉日た る 由、 土 御門より 勘へ 申 上ぐ るに 依って、 將 

軍の 御 嫡^ 義持、 今年 九歲 にて 敍爵し 給 ひける が、 敕使將 軍の 御所に 行 向 ひ、 從 五位 

下 左 馬頭の 補任 を 參らせ 渡す。 義滿公 御 ー覽め 6 て、 大に御 立腹め りて 仰 出されけ 

る は、 我れ 旣に 天下の 武將 たる 事 三代、 依って 三 公の 位に 居る 事 三 K なり。 何ぞ今 

度の 補任の 樣、 淸花 以下に 等しく あらん 事 や。 

眞賴 云、 三 公の 位に 居る 事 三世、 義詮は 三 公に 非す。 尊 氏 も亦然 り。 しどけ な 

き 事 此の 如し。 愛に いふ 三 公 は、 高官と いはんが 如き 意な り。 澤田 氏の 著述 

ならざる こと 炳 焉。 

又 云、 贈官 をい へる なるべし • 

夫れ 當家は 皇子と して、 天子のう てな を 出で し 事 遠から す。 都て 人臣の 中、 先祖 天 


子の 王子より 出で たる を 以て、 公家に は 之 を 親王 家と いひ、 武家に は 之 を 高 家と い 

ふ。 たと へば 子孫 民間に 下る と雖、 當 家の 大名と 同位に 禮儀を 行 ふ。 

眞賴 云、 此文 よぐ 解く 難し。 天皇の 子孫の、 若し 民間に 下る が ありと も、 大名と 

同じく 禮儀を 行 はんとい ふに や。 

叉 云、 民間 云々 は 下 文の 照應な り。 

又 云、 足 利 氏 を 高 家と い へる やうな 

當家 人臣に 下る と雖 皇孫な り。 攝家淸 花の 輩、 たと へば 當時 高官たり と雖、 先祖よ 

ち 臣下の 家な り。 故に 公家 其 家，々 の 吉例に 依って、 昇進 極 あり。 武家の 高 家 は、 皇 

孫た るに 依って， 太 政 大臣 正 一 位に 昇る とても 仔細な し。 是れ 吾が 神國 の、 天竺 震 

旦に 勝れた る 一 の 奇妙な り。 故に 天 照 太 神より、 旣に 神武に 至，^、 其より 代々 今に 至 

b  、逆臣 世を亂 し、 或は 凡人に、 權 化の 達人 世に出で、 或は 臣下の 中に 仁德 深き 人出 

で、 世人 之を崇 ひと 雖、 何の 世に か 人臣 を 以て 、君主と 崇めた る や。 代々 天子の 中惡 

主 ありて、 御 位 を 退け 奉る と雖、 終に 他姓の 人 を 以て、 君主と せざる なり • 事 あたら 

義特 朝臣 敘爵の 事 附將軍 義滿公 過言 奢の 事  n 云 
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しき 申 事 なれ ども、 人 王 十四 代仲哀 天皇 崩御の 時、 應神 天皇 未だ 誕生し 給 はす • 依 

つて 御 母 神 功皇. P 口、 應神を 孕み 乍ら 攝 政し 給 ひて、 應神御 降誕の 後に、 神 功 を 以て 

人 王 十五 代の 帝ん 崇め 奉る も、 此神功 他 女たら ば、 何 ぞ之を 用 ふ べき や。 忝くも 神 

功 は、 開 t 天皇 五世の 孫 息 長 宿禰の 女な り。 是れ 皇孫た るに 依って、 太 上 天皇の 尊 

號を 奉る。 何ぞ 凡人の 女た らんに 於て、 如何 か 一 世の 君主に 用 ひん や。 是れ只 先祖 

皇子の 故に あらす や。 其 後 廿六代 武烈 天皇 崩御の 後、 皇子な きに 依^て、 應神 天皇 

五代の 孫彥 主人 王の 子 を 立て 、君主と す。 是 れ繼體 天皇の 御 事な り。 又 其 後人 主 

度々 皇嗣 斷絕の 事 多し と雖、 二世 三世の 皇孫 を 尋ねて、 每事 君主と せり。 何の 世に 

か、 誰 人が 位高し とて、 人臣の 家より 君 を 立てた る 例な し。 是れ 永く 吾國は 天照皇 

の 御子 孫の み、 君た る べき 神 誓な り。 之に 依って 日本の 俗、 皆 氏 姓 を 用 ひて 之を崇 

む。 武家 代々、 主君 を 討ち 朋友 を誅 する 事 多し と雖、 筋な き 凡人 を 用 ひて 大將 とし 

たる 例な し。 平 相 國淸盛 逆 意 を 振 ふ も、 是れ 皇孫な りし 故な り。 平家の 世 盛に 源の 

賴朝 流人の 身と して 闊 東に 居す。 平氏の 盛と いひ、 賴朝 無力の 事と いひ、 一 として 


用 所な しと 雖、 元年 皇孫た， 9 しに 依って、 關 東の 諸 士之を 用 ふ * 其 弟 九 郞義經 奥州 

に往 き、 微妙 〔$〕 の 若者 なれ ども、 大國の 主たる 秀衡、 之 を 崇めて 大將 とせ り。 其 外 

世々 史官の 書载 する 所、 皆 以て 氏鮏を 以て 種子と せり。 殊に 當 家の 中興 尊 氏 公、 皇 

孫と して 新田と 權を爭 ふに 、雨 家 同じく 源氏たり と雖、 新田 は 庶流、 當家は 嫡流た 

るに 依って、 我 神明の 誓の 如く、 嫡 をば 嫡 とし、 庶 をば 庶 とし、 元 をば 元にして 元に 

もとづけ、 末 をば 末と して 末に もとづ けんと ある は、 異國は 知らす、 吾 神國に 於て は、 

時に 當 つて 尊し とい へど も、 凡人 を 以て 君主と せす。 

眞賴 云、 新田 は 庶流 當家は 嫡流、 三十 卷系圖 を 書かん 程の 者、 かくは. いふべ か 

らす 

ョ 月 未だ 地に 落ちす、 六畜 天に 登らす。 故に 武家 天下の 權を 執って、 威勢 を 四海に 

振 ふと 雖、 終に 天子 を 退け 奉らす。 公武 爭ふ事 ありと 雖、 嫡を 立て 庶を失 ふ。 或は 

君 を 失 ひ 父兄 を. U して 國家を 持ち、 或は 凡人の 家業 を爭 うて、 嫡を C し庶を 立つ る 

に、 終に 子孫 を 保た す。 是れ吾 神明の 御 誓、 今に 至って 違 はざる 所な り。 諸 卿 賢 顔に 

義 持 朝臣 敘爵 の 事 附將軍 義滿公 過言 奢の 事  さー 一 
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して、 吾 神國の 大事 を 知ら やして、 異國の 法に なづ み、 佛 道に 歸し 儒道に より、 己が 

國法を 失 ふ。 吁 悲しい かな。 今より 末の世に は、 君主 をな みし、 臣下 貴き に 居し、 高 

家の 輩は卑 きに 歿せられ、 貴と なり 賤とな り、 富貴 を 以て 君と し、 貧乏 を 以て 奴と せ 

ん。 時に 末の世の 惡僧 等、 種々 の祕 法を說 き、 衆 を 惑 はさん。 時に 老佛 の敎、 土 壇に 

落ちん。 僧 は 俗よりも 戒 行なく 亂る べし。 此時 儒を學 ぶの 徒、 心 を攝し ロ說を 正し、 

仁義の 道 を 話し、 人道の 専用と せん。 貴賤 之に 迷 ひて 佛說 を輕ん じ、 吾祌國 の锭を 

破り、 公武 家 を 失 はん 事必 せり。 是れ 神明の 誓 を 背く に 依って、 火 馬 風 炎、 水 炎、 人 病 

替々 に 起り、 諸人 神 心身 信の 四 徳を失 は ん* 此 時に， 」 そ 吾神國 は、 異國の 奴と な る 

べし。 其 時に こそ、 神明の 誓 を 守る 人世に 立ちて、 必す 皇孫の 人 四海 を 治めん • 當家 

の 氏族 等 之 を 能々 守 むて、 一 家の 中 盲將 あらば、 其 器に 當る もの を 立て、 大將 とせ 

よ。 必す 他姓 を 用 ふべ からす a 是れ吾 神明の 拔な. り • た i へば 凡人の 中より 出で 

て、 或は 國主 となり、 或は 時の 勢に 乘り て武將 となると も、 吾 神明の 锭 なれば、 一 世に 

して 必す c ぶ べし a 是れ異 國に替 つて、 神國 の神國 たる 故な り とて、 永々 と宣 へば、 


敕使も 伺候の 大名 も、 至極の 上意な うとて 感じけ， 9， 

眞賴 云、 此の 一章 前後 整 はす。 敕答 にあら す。 諸人に 誡 示の さまな リ。 

又 云、 此の 條 凡て 未來記 めきた リ。 未 來記は 足 利氏季 世の 人よ くこれ を稱へ 

た-り。 

又 云、 文 正騷勸 記、 1 未來 記の 事 を 記せに 

敕使 急ぎて 歸り、 時の 關白 一 條經嗣 公. 前關白 二 條師嗣 •» 奏辨官 其 外 源平. 大江 .橘. 

菅家淸 中の 面々、 堂上 地下 一 人 も殘ら す、 一 大事 出來 て、 禁中 此時滅 C なりと て、 皆 殿 

下に 集會 して、 評定 まち， （-. なり • 愛に 庭 田 中 納言重 賢 卿 進み出で て 申されけ る 

は、 武將の 申す 所 一 理 なきに あらす。 攝 家の外 敍爵 は、 皆 以て 從五 位下た る 事 分明 

た り。 然る を今權 門に 恐れて、 例な き 補任 を 出さる ベから や。 武將神 國の拔 を 守る 

と雖、 一 應 格式 の 載す る 所、 委細に 書記 し、 武家へ 訴へ られ、 其 上 許可な く ば、 是れ 天 

命なる べし。 仔細 を 述べす 權勢を 恐る、 は、 後世の 嘲り 今時の 恥辱、 何事 か 如かん 

や と 宣 へ ば、 諸 卿尤と 同 する 所に、 前關白 師嗣公 曰く、 重 賢 卿 の申狀 至極せ り と雖、 

義持 朝臣 敘爵の 事跗將 軍義滿  <ム 過言 奢の 事  一一 g 
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道理の 前に 無理な く、 無 狸の 前に 道な しと、 先賢の 敎戒 なれ は、 狸 非の 及ぶ 所に あら 

す。 只 補任 を書替 へ よと て * 正 五位 下 左 中 將に書 直して、 前の 稀 任 は、 辨官の 誤りて 

書きた る 由 をい ひて、 翌日 敕使將 軍の 御前に 參 りて、 件の 旨述， ベら る。 將軍 仰せら 

る、 は、 辨官 誤り 書く ベ からす。 其 誤る 所 を 聞かん と宣 へば、 敕使對 ひて 曰く、 凡そ 

敍爵 は、 攝家は 正 五位 下、 其 外は淸 花た ，9 と雖、 皆 以て 從五 位下な り。 此 故に 御當家 

は、 攝家， の 外た る に 依つ て、 以前 從五 位下に 書き たるに てぞ あるらん と 申され けれ 

ば、 將軍又 仰せけ る は、 强 ひて 攝 家の 外、 皆 從 五位 下にて あるべ からす。 承久 年中 佐 

^木の ！y 綱 大功 を 動ます^ 時、 後^^院よ b  、^位 上の 永 補任 を 給 は.^、 彼 家 代々 

嫡領 元服の 時、 奏聞 を餒 す、 直ちに 從 五位 上に 任 やるな り。 

眞賴 云、 後鳥羽院 は 後堀河 院を 誤る か、 いかにも 杜撰な り。 從， 五位 上の 永 補任 

と ある もい か  > なり 

卽ち 元服して， 此 官位に 任す る 事、 公家 武家 眼前 知る 所な-。 永德 f ；、 | 和〕 元年の 春、 

行幸 を 申請 ぐ る 時、 左 衞門督 ，0^ 大〕 滿高十 一ー 一歳に て 釵覽に 入る。 時に 先帝， i» が 


家の 永 補 を 聞 召し、 攝 家の 下淸 家の 上た る べしと 敕靛 な.^。 

眞賴 云、 此說甚 しどけ なし。 按ずる に斯 る愚說 をな す は、 佐々 木 六角 家 を最廣 

せる 野 僧な どの 作なる べし。 

三十 卷系圖 に は、 左 衞門督 に 任す る ことなし。 

又 云、. 先帝 は卽ち 後圓融 天皇な り。 

又 云、 永德 元年 滿高 十三 歳と あるに よるに、 滿 高は應 安二 年に 生る。 義 詮は貞 

治 六 年に 薨じ たたれば、 これ は 前 二 年な り。 滿高を 生むべき 狸な し。 因って 

按す るに 義滿、 滿高を 以て 舍弟 とする か 不審な り。 若しくは 永 和 元年の 誤な 

る ベ し。 

是れ彼 家 武家たり と 雖斯の 如し。 是れ諸 卿の 能く 知る 所な，^ • 依って 之 を 思 ふに、 

あながちに 攝 家の外、 なべ て從 五位 下と 覺 ゆる も、 辟 事な りと 仰せければ、 敕使 赤面 

して 退去せ り。 今將軍 家の 若君 を、 正 五位 下 左 中將に 任せられ、 IMS を聽 され 

ければ、 攝 家に 同じ 將 軍の 台 命の 如くな りと て、 彌 武家 繁昌な、 に 

義持 朝臣 教爵の 事跗將 軍義滿  <ム 過言 奢の 事  ニ爱 
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眞賴 云、 五位に て 禁色 昇殿 いかた 

是れ 皇孫の 故な りと て、 大小 名 之 を 祝し 奉る。 諸 公家 幷 門跡 方、 唯 日本の 皇統 は武 

將 なりと て、 每日 出仕の 有樣、 見苦し かりし 事共な り。 餘 りに 今度の 御 事 影と て、 京 

童の 諺に、 公方 樣の 王な りの 御 就 とぞ 申しけ り。 

眞賴 云、 公方 樣と いふに 付きて、 斯る說 を 添へ て 尊げ に はした るか。 又は 斯の 

如ぐ 思 へる にゃあらん • 當 時の 足 利 氏の 勢 を、 野 僧な どは斯 くも 思 ひしなる 

べし。 

是 より 愈衰 へ て • 大中納 言 の 人、 武家の 布 衣の 士 よりも、 會 合の 樣 劣り て 、 陪臣 の 大 

身よ， 9 は猶 劣れり。 其 代の 落首に、 

今よ，^ は大內 山の 山よりも 木 こ 水く み 世 を 渡る かな 

或眞 儒の 人 之 を 難 じて 曰く、 武家の 威强 くな りて、 諸人 皆 今日 の 富に め で、 位 ある は 

却って 賤 まん a 此 時に こそ 貴賤の 品な く、 智も德 もな ぐ、 富める を 以て 貴まん。 後世 

の武將 仁義 を 守 b て、 君 を 君，. 0 せば、 國 平に 民 安く 子孫 永く、 君の 御 後見なる べしと 


い へり • 
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前將 軍義滿 公任，， 太 政 大臣 1 事 

附 公家嗓 憒の事  ノ 

同月 廿 一 日 未だ 將軍 家に は、 諸國 よりの 祝儀に て、 日々 酒宴の みに て、 御 一 門 他家の 

隔 なく 會合 にて、 日月と 同じく、 御 當家盡 きじと 言合 へ る 最中に、 大御所 義滿 公の 御 

一 言 を 以て、 禁裏 大に噪 憒の事 あり。 其 故 は、 義滿公 傳奏を 以て 申させ 給 ひける は、 

義滿旣 に 職を義 持に 讓り、 武家の 裁斷を 執らす。 此上は 太 政 大臣に 任せられん こと 

大望 なれと 仰せければ、 諸 卿殘ら す參 内 して、 舊記を 勘 へて 曰く、 武家 相國に 任す る 

こと 終に 例な し。 平 相 國淸盛 之に 任す る 事、 雅 意の 振 ふ 所、 是れ 例と せす， 弓 削 道 

鏡 之に 任す る 事 誠に は あらす。 


* 賴云、 弓 削 道 鐽太政 大臣 に 任 やる こ と實に あ らす • 

源氏の 長者 も、 武家 之に 任す る こと 例な しと 雖、 將軍 一 方の 源 家 たれば、 是非な く 之 

を褂 けらる。 誠に 無念と いふべ し • 極 官の事 如何と ありし 所に、 斯波. 細 川 • 畠 山丄、 

角 山 名 を 以て 五攝家 とし、 土岐. 赤松 • 仁 木. 京 極 • 大內- 1 色. 武田を 七淸花 i し、 其 外 

の 諸 大名 を 其 姓に 任じて、 菅家. 江 家の 式と し、 或は 橘淸 中の 伯 を 以て、 其 家々 を 立て 

て 諸 卿と し、 陪臣の 名高き を 以て 武家と し、 鎌 倉の 管 頜氏滿 を 以て 將軍 とし、 武道 を 

正さし め、 義滿 道に 賢く、 仁義 を a し 文 道を發 さば、 是ぞ聖 帝と もい ひつ べし。 吾 は 

是れ淸 和の 末 なれば、 非 狸の 道に あら じと て、 以の 外に 御不豫 にて ありけ 、堂上 

の 面々 之 を 聞き -、、 氣を失 ひて 十 方な き 所に、 旣に 公家の 領地 を 押 へ て、 誰 1 こ 給 は 

るな ど 聞え ければ、 關白 殿下よ. 9、 滿高 朝臣 を密に 招請し 給 ひて、 和解の 儀を談 せら 

る。 滿 高の 曰ぐ、 何の 品に も、 義滿 公の 相國の 御望 を 遂げられ すん ば、 叶 ひ 難 かるべ 

しと あ b しかば、 關白 經嗣公 卽ち皇 M に 達せられ、 安き 事なる べしと て、 同月の 廿 

五日に、 太 政 大臣の 補任 を 書 出されて、 天下の 大事、 一時に 解けて 氷 居し、 大內山 も- 

前將 軍義滿 公任-太 政 大臣, 事 附公家 噪憒の 事  II 一一 マ 
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俄に 長閑くな b て 孟春の 如ぐ、 諸 卿 降る 雪 を 詠めても、 また 來 春の 花 かと 疑 ふ 計な 

り。 今年 義滿 公み そ ぢ餘り よそおに 近 く f -て、 相 國の御 事 は、 例な ぐぞ 侍る。 同日 禁 

中には、 今 出 川の 公忠 は 右大臣 を辭 して、 子息の 大納言 實直 卿に 讓らる • 源の 內大 

臣善 成は內 府を辭 して、 花 山 院亞相 通 定內府 になる。 是れ皆 權門を 恐る \ 故な り。 

廿 六日 義滿公 參內、 諸 卿 皆 蹲踞す るな り。 諸 大名 在京の 面々 殘らや 供奉たり。 其 

行 粧{是 に嚴 重な， o。 相國獻 上の 寶物 夥し。 國光 御太刀. 綾 百卷. 白銀 一千 兩. 虎 皮 十 

枚. 五色の 糸 三十 斤、 仙 洞へ 白銀 一 千兩. 白 綾 五 十卷. 御太刀、 次に 攝家 親王 家 及 諸 公 

家中へ 白銀 一 萬 兩を給 はる。 家に 依って 綾 を 添 へらる。 廿 七日に は 天下の 牧伯嘉 

儀 を 車る。 正月に は 白馬の 節會、 義滿 公內辨 を御勸 行なり。 卯月 若 楓を歙 覽に備 へ 

らる べしと て、 義滿 公の 御館に 行幸な り。 又 八日の 間 御 止宿な り。 此の間の 御饗善 

盡 し美盡 せ. り。 前代未聞 とい へり。 同年 六月に は、 功 成り 名 遂げて 身 退く 金言 を 思 

召して、 義滿 公太 政 大臣 を辭退 ましく ける。 誠に 勇 あり 義ぁ り材 ある 武將 とぞ申 

合へ り。 依って 久我具 通 太 政 大臣に 任す。 同月 廿 五日に は、 前 相 國義滿 公 御 钸を落 


し 袷 ひぬ • 御 年 は 三十 八 歲な 現世の 本意 を 遂げられて、 早く 菩提の 直路に スり 

給 ふ 事、 難 有き 御 事な り。 道 號は天 山 御 法名 は 道義と 申 奉る。 是 より 所々 の 山々 寺 

寺 御參な b ぬ。 又 比 釵山御 登山な ど は、 偏に 其 御有樣 行幸に 異ならす。 准 三 后の 宣 

旨 を 蒙らせ 給 ひ、 道義 公 參內の 御 時 は、 禁中に 御 便宜 所と て、 御 休息の 殿 あり、 之 を 

禁中の 上下、 小 御所 IJ ぞ申合 へ り。 諸 卿 殘らす 道義 公の 御 參內の 時には、 月 卿 雲 客 

皆 庭 上に 下りて 蹲踞す。 其 中に 道義 公に 御懇の 面々 は、 昵 近の 衆と 稱 して、 禁中に 

て 小 肱 を 張. o て、 傍に 人な きが 如し。 今樣 とて 衆人の 品 あり 、烏帽子 装束に 至る 迄、 

公方^と て 用 ふるな り。 何事に よらす、 武家の 製法の み 正しくして、 古法 を 守る 人 

は、 時 を 知らざる えせ 者な b とて 笑 合 ひけり。 家々 に記錄 する 所 も區々 にして、 此 

時よ. - 公家の 格式 は廢れ り。 

前 相 國義滿 公 北山 別業 御 建 同 御 移の 事 

同 四 年の 春 正月 中旬より、 北山の 麓なる 西 園 寺の 領地 を、 前 相 國義滿 入道 道義 公 御 

前相阏 義滿公 北山 別業 御 逑同御 柊の 事 


足 利 治亂^ 卷 第三 

隱居 として、 西 園 寺 殿に は、 河內國 にて 多くの 領を與 へられて、 旣に御 普請の 奉行 

十六 人，. 頭の 衆廿 人、 大和. 河內. 和 泉の 御家人 等 御 役た， り。 唐の 倭の 珍しき 材木 を 

以て、 巧 は 古 往今來 本朝の 見物な り。 金泥 を 以て 悉く B, たれば、 京 童 共 f 窗 

き 申し 奉る。 殊の外 急 I ふに 依って、 憂に は 悉く 成就して、 四月 八日に f 

公、 室町？ 當將軍 義持 公 へ St て、 北山の 別業に 御 If  。 在京の 大名， - 

名 は 殘らゃ 供奉す。 華やかなる 行粧 は、 譬 へん 方な し。 公家 武家 參 向して、 門前に ま 

をな す- 義公 天下の 奇物を 集められければ、 古代の 書 I 物、 5 1 集めけ" 

r  、& として 御 心に 叶 はざる 事な し • 或 時 は 又 新しき を 用 ひられて、 金銀 を鏤 み、 後 

代の 見物に f れんと て、 巧み 作ら S へば、 曰 本の 器物 は、 此 御代 を 以て 後世の 手 

本と せ、 り。 斯くて 道義 公 御隱居 ありし かど も、 天下の 事大と なく 小と なく 

殿の 御沙汰な に 今 世 天下の 政の8 、北山 殿より 御 拔の條 目に は、 斯波. 細 川 ま山 

を 以て 三 管領と して、 替々 に 之 を 動め、 六角 滿高を 以て 義 持の 御 後見と し U 名. き 

资. 土 歧. 京 S など を 以て 四 職と し、 是れ侍 所な り • 其 嗣を所 司 代と いひて、 此ソ々 の 


評定 を 以て、 天下の 萬 事 を 執行す a 日々 に 武門 繁昌して、 攝家 親王たり と雖、 皆 以て 

公方 家の 御 護に 歸 して、 御 諱字を 申請け て附 けられし かば、 かた へ の 公卿なん ど は、 

武家の 小名より 會 合の 樣は 劣りけ る。 家々 の 文書 も 改めて、 武家の 高 家 は、 攝 家の 

家より 高し。 

眞賴 云、 武家の 高 家、 足 利 氏の 一 族 をい へに 

依って 朝鮮 國 王よりも 、日本の 武德を 慕 ひて、 敕使を 立てら る。 朴欽 之と い へる 將 

軍 日本に 來， O て、 種々 の寶 物を捧 ぐ。 四方の 國々、 皆 道義 公の 德風を 仰ぎて、 來 伏せ 

すと いふ 事な し。 實に難 有 かりし 仁德 なり • 

縑倉管 領從 三位 氏滿御 他界の 事 

同 五 年 夏の 頃より 鎌 倉 殿 〔§〕 御 不例に 依りて 、京都より 醫者 三人 下向して、 種々 の 

療治な， O しか ども、 少々 驗は 御座 あれ ども、 又 元の 如くに なりて、 顆 なく 聞え させけ 

る。 良醫祕 術を盡 しけれ ども、 少しの 驗だ になし • 鎌 倉 殿御 子 四 人、 此內 一人 は姬 

前 相 阈義滿 公 北山 別業 御 建 同 御 移の 事  一 M 一一 


足 利氏滿 

逝去 
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君に てまし ます • 君達 深，、 御 歎き あ，^ て、 國々 の 神社へ 御 祈禱を かけらる • 別して 

若宮 八幡宮 • 鹿 島. 香 取. 上下 諷訪. 富士. 箱 根へ は 神馬 を 奉らる。 嫡子 滿兼 朝臣 は、 自 

ら 願書 を 調へ て、 件の 社々 に 奉納なる • 然れ ども 定業 不轉の 故に や、 終に 十 一 月 四 

日、 氏滿卿 他界， ましく ける • 東國の 大小 名 鎌 倉に 集りて、 御 別 を 悲し ひ • 御 年 は 四 

十二 歲、 武算未 昌の御 事に て、 吁惜哉 • 東 國の楝 忽ちに 折れて、 御 一 門幷に 恩顧 深き 

輩 は、 暗夜に 燈を失 ひ 渡に 棹 を 取 放ち、 澳 中に 梶を 折りし 如くに て、 十 方 を 失へ，^ 

執事 上 杉 朝宗、 若君 滿兼を 補佐して 政事 をな す。 五日の 夕方に は、 御 送葬な し 申す。 

昨日まで は 東國の 武將、 威 を 東國の 水に 輝し、 令 日 は あたし 煙の 空に 消えて 、人間 浮 

生の 有 樣懵き 習と て、 心なき 田夫 迄 も、 麻の 袂を濕 らしけ り。 御 別 稱は永 安寺 殿と 

ぞ 申しけ る。 氏滿 卿の 二 男滿直 は、 奥^の 管領 として、 之 を篠川 殿と いふ。 然るに 

將 軍より、 上使 東國に 下向して、 御 悼の 御 歌 あり，。 執事 上 杉に 御 敎書を 下されて、 彌 

東國の 御沙汰 嚴 重なり。 愛に 上 杉、 東國の 大名 を 集めて 評定して 曰く、 京都 將軍家 

の 三 管領 四 職に 準じて、 關東 にも 其 沙汰 ある べしと て、 鎌 倉 殿 を 推して 將 軍と 崇め、 


上 杉 を 以て 管領と して、 千 葉. 小山 • 長 沼. 結 城. 佐 竹. 小 田. 宇都 宮. 那須を 以て、 ra 東の 

八お と號 し、 大 となく 小と なく、 此八 家の 面々 評定して、 上 杉 を 以て 決定 主と す。 京 

都より 御 下知の 事 も、 度々 背く 事 あ .o て、 終に 天下に 兩將軍 あるが 如し • 京都に は 

將軍家 を 背きて、 度々 逆 亂の事 あれ ども， 關 東に は 、八 家の 面々 互に 制詞 をして、 K 

事 式目 を 守る 故に、 國豊 にして 萬 民悅び 合へ り。 偏に 八 家の 面々、 私欲の 心 を 去つ 

て 人 を惠む 故に、 今日 安樂 をな すと なり。 都て 八 家の 面々 無 學短才 にして は 、衆人 

の 非 を 乱し 難しと て、 敬 書 ^書〕 を誦讀 し、 己が 非 を 知る 故に、 日々 智仁 勇の 三相 を 

兼備した る士 も 多し。 平 侍の 中に も 道 を 好み、 我が 敷 島の 道」 心. ど 入れた る もの 

をば、 倍臣 たりと 雖、 之を稱 して 祿を與 へければ、 一能な きものな し。 或 仁徳 深き 人 

の 曰く、 必ゃ 後世 天下 を 得る 者 は、 東國 よ.^ 出づ べしと いへ り。  . 

眞賴 云、 後世 天下 を 得る 者 は 云々、 足 利氏當 時の 辭 にして、 織田愈 田. 徳川 氏の 

時に あらす。 關 東の 無事なる よねい へ るな り。 後世 元 和の 頃に 至りて、 徳川 

氏 を 指して、 關 東の 者と い へる に は あらす。 

鎌 倉 管 頜從三 化. 氏^ 御 他界の 事  lis 


大 內義弘 

兵^ 起す 


足 刺 治亂記 卷 第三 

大內介 義弘御 返 治の 事， 

應永六 年 九月 八日より、 南天に 客 星 出現す。 依って 陰陽 頭 有 世 勘 文 を 捧げて 曰く、 

太白と 炎 惑と 合する 時 は 、九十 日の 中に、 必す 大兵 亂發 して、 大に戰 ひ、 血 を 巷に 灑 

ぐ。 大將軍 一年の 內に 地を替 ふべ しと 云々。 依って 諸 社の 奉幣 あり。 斯くて 上下 

の 心危き 中に も、 豫て 用意の 事 なれば、 相國寺 七重の 大塔 供養 を 遂げら る。 

眞賴 云、 相國寺 供養 は、 明德 三年 八月 廿 八日な り。 

神代の 古法 なれば 、儀 鶴の 先 祭 を 先行 せらる。 是は 天下 草創 或國家 不平の 時、 必す 

行 はる 、事な，^。 

眞賴 云、 江 源 武鑑に は i の 御 傅との みあり • 

滿經 朝臣 家例な りと て 之を勸 ひ。 鎌 倉の 管 頷 は、 執事 上 杉 刑 部 少輔を 上せら る。 然 

るに 同年 十月 三日に、 大內左 京大 夫義弘 入道、 將軍を 恨み 奉る 事 あ， 9 て、 筑紫 中國の 

兵 を 相 催し、 本國闳 防の 國を打 立ちて、 和 泉の 國 境の 浦に 上着し、 家臣 平 井新 左衞門 


尉 を 使節と し、 將軍 家へ 御 案内 を 申 上ぐ る。 是" 內々 野心の ある 故な. り • 之に 依つ 

て 靑蓮院 の 門 主より、 伊豫 法眼 を 以て. 色々 御 仰の 儀 あ b. つれ ど も、， K 內介曾 て 以 て 

承引の 儀な し。 同廿 七日に は、 將軍 家より 、絶海 和 尙を御 使と して 仰 遣 さる。 和尙堺 

に 下向して、 上意の 旨 を 再三 述 ベら る。 大內 介入 道 御 返事の 儀、 如何 申 上ぐ ベ きと， 

家門の 面々 に內談 す，。 新 介 は、 急ぎて 上洛 ある ベ しとい ふ。 平 井 備前守 も 之に 同す。 

杉 豊後守 は、 然るべ からすと いふ。 入道 此 儀に 同じて、 倏々 御返^ を 申さる。 ^條 

目に 曰く、 第 一 に は 九州 一 銃して 御 敵と なり、 數萬騎 の 兵 を 以て、 中 國へ打 入る-べき 

出 御 耳に 達しけ る 節 、愛に 探題 今 川 伊豫 入道 了 俊、 五 百餘騎 にて 馳向 ふと 雖、 微力に 

して 渡海に 及ばす。 其 頃 某 十六 歲 にて、 四千 餘騎の 軍兵 を率ゐ て、 今 川に 力 を 合せ、 

九州に 押 渡り、 廿ケ 年の ts, に * 八々 度合 戦し て、 終に 彼 逆徒 を攻 C し 申す 事。 第二 

に は 山 名 陸奧守 氏淸、 京都 を 攻め 奉らん が爲 に、 小林修 狸 を 先陣と して、 七 百 餘騎に 

て 上洛せ し 時、 某 僅に 三百 餘騎 にて 卽 時に 馳向ひ 、合戦して 小 林 を 討 取りければ、 陸 

奥 守 氏淸も 勇力 疲れて 死 C に 及びぬ。 依って 其の 賞 地と して 和 泉. 紀伊 兩國を 給 は 

大 內介義 弘^ 退 殆の事  一 Is" 
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り、 又 第三に は、 南朝と 御 和睦の 事 を 調へ 参らせ、 卽ち 三種の神器 を當 朝へ 移し 奉り 

し 事、 御內 意の. 事 は、 六角 滿高 朝臣 才覺と は 申ながら 、偏に 某が 功に あらす や。 第 四 

に は、 去々 年 愚弟 伊豫 守. 同六郞 を大將 として、 五 千 餘騎の 軍兵 を 以て、 小貳 退治の 爲 

に、 九州に 差 下さ る、 所、 小貳 池. 千 葉- 大村 以下 多勢に 依つ て、 退治 延引の 間、 某 

も罷 下り、 不 H に 之を攻 伏せ 畢ぬ。 然るに 後日に 承れば、 某 を 御 返 治 ある べきの 由、 

菊 池が 方へ 仰 下さる となり。 加 之 和 泉. 紀伊兩 國の事 も、 召 上ぐべき との 事。 第五に 

は、 小貳返 治の 時 伊豫 守 討死す。 然れ ども 其 子 共、 未だ 恩^に も 預からざる 事。 條 

條の旨 此の 如し。 絕 海和尙 申さる、 は、 自餘 の. 儀 は 存知せ す。. 小貳返 治の 時に、 宗 

^ が 計略と して、 京都の 仰の 旨と 號し、 九州の 兵 を 相 催しけ ると な、 り。 廿 A 日に、 辑 

海和尙 上洛して、 義弘が 申條、 委細に 言上 せらる。 又來月 上旬、 闢 東と 同じく 上洛す 

べきの 由な，^。 依って 將軍 家より、 大內介 押の 爲に、 軍兵 を 差 下さる。 細 川 右 京大 

夫賴 元. 佐々 木 六角 滿高. 同 治 部少輔 入道. 赤 菘上總 入道、 都合 三 萬 入 千 餘騎、 和泉國 

に發 向す。 十一月 八日に は、 將軍義 滿公御 進發、 御馬 廻 衆 一 萬 三千 餘騎 なり。 其 日 


は柬 寺に 御 陣を据 ゑら る。 相從ふ 大名 常 管領 • 同 子息 尾 張 守. 前 管領 子息 左 衞門佐 • 

吉良. 石 堂. 吉見 .澀 川 • 一  色. 今 川. 土 岐. 佐々 木. 武 田. 小 笠 原. 富 樫. 河 野、 都合 十三 萬 七 千 

餘 人な り。 同 十四日に は、 八幡に 御 陣を据 ゑら る。 同日 諸 大將、 八幡の 御陣 より、 泉 

州へ 發 向す。 大內介 は、 御 退治の 勢の 向 ふと 聞きて、 石津 村に 打 出で、 北方に 向って 

拜禮 をな し、 君臣の 鱧儀畢 りて 後 堺に歸 り 、合戦の 次第 を 評定に 及べり。 新 介が 曰 

/、， 河 內の高 良 山 を 打取り、 東 條土丸 邊に陣 を 取らば、 堺の 浦. 淸水 浦. 中國 船の 通路、 

其 便 ある べしと なり。 杉豐後 入道が 曰く、 船に 乘， o 尼 ケ峪に 上 、八幡の 御陣に 憑り 

て、 合戰す ベ しとな り。 義弘 入道 此 儀に 同じけ る が、 平 井 某が 曰 く、 堺を打 捨て ゝ は、 

和 泉. 紀 伊の 國人數 、京方に 磨る べしと なり。 篛弘 又此 儀に 间じ、 堺に城 を 構へ て楣 

籠る。 其 勢 一 萬 五 千餘騎 なり。 城 中の 廣さ四 萬 十六 町な b。 勢樓千 七百廿 五^所 

なり。 義弘先 づ僧を 招き 集めて、 菲禮の 儀式 を 調へ て、 一 七日の 佛事 を經營 す。 次 

に闳 防に 殘し 置く 七 句に 餘れる 母 公 並に 弟六郞 方へ、 形見の 文 を 送る。 次に 千 句の 

連歌 を與 行し、 其 後 酒宴 亂舞、 最後の 遊樂 日夜 絕ぇ す。 其 次に 合戦の 手 分な り。 杉 

大內介 義弘御 退治の 事  一 g 
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凡^:、 千騎 にて 森 口の 城に て、 今 川. 結 城と 合戦し け る i 杉備中 守が、 百舌 山に 

ありし をも啐 返して、 塚の 城に 一所に 集るな り。 十一月 廿 九日に は 、合戦 旣に始 り 

て、 海上より も、 四 國淡跻 の 海賊 百 餘艘に て 詰 寄 せ ぬ 。 伊勢 國司北 畠 源大鈉  一一 一口 の 子息 

少將 三千 餘騎、 合戰し 討死し けり。 • 戌の 刻に 及びて、 兩陣 互に 引返け り。 土 岐宮內 

少輔. 池 田 周 防守兩 人、 大內 介が 方 人して、 美 濃國長 森に 立籠る と 聞え しかば、 土岐美 

濃 守 濃 州に 馳 下りて、 彼と 合戦す。 兩人打 負けて 引 籠る。 又 山 名 陸 奧守嫡 子宮 田 某 

も、 大內 介に 同心し、 千 三百 人に て 追分 を 打 越 ゆる 所に、 小 番衆ニ 頭、 兩陣を 張りて 待 

懸け 合戦す。 此 時の 戦に 萩 野. 源左衞 門、 佐々 木 家の 小 倉 陣 に 憑り て戰死 す。 宮. 上 

野人 r 川. 奈古屋 討死す。 勝 俣 遠 江 守 は、 奈古 崖と 一 所に 尉 死す、 宫田は 人馬に 息を繼 

がせん 爲に、 引返くな り。 京 極 五郎 左 衞門、 大內 介が 方 人して、 森 山に 打 出で しが、 

江 州よ， 9 注進し ければ、 六角 右京 大夫滿 高、 入 千 餘騎の 討 手ど堺 より 差 下す と 聞き 

て、 士岐宮 内 少輔と 一 つに ならん とて、 美 濃 國に越 ゆる 所に、 垂井 にて 一揆に 討 たれ 

て、 主從 一 一騎に なりて、 行方 知れす 落 失せぬ。 十一 一 月廿ー 一 曰 卯 刻 し、 誠の 矢 合な り。 


戰大 
死內 

義 
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寄 手の 方より、 大 なる 三 毬杖を 作り、 之に 火 を 付けて、 城の 櫓に 倒し かけて 之 を燒、 

之に 依って 城門 破れて、 城 方の 兵 多く 討死す。. 杉 備中守 は、 北の 手 山 名 民 部 大輔陣 

頭に て 討死す。 時に 富 田 尾 張 守、 大內介 を 諫めて 曰く、 海路 を經て 中國に 引返さ 合 

戦せば 、味方 五 年 十 年 防戦す ると も、 苦し かる まじ。 當手を 引拂ひ 然る べしと いふ。 

大內介 承引な し。 爱 に大內 方の 若武者に、 紀伊國 り 住人 富 田 某、 管頒 方に 降參 す。 之 

に 依って 諸手、 分れく になり て 敗走す。 大 內介義 弘 は、 管 頷の 陣 にて 森 民 部と 合 

戦し、 民 部丞を 討 取 て、 尙も勇 勢 を 織して、 萬 兵 を 風の 下の 木 葉の 如く 追拂 ふ。 大 

內介 今日 を 最後と 戦へば、 重代の 家人、 大內 代々 の 働 は 今日に ありぬ。 首 を 取る 事 

なく、 當るを 幸に 打 廻れば、 京方の 兵、 數を盡 して 討 たれけ り。 篛弘に 向 ふ 程の 兵、， 討 

たれ やとい ふ 事な し。 然れ ども 多勢 荒 手 を入替 へ、 攻喆 めく 戰 へば、 大円 介尜弘 

廿九ケ 所 手 を 負 ひて、 流る 、血 は 蒼海の 如し。 之 を 最後と 覺ぇ ける 時に、 尾 張 守が^ 

へ 駆 入りて、 手 を 開げ て 京方の 兵 を 攫んで、 二 丈 計 投げ捨て、^ を笕ぐ 間なければ、 

馬上に て 一 尺八 寸の打 刀 を 以て、 逆手に 取 直し、 口よ.？； g に 差 通し、 瑪 の鞍壺 まで 突 

大內介 義弘御 退治の 事  1 さ 
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立て 死し けり。 乘 つたる 馬耐 へや 馳 廻れば、 義弘乂 駆 出づる はとて、 多くの 兵、 蜘の 

子 を 散らす が 如し。 見苦し かりし 事共な り。 死せ る孔 明. 生ける 仲 達 を 走らし む 

とい ふ は、 異國の 物語、 諸人 目に 見る 事 は、 古 往今來 義弘に 過ぐ る 武士 めら じと ぞい 

<に 然るに 杉 豊後守 は、 南の 陣 にあり ける が、 十 方に 變 化して 戰 ひしが、 遂に 尉 死 

しけり。 嚴島 神主 は、 南方 細 川. 赤崧が 手に 降參 す。 大內新 介政弘 は、 腹 を 切らん と 

したりけ る を、 平 井 某頻に 意見 を し て 、 降參 させけ るな り • 楠に 二百 餘騎 にて 大和 

路に 憑，^、 行方 知れす 落 失せぬ。 菊 池 肥 前 守 も、 行方 知れす 落 失せぬ。 夜明け、 れ 

ば、 堺の町 屋に火 掛けて、 一 萬 三千 家燒 失す。 不思議の 事 變に懸 つて、 數代遝 の津に 

集め 箧 きけ る財寶 - 悉く 此時 失せけ ると なり。 
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北山 殿 行幸の 事 

應永 十五 年 戊 子 正月 下旬の 頃より、 前の 相 國義滿 入道 道義 公、 當春 北山の 花、 叙覽に 

備 へらる べしと て、 北山の 所々 に 新 殿 を 十三 ケ所 構へ、 天子 御座の 殿 をば、 八 棟に 作 

りて 八 龍 を 立て、 金色に 彩りたり。 御殿の 西北の 二方に は、 早 唉の櫻 を 並木に 植ゑ 

させ、 其 間の 庭に は、 五色の 沙を鱗 形に しき、 其 中に 金銀の 作 花 を 蒔 散らし、 其綠を 

銀の 筋金 を 入れたり。 扨 亦 御殿の 天井 は、 唐 木 を 以て 組合せ、 其 間々 に 金 沙を蒔 人 

れて、 其 上に 寶盡を 金銀 を 以て 彩り、 琉璃. 珊瑚-琥珀 等 を 3 て 彫 入れたり。 御座の 疊 

は、 錦 を 以て 之 を 包む。 御座の 四方の 角の 上に は、 金網 を かけて、 其 中に 銀の 香爐を 

入れて、 御幸の 前の H より、 一 一六 時 中に 銘香 を炷 く。 外山緣 三重の 端、 木綿 を 以て 之 

北山 殿 行幸の 事  11 
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を 包 ひ。 其 外 官女の 局々、 總楚の 花 盡し張 付けたり • 靑壺の 器に 香を炷 き、 殿と 殿 

の 渡 殿に は、 作物 漢家 本朝の 差 物を盡 せり。 庭々 の 草花. 立 石. 敷石 色々 に、 傍に 夜の 

おとかの 作 b やう、 言語の 及ぶ 所に あらす。 又 御水 やりの 間 御淸め 所、 皆 蒔 繪の菊 

桐の 金具 一 として 缺 けす。 御淸め 所と 申す は、 御 止宿の 間、 御供 を 調 ふる 所な， o。 

其 器 皆 以て 之 を 用 ふ べきの 爲 なり。 其 外 十三 ケ 所の 御遊の 殿、 或は 春 夏の 殿. 秋の 殿. 

冬の 殿、 皆 色繪を 以て 其季を 學ぷ。 其 一 殿の 器物、 時に 相應の 品な り。 間々 の 道々 

に は、 白石靑 色、 色 を 替へ之 を 敷け り。 十 間に 一 つ 宛 御手 水の 器 あり。 或は 靑色 を以 

てし、 又 金 器 銀器の ある 所 も あり。 其 道す がらの 諸 木 花 を 交 へ て 1 さながら 極樂世 

界 ともい ふべ し。 其 道々 の 傍に、 小 弓の 場. 鞠の 庭 • 手玉の 庭. 女 取の 場、 其 外廣き 地に 

は、 女 樂童形 > 物の 上手 を、 錦の 慕 を 張りて、 舞 臺を钸 り て、 祕 曲を盡 させり。 香の 

薰は吹 風に 連れて、 さながら 天上の 樂も、 人間界に あるかと 疑 ふ 計な り。 二十 間に 

一 つ 宛 御 休息の 床 木 を 作りて、 虎 皮 を 以て 上に 敷き、 之 を 龍に 作る。 其 足の 下に 銘 

香 を炷け b。  W 又木々 の 梢に 鈴 を かけて、 目に 見えす、 物の 音幽に 聞え て、 天人の 此 


土： 下り、 菩薩 も 此に影 向し 給 ふかと 思 ふ 計な り。 御遊の 地の 一所々々， 善 盡し美 

盡せ， o。 後なる 衣笠 山に は、 所々 に a 火の 香を炷 きければ、 此 山の 萬 聲を唱 ふる 香 

氣、 西 山 北山 は 申す に 及ば や、 洛中まで、 風に 引かれて 薰來 る。 天下の 花 を 集め たれ 

r  、早 tst^ の 色 を 交べ て、 さながら 錦 を 晒す かと 疑 ふなに 誠に 衣笠の 山の 名に 合 

ふ氣 色な り。 近 國の諸 大名 は、 禁中より 北山までの 道々 を 固めて、 倍臣 一間に 一人 

宛、 欽 皮の 上に 踞れ り。 旣に 三月 八 H 、北山に 行幸な り。 當關白 經嗣公 以下の 公卿 百 

二十 餘人 供奉せ り。 北山 殿 は 法衣 を 召され、 金銀 珊瑚 を 入 交へ たる 念珠 を 持ち 給 

ひ、 末の 若君 義嗣 を從 へて、 北山の 總 門に 出で 給 ひ、 行幸 を迎へ 奉る。 十餘 曰の 間 御 

止宿た り。 其 間 管鈸の 御遊 兩日、 和歌の 御 會も兩 日な り。 其 座席 は、 御製の 次に、 前 

將. 軍 入 道義 滿公、 其 次に 源 義嗣、 其 次に 關白藤 原 經嗣公 以下の 諸 卿な， -。 今日 義嗣 

1 五 a 下 左 中將に 任せら る。 大名の 高 家 細 川. 畠 山 *斯 波. 六角 * 一  色 •  土岐. 大內 を以 

て、 公郎の 內 大納言と 同席な り。 今の 座， 次 を 以て 末代の 淀と せり。 

眞賴 云、 武家 公家の 座 順の 事 は、 當時 此の 如くなる べき 歟。 公家の 昵近 衆の 車 

北山 殿 行幸^ 事  一一き 
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を も 思 ふ べし。 

今度 行幸の 事 は、 北山 殿 末子の 義嗣を 愛し、 行幸 を 催し、 關 白より 座 上に 義嗣を 直し 

て、 大名の 高 家 を 以て、 武家の 高 家の 下官 にも、 威の 高き こと を 知らせん との 事に や。 

是れ ロハ 當將軍 義持を 疎まれて、 末子 を 愛せら る 、故な， 9。 天下の 奇物を 集めて、 同 

十五 日に は、 道義 公の 花見の 亭に、 御座 を 移し 奉らる。 今 HI は 物の 音 もな し。 只 天 F 

の銘 物を歙 覽に備 へらる。， 其 御座の 間 は、 五 間 四方に て 四方 を 表と し、 其眞 中に 御 

座所 を 構 へ たり。 高座の 如ぐ にして、 南面に 構へ、 東と 西と 兩 方に 御床 を 構 へ て、 盆 

山 を 飾れり。 東に は、 士 I 石 銀 砂 を 以て、 金珊の 盆に 居 ゑら る。 此寶石 は、 昔 夢窻國 

師 幼少の 時、 感得 せられし 銘 石な り。 至って 小石に して、 富 士是れ 一 拳の 中に 握る 

が 如し。 此石我 朝に 盆 山 を 用 ふるの 始 石な り。 滿高 朝臣 家 傅し ける を、 道義 公 召 寄 

せて、 歙覽に 供 へらる。 西の 床に は、 月 岡 山と いふ 寶石 を、 金砂 を 以て、 紫 金の 盆に 

之 を 盛れり。 此石細 m 家 傳來せ 乙 を、 今度の 御晴に 捧げけ る寳 石な り。 其 高さ 四寸 

餘、 下の 廣さ 一八 寸餘、 誠に 類な き貌 なり U 此石は 北 條の高 時、 繪の 島に て 感得した る 


石な りと いへ り。 其 外靜が 持ちし 小 長刀、 宗 近が 作なら。 佐々 木の 綱 切 丸、 能 登 守 

敎經 の靑海 丸。 扨 又 御當家 累代の 篠作、 畠 山 淸九幷 雲 山寶壺 、！ 色 家 虎 骨 丸、 六角 家 

の 甚宗の 寶壶幷 龍 尾。 扨 又 御所の 御 祕藏と 聞え し は 、八幡 太郎義 家より 御 傅の、 飮 

見と いふ 甲冑， 其 外漢家 本朝の 名物、 此時 一 も 出です とい ふ 事な し。 依って 多く 記 

し 洩らすな b。 

眞賴 云、 相國寺 供養 記、 綱 切 丸、 滿高之 を «  くと あり。 

天子 御感斜 ならす して、 滿高 朝臣の 士峯石 を 殊に 御 自愛 あ hv て、 一 句 を 遊し ける。 

其 語に 曰く、 扶桑 至 寶士峯 石、 人間 奇翫甚 如 之，. 宸翰 を 染められ しかば、 公卿 殿上 

人、 思 ひくに 尊 句 を 和し 奉る。 抑 此滿高 朝臣 は、 北山 殿御 同腹の 御舍 弟な、 り。 然れ 

ども 神 偉に 依りて、 襁铯の 中より 他家に 移れ、 り。 今日 昇殿せられ ける。 殊に 彼 家の 

面目と ぞ 申しけ る。 

眞賴 云、 昇殿の 事、 三十 卷系 圖に此 事な し。 

今度 行幸の 有樣、 本朝 開基 以來の 勝 事な り。 四月 上旬に は、 道義 公の 御 末子 義嗣 ，內 

北山 殿 行幸の 事  一一 ま 
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裏にて 御 元服な り。 其 儀式 親王に 準 やとな 同日に 參議從 三位に 敍す。 中將は 

元の 如し。 御 年 十五 歳な り。 公武の 祝し 申す 事、 勝げ て 計 ふ， ぺ からす。 鎌 倉より は、 

太 田 豊後守 を 上洛 させ、 管 頜の祝 事 あ，^。 誠に 御當 家の 繁昌、 日に 新な りと い へり • 

北山 殿御 他界の 事 

同年 四月 廿 一 日より、 假 初に 北山 殿御 不例に て 、諸人 さまでの 御 事と も 思 ひ 奉ら ざ 

りしに、 日 を 重ぬ るに 隨 つて、 御 心よ から や 御 坐 ありし かば、 御 一 門の 人々 幷に御 近 

習 衆、 日夜に 北山に 詰められけ るが、 或 者 申しけ る は、 天下 武將御 命乞に は、 江 州 佐 

佐 貴 神社 に 祈 申さ るれば、 必す 延命な りと いへ る と あ れば、 卽ち義 持 公 より 申入れ 

られ ける に、 大御所 義滿公 仰せけ る は、 愚なる 申 やう かな。 凡そ 人間の 命 限り あり。 

多賀 大社 は 延命の 神な り。 佐々 貴社 は、 天下 草創の 社に てこ そと 仰せければ、 當將 

軍義持 公の 曰く、 神代の 記 を 見る に、 最 草創の 神に て、 中に も 國の柱 を 立て 、、諸の 

病 を 治せる 神德 は、 此 神に 如く はなしと 仰せければ、 大御所 聞 召して、 義持 公の 御 勘 
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辨、 さ こそと 御 納得 ありて、 御舍弟 六角 右 京大 夫滿高 朝臣に 仰せられて、 同廿 八日よ 

b  、彼 社に 於て 御 拔の事 あり。 

眞賴 云、 佐々 木 社 は 大己貴 神，， 聞え た，^ 

伊勢 八幡 は 申す に 及ばす、 諸 寺 諸 山の 御所 は不 ^ 可-, 勝 計-。 忝 も當今 は、 自ら 內侍 所に 

御 出 ありて 御神樂 あり。 又 敕使廿 一社に 立てら る。 難 有 かりけ る 次第な， 9。 每日 

敕使 北山 殿に 向 はる。 大名 小名、 一人 も 殘らゃ 日夜 參 向す。 其 外地 下人の、 人に 知 

られ たる 程の もの、、 北山に 參らぬ 者な し。 定業 は、 三界の 獨尊も 孔老の 大賢 も、 遁 

れ ざる 所 なれば、 終に 五月 六日に、 公方 御 他界な り。 武算は 五十一 歳、 御 位階 は 太 政 

大臣 從  一 a 准 三 后な り。 後 小 崧帝御 准 子に て、 武將を 公方と 申せし も、 義滿將 軍より 

ぞ 始めけ り。 辱く も 諡名を 賜らせお はしまして、 鹿 園 院殿天 山 公と ぞ申 奉， りけ る， 

御 送葬の 次第 多き に侬 つて、 記す に遑 あらや、 殊に 嚴 重なる 事共な り、 敕使本 寺へ 向 

ひ 給 ひて、 太 上 天皇の 尊號を 授けら る。 然トジ と雖、 當將 軍義持 公よ b 、堅く 辭 返し 給 

ひて、 應安 元年に は 征夷 大將 軍に なり 給 ひて、 應安ニ 年に は 御 出家な され、 天下の 事 

北山 殿御 他界の 事  一一 党 . 
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一 として、 御 心に 叶 はすと いふ 事な し。 御 治世 は 四十 一 年、 御 一 生の 昇進、 誠に 古今 

にため しなし。 同 廿日に は、 御 遺物と し て、 月 岳 山の 寳石 不動 眞劍と い ふ 御太刀 を、 

天子へ 捧げお はします。 扨 北山の 別業 をば、 御 遺言と して、 君達 なれば、 義嗣 公へ 讓 

ち 給 ふ。 然 b と雖、 義持公 御 家督 なれば、 義嗣 公の 心に 任せす、 御中 陰の 內 にも、 天 

下 一 一人の 樣に、 北山 奉公の 人々 思 ひ 申す に 依つ て、 管領 斯波 義將 入道 勇力 を勵 まし、 

義持公 を 輔佐し 奉る に 依って。 指さす 蔭の 言 も 失せて、 洛中 靜謐 なり。 十一 月 上旬 

より、 將軍義 持 公、 御 代替の 御 證文を 出さる 、 t 管領 斯波 右兵衞 督義重 押 判、 飯 

尾 常 廣之を 奉行す。 十二月に は 大明國 の成祖 皇帝より、 敕書を 以て、 義持 公へ 送り、 

尊 靈義滿 公の 御 事 を 甚だ 弔 ひ、 祭文 を 作りて 恭獻 王と 謐す、 義滿公 御 在世の 中、 本 

朝 はいふに 及ばす、 人の 國 まで、 御德 光り輝きて、 四方の 國、 一 として 隨 はすと いふ 

事な し • 

縑倉殿 滿兼卿 御遊 去の 事 
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應永 十六 年 三月 上旬より、 鎌 倉 殿御 不例に て、 上 杉 家 其外關 東の 八 家 衆. 小知 主に 至 

る 迄、 悉く 在縑 倉す。 五月 上旬の 頃ぶ ノ驗の やうに 御座 ありし かば、 鶴 ヶ岡へ 御社 參 

ありて、 大小 名 殘らす 供奉し、 皆 萬 歲の聲 々にて あ， o しが、 又翌 H より 御 心よ からす、 

面々 色 を 失へ り。 依って 諸 社へ 御 祈 あ.， 人木戶 三 河 守 之を皋 行す。 所謂 伊豆 國に は、 

氷 川 社. 三 島 社. 物 忌奈命 社. 阿波 社. 楊 原 社. 箱 根 社、 相 模國に は、 寒 川 社. 大庭 神社 .武 

藏國に は、 氷 川 社. 秩父 社. 穴澤 社、 安房 國に は、 安房 社. 玉 前 社、 上 總國に は 島 穴 社、 下 

總國に は、 香 取 社. 宮澤 社. 結 城 社、 常 陸國に は、 鹿 島 社 .靜 社. 吉田 社、 稻田 社、 上野 國に 

は、 賞 前 社. 伊賀 保 社. 赤 城 社、 下野 國に は、 一 一 荒神 社. 大 神社 等な り。 此廿 1 一社 は、 縑倉 

殿御 代々、 御 崇敬の 社な り。 然れ ども 定業 は、 三界 獨尊も 免れ 給 はねば、 力なく して、 

次第々々 御. 不例 重く して、 七月 廿七！ 《 に、 武算 三十 歲 にして、 逝去 まし）^ ける • 御 

嫡男 持 仲 朝臣. 持 氏 朝臣の 御悲 み、 申す 方な し。 御臺所 は、 兩 度まで 御 亡 心に て、 女 

房 達 氣を失 へ り。 斯くて も ある ベ きに あらねば、 御莽 送な し、 乂 五山の 僧、 其 外柬國 

の 諸 出家、 殘らす 念誦 申すな り • 上 杉 朝 宗は御 別を悲 み、 御 送禮の 場より、 ほ： を 切つ 

鎌 倉 殿 滿^. 福 御 逝去の 事  二。 
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て t に a 世し ける。 行年 七十 三 歳な 一家の 人々、 尋 出で て敎訓 すれ ども A ひ 

やして、 終に 世を捨 人となりけ ト a 東國の 大小 名 殘らす 喪 を 着て、 前後に 御供す • 

御 家督 なれば、 持 氏 御 位牌 を 持たせ 給 ふ。 上 杉 憲定之 を 輔佐し ける。 扨 又滿兼 朝臣、 

御 別 稱を稱 光 院殿仙 山 大澱定 とぞ申 奉りけ る。 八 家の 面々 志 を 合せて、 關東靜 なり 

七日々々 御 追善 は嚴 重なり。 將軍 家よ b 御名 代と して、 鳥 山備前 守輔名 下向して、 

東國の 政務、 先代の 如き 御內書 を、 上 杉 憲定幷 八 家の 面々 に 賜 はる， 將軍御 悼の 和 

歌 あ-。 

あだし 世 を あだし 浮世と 思 ふに も flp ど〕 猶歡 かる、 此 頃の 空 

同 十八 年 三月 朔日、 鎌 倉の 海に 、夜毎に 光 ありて、 同廿 八日 白 龍 長廿丈 計なる 力 ぎ 

中より 出づ る。 繪島石 穴に 飛 入る • 諸人 多く 之 を 見る。 是 れ辨才 天なる べしと い 

へり。 鎌 倉より 委細に 言上せ， 9* 其 外 光物 度々 な いへ 同年 九月に は、 飛^ 

國司藤 原君纜 逆心に 依って、 源滿 高. 同 高 貞に仰 付けられて、 御 退治 ありぬ • 又縑倉 

よりも、 上 杉 刊部少 輔定國 を、 後 詰と して 差遣 は さ る a 同月 十五 日、 東國の 執事 上 杉 


上 杉憲定 

死去 


上 杉 家系 


安秀 守 藜^ 憲定 病死せ b。 仁徳 深き 人なる に 依って、 東 國の萬 民、 兒 子の 母に 離れ 

し 如くに て、 諸人 歎かざる 者な し。 憲定の 從弟上 杉 右 衞門佐 氏憲押 立て、 諸 士の別 

當 として、 鎌 倉の 政 を^す。 此氏憲 は、 上 杉 朝 房の 嫡男に て、 上 杉 朝宗の 姪な り "氏 

憲、 後に 出家して、 法名 禪秀 といへ， 又は 犬褂の 大入道と もい へに 後上 杉憲定 

の 嫡男 憲 基と 不和に なり 、諸事 東國の 政務 亂れ て、 八 家の 面々 も 心々 なり • 抑此上 

杉 一 家の 根元 を尋 聞く に、 昔 H は 勸修寺 家の 家禮 にて、 上 杉 三郞重 房と いひし 人、 宗 

尊 親王の 供奉して 鎌 倉 へ 下. o、 關 東に 居住し ける が、 一 家昌榮 して、 此の 如く 重 房 若 

fe- の 頃より、 三千世界の 中に、 月日より 貴き 事な しと、 己と 覺 知して、 每 朝三禮 しけ 

ると なり。 篾 房の 子 をば 賴 重と いふ。 賴 重の 女淸子 は、 尊氏將 軍の 御 母 公な り。 淸 

子の 兄弟 を、 憲房. 重顯 といへ b。 憲 房の 子 民 部 大輔憲 秋 は、 憲定. 憲 基の 祖なり • 之 

を 山內殿 とい へり。 上 杉 一家の 楝梁 なり。 憲顯の 舍弟彈 正 忠憲藤 は、 禪秀 の祖な b 

重顯の 子孫 をば、 扇 谷 殿と いふ • 其外數 多分れ て、 越後に も あ 、上野 平 井に 住する 

も あり、 京都に 住居せ る も 多し。 元祖 重 房武命 天道に 叶 ひて、 縑倉基 氏 卿. 滿 兼. 持 

^倉 殿薛 銥瘌弒 逝去の 事  0^ 


上 杉禪秀 

兵^ 起す 
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氏に 至る 迄、 上 杉 家 代々 家 司と し、 東國に 冠た 

上 杉 入道 禪秀御 返 治の 事 

應永廿 三年の 夏、 上 杉 入道 禪秀、 其 職を辭 退して、 內 心に 逆心め.^ 其頃縑 倉の 持 氏 

朝臣 は、 山內 安房 守憲基 をして、 禪秀に 代って 事 を 執行 せらる。 同年の 冬 十月 四日、 

禪秀 入道 逆心の 色 を 立て、 持 氏 朝臣の 叔父 御堂 殿滿隆 と、 持 氏の 別 腹の 兄 持 仲 を 取 

立て、 大將 として、 持 氏 を 傾けん とするな り。 憲基等 一家 を 離れて、 度 々合戦す。 上 

は 御兄弟の 中 なれば、 下 は 親子の 中 を 分けて 合戦 すれば、 敵 味方 下が 下に 至る まで、 

他人 は 更になければ、： ：！ 來 知る 心の 內、 互に 恥 ぢて戰 へば、 一 足 も 引かす して、 武士 

の 本意 を 顧して、 討ちつ 討た れつ 戰 ひける。 殊に 淸 白なる 有樣 なり。 關 東の 八 家 衆、 

每度和 を 入れ けれども、 終に 不和に 依って、 八 家の人々 も、 思 ひくに 戰 ひけり • 胺 

度の 合戦に、 持 氏 朝臣 勢の み 敗北し ければ、 十 一 月廿 二日、 遂に 持 氏 卿 縑倉を 落ちて、 

駿河國 に 移りて、 今 川 泰範を 御賴み ありて、 是に て、 持 氏 御 使に、 今 川 泰範が 使節 を 


相 添へ て、， 將軍 家へ， 注進せ り • 

眞賴 云、 度々 の 合戰覺 束な し • 

然るに 禪秀 は、 上 杉憲墓 を 越後へ 遣し、 一家 を 集め 兵 を 催し、 一 左右 待つべし とて、 

遣し 置く。 臓 秀は運 を 開きて、 思の 儘に 持 仲 朝臣 を、 鎌 倉に すゑ 奉り、 東國の 大名 を 

手に 付けて、 武威 を 振へ り。 今年 も旣に 暮れて、 昔日に 替る鎌 倉， 春に もな りぬ。 然 

るに 持 氏 卿 は、 駿 州に 御 越年に て、 京都の 御 加勢 を、 旦夕に 待ち 給 ひける。 將軍家 上 

杉が 逆 亂を聞 召し、 時 を 移さす 御 退治 ある べしと て、 佐々 木 中 務大輔 信 高に 仰 付け 

て、 一 萬 八 千餘騎 にて、 信 高 江 州 を 打 立ちて、 東國に 下向す。 其 上 吉良某 を 上使と し、 

御 敎書を 今 川. 武田. 佐 竹. 千 葉. 小山. 結 城 • 長 沼. 秩父 等に 下されて、 御 代官 信 高下 向し 

て、 下知 次第に 鎌 倉へ 攻 入るべし となり。 若し 違背の 輩 は、 悉く 今度の 次 を 以て、 御 

退治 あるべし とな，^ 持 氏 卿、 小山 三郞を 以て 越後に 遣し、 憲墓を 御 味方に して 行 

を 合せ、 正月 廿 八 九日に は、 旣に鎌 倉に 攻 入りぬ， 日夜 合戦し ける。 持 仲. 滿 隆幷禪 

•M ノ, レ？ ； 

^0 一  秀方、 悉ぐ 敗北して、 殘らす 自害す。. 昨日まで 黃 泉の 底までと、 忠を勵 ましけ る東國 

0 
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の 大名 小名， 皆降參 して 出で し 有樣、 惡 まぬ もの はな かりけ り * 持 氏 卿 は、 二月 二 ほ 

鎌 倉 へ 御座 あり て、 目出度 春と ぞ lg しけ る。 上 杉 憲基を 執事と して、 政務 をな せり。 

同 廿八年 正月 十 一 日に は、 縑倉左 兵 衞督持 氏 朝臣、 從 三位に 任せられて、 御名 代と し 

て、 木戸 駿河守 上洛す。 東國の 大名、 皆 在 鎌 倉して K し 奉る • 九月 廿日に は、 箱 根丄ニ 

島 御 參詣、 其 行 粧善盡 し 美を盡 せり • 


足 利 治 亂記卷 第 四 終 
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小 笠 原 • 村 上 確執の 事附上 杉憲實 諫言の 事 

永享 八 年 正月 下句より、 信 濃國の 住人 小 笠 原 大膳大 夫政康 と、 同國の 住人 村 上中務 

大輔と 確執の 事 ありて 合戦に 及ぶ。 村 上 は 連々 關東持 氏へ 奉公 ある もの なれば、 御 

加勢 を 請け 奉る ベ しとて、 家 子 布施 伊豆 入道 を縑倉 へ 差 越して 樣々 申しけ る は、 明 

窓和尙 御吹擧 ありて、 色々 取 成 申されければ、 卽ち御 加勢 を 遣 さる 旨 仰 出されけ る • 

亦 小 笠 原 大膳大 夫政康 は、 將 軍義敎 公の 御 弓の 師 にて、 殊更 信 緵國は 京 家の 御 下知 

の國 なれば、 定めて 京よりの 御 勢 下る べしと いひ あ へ. 9。 鎌 倉より 村 上方 へ 加勢と 

して、 桃 井 左 衞門佐 を大將 として、 上 州 兵. 武州 公. 那 波上總 介. 高山 修埋亮 等 巳に 打 

立ちけ る處 に、 管領 上 杉 安房 守 憲實諌 言して 言上し ける は、 信 濃 は旣に 京都の 御 家 

小 笠 原. 村 上 確執の 事跗上 杉憲實 諫言の 事  i 
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人な り。 彼 を 御 返 治 ある 事、 京都への 御 不義な り • 是亂の 墓なる べし、 最 以て 御 遠 

盧 ある べしと、 頻に 止め 申す に 依って、 加勢の 事 延引せ り。 將軍義 持 公 御 他界の 時、 

御繼 子な き 故、 持 氏 卿 を 呼 上せ て、 將軍を 讓り紛 は んと思 召しけ る に、 靑蓮院 の 御門 

跡^ 還俗 させ、 義敎將 軍と い へば、 持 氏 常に 不快に 思 はれ、 次第に 持 氏 我意の み發 b 

て、 毎度 京都 を攻 めら るべ き 企 あれ ども、 管領 憲實. 每事 諫言す るに 依って 止み けれ 

ども、 思內 にあれば、 色 外に 顯れ て、 終に 四月 十  一 nd 、武 州稷 下の 城主 上 杉 陸 奥守憲 

直 を大將 として、 武州本 一 族 打 立つ べき 由、 仰 付けられ ける を、 如何なる 野心の 者 か 

申出し けん。 是は信 州へ 御 加勢の 儀に あらす、 管 傾 安房 守 を、 內々 誅伐 せらる べき 

由 風聞し ければ、 憲實の 被 官舊功 恩顧の 輩 共、 國々 より 馳 集る。 あは や 天下の 大事 

と、 皆 人 肝 を 冷す 處に、 同 六月 六日 より、 縑倉 騷勸斜 ならす、 上下 男女 逃 迷 ひ、 資財 道 

具 を 持 運ぶ。 依， 之 持 氏 四 〔1  ハ〕 月 七日の 夕方に、 憲實の 宿所へ 御 出 あり、 色.々 仰 分けら 

れ ければ、 少し 靜ま b ける。 然れ共 世上 危く見 ゆるに 依って、 管領 父子 、同月 十五 H 

に 籐澤 へ 返き 給 ひし かど も、 猶身と 安 からすと て 、憲實 の 嫡子 七歲 になる を、 密 に 上 


州 \ぶ す • 是は憲 兼. 憲 直 をば、 讒言 を 以て 罪な き 憲實御 勘當を 蒙る. 身に 於て"， 過 

なきと 頻に申 開かれければ、 讒言の 實 否を钆 して、 同し ぎ廿七 H に 二色 宮内 大輔直 

兼 等、 三 浦 へ 追 下さる、。 又 管領の 家に て、 大石石 S 守憲 重. 長足 左衞 門尉景 仲、 色色 

讒說を 申し出し、 公方. 管領 不和の やうに 申しな すの 由 仰 出されけ る 間、 景 仲. 憲重 

山內 殿の 御前に 參り、 我々 在縑倉 仕る 故に、 御屋 形の ために 御大 事な らんに 於て は、 

早々 下 る べしと、 頻に申 上げければ、 管 頜宣ふ は、 たと ひ兩 人下國 致す とも 身 

上無爲 たる ベから やと 見えければ、 扨 やみぬ。 同じき 八月 十三 、持 氏憲 實の屋 形へ 

御 出 あ 立し、 色々 宥め 給 ひ 、管領 政務の 事、 元の 如く 仰 付けられ ける。 謹んで 再三 辭 

艮ー 申され けれども、 强 ひて 仰 付けら る。 然れ ども 武州 代官に も、 判 形 を ^^ilffi 事 

薄氷 を 踏む 如く、 苦笑に て 其 年 は 暮れぬ。 明くる 永 享十年 六月 十一 日 吉日な りと て 

持 氏の 若君 賢 王 九 殿， 十三 歲 にて 御 元服 あるべし とて、 御 祝の 用意 善盡し 美ケ盡 せ 

り。 管領 又 諫言 されけ る は、 代々 縑 倉の 御所、 御 元服 ありし に は、 皆 京の 公方 樣 へ 御 

使 を 上せられて、 一 字 御 申請 ある 事 なれば、 某が 弟に て 候 上 杉 三 郞重方 を 上せ 侍ら 

小 笠 原. 村ヒ 確執の 事附上 杉憲赏 諫言の 事  0 
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んと 申しければ、 此條 曾て 以て 御 承引な くして、 御名 字 を も、 鶴 岡の 八幡に て 御 付け 

ある。 是は 遠き 例 を 以て、 御先 祖義 家の 御 冥加に あやからせ 給 はんとて、 自ら 義久 

i 名乘り 申されて、 彼 御 祝儀と して、 國人 ども 名字 を さして 召されけ る • 就中 一 色 

直 兼 • 上杉憲 直 等 も、 御免 許 を 蒙りて、 召歸 されけ り。 萬づ 目出度 か，^ ける 其 間に、 

いかなる 天魔 か 申出したり けん、 御 祝儀の 時、 憲實 出仕の 節、 殿中に 於て 誅 すべき 由 

聞え ければ、 憲 實は虛 病して 出仕 もせ や、 舍弟重 方 名代に 出仕し け .5。 是 より 彌管 

領、 鎌 倉 殿 を 恨み 申して、 永ぐ 御 敵と はなり にけ り • 持 氏 も 是を聞 召し、 房 州 無實の 

讒を 信じて、 吾 を 恨む 事 短慮の 至な り • 然れば 若君 義久 を、 憲實が 宿所に ひき 奉る 

べし。 此上は 何の 遺恨 あるべ からすと 仰 下さる。 憲 實畏， 辱き 由 申 上げ、 諸人 も 喜 

悅の眉 を 聞き、 安堵の 思 をな す • 斯 りけ る處に 、若宮の 社務 尊仲密 に參 り、 此條 然る 

べき 事に 非す と、 色々 讒言し ければ、 若君 終に 憲實 の屋 形に 移り 給ば す。 依" 之彌憲 

實、 君 を 恨み 奉る。 誠に 不快の 念、 歎きても 餘 あり * 此 世の中 さてと ぞ 見えし • 長 尾 

尾 張 入道 芳傅、 词 入 月 十二 曰 御前へ 近く 參 T て、 只憲實 宥めさせ 給 ひて、 世上 無爲に 


なさるべき 由、 再三 諕言申 上げ けれども、 曾て 以て 御 許容な し • 其 後上 杉 修理 大夫持 

朝 彈 千 葉 介 胤 直 一 味 同心して、 色々 管領 和談の 儀、 世上 無爲 になされ て 然るべ 

しと 申 上げ けれども、 御領 掌な し • 放 生會を 限り として、 十六 日に は、 武州 一族 を始 

として、 奉公 外樣の 軍勢、 山內 へ 押 寄す ベ き由閡 えければ、 憲實大 に 驚き、 身に 於て 

あやまりな くして、 御 旗 を 向けられ、 御 敵に なりて 討た れん 事、 不忠の 至う、 末代 ま 

での 瑕瑾な 所詮 御釓 明より 以前に 自害して、 君の 御 憤 を 散 じ、 忠義 を殘 すべし 

とて、 旣に 太刀に 手 を 掛け、 れば、 一 家の 面々 走り 寄りて、 太刀 を 奪 ひ 取りて、 前後 

左右より 警 固す。 斯 りけ る處 に、 長 尾 新 七 郞實景 と 大石源 三郎重 仲、 進出で 申しけ 

る は、 道に も あらぬ 長僉議 して、 頓て討 手 向けられ、 やみ. くと 御 損 命 あらん は 一 定 

なり。 御 分 國へ御 下向 あ， 9 て、 再三 歎きて 御覽 候へ かし • 相 州 河 村の 館へ 御開き 尤 

に 候。 若し さもな く 御 自害 あらば、 各 吾等、 雜人 等の 手に かゝ り、 淺 ましき 死 を 致す 

べき 事 必定な に 同じ 失 はん 命 を、 御所 方の 人々 と 討死して、 殿中に 屍 を さらし、 名 

を 萬 代に 殘 すべき ぞゃ • 人々 急ぎ 大藏の 谷へ 打って出よ やとて、 血眼に なりて、 思 

小 笠 原. 村 上 確執の 事附上 杉憲實 諫言の 事  § 


上 杉 憲實 

上野に 通 

る 
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ひ 切った る體に 見え ければ、 憲實是 を 聞き て、 い や. （-某 自害し た り i も、 家 子左樣 

にあらん に 於て は、 憲 實が惡 名、 末代まで 遒る ベ か^ゃ。 さらば 今宵 ぞ 開く べしと 

て 打 立ちけ る。 さりながら 河 村 は、 分國豆 州の 境な り。 河 村に て 申 開き 得すして、 豆 

州 へ 下向せば、 上の 御惡逆 を、 京都 へ 由. 達する やうに 成 行く ベ し。 上 州 へ 下向す ベ 

し • 其 用意せ よ i て 打 立ちければ、 同名 修 锂 大夫持 朝. 同名 聽鼻性 順 長 井三郞 入道. 

小山 小 四郞. 那須 太郞 以下、 一 * 同心の 大名 ども、 间 八月 十四日 戌の 刻に、 山 內殿を 出 

づる處 に、 愛に 不思議の 事 あり。 光明 赫变 たる 日輪の 如くなる 物 一 つ 出現して、 憲 

實が 馬の 上に 掩 ひければ、 諸人 大に 驚き、 希代な， 9 と訇 b 合 ひける。 是唯 事に あら 

す。 氏神 春 日 大明 神の、 行末 守り 給 ふ べき 御靈 光なる べしと、 上下 ひ 合 ひて、 御 運 

開かる べき 事 疑な しと、 賴 もしく 思 ひけり。 

三 浦 介 逆心の 事  ： . 

去 程に 武州 一 揆 ども 馳集り ♦ 雷 坂に 陣を 取りて、 憲實を 待 かけた，^ 管領の 勢 ども 


是を閡 きて、 何 ほどか あるべ き、 蹴散ら して 通るべし と、 各 甲の 緖 をし め、 旗の 手 を 

下しければ 、管領 堅ぐ 制し、 いやく 然る ベ からす。 某 下向す る 事、 罪な き處を 申 開 

くべき 爲 なり。 御 勢に 向って 弓曳 くべ からす • あなたより 打って S らば、 力無し、 合 

戦すべし と 、強ちに 下知せられ しかば、 何れも 力なぐ、 皆 怒 を S: へて 對陣 す。 一 揆の 

勢 も、 管領の 猛勢を 見て、 叶 はじと や 思 ひけん、 其 夜 雷 坂の 陣を 引拂 ひて、 散々 にな 

hs にけ り。 扨 こそ 道 を 開いて、 憲實丄 州へ 下りけ る。 鎌 倉へ は、 宗徒の 兵 馳せ參 じ、 

憲實の 下向の 事 如何，. 0 評定 あり、 或は 尊 宿 貴僧 達 を 御 使と して、 下向の 仔細 を御尋 

尤 なりと い ふ 義勢も あり、 又は 召 返して、 宥め 給 へ と 申す 族 も 多 かりけ る。 然れど 

も是を 次に 追討すべし とて、 其 夜雨 一 色 直 兼幷に 同名 刑 部 少輔家 を大將 として、 御 

旗 を 袷 は， o て、 同 十五 日夜 半に、 其 勢 二百 餘騎 ばか.^、 路 次の 人 數を狩 催し、 上 州へ 

下向す。 持 氏 卿 は 同 十六 日 未の 刻、 武州高 安寺へ 御 動 座な り。 御 留守 赘 固の 事、 先 

例に 任せて、 三 浦 介 時 高に 仰 付けら る。 時 高 近年 領地 少く、 軍兵 もなければ、 不肖の 

身と して、 如何にも 叶 ひ 難き 旨辭し 申し けれども、 嚴 S に 仰 付けられ しかば、 先々 御 

三 浦 介 逆心の 事  で. 一 
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意に 隨ひ 申しき。 三 浦 介 思 ひける は、 先祖 三浦大 介、 右大將 家に 忠ぁ， o しょ. o 以來、 

代々 功 を 積みて、 御賞翫 他に 異な，^ 然るに 御當 家に なりて、 出頭 人に 覺を 取られ 1 

兼々 面目 を 失 ふ處、 無念に 思 ひける に、 持 氏 卿內々 勅命に 背き 給 ひ ぬれば、 京都よ 

り、 三 浦 介が 方へ 御 內窨を 下されけ るに 依って、 渡りに 船 を 得て、 三 浦 介は縑 倉の 御 

留主を 捨て 忽に 逆心して、 己が 宿所へ 歸り けり • 十月 三 H 三 浦 介 縑倉を 開き けれ 

ば、 此由 早馬 を 以て 告げければ、 持 氏 卿大に 驚き 給 ひて、 唯 熱湯に て 手 を 洗 ふやう に 

て、 誰 を か 打 手に 遣す ベ き 由、 評定と りぐな る處 に、 同 十七 日、 三 浦 介、 一 一階 堂の 一 

族と 引合 ひて、 縑 倉へ 押 寄せ、 大藏. 犬褂 等へ 今夜 褂 出で、 數千 軒の 在家へ 火 を かけた 

り。 鎌 倉 中の 貴賤、 上 を 下へ と 逃 迷 ふ。 營中變 化の 有樣、 申す も 中々 愚な り • 

箱 根 • 早 川尻 合 戰の事 

抑 今度 京都 縑倉 不和の 事、 起り は 持 氏 卿、 關東 中の 禁中の 御料 所. 京方の 所帶 等、 御 

支配の 事 然るべ からす.. 0、 憲實 諫め 申しければ、 忠言 耳に 逆 ひ、 却て 憲實を U され 


て、 御 心の 儘に ある べしと、 思 召しけ る 由、 京都へ 聞え ければ、 大に 怒り 袷 ひ、 頓て奏 

閡 ありて、 綸旨を 下され 御 旗 を 賜 は，^、 不日に 追討す ベ き 由 仰 下さる a 

被，， 綸言， 偁、 從 三位 源 朝臣 持 氏、 累年 忽，， 諸 朝憲； 近 rn 擅 與，， 軍兵； 匪， 啻 失，， 忠節 於關 東； 

剩 致，， 是郜輩 於 上國； 天誅 不 ％k。 帝命 何 又 容， 早當 P 虎 豹 武臣， 可 k 拂-豺 狼 賊徒， 

者 • 綸言 如^、 以 _,此 旨， 可， 介洩 入， 給： ^執 達 如^: • 

永 享十年 八月 廿 八日  左 少辨資 任兹 

謹 上 少將殿 

又 御 旗に は 、辱く も 帝 御詠歌 を 遊ばさる。 

千 早 振 海中 雲 之 幡之手 仁 東 塵拂秋 a 

次將 軍義敎 公、 御 敎書を 上 杉憲實 方へ 下さる， 其詞に 曰、 

從 三位 持 氏 依-累年 精惡； 今度 達，， 天 P 所^,, 誅伐，.^。 關柬牧 伯 等悉隨 „遂 憲實 所行； 

不 H 持 氏 以下 可^^ 誅，， 伐 之， 者 也， 

下狀仍 如&: 

箱 根 • 早 川尻 合戦の 事  一一 七 nj 
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永 享十年 八月 廿 九日  御 書 判 

上 杉 安房 守 殿 • 

又 三 浦 介 時 高幷に 東國の 武士に、 其 旨 を觸れ 遣す • 又 上 杉 中 務大輔 持 房に、 御 旗 を 

給 は b て、 海道 筋の 兵 を 狩， 5 催し、 縑 倉を攻 むべ しとな り。 小 笠 原 政康. 今 川 範忠. 

武田信 重 も 進發す ベ しとな り • 去 程に 同 九月 十日、 京都より 討 手の 大勢、 足 柄. 箱 根 

二手に 分れて 押 寄す る。 箱 根へ は、 橫地. 勝 間 多の 軍兵 ども、 # 豆 守護 代 寺 尾 四郞左 

衞門尉 を案內 者と して、 巳に 山 を 越さん としければ、 大森 伊豆守 箱 根の 別 當是を 聞 

きて、 水 呑の 邊に 究竟の 惡所 ありけ る を 形取りて、 搔楣 かいて 待褂 けたり. 箱 根 山 

と 申す は、 四方 嶮蛆 にて 谷 深く、 切 岸 高く 峙ち た，^ 敵 を 見下し、 吾 勢の 程 を 敵に 見 

せ す。 虎賁 狼卒替 り ぐ， 射手 を 進めて 戰 ひけれ ば、 1  酸 縱令 何萬騎 あ りと も、 近 づ き 

難く 見え けれども、 寄 手 は 大勢、 防ぐ 勢 は 少し。 何まで 此 山に 泳 ふ べき ぞと 侮りて、 

掌に 入 b たる 心地し ければ、 五 百 餘騎皆 馬よ， o 下り、 射 向の 釉を差 翳し、 太刀 長刀 

の 鋒を汰 へて、 只 一 息に か、 りけ る。 大 森が 兵. 箱 根の 衆徒， 石弓 を 憑け、 一 度に はつ 


と 放つ。 數 萬の 軍兵、 是に 捲り 落され、 遙の 深き 谷底へ、 人^雪 頹 をつ. かせて 落 重な 

れば、 敵に 討 たれ 死す る 者 少しと 雖、 己が 太刀 長刀に 賞き て 死す る 兵、 數を 知らす。 

大森 伊豆守 勝に 乘 つて、 短兵急に 拒がん と、 揉んで 攻めけ る 間、 石 岩 苔 滑に して、 荆 

棘 道 を 塞ぎ たれば、 引く 者 も 延べす、 返す 者 敢て討 たれす とい ふ 事な し。 橫地は 討 

死す。 寺 尾 兄弟 は、 三人 共に 深手 を 負 ひければ、 十 方に 分れて 落 行きければ、 軍 散 

じて 後 も、 四 五 曰 は、 山中の 草腥 くして、 血、 野草 を淋 ぎ、 尸、 路 徑に橫 はれち • 大手の 

軍 は 味方 打 勝つ と 維、 搦手の 軍勢 足 抦山を 越えて、 相 州 西 郡まで 押 寄す ると 聞え け 

れば、 上 杉 陸 奥 守 を 大將軍 i して、 二階 堂の 一 黨宍戶 備前守 • 海老 名 上野 介、 安房 國の 

軍兵 を 差 添 ハ て、 西 郡の 敵に 押 向けら る、 處に、 此 人々、 同 九月 廿七 》1、 相 州 早 川尻 

へ 押 寄せ 鬨の聲 を 合せ、 矢 一 筋 射る 程 こそ あれ、 大勢の 中へ g 入. o て 攻め 戰ひ、 魚鱗 

鶴 翼の 陣、 旌旗 電戟の 光、 須臾に 變 化して 萬 方に 相當れ ば、 野草 徑に 染み、 汗^の 蹄 

血 を 踏 立て、 河水 流れせ かれて、 士卒の 尸、 忽に 流を絕 つ。 新り けれども、 續ぐ * 方 も 

なし • 只 命 を 限りに 戰 ひけれ ども、 目に 餘る 程の 大勢 なれば、 憲 直が 賴み 切った る 

箱 根 • 早 川尻 合戦の 事  1 一 ま 
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肥 田 勘 解 由左衞 門. 纖田彌 三郎. 足 立. 萩 窪 を^と し、 一 族若黨 悉く 討死し、 憲直. 海老 

名 終に 對 負けて、 散々 にな りて 落 行きけ る。 

持 氏 卿 鎌 倉 御 歸の事 附縑倉 合 戰の事 

永 享十年 十月 十九 日、 持 氏 卿相 州 海老 名の 道場へ 御陣を 移され、 千 葉 介 胤 直 は、 始ょ 

b 憲實と 御和談 あり 然る ベ き 由、 苒三 申し けれども、 少しも 御 承引な かりけ る を、 武 

州 府中に て 猶諌め 申しけ る は、 始も 再三 申し けれども、 御 許容な く 候に、 又 申 上る 條 

憚 あ. o とい へど も、 主 暴不， 諫非， ， 忠臣， 也 、畏， 死不， 言 非 S 也と 承れば、 縱ひ御 勘氣蒙 

ると も、 猶 さし 當て 一事 をな どか 申さ  >  らん。 管領 は 全く 異儀 なく 見え 給へば、 召 

歸 されて、 元の 如く 政務 執行 を 仰 付けられ、 水 魚の 思 をな され、, 東 靜謐の 計 策 を 廻 

らしお はすべ し。 彼 管領、 內には 君の 過 を 釓し、 外 に は 君の 美 を 揚げ、 無雙 の 良臣に 

て 候。 召し 給 ふに、 參らゃ i いふ 事 あるべ からす。 伹し讒 邪 群 狂に 恐れて、 遲參の 

儀 も あるべし。 君達 を 御 使と して 召されん に、 など ゃ參 られ ざるべき。 某 若君の 御 


供 申して、 管頜を 同道 仕り、 歸參 すべき 事 必定な りと 申 上げければ、 皆 二 同に 然る ベ 

き 由をぞ 申しけ る。 同 九月 廿 四日、 已に^ 君 御 下向 あ， 9 し處 に、 若宮の 社僧 尊仲此 

由 を 聞きて、 築 田 河 內守を 以て、 此御 下向^る ベから ざる 旨、 强 ひて 訴へ 申しけ る 故 

に、 若君の 御 下向 止みければ、 千 葉 介 諌言签 しくな りければ、 胤 直 大に忿 り て 曰く、 

三 諌而不 ：. 用 則 避-其 國 一と い へ b とて、 相 州へ 御勸 座の 時、 御斷. り 申し、 留 b ければ、 

持 氏 卿分陪 川原に 御 駕を控 へ られ て、 參る ベ しと 御 使 ありければ、 畏 つて 承，^ 候と 

申し けれども 參ら す。 結句 關戶山 御 越のと き、 千 葉 介 手勢 引 具し、 舯太寺 原へ 打 出 

で 下、 總國市 河へ 陣を 張る。 是 のみなら す、 又 海道の 討 手、 追手 搦手 一 つに な，^ 大將 

軍 上 杉 中 務少輔 持 房、 相 州 高麗 寺に 陣を 取る。 さらば 此 敵に 向 へ とて、 木戶左 近大輔 

持季 を大將 として、 御 旗 を 給 はりて、 相 州 一 <幡 林に 陣を 取る。 篝を 焚きて 待 明す。 

又 管領 追討の 爲に 下向し 給ふ兩 一 色の 人々 も、 相伴 ふ 諸卒、 皆 憲實と 一 つに な りし 

かば、 手勢 計に て、 大敵 を 防ぐべき やうなくて、 一 戰 にも 及ばす、 同 四日、 海老 名の 御 

陣 へ 引返す。 上 杉 安房 守、 數萬 の 軍勢 を 引率し、 同 四日、 上 州 を 打 立 ち て、 同月 十九 

持 氏 瘸 鎌 食 ioM^ 嫌 倉 合戦の 事  一一 七ね 
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日、 分陪 川原に 着き 給へば、 御 旗本の 人々、 御内 外樣の 侍、 奉行 頭 人に 至る まで、 持 氏 

卿を捨 置き、 憲霣に 心 を 倚せ て馳加 はる。 今 は 宗徒の 御 一 門、 譜代 舊 功の 御 勢より 外 

に、 殘. C 留る人 もな し。 さる 程に 同 十 一 月朔 RT 三 浦 介 時 高大 將と して、 二階 堂の 人 

人、 持 朝の 被官ー 咴 同心して、 大藏の 御所へ 押 寄せけ る。 折節 警 固の 兵 少 ければ、 

案內は 知つ たり、 大庭 へ 亂入 り、 御所 方の 人々 若君 義久 をば、 扇 谷 へ 移し 奉りて 後、 

殿中 嗚を靜 めて 待 憑け たり。 三 浦 介を韌 め、 一 枚 楣を引 側め、 門の 內へ込 入りて、 甲 

の 鉢 を 傾け、 鎧の 釉を搖 合せく 切 合 ひて、 天地 を 動し、 火 を 散らして、 切って 落し 

突 落して、 此を 先途と 切って 廻り 防ぎけ る。 寄 手 若干 疵を 蒙り、 一度にば つと 引き 

たりけ り。 され ども 寄 手 は 大勢 なれば、 追 出せば、 荒 手 を入替 へく 攻戰 ひければ、 

築 田 河 內守. 同 出 羽 守 .名« 左衞門 尉. 河 津三郞 を 初と して、 防 矢 射け る 人々、 一 人 も 

殘らす 討 たれに ける。 さる 程に 方々 よ b 亂入 る。 人々 の屋 形に 火 を 掛け、 神瓧佛 

に亂 入，^ て、 戶張を 下し、 神寶を * ひ 合 ひ、 狼藉 やむ 事な か， o しかば、 三 浦 介が 被官 

佐 保田豊 後守馳 廻りて 制止し ければ、 軍勢 皆靜 まりけ る。 同年 十一 月朔 日、 長 尾 i 


張 守 入道 芳傅、 縑倉警 固の 爲に、 分陪を 立 V- て 攻め上る 時、 同 二日、 持氏则 海老 名よ 

b 歸らせ 給 ふに、 相 州 葛 原に て參 合、 あは や 敵と 見られければ， 御供の 人々、 甲の 緖 

をし め 馬の 腹帶を 堅め、 色めき 渡る 所に、 一 色 持 家お 御 使と して、 憲實 の化官 、長^ 

芳傳が 方へ 仰せられ ける は、 累祖等 持院殿 • 天下の 武將 たりし より 以來、 汝 等が 先祖 

上 杉 民 部 大輔. 長 尾 彈正忠 等、 家僕と なりて、 普 代 相 傳 して、 主從 の禮義 を亂ら や。 然 

るに 重代 身に 餘る恩 を 忘れて、 穩に 仔細 を 述べす 大事 を 起す。 縱ひ持 氏を賤 しとす 

i も、 天の 譴を遁 る ベから す。 心中に 憤る 事 あらば、 返いて 所存 を 申す べしと、 狸 を 

盡 して 仰せられければ、 芳傅 馬より 下り、 いや— 是迄參 る 事、 別の 儀に あらす。 讒 

臣憲 直が 申す 處を御 承引 候て、 故な く 憲實を C さんの 御 企、 旣 に顯れ させ 給 ふ 上 は、 

身の あやまらざる 處を申 開き、 讒 者の 張 本 を 給 はりて、 後人の 惡名を 懲らさん 爲に 

て 候と て、 楣を 伏せて 畏る。 依， 之憲實 申請く るに 任せ、 憲 直. 直 兼 罪科に 處 せらる ベ 

しとて 仰 出されけ る。 芳傳喜 悅の眉 を 開きて、 別 装束 を替 へて、 遂に 出仕して、 銀劎 

一 振 進上す。 卽又 公方よりも、 御太刀 を 下さる。 扨 こそ 諸卒 安堵の 思 をな しければ、 

持 氏 瘌縑倉 御 歸の事 附嫌倉 合戦の 事  11 八 1 
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仔細な く縑 倉へ 歸らせ 給 ふ。 芳傅 御供 申しけ る • 永 安寺へ 入らせ 給 ふべき とて、 御 

駕を 進めけ る 所に、 三 浦 介が 軍勢、 佐 保田璺 後 守 以下 、八幡宮 赤 橋に 馳 塞り、 鼓の 聲 

をぞ 揚げに ける。 依， 之 御馬 を引歸 して、 淨智 寺へ 入らせ 給 ふ。 芳傅 制しければ、 佐 

保 田 等 軍兵 共 皆 引返く。 扨 こそ 何事な く、 永 安寺に 入らせ 給 ふ。 


足 利 治 亂記卷 第五 終 


足 利 持 氏 

薙髮 


足 利 治 亂記卷 第 六 


持 氏 卿 御 出家 * 憲直 以下 自害の 事 

同月 四日 金 澤の稱 名 寺と いふ 律宗の 寺へ 移らせた まふ • 猶も 斯くて は、 始終 御身の 

爲惡 かるべし とて、 世に 望な き 御身 を 捨てられた る 御 心の中 を 知らせん とに や、 同 

月 四： n に、 御髮を 落し 給 ひける • 未だ 强 仕の 御 鼢も、 いくほど 過ぎざる に、 制 髮染衣 

の 姿に 歸し たま ふ 事、 盛者 必衰の 锂と いひながら、 うたて か， 9 し 事共な り。 御 法名 

は、 長 春 院殿揚 山道 繼と號 し 奉る。 御歲は 四十 ニ歲 なり。 同月 七日、 長 尾 尾 張 守 入 

道大將 として、 上 杉憲直 • 一  色憲兼 以下 讒人追 伐の 爲に、 數千騎 の 軍兵、 金 澤へ發 向 

す。 憲直も 一 色 も、 運の 窮達を 見て、 悲 める を悲 ます、 主 憂則臣 辱、 主 辱則臣 死と い へ 

KV. 今 主 辱めら る、 時な り。 忠臣 何の 爲に 命を惜 むべ きとて、 心 閑に 最期の 出立し 

特氏瘌 御 出家 幷憲直 以下 自害の 事  11 八 1-1 
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て、 寄 手 a しと 待 居た， o。 去 程に 寄 手の 大將芳 傅 入道、 其 間 半 町 計に なりて、 馬 を さ 

つと 駆す ゑ、 同音に 鬨を 作る。 直 兼が 郎等 草 壁 遠 江 守と 名乘 り、 紺 糸の 鎧に、 同 毛の 

五 枚 甲の 緖を しめ、 S 毛なる 馬に 乘り て、 眞 先に 進み、 父子 四人少 も擬議 せす、 大勢 

の 中へ 駆 入， 9、 馬 煙 を 立て切 合 ひける が、 切って は 落し、 八方 を 捲り 立て、 一 足 も 引 

かす 討死す。 是を 見て、 同じく 傍輩に 帆 足. 齋 藤. 饗庭. 喜 多幷に 板 倉 西 太夫 以下の 侍、 

聲々 に名乘 り、 敵の 眞 中へ 會釋も なく 駆 入りて、 一騎 も 殘らす 討 たれに けり。 其 隙 

に 直 兼 父子 二人 幷淺羽 下總守 以下、 一 族 門 葉の 人々、 心 閑に 念佛 申し、 刺 違へ く、 

算を亂 したる 如くに、 重 トノ合 ひて 死し けり。 « 直の 二 男 上 杉 小 五郎 持 成、 山門の 德 

泉 寺に ありけ るが、 是を閬 きて、 乳母の 夫 鱸 豊前守 を 呼び て、 巳に 自害し け るが、 硯 

を 取らせ、 辭 世の 詞に、 

合受 百年 煩惱業 今朝 端的 轉身淸 滅却 心頭 化緣盡 直 向本 來空 性行 

其 後端 座 合掌して、 豐前 守に 首 を 打た せけ る。 豐前守 主 を 介錯して、 其 刀に て、 腹搔 

切って 死にけ る。 兩 人の 振舞、 神妙に 間え ける。 其 外 治 部少輔 をば、 永 安寺の 內甲 


雲 とい ふ 寺に て、 長 尾 出 雲 守 討 取りけ る。 海老 名 入道 は、. 六 浦 引越の 道場に て自 

害す。 其 弟 上野 介 は、 上 杉 大夫持 朝が 家人 ども 取 籠め、 扇 谷の 會下 寺海藏 寺に て 切 

腹す。 此に 上野 介と 申す は、 兄の 入道と は 各 別にて、 公方へ も 度々 諫言 を 以て、 無爲 

の 儀 を 申 上げけ る。 穩 便の 由 聞え ければ、 命 計 を 助く べき 由、 憲實 よ， o 使節 を 以て 

申されければ、 其 使 未だ 來ら ざる 以前に、 自害し ける こそ 無慚 なれ。 若宮の 社務 尊 

仲 も 生 捕りけ る を、 是は亂 世の 張 本 なれば、 尋ね 聞 食す 仔細 もや ある べしと て、 京都 

へ 上せけ るが、 六條 河原に て誅 せられけ る。 同月 十 1 日、 持 氏 卿 永 安寺へ 歸， o 入ら 

せた まふ。 上 杉 修狸大 夫 持 朝. 大石源 左衞門 尉憲儀 • 千 葉 介 胤 直 等が、 番々 に警 固し 

奉る。 さながら 禁 籠の 如くな り。 

持 氏 卿. 滿貞 朝臣 御 最期の 事 

さる 程に 鎌 倉の 管頜源 朝臣 持 氏 卿 は、 命 計 を 助け 參ら せ、 自今 以後 は、 政務に 綺 はせ 

苯る まじき 由、 再三 京都 へ 訴 へ 申し けれども、 年來 無道 貢疊 せり。 奢侈 梟 惡誡め ざ 

持氏鄕 御 出家 弁憲直 以下 ^害の^  S 
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るに 於て は、 後： 《 の禍 となり、 天下 大變 親なる べしと 評定 ありて、 終に 討ち 奉る ベ き 

に 定ま， o しかば、 永享十 一 年 二月 十日、 持 朝. 胤 直 押 寄せ、 申入れ ける は、 君 東 國の武 

將 として、 其 器に 當 h, 給 はす。 是に 依って 御家人 以下、 度々 京都に 歡き 申す とい へ 

ども、 天誅 遁れ給 はざる に 依って、 己 等 を 差 向けら る。 誠に 悲の 至り 不 y 過 V 之と 申 上 

げて、 永 安寺 を 稻麻竹 葦の 如く 取卷 き打圍 みて、 御 自害 を勸め 奉る。 依 ^ 之 御 近習 伺 

公の 面々、 聲々 に名乘 つて 切って 出づ。 木戶 伊豆 入道. 冷泉 民郤 少輔. 小 笠 原 山城 守 • 

平 子 因幡 守. 伊 京 伊豆守. 武田 S 幡 守. 加 島駿河 守. 曾 我 越 中 守 • 設樂遠 江 守 • 沼田 丹 後 

守. 木內 伊勢 守. 神 崎 周 防 守. 中 村 壹岐守 等 敵の 中 を 破って、 蜘手 十文字に 駆 散らし、 

喚いて S る。 追つ 返しつ 引 組みく、 刺 違へ 切 合 ひける。 寄手兩 方に 分れて 散々 に 

射る。 滿貞 朝臣、 御所の 御馬 廻り 南山 下總 入道. 同 左 馬 介. 里 見 治 部少輔 • 下條 右京 進 • 

逸見 甲斐 入道. 石 川 民 部 少輔. 新 宫十郞 左衞門 尉. 岩 淵 修理 亮. 泉 田 掃 部介橫 合に S つ 

て、 兩 方の 手 騎を追 捲り て、 眞中 へ 會釋 もな く 駆 入りて、 引 組んで 落ち、 打 違 へ て 死 

す。 其 間に 持 氏 卿の 二 男 春 王 丸 三 勇 安 王 丸 をば、 乳母の 十 郞三郞 連れて、 雜 人の 形 


逋上 
世 杉 
憲 
實 


に 出立ち て、 難なく 御所 を 出で、 下野 國へ落 行きて、 日光に 隱れ ける， 公方 持 氏 卿、 小 

御所 滿貞御 自害 あり • 御臺所 は、 永 安寺の 大 塔の 內に 入りて 燒 死し 給 ふ。 御馬 廻の 

人々 も 、一人 も 殘らゃ 討死す。 神妙な b し 次第な 二階 堂 信 濃 守 は、 此 君に 深ぐ 

賴 まれ 參ら せたり しか ども、 いか V 思 ひけん、 御歿 前より、 行方 知ら や 落 行きけ り。 

同廿 八日、 若君 義久 は、 報國 寺に おはしけ るに、 討ち 申すべき 由 を 申入れ ければ、 人 

人力な ぐ 此由を 申しければ、 少も御 驚きな く、 装束 召換 へ、 御 腰の物 を 右の 手に 取. 5 

て 仰せけ る は、 吾 幼少なる が 故に、 父の 本意 を 達せす、 無念な り。 併 死後 必ゃ 雷と な 

りて、 上 杉が 家 を 絶やさむ と 仰せけ るが、 左の 脇に 刀 を 突立て 給 ふ 所 を、 御 首 を 打 

落し 奉る。 少年の 御擧 動、 前代未聞 なり。 旣に御 先祖 基 氏 卿、 觀應の 頃より、 東國を 

頜し給 ひ、 今 持 氏 卿に 至って 四 代、 其 間 九十 年に して、 鎌 倉 殿、 ザく 絕ぇ 給ふぞ 哀れな 

る。 上 杉憲實 も、 君を弑 する 罪 免れ 難く や 思 ひけん、 出家して、 法名 長 楝とぞ 申しけ 

る。 是 より 執事 上 杉 家 を 以て、 押して 縑 倉の 管領と いへ，^ 一向 東 國の事 は、 皆 上 

杉 家の 手に 屬 して、 憲實 は、 其後舍 弟の 兵 庫 頭淸方 を、 越後よ， 9 縑倉 へ 呼 寄せて、 管 

持 氏鄉. 滿直 朝臣 御 最别の 事  二八 セ 


結 城 氏 朝 

兵^ 擧ぐ 
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頜を讓 り、 問 年の 六月 十：！： L  、入道 憲實 に、 長 春 院に參 り、 持 氏 卿の 御影 前にて 自害す • 

家人 ども 其 刀 を 奪 ひ 取りて、 押して 輦に乘 せて 歸， 9、 療治 をし ければ、 後 は 愈え ける 

が、 終に 同年の 十 一 月 十日に、 山 內を忍 出で、 藤澤の 道場へ 入， 9 て、 其 後國淸 寺に 閑居 

せられて、 旦夕 持 氏の 御 菩提 を 祈りけ る。 斯る 忠臣 はめら じと、 京田舍 誦しけ る。 

結滅 合戦の 事 

さる 程に 持 氏 卿の 二 男 春 王 丸 三男 安 王 丸、 父 持 氏 卿 生害の 場より、 乳母が 召 連れて、 

下野 國日 光山に 隱れ 居け るが、 訴人 ありて 小 笠 原 大膳大 夫 政康、 討 手 を 承りて、 彼 山 

へ尋 入りけ るに、 安 王 丸 春 王 九. 山 を遁れ 出で、 結 城 中 務大輔 氏 朝を賴 みければ、 氏 朝 

許容して、 子息 七郞 光久 を 御迎に 遣し、 請じ入れ 奉り、 持 氏卿舊 好の 者 を 語ら ひける 

に、 馳來る 兵 多し。 古河の 城 をも拖 へ、 兵 を 入 置き 逆心の 色を顯 す。 今度 結 城に 與 

力の 勇士 は、 塚原彌 太郞. ^田彌 介. 馬場 彌六. 鹽田與 三. 結 城が 舍弟 原三郞 光義. 駿河 

守朝扶 一 族 三百 餘騎。 扨 亦 鎌 倉の 御 一 門 は、 山川 三郞. 多 化 井 次郞. 玉 源 八郞. 澤田喜 


太郞 以下、 彼是 千 五 百餘騎 なり。 此事 夥しく 京都 へ 聞え ければ、 將軍義 敎公御 敎書を 

憲實に 給 は.^ て、 不日に 退治すべき とな ，e^ 入道； 意實 は、 辭返 申されて、 弟の 淸方、 

山內 殿の 名代と して、 扇 谷の 上 杉 修狸大 夫 持 朝と 兩將、 縑倉を 打 立ちて 進發 せらる。 

扨 亦 京都より、 上 杉 中 書 持 房、 御 旗 を 給 はりて、 海道 筋の 兵を駔 催し 下向す。 憲實 

入道 も、 度々 仰 下さる ゝに 依りて、 伊豆 國 より、 下野 國 小山まで 出陣す。 七月 三； 兩 

上 杉さん しき 嫁に 着き、 城 を挤へ * 合戦 日々 止む 時な し， 東 國の士 、多く 結 城が 方 人 

として、 城 中の 勢强 し。 依って 一旦に 攻 落す 事なら ざるに 依って、 敵 * 方 睨み合 ひ 

て 日 を 送る。 永享 十一 一年の 冬より、 嘉吉 元年に 至る 迄戰 へ ども、 勝負 互に ありて 年 

月 を 送る。 然るに 京都より、 御所の 宮と いひて、 今年 十四 歲 にな b 給 ふ を大將 とし 

て 三 萬 餘騎、 侍 大將に は、 上 杉 中 書 下向す。 

眞賴 云、 上 杉 中書ジ 」 の 前旣に 下向な. り いか >。 

旣に 四月 十六 日 * 上 杉兩家 諸手 を 進めて、 結 城が 城に 火 を 放ちて、 十 方よ. o 戰ひ 入. り 

ければ、 城 終に 落ちけ る。 此っ ひえに 乘 りて、 古河の 城 も 落ちに けり。 結 城 氏 朝 父 

結 城 合戦の 事  ニ^ 


結 城氏靱 

父子 戦死 


春 王 安 王 

殺さる 
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子 討死し けり。 今日 城 方の 兵 一 萬 二 千 四百 人餘 討死す。 大將軍 春 王 丸. 同 安 王 丸 は、 

女の 形に 出立ち て 輿に 乘せ、 城 中 を 出で ける に、 長 尾 因幡 守是を 見付けて 生 捕 

る。 卽ち W 幡守を 警^と して、 京都へ 上せ 奉る。 幷に結 城 氏 朝 以下、 張 本の 首， 廿九、 

京都へ 上るな り。 同年 五月 十五 曰に は、 此 人々、 美 濃國靑 野が 原に 着きけ るが、 警固 

の 兵 W  く を 聞けば、 近き 程に 失 はんな どい ふを閬 き、 春 王 丸、 

夏山 ゃ靑 野が 原 に^く 花の 身の ゆく へ こそ 聞か まほし けれ 

安 王 丸、 

身の 行方 定めなければ 旅の 签命 もけ ふに かぎる とお もへば 

同日の 申 刻ば かりに、 京都よ b 佐々 木 氏族 撿使 として 下向し、 因幡 守に 命じて、 春 王. 

安 王 二人共に 誅 すべきの 由な り。 依^; 垂 井の 道場 金 蓮 寺に 入れ 奉り、 上使の 佐々 

木の 氏族 情深き 者に て、 先づ 風呂に 入れ 申し、 其 後上 人出で 敎化 ども ありて、 頓て害 

し 奉る。 太刀 取 は 柿 崎 小次郞 なり。 春 王 九 は 十三 歳、 安 王 丸 は 十 一 歳な り。 省實撿 の 

後金 蓮 寺に 送らる。 上人 卽ち 一片の 煙と なし 奉り、 骨 をば 高野山へ 上せら る • 太刀 


取の 柿 崎 も 出家して、 高野山へ ぞ 上りけ る。 春 王 九の 乳母の 女房 は、 京都に 召 上せ 

て 拷問に 及ぶ • 乳. 母 卽ち舌 をく ひ 切って ければ、 赦 されて 東 山に 入り、 名號百 返書 

きて、 其 奥に、 

^え 果 つる 露の命の 終に は 物い はぬ 身と なりに ける かな 

と 書きて、 遂に 自害し 果てに け， 9。 抑此 女房 は、 鎌 倉 殿の 御內權 五郎平 景 政が 末流 

に、 長 尾 新 五郞景 光と て、 千 貫 計の 身上に て、 小身な りけ る が、 持 氏 卿、 さ る もの、 子 

孫な り。 必 人間 は、 血脈 を繼ぐ なれば とて、 選み 出して 乳母に 付け 給 ふが、 度々 勇な 

る 働 多くして、 結 城が 館 にても、 色々 の 計 策、 男子 も 及ばざる 振 廻な，^ 持 氏 卵の 末 

子に、 永壽 王と いふ は、 密に 道れ て、 信 濃 國へ落 行きて、 大 井の 持 光を賴 み隱れ たに 

是れ 人の 知る 事なければ、 討 手 を 向けら る、 事な し。 結 城 氏 朝が 末子 成 朝 は、 常 陸 

國へ 落ちた， 9。 世上 も 閑に なれば 、管領 入道 憲實 は、 縑倉を 立 出で て、 諸國 執行し、 長 

門國に 暫く 住みて、 後は闳 防の 山 口と いふ 處に 住みて、 旦夕 主君の 後世 をぞ 祈りけ 

る • 此 人後 生辨 論集 廿卷. 諸士 格式 五十 卷撰 みて、 子孫に 殘 せう とな，^ 死期に 紫 

結 城 合戦の 事  一一 ルー 
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金 光明 あ. に 

眞賴 云、 後生 辨 論集 廿卷、 諸士 格式 五十 卷、 こ れ  らを 見ても f 徒の 作 にゃあらん • 

將軍義 敎公御 生害 附 赤松 返 治の 事 

同 六月 廿 四日、 將 軍義敎 公、 猿樂御 見物と して 、赤松 左 京大 夫 滿祐が 館 へ 渡御 まし ま 

す。 如何なる 天魔の 所爲 にか、 今日 御成 次 を 以て、 赤崧 がー 家 を 御 退治 あるべき の 

由 〔1〕 處 に、 愛に 赤 fe 左^ 介 彥次郞 を 呼 寄せ 申しけ る は、 將 軍の 思 召さ 

ぬ 事 を、 よも 世人の 沙汰し 申すべき。 早ぐ 公儀 を 恨み 申、 御 首 を 給 はりて、 當 家の 安 

否 を 定めん と ありし かば、 彥ニ 郞此儀 然るべ しと、 ひしく と 思 立ちて， 彥 次郞. 左^ 

介 • 浦 上 四 郞. 安積 • 中 山 彈正忠 以下 卄 一 人、 物 具 固めて 御座 敷に 罷出候 刻に、 厩の^ 

を 取 放ちて、 其騷 ぎに 門 戶を差 堅めさせ、 左 馬 介 は、 將 軍の 右の 御手に 取 付き、 彥次 

郎敎康 は、 左の 御手に 取 付きて 申しけ る は、 實ゃ 今： □ 、赤松が 一 家 を 絕し給 ふべき の 

由、 何の 意趣に て 御座 ある ぞゃ。 將 軍の 云ぐ、 全く 其 儀な しと 宣 へば、 此上は f 一し 争 


足 利義教 

赤松 滿祐 

に弑 せら 

る 


まじと て、 安積 御 後に 立 廻 b  、御 首 を 取 5 奉る。 御供 のん々、 堂上に も. 庭 上に も 、多く 

並居たり しが、 此由を 見て、 御前へ 走り 參 らんと すれ 共、 赤松が 郎等 共、 豫 てより 企み 

し 事 なれば、 馳 塞り て戰 ひし 間、 或は 討 たれ 或は 落ちて、 將軍の 御 前途 を、 見繼ぎ 奉 

る はなし。 斯くて 赤 柽が屋 形へ は、 公方の 兵 ども、 討 手に 向 ふ べしと て 用意して、 最 

期 の 合戰 心 よ くし て、 腹切ら ん とて、 一 家の 者 共 家 子 郎等に や： る まで、 思 めて 相 待 

つと い へ ども、 御所 方よ.^ 向 ふ 兵 もなければ. さらば 本國に 下りて 討 手 を 待 かけ、 合 

戦すべし とて、 屋 形に 火 を 掛けて、 白畫に 播州へ ぞ 下りけ る。 先づ 一 番に 浦 上四郞 

宗安、 二番に 常 陸の 彥 五郎、 三番に 赤极 伊豆守と、 四 番に赤 极大膳 大夫は 輿に て、 五 

番に 安積、 將 軍の 御 首 を 持ち 奉る。 六 番に紊 一 一郎、 七 番に左 馬 介、 八 番に能 登 守、 九 

番に北 野 兵 庫 頭、 十番に 中村彈 正、 都合 七 百 餘騎、 西 洞院を 下りに、 七條を 西へ、 津の 

國 路を經 て、 六月 廿 五日の 午の 刻に、 播州 河 合の 掘 殿 城に 下着す。 安國 寺に、 將 軍の 

御 首 を 葬り、 茶毘の 儀式 を かいつ くろ ひ、 前は彥 ニ郞舁 き、 後 は 左 馬 助舁 く。 入道 は 

脇 輿に 參 りけ り。 さる ほどに 都より、 討 手の 御 勢馳せ 下ん。 大將は 山 名 修理 大夫敎 

将軍 義教 公 御 生 害附 赤松 返 袷 の 事  ニさー 
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淸 右 衞門督 持豊. 同相 模守敎 之な，^ 搦手の 大將 として 馳 下る 大將は 、細 川讃岐 

守 持 常. 赤松 伊豆守 貞村. 武， 田 大膳大 夫 信 賢、 都合 其 勢 五 萬 人、 播州に 進發 す。 中に 持 

豊は、 滿祐に 有緣に 依って 合戰 せす。 赤松 一 家 は、 書寫坂 本に ありし が、 愛 をば 打捨 

て、 白旗の 城に 楣 籠る。 扨 方々 の攻 ロをぞ 堅めけ る。 先 づ但馬 口 をば、 寵門寺 殿、 上 

原 備後守 を 具して、 一 千餘騎 にて 堅めたり。 一 谷 口 蟹 坂 は、 彥 五郎八 百 餘騎、 丹 波の 

三 草 口 は、 能 登守國 祐大將 にて、 五 百餘騎 にて 相 固む。 八月 十二 日、 細 川讃岐 守. 伊 

豫守。 安木. 武田 一 萬 三千 八 百餘騎 にて、 一 谷 口に 攻 寄せ 合 戰す。 京方の 兵戰 負けて、 

人 丸 塚に 引返く。 入道 は 伊原の 御所 を 御供 申し、 京 へ 上らん とて、 一 一 萬 七 千 餘騎に 

て、 明 石 蟹 坂に 着き、 京都に 降參 す。 但馬 口へ は、 山 名 三 萬餘騎 にて 押 寄せ 合戰 す。 

赤崧. 龍 門寺打 負けて 腹 を 切る。 上 原 備後守 討死す • 入道 は、 是にカ を 失 ひて、 又 坂 

本に 歸 b 、其 日より、 木の 山 白旗の 城に 籠れ b -。 さる ほどに 寄 手 は、 大手 搦手 一 にな 

b て攻戰 ふ。 赤极 一家 敗北して、 伊豫 守と 彥 五郎と は降參 す。 彥ニ郎 は、 父 入道の 

敛訓に 依 ン て、 伊勢の 國 司を賴 み、 落 行きし が ども、 國司 心替に 依つ て、 彥ー 一 郞 自害 


赤松 滿祐 

自害 


す • 今年 十九 歳な， o。 赤松 入道， 年 六十 一 歳に て 自害す a 此時 一 家の人々 六十 九ん、 

皆 自害す。 安積 は、 木戶 より 外に 切って 出で、 最期の 合戰、 比類な き 働な り。 山 名の 

郎等 村 介. 景 安. 景光 兄弟、 安積に 討 たれに けり。 安積 は屋 形に 火 を かけ 腹 を 切り、 火 

の 中に 飛 入りけ， 9。 山 名 右 馬頭の 郎等、 炎の 中に 分 入 b て、 赤 入道の 首と、 安 精が 

首と を 求めたり。 さる 程に 左 馬 助滿康 は、 浦 上 四郎. 北 野 兵 庫 頭 を相隨 へて- • 水の 城 

に楣 籠る。. 此 城に は、 尊 氏 將軍天 照 太 神を勸 請し 給 ふ 城な り。 石 見守 攻 寄せて 合戦 

す。 彈正 忠近宗 打って 引返く。 左 馬 介 は、 筑 紫の 崧田 を賴み 下りし が、 其よ b 高麗 

國に押 渡り、 威勢 を耀 しければ、 彼 地に て 淸水將 軍と 仰がれ、 多くの 人を隨 へし かど 

も、 常 陸 殿 を 世に立 てんと 思 立ち、 又木 朝に 歸り けり • 

眞賴 云、 常 陸 殿、 伊原の 宫 同人 歟 nifm^iy 

河內國 太子 山に ありけ るが、 都より 討 手 向 ひし かば、 遂に 討死したり ける。 扨ん 赤 

菘は、 天下の 御 敵 なれば、 其 首 川原に 梟く ベ からすと て、 三條西 洞院に 獄門 を 作りて、 

一 の 木に は 入道の 首 かけて、 六角 家の 旗頭、 是を 守る。 右 は 六角 家 庶流 京 極， 其 外 近 

將 軍義教 ハム 御 生害 附 赤松^ 殆の事  • 一  Is 
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H の 大名 小名、 日々 の警 固な り • 

, 眞賴 云， 嘉吉 軍記 〔II 赤〕 に、 「諸 大名 ノ 評定 一一 " 天下 ノ御 敵ヲ 河原 一一 可& 5 不， 可 

お トー ーノ、 三條西 洞院ニ 栴檀ヲ 集メ、 掘 立 獄門 ノ形ヲ 作 リラ、 左ノ方 一一 "京 極 

殿、 右ノ方 一一 パ 六角 殿、 其 外 大名 小名、 番衆 一 一ブ 着到ヲ 付ク、 一 萬 三千 騎 一一 ーグ頸 

ノ供ヲ シ 給フ。 一 ノ枝 一一 、ノ 入道 殿ノ 御頸ヲ 懸ケ、 ニノ 枝 一一 "彥ニ 郞殿ノ 御 

頸ヲ 懸 气三 ノ枝二  、ノ 安積 ガ S ヲ 被. 懸事、 前代未聞 ノ 消息. 也」。 

如何なる 天下の 變 にや、 都に は將 軍義敎 公、 不慮に 御 他界。 縑 倉に は 持 氏 卿 御 生害 

にて ありし かば、 京 童の ロ號 に、 

田舍 にも 京に も 御所の 絕ぇ 果て、 公方に こと を嘉吉 元年 

さる 稃に 京に は、 細 川丄ハ 角. 畠 山 以下の 大名 評定して、 義敎の 若君 義勝、 僅に 八 歳な 

b し を 取 立て、 同月 敍爵し 給 ひ、 從五 位下に 任じ、 縑 倉に は 持 氏 卿の 末子、 信 濃國安 

養 寺に 隱れ 居し を 取 出て、 縑 倉に 椐ゑ 申し、 頓て 元服 ましくて、 成 氏と 號 すなり。 

京 鎌 倉 水 魚の 如し。 扨 亦 赤松が 領國 を、 人々 に 給 はる。 播州 を 山 名 持 氏に、 美 作 を 


同敎淸 に、 備前を 同じく 敎 之に 給 はりぬ。 京 田 舍靜謐 して、 上下 喜 悅の思 ひせり • 

禁裏 に は、 契. 极 祝の 和歌 の 御會ぁ り.。 

眞賴 云、 此書、 文の 拙くて、 い ひさした る 如くに 聞 ゆれ ども、 而れ ども これにて 筆 

を 止めた るなる べき 歟。 其 故は義 勝の 家督よ りして、 成 氏の 家督まで つ かめ 

て此に 記せれば なり。 尙 能く If ふべ し。 
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將軍義 教公御 生害 附 赤松 退治の 事  § 


異本 小 田 原 記 卷之ー  き』 

兗ぺ 


伊勢 平 思 

の由來 


異本 小 田 原記卷 


伊勢 平氏 由来の 事 

S 武天王 第五 王子 二 品 高 明 親王 を、 葛 原と 號す。 彼 親王に 二人 御子 あり • 兄高楝 S 

の 子孫 平氏、 今の 西 洞 院流是 なり。 弟 高見 王の 子息 上 總介高 望の 子孫-牛 家、 武家に 

下り、 淸《 公の 一 門是 なり。 然るに 淸盛 公惡逆 故、 壽 永. 元 暦に 一 門 悉く 滅び、 平氏 は 

永 4 え f しに、 i よ I 代 先に、 震 位下 着 守 量の 子、 右京囊 衡 とい 

ふ 人 あり。 其 人の子 七 人 あり、. 一 男 を 右京 進 盛 光と いふ。 其 子 右 衞門尉 盛^、 平家 歿 

家の 頃病氣 にて、. 西國 下向の 頃 都に 留り、 程な ぐ 逝去。 子息^ 長 幷攝津 守^ 平等、 糰 

朝へ. 召 出され、 文治 五 年 奥州へ 御 下向の 御供 申し 忠功 を抽 んづ。 其 後 都へ 上り、 院 

參し て從 g 位下 兵康 助に 任 す。 .以來 本國 なれば、 伊 雷に 居住、 蘭 東へ も 出 しけ 


る。 其よ 1 二 代 目 伊^守 俊繼 の^、 正應ニ 年の 春、 豐前 守に 任じて 中 鼸に下 b し 時、 

初めて 伊勢 を 名字と し、 伊勢 豊. 1 守と 號す。 其後關 東へ 下向して、 射禮 弓馬の 式法 

仰 付けら る、 時、 又 伊勢 守に 任す。 其 時^ 勢の 伊勢 守と 號す。 其 子盛繼 は、 足 利 殿 

綠 者な，？ しかば、 元弘の 頃、 尊 氏將軍 上洛の 時、 御供 申し 上洛 ある。 此人、 天性 細工 

の 妙 匠 を 得たり。 トー 總國の 住人 大坪道 S とい ふ 人、 鞍 を 作り 镫を 打つ。 恰も 天工 を 

得たり。 時の 人、 馬の 再來 かとい ふ。 彼道禪 普く 諸國を 廻， 9、 弟子 を尋 3 る。 此伊 

勢 守に まさる 人な しとて、 鞍， 镫の 大事の 妙ェ を、 悉く 相 倦す。. £-) そ 伊勢 守の 家に、 

此 細工 を專と す。 此人、 尊 氏の 御 息 達^め. 皆 早世の 後、 誕生の 時、 慕 in の 役 を 相 勤め 

られ てより 後 * 御子 息 達 繁昌 ありし とて、 御名 を 付け、 假の 父と 仰せられ、 代々 公方、 

彼 例に 任せ、 御子 誕生の 時， 必す 御名 をば、 伊勢 守 家より 名付け 申す。 盛繼の 子息 伊 

勢 肥 前 守 盛經、 元 弘合戰 に、 手 越 河原に て 討死し ければ、 其 弟 勘 解 由左衞 門、 彼忠功 

に て 勢 守 に 任じて 、寶 岳院 殿の 近習 奉 ：仃 引付の 頭 人な り。 後に は 執事 の 代 を相渤 

む。 法名 昭禪、 彼 道禪の 一 弟子に て、 作の 鞍の 元祖な り。 是 より 代々、 公方の 假の御 

伊勢 平氏 由来の 事  0 
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父、 名 付の 父母と して、 伊勢 守、 管領に も栢 劣らす、 出， 娘し 苯る。 然るに 尊氏將 軍よ 

り 入 代 過ぎ、 慈 照 院東山 殿と 申す 公方の 御 時、 今 出 河 殿、 御 猶子の 契約 ありし 頃』 君 

の 一 子 出來給 ひ、 是を取 立て 串され、 公方 相續の 旨、 山 名 殿に 仰 付けら る。 今 出 川 殿 

方の 大名と 大に 異論 出來 て、 天下の 亂れ ける。 是を應 仁の 亂と 申す。 其 頃 伊勢 守 

貞親， 公方の 御 幼少の 時 養 君な りし かば、 管 頜四職 を 差 越え、 萬 事 政道 を 取れ ふ。 貞 

親の 弟 伊勢 備中 守貞 勝、 彼亂の 時、 山 名 入道と 深き 知 音な b しかば、 細 川 右 京大 夫. 公 

方へ さ、 へ 申しければ、 御所の 御 勘 を 蒙り、 竊に 花の 御所 を 忍び 出で. 伊. 勢國 に 下向 

し、 今 出 川 殿、 北 畠の 國司を 御 憑み めり て、 御 下向 ありし 處に、 上野. 一 色. 佐々 木の 大 

原. 荒尾士 一山 宮. 齋藤 以上 十 人 下向 あり、 三年 あ b しと かや。 此時貞 勝の 子息 新九郞 

氏 長、 備中國 より $: 勢 へ 参られ、 今 出 川 殿 へ 見 * あ， o し かど も、 御 旅亭の 事 なれば、 

さの み 伸まで あるべき。 關東 伊豆 國には 一門 も あり、 其 上 公方の 政智御 坐し ます。 

其 上 駿河國 守護 人 今 川上 野 介義忠 は、 父備中 守の 聱 にて、 新 九郞に は姉聱 にて 御 坐 

すかた ぐ • たより あり、 弓矢 修行に 下らん と 思 ひ 立ちて、 伊勢 太 神宮へ 參宮め b 


伊勢 新 九 

K- ま 可 一 一 

下る 


て、 行 未の 弓矢の 名 譽と冥 加 を 祈念し 給へば、 不思 儀の 靈夢を 蒙り、 一. の 祌符を 求め 

ける。 諸願忽 成就して、 子孫 繁昌 疑 ひなし と悅 び、 何れも 語ら ひ 寄りけ る。 牢人荒 

木. 山中. 多 目. 荒 河. 佐 竹. 大道 寺. 伊勢 新 九 郞七人 は、 何れも 劣らぬ 勇士の、 弓馬 合戦の 

達 葛な り。 太 舺宫の 御前に 參り、 七 人 神 水 を 呑み 誓 ひける は、 侍の 習 立身して、 知ン國 

擧レ名 事 あらんに は、 殘る七 人、 何れも 家人と な， 力 を 合すべし。 少も變 佞の 心 あ 

る まじ。 皆々 立身 せんと 思 はい、 他國 にて 卒爾に 人に 隨 ふま じ。 其 中仕 合よ きを 主 

と賴 み、 何も 親しく 取 立つ べしと て、 應仁三 g 年 二月 伊勢 を 立ちて、 先 尾 張の 國に 

暫く 留り ける。 京に も 其 頃 戦 あり、 尾 張 * も 皆 京に 登り、 さした る合戰 もなければ、 

愛に て 武勇の 名 を擧げ んも、 さの み 不 有と、 駿河國 に 下り、 今 川 殿の 妾 人 北 河 殿 

と 申す 御 方 は、 新 九 郡 姉 君に て 御 坐す。 彼 御子に、 龍王 殿 は 甥 なれば. 是へ官 仕 あり 

し。 暫く 駿 河に 御 坐し、 殘る六 人 も、 先づ牢 人の 體 にて、 駿河國 に 住して けり。 其 頃 

文明 十 一 年の 頃、 京 合 戰和談 になり、 山 名 殿 は 公方へ 降參 なされ、. W 名 方の 敗軍 共 

國々 へ 下り、 猶々 己が 本意 を 達せん とて、 阈々 へ 下り、 公方の 御 下知 を も 用 ひや、 遠 
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州の 住人 橫 地. 勝 間 田 等 京より 逃 下り、 遠 州に て 逆心して、 己が 領地 を 相す • 近邊を 

押頜 し、 公方の 御 下知に 隨は す。 遠 州 は 今 川の 分國 なりし かば、 義忠 自ら 軍勢 引率 

して、 悉く 返 治 ある。 橫 地. 勝 間 田 方々 敗軍 ありし が、 彼惡 黨猶留 り、 義忠 御歸陣 の. 

時、 遠 州鹽見 坂に て、 義忠 矢に 當 り、. 御 討死な り。 御供の 軍勢 馳 付に. .惡 黨殘ら す 討 

取りけ る。 然るに 駿河國 にて， 今 川 家老 Si 三 浦 二 郞左衞 門. 朝 比 奈又太 郞. 丸 島 トブぉ 

守. 同 土 佐 守 等亂を 起す。 依 ^ 之 家中 二つに なりて 合戦す。 義忠の 御前 北 河 殿幷御 暴 

龍王 九 をば、 御姉聱 の三條 殿、 其 頃 駿河御 下向 ありし かば、 御 同道 ありて、 山 西へ 竊 

に隱し 申す。 扨駿 河に 大に 亂れ、 已に 合戰に 及びし^ ども、 兩 方に 大將も なく、 最貭 

最 貭に馳 付きけ り.。 諸 軍 呆れて 見えけ る 程に、 新 郞极を 入れ、 雨 方 を和談 あらば、 

大 i 王 殿 を 出し 申すべき と 、斯くて 色々 极ひ給 ふ 程に、 家老の 衆和談 あ， o、 龍王 殿 

は、 山 西の 小 河 法榮が 本より、 府中. の 御館へ 歸. り 給 ふ。 卽ち御 元服 ありて 氏 親と 號 

す。 七歲 になり 給 ひし かど も、 尋常 十二 三歲 にも 越えて、 利根の 髫髮 なり。 家老 共 

悅ぶ事 限りなし。 新 九郎此 時の. 忠功 比類な しとて、 氏 親より、 駿河 國高國 寺の 减を 


下さる。 下方 在. 依田. 橋 原. 柏 原. 吉原を 知行す。 早 右の 六 人を與 力と し、 今 川 殿の 先 

を かけ 給 ふ。 依， 之 今に 於て 駿河士 口原の 池に への 川端に、 早 雲 公 を 神に 祭りて これ 

あ b となり。 于， 時 天 正 十 年 午の 年まで、 此宫 あり。 予參詣 す。 所の 人 はら はし 神と 

申すなら。 

早 雲 韮 山に 移る 事： 

闊東 公方 成 氏 は、 上杉憲 忠を誅 せられて 後、 上 杉 顯定. 持 朝. 定政 父子. 長 尾 人道 等に 

打 負け、 去る 長 祿元釘 年、 鎌 倉 を 追 落され、 下總國 古河の 縣に 落ち 給 ふ。 鎌 倉に 御所な 

くて 叶 ふま じと て、 東 山 殿御 弟 香 巖院と 申して、 天寵 寺の 僧に て 御 坐す を、 廿九歲 に 

て 還俗、 政 智と號 し、 左 馬頭に 任じ、 同年の 十二 年 十九 日關 東へ 下さる。 然れ ども 關 

東 久しく 古河 殿の 下知に 隨ひ、 其 惠を慕 ひければ、 諸人 古河 殿 を 一 度 鎌 倉 へ 入る 、 

事 をのみ 願 ひ、 政 智を縑 倉へ 入れ 奉らん と は 申さす。 依， 之 上 杉 管領の 分國 の 

北. 條に 御所 を 立て、 左 兵衞督 殿と 申し、 後に は 氏滿と 改名め り、 堀 越の 御所と も 巾す。 

早 雪 韮 山に 移る 尊  一一 1Q1 一一. 
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5： 豆の 侍、 悉く 彼の 御 下知 を 仰ぐ。 其 頃 新 九 郞早雲 は、 高國 寺の 城に ありし が、 伊 S 

國 の北條 は、 新九郎 母方の 伯父な り。 北條殿 病死して 子な かりし かば、 彼 一 門 桑原 

平 內左衞 門. 田中內 膳、 掘 越 殿へ 申 上げ、 新 九郞を 北條の 遺跡に と 望み 申す 間、 氏滿 

の 下知と して、 長 亨ニ献 年 十月、 韮 山の 城に 移り、 北條の 跡を繼 ぐ。 卽北條 後家に 女 

子 一 人 あり。 新九郞 は、 京都 小 笠 原備前 守が 聱 なりし が、 妻女 は 早世し ければ、 彼 後 

家 を、 氏滿 の 下知に て、 新九郞 に 給 は り、 女 を、 子息 氏 綱に も 給 はりけ る。^ こそ 伊勢 

を 改名して、 北條氏 綱と 號 しける。 其 時 早 雲と 一 同に 下りし 六 人の 侍、 幷遠 江國の 

住人 笠 原と いふ 侍、 合せて 七 人、 皆 早 雲の 與 力の 侍と な， o、 韮 山城に 集りけ る。 天性 

福 者に てお はしければ、 土民 百姓まで 惠み 給へば、 諸人 萬 民お しなべ て、 此人 をと 馳 

走 申す 事 限な し。 然るに 氏滿の 御所に 御子 二人 あり。 兄 をば 茶々 丸 殿と 申して 別 

腹な り。 弟 をば 御小兒 とて 當 腹な. り。 兄 茶々 丸 殿 は 勝れた る上戶 にて、 酒 狂の 不行 

器 ありし かば、 繼母、 父 へさ、 へ 申し、 二 男の 若 子 を、、 家督に せんと 思 召し、 色々 讒言 

あ， o し を 實と思 ひ、 狂人と 號し、 茶々 丸 を 籠へ 入れ 申されけ る。 是を 能く 知， o たる 


討 茶 北 

つ々 條 

丸 早 

^雲 


御 內衆か はみ 申しで、 御 膳 を參ら する 次に、 小刀 を 一 本 忍びやかに 參ら せけ る を、 茶 

々丸 殿 * 籠の 番 衆の 寝入りた る 間に、 小刀 を 以て 番衆を 刺殺し、 番 衆の 太刀 を 取り 

て 籠より 出で、 御所へ 押 込み、 繼母を 生害し 奉， 9、 其 外 日頃 若君 を讒  一一 一 II 申す 人.々 を 討 

ち 給 ふ。 其 時 二 男の 小 26 は、 母の 討 たれ 給 ふ. 事 を 聞き、 悲み思 召し 遁世 あり、 駿河國 

まで 落 仃き給 ふ を、 今 河 殿^れ み 給 ひ、 京都へ 送り 奉る。 京 公 万御餐 子に なされ^ 1 

%„ 御 出家に て、 天 龍 寺の 香 巖院に 入れ 給 ふが、 此人. 如何なる 果報に や、 後に 還俗め 

b て、 京 公方と なり、 天下の 將 軍に なり 給 ふ。 法住院 義澄是 なり。 W 又 伊豆に て は、 

茶茶 丸 殿と 父氏滿 合戰 あ、 りし かば、 不慮の 事 なれば、 氏 滿の侍 方々 に 分散して、 夢に 

も是を 知らす。 延德 三鮮年 四月 三 H 五十 七歲 にて、 子息 茶々 丸が 爲に 自害し 給 ふ。 

新 九郞菲 一山より 馳せ參 りし かど も、 早 自害し 給 ひ、 力なく 御 死骸 を 葬 禮の爲 に、 三 

島の 寶苗院 へ 送. り 奉り、 御敎養 懇に營 み、 勝 童 院殿九 山 公と 號し 奉る。 ^後 御所の 

侍 方々 よ， り 集り、 早 雲 を大將 とし て、 茶々 丸 殿 を 攻め 奉る。 茶 々丸 殿 若 き 大將 なれ 

ば、 一 たまり もた まらす、 願 成就 院へ馳 入り、 無^ R 自害し 給へば、 伢豆の 侍 共 悉く 馳 

早 雪 韮 山に 移る 事  一 一一お 
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き、 早 雲 庵の 手に 隨 はやとい ふ 事な し。 本より 土民 百姓、 皆 以て 早 雲 を 願 ひける 

間、 不. 殘 御所の 跡 を押領 す。 其 時 茶々 九 殿の 侍戶 山と いふ 者、 早 雲の 野宿して 御 坐 

せし 御堂へ 忍 入りて、 火 を 懸け 夜 討し ける。 運の 極めに や、 早 雲 もいた く寢 入， 9 給 

ふ。 御 枕の 上まで 火掩 ひける に、 笠 原 走り 來 b 、手に て 火を搔 除け、 早 雲 を 助け 車り 

ける。 され ども 左の 手 を 燒き給 ふ。 指 も皆燒 落ち 生薑の 如 /、なりし とか や。 W 夜 

討の 敵 も 皆 逃 落ち、 或は W 取られけ り。 依 > 一 伊豆 國 にて、 生薑 を はじかみ とい ふ 事 

なし。 早 雲に 恐れて、 せう がとば か， ^申す。 其 頃 如何なる 者 かしたり けん、 早 雲の 

門に 落 書 を 立てけ り。 

草の 名 も 所に よりて 替り けり 伊豆の 生薑 は 伊勢の はじかみ 

本名 倂勢氏 なれば、 かくい ひける。 去 程に 頓て狩 野 介 を 攻め 給 ふ。 狩 野 介 は、 伊東 

が S なりし かば、 弟の 圓覺 とい ふ 法 華の 僧 を大將 として 加勢 をな す。 早 雲へ は、 今 

川 殿より 加勢と して、 葛 山 備中守 を大將 とし、 岩 本 以下 馳向 ふ。 狩 野 介 討 負け、 名 越 

の國淸 寺に て 自害し ければ、 伊豆 國に名 ある 侍 悉く 馳 着きけ る。 就中 伊豆の 中には、 
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菘下は 三 浦の 住人、 江 梨より は 鈴 木 • 井田. 富 永 • 田 子の 山 末な どい ふ 人々、 皆 ， お 下 

知に 隨 ひける。 其 威勢、 猶 遠近に 掩 ひける 程に、 軍勢 は 自ら 招かざる に 集り、 攻め ざ 

るに 順 ひ 着く 事、 唯 吹ぐ 風の、 草木 を 靡かす に 異ならす。 

三 浦 介 滅亡の 事 

去明應 三年 十月 五日、 上 杉定政 重病に 臥し、 終に 空しくな 給 ふ。 此人 文武の 達人 

にて、 上 杉 棟梁 なれば、 諸人 仰ぎ奉り しに、 世 を 早 く，， -給 ひしょ ，0、 彌 上杉滅 C の 時 

已に 至りぬ と、 歎かぬ 人 もなかり けり。 山の 內 方の 人々、 殊に 何の 分 も 知らぬ 由な 

ら。 • 扇 谷 殿滅. C こそ、 當 方の 悅び なれ。 朝 良 若輩 なれば、 關京 をば 一 族に， 山內ょ 

り 御 下知 あらん こそ、 目出度 けれと S. しける。 亦 其 頃 三 浦 介 時. M と、 子息 新 介義同 

と、 不和の 合戦 あり。 父 時 高 忽に討 たれに けり。 其 故 如何にと 間へば、 先年 永享の 

亂に、 時 高 公方 持 氏 を 威し 申し、 其軍忠 他に 異なりと 忠賞 ありし 程に、 富貴： n 頃に 

越えたり。 然れ ども 男子なくて、 已に三 浦の 家絕 えなん とす， 依^ n 門 なれば と 

早 雪 韮 山に 移る 事 三 浦 介 滅亡の 事  i 
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て、 上 杉 修理 亮高 救の 子 を 養子に して、 義 同と 名付け 一 跡 を 輿 べんと す。 彼 義同器 

罱雙 びな く、 才覺 人に 越えければ、 郎等 共 を^め 三 浦の 一 門、 是を もてなし ける 所 

に、 時高晚 年に 及んで、 實子 一 人出 來す。 時 高 夫婦 大に. 喜び、 是を養 ひ 立て 家督 を 

繼 がせ、 猶子 新 介 義同を 追 出さば やと 思 ひければ、 折に 觸れて 面目なく あたり けれ 

ども、 義同は 少しも 色に 出さす、 彌 孝行 をな し、 おとなし やかに 振舞 ひける。 家老 面 

面、 此條不 y 可：. 然と、 時 高を諌 めし かど も、 用 ひすして、 後に は 近 邊に召 仕 ふ 侍に 申 

付け、 義同 を^つ べき 由 下知し ければ、 義同 述懐して、 髮鬢を 切って 三 浦 を 忍び 出で、 

相 州 西 郡！ S 訪原媳 世 寺と いふ 會下 寺へ 引 籠りて、 會 下僧の 姿に なりに ける。 依， 之 

三 浦の 一 門被官 の 輩、 心 ある は、 時 高の 作法、 義を 背けり と爪彈 をして、 多く W て 一二 

浦 を 返き、 義同 入道の 跡 を 尋ねて、 摁世寺 へこ そ 籠りけ る。 去 程に 義 同が 勢、 程な ぐ 

大勢に なると 聞え ければ、 義 同の 實母 は、 大森 實賴の 女に て、 小 田 原の 大森 式部 大 

輔 とも 箱 根別當 とも、 親しき 一 門 なれば、 此人々 より、 加勢 合力 あ， o しかば、 義同威 

勢 を 振. ひ、 三 浦 へ 取て 返し、 父 時 高が 籠りけ る 新 井の 城 へ 押 寄せ、 明 隳九年 九月 廿 


三；：：；、^ 對に こそしたり ける • 城 中には 敬 寄すべし とに 思 も かけす、 汕斷 して 居た 

りければ、 寄 手 案內 なれば、 安々 と亂れ 人り て、 M の聲を 上げけ る 程に、 こ は 如何にと 

IT, 中 村民 部少輔 とて、 相模 sts の 住人 ありし が、 走" 廻， りて 是を 見て、 こ は 

如何に、 父に 向って 弓 を 引く は、 八 逆の 罪人 ぞゃ。 汝 等が 武運 頓て盡 くべ しと^り、 

切て 出で て 討死す.。 其 間に 三 浦 介 一族 若黨、 皆 自害して 滅びに けり。 此時 高、 主君 を 

傾け 奉り、 其忠 賞に 誇りし かど も、 彼 御 罰 あたり、 我が 子に 討 たれて C びけ る a され 

ば 昔よ. O 今に 至る まで、 主に 對 して 不義 ありし 者、 必ゃ滅 ぶる 事 疑 ひなし。 唐の 安 

祿 山が、 主君 玄宗 皇帝 を 傾け、 養母 揚貴姐 を 害し、 天下 を 奪 ひし かど も、 己が 子の 安 

廢緖に 失 はれけ り。 安 慶緖も 其 報 ありて、 吏 明 虎に 討 たれて、 程な ぐ祿 山が 跡 絶え 

たり。 されば、 今の 新 介義同 も、 行末 如何 あらんと、 皆 人 申 沙汰し ける に 、果して 滅 

び 失せに け， 9. 

三 島參籠 W 靈 夢の 事  一  , 

三^, t 诚 亡の 事 三 島 参籠 附靈 夢の 事  ^  , 
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宗瑞 庵主、 家老 共に 語り 給 ふ。 昔 は 源平 左右に 相雙 びて、 朝家の 御 守た.^ 世 を 治め 

阈を鎭 む。 保 元 .平 治の 頃 源氏 衰へ、 平氏 世 を 保ち 繁昌す • 治 承. 養 和に 源氏 起ちて、 

毒 永. 元 暦に 平氏 悉，、 滅びて、 源氏 又 世 を 治めて、 三代の 後 は、 又 北條、 平氏と して 世 

を 知す • 是九 代に して 滅びぬ • 尊 氏 源氏に て 世 を 保ち、 京 鎌 倉の 兩 公方に て あり 

しか ども、 持 氏 卿 失せ 給 ひぬ。 今 堀 越 殿 源氏に て、 是れ又 滅び 畢ぬ。 源氏の 人々 流 

竄 して、 滅 すべき 時節 到來 す。 陰^き 陽 來る事 珍しから す • 今の 管 頜上杉 雨 家、 藤 

原 家 なれば、 世 を 治る 事相 應 なし。 我等 は 平氏 なれば、 源氏の 盡 きぬる ころ ほひ、 必 

や 世 を 保つ べき 時 至る • 如何にもして 兩上杉 を 討 C し、 國を 保つ ベ きと ぞ ほのめ 

かれければ、 六 人の 人々、 可， 然御計 ひかな と賀し 申されけ る。 頓て三 島の 大明 神へ 

參籠 ありて、 樣々 の 御 立願 あり、 殊史七 代まで は、 北 條を繼 ぎて、 關 東より 權を 執ら 

ば やと 信心 不二に ぞ 祈りけ る。 f^^fef れ^ ほ I， 抑 彼 三 島大明 神と 申す は、 

御 本社 は四國 伊豫 國に 御鏺 座め り。 人 王 第 七の 御 帝 孝靈： 大皇と 申す は、 忝 も 彼 御 

神の 化身な り. 本 地大通 智勝佛 にて 御 坐す。 依， 之 彼 御 神の 氏人、 伊豫の 河 野の 一 


阿、 今に 至る まで、 大 通の 通の 字 を名乘 りけ る • 越智 の姓是 な.^ 備中 國吉律 宮. 讃 

岐國ー の宮 も、 彼 神の 御子な り • 常 社 も 亦 其 神の 御子と かや • 衆生 濟 a の爲に 舟に 

めされて、 四國 よ， o 遙々 と、 此 地へ 御垂 跡め. o しと かや • 是は本 地 東方の 藥師佛 に 

t(  あら 广* 

て 御 坐す。 靈^ b. 利生區 にして、 効 灼 なる 神徳な ，^ 早 雲 深く 此 神に 祈誓 まし 

ましけ るが、 祈願 忽に 成就すべき、 其瑞相 にゃあり けん、 共 次年 正月 二  H: の 夜、 灼な 

る 夢の 吿ぁり • たと へば 大きに 平なる 原 中に、 大杉ニ 本 ありし を、 鼠 一 疋來 りて、 极 

よりそろ と 喰 折りぬ • 其 後 彼 鼠 、虎と な， 9 てけ ると 見て、 夢 は 卽ち覺 め にけ る • 

早雲此 夢を自 判して 云く、 閼東は 是れ兩 上 杉の 國なり •  二 本の 杉、 卽兩上 杉なる ベ 

し • 我 は 子の 年に て、 上 杉 を. C すべき 者 なれば、 頓て喰 折りぬべし。 是れ卽 關東を 

U し、 子孫 永代、 東國の 主たる ベ き瑞 夢な りと 大に悅 び、 種々 の 捧物を 奉り、 彌上杉 

對 治の 謀 をぞ 廻らし ける • 

小 田 原 軍の 事 井大森 敗北の 沙汰 
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栩模圃 住人 大森 式部 少輔 入道、 寄 柄 庵主と いふ 者 あり • 人臣の 祖天兒 屋根 命の 御 末、 

中關， m 道 陸 公の a 孫な り。 文武 智謀 人に 勝れ、 弓 は 養 由が 跡を繼 ぎ、 打 物 は 張 良に 

耻ぢ す。 されば 四十 年の 亂中 にも、 彼 入道 父子、 扇 谷 殿の 御 家風に て、 敵 を 破り 强 

陣を 返く る 事、 吳子 孫子が 祕 する 所 を 得た， 9、 然る 間遠 近 其 威に 服す。 今 東 國の勢 

多く 以て 扇 谷 を 背け ども、 大森 父子 兄弟 相 州に 居住して、 威 盛に 家 富み 榮ぇ兵 も 多 

ければ、 山 內殿も 家老 等 も、 彼に 背かれん 事を愁 へて、 交.^ 深く し 近付きけ る。 就 

中 式部 入道、 小 田 原の 城 を 奴 立て 伊豆. 相模の 軍兵 を 催し、 扇 谷 殿の 御 方 をし ければ、 

近邊の 軍勢、 皆 彼 下知に ぞ隨 ひける。 去 程に 伢豆國 に は、 早 雲 庵 宗瑞， 家老 共 を 集 

めて 語り 給 ひし は、 偖 世間の 樣體を 見る に、 上 杉の 雨 家 不和に して、 自滅の 合戰ぁ 

り。 然れ ども 彼兩 家、 何れも 大身 なれば、 C ぶる 間 久し かるべし。 鹬蚌相 挾 則 烏 ま 一 

其 弊 一とい へり。 其 弊に 乘り、 上 杉 家 を C すべき 事 を 案 やる に、 大森寄 柄 庵 入道、 小 

田 原に 在りて、 如何にも 叶 ひ 難し。 然れ ども 箱 根 山 を だに 取りな ば、 小 田 原 を 亡す 

べき 謀 少し。 先づ大 森と 和睦して、 交り を 深く し、 たばかりて 討つ べしと 思 ふ は 如 


佝 にと ありし かば、 家老の 面々、 皆 可 k 然と ぞ 感じけ る a 頓て大 森 方へ 吏 者 を 立て、 隨 

種の 送 物、 數を盡 しけれ ども、 大森 人道 約諾して、 和 を 請 ふ 者 謀 ありと いふ * ありと 

て、 打 解く る 事な し- 互に 使者の みに て、 さの み 入魂し 給 はす。 然れ ども^ 年の 後 

に、 明應 三年 入月廿 六日、 大 翁 入道 寄 柄 庵 逝去 ある。 子息 信緵守 膝 頼の 代に なりて、 

頻に早 雷 親み 通 ひけ i ば、 後に はや、 打 解けて、 折節の 會交 ありければ、 彌深 ぐぞ 

語ら ひける。 或 時 新九郞 入道 宗瑞、 小 田 原へ 使者 を 立て、 ゆしけ る は 、此の間 當國 

の 山 どもに て、 多： U 鹿 狩 仕 候 故に、 他山の 鹿箱极 山へ 集まる と 見え 候 間、 此方の 勢子 

を 入れて、 御 分國の 方より 入れて、 鹿 を 此方へ 押して 追 入れ 度存 するとい へど も、 

貴國の 方へ、 人 衆 を 廻し 候 はん 事、 如何 恐 入 候。 柱げ て 御免 を 蒙らば やと 申しけ る 

に、 大森信 濃 守 若輩 故に、 運盡き 果てけ るに や、 新る 謀と は 知ら やして、 安き 御 事な 

りと 免し ける。 早 雲大に 喜び、 武勇 かしこき 若者 共 を 數百人 勝り、 足輕の 勢子に な 

し、 物 慣れたる 手乘： 共 数百 人、 犬 引に 作り立て、 竹鏺を 持たせ 夜 討の 支度 を させ、 熱 海 

日 金の 山よ.^ 打 越え、 追々 に 石橋 や 湯 本の 邊へ隱 し 置きて、 其 相圖を 待ち 居た，^ 
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時刻 も 巳に 來 りければ、 千 頭の 牛に、 角 毎に 菘明を 結び付け、 夜に 入りて、 小 田 原の 上 

なる 石 かけ 山. 箱 根 山へ 追 懸けく 上りて、 石橋 こめかみの 邊 より、 螺を吹 上げ 鬨を 

作り 、板 橋の 町 屋へ火 を 懸けたり。 小 田 原の 城に は、 折節 軍兵 共、 上 杉 合戦の 加勢に 

行きて、 殘る 人々 少なければ、 山々 の 明 を 見て、 是は 如何にして 防ぐべき ぞゃ • 敵 

は 何十 萬 や あらんと、 あはて ふためく 所に、 西 郡の 住人 成 田の 某、 大淼の 前に 來り 

て、 敵已に 山上に 滿々 たり。 用意の 兵なくて 叶 ふま じ • 急ぎで 岡 崎邊へ 落ちさせ 給 

ひ、 重ねて 軍兵 を 催し 、城 を 取 返すべし。 急がせ 袷へ • 某 防 矢 射て、 落し 申さん とい 

ひも 果てす、 先陣 已に 大手の 門前まで 攻 近づきければ、 鎧 取りて 脣に打 懸け、 馬の 

上に て、 高 ひ ほしと め、 小 具足 も 固め や、 手勢 六騎 長刀 水車に 廻し、 敵の 中へ 割って 

入り、 敵の 先陣 多 目支番 允が 同心 粟田 六郎を 打って 落し、 終に 討死して ける。 其 間 

に 大將大 森 吏 部藤賴 を^ めと して、 小 具足 計に て 切 合 ひ ける が、 深手 あまた 負 ひけ 

れば、 散々 になり て 落 行きけ る、 早 雲 入道 最前に 進み 給 ひ、 戰ふ事 風 S 發する 如ぐ、 攻 

むる こと 河の 決する が 如くな りし かば、 敵 一 返 も 返さ や、 城 を 落しければ、 則 追拂ひ 


北条 a- 雲 

小 s 原 城 

^奪 ふ 


て 小 田 原の 城へ 移り 人り 給 ふ • 愛に 松 田左衞 門と いふ 人 あり • 是は 公方 家の 忠臣 

たりし 故に、 終に 上 杉の 下知に 隨 つて、 相 州 西 郡に て、 度々 合戦したり ける が、 早 雲 

小 田 原へ 入り 給 ふと M き大に 喜び、 最前に 馳せ來 つて 一 つになる。 此外 群臣 功 積 相 

隨ふ 事、 誠に 骨 節 屈 神の 如し • 武勇の 程 こそ 目出度 けれ。 大淼は 同 國實田 城に 引 

籠る • 

立 河原 合 戰の事 

小 田 原の 城 は、 扇 谷 殿の 領分な b しかば、 大きに 驚き • 分 國の勢 を 以て 攻 取るべし 

と 聞え ければ、 早 雲 賢き 謀に、 扇 谷 殿へ 使者 を 立て、 先づ御 旗下に な， 9 御 下知に 隨 

ひ 可 fe. 由、 武州寺 尾 住人 諷訪 右馬助 を 以て、 再三 和 談を請 ひければ、 扇 谷 殿、 誠と や 

思 召し けん、 小 田 原 を も 攻められ ャ。 扇 谷 は、 定政御 死後の 事 なれ は、 當屋形 上 杉 五 

郎朝良 若年に して、 欺き 易 かりし かば、 彌山內 より 攻. U さんと て、 已 に 人 衆 を 催さ 

れ ける。 依， 之駿 河の 今 川 氏 » は、 上 杉と 親し かりければ、 扇 谷 殿へ 加勢 あり、 小 田 原 

立 河原 合戦の 事  J_ 一！ m 
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とも、 暫しは 和 談の體 なれば、 是も 加勢の 爲に、 & 田左衞 門， 賴重、 t 八十 騎 にて 馳加は 

る。 此勢を 合せて、 扇 谷の 五郎 朝 良大將 軍と して、 武州立 河原に 陣を 張る。 山內の 

管領 上 杉 民 部 大輔可 諄 入道、 幷常^ 形憲 房、 東 入 州の 軍兵 を 催し、 永 正 元 卿 年 九月 

廿 七日、 立 河原へ 押 寄せたり。 鬨の聲 矢 叫の 音、 聲々 に 名乘り 合 ひ、 唯 雷の 天地 を 

轟かす 如し。 上 杉 同流 なれば、 互に 恥 を 辱ら し、 義を 金石に 比し、 命を毫 毛よりも 

輕 くし、 切りつ 切られつ 戰 ひける。 鋒よ， り も 火花 を 散らし、 一 H 戰ひ 慕し ける に、 夜 

に 入 b ければ、 山內の 加勢と して、 越後の 軍勢 馳來 りければ、 朝 良 荒 手に 憑 負けて、 

開 靡きて 落ちて 行く。 河 越の 城に 籠りつ  >- 、梅 酸の 渴を 休めけ る。 顯定. 憲房、 此 

次に 扇 谷を攻 u す ベ しとて、 同 十月よ り、 雨 大將幷 に 越 州の 上 杉 民 邠大輔 房 能. 長 尾 

義景 以下、 東 國幷越 州の 勢を拂 つて、 河 越の 城 を取卷 きて 攻入 りく、 息 を もつ がせ 

す戰 ひける。 城 中に 籠る 勢、 義を 重んじ 命 を輕ん じ、 一足 も 引か や、 面々 請 取りし 

所 をば、 少も 引退 かやして、 防ぎ 戰ふ と雖、 荒 手 を入替 へく 攻めければ、 手 負 死 

人數を 知らす、 殘り 少なに なり 行き、 今 は 叶 はじと や 思 はれ けん 、家老せ 我 兄弟 出合 


ひて、 亦 和 融の義 調 ひし かば、 顯定 .ss^ を 解 さて、 諸 軍 を 引率して、 上 州に 歸り給 

ふ。 朝 良 は 、江戸の 城に ぞ 籠られけ る。 

可 諄 討死の 事 

斯る處 に 上 杉の 家老 長 尾 六 郞爲景 逆心 を 起し、 越後の 守護 人 上 杉 民 部 大輔房 能 を、 

越後の 雨 溝と いふ 處 にて 打殺し、 越 州を乘 取りし かば、 管領 顯定 入道、 當屋形 憲房を 

相伴 ひ、 上 州より 打 立ち 越 州 へ 押 寄せ、 永 正 六 年 七月 廿 八日、 長 尾 六郞を 攻め 給 へ ば、 

爲景 軍に 打 負けて、 越 中 國西濱 へ 落 行きけ る a 可 諄 .蒽 房 戰に打 勝ち、 猶國中 幷近逡 

を 下知して 在國 したりし に、 明る 永 正 七 年 六月 十二 3、 越後の 一 揆共、 高 梨 攝律守 を 

大將 として、 爲景に 語ら はれて、 悉く 蜂起し ければ、 憲房 、椎崖 とい ふ 處へ押 寄せ、 攻 

め 給 ひける が、 忽に打 負けて、 憲房、 妻 有の 庄に引 籠り、 猶 軍勢 を 催し、 上 州の 勢 を 待 

ちて、 彼 を對治 あるべし と 宣ふ處 に、 長 尾. 高 梨、 勝 誇りた る 威勢、 なじ かは少 もた 

め らふ ベ き、 卽打 立ち 押 寄せければ、 同 六：：：； 廿日、 顯定 入道 長淼原 へ 出合 ひ、 散々 に 

可^ 討死の 事  m 七 
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戰ひ、 長 尾 六 郞を追 立てけ る 所に、 高 梨攝津 守馳來 つて、 顯定を 討 取 b 申しけ る • 此 

人 は、 上 杉 家中 興の 管 傾に て、 十四 歲 にて 上 州に 來 り、 去る 應仁 元年 管領に 補 せら 

れ、 久しく 武將と 仰が れ、 今年 五十 七歲 と 閬 えし。 法名 海藏寺 殿皓峯 可 諄大 居士と 

ぞ 申しけ る。 やみ^-と 高 梨に 對 たれ 給 ふ。 故に 長 尾が 勢、 雲霞の如く 集りし か 

ば、 憲房 越後の 在國叶 はすして、 上 州へ 歸り、 白 井の 城に ぞ 籠りけ る • 此 折節、 上 杉 

の 長臣. 無二の 忠功 をな しける 長 尾 左衞門 尉景春 入道 5： 玄、 逆心 を 起し、 同名 六郎 

と  一 * して、 已に打 立ちければ、 近親の 家 子 三 Infe 河 守 • 太田備 中 守、 種 々諫めけ る 

は、 昔よ， o 普 代の 主に 向って 弓 引ぐ 人、 一 人と して 運 を 持た す、 必ゃ滅 ぶと い へ bs- 

然 らば 今度の 謀叛、 必ゃ 味方の 負なる べし. 思 ひ留り 給 ふ べしと いひ けれども、 伊 

玄人 道 用 ひやして、 軍兵 を 相 催し、 沼田の 庄へ陣 を 張る。 亦 小 田 原の 城主 伊勢 新 九 

郞早雲 も、 彼 六郞と  一 * して、 巳に 相 州 住 吉の城 を 取 立て 出張す。 此時上 杉 民部少 

輔 入道. 定芳 の被官 上田の 藏人 入道、 彼 早 雲が 下知に 隨ひ、 武 州神奈 川へ 出張して、 權 

現 山 を 城に 耩 へたり • 近年の 亂 逆に、 國衰へ 諸侯 力 を 屈し ゝ かば、 四 夷 弊に 乘 りて 


起る 事、 蜂の 如し • 就中 伊玄 入道 は、 當 家の 重臣 一 門の 耳目な りしが. 、不義の 六郎 と 

組し ける こ そ淺 間し けれ • 憲 房の 周章、 唯 熟 湯に て 手 を 濯ぐ が 如し， 

植現山 合 戰の事 

去る 程に 上田 藏人 入道、 武 州神奈 川へ 打って出で、 熊 野權現 山を诚 廓に 取 立て、 小 田 

原の 宗瑞と 引合 ひ、 謀叛の 色 を 立てに けり。 早 雲 小 田 原に は、 子息 新 九郞を 留め、 我 

身 は 崧田. 大道 寺 以下の 軍勢 を 引率し、 高麗 寺 山幷に 住吉の 古城 を 取 立て 栀 籠る。 

上 杉 家の人々 評 合しけ る は、 當 方の 人 衆 少なし と雖、 敵の勢に 比 ぶれば、 味方 十 人 敵 

一 人 程に も 及ばす、 驚く ベ きに 足らす と、 靜に手 分 をして、 沼田の 勢 を 押 落さば、 小 

田 原 越 州な どの 敵 は、 恐る、 に 足らす とて、 管領 は猶白 井に 御座して、 伊玄 入道に 取 

向 ひ 給 ふ •  ^神奈 川の 城 だに 攻 落さば、 其 外 は 自ら 落つべし。 但し 大將に は、 末々 

の 一 門國々 の 催 勢な ど 向って は不 JE\ 叶と、 上田が 主の 治 部少輔 入道 建劳 大將 とし 

て、 神奈 川へ 押 寄す る。 管領よりも、 加勢に は、 成 田 下總守 ^江 孫 ニ郎. 藤 田虎壽 九. 
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大石源 左衞門 • 長 尾 孫 太郞が 名代に 矢 野 安藝 入道. 長 尾 佴馬守 名代に 成 田 中 務丞、 其 

外武 州の 南 一 揆を狩 催し、 雲霞の 軍勢に て、 永 正 七 年 七月 十 一 日、 祌奈 川の 權現山 

の 城 を、 稻麻 竹荤の 如く 取卷 きたり。 彼 山 は 四方 嶮 a にて、 岸 高く 峙ち、 南 は 海、 北 は 

深 田な り。 西に は 小山 續 きたりし を， 其 間 を 掘 切り て、 山に 續き たる 术 學寺 の 地藏 

堂 を 根城に 取 立て、 越 州 小 田 原よりの 加勢 を，. 1::^ 寄 手 を 見下し 散々 に 射る。 寄 手 

は 大勢 なれば 事と もせす、 喚き 叫んで 切って 入る。 神奈 川の 住人 間宫の 某と 名乘 

b て、 黑 鎧に 四つ目 诘の笠 印、 濱 風に 吹 翳し、 木戶を 開きて 切って 出づ る。 寄 手 も 

之 を 討 取れと て、 射 向の 釉を差 翳して、 一 面に 切 結ぶ。 城 中の 兵 共、 問宫& たすな 討 

たすな と聲々 に 叫びて、 追 ひつ 捲りつ、 竽 時計 戰 ひける が、 終に 打 負けて、 後の 城へ 

引いて 入る。 寄手彌 勝に 乘 b 、續 いて 城へ 入らん とする 處に、 籠る 勢 共 叶 はすと や 

思 ひけん、 木戶を 下して 引 籠る。 寄 手の 先陣 武州稻 毛の 住人 田 島と いふ 者、 鎌鐽に 

て 木戸の 繩を切 ほどく。 是を 見て 城 中よ， o、 大石を 十計投 出す。 田 島 甲の 鉢に 打 

當 てられ、 ヒ b 落ちければ、 續く兵 皆 一 同に 引退.、 然れ ども 後陣の 軍兵、 重ねて 押 


寄せ 十  一 nz より 十九 日まで、 夜晝九 HI 攻められて、 其 上 出城の 本學寺 山 を 取られけ. 

れば、 叶 はやと や 思 ひけん、 城に 火 を かけ、 同 十九 日夜 中に、 上田 を 翁め 行方 知れす 

落ちければ、 皆 悉く 敗北す。 則憲房 使者 を 以て、 京都 へ^へ 申し、 六 郎を誅 すべき 

由 さ、 へ 申す。 其狀 云々、 

御 上洛 之 路次中 如何 無，， 御 心 元-候 • 抑 一心 院之 事、 大槪 無-相違- 柑調候 所、 去年 

t 罷立 以來、 彼 寺領等 有-違 亂-之 族 相 煩 候。 ロ惜存 候。 然 而不圖 御上 於 某 偏，， 本 

意， 候。 雖， 然 於，， 時宜， 者、 事 成 候 間、 門 主 之 御前 公方 樣被 繕--上 意-被-ま 越 御代 官等； 

御 刷 候 者、 定治 部少輔 入道 建 芳不， 可，， 及，， 兎角， 候。 拙 子 彌涯分 可， 致，， 意見, 候、 不， 可 

, 有-御 返 屈， 候。 抑 去 六月 十二 日 於，， 椎屋， 一 戰失， 利 候、 所存 之 外 候。 然 所長 尾 六郞. 

高 梨 攝津守 競來候 間、 廿 H 遂；， 一 戰， 可 諄 討死、 不， 及 fe. 次第 候。 椎屋 一 戰 以後、 妻 有 

之 庄^ 立お？ 候。 阈中 如， 此之 上不， 及 k 力、 關東 入お？ 白 井 候 所、 長 尾 左衞門 入道 倂玄 

起-逆心； 彼 六郞致 二， 沼田 之 庄內打 入、 號-相 俣-地 介 張 陣-候 問， 于^. 有，， 此方，、 

可 ：，取 向， 候。 古河 樣無： 御餘 鍵， 建芳 無-等， 候 間、 別條之 子細 無， 之 候。 伊勢 新 九 
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郞 入道 宗瑞. 長 尾六郞 相談、 枸州 分，， 出張； 高麗 寺 幷住吉 之 古 要害 取 立 八 n, 蜂起， 候 • 

然 問 建 芳被官 上田 藏人入 迸せ萨 カ宗 瑞-, 舯奈川 權現山 取-地 利 一致き 外-候 間、 建 化 方 

自身， ：！：，， 彼 地， 罷乂 侯。 然 問自，， 當 方-勢 造 • ま 去 十 一 相，， 攻彼 城-候 所、 同 十九 曰 夜 

中 介. 沒 落-候。 然問 所々 之 要害 令- 自落 > 候 .S 注進 到來 候。 相 州 U 老先此 分 候。 將 

亦 長 尾六郞 非， ま， 民 部 大輔房 能 一 耳 ハ重而 可 諄身體 如" 此 之條， 爲-家 郞ヒ- 兩代之 主 

人-候 事、 天下 無，， 比 額， .mN 候歟。 關東越 州 之 爲體、 幸 II 庭 御 # 知 之 事 候 上 者、 以-御 

次， 被^ E 上,； 彼 六 郞幷高 梨 被 ^ 加-御 追 伐-候 樣御申 奉 k 賴候。 然問近 國之諸 士之方 

被， 成-, 御 內蒈， 候 者、 何 可 fe_- 上意-候。 特細河 右 京大 夫. 畠 山 尾 張 守 夫內左 Y ハ大 夫. 

伊勢 併 勢 守.^ 此方 寄 々有-: 御傳 語； 可 k 然樣申 御沙汰 賴存 由， 御屆可 V 爲- 肝要-候。 

閻越 如， 斯之 上、 剩可^ 討死 之 M  、公方 樣御 入洛 御 鱧 可 上-由 延行 候。 彌罷- 失 本 

意， 候。 少靜謐 之 形 候 港、 可= 言上 仕- 覺悟 候。 隨而 就， -越州 松 山 之 儀-、 被 下御內 書- 

侯 k、 先 其 御 禮乂者 越 州之體 如. 斯次 第、 爲 "可 上聞； 雖" 老者 候； 倩 木 村 式部 入道 

差 上 險。 能々 御 面談 有 可 V 然御取 刷 親お 候。 4 ^被-口上 可" 得-尊意； 恐惶 敬白。 


八月 三日  藤 原 憲房 在^ 

拜皇 上乘院 

御 同 中 

義同 討死の 事 

相 州 閊峪の 城主 三 翁介義 同， 後に は 陸 奥 守 入道 迨寸 とい ふ • 文武 二道の 良將 なり， 

其 子息 次 郎義意 を 三 浦 新 井城に 籠め、 我 身 は 相 州 岡 崎に 居住して 、管領の 命に 隨ひ、 

相 州 中 郡 を 知行して、 威勢 近 邊に雙 なし。 此の 岡 崎の 城と 申す は、 昔賴 朝の 御 時、 三 

浦 大介篛 明の 弟 岡 崎 惡！： 郎義實 が 住みし 城と ぞ 聞え し. 三^の 一門 數年 住みし 處， 

要害 厳しく 支 皮 せう • 子息 荒 二 郞義意 を、 上總 守護 人 眞里谷 三 河 守が 聱 にして、 隣 

交の 盟厚 ぐ，， -て、 彌 光彩 門 戶に 集まる。 相 州 は 申す に 及ばす、 武 州の 兵 共、 多く 來っ 

て相隨 ふ。 小 田 原の 早 g 、如何にもして 三 滞 を攻 落し、 相 州 平均に 治めば やと 思 は 

れ ければ、 永 正 九 年 八月 十三 日、 伊豆. 相 模の勢 を 催し、 岡 崎へ 押 寄せた.^。  二 S 介-佐 

義同 討死の 事  き 111ー 
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保 田 豊後守 以下、 切って 出て 合戦す。 敵 味方の 鬨の聲 、太 山 も 崩 れて海 に 入り、 坤軸 

も 折れて 沈む かと、 覺 ゆる 計の 有樣 なり。 三つ 鱗の 篛と、 中 白の 旗 入 交り、 十文字に 

割って 通り、 巴の 字に 追 廻し、 東西南北に 馳違 ひて 戰ひ しが、 運ゃ盡 きけん、 さし も 

至 剛の三 浦 介、 散々 に 打 破られ、 一 二の 木 戶も攻 破られ、 結 城に 籠りけ り。 心は飽 

まで 進め ども、 家 子 郎等 走 寄り、 一 先 落ちて、 重ねて 兵 を 催し、 此欝 念を遂 ぐべ しとて、 

城の 搦手より 落ちて、 同國の 住吉の 城に 落 行きけ る。 其 後 亦 住 吉をも 落されて、 三 

浦の 城へ 落 行き、 度々 人 衆 を 集めて 么戰に 及びし かど も * 一  陣 破れ ぬれば， 殘黨全 か 

らす。 終に 打 勝つ 事なくて、 ロ惜 くや 思 ひけん、 遙 にあって 縑 倉へ 出陣し ける を、 

早 雲 聞 あへ す 押 寄せて 攻め 給へば、 散々 に懸 負け 三 浦へ 引返す。 小 田 原 勢 追 かけ 

，追 かけ 攻めければ、 三 ffi 陸 奥 守 父子、 新 井の 城に 楣 籠る。 早 雲 三 浦へ 押 寄せ、 白 井城 

を 取りて、 三年まで 食せ やに 攻め 給 ふ。 上 杉 修狸大 夫 朝 興 是を聞 さて、 三 浦 落 居せ 

ば 難儀なる べし。 大衆 を 出し 早 雲 を追拂 ひ、 陸奧 守に 力 を 付けん とて、 相 州 中 郡へ 

^を 出さる。 早 雲是を 開き、 人に 先 を せらる、 に 利な しとて、 遮って 中 郡 へ 押 寄せ、 


卯の 刻よ，^ 未の 刻まで、 入替 へく 攻め 戰ふ" 早 雲 入道 堅 を 破り 利 を碎く • 頃别に 

ば か W ら ビ 

變 化して 策 を 廻らされ けれ は、 敵 一 度 も 終に 利 を 得す、 上 杉 勢 悉く 敗北せ し を、 追 廻 

つて 突 臥せ 切 伏せけ る稃 に、 一 返 も 返さす、 江 6S を 措して 引いて 行く。 三 ffi に 籠る 勢 

ども、 兵粮 盡 果て、 此後 詰を賴 みしに、 上 杉 打 負く と 聞え ければ、 こ は 如何にと 仰天 

す。 早 雲 は 上 杉 を追拂 ひ、 猶新 井の 城を攻 落さん と、 急に 攻めければ、 城の 中の 兵 ど 

も、 大森 越後 守. 佐 保 田河內 守、 陸 奥 守の 前に 來 つて 申しけ る は、 敵 巳に 後 詰の 軍に 打 

勝ちて 押 寄せ 候。 昧方數 月の 軍に、 矢 稲盡き 兵 減じて 候へば、 近日 落 居 あらんと 覺 

え 候。 然 らば 忍びて 城 を 落ち、 上 總へ御 渡， o、 荒 一 一郎の 舅 眞里谷 殿を賴 み、 軍勢 を 催 

し、 三 浦へ 歸り、 此城を 取る べき 謀 あまた あり。 一 一年の 間に は 過ぐ ベ からすと 申し 

ければ、 陸 奧守是 を 聞きて 申しけ る は、 事 新き し 申 樣に似 たれ ども、 當家は 三 浦大介 

義明， 賴朝 卿に 忠を盡 して 討死せ し 後、 累代 此 所の 主として、 一 門 大名 諸國の 守領九 

十三ん 門 葉 百 司 五 百 人、 日本に 誰か は 知らす。 然る 處に 中頃 元 弘の亂 に、 三 浦 介 時 

繼 人道. 時 行に 與 して 初めて 逆心 を 起し、 熱 田に て 生 捕られ、 六倏 河原に て » たれ、 其 

義同 討死の 事  WIS 
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義意 等戰 
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.. 子 高繩、 高 倉 殿の 逆心に 同じて、 討 たれて 已に衰 へ、 勢少ぐ 成行き けれども、 相 州に 

ほ 脣を雙 ぶる 人， なし。 然して 後 父 時 高 不義の 振舞して、 持 氏 を. U し 申し、 其忠 賞に 

誇り、 亦 大名と なりし かど も、 其 御 罰に や、 我 を 追 出し 給 ひしに、 我等 勢 を 催して、 

此 城へ 攻め 來 つて、 時 高 を U し 申しけ る。 又 其 報 忽ち 來 つて、 所 こそ 多き に 、父の. U 

せし 此城 にて、 義同亦 失せなん とす。 是 天命に 非 やや。 運 已に盡 きぬる 上 は、 縱ひ落 

行きたり とも、 微 運の 我等 何程 か遁 るべ き。 犬 死 せんよ， o、 命 を 限りの 戰 して、 弓矢 

の 義を專 にすべし。 運の 通 塞 も 軍の 吉凶 も 非， 可 k 謂。 所 を 一足 も 引く まじと、 夜 も 

すがら 最後の 酒 盛し、 明くる 永 正 十五 年 七月 十一 日 辰の刻に 打って出で、 小 田 原の 

先陣 を 二 町 計 追 立て切 捲り、 枕 を雙べ て 討死す。 三 浦 前 陸 奥 守從四 位下 平 朝臣 義同 • 

子息 彈正 少弼從 五位 下 平 義意幷 に 家 親. 大森 越後 守. 佐 保 田 河 內守. 同彥 四郞. 三須三 

河 守、 以下 百餘 軍の 屍 は、 巨 港の 岸に 散り、 血 は 長 城の 窟に滿 つ。 されば 今に 至る 

まで、 其怨 靈共此 所に 留 りて、 月 曇り 雨 暗き 夜 は、 叫喚 求 食の 聲 して、 野人 村 老の毛 

孔を 寒から しむ。 其 後每年 七月 十 一 日、 荒 井の 地し 亡靈 荒れて、 往來の 人の 現に 見 


え、 言葉 を 交す 事 度々 なりと かや。 恐ろしと も 愚な. り。 早 S は 三 崎に 城 を 取 立て、 房 

州の 敵 を 防ぎ 給 ふ。 義 同の 勢 所々 よ， -召 出されて、 此 城の 在 番す。 大將に は、 橫江 

越 前 守 を S き 給 ふ。 小 林 平 六 左 衞門を 一羽め i して、 與カ 卅騎、 手勢  < 十騎、 三 浦 組 十 

騎. 其 外雜兵 合せて 二百 餘軍、 彼 橫江越 前 守に 相隨 ふ。 此橫 江、 本國尾 州の 住人な り 

しが、 弓矢 修行に 東國に 下， ひて、 $ 殿に 所綠 ありて、 一 方の 大將を 承る。 此人 精兵 

の强 弓、 故 實名譽 の 達者なら。 或 時 氏 綱、 此橫江 神助 を師 とし 、鳴 弦の 御相傳 ありけ 

る。 昔 大唐楚 の 莊王獵 に 出で させ 給 ひしに、 白 猿 一 疋出 でて、 人の 射る 矢 を 取って、 

折棄 てけ る。 王 腹 を 立て、 養 由 を 召して 射させ 給 ふ。 養 由 承り 之 を 射る。 猿 木の 上 

へ 登り 遶りて 駆く る。 此矢 樹を遶 つて 猿 を 射 落す。 是ょ b 天下の 人、 養 由が 弓 を 恐 

る。 嗚弦を 聞きて、 けだもの 地に 落つ。 其 後日 本に て義家 朝臣、 帝王の 御惱の 時、 彼 

養 由が 傅の 如ぐ、 弦 を 鳴らし 給へば、 聞く 人身の 毛 をよ だて 恐れけ る。 まして 璲化 

の 者 も 返き ける。 其の後 は 人 武威. も 薄くな り、 信心 も少 くな b て、 彼の 相 傅の 通り 

しても、 不思議 あら はれす。 賴政 卿の 時 さへ、 鶴 をば^に て 射 落し 給 ふ。 況んゃ 末 

義同 討死の 事  - S 


北 條早雲 

死去 
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代に は、 お々 狙 ひて 射 落す に 如かす。 然れ ども 嗚弦弓 法の 祕事、 紳道 古法な りと ぞ 

聞え し。  . 

氏 綱 公方 を 知 耳に 取る 事 

其 後 永 正 十六 年 六月 十五 日、 早 雲庵宗 端-.^ 豆國韮 山の 城に て 逝去し 給 ふ • 卽當國 

修禪 寺に て、 一片の 煙に なし 申しけ る。 遺言 ありし 洛 陽の 紫 野より、 大德寺 派の 艮 

老を呼 下し 苯り、 小 出 原の 湯 本に 御 圓丘を 築き、 山號 をば、 金 湯 山と い へしと なり。 

則 稱は早 雲 寺 殿 天 岳宗瑞 大禪定 門と 號す。 哀な るかな 昨日まで は、 弓箭の 棟梁と 

して、 威勢 を 東 國に振 ひ、 今日は 又， 引替へ、 卵塔」 掬の 露と 涫ぇ 巣て 給 ふ。 彼沙羅 

林の 春の 签を尋 ぬれば、 萬 德の花 萎れて、 一 化の 綠衣 を盡す • 觀喜國 の 林の 風 を 間 

へば， 五 袞の露 消えて、 巨 德の樂 早く 空し。 況ゃ 不定 短命の 境に、 誰 人 か 此苦を 離る 

べき。 小 田 原に は、 北 條新九 郞殿早 雲の 御 在世より、 御 移り ありければ、 昔に 替らネ 

豪傑の 士を 撫で、 義士 を 愛し、 孝弟 を 大本と し、 忠臣 烈婦 を 感じ 袷 へ ば、 諸 軍勢の 來 


筏す る 事 限な し。 況ゃ 普代舊 功の 輩 ども、 日 を 追うて 忠を なさん と勵 みし かば， 權 

威 も： n 頃に 勝れけ る。 此氏 綱に 鍾 愛の 女 あり。 容顔 美麗に して、 昔の 楊 貴妃李 夫人 

ともい ひつべし と 沙汰し ければ、 古河の 公方 左 馬頭 高 基、 御 家督の 晴 氏の 御 辜： 所に 

なし 申さん とて、 奇流西 堂 を 以て、 此旨仰 下さ る。 氏綱畏 つ て 承り、 御 返事 申しけ る 

は、 當 家の 曩祖 * 王 氏 を 出で て 年 久し • 代々 衰へ 匹夫の 武臣と なり、 無官 無位の 凡 下 

とな、 り、 將軍 高位 を^に し 車らん 事、 甚 恐れ あ，^ と辭返 ありし かど も， 重ねて 御 使 あ 

り。 昔 伊豫 入道 賴義 、奥州へ 御 下向の 時、 上野 介 直 方が 聱 になり 給 ひ、 八幡 太郎 以下 

の 君達 出來 給へ り。 源氏 今に 繁昌な りき。 亦 賴朝卿 流人の 時、 時 政の 聱 にな h 人 御 

子孫 目出度し と 見えたり。 それよ、 り北條 も、 權勢ケ 九 代まで 取した すし、 上下 目 出 

度 吉例 なれば、 兎角 宫 仕に 參らる べしと て御迎 あり、 北條殿 を、 公方の 御 後見に 御賴 

み あり て、 御代 をす さる ベ しとて、 兩方 共に 御 着 は 限りなし- 

へ， 走 湯 山 參詣の 事め^ 

氏綢 公方 に 取る 事  一一； 一！ ル 
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北條 殿の 分！ i は 、^豆. 桕模兩 國漸， く 治まりぬ。 其 外 皆管頜 の分國 なり • 其 頃 氏 鋼 

伊豆山 へ 御參詣 あり。 御 家老 面々 皆 御供な り。 當 山の 別當 般若 院、 道中まで 迎に參 

る。 扨 登山な され、 紫宸殿に 御再拜 なされ、 竈の 宫へ 御參り ある。 其 後別當 にあす 

けられ、 綠起 を御尋 ある。 當社權 現 は、 往古に 高麗 國ょ， o 御舟に めされ、 當國へ 卸 

镀， o あり、 相 模の國 中 郡の 高麗 寺 山に 上らせ 給 ひぬ。 依， 之 此山を 高麗 寺 と^すな 

るべ し 其 後 仙人、 當 山へ 請 じ 奉りければ、 愛に 移 居 ましくて 以來 靈 g 威ヒ ド 

勝 計， 弘法 大師 御參籠 ありて、 深祕の 法を修 し、 尊 神の 靈光を 仰ぎ 給 ふ。 信 >ひ 祈誓 

の 妙 業 は 三世の 事 を 通達し、 行 時 如法の 修行に 四曼り 狸 を證 得す。 今に 至って、 眞 

言の 佛法當 山に 流布して、 法の 光 も 明な り。 右大將 軍賴朝 卿、 御 逆心 の^め も. 當社 

に 御 祈誓 ありて こそ、 御世 をば 治め 給 ひ、 彌御 信心 あり て、 毎年 自身の 御 奉幣. 色々 

の捧物 ども、 御 9 筆の 御 願書 あ 6。 其 外 曾 我 時宗 兄弟が、 弓矢 もめ. り 太刀 も あり。 

尊氏將 軍の 御劎も あ， り。 色々 樣々 御 見物 ありて、 御 下向の 次に 、具 名 鶴が 崎と いふ 

處に、 鵜が 巖 谷と 號し て、 大 なる 石 穴 あり。 是は 昔賴朝 卿、 石橋の 軍に 食け て 籠り 給 


ひて、 運 を 開き 給 ひし 所な り • 此所を 御 見物 ありて、 浦人 ども 召され、 鮑 を 取らせて、 

潜き を させて、 御酒 宴 あり • 扨 御舟に 乘 b 給 ひ、 小 田 原へ 歸らせ 給 ふに、 白魚 一 つ 船 

中へ 飛 入りけ る。 唐に は、 周 王の 御舟へ 魚 飛 入り、 我 朝に は、 淸 盛の 舟へ 魚の 入 b け 

る 例、 何れも 目出度 瑞 相な b とて 御 « あ b て、 夜に 入りければ、 舟に 篝を焚 連れて， 

早 河の 浦に 歸り給 ふ。 

ひ： 早 雲 寺 建立の 事 . ノ  . 、 

去 g に 早 雲 公の 遺言に 任せ、 相 州 溢 本に、 眞覺に 一 寺 を 建立 ありて、 山 號金溢 山、 寺 

號に早 S 寺と 號す。 佛殿は つ とう 山門 衆 寮の 食堂 以下、 大徳 寺 を 移し、 卽 普請 成就 

しければ、 紫 野へ 北 流の 以天和 尙を請 じ 下し、 住持に 据ゑ 申しければ、 近 國他國 の 出 

家、 皆 朝 讃暮請 隙な しと 見えけ り。 氏 綱 公 を^め 御 一 族 家老 衆、 何れも 尊敬 ありし 

上 は 、誠に 佛の 出世 成 道の 如し。 近逯の 出家 衆より 賀頌 めり。 

' ：  才 首座 

早 雪 寺 建立の 事  1 一 
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金 地擧揚 臨濟禪 住持 南 浦以， 心 傅 

方丈 連 雲 容，， 大千， 

和 

扶桑 喝起 大唐禪 

吾 方方 丈 盡，， 三千， 

又 

萬 境 無心 到處禪 

更道長 安 隔，， 五 千, 

又 

淸淨 伽藍 卽是禪 

驚倒 法 筵 賢 却 千 

再 和 

翁 々 尊 和 尉- 拈禪， 文字 總持 傅不 * 


Is 


大灯々 下 一 灯 偉 


何論眞 措與， 象傳， 


鳳 毛 就 領纔八 萬 


早 雲 寺 以 天和尙 

這 裡不， 勞 修造 手 

龍 源 

斬新 日月 舍，， 元 殿， 


宗 

入門 一 句 耳聾喝 


早 雪 寺 ^天 和尙 

大法 今春 久昌讖 


淺草觀 音 

緣起 


二 株賴桂 保，， 秋 千， 

淺草 沙汰の 事さ^  .  . 

大永ニ 年 九月の 初、 古河の 御所へ 御 使 あ b。 御 使者 は、 富 永 三 郞左衞 門 尉と ぞ 聞え 

し。 其歸. ^に 富 永、 武 藏の淺 草へ 參詣 しける に、 其 U 觀 音の 綠：： 1 にて、 十八 曰の 事な 

るに、 常より 人 群集す。 殊更 不思議なる 事 あり。 辨才 天の 堂の 邊 より、 錢涌 出づる 

事 あ， o。 寺 僧お 制し けれども、 參詣の 人 是を用 ひす、 多く 此餞を 取る。 富 永 も 奇異 

の 思 を 成し、 歸， り參， 9 て 後、 此事を 言上す。 氏 綱 を * め 奉り、 諸人 不思議と いふ 處 

に、 蓮乘院 奏せられければ、 家老 面々 此由を 語り 給へば、 法 印 語り 申しけ る は、 彼淺 

草 寺 は、 人 王 卅四代 推 古 天 王の 御 時、 一 g 年 建立な り。 本尊 は 聖觀 昔、 關東最 

* の 伽藍、 靈驗無 雙の處 なり。 種々 の 舊說、 不思議の 事、 舊 記に 載す る所不 y 可-勝 

訐； 彼 本尊、 生身の 薩埵 にて、 水中より 浮び 出で させ 給 ひける。 賴 みを褂 くる 輩 は、 

三世の 所願 を 叶へ 給 ふ。 冥感 は、 新月の 眼に 滿 つるより 甚し。 玄應 は、 疾風の 身に 

^草^ 汰の事  きき 一 
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入る が 如し。 又辨才 天と 申す は、 卽 法身の 大士 な，^ • 八臂の 具足 は、 八 大観 昔の 逸 

體な り。 三 光 天子と 現じて、 威光 を 萬 方に 耀し、 八大龍 土と なりて、 恩 波 を 四海に 灑 

ぎ 給 ふ。 福德 才智の 本尊、 武勇 敬愛の 靈神 なり。 今 國土亂 逆 年久しく、 民窮し 苦し 

めば、 大慈大悲の 誓願、 靈 神の 功徳 ありて、 福聚海 無量の 御誓筌 しからす。 是 より 

人民 富貴なる べし。 就中 辨才天 は 観音の 御 分身、 北條 家の 守護神、 御 紋は是 大蛇の 

鱗と かや。 御當 家に は、 殊更 御 崇敬 尤 なり。 委しぐ 演說 す。 依， 之當座 伺候の 大名 

小名、 一門 家中、 皆 信心の 首 を 傾けて、 彼淺 草へ 種々 の 祈願 を 懸けられたり。 亦 御城 

北の 堀の 內へ、 卽法印 を 以て、 江の 島の 辨才天 を 移し 奉り、 當 城の 鎭 守と 崇め 車り、 武 

運の 長久 を 祈られけ り。 今の 辨才 天の 宮是 な， o。 

江 戶合戰 の 事 

上 杉の 家臣 太 田 源 六. 同源 次三郞 謀叛 を 起して、 小 田 原へ 注進し、 相圖を 定めし かば， 

大永四 年 正月 十三 nl、 氏 綱 伊豆 • 相 模の箪 兵 を 引率して、 江^へ 寄せ 給 ふ。 江 戶の狨 


合ヒ北 

戦杉條 
朝 早 
興 雪 


に は、 上 杉 修锂大 夫 朝 奥 居住したり ける が、 居ながら 敵 を 請く る 事、. 武略な さに 似 

たりと て、 品 川 小 杉へ 打 向 ひて、 敵 を 侍 iT る處 に、 小 田 原 勢、 潞 谷へ 廻りて 江戸へ 

押入る。 朝 興 城より 打って出で、 彼 勢と 懸合ひ 散々 に戰 ひける 處に、 太 田 源 六 兄弟， 

豫て內 通しければ 、跡より 敵 を 引 入れければ、 朝 興 前後の 敵に ft へ かね、 板 橋 ザ」 指し 

て 引いて 行く。 板 橋の 某. 其 弟 市 太夫 以下 討死し ければ、 愛に も 叶 はす、 同 國の河 越 

の 城に 循 籠って、 暫く 息 をぞ續 ぎに ける。 氏 綱 は 江戸の 城に 打 入り、 首 ども 實檢ぁ 

K 古河の 住人 宇多 河 和^ 守 以下、 降^の 者 共に 申 付け、 普請 懇に 沙汰し 給 ひ、 本 城 

に 富 永 四 郞左衞 門、 二の丸に 遠山 四 郞兵衞 、月 亭に太 田 父子 を 中 付けら る 。常 所芳林 

院の 孤月 和尙參 られ、 此 城の 重寶 とて、 當城 開基 太 田道灌 が、 天下 無雙の 詩人お 里 

を 呼 下し 、江戸の 城の 景記を 書きし を 取 6 出し、 談儀 あり。 氏 綱 を 初め、 箱 根 以下 大 

に 成 歎 ありて、 和尙 にも 引出物、 御馬に て 參らせ 給 ひ、 彼 記 をば 小 田 原へ 御持參 あり、 

一 枚 は 箱 根 殿御 所望、 一 枚は屋 形の 御重寳 になされ ける。 其 記の 寫、 

靜勝 軒 銘詩幷 序 

江戶 合戦の 事  量^ 
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文 之 所，， 以爲^ 文 不，， 亦武 之備， 乎。 武之 所，， 以爲, 武 不，， 亦 文 之耍， 乎。 其耍 在， 靜則 其備必 得， 

勝 也。 竊惟太 田 左 金 吾 公道 灌" 厥 先 廼丹陽 人、 而 五六 葉 之祖始 家，， 相 州， 也 。公 親，， 武藏豊 

島 江戶之 地， 築，， 城壘； 從，， 京師 蓮府之 命， 爲，， 其 君， 而 割據。 康正 乙亥騷 曆以來 廿有餘 霜、 

高揚：， 帝 旗， 陣，， 武之 五十子； 禍 自-戯 下， 起 、公之 爺道眞 倡將， 師 屯，， 兵 於 上 湯 赤 城 之 麓 河 

北^ C 戯下 雨岐相 分、 其 一 者 退 憑；， 嶮於武 之 鉢壘； 公 在，， 江戸， 緩 頰盧， 和 =兩 岐； 厥擧 不能 

達焉。 遂 守，， 忠孝 之 至 道， 一 怒 着 V 鞭自， 南馳引 將，， 帥， 渡^: 而 出，， 同 於 針 原； 酣戰鋒 鏑凝， 血 

雷霆扶 k、 公 a 歌 未 、追而 鉢壘， 鉢壘 求，， 救 於 東 兵； 不曰其 兵 鳴 鈹而相 應矣" 公 能 

鼉，， 彼我 之 道， 息，， 士卒 於 上 陽 白 井 之 南； 雖， 不^,, 負 尸 之攻， 四面 草木 無 悉 非，， 敵 兵， 也。 

當，， 是時， 堅守，， 公之 符契， 不 ，祖，， 敵軍， 者、 江戸 河 越 一 一 城 而已。 不， 幾 東兵鈹 S 之 聲衰、 鉢壘 

亦 潰矣。 公 以，， 時 不％, 失 出， 白 井； 僅 率，， 數百 餘騎， 凌，， 數萬之 敵 兵； 直 歸，， 江戸； 旌 旗增， 色 

而復 使， -將帥 建  >, 幟 於 鉢壘； 公 汗馬 之 勞百戰 積お 穫，， 萬 全， 者、 爲，， 天下 國家， 而不， 爲. 私，， 

江戸 城， 爲，， 是起 本， 也。 凡關 以西 之 諸侯 望， 風而靡 者往々 有， 之 矧關 W 東 之 八州 大半 嵐，， 

指呼， 矣。 城 營之中 有，， 燕 室， 曰 ，，靜 勝； 西 爲-合 雪， 透，， 賞 重々 之 窓櫺； 而戶 功，， 鑿 徑三ニ 尺 之 


圓察； 阒祭之 中^,, 千 萬 W 之 富士； 則 H 一 雰暮煙 頃刻 之 隱顯、 昨 陰今晴 造次 之 態度、 作お 

結， 舌 蒉師閣 J*  。西 者 兌 也、 兌 者 S 也、 澤者地 之 潤 和 也。 兌 之 訃辭曰 君子 以，， 朋友， 講習、 

& 之德 澤彌滔 而覃： 一 萬 物-之 謂 也。 東 爲：： 泊 船， 上下 天 光 一 碧、 萬 頃幷， 呑數 州； 柬者震 也、 

震 者 雷 也、 雷^ 天 之號令 也。 震 之 卦辭曰 君子 恐懼 修省、 公之 軍令 彌 巌靖. 國家， 賑，， 士卒， 

之 謂 也。 震 兌 兩扉之 名雖， 出， 拾遺， 聯 * 其義； 案 係，， 于 周易， 矣。 且夫靜 勝 1 一字 見，， 于尉綠 子 

之祕策 k  。其詞 云兵以 ，，錚 勝， 國以^ 勝， 矣 ^子 美 之 解 云 兵法 欲^ 也。 肃刖兵 得，， 其 利： 

將權欲 J 也" 一 則國 得，， 其 利； 蕭々 之 馬悠々 之旌、 此 s 兵之靜 也。 則祐 攻，， 海隨， 也、 寂 若 

人、 揚素將 ^也、 馭戎嚴 整 谷以， 靜而勝 也。 加 乏范景 仁 作，， 長 嘯， 却，， 胡騎之 s; 遂 號，， 

長 嘯 公； 夏 夷之 間 競 P 厥 名： 長 嘯 則 文而靜 也。 却，， 胡騎， 武而勝 也 。公 鳴 &拍. 盾 麾，， 白羽， 

提，， 赤霄； 新 & 壘 壁， 遠 駕，， 橋梁； 則不 而 千里 外 折， 銜。 公平 曰 繫，， 志 翰 幾， 取：， 法 軍旅； 和 

氣 藹然岣 有，， 識攀； 神 農氏藥 方. 軒轅氏 兵書， 史傳 小說. 桑 域 一 一十一 有 一 代 集 貯，， 數千餘 • 

函， 而涉獵 、又 家集 十 一 分，， 其 類， 而 聚焉。 號，， 碎玉類 P 。所，， 賦詠， ま 炙 人口； 昔贲冠 之師揚 

仁 叔以- 其 堂，， 靜勝； 趙 宋之餘 崇龜官 至，， 兵 侍； 藏書 萬卷， 居 曰， -靜 勝； m,: 名 節， 輕，， 官 

江 戶合戰 の 事  一 ラー 七 
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職， 有. 文 有. 武、 百姓 歌， ，« 德； 頗與 k ム合符 。宜哉 1^以=靜 勝， SJf 矣。 倉 禀紅陳 之 富 栽 ま 

而 雜，， 皂莢； 市 K 交易 之 樂擔， 薪而 換，， 棟絮； 食 曰 一 都會 也。 域 中 之 五六 弁雖， - 大旱， 其 水 

無 fe  。其 壘營 之爲. 形 曰，， 子 域， 曰 中 城， 曰； 外 城， 凡 三重。 有，， 二十 又 五 之 石 門， f  F 飛 劈 

骣！ i 千 萬 WH 下 P 無地 一 築，， 弓 場 _ 每旦 驅，， 慕 下 之 士數百 人， ま，， 其 弓 手, 分 上中下； 有， 

着-甲胄， 踴躍而 射 者； 有 fel 裼而射 者； 有 =H 接而射 者， 及， 怠 M 罰金 三百 片、 命-有司， 貯以 

爲 fe 射 之 茶 袁 一 月 之 中 拳^ 西 i 卒， 兩 三回、 其 令， 甚嚴， 也。 予東遊 之 次 P 草驢 

於 江戸 *s 豪、 &声 書， -靜獰 之銘， si? 不^ k 也， • 營中之 風致. 築 波 之 遠望 .隔 田之晚 

跳、 一 々载ぉ f 首； ¥ ー老之敍改； &重不 -毛暴 ； !へム要， 以，， 顯 左諸老 所お 若干 首及予 一 

篇， 同齊， 壁 間； C ま u 之 詩 水 月ね 注； 可^ ¥K 下 之 美譚， 也^ 曰、 

靜爲， ^天 何 言 殍爲』 勢 東 吴西嶺 萬 象 一軒 仁者 必 

勇 信浞 及" 豚 鐵鑄壘 壁 簾 守 S 敦 柽丧 柏悅 子々 孫々 

又 一 方に 詩 あ， 9、 是は if 根 段 © 所望な h  -  i ぉー投 こに、 氏綢- っ.き€.、 おは 金 ！5t-_  .  r「： 

當、 遺 俗 Q 後長 綱と 號す 


指 麾此百 萬貔貅 幽軒不 ^出 知，， 天下， 

鐘，， 天上 秀， 十眸間 滄波倒 浸 士峯雪 

遠 波 送 數州天 主人 窻置 博山對 


霜 鬓歸來 東定州 

江 碧 白鵾千 SS 侯 

靜自勝 時 心自閑 

1 朶芙容 百億 山 

庭 宇 枝 安 鳥漸眠 

1 鑌吹殘 富士煙 

兵 鈹聲中 築 口 降 

吹雪 士峯 晴隨 k 江 

江戶 合戦の 事 


關 君延容 H 臨， 窓 


正 

風 帆 多少 载， 詩 去 

f 
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籍.々 威名 關 以東 

驅使 江山 入，， 欽中， 

江 戶城高 不^ \攀 

收作靑 油 慕 下山 


i 


又 知 天下 有-英雄， 鼓 I 卑不， 起 城邊靜 


我 公豪氣 甲東關 


橫 

三 州 富 士天邊 雪 

□ 


* 聞 靜勝軒 中景 

天 晴碧海 望-蓬 口， 

吾老 無， 期 泊艄處 


野 濶靑丘 吞，， 帶芥， 

漁火 如， 從 遠樹來 


彥 


四面 窓 扉 一 々開 

商 帆 似 自平蕪 口 

開 心 西嶺雪 成， 推 

斯くて 孤舟 和尙、 一 々講釋 ありけ， 9。 其 後 和尙、 金剛 院に 住し 給 ひ、 小 田 原へ 參ら 

れし梁 天の 師 なり。 氏 綱 は歸陣 なされ、 小 机の 城 普請 仰せられて、 御馬 を 入れら る • 

上 杉 憲房は 鉢 形 へ 入うて 人 衆 を. 遣し、 河 越 衆に 力 を 合せ 江 戶の城 を夜駔 にして、 取 

返すべし と 打 立つ 處に、 運 や 盡き給 ひけん、 同 國高上 庄^. 居の 陣 にて 重，： 犯され 


て、 色々 め 養生 を盡 し、 宮々 社々 の 立願 も 限， O なか. りし かど も， 定業 ゃ來 Q け， レ， 

累年まで 終に S? して、 大永五 年 四月 十六 曰、 生 S 十九 歲、 終に 果敢なぐな 

i 襲 院着靈 大成 まし？ 誠に 此人關 東 長者に て、 諸軍 もよ ぐ 親し 

み 管、 I も 私な t しに、 斯 ぐな 4 へ s 相隨 ふ 人 き、 秦の始 1  ノ丘 

に 崩 じ 給 ひ、 漢梵 の 機に 乘る事 をのみ 悲み、 孔應 筆驛 にて 死， おひて、 翁 f 得 

し 事を愁 みしがず、 憂に I えて 靈の 雨に 向 ひ、 中流に f 失 ひて、 一 瓢の 

浪に漂 ふらん も、 斯ぐ やと 覺 えたり。 此事 敵に 聞え なば、 押 寄せられて 叶 ふま じと、 

偸に 葬禮を 致して、 悲を隱 し聲を 呑む。 扨 あるべき にあら ざれば、 京都へ 御意 を 請 

け、 古河 殿へ 申し、 彼 家 #憲政、 幼稚に して 叶 ひ 難し も、 公方の 御 f 一  人擎 にし 

奉り、 憲廣と 名 を 付 奉り 、管領と 定めて、 長 尾. 白 倉. 大 石. 小幡 等の 長者 共、 彼 名 t に關 

東の 成敗 を？ て、 諸家 を 支配す る 事 元の 如ぐ、 分 國は無 爲にぞ 治まりけ る • 

小 弓 御所 御發 向の 事  ， 

江戶 合戦の 事 小 弓 御所 御發 向の 事 
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其 頃 源 右兵衞 佐義明 朝臣と 聞え し は、 古河の 公方 政 氏の 次男、 高 基 公方の 御 弟な り • 

先年 彼 御 父子 御兄弟 不和の 事 ありて、 奥州へ 牢 人し 給 ひける に、 其 頃 上 總國の 守護 

代 武田豐 三. 眞里谷 三 河 守と、 同 國の侍 原野 次 郞胤榮 i いふ 者、 上 總の小 弓 城に 在 城 

して 所領 を 論じ、 合戰 度々 に 及びけ る， 是は 下總の 守護 人 千 葉 介が 家來 なれば、 千 

葉 勢 を 加勢に 請 ひて、 武田每 度 討 負け、 る 儘、 武田 安から す 思 ひて けれども、 己れ 計 

にて は、 始終 本意 を 達し 難しと て、 義明を 奥州よ， - 呼び 請 ひ 申し、 大將 軍と して 軍 

兵 を 催しけ る。 彼義明 は、 累代 武將の 家に 生れ、 心 あくまで 不敵に して 、力強く 骨太 

に 打 物の 達者、 當代 無雙の 英雄な り。 されば 上總. 下總. 房 州の 邊 にて、 管領 を 背きし 

輩-一 人 も殘 らす馳 集りて 隨 ひける。 其 勢 近 國に掩 ひければ、 三年の 間に、 原野 次郞 

終に 打 負け、. 小 弓の 城 を 落されて 引退く。 義明卽 ち 小 弓の 城へ 移らせ 給 ふ。 依. 之 

小 弓の 城、 小 弓の 御所と a. すと かや。 其 後原が 家 子 高 城 越 前 守 父子 を 討 取り、 同 下 

野 守 を 追 落して、 雨 國中殘 る 所な く 靡きければ、 終に は 原^ 次 郞をも 討ち 給 ふ。 近 

國の兵 共、 我 もくと 群り 來， 9 て附隨 ふ。 安房 國住 人里 見義弘 は、 猛 勢の 大將 なり 


: 謙 里 

へ義 

押弘 


しが、 いか  > 思 ひけん 義 明に 隨 ひける。 義明血 氣無雙 の 人な りければ、 * 方の 大勢 

に 移り、 頓て八 ケ國を 討 取り、 古河の 公方 を 配流し 奉りて、 錢 倉に 御所 を 立て、 關 東の 

公方になる ベ き 事、 案の 內 にあり て、 思 ひ 止み けれども 早已に 色に 顯 はれて、 ほのめ 

かしければ、 附隨ふ 血氣の 若者 共、 皆 可 k 然と ぞ勸 めけ る。 古河の 御所の 御 眛 方の 人 

.< 、中々 安から す 思 ひける。 小 田 原 氏 綱 も、 古河の 御所の US なれば、 內々 口 惜く思 は 

れ けれども、 大敵の 上 杉と 敵 對の頃 なれば、 先み、 小 弓 殿と は 無事の 體 にて、 互に 使^ 

に 及び、 折々 の捧 物な ど ありけ ると な， 9。 是も 暫時の 智謀な り。 

義弘 合戦の 事  、 

大永六 年 十二月の 頃、 安房の 守護 人里 見 左 馬頭 義弘小 弓の 篛 明の 下知に 隨 つて、 數 

百艘の 兵船 を 用意し、 竊に相 州縑倉 へ 押 渡り、 社家 へ 亂 入し、 宫 寺の 神寶を 奪取り、 a 

閣を 破， 9、 鶴 岡の 寳藏を 破 却す と えければ、 氏 綱大に 驚き、 こ は 如何に 田 4: の 夷な 

りと も、 是 程の 狼藉 をば すべき。 我 朝 は神國 なり、 殊に 里 見 は 源氏に て、 As: 宮の氏 

^弘合 K の 事  0 
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ためし 

人な り。 禮を存 せば、 寄進 を こそ 奉る べきに、 祌罰 を も 顧す、 新る 例 前代未聞の 惡逆 

なり。 斯る 放逸なる 凡 下 ゆ 奴 原、 一々 に 召 取りて、 後代の 惡習を 懲らしめよ とて、 伊 

豆 • 相模の 逸雄の 若者 共、 我先にと 打 立ち、 鎌 倉 へ馳 向って、 四方 を圍 みて 攻め けれ 

ば、^ の 如く 房 州 勢、 物取りに 散りて、 一所へ も 打 寄せ や。 神罰 ゃ當 りけん、 一方の 大 

將 里 見 左 S 大夫、 馬より 落ちて 討 たれに けれ ば、 義弘叶 は や や 思 はれけ ん、 早 々舟に 

取乘り 引返ぐ。 小 田 原 勢 舟に 乘 りて 追 懸けたり。 兩陣の 兵 共、 渡 中に 帆 を 突きて、 舷 

を 叩き 時 を 作る。 鹽に追 ひ 風に 隨 ひて、 押 合 ひく 攻戰 ひしが、 神罰に ゃ當 り けん、 

房 州の 先陣 惡逆 をな しける 軍勢 共、 一 人 も 殘らす W たれ、 義弘 小勢に な， -て 引返く。 

府中 軍の 事 

享祿- 一： 年の 夏の 頃、 上 杉 修堙大 夫 朝 興 は、 河 越の 城に あ、 りけ るが、 小 田 原の 氏 綱 を 退 

治して、 先年の 恥 を 雪ぐべし と、 難 波田彈 正. 町 田藏人 以下、 宗徒の 兵 五 百騎を 引率 

し、 武州 府中 迄 出陣して ける と閬 えければ、 氏 綱是を 聞き、 何程の 事の ある べき。 押 寄 


北 條氏康 

上 杉 朝 興 


せて 蹴散らさん とて、 子息 新 九 郞氏康 を 押 向けら る * 氏康 生年 十六 歲、 軍 は 今日 を 

初めな， 9。 器量 骨柄 父 を 越え 謀 かしこく、 弓馬の 業 も 達者な り。 腕の 力 筋 太く 股村 

肉 厚く して 、一局 を雙 ぶる 人ぞ なき。 乳 夫子の 志 水 小 太郞を ！R め、 我に 劣らぬ 若者 ど 

も、 今日 を晴 とかせぎ ける。 同 六月 十二 日 • 上 杉の 陣へ押 寄せたり。 所に 武藏 府中 

玉 河の 端小澤 原と いふ 處へ押 寄せ、 一 矢 射る と 見えし が、 太 山の 崩る、 やうに 拔連 

れて 切て 懸り、 十文字に 割って 通り、 巴の 字に 追 廻し、 東西南北に 打破り 馳違 ふ。 頃 

は 六月 炎天に て、 草木 も ゆるがす 照る 日に、 軍勢 共 喚き 叫んで 攻戰 ふ 聲. 总 を つ ぎ あ 

へす、 唯 坤軸も 折れて、 忽沈 むかと 覺 ゆる 計に 聞え ける。 小 田 原 勢 は 小勢に て、 大將 

も 若ければ、 相 隨ふ兵 共、 何れも 若き 兵 共に て、 今 曰の 軍に、 大將上 杉 を 討 取ら やば、 

何の 時 を か 待つべき。 唯 討 取らん と 進む。 然れ ども 何れも 大將の 下知 を 請け、 憑る 

時 も 一 同に かけ、 引く 時 も靜に 引く。 聚散 變に應 じ、 進 返 度に 當 b しかば、 一 度 も 終 

に 打 負けす、 互に 味方 を 助けて、 引/、 な）， （^と 計な り。 上 杉 方 は 大勢 なれ ども、 人の 

心 調 はすして" 懸 くる 時も續 かす、 引く 時 も 助けす、 思々 心々 に戰 ひければ、 一 皮 も 

府中 軍、 の 事  S 
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勝つ： 爭なく 、毎度 押 立てられに けり。 夜に 入りければ、 上 杉 勢 散々 に褂 負け 引返く。 

"リ：>  氏康 は^ 陣に敵 を 押 落し、 抑 初め 吉 しと 悅ん で、 勝鬨を 上げ、 猶 幕の 內へ歸 り 手 負 

を 助け、 心靜に 兵糧 遣 ひ、 扨 馬 を 入れ 給 ふ。 

去 程に 相 州 小 田 原 守護の 政道、 私な く 民 を 撫でし かば、 近 國他國 のん 民、 惠に懷 き 家 

を 移し、 津々 浦々 の 町人 戰人、 西 國北國 より 群り 来る。 昔の 縑倉 も、 いかで 是程 なら 

ん やと 覺 ゆる 計に 見えに ける。 東 は 一 色より 板 橋に 至る まで、 其 間 一 里の 側 を 張 

b  、 喪 買 數を盡 しけ る。 山海の 珍 物 琴 碁書畫 の 細工に 至る まで、 盡 さすと いふ 事な 

し。 異國の 唐物 未だ 目に 見す、 ま して 聞き も 及ばざる 器物の 、幾 等 とい ふ 事 なく 積 

み 置き^り。 交易 資資の 利潤 は、 京 境の 辻に も 過ぎたり。 民り 竈ら 豐^に して、 東西 

の 業 繁昌せ り。 小 泉と いふ 人、 町奉行 を 承る。 賞罰 嚴重 にして 人の 堪否を 知り、 

非 分明に して、 物の 奸直 を釓 しければ、 人の 歎き もなか， o ける。 其 中に も、 京都より 


外郎 i いふ 町人 來 りて、 IS 々の 藥を賣 る。 中に も 透 順 香と て靈 藥を寶 る。 長生 不死 

の藥 とて、 氏 綱へ も 進上す。 則 小 泉 彼 町人 を 同心に 伴 ひ 登城す。 彼 藥の效 能不， 可，， 

勝 計； 第一 に は 口中 臭氣を 除き、 睡眠 を 去り 命を延 ぶる と 言上す。 外郎の 申しけ る 

は、 此靈藥 は、 唐に て 仙 家の 祕藥 なりし に、 我等が 先祖 傅， 之、 鎌 倉 建 長の 開山 大覺禪 

師來 朝の 時、 御供いた し、 本朝に 渡 b 候て より、 卽小田 原に あるべき 由 仰 4: けられて、 

明 神の 前に 町屋を 下され、 小 田 原に 住みけ る。 外郎と いふ は是 な，^。 其 頃 松 田 孫 太 

郞. 佐 藤 四 郎兵衞 • 高 橋 將監. 笠 原 能 登 守 • 鈴 木 兵 庫 助 以下 若侍 共、 寄 合 ひて 申しけ る 

は、 武勇の 家に 生れし は、 本よりも 本望 なれ ども、 我等が 生涯 こそ 餘 りなれ。 唯 明 慕 

合戰 のみに て、 詩歌 管 鈸に心 を 寄す る 事 もな し。 空し/、 愚 蒙 を 晴らさす して、 年月 

を 送る 事勿體 なしと て、 京都より 連歌の 達者 を 呼 下し、 各 和歌 をぞ嗜 みける。 此人 

人 卯月の 頃、 曾 我 故里の 靱澤の 藤 を 見ん とて、 各 打 連れ、 鞲河を 打 渡り、 成 田. 飯， M を 

過ぎ て 、大友 に 憑 りて、 時宗. 助成が 育ちし 曾 我 の 里に 至り、^ 澤の藤 を 詠め、 瀧 の 本 

に 寄りて、 

外郎が 事  - 一：： 七 
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攒江 神助 

瀧 水に うつら ふ 影 も 重， 9 行ぐ 崧に 契りて 睽け るふ じな み 

朝 倉 右京 

釉 ふれし 春 やむ かしの 花の かも 忘る 計に K ける ふじな み 

河 越城攻 むる 事 

武 州の 國司上 杉 扇 谷 修狸大 夫 朝 興 は、 度々 の 合 戰に打 負け、 江 戶の城 をも攻 落され、 

安 か" す 思 はれ けれども、 力 及ば や、 如何にもして 氏 綱 を. C さば やと、 骨髓に 徹して 

思 ひ 暮らしけ るが、 重病 を 請けて 已に 逝去せ しに、 子息 五 郞朝定 を^め、 三 田. 萩谷以 

下の 老臣 を 呼出し 遺言し ける は、 我已に 定業の 病 を 請け、 命盡 きなんと す。 汝 等た 

しかに 我 遺言 を 聞きて、 背ぐ 事な かれ。 我れ 氏 綱と 合戰 をす る 事、 已に 十四 度、 一度 

も 打 勝つ 事な し。 是生々 世々 の 恥辱と 思へば、 蒙 念と もなる べし。 我 死なば、 早々 

佛事作 善の 營 よりも、 先 づ彼を 返 治して、 國家を 治むべし と 庭訓して、 天文 六 年 卯月 


上 杉 朝 興 

死去 


北 條氏綱 

上 杉朝定 

^攻む 


下旬、 朝の. 露と^ え 給 ふ。 子息 五郎 朝定、 生年 十三 歲 にて 家督 を繼 ぎけ るが 、父の 還 

言に 任せ、 佛事作 善を拋 ちて、 先づ武 州の 神大 寺と いふ 處に、 古 要害 を 取 立て 城と し 

て、 氏 綱 を 返 治せん と 支度し ければ、 氏 綱是を 聞き 給 ひて、 同 七月 十  一 3、 逆 寄に 河 

越の 三 木と いふ 處 まで 押 寄せたり。 先駆の 兵に は、 井浪. 橋 本。 多 目. 荒 河 を 足 輕大將 

と 定め、 崧田 • 志 水. 朝 倉 右卷 を、 五 手に 備 へて 待 懸けた， 9。 上 杉 五 郞是を 聞き て、 伯 

父 左近大 夫. 曾 我 丹 波 守 を 相 添へ、 武州上 州 兵 二 千餘騎 にて 憑 合 ひ、 火 出 づる程 こそ 

戰 ひける。 去 程に 入亂れ て、 我 もくと かせぎけ るに、 如何した. りけん、 大將上 杉 左 

近 大夫朝 成、 深 入して 生 捕られければ、 殘る兵 散々 に 引いて 行き、 防ぐべき 軍勢な け 

れば、 朝定 若武者な り、 叶 ひ 難く 見えけ る 間、 诫を 落ちて 崧 山の 城 へ 行く。 難 波田彈 

正、 甲斐々々 しぐ 賴 まれて 殘黨を 集め、 河 越を攻 むべ しと 聞え ければ、 氏 綱卽逆 寄に 

崧 山に 押 寄せて、 息 を もつ がせ や 攻め 給 ふ。 彈正 父子 切って 出で、 散々 に 切 合 ひ 突 

合 ひ 防ぎ 戰ひ けれども、 勝 誇りた る 小 田 原 勢、 是を 事と もせ や、 終に 敵 を 追 入れて、 

町 屋近邊 在々 所 々悉く 燒拂 ひて、 卽ち馬 を 入れ 給 ふ。 

河 越城攻 むる 事  11ー ぼ 


北 條氏綱 

足 利義明 

合， 
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小弓義 明と 合 戰の事 

小 弓の 御所 義 明の 威勢 廣大 になり しかば 、元より 侈る 人に て、 關東を 返 治して 、惣頒 

家 を差鸫 え、 關 東の 長者と なる ベ しと 企て 給 ふ 由 聞え ければ、 古河 殿より、 氏 綱を內 

內御賴 みあり て、 小 弓 殿 返 治 ある べきと なり。 氏 綱 も、 義 明の 威勢 强 ければ、 我が 爲 

にも 惡 かり-なんと、 豫て思 はれければ、 則 御請 を 申さる。 分 國の勢 を 合せ、 小 弓 へ 發 

向の 用意 ありし 處に 、八州 諸家 ffi き 申しけ る は、 義 明と 甲す は、 近代 無雙の 名大 將に 

て、 公方の 御 跡 を も 繼ぎ給 ふべき 人 なれば 御 返 治 は 如何 あらん。 唯 和平に なされ 

て、 末々 は 御所に 取 立て. 縑 倉に 居 ゑ 申され 候へ と 詫び けれども、 氏 綱 終に 用 ひ 給 は 

す、 已に打 立つ と 聞え ければ、 義明は 聞 召して、 急ぎ 中途に 馳 向って 防げと て、 御舍弟 

基 粮と御 息 小 弓の 御曹司 を 先駆の 大將 として、 里 見義弘 を副將 軍に 定め、 房 州兩總 

州の 軍兵 を 催し， 同 國鵠の 臺に陣 を 張りて、 市 河 を 前に あて 、待 憑け たり。 此國府 

臺の 城と ゆす は、 上代 I 行 天皇の 御宇にば 本武 尊の 東夷 征伐の 爲に、 關 東へ 御 下向 


ありて 御歸 りの 時、 此 河の 淺深を 知らす して、 渡り 兼ね 給ふ處 に， の 鳥 一 っ飛來 

りて、 河の 瀨 ぶみ をして、 此國 府臺に 上り、 羽 を 垂れて 尊に 向 ひ 奉る。 日本 武 尊大に 

感じ 給 ひ、 卽汝に 此山を 取らすべし。 永代 此 山の 主たるべ しと 宣命 めり し。 後に 鵠 

あまた 住みし 故に、 鵠の臺 と 名付けるな るべ し。 近 國無雙 の 城廓な り。 去ぬ る 文明 

十 一 年 七月 十五 日、 上 杉 家臣の 太 田道灌 が、 臼 井の 城 を 攻めし 時、 初めて 城に 取 立て 

けるな り。 義明も 御馬 を 出され、 敵遲 しと 待ち 給 ふ。 去 程に 氏 綱 は、 天文 六 年 十月 

四日、 小 田 原 を 打 立ち 江戶の 城に 着き、 着 到 を 付け 給へば" 方々 より 大勢 馳加 はりて、 

ニ萬餘 騎とぞ 記しけ る。 軍の 評定 あるべし とて、 諸 勢 大將の 前に 集る。 或は、 数に 

要害に 憑り て 大勢、 まして 而も 案內者 なれば、 少し 延引して 攻められ、 敵 泳へ 兼ねて 

進まん か、 其 時打圍 みて t すべし とい ふ も あり、 或は 小 弓 殿より、 關柬 中へ 御 敎書を 

なされ、 御 加勢 を 召され 候 間、 猶豫の 評定せば、 皆々 御請 け^して は、 ゆ、 し き 大事 

なれば、 唯 急に 攻 落し 可， 然とい ふ。 評議 兩遍に 分れた る處 に、 根來 金石 齋、 末座よ 

b 進出で て 申しけ る は、 兵書に、 天の 時 は、 地の利に しかす、 地の利 は、 人の 和に し 

小 ひ 義 明と 合戦の 亊  蓋" 
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かすと 見えれ，..。 然るに 今 小 弓 殿の 行跡 を閬 くに、 自身の 武勇に 漫 じて 威勢に 募 

\ 惡 I 方 を 選ばす。 Is けて 天道 S れ す。 是 良將 の 好まざる 所に 非す 

や。 二に は 惣領家 を 差 越え 無禮の 振舞、 關 東の 公方と ならん との 御 企、 天の 惡む處 

に 非す や。 三に は 眞里谷 入道 恕閑、 隨分 輔佐し 申しけ るに、 御 勘 氣を蒙 b て 頓て死 

にけ る。 是恩を 仇に？ る靈れ 難し。 量 谷 入道の C 魂、 恨 を なすと 闢 き候ぞ 

や。 是皆天 f 背き 私の f. り。 cl-lf  n たと へば 今度 ■ にも 

籠， o 給へ。 御運盡 きぬる 故 は、 明日 押 寄せら れんに、 一定 御 昧 方の 御 勝 軍なる べし 

猶豫の 評定 不， 可， 然と 申しければ、 大將 大きに 悅び、 金石 を 近く 召され、 銀劎 一 振. 黑 

馬の 逸物に、 御 紋の鞍 看」 きて 給 はり、 明日の 軍に 先駆して、 敵を攻 落し 候 へ とぞ 仰せ 

ける。 去 程に 明日 五日の 朝 、合戦と 定まりし かば、 先陣 は 宵よりも、 河の 端に 忍び寄 

り、 明けな ば 极戶を 越さん と、 堤の 下に ぞ控 へけ る。 夜已に 明け、 れば、 小 ffl 原 勢 河 

端にば 望む。 一 陣は箱 根 殿 を * めと して、 崧 田. 志 水. 狩 野. 笠 原、 ニ陣は 遠山. 山中. 多 

目. 荒 ^石齋 以下の 兵、 雲霞の如く 押 寄す る。 小 弓勢の 先陣 椎津. 村 上. 堀江. 鹿 島 


以 F  、河 端に 控 へ て 待 憑け たりし が、 物見の 兵 を、 御 旗本へ 參ら せて * しける は 、敵 

已に河 を 越え 候。 其 勢 雲霞の 如し。 二三 萬骑と 見え 候。 咴 方の 御 勢に て、 常の 如く 

に 對揚の 御 合戦 叶 ふべ からす。 小 を 以て 大を 討つ 事 叶 ひ 難し。 唯今 急に 御 旗 を 動 

し、 河 中に 勝負 を 決する か、 * 方 引/、 やうに もてなし、 敵の 先陣 半 越えん 時、 急に 取 

挫ぎ 河 へ 押 はめ 候 は K 必や御 * 方の 勝なる ベ しと、 委細に * 遣し ければ、 諸 軍此儀 

可. 然とい ふ處 に、 義明聞 召し 大に笑 ひ 給 ひ 、合戦の 例に て、 一 足 も 引けば、 虎 も 鼠に 

なり、 一 足 も 進めば、 鼠 も 虎と なるとい へり。 引く まね せんに、 敵に 利 を 付ぐ る 端な 

る べし。 其 上 勢の 多少に 依る ベから や。 兵の 剛臆に よるべし。 氏 綱が 武房、 我が 片手 

にや 及ぶべき。 何程の 事 か あるべき。 河 を 渡らせ 近々 と 引 寄せ、 我が 手に 憑け て 氏 

綱 を 討 取りて 後に、 東 國を安 々と 治むべし。 年月の 本望 愛に あり。 氏 綱 を 逃す ベ か 

ら すと、 扇 を 打 振り 給 ふ。 蓮の 盡 きぬる あさまし さ、 たと へて いはん 方 もな し。 小 

田 原の 先陣、 一 度に 颯と 馬 を 打 入れて、 弓の 本 弭取違 へ て、 疋 馬に 流 をせ き 上げて、 向 

の 岸に ぞ駆 上る。 椎津隼 人 佐. 鹿 島の 郡 司 以下、 散々 に 駆 合 ひ、 命 を惜 ます 亂合 ひて 

ふ 弓義 明と 合戦め 事  1 き 一 


足 利基賴 

眾ダ 
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鏠を 合せ、 切つつ 突きつ、 火 を 散らして 戰 ひける が、 駆 立てられて 引退く 所に、 里見義 

弘. 逸見 山城 以下 强 弓勢 共、 喚き 叫んで 射 立て けれ 共、 小 W 原 勢 事と もせす 進みけ れ 

ば、 兩 方よ. o 射る 矢に、 先陣 數百 人、 痛手 負 ひて 進み 兼ねた、 り。 是を 見て 先手の 大將 

小 弓の 御曹司と 御所 御 弟 基賴、 喚いて 切って 懸り給 ふ。 氏 綱御覽 じて、^ に 深 入す 

る は、 先手の 大將の 旗と 見 ゆ る ぞ。 入 立て ゝ 討 取れ や 者 共と 下知 すれば 、伊東. 朝 倉 • 

桑原. 石卷の 一 人當 千の 兵 共、 兩 方よ b 取卷 きて 散々 に 攻めければ、 大將の 馬の 平 頭 

二 太刀 切られ、 犬 居に 伏せば、 下 立ちて 戰 ひしが、 脇 下 內冑吹 返しの 外れ 二 所 突か 

れ、 氣盡き 力た ゆみて、 終に 討死し 給 ひける。 逸見 入道、 義 明の 御前に 來 りて 申しけ 

る は、 今朝の 軍に、 御 味方の 軍兵、 數多 討死 仕りぬ。 其 上 先手の 大將の 御 瑪印も 見 

えす 候。 若し 割って 御 通り か、 亦 御 討死 か、 如何 樣 味方の 負 軍なる べし。 愛 を 落ち 

て、 重ねて 兵 を 催して、 今日の 恥を淸 がんと いひければ、 義 明大き に 怒って、 如何 樣 

味方の 兵 共、 臆病に てこ そ 負けつ らん。 いでく 義明 先駆して、 强 勢の 程 を汝 等に 

知らせん とて、 眞先 かけて 打って出 づ。 其 日の 装束に は、 赤地の 錦の ひた、 れに、 桐 


の 裾 金物 を 打った る 唐綾滅 の^^て、 來函行 三尺 ニ寸の 面影と いふ 太刀 二 尺 七^ 

赤銅 作りの 重代の 御太刀 二 振 佩いて、 法 城 寺の 大 長刀 を 莖 短に 取 b  、鬼 月 毛と いふ 

名馬に、 御 紋の梨 地の 鞍 置きて、 紅の 大總 懸け、 白 泡 かませ、 唯 一 しゅんに 進んで 駆け 

袷へば、 佐々 木 少ニ郎 以下 馬 廻 二十 四騎、 馬 を 揃へ て 駆 出で たり， 篛 明の 御 ^は、 さ 

州の 葛 西 殿よ， -、 六部 一 の 名馬と て、 去年 進ら れ たりけ る、 三の 戸た ちの 早縣 、駆 足 

の 逸物 なれば、 主 は 本より 屈 竟の乘 手に て、 人よ， 9 一  段 計 先立； て、 敵軍 , I フり ^ 

の 端へ さはる を 幸と、 踏 倒し 切 落す。 是を 大將と 見て ければ、 前後より 取 籠め、 我れ 

討 取らん と 攻め けれども、 本よ b 馬强 なる 打 物の 達者 なれば、 自ら 武勇の 人に 勝れ 

たる を 憑み て、 軍立大 逸りに て、 逃ぐ る 敵 を 追 立てく 切て 落し、 味方の 兵も镫 かざ 

る に、 大勢の 中に 駆 入りけ る。 小 田 原 勢の 中に、 安藤と いふ 者、 荒 反の 黑き鈸 に、 ® 

g の 甲に 鍬 形 打って 若たり ける が、 長 太刀 を拔 さて 差 翳し、 篛明を 目に 掛け、^々 と 

寄せけ る處ケ 、義 明御覽 じて、 弓手の 方へ 下り立 > 二し、 開 打に しと、 打ち、 甲の S の^ 

を かけす 打って、 首 を 丁ん 打 落し、 餘る i 刀に て、 左に 懸る 敵を拂 ふ。 其 刃に 胸 を 冷 

小弓義 明と 合戦の 事  0^ 


足 利義明 

戰死 


異本 小 田 原 記 卷之 一  M お 

し、 敵敢て 近付か ざ，^ ければ、 とめる 岡に 打 寄りて、 續く * 方 を 待 給 ひ 、鎧に 餘る血 

を、 笠符 にて 押 拭 ひ、 息 を 休めて 居たり ける. 處に、 義弘 以下の 兵 共 は、 大將の 行方 も 知 

らす、 氏 綱の 旗本 憑 合 ひける が、 五十 騎に 打な され、 東の 山際へ 筋 違に 落 行き けれ 

ば、 猶 歸り來 りて、 義明を 助けん とする 兵 も 少し。 こ は 如何にと 見る 處に" 小 田 原の 

中に、 A 州 無雙と 聞え し强 弓、 撗井 神助と 申す 者に て 候。 請けて 御覧せ よと、 いひ も 

はなさす 丁と 射る。 義 明の 栴檀の 板 を かけす 射通し、 矢先 三寸 餘 b 射 貫きければ、 

さしもの 猛將 なれ ども、 一 筋に て 目 昏れ、 太刀 を 杖に つき、 立 竦みに こそ 死に 給 ふ。 

橫井、 靱を 叩いて 矢 叫し、 敵の 大將 をば 射 留めた るぞと 叫びけ る處 に" 御所の 御馬 廻 

三 騎馳來 り、 神助 を 討 取らん と、 切って 懸る。 神助が 息 小 林 平左衞 門. とい ふ 者馳來 

.C /馬より 飛 下り、 向 ふ 敵 一 騎 討って 落し、 二人 を 追 散らしけ る 間に、 神助 馬に 打乘 

ち、 打 つれて こそ 切 合 ひける。 其 間に 松 田 彌ニ郞 、直 違に 馬を馳 懸けて、 一 太刀 打つ 

て當 倒し、 義 明の 首 をば 取って けり。 さしもの 大將 なれ ども、 蓮盡き 果て、 やみ）^ 

i 討 たれ 給 ふ。 佐々 木 四郞. 逸見 八郎. 佐 野 藤 三. 町 野十郎 以下 御馬 廻、， 深 入して 戰ひ 


ける が、 大將の 御 討死と 閒 きて、 今 は 誰れ が爲 にか 箪を すべきと、 各^ を乘 放し、 大 

將の 死骸 を 枕と し、 自害す る 外の 事 あら じと、 各馳 行く 處に、 逸兒 山城 入道、 右の 

臂 切れて、 草摺に 立つ 矢少々 折 かけ、 馳來 b て 申しけ る は、 皆々 自害し 給 ふ處、 武士 

の 本望な り • 然れ ども 小 弓に 殘し 置きし 若 公達 をば、 誰^ は隱し 申すべき • 定めて 

やみく と 生 捕 申して、 名 將の御 一 跡お、 匹夫の 蹄に かけん 事 口惜し かるべし • 欺 

きても 餘り あり • 此 度の 命 を 全う..：/ 君達 を 落し 申す 謀 をな し、 £ 節 を 見合せ、 先君 

の 恨 を 死後に 報し 給 は 、君 も嘻 しく 思 召すべし と、 理 を盡 して 申しければ、 此人々 

一同に 申しけ る は、 口 惜き事 を宣ふ もの かな。 愛 を 遁れ、 再び 誰に 面 を 合すべき • 自 

害せん と 待つ 處に、 山城 重ねて 申しけ る は、 是は 谷の 誤 なり • 死 を 一 途に定 むる は、 

近う して 安し。 謀を莴 代に 殘す は、 遠 く f -て 難しと いへ. 9* 唯と ぐく と勸 めら れ 

て、 此人々 相伴 ひ 小 弓へ 歸り、 若君の 御供 申し、 御 寶物を 取り、 御殿に 火 を S け、 房 州 

へこ そ 落 行き けれ。 山城 守 主 從ニ騎 、義 明の 御 死骸の 邊 にて、 馬より 飛 下.^ 扇 を 上 

げ、 是は此 =1 頃 鬼神の 樣に 申しつ る、 鎭 東の 將軍 源の 篛明と 開え させ 給 ひし 御內の 

小弓篯 明と 仓 戦の^ ,  S 


異本 小 田 原^ 卷之ー  急 八 

侍、 逸見 山诚 守と いふお なり。 小 田 原 方に、 我と 思 はん 者 あらば、 押 寄せて 首 を 取れ 

と、 扇 を 舉げて 招きければ、 小 W 原の 住人 山中 修^ 亮と名 1. りて、 近々 と 寄せ けれ 

ば、 山域馳 寄りて、 御 邊は氏 綱の 家人 何が しと 見 ゆる ぞ。 我 # 取って 高名に せよ と 

打って かゝ る。 山城が 郎等、 主を對 たせ じと 馳雙 ぶ處 に、 lw』 亮が郞 等 あまた 馳东 

b て 取 籠 のければ、 終に 出城 守、 修现 0 に 首 をば 取られに けり。 彼義 明朝 E は、 久し 

, 、雨總 州に 逆 威 を 振 ひ 、諸人 龍 蛇の 毒 を 恐れ、 离民 虎. 狼の 害を歡 さしに、 忽に C され 

て 跡 永く 絶えし かば、 氏 綱の 武功の 程、 感 せぬ 人 もなか.^ ける。 

八幡宮 建立の 事 

今 K 小 弓 殿 は、 高 家と いひ 强將 なれば 、合戦 打 勝つ とも、 二 戰三戰 して、 やう/ \ 城 

を 取るべきな どと、 豫て小 W 原 衆 ど も 思 ひしに、 氏 綱の 武^ 人 に 勝れ、 謀 かしこき & 

に、 終に 容^く 討 取り 給 ふ， 然れ ども 樣々 信心 をな され、 御 立 M. も ありし とか や。 

其 願を枭 されん 爲め、 又は 子孫の 武運 を も 祈らん 爲め、 鶴 ヶ岡 八幡宮 建立 ある • 此 


宫寺、 賴 朝の 1 初めて 御 建立 ありて よ.^、 代々 將軍 家の 御 崇敬 あり、 關東無 雙の靈 場な 

然れ ども 近^ 亂逆 隙な くして 、久しく 修 おなければ、 宮 々社々 の 朱の 玉垣 朽 I 

て、、 多ぐ 返轉 す。 依， 之 氏 綱 大根 邠 として、 神- 宫 参宮 • 辨才 天の 社. 白旗の 明 

神. 錡學您 Ml. 朱の 玉垣. 石橋 を 初め、 百 八十 M の 廊下まで、 金銀 を 鍵め、 花の たるき、 

S 形簷 牙の 構、 成 風の 功、 數 U 經營^ 成り、 綺麗の 粧な. りし かど も、 民の： s もな く、 

0 のつ ひえ もなか，^ ければ、 氏 綱の 御 威光、 H を 追 ひ：：； に 重な b け. 

. 氏 綱 連歌の 事 

^る 弓^ 合戦の 隙な きに、 氏 網^に 歌 逍に御 心 を 寄す • 驗河 より 宗長を 節々 招き 越 

し、 述歌 をぞ なされけ る • 又 小 W 原.： 寺の 住持 愛 1： とい ふ 者、 衆に 勝れた る述歌 

の 達お、 又 松 田畏爐 も、 隱 なき 名人な り。 彼是 三 四 人 月次の 御會 ありて、 隱し名 を 付 

け、 田 4に迎 歌と 號し、 京に て點を 取り 給 ふ。 惣 じて 時 衆の 僧、 昔より 和歌 を« とし、 

金疫の 療治 を 事と す。 依つ Nf 御陣の 先へ も 召 遝 れ、 金瘡を も療. 治し、 又 死骸お 治め、 

■Ai^i^  .i 独 欲の 事  まね 


或は， 最後の 十 念 を も 受け 紛 ひける ほどに、 何れの 大將も 同道 ぁケ て、 赏翫 ある i ぞ 

歸 えし • 其 頃 早 河 心明院 にて、 千 句の 連歌め り。. 又 月次の 會もぁ ，0^ 氏 綱 公 も每度 

御 出な り。 

發 句 

菊の 露 月に やましら 玉の 庭  氏 綱 

八千代の 榕秋を ふる かな  長 慶 

名 もしる き 岩の 松虫 昔に たて ゝ  宗  長 

又 

更け 行く 野邊の 鹿の 音 夜半 月  飛 #111 & 融 

下葉う つら ふ 庭の むら 萩  竹 庵 

今朝 はかつ 萩の 上 風 吹 過ぎて  氏 鋼 

此外日 ふの 連歌 ども、 餘り 多き まゝ 畧>  之 畢， 


北 條氏綱 

死去 


氏 綱 逝去の 事 

天文 十 年の 夏の 頃、 氏 綱 不豫の 事 あり。 定業 ゃ來 りけん、 锊王 如來の 誓約 も、 祈る に 

其驗 もな く、 耆 婆- i!i 鵲が 靈藥 も、 施す に驗 なくて、 次第に 重り 給 ひし かば、 終に 同 七 

月 十九 a 、五十 五歲 にて S しくな.^ 給 ひけ. る • 一  門の 歎き 申す 計りな し。 卽溢本 早 

雲 寺に て、 一 返の 煙に なし 奉る。 別 稱は春 菘院殿 快 翁活公 居士と 名付け 申し， 七 =w 七 

日の 作 善、 言葉に も 述べ 難し • 四十九日に 當る B 、小 W 原 中の 僧綱 を 集めて、 一 千 部 

の頓寫 あり、 結願の 願文 をば、 氏康 自筆に 草案 あり。 物 每に愁 を 曳き悲 を 添 ふ 秋の 

&、 光陰 不^^人 無常迅速なる 理、 貴 も 行き 賤も 行き、 皆 古に なり ぬる 哀れ さ • 道！： 

富 樓那の 辨舌を 借りて、 數刻 演說し 給へば、 一 門 奮臣は 申す に 及ばす、 簾 中の 女房 

達、 聽 聞の 爲に參 り 集りし 通俗 男女. 皆 釉をぞ 絞りけ る， 

由 井 鑌大 鳥居 建立の 事 

^網 逝去の 事 由 井濱大 鳥居. 建立の 事  § 


E$ 小 田原翹 卷之 j  § 

其 後氏康 は、 先 老の遺 願 をも果 し、 且は武 逑榮久 を も 祈られん 爲に、 鶴 ヶ岡の 八幡 

宫の大 鳥居 を 建立 あり。 天文 十 一 年 卯 月 十：：！、 修造 終りし かば、 先例に 任せ、 一 切經 

を轉讀 あり。 諸國の 僧侶、 淸淨の 僧侶、 別して 南都 七大寺 野 巾 横の 尾. 三 井寺. 鎌 

倉 五山 家. 雪下の 院家 衆. 称樂寺 .稱 名 寺の 律宗 衆、 集りて srk 之。 近代 未聞の 作 善な 

り。 殷々 たる 梵言 は、 本 地 三 身の 高聽 にも 達し、 玲々 たる 餘 の聲 は、 t; 迹五 能の 應化 

を も 助けん とぞ覺 えけ る。 其 外 金銀の 幣帛. 太刀. 畏刀. 馬. 鞍に 至る まで、 心の 及ば ざ 

る 寶物を 進ら せらる。 欺る 亂 逆の 世の中に、 無雙の 大法 會無 事に 遂げられて、 多年 

の 念願、 一 時に^み 足りぬ と、 氏康喜 悅の眉 を 開き、 小 田 原へ 歸らせ 給 ふが、 宮 寺の 

奉行せ し 大道 寺に も、 御馬 御 腰 物 下されけ り • 


異本 小 田 原 記 卷之ニ 

河 越 夜 軍の 事 

天文 十二 年の 頃、 關東管 頜上杉 兵部大 輔憲攻 と、、 駿河 守護 今 川 新 五郎 氏 親と 相談し 

て、 驗河 勢. 小 田 原 衆の 籠， cO 長久 保の 城を攻 ひると M えければ、 北條氏 娘、 長久 保へ 

加勢 を 遣すべき 由、 仰せられ ける 處に、 雨 上 杉、 長久 保の 後 詰の 爲に、 北倐 殿の 城武 

州 河 越 を 攻落す ベ しとて、 兩上杉 東 八 ケ國の 勢を拂 つ て、 八ず；： 餘騎 にて、 同年 九月 サ 

六： n 發 向し、 憲政 は 砂 窪に 旗 を 立て、 先 勢 を 以て 河 越の 城 を、 稻 麻竹萆 の 如くに 取 

卷 きた， 9。 河 越の 城に は、 北 條左衞 門大夫 籠りけ り • 本より 無雙 の猛將 にて、 陶柬. 

伊豆 河. 甲 州境の 戦に、 每ほ魁 の 働、 寡 を 以て 多に 勝ち、 お 死 を 出で て 一 生に 逢 

ふ • 其の上 氏康へ 無二の 信臣 たりし かば、 本 は 福 島左衞 門な りし を、 追 年 北 倏を贈 

河 越 夜 軍の 事  S 


異本 小 田 原^ 卷之ニ  一一 一^ 

b 、北 條左衞 門 太夫と いふ。 後に は上總 介と ぞ 申しけ る • 役人の 指 物に は、 黃 色の 

ねり を 四の 四方に して、 八幡 を 大文字 を 書きければ、 時の 人、 地 黄 八幡の 左衞門 太夫 

とぞ 名す け、 る。 されば 斯る大 剛の兵 なれば、 豆. 相 模の兵 僅に 三千 餘騎 にて" 上 

杉 勢 A 莴を引 請け、 畫夜 旦暮に 戰 ひける。 其 勢 暴に 漲 b 來り て、 平地 忽に 江河と な 

り、 太 山 崩 れて海 を a むと も、 却 て 頭を勸 かす 可ら やと 見え にけ る。 其 ！® 古河 の 公 方 

晴氏卿 へ " 憲政 使者 を&ら せ、 今度 管領 へ 御 合力 あり て、 河 越へ 御 動. M をな され 氏 

康を 御對治 あらば、 公方 を 鎌 倉 へ 居 ゑ 奉り、 仰 奉る ベ き 由 言上す。 此公方 は、 古氏綢 

の御聱 にて、 氏康 i も 親しく-御 坐せ しかば、 氏康 も、 代官 を 以て 申 上げられ ける は、 

如 何 に 管頜 の 申さる ゝと いふ 唯今 何の 科に よりて、 常 家 を 御 對治 あるべき や • 

公方 樣 はたと ひ 如何なる 事 ありと も、 御勸座 ある ベから や。 今 ffi の 合戰、 咴方滕 つ 

とも 敵の 勝. ちても、 皆 公方の 御家人に て、 御 下知 を 請く る 事 なれば、 一 方 へ の 御 加勢 

謂な しと、 細々.， j 言上せられ ければ、 公方 聞 召して、 上 杉への 御 合力 はな かるべし と 

定ぁ りけ る 間、 氏康悅 び、 頓て後 詰の 勢 を 出し、 上 杉 を 追 落せと 評定 ある 虞に、 難 波 


ra 彈 正. 小 野 三 河 守、 古河 殿へ 參り 言上し ける は、， 今度 氏康 言上に 付きて、 管領へ 御 合 

力なき 由 承り 候。 實 にて 候 は》、 甚以て 不^^ 然存 するな り。 抑 公方 管領 は、 尊 氏 

將 軍より 以來、 代々 君臣 水 魚の 忠德 にて、 終に S え ざり しに、. 長^ 院 殿の 御代に、 君 

臣 不快 ありし 後に、 斯 樣に關 東の 亂と なり、 誰か 安全に 凌がせ 給 ふ。 今度た まく 

君 S 合體 にて、 管領 關東を 始め、 御代に 附け 奉るべき^ にて、 a に 打 立ち 候へば、 ミ 

早 御 加勢 あり、 御勸產 然る べし。 氏 厫御綠 者に て、 不便に 思 召す 事尤な れ ども、 祖 ゲン 

早 雲より 已に 三代に 至る まで 、伊豆. 相模. 武州に 及び、 阈郡を 治む ると 雖、 何れのお 

か、 公方へ 奉りて 候 や。 己が 威勢の 募る に 任せて、 &. マ管 領を も滅 して、 關東を 治め 

んと 計ら ひ f れば、 今 I を 御對治 ぁ么」 、御 f 持 S 給 ふべき 由、 頻に 言上 あ 

りし かば 、公方 卽ち 納得 t て、 天 文士 一年 十月 二十 七 K 河 ® へ御璧 t て、 御 

旗 を 立て 給へば、 闆東分 國の御 勢馳粲 り、 河 越 を取卷 さて、 食攻 にこ そ 詰めに ける 

去 程に 籠诚 も、 兵糧 述 送の 路を 塞がれ、 已に飢 に 及ばん とす • とても 死なん 命 を 打つ 

て 出で、 華やかに 討死すべき 由、 各 申しけ る 所に、 氏康 も、 左衞門 太夫 を攻 落されて は 

河 i 軍の 事 
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叶 ふま じ。 急ぎ 後 詰の 勢 を 出し、 上 杉 を 追 散らすべし • さりながら 敵に 味方 を 比ぶ 

ベから す。 唯 九 牛が 一毛 なれば、 一散に 戰 ひて、 叶 ひ 難，.、 ば^あるべし。 其 問に 籠城 

の 兵 共 泳 へ 兼ね、 打って出で なば W なし。 能々 城 を 堅 II に 持ちて、 後： S の^を 待 つ 

べしと、 城 中の 兵 共に 知らせた く 思へ ども、 マ £路 なければ 叶 はじ。 如何せんと 宣ふ 

.處 に、 彼 左衞門 ± 夫が 弟 福 島 辨 千世と て、 生年 十七 歲 になり ける 兒， 容儀 骨柄 美麗に 

し. て、 氏 康祕藏 の 小 性な， 9 ける が、 進み出で てお-しける は、 此^ 城 中へ 知らせ ざらん 

は、 ゆ^-しき 御大 事な b。 如何なる 人な りと も、 左右な く 通り 難し。 某 敵陣 をた ば 

か b 、城へ 駆 入. o て 申すべし。 又餘の 御 使者 な ら ば、 敵 に S し 生 捕られ て 、白 躭す る 

事 も あるべし。 辨 千世に 於て は、 縱ひ身 をす た ）（- に 裂かれ、 骨 を寸々 に碎 かると 

も、 此事 をい ふべ からす。 哀れ 自らが 參る べしと て、 氏康へ S 後の 暇 を 請 ひ、 唯 一 騎 

敵中 を靜々 と 打 つ て 通り、 士： 手の 門前 へ 駆 寄せ ぬ れば、 敵 も 城 中の 兵 共 も、 こ は い か 

に、 敵 か * 方 か と 見 る 所に、 城 中 に 籠り し 木 村と いふ 者 見知 b て 、愛 へ 步ま せ 寄 る は 、 

辨 千世 殿に て 御 坐し ます ぞゃ。 馳 向って 引 入れ 申せと て、 十 騎計馳 出で ける。 辨 


千世 も n 镫ど 合せて 馳 入りて、 虎口の 難 を 遁れ、 大將の 謀 を 細々 と 申しければ 、左衞 

門 太夫 を * め、， 伊豆. 相 模の兵 ども、 大に 勇み 進 かける。 氏废 は、 小 田 原. 長久 保士ー a 

へ も、 五 kn 騎 三百 騎の 軍兵 を 分ち て、 馬 廻 手勢 龊 けらる。 千 餘騎光 づ武州 砂 窪へ 打 

つて 出で、 敵陣 を 見渡せば、 公方 管領の 御 勢， 雲 露の 如し。 山河お：： 里に 滿々 たり。 然 

れ ども 氏康も 軍勢 も、 大敵 を 見て 恐れす、 小敵 を 侮らず、 世祖 光武の 心根，. ど 移したり 

し 兵 なれば、 是を 事と もせ や、 静に手 分 をせられ ける。 氏康 より、 謀に 公方へ 申 上げ 

られ ける は、 河 越 籠城の 兵 共、 巳に a に 及び 候 間、 命 計 御 助に 預 らば、 城幷 領地 をば 

公方 樣へ 進上すべき 由、 再三 歡さ 申しければ、 &方開 召し 汝が 參ら せす とも 、明：： 1 は 

已に 城を攻 落し、 御 支配 あるべし。 其 上 伊豆. 相 模の强 兵 ども、 三千 人 籠. o ければ、 是 

を皆誅 せられな ば、 氏 康小田 原に も 惊へ難 かるべし。 一 人 も 助けば、 後の 禍と なる 

べし。 唯 討 取りて、 氏糜を も對 治める べしと 聞え ければ、 氏 康^^ 陸國小 田の 政治 

の 陣代菅 谷と いふ 者 を 憑み、 此の 如ぐ 取 図 まれ、 すべき^な し。 御 邊ゲ- 賴み候 n、 

如何にもして、 籠城の 左衞門 太夫 を 助け 給へ。 さあら ば 河 越 をば、 其方へ 明 渡す ベ 

河 越 夜 軍の 事  3- 


異本 小 田 原 S3 卷之ニ  急 八 

し • 其 上 憲政と も、 無^にして 歸る べし。 合戰 をな さば、 多勢に 無勢、 叶 ひ 難しと 

^^ければ、 菅谷此 由 を 披露す。 上 杉 勢是を 聞きて、 されば こそ、 氏^ 小 田 原 勢 若干 

ならん。 我等が 片手の 小 SS にも 及ば やと 欺きて、 物の 數と もせ や。 此倏 耳に も 入 

れゃ 嗨河 越を攻 むべ しと 評定し ける 處に、 氏 糜は敵 を 謀りす まし、 天文 十三 年 四月 

廿 ：n、 上 杉 を 夜 討に す ベ しとて、 先 笠 原 越 前 守 を 以て、 敵陣 へ 忍び を 付けて、 fy 

か  >  ひける に、 上 杉 衆、 小 田 原 勢な どの 憑るべし と は 思 ひも かけす。 氏康は 定めて、 

明 B 明 後 H は 逃げて 行くべし。 河 越を攻 落して 後に、 小 田 原 を も 取るべし とい ふ も 

あ， CZ 又 氏 康へ內 通して、 昔 信に 及ぶ も ありけ る。 中々 合戰を 、胸^ 持ちた る は 少し 

と 申しければ 、時分 はよ きぞ や、 懸れ とて、 皆 一同に 打 立ちけ る。 頃 は 四月 廿" 宵 過 

ぐる S な， o しかば、 月 もやう く 出で しか ども、 天 曇り 定かなら す、 小 田 K 勢、 わざ 

と 松明 をば 持た やして、 紙 を 切って 鎧の 上に 懸け、 B 衣の やうに し、 想 一 i を 定め、 

皆 重き 差 物 馬 鎧 を 懸け や、 首 を 取る ベ から や、 切 1 と 約 東し、 前に あるかと せば、 後へ 

廻り、 ST 方に 變^ して、 一 所に 寄るな と 下知し 給 ひ、 子の刻 計に 下 立ち、 おぎへ 切つ 


北 條氏康 

上 杉 憲政 
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て 入る。 管領の 勢 は、 小 田 原 衆 を 侮. o て油斷 しければ、 俄に あはて ふ. ためき 憑 合せ 

ける が、 小 田 原 勢 四方に 馳 込み、 前後より 切って 入る。 氏康 は、 大道 寺 を 初め として、 

いなみ 

印. ¥ 荒 河 翻 訪. 橋 本、 鐽を 投入れ く、 十文字に 齪攸り 、巴の 字に 追 廻し、 太刀の 鍔 音 

天地 を 轟かし、 前後に 入亂れ 左右に 散 じて、 攻め 戰ふ 程に、 上 杉 憲政の 旗本へ 追 付 

き、 小 野 播州. 本 間 江 州 • 倉 賀野三 河 守 討死し、 難 波 田 は 灯明 寺 口の 古 井へ 落ちて 對 

たれに け. 9。 軍兵 三千 餘人 討死し、 大 將憲玟 叶ば や 敗北し ければ、 氏 廒勢追 憑け 追 

憑け、 討 取. o ける 所に、 多 目 周 防 守 は、 氏康の 旗本に ありし が、 あげ 螺を吹 立て _ けれ 

ば、 諳： 皋^ 引歸 して 集. りければ、 闳防守 申しけ る は、 今夜の 軍、 不思議に * 方の 御 勝 

なり。 其 上 敏八萬 骑に咴 方 八 千 餘騎、 十が 一 に 及ばざる 勢に て、 斯樣に 勝利 を 得る 

事、 古今 ためし 少し。 歜 取って返さば、 又 味方のう かんぬ る處、 却て 敵に 利 を 付けな 

ん。 夜 S 天に 及ぶ なれば、 明けな ば 各 勝って 甲の 緒 をし め、 核 山の 城へ 引 籠りて、 今 

日の 休总 すべし と 評^して、 四方 を駔 廻り、 士卒の 氣を勵 ましけ る 所に、 左衞門 太夫 

城を拂 つて 切って 出で、 御所 を 追 散らす。 一 陣 破れ ぬれば、 殘黨 全から す。 公方 勢 
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も賴み 切った る 上 杉 を 追 ® ら されて、 なじ か は惊ふ べき a 一  さ、 へ もさ、 へや、 亂 

れ^りて 落： 订 きけ る。 去 程に 上 杉 普 代 太 田 源 左衞 門. 藤 W 左 衞門佐 以下、 悉く 氏康 

へ 降參 す。 又 氏康彌 大勢に なりて、 龍の 雲 を 得 たるが 如く、 虎 を 林に 放した る に 異 

ならす。 氏廒、 左銜 門 太夫 を 召され、 今 茂 河 越に て 苦勞の 段. 淺 からざる 所な り。 一 

心の 智謀 深さ 故に、 剛敵を 返 治し、 拔 群の 功、 東 M 無 鍵の 働な りと、 御 S 斜 なら t 

其 後 氏康、 輕部豊 前 守 を 使に て、 古河 殿 へ 言上す。 其狀に 云。 

連々 公方 樣御刷 偏雖， 無，， 其： 車^: 候， 旣 骨肉 同性 被， 參，， 宮： H 候 上 *若 君樣御 誕生 

以來 者， 拊以 忠信 一 三昧 令-逼塞， 候 所、 去年 號， お 久保之 地， 自，， 駿州， 被， 収詰， 所、 憲政 

爲= 後， 河 越 似卷、 御寧 M 之 儀頻 被，， 申 上，. 聞 候 得お、 氏 康単御 膝下 不，， 罷ゼ， 候 

得 者、 3,, 代官， 度々 言上- 此刻 一 方向 御 懇切 5 爲，， 迷^ 唯 何方 無，， 御狻 向， 候 者、 

不， 依-善 惡， 如何 « 之 御 威光 可， 仰 由5. 上 候 所、 過半；^ 御 納得； 御 誓 句 之 御 薔謹而 K 

鈸， 再三， 拜 成 kws, 所、 難 波 WIS 正. 小 野 W 幡守 以下 依。 申 上 候， 而 1,上規， 

被 及，， 雨 年， 被、 HrS 旗， 之 間、 城 中 三 千 餘人籠 餒候者 共、) s:sw 路塞 i\! 間、 各 


及，， 難儀， 由 承 付而、 河 越 籠城 者 共 身命 今 明 難 V 計、 御 殺^ 候 者耍害 明^ 可 &.ぬ 申 上 

所、 御 納得 御 返答 上、 氏康武 州^^ 地 打 出、 以，， 誡訪 右お 助. 小 田 政治 代官 背 谷 

守： P 未^ 不見仁 候； 從， 御備 中お 出 、相，， 賴河 お 共； 被.， 相扶， 候お、 其方 爲， 警^ 

耍害 唯今 明 S 可^ T 氏康 被， お出， S. 上 所、 御腹 立 以外 之 、伊豆. 相 松 者 共、 悉此城 

集 ^事、 自褂， 天綢， 來 ir 一  人不 JE\S 候 御腹 立、 如， 此之 段幷 不， 可，， S. 上， 之 由、 斷々 

返答、 m: 而 k 難， P 上 之^ & 使，， 挨， 候" 時節 不き諸 軍 下 立、 砂 ぽ押寄 之 ir 氏康 

ゆ 節 到來難 k„ 一  戰； 雨 U 同時 切 勝、 憲政^ 廻き 始倉賀 野： 一： 河 守 三千 餘人 S 辦 

就中 此 K 之 諸^ 之 讒言 根本 人 雛 波 W 彈正 左衞 門 尉 1 ：幡守 討 ^、散. 累年^ 望 ，¥、 唯 

氏康 心底 正路 之 儀、 天道 之 憐不ぉ 故、 開述條 不思議 次^ 候" 然 11 先年 U 父 氏 綱 

以 お干 計 儀； 内々 御 憑 候 g  、諸 侍 背 無， 止弒 ^奉^ 治；： 朿 諸士， m, 忠^ ¥、 都 

0mks^m  m_ 幾稃， 其 先 忠御忘 可^^ 可. 被^,, 其 子孫^、 君子 逆 道 何^ 也。. 

不善 善 不惡^ 惡、 R 以何 可^^ 仰 哉 U 愛 許 能々 爲，， 御 分別， 分，， 啓^, 候" 恐惶 謹^。 
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進上 築 田 中 務大輔 殿 

上 杉 敗北 井龍 若 最後の 事 

去 程に 上 杉の 人々、 氏 康に打 負け、 上 州へ 歸り しか ども、^ 第々々 に 勢輕く 成行きけ 

れば、 小 田 原へ 內通 する 者 も 多 かりけ る。 然れ ども 太 田 美！ | 守 は、 猶岩 付に 在 城し 

て、 江^. 河 趑 へ 人 衆 を 懸け、 度々 の 合戦 やむ 隙な し。 其 外 忍の 成 田下總 守. 新田. 長 尾. 

由 良 • 深 谷。 安中 • 山上. 和 田 • 倉賀野 以下、 長 野 信！ g 守 を^め として、 大名 數萬騎 めり け 

れば、 度々 の戰に 負けし か 共、 國 をば 終に 取られす。 此 管領 幼雜 にして、 父憲 房に 殿 

し 給 ひ、 我 ま、 に 成人し 給 ひければ、 假 にも 民の 愁を 知らす、 人の 嘲 を 顧みす 、偽り 

を 極め 色に 耽り、 酒宴に のみ 日 を 送る。 依, 之 佞人 は 日 を 追うて 集り、 賢人 は 自ら 去 

る。 されば 上 杉 家、 此 時に 至りて 絶え 巣つべし と、 見る 人 眉をぞ 顰めけ る。 其頃菅 

野 大膳. 上 原 兵 庫 助と いふ 佞臣 あり。 才短 にして、 官祿 人よりも 高 からん 事 を 望み、 

功 少なく して、 忠賞 世に 越えん 事 を 思 ひし かば、 色々 へ つら ひ 憲政の 氣に 入りて、 政 
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務を 己が 儘に 亂.^ しかば、 上 杉の 家風 袞へ 行く 事、 U 頃に 百倍せ り。 强は弱 を 貧り、 

弱 は 强に隨 ふ。 國中 に黨を 立つ る 者 多ぐ あれば、 黨の 强を賴 みて 主 を 欺ぐ。 普 代の 

名家 も、 當代 出頭の 下菔の 爲に掩 はれ、 外 樣の體 面目 を 失 ふ。 されば 兵、 大將の 下 

知 を 待つ もの なれば、 度々 の 合戦に、 我れ 一 大事と 戰ふ 者な くして、 毎度 打 負け 給 ひ 

ける。 愛に 亦 信 方と 上 原 相談して 申しけ る は、 甲 州の 國司 武田晴 信、 惡逆 無道に し 

て 父 を 追 出し、 終に 自ら 滅す ベ き 時節 到來 す。 其 上氏康 へ も內通 ありて、 當方 へ 敵 

對 すと 見えたり。 押 寄せ て攻 落す ベ しとて、 天文 十五 年 十月に、 上 杉 勢 笛吹 峠を越 

して、 甲 州へ 人 衆 を 出す 所に、 晴 信惡處 へ 敵 を 引 請け、 散々 に攻 めければ、 上 杉 勢、 甲 

州の 戦に も 打 負け、 散々 にな b て 引返す。 其後彌 威勢 僅 になり て、 成 田. 由 良. 白倉以 

下、 小 田 原へ 昔 信して、 降 人と ならん 事 を 望みけ る。 上 杉 方、 虎の 山に 靠る 恐れ をな 

し、 氏康 は、 龍の 水 を 得た る 如くに 勢 增す。 去 程に 天文 廿年 三月 十 =、 氏 ^三お 騎. 

の 若 到に て、 上 州へ 發 向して、 上 杉 憲政の 御館 を 攻めら る。 太 美^ 守. 曾 我 兵 a:- 

和 田. 長 野. 大熊等 打って出で、 中途に 敵 を 待 懸けたり。 小 田 原 衆 先陣 北 條左衞 門 太 

上 杉 敗北 井龍 若 最後の 事  一 (さ 


上 杉 憲政 

畏^ 景虎 

に賴る 


異本 小 田 原 記 卷之ニ  二 七 s 

夫. 子息 善 九郞. 同 新 六郞. 橫 井越 前 守 .大 谷 誡 訪等、 一 陣に 進んで 切って か、 る。 上 杉 

方、 爱を 先途と 戰ひ しか ども、 悉く 討 負け 引返く。 上 杉 御館に もた まら や.、 厩 橋の 

城に 引 籠る。 小 田 原 衆 御館 を 放火して、 御馬 を 入れら る。 上 杉の 近臣 曾 我 兵 庫 助 • 

本 庄宮內 少輔等 申しけ る は、 斯樣に 小 田 原 次第に 大勢に なりて、 出 勢に 及ば、、 頓て 

上 州 をば 取る べし。 如何にも 評定 を 廻らし、 當國無 爲の謀 を 回らし 候 はんと ぞ、 宅 

間. 岡 庭な ど 評定し ける。 此分 にて は、 以後 必ゃ 當家滅 C すべし。 越後の 景虎 は、 當 

世 無雙の 勇士な， 9。 是を 召され、 上 杉 を 下され、 大將 にせば、 小 田 原 返 治 容易す かる ベ 

しと 申す。 誠に 此議可 K 然と 一 同に 申せば、 憲政 合點 ありて、 城に は 子息 龍 若殿 を留 

め、 憲政 越後へ 出 行 ありて、 何と ぞ上州 破れざる ゃラ にとの 儀な り。 景虎、 憲政 を迎 

取，^ て 大に悅 び、 御 敵 返 治^ 違 ある まじと 申す。 頓て 契約 あ，^ て、 上 州 一 國 憲政 隱 

居^に、 其 外 は 手柄 次第に 切 取るべし との 約束な り。 卽上 杉の 系 M 幷 重代の 御所 作 

りの 太刀. 天子の 御 旗 等、 景 虎に 讓ら る、。 御 旗 は 錦に て、 一 本 は 御 帝の 御 自筆に、 

千 早 振 海中 雲 之 幡之手 仁 東 塵於拂 秋風 


又！ 本に 龍 あ， 9、 

天子 旌旗勢 如 飛怍活 龍高擡 角 處雲自 八«從 

又 1 本に は 虎め り、 

六 韜舐爪 偉三 略 弄 牙 货彌猛 西 山 白 淸風未 味 先 

此 三本 幷篠に 飛 雀の 慕 を 下さる。 此 憲政 は、 三葳の 時、 父 管 頜憲房 逝去 ありし 程に、 

家來の 長者 共、 公方 へ 申 上げて、 公方 高 基の 一 一男 を 申請け て、 上杉憲 廣と號 し、 管 額 

の 家を繼 がせ、 其 後 憲政 成人の 上、 憲廣 は隱居 あり、 上 總の宫 原と いふ 所に 居住 あ 

る。 上 杉 を 改め 本姓に 筏し、 左 馬頭 源の 晴 直と 號す。 宮 原の 御所と 申す は是 なり。 

憲政に 少年の 頃より 榮 花に のみ 誇り、 民の 弊、 世の 嘲 を 知らす。 武男も 勝れ やして 

家 を C し、 子息 龍 若 を 差 S き、 家來 の子景 虎、 而も 二 代 逆心した る 人 を 養子に して、 

家督 を^され し 事、 氏神 春； n 大明 神の 神罰 やらん と、 諸人 疎み 果てけ る。 子息 « 若 

をば、 家人 共 寄 合 ひ、 果報 盡き たる 人 を賴み に せんより、 此人を 小 田 原 へ 出し、 其 忠 

節に、 所領の 一 所 も 安堵 せんと 談合して、 卽小田 原 方へ 出す。 氏康請 取.^ 卽誅 せら 

上 杉 繁井能薩核の 事  i 
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る。 彼 家人 共 目方 新 介 を^め、 一 門 悉く 磔に 懸けら る • 忽に 主の 天罰 蒙りけ ると、 

惡 まぬ 人 もなかり ける • 

加 島 合 戰の事 

天文 廿： 二 年 二月 中旬、 駿 河へ 小 田 原より 御馬 を 出さる • 先陣 柽田尾 張 守. 北 條常陸 

守. 笠 原 能 登 守. 志 水 大道 寺 を^め として、 下方 庄へ打 入り、 吉 原. 柏 ^ に陣を 取る。 

今川義 元、 其 頃 尾 張の 敵 蜂起して、 三 州迄發 向し ける 間、 其 敵に 對陣 ある 故、 小 田 原 . 

衆に 向 にんす る 事なら すして、 甲斐 國司武 田 大膳大 夫晴信 は、 義 元の 小舅な り、 其 上 

晴信甲 州 を 取る 事、 彼義 元の 影 なれば、 今度 義 元の 代官と して、 甲 州へ 晴信出 勢して、 

富士 の大宫 通り 瀨古 • ひんな. あつはら を 通りて、 富士川の 端 加 島の 柳 島と いふ 處に、 

加 藤 下野と いふ 地下 侍の 屋敷 を 陣屋に 用 ふ。 小山 彌 三郞. 馬場 民 部 を 先陣と して、 

大宫. あつはら 邊へ 足輕を 出合 ひ、 日々 に 矢 軍に 及. ぶ。 同 三月 三： n 、氏康 御 父子 出陣 

ある。 大將は 天の 香久 山に 御 旗 を 立てられ、 池に への 河 端に 人 數を備 へ 給 ふ。 甲 州 


北 條氏康 

武田晴 信 

合 歐 


勢 は 加 島より、 对屋 河の 邊へ人 衆 を 出し、 河 を 越えつ 越えられつ、 一 曰戰ひ 暮らしけ 

る。 小 田 原 方に は、 大橋 山城 守. 桑原 平內 .a 訪 右馬助 ff5 一  番鐽， 其 次に 越 智彈正 

とい ふ 者、 白糸の 鎧に 鹿の角 打った る 甲 を 着て 物見に 出で、 小 田と いふ 侍と 鏠を合 

せ、 互に 名乘 りて 其 敵 を 討ちけ る處 に、 敵 大勢 憑り 組 留め、 巳に 討死と 見 ゆる 處に、 

原 美 濃 守と いふ 者、 紺 糸の 鎧に、 半月の 二 間計兩 方へ 出で たる 差 物に て、 甲の 眞 額に 

原 美 濃 守 平 虎 胤と 書きて 猪首に 着、 駿の 馬に 乘， ^、太刀 を拔 いて 切って 入る。 歜ニ 

騎對 落し、 彈正を 連れて 除く。 是は下 貔國千 葉の 侍な りしが、 父 原 能 登 守 友 胤と い 

^者、 小 弓の 御所 合戦の 頃、 總 州より 浪人して 甲 州へ 行き、 信 虎に * 公して、 度々 高 

名 L て 討死す。 其 子 美 濃 守 父に 勝りて 大 剛の者 なれば、 信 虎 烏帽子 子に して 虎 Ei 

名 付く。 是亦. 高名 比類な し。 近年 は 北條殿 へ 參 りて 御 奉公 申す。 度々 の 高名 ありし 

なり。 甲 州 衆 は 敵ながら、 皆 昔の 傍輩 なれば 皆 見知り、 是ぞ討 取らん と 進む 中に も、 

小山 田が 勢の 中よ，^、 武者 五騎 切って 出で、 虎 瓶 を 追 憑け たり。 美 濃が 脇に 武州江 

^の 住人 太 田 源 六と いふ 大力の 剛の者、 樫の 棒に て、 甲 州 衆の 先駆の 武者 を馳 寄せ 


和川武 
睦* 田 
北. 

條今 
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打 落す。 亦 振 上げて、 甲 を微鏖 に打碎 かんとす。 美 濃 守 立 返りて、 是は甲 州に て、 我 

等の 目 を かけし 者に て 候。 命 をば 助け 給 はり 候へ、 源 六 殿と て、 源 六と 同心して、 靜 

に 引いて 入る。 甲 州衆是 等が 勢 を 見て、 叶 はや や 思 ひけん、 憑ら す。 然れ ども 源 六 は、 

馬 を 射られけ る。 美 濃 は 手 負 を 助け、 手 も 負 はす 歸る。 此人々 御 感に預 り、 大將ょ h, 

御 褒美 を 下されけ る。 其 日 互に 相 引に して、 明後日 有無の 勝負と ある 處に、 瀨 古の 

善德 寺の 長老、 府中 臨濟 寺の 長老 は 御兄弟に て、 今 河 殿の 御 一 家な り。 此兩 和尙、 兩 

方へ 御 扱 を 入れ 給 ひ、 以來 共に 近國の 取合よ しなし とて、 御和談 ありて 可 V 然とて、 

樣々 仰せら る、 程に、 三大將 共に 善德 寺へ 出合 ひ 給 ひ、 和 談の御 祝 御盃取 交し あり。 

卽ち盟 會の驗 にと て、 氏康の 一 男 氏 政 は、 晴 信の 聱 になり、 義 元の 家督 氏眞、 氏康の 

聱 にと 約諾 ありて、 目出度 御歸陣 なり。 其 後 御 祝儀の 使者 三方へ 往來 す。 同年 秋の 

末、 古河 公方 晴氏 卿、 逆臣 共の 勸 によりて、 小 田 原 を對治 ある べき 御 企 あり。 先年 河 

越に て、 不義の 御 有樣ぁ b しか ども、 流石に 御妹聱 なりし かば、 今に 如 在な く 仰ぎ奉 

b 給. ふ處 に、 動もすれば 御 謀叛 を 起させ 給 ふ。 今度 は 召 捕り 苯る べしと て、 同 十月 


足 利晴氏 

幽閉 せら 

る 


四日 古河の 城へ 押 寄せ 散々 に攻戰 ふ。 公方 家に も 一 色 •  二階 堂. 築 田. 沼田 以下 軍兵 

共、、 愛 を 先途と 戰ひ しか ども、 小 田 原 衆に 猛氣 を碎 かれ、 終に 攻 落されに ける •  W 公 

方 を 捕り 奉り、 相 州 波 多 野の 中、 曾 谷と 申す 處へ押 籠め 申しけ る。 扨 色々 御 扱に 及 

び、 晴氏卿 は 御隱居 あ， 9、 御子 義氏を 公方に なしけ る。 是は氏 綱の 御 息女の 腹に 出來 

給 ひし 若 公 なれば、 小 田 原よりも 御馳走 は 限りなし。 卽ち京 公方より 御吹舉 あり、 

勅使 を 立てられ、 左 馬頭に 補任 あり、 葛 西 谷に 移し 奉らる • 

三 浦 軍の 事  . 、 

弘治ニ 年の 春よりも、 長 尾 景虎上 杉と 改名して、 管領と 稱す。 太 田 美 濃守資 正、 武州 

岩 付に 在 城して、 彼が 下知に 隨ひ、 近年 小 田 原へ 降參 しける 上 杉の 譜代 衆へ 觸れ送 

り、 上 杉 殿、 名譽の 若大將 出來給 へ ば、 本の 如く 管領 へ 出仕 可， 然. s い ひければ、 成 田 

中務を * めと して、 皆 彼 下知に 隨ひ、 多く 以て 上杉景 虎に 申 通じけ る，景 虎】 東へ 越 

山して、 上 州 白 井に 馬 を 立てら る。 此折 しも 房 州 里 見 義弘、 上 杉と 一 昧 して、 兵船 八 

加 島 合戦の 事 三 浦 軍の 事  Is 
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十艘 に取乘 り、 相 州 三 浦へ 押 渡る。 三 浦に 有 合 ふ 小 田 原 衆、 海賊 梶原備 前 守 を^め 

i して、 富 永 三 郞左衞 門. 遠山 丹 波 守、 叫び 喚いて 切 合 ひける、 房 州 勢 叶 はす、 舟に 乘 

卩漕戾 る。 小 田^ 衆、 三 崎の 城より 追 S けく、 舟に 乘移 りく 打 合 ひける。 鹽に追 

風に 引かれて、 敵の 舟 は 引いて 行く。 睐方は 是を追 懸け、 よしや 死して、 海 鱗の 腹の 

中に 葬らる ゝ とも、 返して 人口に は 嘲られ まじと、 機 を 進めて 戰ひ 慕ら しける に.、 夜 

に 入う しかば、 大風 吹きて、 房 州 勢の 乘 りし 舟、 沖 を 指して 吹 送る。 味方 は 陸に 打 上 

りて、 今 21 の 息をぞ 休めけ る。 

結 城 政 勝 加勢 を 請 ふ 事 

弘治 元年 の 夏、 下野 結 城 殿 伊勢 參宫ぁ り て 下向の 時、 小 m 原 へ 参り、 出仕 申 度 由、 海藏 

寺の 和尙を 以て 申 入れら る。 豫 てよ， 9 御 旗下との 儀に て、 御太刀. 御鷹な ど 進上せ 

らるゝ との 事 なれば、 奏者に は 及ば やとい へど も、 此和 尙關東 下向の 時、 結 城 殿より 

扶助に 預り、 今 又 當參の 時分 なれば、 斯樣に 取 持ち 給 ふ。 和尙 申されけ る は、 此結 


诚殿、 文武 兩道 は^すに 及ばす、 弓馬. 歌. 兵法. 水練、 一 として 至ら やとい ふ藝 もな し 

Efe. ュ佛 道に 心掛け 給 ひ、 曹洞下 善 迦和尙 に まみえ ノ禪法 悟入 を 志し 候。 且又 詩文 

を 好み、 先年 結 城、 安穩 寺に て 蓮 花 を御覽 じ、 

政 勝 

安 穩寺前 湖水 天 行人 拋^. 夕陽 邊 秋風 惟處 太平 曲 

白露 圑々 多少 達 

和  皎月 

有 V 客 和 殘暑 天 携 詩道自 東海 邊 吟心乍 入 淸香國 

千里 同 風 君子 蓮 

斯様に 作り 給 ふ。 文武 二道の 名將 にて 候 由 御 披露 ある。 次の 日に 彼 結 城 政 勝、 海藏 

寺 幷山角 遠 江 御 同心に て 出仕 あ. り、 毛氈 十 枚 金子 十五 兩 進上な され、 卽御對 面 あり 

色々 の 御馳走。 ， 次 日 又 本 光寺に 於て、 天 十 郎に舞 を 舞せ 御馳走。 せ： 後攻 勝、 常 陸の 

小 田 氏 治と 合戦 可， 仕 候、 御 加勢 被， -成 下-との 儀な り。 最も 御 加勢 ある べし、 心 易く 

結 城 政 勝 加勢な 謅ふ事  .  3 八 一 
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あるべ しと 被， 仰け る。 其 後 政 勝 御 暇 申 候 へど も、 竿に し て 曰 と，： 曰 め、 海藏寺 へ 御 同 

道 あり、 花見の 御遊 あり。 

U 滕 

綠樹重 陰 細雨 斜 淸遊何 幸 寄，， 香車- 小 庭 紅葉 待，， 君 意， 

四月 留 y 春 一 朶花 

忘れめ や 假寐の 露の 明 ぼの ゝ 消えせ ぬ 雪に 庭の 卯の花 綱 周 

忘る ともよし や 形見の 露ながら おき 別れ 行く 常夏の 花 滿 春 

こゝろ ある や 淸き砌 に 色 そ ひて 君が 袂 に^き 匂 ふ はな 榮 甫 

宿から やまた 殘， 9 ける 足 引の 山路のお ぐの 山 ざ ぐら 花 一 春 

其 後 結 城 へ 歸 b 給 ひ、 其 暮に御 加勢 所望 あ る， 依， 之 遠山 丹 波 守. 富 永 五 百 餘騎に て 

發 向す。 壬 生上總 介、 鹿 沼. 宇都 宮 よりも 加勢 あり。 下野の 那須隼 人. 茂 呂^ 幡守加 

勢に より、 政勝大 軍に な， O 小 田へ 發向、 海老 島に て 合戦、 惡所を 構へ 待懸 くる 處へ、 加 

勢 大軍加 はりし かば、 小 田 叶 はす 引く。 追討に いたし。 氏 治 は 小 田へ も 入らす、 土 


浦まで 引退く • 弘治ニ 年 四月 五日、 土 浦の 山 王 山 合戦 是 な.^ 窝永が 子龜， 幼少に て 

高名 仕り、 結 城より 褒美 あり • 扨 又 政 勝 は、 小 田 原の 加勢 故に、 百年 先に 小 田へ 取 

られし 鹰窪を 取 返し 申した ると て、 大に悅 び^ ひ、 使者 あり • 

沼田 陣の事  . 

其 年の 九月、 景虎、 太 田 美 濃 守. 和 田 長 野 を 引率して • 上 州へ 出張、 沼田の 庄に 在陣， 

氏 康も小 田 原より 御馬 を 出され、 松 田. 大道 寺 山 角. 伊勢 足輕 衆に、 橋 本. 多 甲 荒 河、 其 

外 上 州. 野 州 衆に、 壬 生中務 大輔. 茂呂 因幡. 佐 野 隼 人. 結 城 左 衞門督 悉く 參陣す • 十月 

三日より 御對 陣の處 に、 景虎 俄に 病氣差 起り て、 頓て引 入る によ b  、此方 も 御^入れ 

らる 、なり。 同 三年 二月 改元 あり、 永祿に 移る。 永祿 元年 四月 中旬、 關東 公方 義氏、 

鶴 岡 八幡宮へ 初めて 社參、 或は 先例 を 追 ひ、 御供に は 一 色. 高. 二階 堂. 沼田. 蒔 田の 

吉良 左兵衞 佐參ら る。 是 は氏康 の妹聱 にて 御 坐す 故に、 人、 蒔 田の 御所と 申す • 小 

田 原より 大道 寺駿 河守參 り、 後陣に 候す。 言語 道斷の 作法な り • 

沼田 傅の 搴  ュ八 二 
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古河 御所 薨去の 事 

永祿 三年 七月 十八 日、 古河 殿 〔I〕 御 年 四十に て 御 他界 あり。 是故高 基の 御子な り • 

御前 は 氏 鋼の 御 娘に て、 氏康 殊に 御い と. Q しもの 妹な り。 餘 りに 深く 歡息 ありて、 

絕 入り 袷 ひし かと や。 やう 勞 b 助け 奉りけ る。 其 後 中陰 過ぎければ、 せめての 

事に、 六 字の 名號を 句の 上に 置き、 六 首の 御 歌 を 遊ばさる。 哀れに 優しき 御 事 i ぞ 

もてはや しける。 

なきあと を 歎く ばかりの 涙 河な がれの 末の ながき 瀧津瀨 

むつまじく 結ぶ 契の むつごと も 穴ュ しき 空に むらさきの 雲 

哀れ さ を 跡に 殘 して あおきな や あけぼの てらす 有 明の 月 

みつ 潮に 御 法の 舟の みなし 棹 彌陀の 誓と 身 はなり にけ る 

誰れ もみな 賴みを かけよ 他念な く 他力の 心ぞた >佛 なる 

二な き 不思議の 誓願 不思議 やな 深き 願ぞ ふたいと はなれ ： . 


天狗 沙汰の 事 

其 年の 八月、 足 柄の 城 御 普請 御 順 見の 爲に、 御馬 出さる。 御歸. o に、 關 東の 最乘 寺へ 

御 參詣ぁ り。 當寺 開山 了 庵 和尙、 此 山に 山 居 ありし を、 大森寄 柄 庵常に 信じ、 此寺を 

建立し ける。 されば 關東. 奥州まで、 此の 和 尙の法 孫と して、 諸 寺 悉ぐ常 寺の 住 を勸 

め、 一年 替に 臨番 な， 9。 七堂伽藍の 建立な り。 七月 廿 八日、 彼 住寺替 りなり。 又 開 

山の 弟子 道 流と いふ 大力の 僭 ありし が、 生れながら 天狗と なり、 此山を 守護 せんと 

い ふ 大 誓願 を 起し、 卽 天狗と なり、 山中に 住み、 惡 智識の 住 をな せ ば、 必ゃ來 りて 障 

碎を なす 事 疑な しなん どと、 寺 僧 こと < ^しく 語， 9 ければ、 御供の 面々 大に疑 をな 

し、 末世の 不思議な りな どと W きけ るに、 大風 悉く 吹 落ち、 寺の 屋根 皆 吹 取りて 去 

る。 眞に風 もな ぐ 晴れた る天氣 に、 如， 此の 事、 天狗の 所 意 無， 疑と 御 信仰 あり。 卽普 

請 仰 付けられ、 术の 如/、 修造 ありし。 か、 る 生 天狗 も 今 も ありし。 相 州の 不思議 是 

なるべし。 了 庵 和 尙は曹 洞の 開基、 道元 七 代の 法 孫な り。 

天狗 沙汰の 事  Is 
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笠 原 越 前 追善の 事  - 

武州小 机の 城代 笠^ 越 前 守 は \ 古： nfs 寺 殿の 忠臣た.^。 長 綱に 付き、 氏 綱. 氏 康の忠 

功 不，， 勝 計； 去弘治 三年 七月 八 =w、 小 田 原に 於て 逝去 あり。 法名 雲：： 曰 適 公 ^主と 號 

す。 此人 武勇 才藝雙 なく、 和歌の 道に も 達者な り。 氏康を 初め 苯り、 諸臣の 歎息 限 

り なし a 唯 父母に 別れた るに 间じ。 今年 七月 七日、 第三 年忌に 當り しかば、 彼 子息 

能 登 守 方へ、 御 追悼の 御 詩歌 共 あり、 皆々 歌 を 送らる。 其歌數 百嵇餘 り、 御屋 形の 

詩 も あ， 9。 

悼 雲 3 曰 庵主 

歿後 秋風 殘異驚 

離 恨 明朝 別樣情 

和 

這 口 從來非 ，可， 驚 


チ 康 

忌 辰 七月 已相迎 雙星大 有，， 年々 會， 

隣 菘 

三 周 一 夢 値 4 方迎， 歡悲 拭， 恨 詩歌 辯 


伎 孚半言 難， 述 V 情 

^ども は餘 b に 多 く.， -て、 s すに 及ばす • 

忍 成 由 家 傅の 事  ： 

武藏國 に七黨 め.^ 先づ 丹の 黨と 申す は、 宣化 天皇の 末孫 丹 治の 姓に て 、青木 勅使 

河^ 安保 是 なり • 橫 山黨. 猪俣黨 は、 敏達 天皇の 末葉 小 野 姓に て、 获野 • 岡邊. 橫山是 な 

.9。 兒玉黨 は 在 道に て、 本 在. 倉 賀野是 なり。 私 黨は私 市の 姓、 河原. 久下是 なり。 其 

外 は 大方. U びて 今 はなし。 又 四 家と 申す 家 あり。 其 第一 は 忍の 成田是 なり • 某 系 

il を尋 ぬるに、 1 初の 先祖 は、 大職冠 十代の 御 末に、 法 城 寺の 關 白太 政 大臣 從 一 位 道 長 

公の 御 孫、 式部 大輔 任隆、 武 藏の國 司と なりて、 幡羅 郡に 居住 あり 9 彼 御子 式部 大輔 

W 隆は 、伊豫 入道 賴義の 御 叔父な り。 然るに 賴義 、奥州の 貞任. 宗任 御追罸 の大將 軍. 

i して 御 下向 あり、 武藏國 御 通り、 此 郡へ 御馬 を 寄せられ、 諸士 悉く 出仕 申す。 助隆 

も 大將へ 御 出仕の 處に、 大將 は、 助隆 伯父 なれば、 見舞の 爲め御 尋ね、 中途に て栩逢 ふ 

忍 成 田家 傳の事  I- 一八 七 
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故、 助隆も 下馬 仕れば、 大將も 御 下馬に て、 互に 下馬の 醴 あり。 彼 例 今に 至って、 大將 

に對 面の 時 互に 下馬 は、 此 家の 作法な り。 縑倉 殿に も、 代々 此禮式 を 御存知な り。 

此助隆 に 四 人の子 あり、 一 男 は 成 田 殿、 二 男 は別府 殿、 三男 は奈良 殿、 四 男 は 玉 井 殿 

とて、 兄弟 相雙 びて 御 坐す。 別 府殿を は、 左 衞門尉 行隆と 申す。 此行隆 に 二人 子 あ 

b 、兄 をば 左 衞門佐 行 助. 弟 治 部 大輔義 行、 兄弟 一 一 人 を 西 別府. 東 別府と 申す。 義 行の 

子 別府小 太郞義 重. 其 子 行 重、 壽永 三年の 頃、 源大夫 義經の 御供 中、 一 谷の 先駆し、 鎌 

倉 殿より 勳 功に 預り、 此家 別けて 繁昌す。 其 家よりも 亦、 北 南と いふ 名字の 侍 別れた 

り。 斯様に 根本 は 一流に て、 嫡 庶歷然 たれ ども、 末に 至りて、 成 田 も 玉 井 .奈 良. 別府 

も、 何れも 牛角の 家と なりて、 少も其 身の 仕 合よ きに 隨ひ、 其 下知 を 請く る。 又 却て 

下知 をな す 時 も あ，^ し。 されば 文明 年中まで、 成 田. 酒 卷兩別 府.久 下. 奈 良. 玉 井. 須 

賀 .忍. 南な ん どと いふ 地 侍、 何れも 牛角の 體 にて、 公方 管領 の 下知に 隨 ひける が、 其 

後關 東大に 亂れ、 我々 の 意地 を 立て 威 を 振 ふ 時に な、 りし かば、 其 頃 成 田 下總守 入道 

宗蓮， 心 か さある 人に て、 忍 を 打 つて 忍の 城に 移， o ければ、 早 近隣の 諸人 もて なしけ 


上 杉景虎 

管 颌 とな 

る 


れば、 それよ b 頓て 忍の 城 を 築 立つ る • 此城始 の 中 なれば、 早々 普請の 涉行 かざり 

しかば、 近隣の 諸將 へ、 每年 人足 を 雇 ひ、 多年に 此 城の 要害 を 取 立つ る。 然れば 初 は 

皆賴 まれて、 人足 を 借し けれども、 後に 數年、 此事絕 えす して、 自ら 忍 殿 へ 役 を 出す 

やうに 成行き、 彼 下知に 隨 ひける。 宗蓮 一 代の 中、 近隣の 諸家 を殘ら や 下知し、 其 子 

下總守 長泰の 時分、 地 侍千騎 の大將 となりし。 人 は 唯 威の 付く やうに 振舞 ふ ベ き 者 

な， o と、 氏 綱 批判 ありし とか や。 

長 尾景虎 管領 に. 押 成 る 事 

閼東 管領 上 杉 山內修 狸 大夫 憲政、 去る 天文 廿 年の 秋、 氏 康に打 負けて、 上野 國に 泳り 

得 や、 越後 へ 越して、 長 尾 景虎を 養子に し、 上 杉の 系圖を 渡し、 管領 職を讓 る。 永祿 

二 年 四月よ， cs、 景虎上 州へ 來り、 回文 を 以て、 關 東の 諸 將へ 申しけ る は、 去る 永享 

の 頃、 關 東方 持 氏 謀叛 を 起し、 彼 追 罰 後、 御 息 兩人結 城に 於て 又 逆心。 同上 杉に 仰 付 

けられ 退治す。 其 後た まく 成 氏 公 御免 を 蒙り、 鎌 倉に 入りし かど も、 又 候 や 謀叛 

長尾景 虎營頜 に 押 成る 事  1 一一 八 九 
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を 起し、 上 杉 憲忠を 殺し 給 ふ • 故 京 公方よ 5、 重ねて 上 杉 顯定に 仰 付けられ、 關東諸 

士 悉く 管領の 下知に 隨ひ、 成 氏 方 を 退治 可， 仕の 由 勅 ま、 幷 公方の 御 下知の 間、 諸士普 

く畏 り、 上 杉に 隨ひ、 處々 の 合戦に 打 勝つ。 京都よ b 政 知 公方 御 下向 あり、 伊豆の 國 

に 御 坐す。 頓て 成 氏 を、 鎌 倉 を 追 出し 申す 處に、 古河 關宿 の 邊 に 漂泊し て、 や 、 もす 

れば舊 功の 輩と 語ら ひ 、合戦 を 企つ とい へ ども、 關 東の 事 は、 京より 管領に 仰 付 W ら 

る 、上 は、 誰あって か、 彼 U 君の 下知 を 可 JS や。 然るに 伊勢 早 雲. 同氏 綱、 政 知 公 御 

逝去の 隙 を 窺 ひ、 小 田 原の 城に 入り、 己が 力 を 以て 近邊 を押領 する に 及ばす、 古河 殿 

を その、 かし、 彼 下知と 號し 謀叛 を 起し、 古河 殿 を 己が 聱 とし、 京都 へ 御 敵 をな す。 

早ぐ 誅罰 をいた し、 古河 殿 を追拂 ひ、 關東 可， 靜の 由、 公方よ， 9 の 御內書 ありと て、 京 

都よりの 御敎 書の 寫、 幷 憲政 管頒の 讓狀を 添へ、 東 八州 を 諸共に 披見の 諸家 不 

, 殘發 向して 景 虎に 隨ひ、 彼 下知 を 仰ぐ。 大將 A 十六 人 軍勢 十 萬 餘騎、 先 づ諸勢 を 遣 

し、 小 田 原 衆の 籠りし 沼田 城. 厩 橋 城を攻 落し、 諸家の 人質 を 取， o て、 厩 橋に 入 置き 

けり。 閼東 八ム方 は、 闊宿 城に 御 坐し ける を、 攻め 奉る べしと 聞え ければ、 結诚. 壬 生 を 


初めと して、 小 田 原 方の 大名 馳集. りて 守護し 奉る。 小 田 原より、 太 田 大膳亮 以下-二 

百騎 にて 參， り 籠る。 然る 處に結 城の 家來下 妻の， s 主 冬賀せ 修理 大夫 逆心 を 起し、^ 

虎 方 の 諸將小 田. 宇都 宫. 佐 竹. 那須と 相談し、 結 城の 城へ 寄す る と 聞え けれ ば、 同 永 

祿三喊 年 正月 四日、 結 城 春 朝、 公方に 御 暇 申して、 結 城へ 歸る處 に、 築 田 中 務大輔  >景 虎 

に 語ら はれ、 古河の 邊 にて 結 城 を W 取るべし とて、 五 百 餘人待 憑け、 る處 に、 結 城 方 

に、 山河 中 書と いふ 者、 眞 先に 乘 入り、 晴朝も 同じ，、 切って 入る。 築 田 人 衆 を 追 捲り 

百 餘人討 取りし かば、 殘り は悉/ 、返き ける。 お. 晴朝 は、 左右な く 結 城 城に 歸 城し、 同 

六日に、 城の 近邊 悉く 燒拂 ひ、 我が 持の 城 富 谷 • 小 HH< 島 等の 小 城 を 悉く 明けて、 結 

城 一 所に 人數を 集め、 八 千餘騎 役所々々 に備 へ て 待つ 處に、 同 七 H 、小 田. 佐 竹. 小山. 

下 妻 • 多 賀谷. 稷本 • 宇 都宮、 三方より 攻 寄せけ る。 結 城 衆 待 S けたる 事 なれば、 三 手 

に 分れて 突いて 出で 、散々 に相戰 ふ。 寄 手 打 負け 方々 へ 返 散す。 晴朝 一身の 忠節. 

と、 公方よりも 感狀を 給 はる。 景虎は 厩 橋より 打 立ちて、 武州岩 付の 城主 太田荬 濃 

守 入道 三 樂齋を 案内と して、 本庄ま 谷 .1 田の 長 尾. 館 林の 由 良. 毛呂を * めと して 

£ 尾景戍 管領に 押 成る^  S 


異本 小 田 原 Si 卷之ニ  一  1 一九 11 

上 州 衆 を 近 衆に 打た せ、 小 田 原へ 押 寄す る。 已に 先陣 武州 神奈 川に 若き しかば、 小 

E 原 方に も 評定 ありて、 崧 田. 石卷. 祌厚大 谷. 多 目. 小智. 橋 本 を 先と し、 國府律 前. 一 

色. 酒 勾に ffi 張して 待 懸けたり。 軍將の 下知と して、 野 村 源 左 衞門. 同 平氏 左衞 門. 勝 

部與三 • 核 山 吉右衞 門. 越 智彈正 • 安藤 彌 兵衞. 田 中 五郎 左衞 門. 藤 卷民部 以下 伏兵に 

なりて 、大 礒. 小 礒. 梅澤 の邊に 差遣 し、 敵 の 隙 を 窺 ひける。 去る 程に 景虎 の 先陣、 已に 

花 水の 河 を 渡りし 注進 ありし かば、 重ねて 軍 評定 あ， 9 て、 此 軍勢 を 防がん 事 、縦へば 

大河の 水の 出で たる を、 手に 留めん とい ふに 同じ。 諸 勢 悉く 籠城し、 城 を 堅固に 固 

め、 敵の勢 を ひすが せよ。 關 東の 諳勢數 萬 騎發问 なれば、 兵糧 盡 きん 事 疑な し。 諸 

勢 疲れて 引 心地 付きた る 時分、 此方より 軍勢 を 出し、 敵の つ 弊に 來 b て 討つ べし。 

先づ 籠城の 用意せ よと て、 近鄕の 土民 等まで 悉く 城に 入れ、 或は 山 入して、 在々 所々 

殘ら ゃ引拂 ひ、 口々 に 出張の 勢 悉く 打 入れ、 所々 に 伏兵 を まりを ひれて 置き、 敵の 瞪 

を 窺 ひ 見る。 景虎 手に さはる 者な く、 小 田 原 表へ 押 寄せ、 蓮 池の 門まで 押 寄す。 彼 

門 は 极山. 大道 寺 堅めければ、 左右な ぐ 押 寄す るに 能 はす、 人 衆を備 へ對陣 す。 景虎 


上杉景 虎 

の 驍^ 


上杉景 虎 

f な^-八幡 

$0 


00 の 關東衆 に、 强みを 見せん と 思 ひ、 金 ざね を 紅 糸に て 威した る 大釉の 鎧 に、 萠黄 

S 子に 篠に 雀す，^ に 縫 ひたる 具足 羽織お て、 管領よ， り讓 りの 朱 采配 を 腰に さし、 諸 

手へ 乘 込みく 下知して、 敵の 矢 表 を 南東へ 乘 わりく 咪方を 勇め、 凡そ 人 を、 塵 一 

筋 程に 思 ひ た る 振舞な ,90 關 東の 諸 將、 上 杉 家 の大ゃ う な る 管 ffi の體 にの み 習 ひて、 

斯く  S 虎の いら ひに ゆ 振舞 を 見て 皆 舌 を 鳴らし、 此大將 の 下知 を 請けむ 事 如何と、 

恐れぬ 人 もなかり けり。 去る 程に 景虎、 小 田 原 を 一 旦に攻 破らん 事 も、 敵 堅 凼の備 

へ に て 叶 は す、 又 長陣 せん も、 長途の 事に て 叶 は t 先 づ小田 原 表 を引拂 ひ、 此 次に 

A 、^さに 拜賀 して、 管 頷の 披露 せんとて、 縑 倉へ 引返す。 廿繩の 城に、 北 條常陸 守 籠 

,9 しを攻 落さん とて 押 寄せけ るに、 此城當 國無雙 の 名 城な り。 元來 用意の 事 なれ 

ば、 諸 勢 を悉ぐ 加勢して、 兵糧 玉藥卓 山に 籠め 置きければ、 中々 攻 落す 事 叶 はやとて、 

： ^正に. 付け 押へ 澄き て、 八幡宮へ 参賀す。 公方 管領 の拜賀 の 舊例を 追 ひ、 小 

幡. 大 石の 老臣 を 前後に 打た せ、 梶 原に 代々 の 如く 太刀 を 持たせん とて 尋ね けれど 

も、 頃 梶原家 絶えたり しかば、 太 田 美 濃 守が 二 男 を、 梶原源 太と 號し、 彼 家を繼 が 

S 尾 景虎管 頜に抨 成る 事  S 
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せ、 太刀 を 持たせ 行列. ど 正し 參宮 し、 御寶丽 にて 音樂 ありて、 諳院家 率 小 训當其 外 

神主 等、 追々 沙金を 取らせ、 卽 下向 を 待つ。 諸將 辻々 を警 固して、 所々 にての 禮あり • 

然るに 忍の 城主 成 田下總 守長康 は、 大町邊 に 馬 を 立て 、管領の 下向 を 待ちけ るが、 

成 田が 家に は、 昔 伊豫 入道 賴義 • 八幡 太郞義 家より 以後、 家例 ありて、 大將と 一 度に 下 

馬して、 至 つて 鱧 法の 事な り。 今の 成 田 も、 昔の 例 を 追 ひ、 諸將^ よ 6 下り、 床儿に 

ての 禮 なれ ども、 成 田 は、 景虎に . も、 豫て斯 樣の事 は 知りけ ると 思 ひ、 馬上に て 侍ら 

ける に、 景虎大 に 怒 申しけ る は、 昔の 大將は 伯父 なれば、 禮 もめり つらん" 今主從 

の 作法に は 叶 ふ ベ から やとて、 抟 者に 申 付けて、 成 田 を 散々 惡 口し、 馬より. 引落し、 

砂土に つくば せけ り。 成 田 素 襖 袴に て、 浞 砂の 上に つくば はせ、 鳥 帽子 打 落して、 

土 付けな どして、 散々 面目 を 失 ひけれ ども、 景虎 入道 大 強剛の 大將 にて、 少も立 ^ふ 

ならば、 其 場に て 討果す ベ き模樣 なれば、 是非な くして 我 陣屋に 歸り て、 家老 共 を 集 

め、 扨 も 我れ 地戰 ひの 時 は、 千騎 の大將 として、 武 州に は、 誰に か 劣る べきと 思 ふに、 

殊更 今度 景 虎へ も 一 番に參 り、 忠功 ことなから め 、斯様に 侈り、 人の S る 前にて、 恥 


辱. ど與 へられ、 無念 類な し。 所詮 小 田 原と 一 * して、 此怨を 晴らす べしと、 I 十々 其 夜 

引拂 ひ、 酒 卷. 別府. 玉 井 以下 千餘 人、 忍の 頷 地へ 歸 b しかば、 是ヶ- 見て 關 東の 諸 士、 

いや ノ\ 成 田 は 千骑の 大將さ へ、 斯の 如くに し 給 ふ、 まして 我々、 景 虎に 奉公 叶 ふ 

まじと、 悉く 引拂 ひ、 己が 城々 へ歸り 行く。  ± 田 美 纓 守. 安房の 里 見. 上 州 衆の 外 は、 

多 ^皆 散々 に 成 行 C 中に も、 武州戶 倉の 城主 大石源 左 衞門龙 重 入道 は、 一 番に小 W 

原へ 隨 ひける。 斯樣に 皆 引いて 行きければ、 景 虎の 人 衆 二 萬 餘騎 計に なりて、 武州 

府中まで やうく 引取る。 六 所の 明 神へ 參詣 す。 此時小 田 原 方 中條出 羽せ. 毛：： {! 太 

郎等、 越後 勢の 小 荷駄 奉行 神 崎 を 追 散らし 突崩し、 荷吻を 悉く 取りし かば、 景虎武 州 

府中に：^ を 立て、 民 屋を追 捕し、 兵糧 を 用意し、 上 州へ 歸り 參ら る。 景虎小 田 原發向 

とは是 なり。 其 時景虎 狂歌 を 詠み 給 ふ。 

* 方に も 敵に も 早う 成 田 殿 長泰刀 切れ も はなれや 

手 島 美 作 守の 事 

長 尾 景虎管 領 LL 押 成る 事 手 島 美 作 守の 事  S 
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愛に 成 田が 家老 手 島 美 作 守と *成 田が 二 男の 小兒と を 二人、 景虎 人質に 取り、 厩 橋の 

城に 入^き ける。 謙 信歸城 ある べき 前の 日、 夜の 番 しける 抟者 一 人來 りて、 手 島 を 

物 蔭 へ 呼出し、 さ、 やきけ る は、 手 島 殿 は 成 田 長 泰の御 別 心 か、 明日 は卽 生害 あらん 

との 風説に 候。 さ 候 はか 御 命 を 助け |5\申 候。 忍へ 歸， 9 給 は  >  、殿 は 五 千 貫 は どの 

大名と 承. o 候。 我等に 三千 貫の 知行 給 ふべき やと 申す。 美 作 守 大に驚 さ、 是は 何よ 

り 安き 事な， 9 とて 深く 語ら ひ、 三千 貫の 所領の 狀を 書き 與へ、 偏にた ますと いふ。 

夜 廻の 衆悅 び、 馳 廻りて 其の 用意し、 河 舟な ど 才覺し 置き、 扨歸 りて、 手 島 を 夫 男に 

作りな し、 金 熊手 杯 かたげさせ、 已に 出で むと す。 手 島、 成 田の 若君 も、 何と ぞ 落し. S. 

さんと いふ。 夜 廻 聞きて、 美 作 殿 一 人 さへ 大切な り、 其の上 若君の 事 は、 又 屋敷 さ へ 

捨て、 別 心 ある 上 は、 是非に 及ばす、 跡に 置き 奉りて 出で 給へ とい ひければ、 窺 入り 

給 ひし 隙に、 夜 廻りに 付きて 番所 を 忍び 出で 舟に 乘. o、 早々 逃れ出で て、 忍へ 歸 りけ 

る。 若君 は 千島 を尋 ねて 出で 袷 へ ども 見えす、 跡より 追手 憑り しかば、 河 へ 飛 入り 

で 、穴 H しくな り 失せ 給 ふこ そ無慙 なれ。 手 島 美 作 守 忍へ 歸り、 己が 家へ も 入らす、 先 


づ 子息の 左 馬 助 を 呼出し、 城へ 使 を 立て、 我數 度の 忠 功して、 更に 一 度 も 不忠な し， 

今 阿の 故に 捨 殺し 給 はんとの 儀、 甚 以て 口惜し。 小 田 原へ 叁り、 氏康へ 奉公 仕る ベ 

し。 御 暇 申す とて、 巳に 打 立ちけ る を、 長泰の 子息 五郎 色々 に 留め、 手 島 美 作 守 を 呼 

び、 誠に 代々 の 家老と いひ 忠節と いひ、 道理 至極せ りと 詫び 袷へば、 無-一 是非-美 作 守 

i へ 立 ® り、 本の 如くに 家老と なり、 彼 夜 廻 を 取 立て、 三千 貫の 所を與 へ、 侍に な 

しける とぞ 聞え し。 此 恨みに よう、 終に^ 手 島 は 成 田の 子息の 氏 長と 1 眛 して、 長 

泰 をば 追 出しけ ると 聞え し。 

景虎 上洛の 事 

&>: 虎 上 杉に なり、 關東表 へ 威勢 を 振 ひ、 諸 公 を 手に 付け 縑倉 へ 社參 し、 山 內の舊 跡に 

一 宿して 、其より 上 州に 歸， o、 頓て 越後に 歸陣 あり。 迚もの 儀に 上洛し、 公方へ 出仕 

申すべし とて、 我 手勢の 中、 大力に て 無病の 弓馬に 達者なる 者 を 三百 人 勝りて、 下々 

迄 も 斯樣に 選び 連れて、 同年 五月に 北 國通を 上洛し、 四 條に旅 宿し、 先づ 時の 所 司 代 

手 島 美 作 守の 事 景虎 上洛の 事  灵七 
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三 好 修理 大夫 所へ 申 入れられ ける は、 關東 管領 上 杉山內 憲政が 子 上杉景 虎、 繼 目の 

出仕の 爲に 上洛 申す と ありし かど も、 三 好 方へ、 內々 使者 を 以てな りと も、 此段豫 て 

沙汰な きと や 思 ひけん、 風氣 とて 出合 はす。 中兩日 ありて、 又 申 入れられ けれ 共、 他 

行と て 返事な し。 景虎 宿の 亭主 を 呼びて、 京の 事共 尋ねけ る。 三 好 殿 政道 をば い 

か  > 申す ぞと問 ふ。 亭主 答へ て 云ぐ、 三 好 殿 は、 前代な き 慈悲 人に て、 都ん 悅び 候。 

常に は 何方へ 御 出 あると 問 ふ。 亭主が 云く、 御鷹 野と て、 一年 二度 づっ御 下向 あり、 

又 每月北 野 信心 あ b て 御參詣 あり、 明後日 爱許御 通 あるべし と 申す。 景虎 大に悅 

びて、 其の 用意せ よと て、 矢の 根に 鼻 油： き、 弓に 弦 かけ 鐽を硎 ぎ、 鐡炮 に 火繩柿 繩 

しける 程に、 亭主 驚き 三 好 方へ 參り、 越後 衆と やらん 申す 旅人、 三 好 殿 天神 御 參詣と 

聞きて、 殊の外 用意 仕り 候 由、 ありの 儘に 申す。 三 好 驚 さ、 頓て菘 山 新入 齋を 使と し、 

景 虎に 對面 あり、 公方 義輝 公へ 出仕 を 遂げさせ ける。 景虎、 金銀. 御馬. 越後 布 以下 悉 

く 進上 仕り、 室町 殿より 輝の 一 字 を 下され、 輝 虎と 改名し、 管領に 補任し、 狀の 裏書 

綢代輿 を 御免 あり。 輝 虎 御前 近く 寄りて 申しけ る は、 三 好等餘 りに 侈り 、公方 樣を 


^ 中島 合 

戰 


蔑 如に し 奉る と 岸え 候。 若し 過分の 振舞 あらば、 急ぎ 越 州へ 御 下向 候べ し。 我等 罷 

上 り、 三 好 一 門 等 返 治 仕り、 重ねて 御 上洛な し 奉り、 君の 御代 を鎭め 奉る べしと、 御 

約束 仕り 歸國す • 

河 中島 合 戰の事 

永 祿四年 八月、 上 杉 輝 虎、 信 州西條 山に 攻 上り、 海 津の城 を 攻め 給 ふ べき 由 聞え しか 

ば、 信玄、 同月 十八 日 甲 州 を 立ち、 同廿 四日 河 中島に 至ち 給 ふ。 小 田 原よりも、 五島 

伊賀 守. 衬岳兵 庫 加勢と して、 信 州へ 發向。 信 支より 西條 山の 下の 道 を 取 切り、 越後 

の 道 を 差 塞ぐ と雖、 輝 虎 引退 かす。 猶西條 山に 陣を 取りければ、 同廿九 U 信^、 海 律 

の 城へ 引 入 6 ける に、 同 九月 十日 西條 山へ 押 寄せ、 合戰 あるべし と 相 定めけ るに、 其 

夜 輝 虎 河 を 越し、 明くる 卯の 刻に、 逆 寄に 懸り 合ひ戰 を^め、 自身 切って 入，^、 信玄 弟， 

左 馬 助 を 初め とし、 山 本 勘 介 •！ 羽 鹿 源 五郎 等 を 討 取 り 引返す。 され ども 信 支 大勢な 

れば 事と もせす、 其 場 をば 終に 引かす。 輝 虎 其 年 三十 四歲。 河 中島の 合戰， と， に^ 

河 中島 合戰 Q 事  一ー一 究 
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なう。 輝 虎 は 越後 歸陣 なり • 

松 山 合戦の 事、 

武州岩 付の 太 田 美 濃守資 正、 » 虎の 下知に 依って、 小 田 原 方 上田 又 ニ郞が 籠.？ し 核 

山の 城を攻 取り、 上 杉 左衞門 太夫 憲勝を 籠め、 己が 同心 被官ー 一千 餘人 籠城す。 小 田 

原より 氏 政 御 出 勢 ありて、 崧山を 攻めら る べしと な， 9。 武田大 膳 大夫信 支 も、 小 田 

原と 一 味に て、 崧 山の 加勢と して 發向 ある。 永 祿四年 十二月 十  一 ：11 より、 諸 士相攻 

めけ る。 此城は 昔 上田 左右 衞門 築き、 其 筏 難 波 田彈正 久しく ふまへ たる 要害。 近年 

は 小 田 原より 普請 あ， O しかば、 嶮 難なる 構に て、 籠る 勢 多 かり、 兵糧 水木 玉 藥卓山 あ 

りし かば、 中々 落つ ぺ き やう もな し。 され ども 寄 手 入替り 攻め寄せ、 叫び 喚いて 攻 

めけ るに、 城 中 にても、. 愛 を 先途と 防ぎければ、 寄 手の 方よ. o も、 甲 信兩國 より、 金慇 

ども 呼 越して 城 中へ 掘 入る。 鐡炮揃 へ 金 鑿 を 打 落せば、 竹柬を 作り立て 之 を 防ぐ。 

輪の 榕を掘 倒 じ、 惣廻 輪を乘 取る。. 城 中 難儀に 及びければ、 美 濃 守 一 人に て、 


後 詰 叶 はやして、 輝 虎と 里 見義弘 へ 催促す。 輝 虎 は 去る 九月、 河 中島に て 信 玄と姐 

んで、 勝 劣 を 決せす 無念な り。 今度 は 自身 加勞 し、 兩大將 ながら 討 取り、 關 東の 敵の 

根 切 を せんとて、 越 州. 上 州 は 申す に 及ばす、 下野の 宇都 宮. 壬 生 * 鹿绍 まで 引率し、 US 

州の 里 見へ も觸 送. り、 同 十 1 月廿 七日 越後 を 立ち、 深雪の 中 なれば、 人馬 共に かんお 

きを 踏み、 山中 を 凌ぎ 越し て、 一 一 月 上旬に、 や う ）（- 武 州石戶 に 着きし かば、 愛に 陣 

を 取り、 敵 を 窺 ひ 見ん，， j しける 所に、 勝 式部 少輔、 氏 政の 御前に 參り、 W 虎已に 五三 

&; 近所に て着陣 仕り 候 へ ども、 歜城 へ は 通路 塞り、 夢にも 存 やまじ。 某 降 人に なり 

て 城に 入り、 大將を だまし、 扱に なし 申さ んと いひて、 福 島 伊賀 守に 證人を 渡し、 夜 

に 紛れ 城に 入り、 餘 りに 城 勢 疲れ 給 ふと 聞きて、 力 を 合せん と、 敵に 紛れ 參り たる 由 

申しければ、 城 中には 日頃の 懇情の 人 あり。 太 田 美 濃 守と は、 割な き 仁 なれば、 斯ぐ 

仇 は あらん やと、 運の 極めの 悲 さは、 皆是を 馳走 あり。 其 後 勝 式部 少輔、 まことし や 

かに 申しけ る は、 眞ゃ信 玄. 氏 政 詰 軍を拂 ひ、 近日 總攻 あるべし と、 金 鑿 を 用意し 竹 

束 を 作りて、 中々 矢 鐵炮も あたらぬ 樣に 用意して 押 寄す と 聞く。 越後の 勢 は 塞國に 
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て、 三月の 末 迄 は、 人馬 は 出す 事 難し •  W 又 美 濃 守 一 人の 後 詰 叶 はす。 里 見 殿 も、 三 

浦 三 崎の 城の 合 戰に打 負け、 當年は 思 も 寄らす とこ そ 聞え 候へ。 た V 降参 ありて、 

一 所 懸命の 地に 安堵し 給へ かし。 時分 も あらば、 など 立身 も 又な からん と、 大將を 

* め、 諸人に 申 聞かせけ る。 其 折節 甲 州の 奉行 人 飯 富 源 四郞景 仲と ぃ丄ロ 利の 巧 

者、 城 中の 持 口 へ 使 を 遣し、 物 頭 共 三 四 人 招き 越して、 色々 賺し扱 を 入れ、 唯 降 人に な 

り 城 を 渡し 給へ。 さらば 各へ 證人を 渡すべし。 一， 所の 知行 安堵 僞 なしと、 牛 王 血判 

の 誓狀に て、. 城 中 へ 申しければ、 實 にも 勝 式部 甲 さる 、 如く、 後 詰 もな き 籠城に、 詰 

腹切りて 專 なしと、 憲勝和 談相濟 み、 三月 三日 域 を 渡し 出で ければ、 上 杉 輝 虎是を 

知らす、 里 見義高 • 太 田 美 濃 守 • 壬 生 • 宇都 宮相侍 悉く 催し、 同 六日 核 山 へ 出張す。 され 

ども 城 は 早 落ちければ、 輝 虎大に 腹^立て、 美 濃 守に 向って、 斯樣に 臆病なる 大將に 

城 を 持たせ、 » 虎に 手 持 を 失 はする 條 奇怪な りと 怒りし かば、 美 濃 守 籠りた る 人數. 

鐵炮. 玉藥. 兵糧 の 書付、 幷憲 勝の 人質 共 を 出し て 、 如， 此と 申す。 其 時 S 虎 人質 共誅 

罰し、 太 田と 中 直， o しける。 扨 次 日 卯の 刻より 足輕を 出し、 働き かけ、 れ ども、 武田 


方 も 小 田 原 衆 も、 切 所 をば 構へ たり" 勝ゥて 甲の をし め、 出合 ひ 給 はす。 陣所 を替 

へ て 、夜中に 御 勢 を 悉く 打 入れ 給 ふ。 輝 虎 無念な りと 怒り けれども、 慕 ふ べき やう も 

なぐ、 せめての 事に、 此邊に 敵の 城 はなき かと、 案內に 間へば、 私 市の 城に、 小 田 伊賀 

守 累代 居住と 申す。 是 はさの み 小 田 原 方 人と いふに は あらね ど、 成 田が 弟 なれば、 

是を 攻めよ とて 押 寄せ、 一 日 一 夜攻戰 ひ、 悉く 破 却の 處に、 城主 降參 し、 美 濃 守に 晨 

し、 色々 詫びければ、 助けて 追 出す。 彼 城に 籠りし 茂呂 因幡 守 も、 同じく 命 をば 助 

b 、小 田 原へ 參る。 上 杉 左衞門 太夫 憲 勝に は、 武 州都 筑の 郡に て、 三百 賞 地 を 給 はる。 

勝 式部に も 御感狀 下さる。 扨 又 輝 虎 上 州 厩 橋の 城へ 入り、 城主 長 尾彈正 入道、 今度 

崧 山の 加勢 催促に 應せ すして、 遲參 とて 切腹 させ、 城に は 北條を 籠め 置き、 直に 下野 

へ發 向し、 小山の 城 を 攻めら る。 小山 彈正兩 三日 合戦し けれども、 終に 打 負け、 家老 

まで 人質 を 出し、 扱 を 入れ 和談 になり、 以後 は » 虎の 御 旗下に との 儀に て、^ を 入れ 

らる。 其 次に 佐 野 を も 攻めら る。 是は佐 野 小 太 郞政繩 は、 * のより W 虎に 隨ひ、 異 

儀な しと は雖、 家老 共、 ゃゝも すれば 小 田 原へ 音信し、 佐 I- 殿 ま で め 、 今度 松 山 の 
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加勢 無乏 との 腹 立 故、 輝 虎 押 寄せ 、三日三夜 入替り 攻め 給 ふ。 佐 野 も 色々 扱 ひ、 人 

質 出し 和談 になり、 卯月 十日、 輝 虎 馬 を 打 入れ 給 ふ • 

尺 A の はやる 事 

其 頃 小 田 原 氏康の 伯父 幻 庵と す は、 久 野と いふ 處に 居住 ある 程に、 久野幻 庵と 申 

す。 此 人^め は 箱 根 別當に 契約に て、 出家に なし 奉， CZ 眞言の 學殘ら す 學し給 ふ。 

然るに 伊勢の 家に 鞍の 妙ェ あり。 早 雲 幼少よ b 嗜み給 ふ。 然れ ども 北條の 系圖を 

請けて、 子息 氏 綱 は北條 なれば、 不，， 相-傅 之； 幻 庵 出家の 御身 なれ ども、 天然 細工に 天 

骨 を 得、 傳 ふる 處の 鞍の 寸法、 悉く 習 ひ 極め 給 ふ。 是 のみに 限らす、 弓の 細工 を 傅へ 

給 ひ、 矢 を はぎ 弦 を さし 給 ふに 雙 なし。 又 右臺を 作り、 茶臼 を 作り 給 ふ 事 勝れたり。 

其 後 武勇 も かしこく 御 坐し ければ、 又 武家に 還し 奉りぬ。 此頃は 尺八 を 切り 給 ふ 事 

名譽 なり。 幻 庵 切の 尺 人と て、 一節 切の 尺八 、都鄙に 流 浮し、 禁中よりも 御所 望 あり 

けり。 依^ 1 尺八 悉く はやち、 小 田 原の 若侍 共、 皆是を もて あそぶ。 
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武州^ Irs 住人に、 太 田 新六資 高と いふ 人、 大力 剛 兵の 譽、 八州に 盤 びな し • 凡 三十 

人して 勸 しける した ゝか 者な， o け. り。 物の 類 を 以て 翁る 事 なれば、 其 弟に 太 田 源 次 

三郎. 同源 四郎 とて、 共に 大刀の 兵 ども 集. O てい ひける は、 それ 兵 は 、剛強 計に て は、 

末代までの 高名に はなり 難し、 それ を 如何にと いふに、 今武 州の 中に て、 我等 兄弟 

に 上 を 越す 武者 あるべ からす。 如何なる 鬼神な りと も、 三人して 隨 へんに、 何程 か 

あるべき • 然れ ども さの み賞翫 にも 預ら や、 今に 一 城の 主に もなら す。 先祖 道灌は 

非力 なれ ども、 功兵に て、 末代 ま でも 名 を 上ぐ るの み f。 我々 隨分苯 公 を 勤め、 

父子 二 代 小 田^へ 奉公し、 去る 大永 三年、 江戶の 城へ 氏 綱 を 引 入れ、 管 诚を追 落し、 

ある 城に は 遠山 を 据ゑ 管 給へ ば、 猶 以て 萬 事 心 に 叶 はす。 いざ や 同名 美. 濃 守 入 

道 三 ^齋と 相談し、 房 州の 里： 12S 弘と 引合 ひ、 江戶の 城を攻 落し 、永く 豊島郡 を 知 

行して、 本より 道灌の 跡を繼 ぎて、 江戶城 を 取る べしと 思 ふ は 如何にと いひければ、 
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二人の 弟 共、 おも 可， 然と ぞ 進みけ る • 此 程の 大事 なれば、 左右な くはい はじと て、 

彼 源 六郎が 菩^の 寺 法^^と いふ 法 華 寺の 番神 堂に 然り、 祌水を 呑み、 此攀 忍ひ定 

め ぬれば、 一 一皮 返す ベから すと 敬白し、 W 太 田 三樂方 へ 此. H を 云 遣す。 三 樂大に « 

び、 卽房 州へ 使者 を 立て、 里 見 殿 を 招きし. かば、 義弘 ー國の 勢幷總 州の 軍兵 を 催し 

て、 總州 高野臺 へ 出張す。 か、 b し 程に、 彼 法 昔 寺帥檀 の 好 を 忘 れ、 此由を 太 田が 家 

人 三 橋に. 申す。 太 m 家人 又 主從の 好^ 忘れ、 大惡心 を 起し、 彼 僧 同心して、 小 田 原へ 

セ の. n  、ありの ま、 に 申して、 小 田 K よ b 太 田が 討 手と して、 遠山 丹 波. 同 隼 人 

左 a. 寄せければ、 源 六 兄弟 相圖. i 違して、 夜中に 岩 付へ 落 行きけ り。 彼 力  一 S を 彼 

家人に 給 はり、 太 W 兵-九と 號 しける。 不 ：=- に 打 立ち 給 ひ、 鵲の臺 へ 御發问 ある。 江 

戸 遠山 丹 波 守 • 富 永 三^ 左. J 門. 小金 • 高 城. 瀧 K 、小 ほ 原 勢の 見えざる 光に、 早 布词の 

端まで 寄せて 備 へた， -。 永 祿七年 正月 七 B 早朝、 氏康 父子、 伊^. 相模. 中 武藏の 軍勢 

を 引率し、 押 寄せ 給 へ ば、 曉天に 及び、 房 州の 先 勢 麓より 繰 入りて、 中段に 備 へ た. 5 

i:E 永. 遠山. 高 城 等、 敵の 引く とや 思 ひけん、 さし もに 高き 鵠の臺 を、 一 文字に 押 登 


りて、 一息つ いで a たりければ、 態と 難所に 引 請けん と 、ゆ 段に 備 へたに 去稃. に 江 

戶 の 遠山 丹 波 守 父子： K 永 W 郎 以下 切て 入り、 口の 聲を 上る ともと もく 攻 登る。 K 

州に は、 征木大 膳 先駆」 て、 黑河 權石衞 門. 河 崎な とい ふ 大力 S 兵、 今 皮 敵に な りし 

源 六 源^ 三郎 源 四 郞. 長 南七郎 とい ふ 逸雄の 若お 共、 一 面に 打って^る • 

小 m 原 衆 は、 敵 を かさに 諸け、 次 S 々々に S 登らん とす。 房 州 勢 は 敵 を 兌 下し、 大石 

を 落す が 如く、 一皮に 叫んで 切って 落す。 太 田 源 六郞、 遠山 丹 波 守が 父子の 勢 を、 能 

く 見知りて 打って 懸る • 遠山 を 初め、 進む 兵 を 六騎 切って 落し、^ 頃 相 州 無 雙の强 

兵と a えし 志 水に^ り <? 口 ひ、 つげの 捧 にて 太刀 を 打 折られ、 かひ ふって 逃 延びけ る。 

餘， 0； に 無念 なれば、 又 太刀に て 打てば 折れぬ べしと て、 g の 棒 を 八 天に 作り、 常に 祕 • 

藏 しける。 後の^に は 取 寄せ、 七寸 廻りの 大棒を 打 振. 9 く 打って 廻り、 如何にも 

して 志 水 を 打 落さん と乘 廻る 處に、 志 水 終に 見えす。 依， 之 口惜し やとて、 2- の 鉢 釣. 

中 を 嫌 はや、 當るを 幸に 打って 廻る 程に、 人お 多く 打殺さる • 太 田 下野 守と いふ 人、 

小 £ 原 勢の 先手な もしが、 源 六が 有樣を 見て、 是 ね 我が 聱の源 六なる とや 思 ひけん、 


as 小 卷之ニ  §c 

乘 寄せ 、如何に 源 六 は、 まさな き諜叛 をし ける 者 かな. 我れ 味方に あれば、 如玎 にも 

して、 先非お 悔ゐ て降參 せよ， 命 計 は 助くべし • 又 今日の 振舞 厳めし や • 去な が 

らお は、 何の 科に よ. o て 打つ や， 人 を こそ 打た め。 馬 を 多ぐ 打倒す 倏、 罪 作うな る 

べしと、 言葉 を 懸け、、 れば、 いしく も宜ふ もの かな * 人 計 打つべし • 請けて 見 給へ 

とて、？ i 打に 舅の 下野 を 丁と 打つ. 下野 守 も、 太刀に て 打 そむけん とし けれども、 大 

力に 打 たれて、 何 かは耐 るべき。 前なる 深 田へ 轉び 落つ。 情なき 次第な り .是 を 一 P 

めて 钲ォ大 膳 以下 切って S り、 突いて 入， o ける 程に、 富 永 三 郞左衞 門 尉. 山 角 四郞左 

衞門 尉. 諷訪 伊勢 守. 河 村 修理 亮 を^め て、 小 田 原み 先 勢の 百 四十 騎對 死し、 已に引 色 

にな りし 處に、 北 條上總 介地黃 八幡の ^を 靡し、 橫 合に 切って 憑る • 里 見 殿 先陣 荒 

手に ffi 立てられ、 しどろ になり て 引いて 入る •  二 陣入變 りて 切って 出 づる處 に、 氏 

政 御覽じ て、 上總介 討た すな 續け と聲を かけ、 御馬 を 一 散に ® 出し^ へ ば、 上總 介^ 

氣を 得て、 敬の 中に 打って 入り、 太刀の 鍔 昔、 鐵炮 の聲、 山河に 響き 夥し。 本より 上緦 

介 敵 を 目に かけ、 》 の 林 を傳ひ 、龍の 水 を 得た るが 如くに、 四方 八面に 當り戰 ひけれ 


ば、 房 州 勢 五十 騎計 討死し、 上總介 は、 木 村. 堀內. 佐 板. 橫江. 間宫 以下、 軍兵 廿四 五騎 

に 打な された b しかば、 鏜の釉 中の 吹 返に 中， o し 矢の 節 折 投げ、 逃ぐ る を 追うて 進 

みける • 氏 政 自身 駔 付け 給 ひ、 歒を追 散らし、 晚の戰 に は 小 田 原 勢 打 勝ちけ る。 さ 

れ ども 朝の 軍に 利な く，， ：> て 、遠山 を 一羽め 討死し ければ、 房 州 勢 は 喜ぶ 事 限りなし。 

H 已に 暮れければ、 fe 引に 引き、 明る 八日 房 州 衆 は、 小 田 原 勢 は 定めて 昨日の 戰に、 隨 

分の 侍 大將共 討 たれぬ • 又 若干 手 負 ひ ぬれば、 今日 休息して 手 負 を 助け、 明日 こそ 

寄せん すらん とて 油斷 しける に、 大將 よ， 5 、畫 より 前 は、 各鏺脫 ぐべ からす • 馬の^ 

下す ベ からすと 觸れ けれども、 夕陽に 及びし かば、 戰は 定めて 明日なる べしと て、 高 

ひ ぼ を 外し 休みけ る。 大將の 陣屋に は、 小 田 原 方の 先手 富 永. 遠山 を 討 取り、 目出度 

し i て盃を 出し、 酒 盛 半な りし 處に、 小 田 原 方の 物見、 由 井の 源 三 殿の 内橫： d 忠兵衞 

と大橋 山城 守と て、 忍び ゆ 上手 あ b。 敵陣 近く 忍び寄， CZ 歸. o 參 りて 申しけ る は、 御 

合戦 あらば、 必^ * 方の 御 勝なる べし。 敵 昨日 今日の 勝 軍に 誇り、 殊 外に： a 斷 して、 

殊に 大將の 本陣に て湳宴 最中な 最も 先陣 用心の 輩少々 あれ ども、 諸簞草 臥れ、 
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中々 唯今 懸り揉 立て 袷 は 、皆 敗軍と 見えた りと 申す • ま政大 に成悅 し、 卽打 立ち 

二手に 作り、 兩 方より 切って 懸. り、 貝 鈹を 鳴らし、 さし も 高き 鵠の臺 も、 崩れよ と攻 

め 給 へ ば、 案の 如く 房州錄 一 耐りも 耐らゃ 敗軍す。 然れ ども 里 見 民 部 兄弟. 钲木左 

近. 菅野盛 返し 攻戰 ひ、 小 田 原 先陣 木內 上野 守 以下、 あまた 愛に て W 死す。 され ども 

後 あばらに なりし かば、 房 州 衆 は. 枕を雙 ベて 討死な，^。 太 田 美 濃 守と、 小 田 原 衆 志 

水 志 摩 介と 組んで 落ち、 美 濃 守 を 取て 抑へ、 a に 首 を 取らん とする 處に、 美 濃 守が 家 

人才 田 若 狹守落 合 ひて、 上なる 志 水が 首 を 取， 5 て、 下なる 主 を 助けて 落 行きけ る a 

又 小 田 原 方 山 角 伊豫 守と いふ 人、 昨日の 合戦に 先駆し ける 敵 钲木彈 正と やらん を、 

今日は 某 組 討に すべし とい ひしが、 » の 如く 今日 钲木彈 正 を 討 取り、 自稱の 高名 是 

なりと 申す。 大 將義弘 も、 馬 を 射られて 歩行 立に なり 給 ひ、 巳に 危く 見えし 處に、 安 

西と かやい ふ 者 引返し、 我 馬に 懷き乘 せ、 早々 落 行き 給へば、 跡に 留 b 防ぎけ る • 小 

田 原 方に は、 是を 大將と 知らす あるに や、 追 懸けても 討た ざ.. C- ける。 此時殘 b 留り 

て 討死の 人々、 秋 元. 加 藤. 武田 七郞. 鳥居. 多賀. 佐 貫、 黑河 等、 W 上 ニ千餘 人と 聞え し。 


. 太 田 源 次 三郞. 同源 六 討 洩らされ 宿所に 歸り、 女房に 向 ひ、 和 主が 父、 我に 言葉 を 懸け 

給 ひし 間、 頭 を 打ちし なり • 如何に 痛みて ありつらん とい ふ。 女房 大に歡 きて、 W は 

父御 前 をば、 打殺し 給 ひつらん とて 尋ねければ、 案の 如く 深 田の 中より 死骸 を 取 出 

し、 形の 如く 孝養して、 頓て 尼に なり、 父の 菩提 を 弔 ひける とか や • 其 尼 公の 寺、 今 

江 神 田 成 眞寺是 なり。 又 里 見 重代の 太刀 大きつ ほう 小き つ ほうとい ひし も、 此合 

戰に 失せけ ると かや • 小 田 原 方 も 此由を 聞きて、 隨分 尋ね けれども、 終に 見え ざり 

ける， 

成 田 父子 不快の 事 

愛に 忍の 成 田の 旗下に、 羽 丹 生の 城主 羽 丹 生豊前 守と いふ 人 あり • 其兩 家老 河 田の 

藤 井 修¥ 志 水の 木戸 陳： 齋 i いふ 者 あり。 木戸 陳齋 は、 越後 K 虎へ 心 を 寄せ、 豊前 

守 鷹 野に 出で し 跡に、 城を乘 取りければ、 羽 丹 生と 藤 井 一 同に 、數 度合 戰 ありし 

かど も 終に 打 負け、 〔1〕^ 人して 成 田を賴 まれ、 木 陳齋に は « 虎 加勢して、 成 田と 

富 野臺 合戦の 事 成 K 父子 不 炔の審  ml 
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合戰數 度に 及ぶ。 忍の 近所に 盃 尻と いふ 要害 を 構へ、 成 田の 城の 隙 を 窺 ひ、 夜 懸^ 

田の 競合 比む 事な し。 然れ ども 成 田 は 大勢， 木戸 は 小勢に て、 終に 成 田 を 追 落す 事 

なし。 或 時 成田盃 尻へ 取上げ 攻めら る、 處に、 S も 寄らざる に、 太 出^ 濃 守盃 尻の 

筏 詰の 爲に 出張 ある。 木戶^ 齋是に 力 を 得、 突いて 出づる 問、 成 田 方 悉く 敗北す 。陳 

齋 出張し 追 懸け、 れば、 餘りに 急に 敗られて、 城に さへ 入る 事 もなら す、 遠 州に 逃 

げ て 行く。 仔細 は 太 田道譽 出張と 聞きて、 城に も 城戶を さ し、 用 心 の^ 中 なれ ば、 急 

に 入る 事な く，， -て、 無 止に 散々 になり、 次 日の 早朝に、 城に 歸り入 b 給 ふ。 成 田 一 生 

の 不覺是 な， り.。 K 後 此恥を 雪がん と、 色 々工夫し けれども 終に 叶 はす。 又此 長泰老 

年に 及び けれども、 子息 氏 長に 家督 を 讓る事 もな く、 唯 常に 色 を 好み 酒 を 愛し、 城外 

に 別業 を 立て、 小 築と いふ 女房 を 京より 呼 下し、 寵ぉ雙 なし。 諳 家老 一 門， 是を 嘲り 

諫め けれども 用 ひす。 豐 島 美 作 守 は、 氏 長に 恨める 仔細 あり。 子息 氏 長 幷御母 儀へ 

申しけ る は、 長 泰老體 の 御身に て、 斯樣に 無 行儀の 作法、 一 門 も 他 門も漸 b 疎み 果て 

申 候。 此時 何と ぞ皆々 と 談合 あ.^ て、 大殿を 無 狸 に隱 居な さる やうに 才覺 いたし、 


若殿 を 世に立て 申すべし と 申せば 、母に 本より 女な り * 氏 長 は 不孝の 人に て、 唯 兎 

も 角 も S 島 計ら ひたる べしと 談合 せらる" 長 泰は是 をば 知らす、 梅 1： 彌と いふ 同朋 

一 人 御供に て、 小 築と いふ 妾の 方へ 出 でられ 酒宴の 處に、 家中 一 門豊 島に 語ら はれ、 

私 市の 小 田 伊賀 守 を^め、 豐島 左^ 助 • 別府 兄弟 本 城へ 取込み、 父 長 泰を早 城へ 入れ 

じとの 用意な， oa 然れば 門 も 皆 さし、 入る ベ き やう 無， 之處 に、 長泰 心き、 の 人に て、 

水 落しの 樋 を 潜り、 本 城へ 入， O 給 ふ。 梅 阿 彌も阆 じく 潜りけ るに、 す はや 樋より 入ら 

せ 給 ふとい ふ 間、 皆々 樋の 口々 を 堅めけ る。 三 友 十兵衞 とい ふ 者， 樋の 口に 鎗を持 

ちて 待 構へ、 長泰を 突/、。 長 泰は塚 原 卜傳ー の 弟子に て、 兵法の 達^に て、 樋の 口よ 

り 突く 鏠を、 口にて 咬へ 給へば、 十 兵 衞鏠を 引く 問に 長泰を 引出す。 梅 阿 彌も 出で 

ければ、 十 兵衞逃 延びけ る。 W 本 城へ 入り、 子息 氏 長 を 捕へ 成敗に 及ぶ 所に、 諸家 中 

申合せた る 事 なれ ども、 長泰は 代々 の 主 なれば、 又 討つ べき やう もな し • 氏 長 も是. 

非に 及ばざる 所に、 又 長泰 申されけ る は、 S も 氏 長年た くるまで 家き を S さ  >る 事、 

腹 立の 所 II あ され ども 我 一 皮盃尻 を攻 落して 後、 隱： HS せんと 志し たれば、 彼是 

成 田 父子 不快の 事  nil 一一 
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延引して、 斯く 父子の 不和なる 事、 ロ惜き 次第な， 9 と宣 ひける 處に、 成 田の 菩提 所 立 

圓 寺と いふ 長參老 り、 扱 を 入れて、 先 づ長泰 をば 無理に 引立て、 立 固 寺へ 入れ 給 ふ • 

豐島美 作 守 も、 中み、 害心 あれ ども、 普 代の 主 なれば、 先々 御供に 參り、 諳人參 り、 扨 

W 氏 長の、 御 父に 向 ひて 、斯様の 逆心た めしな し • 天道に 違 ひ 給 ふとて、 皆々 涙 を 流 

す。 長泰、 S 島に 向 ひ、 汝が签 泣 無用。 此 逆心、 己が 紫と 覺 えたり と官； ひける。 理な 

がら 可笑し かりし • 去る 程に 又 氏 長 方 蜂起し、 次に 長泰誅 せらる ベ しと、 多勢 向 ふ 

と 聞え しが、 立圓 寺の 出家 僧 衆 迄、 皆々 鐡炮 に火繩 かけ、 鐽 長刀 用意して 待 懸けし • 

向 城よりも 左右な く 愚り 得す、 泳 へ て 時 を 移す 所に、 此事小 田 原 へ 閬 えければ、 氏 政 

より、 桑原と いふ 侍 御 使に 參り、 扨々 氏 長、 父 を 追 出し 候 事、 前代未聞な I 頓て 御馬 

を 出され、 氏 長 返 治 ありて、 長 泰本现 に 仰 付く べきの 由 御 使な り。 愛に て長泰 思案 

し、 父 芋の 不和 尤 なれ ども、 小 S 原より、 子の 氏 長 を 討 せても 無慙 なる べし • 其 上 成 

田 代々 の 家 を、 今度 小 田 原に 返 治されな ば、 知行 は 定めて 小 田 •： ^へぞ 召されん すら 

ん。 小 田 原よ，^ 取られん より、 子の 氏 長に 取られん は、 家中の 義 に付きても ましな. 


るべ しと 談合 ありて、 卽 入道と なりて、 蘆 泊と 號し、 袈裟 衣に て、 小 田 原よりの 使者 

に對 面し、 長泰 年寄. o 候 へ ば隱居 仕り、 早出 家 仕り 候。 氏 長に 家 を 譲り 候 上 は、 萬 事 

我等に 替ら す、 仰 付けられ 下さる べしとの 御 返？ t なれば、 此上 はとて、 小 田 原よりも 

御 出馬 はなし。 長泰 心なら す、 永祿九 年の 秋隱 居し 給へ ども、 三年まで 父子の 對面 

はな かりし に、 三年 目永祿 十二 年、 駿州薩 趣 山 合 戰に氏 長 出張の 時、 初めて 父子 對面 

ありて、 本 城の 留主 居の 爲に、 蘆 泊 本 城へ 入りし となり • 斯樣に 父に 逆心 ありし 其 

報に て、 無， 稃彼 家の 末まで、 皆 C び 果てしと なり。 

京 公方の 事 

永 祿七年 七月 四日、 京の 所 司 代 三 好 修理 大 夫長慶 逝去 ありし かば、 此事 知れな ば、 公 

方より 三 好 家 御 退治 ある べしと て、 ft 膿 も 致さ や 隱し潢 きて、 御 煩の 由 披露す。 京に 

は、 公方と 三 好と 多年 不和に て、 やうく 近年 和談 にて、 公方 江 州よ b 御 入洛の 處に、 

又 近 江の 侍 共、 三 好 を誅す ベ しとて、 攻 上りし かど も、 悉く 打 負け ゝ るに、 三 好 殿 も 

成 田 父子 不快の 事 京 公方の 事  S 
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斯様に 逝去 あれば、 三 好の 一門 幷家 來の篠 原. 松 山. 松 永なん ど、 三 好 U 向 守 • 同 山城 

を勸 め、 明る 八 年 五月 十九： 》 、室町 殿へ 押 寄せて、 御腹め させ 奉りけ う。 然れ共 長 磨 

逝去な り。 京都 を 治むべき やう もなければ、 頓て 左^ 頭篛榮 と 申す 人^ 取 立て、 公 

家よ b も 征夷 將 軍に しける。 然れ ども 故な く 公方 篛 » を 殺し 申しけ る 故に や、 義榮 

將軍 も、 其 年の 中に 病に 冒されて 逝去 あり。 三 好が 一 族 も、 程なく ir ひ 失せに けり。 

上總 軍の 事 

^頃 房 州 里 見より、 上 總國半 阈押頜 し、 大 龍. 池 和 田. 勝 ffii いふ 三つ 城 あり、 大 龍に 

は 枉木大 膳、 勝 浦に は 钲木左 近、 沌和 田に は多賀 とい ふ 者 在 城す • 小 田 原 方 富 永. 遠 

山. 大道 寺. 多： H 等發 向して、 數 U 合戦な り。 千 葉 家より 椎名 、原よ，^ 佐 久間等 加勢と 

して 發 向し、 三つの 城 を 悉く 破 却して 攻 落さん とす。 三人の 大將 北つ 愛 を 先途と 防 

ぎ けれども 叶 はす、 悉く 引 籠る。 小 田 原 方よ， o 入替 へ く 攻 めければ、 皆 落城す。 

上 總國中 殘らす 御 支配な り* 


坂柬の 八 

平^ 


關柬 諸家の 事 

坂 東の 八 平氏と いふ は、 三 浦 上總. 千 葉. 北 條.大 庭. ^陸. 大 極. 秩父. お； きを * す • 是は 

賴 朝の 頃より、 尊 氏の 時分まで ありし。 其 後 戰國に 悉く 滅び、 尊氏將 軍の^ 代より 

永祿 の 頃まで、 八 家と いふ 屋形 あり， 那須. 結 城. 千 薬. 小山. 宇都 宮. 小 田. 佐 竹. 里 見、 

是を八 家と 申す。 是は 公方 家よ^、 朱 采配 幷屋 形の 號を 御免 ある 故に、 八 家と 申す • 

其 外 を ば、 屋 形と は 申さす。 東海道 にて は、 吉良. 今 河 • 近 江の 佐々 木. 六角. 中國 に は 

大 內介大 友、 此外は 上代に は、 屋形 とはい はや、 近代に 小 田 原と 甲 州と、 中 國の毛 利 

元 就に、 屋形號 御免 あるな り • 屋形號 なければ、 正月 家中 衆 烏帽子に ての 出仕 はな 

ら ざるな り • 是は京 公方 萬 松 院殿. 光源 院殿ニ 代、 公方よりの 御免な り • 


^東！ 3 家の 事  ILS 
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臼 井城 合戦の 事 

永祿 七， 年 正月、 總州 雖| 臺に 合戰、 小 田 K 方 打 勝ち、 a に 御^ 入れられ ける * 越後の 

虎 入道、 房 州と 一 味の 、出 勢 相 催す と雖、 越 州. 1 深き 所に て、 馬 人 共に、 冬の 中 は 

不自由に て、 徙合戰 の 期、 巳に 返き けれども、 同 三月 下旬、 下 總國臼 井の 城へ 發 向す。 

彼 臼 井の 城キ： 原 式部 大輔 は、 千^ 介阔 胤の 近親に て、 代々 此 城に 在 城す。 然れ ども 

武了 5 も 勝れ、 所領 も 多ければ、 時人 千^に 勝る 原 と^す • されば 主人 千 葉 介 は、 同 H 

千 槳に在 城し、 原は此 城に 居住す。 此城要 齊 も 堅から す、 平 城 なれ ども 、数 代 居住の 

地 なれば とて、 此 所に 住しけ る。 原 は 千 薬 家 米 なれ ども、 主に も 劣らぬ 大名に て、 與 

力 衆に、 小金の 高 城なん どと て、 百騎ニ &騎の 大名 あまた あり。 殊に 謙 信、 近日 發 ^ 


の. S 開え ければ、 千葉^より 椎津. 椎名 以下 数百 騎楣 籠り、 小 田 原よりも * 菘田孫 太 

K 井與カ 引^し、 同 籠し けれども、 越 州の 大勢 を 防ぐ ベ き樣史 になし。 然： i ども 其 

顷無雙 の 軍配の 名人 井 入道、 折節. m 前 修行に 來， o て、 此城 にあり しが、 敵陣 を 勘へ 

見て 申しけ る は、 今 S 大赦^ 向す とい へど も、 更に 恐る ベから す。 敵陣の 上に 立つ 

ま、 何れも 殺氣 にして 、田老 に：^ ゆる。 味方の 陣中に 立つ 眾氣、 赀律氣 にして 王 相 

に^ゅる K ，敵 敗軍 疑な しと 申しければ、^ 賴 もしく ぞ忠 ひける。 果して、 打 勝ちけ 

るぞ不 mo 議 なる。 去 程に » 虎 衆 河 田. 柿 崎. 內藤. 長 野 • 太 田 美^ 守. 其 子 梶说を 一羽め i 

して、 是 程の 小 城、 何程の W あるべき • 唯一 攻に 揉： 俗せ と 下知して、 一旦に 取 卷き攻 

め 給 ふ。 城屮 より 原大藏 丞丄咼 城^ 紋 突いて 出で、 暫く 戦って 二 陣 に 讓る。 二番に 

束 金の^ 出 幷酒井 切って 出で、 散々 に戰 ふ。 敵 も 荒 手 を入替 へく ％ めに ける。 三 

番 に、：：： 已に 夕陽に 及びし かば、 城主 原が 家老 佐久 問先駔 として、 few 孫太郎 问 心 侍 

W 五十 餘騎 突いて 出で、 一面に 進み、 g の 一 陣ニ 陣 を 切 拂ひ追 立て、 铖 虎の 旗^まで 

追 付く。 孫太郎 其： 《 の裝 束、 高角の 甲の 緒 をし め、 朱 具足に て、 金 を 以て 獅子 を 付 

臼 升 城 合戦の 事  £1 九 
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けけ る鏜 着て、 黑^ の 太く 逞しき に乘， 9、 大 長刀 A 文字に 開き 持ち、 與 力の 侍 前後 

に 引 具し、 眞 先に 進み、 歒入人 自ら 切って 落し、 其 後長 刀 をば 下人に^, たせ、 樫の 木の 

棒に て^ 上の 敵 を 叩き 落し、 捻 首にして 差 上げ、 組の 侍 蔭山 新 四郎. 橋 本 ^ド、 ^1 

も 高名 させ、 一 足 も 返 かす， 越後 勢 は 日已に 暮れぬ。 終 ni の 軍に 疲れ、 本陣へ 引返 

す 味方も^ へ 引いて 入り、 終 U の 息 を 休めら る。 次 02 は惡； I： とて、 返よ りよ 足 望 

にても 出さ や、 g 虎 不思議に 思 ひ、 昨 H の 軍、 城 中の 勝 軍な りし 程に、 今日 早朝より 

突いて 出 でんと 思 ひしに、 城 中 草臥れて や あらん。 又 今日の 風雨に 恐れて さヒで ざ 

るらん。 攻めて みよと 押 寄せ 給へば、 本庄の 某、 g 虎に 向って 申しけ る は. 城 中には、 

眞 やらん、 軍配の 名人 白 井 入道 籠りし とか や 申 候， 今 H は干晦 Hi て、 先負の 3 こ 

て 候 &k 之 城 中より 人 衆 出で 覺ぇ 候と 申す。 海 野 隼 人、 某 も 斯樣に 存^と 申し 

も 果て やに， 片 山の-岸 夥しぐ 崩れ、 ws^: に 打 たれて、 山際に 控 へたる 越後 勢數 

十リ 打た ォ 人お 悉ぐ 死にければ、 す はや 今 H 惡： W の驗 なり。 懸る ベから すと めけ 

一 具 を 吹き、 人 衆 を 繰 入る、 處に、 城より 逆 寄に 、格 田 孫太郞 先に 進んで、 追 懸けく？ 


いて 出る。 越後 勢 を 散々 に 追 立て、 切って 廻る。 原 も 是^ 見て、 城を拂 つて 突いて 出 

る， 越後 勢 散々 に 突立 てられ、 木 陣へ追 打に、 悉く 追 付き 討 取る • 今 u も 松 田 自身 敵 

七 人 討^, o、 馬 を も 射られ、 歩 立に な. c て、 猶も追 立てく 切って 憑る， » 虎 此有樣 

を 見て、 岩 舟に 赤 鬼の 住む と 沙汰し ける は、 一定 彼が 事なる べし a  W もい かめし き 

奴 かなと 譽め給 ふ • 其 後 輝 虎 叶 はやと 思 ひ、 頓て 引返しけ る を 、原. 松 3 追 S け、 越後. 

勢 を 悉く » 取. 9 け.^ 今度の 极 田が 振舞、 日頃より は 勝れたり とて、 小 田 原に て 御 

成 狀を給 はり、 幷田 島と いふ 處 にて、 二百 貫の 所領 を 給 はりけ る • 其よりも 松 田 孫 

太郞 を、 鬼 孫 太 郎とぞ 申しけ る， 

上 州表發 向の 事. 

永祿七 年の 夏、. 小 B 说ょ. o 氏 政 御^ を 出され、 下總國 古河 縣に 在陣 ありて、 小山の 城. 

を攻 落さる。 北 化 、陸 奥 守 殿 衆 を 入れ S く。 宇都^も 降參す • 結 城晴朝 は、 亡 父 政 勝 

の 代より 篥恩を 蒙 り、 代々 忠功も ありけ る が、 今度 氏 政 出張 ありて、 結 城 所領 歿收せ 

臼 井城 Ar 戰の事 上 州表發 ^の 事  § 
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ら るとの 儀な. 9 と 聞え ければ、 結 城の 家人 多賀 谷. 水 谷 を 初めと して、 悉く 籠城し、 卽 

佐竹義 重と 二  * しければ、 佐 竹よりも 加勢 あり、 小山の 城 番手 衆と 互に 足輕を 出し、 

百 塚. 犬 塚の 邊 にて、 度々 の 競合 あり。 佐 野の 城に も 、越後と 一 * なれば、 御手 逭 あり 

しか ども、 越後の 勢 加勢して、 中々 城 中堅 K なり。 古河の 城 普請 仰 付けられ、 七月 上 

旬歸陣 なり。 

, 唐人 着船の 事 

永祿九 年の 春、 三 ffi 三 崎の 滞へ 唐人 着船、 餛繡. 織物 .極 々の 烧物. 沈香. 麝香. 珊瑚. 虎 M 

の 玉. あらゆる 寶物 持來る a  ^頃 ^^富貴に て、 悉く 諸人 K 取り、 寶賀の 利 を 得て 歸 

國 しける • 其 中に 唐人 あまた、 か ゝる目 出た き 所 へこ 孓往ぐ ベ けれと て、 歸國に 能 

はす、 當 所に a まる。 卽小田 原に 居住、 町屋を 給 は. o、 商人と な， o、 今も^ 子孫、 あまた 

小 s 原に あ， oi かや。 同 十 年の^、 越後の W 虎 上 州へ 来り、 河 越へ 手 遣の 由 聞え け 

れば、 小 田 原よ b 御馬 を 出され、 上 州 本 庄の城 を 攻められ、 本庄 宮內少 輔を攻 落し、 


輝 虎の 籠りし 厩 橋の 城 を 攻められ けれども、 弒 虎 出で. K 之に 依って 御馬 を 入れ 

られ ける • 

今 河歿落 の 事 附薩埵 合 戰の事 

永祿十 一 年 九月、 信 玄駿河 國を乘 取る • 其 仔細 は、 信 玄大慾 深き 人に て、 先年 親父 信 

虎 を 追 出し、 甲斐 國を乘 取る 問、 信 虎駿河 へ牢人 ありて、 聱の 今河義 元を賴 まる。 義 

元 討死の 後、 駿 河の 家中に 物 謂 出來、 家老 i 出頭の 面々、 心々 に 分れて、 家中 殊 外さ 

だつ。， 此» 分 武田信 虎. 子息 上野 介 等、 今 河の 家老 一門 瀨戸陸 奥 守. 朝 比 奈等を 相 語 

らひ 駿河を 乗 取らん と 企みし を、 氏眞 聞き 給 ひ、 信 虎 父子 を 追 出して けり。 信虎驢 

. 河 を 取る 事 叶 はす、 H- 息 信 玄とは 不和 なれ ども、 此事を 談合し、 駿河を 己が 力に こそ 

叶 はすと も、 信玄に 取らせ、 中 を 直， o、 半 國をも 知行 せんと や 思 ひけん、 內 々g- 州へ 

使お を 遣し、 豫 て內談 せし 今 河の 家中に て、！：： 頃 逆心 思 ひ 立ちけ る 葛 山備中 守. 瀨名 

陸 奥 守. 子息 中務 少輔. 朝 比 奈兵衞 太夫. 三 浦與 一 等 を、 信玄へ 引付け 給 ふ。 此の 人々、 

縻 人 着船め 事 今 河^^の 事 附薩笾 合戦の ま  S 
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信玄 よりたば かられ、 或は 駿河ー 國給 ふべ し • 或は 遠 江 一 國與 へんな どと すかされ、 

普 代の 恩 を 忘れ、 一 門 の 好 を も 顧みす、 重代 相 傅の 主人 氏眞を 背きて、 己 等が 慾 心の 

爲 に、： g 國の武 出信支 を 引出す。 信 支 大に悅 び、 うつぶさ 通りに 崧野 とい ふ處 より、 

.£ 井の 宿へ 出 S す。 氏 眞も淸 見 寺へ 出向 ひ、 庵原 安房 守. 新 野 式部 少輔、 先手の 大將 

として、 薩埵 山. 倉 St の邊、 千 五百騎 出張す。 同 十二月 十二 ほ、 矢 合 ある べしと 定めし 

所に、 ® 河の 侍 大將朝 比 奈兵衞 太夫 食 山. 今 河の 一 門な りし 瀨名 奥州 を^め として、 

武田 上野. 其 子左衞 I： 以下 廿 二人、 手の者 合せて 六 七 百、 皆信玄 にたば かられ、 役所 を 

捨て ゝ落 行きけ る。 氏眞 本陣 めら はに なり、 旗本 侍 七 八十 殘 b しかば 叶 はや、 府中 

の 御館に 歸り 給ふ處 に、 彼 逆心の 廿ニ頭 敵に なり、 引 入りけ る^、 氏眞 府中に 俅へ兼 

ね、 山 西へ 引取り 給 ふ • 信 玄は久 野に 野 陣を居 ゑ ，職 河 衆^ 手に 付け、 其 人質 を 甲 州 

へ 越し、 又 小 m 原へ も 寺 島 甫庵を 使者と して、 色々 の 進物 を 上られ、 氏 眞不行 器 故、 

追 出して 候。 S 河國は あの 分に 候 は 、家康 に 取られ 候 はん ま、、 信玄 方より 取り 

候な り。 富士郡 は、 河より 其方 をば、 小 田 原へ 差 上 候 はんと 申され 候" 氏 康^ 子大に 


合北武 
戦 田 
丘 信 
康玄 


忿り、 彼 使者 甫 庵を禁 籠し、 同 十二 年 正月 十八 d  、氏 政 父子、 小 田 原 を 出馬 ありて、 三 

島の 新經 寺に 本陣 を 居 ゑら る、 • 极田尾 張 守. 同 肥 後 守. 同 右兵衞 太夫. 北 倏新三 郎. 

狩 野 入道. 北條^ 陸 守. 同 治 部 少輔. 五島 倂 賀守. 大道 寺 駿河守 • 多 目 周 防 守. 荒 河^ 後 

守. 橋 本 次 郞右衞 門 尉， 下田 下總 守. 千 葉 介 國胤. 说 式部 大輔. 高木 越^ 守 • 笠 w〔 能 登 守. 

大石信 濃 守. 內藤 大和 守 四 萬 五 千 餘騎、 三 島より^^ まで、 段々 に備 へけ る。 信玄 

も久 野よ b 出張して、 武田左 It 助 を大將 として 、奥 ^淸見 寺へ 出 勢な り。 小 田 原 衆 

は、 三 崎の 城より、 北條美 濃 守 氏 親. 大道^ 孫 九 郎舟を さし 出す。 $： 豆の めら こ 30 よ 

り、 鈴 木. 渡邊. 富 永. 太 田. 安藤. 梶原三 河 守. 間宮 新左衞 門、 三 W 餘艘の 兵船 を 揃 へ、 三 

保が 崎へ 漕 寄す る。 甲 州 衆 は、 舟の 上 は 無 調練に て 、不案内 なれば、 悉く 舟 を 捨て ゝ 

上る。 同 正月 廿五！ n、 氏康. 氏 政 淸見寺 表へ 御發向 あり、 薩埵 山へ 人 衆 を 懸け 給 ふ。 

信 玄も淸 見 寺へ 出張して、 興、 ま 河原へ 人 衆 を 出し、 辰 ビ の 刻よ， o 未の 刻まで、 三ケ度 

の 競合 あ、 り • 甲 州 衆、 三 戊なが^ 敗北な ト人 其 時 fe 田 右兵衞 太夫、 比類な き 高名し 

て、 御 感狀を 給 はる。 其 後 3. 州, 陣を 堅固 に 0 め、 人 衆 を 出さ や。 唯 僅の 足軽 競合 

今 河投菘 り 事 附蒙鹱 合戦 q 事  i 
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計りな り。 小 田 原 方 は、 伊豆 國近 くして、 莴事雜 物 自由な，^。 敵 は、 甲 州の 大山 を 越 

え、 通路 難儀に て、 軍勢 迷； ましけ る。 斯る處 に 又氏眞 は、 褂 河の 城に 籠り 給 ふに、 信 

玄、 三 河の 家 康へ使 を 立て、 氏 眞不行 器 ゆ ゑ、 駿府を 追 出し 候 間、 遠 江に 在陣 なり。 

三 河よ，^ 出張して、 遠 江 を 取り 給へ。 駿 河より 加勢 をすべし。 大 井川 を 切って、 其 

方 は 御 知行 候へ。 此方 は 我々 知行すべし。 萬 事 は賴み 申す との 儀な b。 去 程に 家 

康、 同 正月 廿 三日 褂河 へ 發 向し、 天王山に て、 家 康衆初 度の 憑 合に 打 負く る。 同廿八 

日 の 合 戰氏眞 衆 討 負け、 同 三月まで 對陣 ありて、 更に 勝負 見えす。 然 る處に 家康、 小 

倉 內藏助 を 以て、 氏 具へ 申され 候 は、 家康 こと、 今 河 殿の 御 恩 を 以て、 ^子 巳に 二 

代 岡 崎 を 取 返し、 其 上 御 烏帽子 子に 被， 成 被^.、 御緣 者に 被，， 仰 付； 斯樣に 立身 仕 候 

事、 更に 忘れ 奉る 事な し • それにより 人質 を 差 上げ、 御無沙汰に 存せ ゃ候處 に、 讒人 

の申樣 ありて、 斯樣 に敵對 申す 事 本意に あらす • 去ながら 是は 一 旦 の申樣 にて こそ 

あれ。 和談 なされ、 遠 江 をば、 迚もの 御 事に 家 康に給 はり 候へ • さなく ば信玄 取、 り 

申すべし。 信玄に 取られ させ 給 はんより、 家 康に給 はり 候 は い、 起請文 を 以て、 家 


康御 旗下に なり、 信玄 を、 小 田 原と 談合いた し、 二方より 攻 落し、 府中へ 氏 眞公を 入 

れ 申す べしと、 再三 申さる、 間、 氏 眞合點 ましく、 家康 起請文 を 奉り、 此由 を氏康 

と 御 相談 ある。 氏 康も此 由 聞 召し、 最も 可， 然との 御 返事な り。 使 は 小 倉 2： 藏 助な 

bo  和 談相調 ひ、 氏 眞は褂 河 を 家康に 渡され、 褂 河よ. O 舟に 乘り、 家康 より fef^. 若. 

狹守を 以て 送り 奉り、 伊豆の 戶 倉の 城に、 暫く 御 坐し ます。 扨 家康 より 相圖を 定め. 

られ、 府中へ 發 向し、 信玄の 留守居 山縣と 合戦 あり。 府中の 御館 は、 先日 信 支 燒き& 

ふ 間、 其燒 跡に、 山縣が 衆與カ 同心 張陣 しけ る を、 家康發 向し て 攻め 給へば、 半時 計 

戰 ひける が、 叶 はすして 山縣久 野へ 引取る。 花 澤. 藤 枝に 籠りし 氏 眞衆悅 び、 皆家康 

i 一  手に なり、 淸 見が 關に、 信玄 入道 陣 を 張り、 小 田 原案と 前後より 揉 合 ひ 討 取る。 

今度 甲 州 へ 降 參の駿 河 衆 を 召 捕る ベ き由悅 びけ る處 に、 信 玄是を 聞きて、 透 間を算 

へ、 其の 夜の 中に 早々 甲 州へ 引 入 り ける。 明ぐ る 四月 六日、 家康江 尻まで 被 レ出 ける 

に、 氏康 より、 信 支 落ちた る 由 御 使 あ 5 し 程に、 皆目 出度と 罵り、 頓て 氏眞の 御迎と 

して、 日 根 野 備中. 牟鱧 江右衞 門. 朝 比奈叁 りて、 戶倉 城より 府中へ 歸り 入り 給 ふ。 依 

今 川. 投^の 事 附薩垅 合戰^ 事  £ 一^ 
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, 之家康 は、 褂河 城に 松； 牛 和 泉 守 を S きて、 岡 崎へ 歸り紛 ふ * 氏眞 は、 府中に 入， o 紛へ 

ども、 燒け たる 跡、 坐すべき 所なくて、 小 倉 円 藏助ま 河：" 向 守 部 次 郞石衞 叫. 同大 

藏. 安部 大藏 少輔. 久野彈 正に、 御館の 普請 仰 付けられ、 先づ戶 念の 城へ 歸り、 咎請 W 

來るを 待ち 給へ とて、 氏 康- 氏 政 本- 3i を 遂げられ、 氏 眞本现 ありて、 目 出 皮 小 W 原へ 

歸らせ 給 ふ。 大宮. 長久 保 ま ¥善徳 寺. 江 尻の 城に は、 氏^の 人 衆 を ® き紛ふ ベ けれ 

ども、 今度 皆 分散し ければ、 小 田 原 衆 を 入れ 置き 給 ふ • 

信玄籙 を 落す 事  - 

去 程に 信玄、 今度 江 尻 を 落されし 事 を 無念に 思 ひ、 御坂 越に 人 衆 を 出し、 厨屋 通り を 

W 苑 とい ふ處に 出張し ける に、 先手 は 三 岛 へ亂 防し、 明 神の 神殿 を 打破り、 戶帳を « 

外し 取り、 內陣を 見 * るに、 神鏡の 外に、 本尊と 覺 しき 物な し。 諸 勢 共 中し ける は、 甲 

州 は小國 なれ ども、 如何なる 小社に も、 皆 本尊 神體 を、 殊勝に 作. り 奉りて 居 ゑ皋る • 

是武田 殿 代々 仰 神の 故な り。 三 島 は、 海道に 聞え たる 大社に て 、何として 本尊 もな 


きゃらん， 何とも 知れぬ 石の 樣 なる 物 を、 線の 如くなる に 包みて あう • 是 若し 本尊 

か • 其 外 は 何もな し。 喺宫の ある 計に て 尊き 事な し。 斯樣の 神 もな き宫 に、 何の 罰 

あらん a 寶藏も 打破り て 取れと 申しけ るに、 吉 田の 某、 其 頃牢 籠して 屮 州へ 下り、 父 

子 共に 信玄に 手書して ありし が、 餘 りに 勿體 なく、 うたて/、 覺 えければ、 進み出で て 

申しけ る は、 それ 神道 は、 陰 腸 の 根- 兀、 易 道の 本 地に て、 形 もな ぐ 影 もな し、 鏡と い 

ふ は 、神と い ふ 文字な り。 神道に は ^を 嫌 ふに より、 錢 のが の 字 を 除 き て、 かみと 計 

b 申すな り。 是神 媛の 根本な り。 鏡则祌 なり。 何の 神 形 を か 求めん。 鏡 は 穴 h 虛に 

て 曇な し • 是を祌 と S. すな. 9、 斯樣の 大社 を、 左 樣に淺 ましく せん V 、誠に 以て 狼 

藉な 申し も枭 てす に、 雲 一 村^ 根 山の 方より 立ち、 木 陣へ歸 りしと、 三 島の 神主 

民 部少輔 が、 中 野と いふ 侍 を W て、 後に 小 田 原へ 申 上げけ る。 誠に 神^に や 常り け 

ん、 小 田 ^ 衆 福 島 治 部 大輔. 山角紀 $: 守、 高 國 寺の 番手に 行きけ る を、 夜 出で ける 物見 

共、 夜 討に 出 づ る と^ ひ、 歸 り て 敵 は 寄 す と吿げ た， cs しか ば、 信 玄；： ： 十々 引取りけ る が、 

大水 出來 て、 けいか 島の 邊の 小屋 幷民屋 皆 流れ、 兵糧 荷物 殘らゃ 流し、 信 支 m 代の 八 

信 支 饌^ 落す 事  § 
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幡大 菩薩の 小篛を 捨て、 敗軍な. り。 是を 聞きて 高國寺 籠城 衆、 城を拂 つて 追 懸け、 

小 荷駄 を 押 取り、 徙篛 まで 皆 分捕して 歸る。 信玄 一 代の 不覺と 聞え し。 神寶を 犯し 

ける 信 支 衆、 駿河 先方 朝 比 奈小九 郞兵衞 、忽に 仕 人と なる。 不思議の 事な り。 

信 支 小. 田 原 出張の 事 

斯 樣に駿 河へ 御 加勢 あ b て、 小 田 原の 人 衆 少なければ、 信玄其 隙 を 窺 ひ、 今度 小 田 原 

衆の 思 寄らざる 方よ， o 碓^峠 を 越して、 武藏國 江戸. 葛 西に 憑り、 人 衆 を 二手に 分け 

て、 小 田 原へ 寄す る。 一 手 は 八 王子 口より 町 田に 懸り、 つくい 瀧 山を攻 むる 體 にて、 

道筋 を 追 捕す。 一 手 は 江戶の 城を攻 むる 體 にて、 江戸. 品 河. 繩島 邊を燒 きて、 民屋を 

追 捕す。 不思議な り 此亂の 時に、 信 玄の侍 竹 森と いふ 者、 花 村と いふ 者 二人、 品河觀 

音 堂を燒 き、 本尊 を 取り て ^寶を 追 捕し、 甲 州へ 行きて 後、 彼 観音の 佛罰當 り、 大 に 

亂氣 せし かば、 又 餘の處 へ 送りし に、 同じく 是も 亂氣し \ し 、後に はもて あっか ひ、 往 

來の 乞食 聖を賴 み、 品 河へ 返しけ る。 此佛 三年の 後、 色々 の 不思議 を 現し、 品 河へ 自 


ら 返るべき 由 託し^ ひ、 終に 品 川へ 返り 給 ふ。 誠に 末世の 不思議な ケ。 然れ ども 御 

堂も燒 け、 齋き居 ゑ 奉る ベ き處 もな く、 亂 世の 頃、 誰れ 建立す ベ き やう もな くして、 

路の 傍に 乞食 法師 等、 假の 草堂 を 作りて 安置し 奉る。 今 も 森の 邊に 辻堂 見 ゆる は、 

此觀 音の 事なる べし。 其 頃 江戸の 城に は、 富 永 神 四郎在 城し ける が、 若輩に て 而も 

小勢な り。 葛 西に 遠山、 本 鄕に太 田. 篠原. 山 角. 寺 尾 .諷 訪 右馬助 等 ありし ども、 人 衆 

は 過 宇、 駿河 加勢と し て 小 田 原へ 召さ れ、 勢微な れ ば、 各 在所 を燒か ざ る を 肝要と し 

て、 甲 州 衆 を 喰 留め 、合戦すべき やうな し • 六鄕に 行方 彈正 居た. 9 ける。 同じく 己れ 

が 屋敷の 近所なる 八幡 を 要害に 構へ、 稻 毛の 田 島 .橫 山. 駒 林 等 引率し、 橋を燒 落し、 

甲 州 衆 を 通さす。 信玄 は、 品 河の 宇多 河 石 見守. 鈴 木 等 を 追 散らして、 六 鄕の橋 落ち 

ければ、 池 上へ 懸り、 池 上 寺 を 追 捕し ける。 此寺甲 州 身延の 上人 弟子な りしが、 徙僧 

出で て 色々 申しければ、 寺 をば 燒 かす、 此僧 を案內 者と し、 矢 口の 渡，^ を 舟に て 渡 

b 、稻 毛の 平 間と いふ 所へ 渡り、 稻毛 十六 鄕を追 捕す。 此時 にや 、江戸 芳林 院を燒 き、 

本尊 佛經を 押 取り、 李 太白の 墨 跡 を 取りし とか や。 甲 州に て、 信 玄重寶 と 聞え し 李 

信 玄小田 原 出張の 事  EI  一二 一 
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太白の 褂物是 なり。 大圆寺 を 初めと して、 寺 悉く 燒取. り、 木 尊 * 經： ，：3 奪 ひ 取、 りて 通 

b ける。 敵地 は 尤も 斯ぐ あるべ けれども、 餘り なる 樂 な，^。  ^頃 六鄕 に、 行方 彈正 

居住し ける。 其 邊の鄕 民 等、 皆 六鄕に 集まる。 又 入 王子 S 筋へ、 信^の 弟 逍遙 W と 

四郞 勝賴錄 向す。 又 小 机に は、 長 綱 代 笠 原 能 登 守 在 城し ければ * 此 次に 我が 城へ も 

寄せら るゝ かと 待 懸け たれ ども、 小 机へ は 憑ら す、 片 倉 神 太 寺と いふ 山 を、 筋 違に か 

た ひらと いふ 處に出 勢す。 此 近所^ 田と いふ 處に、 吉良 左； g 佐 殿 店 住な り。 左兵衞 

佐 は、 S 頃大橋 山城 守 • 北 見. 關加賀 守な ど 相 具して、 小 田 原に 在 城め り。 此吉^ 殿 

は、 氏康の 御妹聱 にて、 御臺所 は、 蒔 田に 御 坐し ます。 折節 人數 もなければ とて、 多 

目 同 防 守、 其 頃靑 木と いふ 處に 居住した りけ るが、 蒔 田 殿の 御所 を. 燒 かせて は、 甲斐 

なき 命 生きて « なしと て 、我が 槠を 拾て、 粟田 .ie 卷 などと いふ 同心 共 を 召 連れ、 蒔 

田 を 守護す • 輕部豐 S 守、 折節 蒔 田に ありし かば、 各吉良 殿 屋敷の 前なる 山に 上り、 

鐡炮 をし かけ 待ちければ、 敵是へ も來ら や、 藤 澤 にか、 b、^ うすまへ 河 迄 働く。 藤 

澤に は、 大谷 居住したり しか ども、 小 田 原に 在 城し ければ 、悉く 追 捕す。 小 田 原 勢、 


多く 以て 駿 州へ 分遣す とい へど も、 殘る人 衆多 勢 なれば、 北 條左衞 門 佐 氏忠. 同 常 陸 

守. 大道 寺駿河 守 政繁. 一色に 在陣 す。 g 卷で野 守- 九 島道隨 人道， いさいたろう 持 

堅む。 愛に 於て 眾の 評定 あり a 菘田 入道. 北倏幻 畏 綱の 申されけ る は、 今 戊 信玄、 

S 河 の 口へ 出張し て、 此方の 人 衆 を 悉くす か し、 A 信緵跻 よ り 攻め 來る。 故に 是^ 

入る とはいへ ども、 別の 仔細 無， 之 * 此方の 人 衆 悉く 城へ 入れ、 籠城^ 固に ^め、^ を 

おがに なし、 時々 人数 を 出し、 敵 を 疲ら かし 候 はんに、 甲 州 衆 長途の 長陣に 兵糧^き 

て、 引退く^ 疑な し。 先づ 此方の 人 衆 を 引きて、 籠城 可， 然と 申す • 此儀 S も 可^ r 

先年 輝 虎 入道 寄せ 來 b  、引いて 入ろ 時、 小 荷駄 を 此方より 取られ、 命から^. にて S 

a あり。 今度 も 其の 如くなる ベ しと 評定して、 1 色 表の 人數幷 いた いたの 人 衆 を も 

引お， ^地下 人 町人まで、 近鄕は 悉く 城へ 入れ、 遠 所 は 皆 曾 我. 山 田 .鳥. 河 村、 思々 に 入 

b しかば、 信 支 手に さはる 者な く、 遝池 門まで 攻入 、民 星 少々 燒き けれども、 取る 

べき 兵糧 少 もなければ、 倦んで 見 ゆる 處を、 三 浦 衆の 手より、 足輕を 出して 合戦す • 

され ども 城より 制して 引 入れければ • 信 玄兩 三月 を在陣 し、 食つ まり 迷惑し、 海邊を 

信 支 小 田^ 出張の 事  g】 
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夜中に、 人數 を少々 f さ 1 越に、 風 祭^ 本の 邊へ 造 はし、 民 星少々 燒 きて、 それ を 能き 

機と や 思 ひけん、 早々 引返き、 まりこ 河 を 渡り、 飯 泉に て 人 衆 を 集め、 夜の 問に 引 

返き、 大率平 塚 入 幡を打 過ぎ、 あっきの 河 を 渡り、 三 增 峠まで 引取り 給 ふ。 信玄已 

に 引退く と 聞きて、 北 條陸奥 守. 同 左衞門 佐. 秩父新 太郞. 上田 案 獨齋. 遠山 衆、 取る 物 

も取敢 へす 追 "之。 又 小 田 原へ 參 らんと て、 北 條常陸 守. 富 永. 高 城. 中 條出羽 守參り 

しが、 同じく 後れ 馳に 追懸 くる。 敵の 引く を 追 ふ 事 は、 常の 習と いひながら、 軍勢 手 

分 定まらす、 大 逸りに はやり、 眛 方の 危 きこと 限な し。 信玄 は三增 峠と いふ 屈竟の 

要害 を かたどり、 人 衆を備 へたる 所へ、 小 田 原 衆 打って 憑り 合戦 を 一 初め、 一番の 合 

戰に は、 信 支 方 物 頭 淺梨監 物 .菓 原な どと い ふ 侍 を、 あまた 小 田 原 方 へ 討って 取 b け 

る， 卽此由 を 小 田 原へ 申 上げら るゝ。 氏 康^ 子 ニ萬餘 人、 巳に 出張の 處に、 信玄山 

の 上に 隱 したる 人數內 藤. 山縣 逍遙 軒、 思 も 寄ら ざる 小 田 原 衆の 後へ 突いて 懸り け 

れ ば、 小 田 原 衆 前後に 敵 を 請け、 防ぎ 兼ねて 見 ゆる。 信 玄是を 見て、 旗本 を 崩して 

揉 立て 懸 りければ、 小 田 原 敗軍して、 半 原 山へ 逃 上る。 中に も 陸 奥 守殘留 り、 自身の 


太刀 打數 度に 及ぶ。 甲 州 衆 も、 是を 能き 敵と 見たり けん、 大勢 憑り て 討たん とす • 

大石遠 江 守 申しけ る は、 愛 は 大將軍 御 討死の 場に あらす。 某 討死して 落し 參 らせん 

と、 取 つ て 返し 切って 懸り、 大勢 を 追 返して 防ぎけ る を、 甲 州 衆 あまた 馳 寄りて、 手 

取り 足 取， o、 生 捕に こそした， o けれ。 其 隙に 陸 奥 守 は、 遙に 落ち 給 ひける が、 馬 を 射 

させ、 巳に 敵 は 追 憑る。 遁 れぬ處 な， り。 自害 せんと 鎧脫ぎ 給ふ處 に、 師 岡と いふ 者、 

馬より 飛 下り、 主 を 懷き乘 せて 落 行きけ り。 此人々 なか りせば、 危 かりし 命な り • 

氏康御 父子、 三 里 此方 萩 野の 宿まで 馳 着き 給 へ ども、 信 支 其 後、 勝って 甲の 緒 をし め 

て、 早々 引 入. o ければ， 勞 して 功な しとて、 御馬 を 入れ 給 ふ。 三 增峠合 戰是な b, 其 

時 手柄の 人々、 御 感狀を 給 はる。 

昨廿 U 夜甲陣 怨敵 一 人 淺利討 捕、 誠 高名 之 至 無，， 比類， 感悅 候。 仍刀 一 腰 包 永 造， 之 

候。 彌可 fe„ 軍忠， 之狀 如， 件。 

元龜 ニ^ 十月 廿ー 口  氏 政 

比々 野大學 殿 

信玄小 ffl 原 出張の 事  P 量 
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蒲 原 落城の^ 

去る 程に 今 反 小 田 原 表 合戰の 事に 付きて、 小 田 原 衆. 驗河 在番 衆、 多く 以て 小 田 原へ 

歸り、 大宫 寺の 城に 人 衆な しと ゃ閒 さけん、 信 玄大宫 通り を 打って出で、 あつ は 

らを 過ぎ、 加お へ 出張し、 悉く 放火し、 富 士河を 淀り、 岩 淵の 宿ケ燒 さて、 e 原へ 押 寄 

する。 frg に は、 北條 新三郎 籠りし が、 小勢 なれば、 定めて 閒落 にせん すらん と、 甲 

州 勢 典 侮りし に、 少も ひるま や。 信 玄取卷 き、 段々 に攻 寄せければ、 城に は 新三郎 が 

^の 小兒を a め、 新 三郞. 狩 野 新 八 郞兩人 突いて 出で、 甲 州 衆 を 悉く 追 立て、 信 支の 

近臣 小幡 1； 正 を 初め、 甲 州 衆 を 悉く 討 取りけ るに、 城に 野心の 者め りて、 甲 州 衆 を 引 

入れければ、 北倏新 三郎. 狩 野 新 八郎. 新 三郞. 弟 少將. 度 部 以下 三百 餘人、 本 城へ 引返 

し、 一人 も 殘らゃ 切 死に 死す。 此新 三郎、 一門に 勝れた る 勇者な， o し 程に、 氏康 殊に 

赏翫 ありて、 人し も 多き に、^ 原に 置き 給 ひしが、 不圖に 討死し、 S 後に 大惡念 を や 

起しけ ヶ靈魂 化して 常 は此 山に 留り、 樵 夫 草 刈の 童、 是を 恐る、 事 K りなし。 天 正 


の 頃、 此 山中に 山 居の ^ありし に、 常に は來 b て、 物語な どし ける。 彼^も 猛き 人に 

て、 何者 ぞと 尋ねければ、 是 は北條 新三郞 某が C 魂と いひて 失せに けり。 今 も B 原 

の 地下 人 は、 此 化物 を 見る とぞ 聞え し。 去 程に 信玄、 手に さはる 物な く、 駿府に 押し 

て 行き、 御館 を 取るべし とめる 處に、 御館 普請 最中な.^。 奉行 人 は 岡 部次郞 大將」 

て、 久野彈 正. 森 河 H 向. 酒 井き はめ 5^ 等、 切って 出で 合戦す" 謙 信牢人 城と いふ 

者、 信玄に 申す は、 此の 者 先年よ b 存知て 候。 中々 力 攻には 落ち 難く 候。 なにとぞ 

仕り、 眛 方になる やうに と才覺 仕り、 府中 さ へ 御手に 入れ 候 は V 、殘り は 容易く 候べ 

しと 申す により、 信玄 臨濟 寺の 長老 を 以て、 色々 极ひ給 ひ、 岡 部 次 郞右衞 門十增 倍の 

立身に て、 御 扶助 あるべ し、 眛 方に なり 給へ と-のりて、 人質 を 渡さる、 故、 次 郞右衞 門 

を 初と して、 籠る 處の侍 实、 大欲に 耽り、 皆 信 玄に隨 ひ 付きけ る。 扨 こそ 府中の 館、 

無，， 相違， 信 支の 手に入り、 卽 彼等 を 先手に て、 花 澤の城 を 攻めら る、。 此 城に 大原肥 

前. 子息 三 浦 右 衞門佐 父子 籠りし が、 散々 に戰 ひ、 甲 州 衆 を あまた 討 取り、 城 は 落ち 

す。 然るに 岡 部 次 郞右衞 門た ばかりて、 信 支 衆 を 引 入れけ る 間、 肥 前 父子 城 を 退く" 

蒲 原 落城の 事  25 
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依， 之蒗 枝の 城 も 落ちて け b。 氏 眞今は 府中へ 歸 b 給 ふ 事 も 叶 はや、 戶 倉の 城より 

小 田 原へ 參られ しかば、 早 河に 置き 申されけ る 間、 早 河 殿と 申しけ る。 其 後氏康 一 

期の 後、 信玄 よ， o 色々 申され、 氏 政 へ 和談を 入れ 申され、 又 甲 相和談 あ-り て、 氏眞斯 

くて まし ませば、 信 支の 爲め氣 遣 ありければ、 後に は 小 田 原 を も 追 出し 奉りけ ると 

ぞ聞 えし。 

三郧を 越 州へ 養子の 事 

永騄 十一 年の 慕に、 北 條三郞 入道 長 綱 法名 幻 庵， 今度 蒲 原に 於て、 子息 三郞 兄弟 討死 

ありし かば、 老後に 愁歎 限な し。 日夜 伏 沈み 給 ひける 間、 命 も危く 見えければ、 氏康 

のお 男 童 名鄕西 堂と いひし を、 大屋 形の 計ら ひとして、 幻 庵へ 奉り 給 ふ。 幻 庵の 末 

子、 幸 ひ 女子に て 坐し ける に 合せ、 卽 元服 ありて 三郞と 名付け、 所領 殘 なく 讓り給 ふ • 

斯り ける 處に、 武藏幽 住人 太 田 道譽、 子息 源 五郎. と 父子 不和 ありて、 逍譽 はお 出さ 

れ、 子息 源五郞 は、 小 B 原の 篛下 i なり 給 ふ。 卽御綠 者に なり、 氏康 の御聱 に、 源 五郎 


な り ける • 此 t 田 は、 千騎 の大將 にて、 越後 謙 信の 無 一 一 の 味方に て、 小 田 原の 敵な ケ 

しが、 一 夜の 中に 味方に なりし かば、 謙 信 も 力 を 落し、 關東 出張すべき 便 を 失 ひ、 此 

後 は 小 田 原と 和談 をし、 關東 へ 構な く、 越 前. 加賀を 退治 せんとて、 三 河の 家康と も 

和談 し、 又 小 田 原 へ も 使 を 5, て 申さる、 は、 謙 信 父 爲景、 早 雲 寺 殿と 入魂いた し、 互 

に 加勢して 合力 候 以來、 北條 殿に 更に 意趣な し。 唯 養父 憲政に 憑 まれ、 上 州 を 小 田 

原に 取られ 申さす との 儀な り。 然り といへ ども 武田 信玄と 鋒楣に 及びぬ。 北國の 

敵 を 退治いた し、 數年 方々 の合戰 隙な く 候 間、 謙 信 本意 を 失 ふ。 今に 於て は： ：！ 頃の 

意趣 を 忘れ、 小 田- ©と 和談 をいた し、 氏康 御子 あまた 坐し ます。 某 未だ 子 を 持た す 

候へば、 一 人 申請け、 一 跡 を 渡し 奉り、 謙 信は隱 居いた し、 頓て北 國へ馬 を 出し、 北國 

殘ら す打隨 へ、 京都 へ 登り、 義昭 公方 を迎へ * り、 越後に 御所 を 立て、 都 支配 も 越 州 

より 仕る べきとの 覺悟 なりと、 色々 仰せられ、 御 合點に 於て は、 牛 王 血判の 起請文 進 

すべし の 儀な り。 氏 政 は此事 如何にと 疑 ひ 給ふ處 に、 氏康聞 召し、 此條 最も 可. 然- 

謙 信 終に 表裏な き 弓 取な り。 更に 謀に て 申す に は 不^ \ お。 さ， 9 ながら 御子^ あま 

^原^ 城の 事  0^ 
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た ある 中に、 何れ か 越後へ 越し 可. 奉と 評定 ある 處に、 幻 庵の 猶子 し^ふ 三 郎殿可 

, 然と、 各 談合 ありて、 卽其段 御 返答 ある。 謙 信 大に悅 び、 卽ち 使者 を 立て 起^文 を 

牽り、 御 契約 ありて、 元龜 元年 正月、 三郞 夫婦 を 越後 へ 移し、 上 杉 三郞景 虎と 名付け 

給 ふ。 此謙信 は 子な くして、 甥の 喜 平 次 景勝 を も、 猶子に せられし が、 此 景勝 親父 

は、 長 尾 越 前 守と て、 謙 信の 姉聱 なりし を、 先年 聊怨 めり て、 信 州 池 尻の 水に 沈め 給 

ふ。 其 頃 景勝 幼少 なれば、 姉 君 色々 申され 助け 置き 給 ふ。 今 謙 信の 養子 なれ ども、 

父の 恨 を 思 ひければ、 謙 信 一 期 後、 君 は 腹黑の 仔細 あらんと 推量して、 小 田 原と 一 

味し、 三 郎殿を 一 跡に 置き 奉らば、 北條 殿より 後見め りて、 行末まで 目出度 かる べし 

と、 計ら ひける とぞ 聞え し。 其 後 謙 信 一 期 後、 三郎殿 は、 景勝が 爲 に. 自害して 失せ 給 

ふ。 御前 は、 久 野に 歸り給 ひし を 、右衛門佐 殿に 合せた b しか ども、 幸なくて、 御子 

1 人 もな し。 右 衞門佐 殿 は、 其 頃 氏眞の 御前の 召 仕へ 給 ふ 富 樫 介が 女 を 思 ひ、 男女 

の 子供 あまた 出來 ける。 


北 條氏康 

死去 


元龜 元年の 秋の 頃より、 氏康 御病氣 にて、 樣々 御 療治 あると いへ ども、 更に 其 甲 変な 

く、 日々 に 重らせ 給 ふ。 箱 根 山の 別當. 國府津 護摩堂. 花の木の 蓮乘院 にて、 百 座の 御 

祈念、 其 外方々 の 御 立願 ありし かど も、 定業 ゃ來 りけん、 元龜 元年 十月 三日、 御 年 五 

十六に て 御 逝去め り。 御 一 門 は 不^^ 申、 御 家老 中 面々 歎总 し、 惜み舉 る 事、 父母の 

別れに 過ぎたり。 同 五 3! 泣 々葬り 奉る。 別 稱は東 陽岱公 居士 號，， 大聖 院； 誠に 一生 

仁義 正しく ましく、 慈悲 又 深 重なり。 諸藝の 達者に て、 和歌の 道、 逍遙 院 殿御 弟子 

にて、 關 東に はま (頃 無雙な り。 國家 安全に 治め 給 ふ 故、 隨ひ申 T 兵 は、 吹ぐ 風の 草木 

を 靡かす に 同じ。 昔享祿 三年 六月、 御 年 十六 歲 にて、 武州 小！ t 原陣 より^めて、 一 生 

の 御 勝利 三十 六ケ 度， 終に 一 度 も 敵に あげまき を 見せ 給 はす。 日本 廣し とい へ ど 

も、 古今 例 な き 名將 な， 9。 御 墓 寺 は、 小 E 原に ありし かど も、 小 田 原に 早 雲 寺 あ る 

上 は、 あまた 建立に 及ばす。 下總國 古河 御所 は、 御 妹！： f にて 御 坐し ます 故に、 古河 御 

氏康薨 逝の 事 
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前よりの 御望み に て、 卽 古河 御城 下に、 會下寺 を 建立 ありて、 大^院と 號し、 御 位牌 

を 立てられ ける。 

氏 眞小田 原， 除く 事 

御中 陰の 日數 も、 やう ）（- 過 行きければ、 氏 政 は、 伊豆の 三 島へ、 御鷹 狩に 御 出張 あ 

. る處 に、 信玄思 ひける は、 氏 眞小田 原に 居住し、 氏 政の 懇情、 其 上 普 代の 侍猶 多し。 

i 家 康も內 々芳情 あり。 以來六 かしと や 思 ひけん、 竊に氏 政へ 人 を參ら せ、 兎角 氏^ 

を 討ち 申 度の 由 を 申す。 今 河より » へし 定 家の 伊 #, 物語 を參ら せて、 色々 賴み S- 人 

る。 氏 政 父御 屋形 御薨 逝の 後、 如何 思 召し けん、 其 ぼ 內々 合點 あり。 巳に S- 州よ 

b 忍びて、 氏眞を 殺し 申さん 爲に、 討 手の 侍 來る由 ig えければ、 此事隱 すと すれ ども、 

氏眞の 御前 は、 氏 政の 御 姉 なれば、 頓て此 事 を 聞 付け 給 ひ、 氏眞も 御前 も、 彼 普 代の 

侍 其、 皆 腹立ち、 早 々小 ffl 原 を引拂 ひ、 濱扮 へ 落ち 給 ふ。 氏 眞は家 康を賴 み、 子供 

具し、 濱菘 へ 落ち 給 へ ば、 家 康豫て 約束の 事 なれば、 則 近所に 星 形 を 造り、 氏 眞を据 


ゑ 申し、 馳走 限りなし • 抑 今 河の 家 は • 代 々小 田 原と 綠者 にて、 殊に 早 雲. 氏 綱 二 代 

重恩の 家な り。 別てに 氏 具 は、 御兄弟の 契め りしに、 今 何の 恨み ありて、 信 支に 語ら 

はれ、 今 河 殿 を 追 出し、 斯く 情なき 御 振 S 、謂な し。 誠に 頼む 木の本に、 雨 もた まら 

ぬ 風情 かなと、 小 田 原の 諸臣、 爪彈 しけれ ども、 氏康御 他界の 砌 にて、 誰か 此事申 上ぐ 

るに 及ばす。 唯餘 所よ り、 斯く 批判 せん 事 を， 悲 みける • 

信玄 死去 を S す 事 


御 方^ 原 

合 I 


武 田信玄 

死去 


元龜 三年 十二月、 信 玄遠州 表へ 働く。 信 長. 家 康は豫 て  一 * なりし かば、 鬼 州より 家 

康 へ 加勢 あり、 信玄 いの やへ 押す 處を、 家康 衆、 足輕を 懸けて 合戦 を 初め、 攻め 戰ふ 

間、 家康衆 .^ 州の 加勢 衆 敗軍な， o。 是を遠 州 御 方が 原の ー戰 とい ふ。 ほった の鄕 

へ、 敵 を やり 過し 合戰 あらば、 家康 勝になる ベ きを、 家康衆 逸りて 合戦 をし^ け、 ft 

になり しと 批判 あ b。 其 明る 年 正月 十一 日、 信玄三 河の 野 田の 城を攻 落す とて、 不 

盧に 鐵炮に 中り て、 此疵 色々 養生し けれども 叶 はす、 終に 逝去 あり.。 遣 言め りて、 彼 

氏 眞小田 原 除く 事 信 支 死去^ 隱す事  Eel 
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死去 を隱 す。 唯 御 病 氣と計 ありて a 說な り。 是は 四方 皆 敵な り。 御 逝去と 聞きな 

ば、 小 田 原 殿御 無事 も 破れん 事 を迷魏 して、 斯く 計ら ひける。 され ども 其 事大 方 風 

聞し ければ、 其 實否を 知らん 爲に、 小 田 原よ. り 板 部. 岡 江 雪 御 使に 叁る。 是 は信玄 病 

氣、 御 心 元な しとの 御 使者な，^。 甲 州 衆殊外 迷^し、 色々 謀 をな す。 信 玄の舍 ^逍 

遙軒、 よぐ 兄に 似 給 ふ 故、 夜に 入り、 逍遙 軒 を 房 風の 中に 寢 させ、 扨 y まで 近所まで 

召 寄せ、 寢 ながら 返事 有， 之。 さすがの 江 雪 も、 夜の 事に て はあり、 其 上髮鬚 蓬々 とし 

て 御 坐し 候 故 見 違へ、 信 支と 存知 罷歸 り、 正しく 信 玄は御 存生に て 候 * 唯 御 病氣に 

てまし. ます。 對面 仕りた るとの 申樣 なり。 是 により 小 田 原に て は、 信玄の 死し 給 ふ 

事 を 申 マは說 なりと いひ、 御 存生と 計、 皆 存じ 候な， o。 

關宿城 降 參の事 

其 年 天 正 元年 十月 下句、 關 宿の 城主 築 田 中 務大輔 逆心して、 佐 竹と  一 * す •  ^^之 小 

田 原よ. り 氏 政 御 出張、 關 宿へ 御 取 詰め 合戦な. o。 此城、 二方 は 大河に て 、要害 無雙の 


所なら。 江戸 衆 • 小金 衆. 臼 井の 衆. 千 葉 家來衆 は、 皆 卅 にて 河より 押 寄す る。 去 程に 

持 口 を 請 取 b 、方々 より 攻寄 する。 籠城 方に も、 ふん けんと 小 造なん どい ふ 一人 當 

千の 侍 共、 突いて 出で 防ぎ 戰ふ。 其 日 大勢 攻 寄り 、城よりも 切って 出で、 大手に て攻 

合 ひ、 小 田 原方武 州石鑌 城主 千 葉 次郞殿 、黄色の 陣羽織 を 着て 一 番に 憑り、 城 方の 物 

頭 菊間圖 書と いふ 者と 組んで 落ち、 千 葉 愛に て 討死な り。 W 敵 引 入る 間、 小 田 原 方 

一同に 追 憑，^、 塀へ 乗る。 陸 奥 守內津 野戶が 下人 藤 五郎 一 番に乘 る 間、 其 時 彼津野 

戸に 御尋 ありて、 小 林と いふ 名字 を 給 はる。 然れ ども 日已に 暮れければ、 大將 下知 

して、 上 貝 を 吹きて、 城に は 乘らざ b けり。 此時佐 竹 越後 衆 加勢 あ， 9 て、 關 宿の 後 詰 

とて、 羽 丹 生へ 出張 あ， 9。 然れ ども 味方の 備 堅固 なれば" 佐 竹 衆 後 詰 叶 はや 退散な 

り。 明くる 五月 十 一 日、 佐 竹 宇都 宮 より、 色 々扱 を 申 上ぐ る 間， 城 を 渡し、 築 田 は 佐 竹 

へ 除きに ける。 闊宿合 戰は是 なり。 此時石 濱の千 薬 殿に、 女子 あ h て 男子な し • 氏 

政の 御 下知に て、 北 條常陸 守 氏繁の 三男 を 養子して、 彼 息女に 合せ、 千 葉の 一 跡 相 

續 あり。 然れ 共此千 葉ニ郞 幼少 なれば とて、 與 力の 侍 幷石濱 の 城 を、 木內 上野に 預 

閼宿城 降参の 事  sew 
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けらる ゝ。 上野 討死の 後 は、 子息 木內宫 内少輔 支配 あり • 彼 與カ衆 は、 板 橋 肥 後 守. 

板 橋 城主 菘 戸越 前 守. 赤 塚の 城主 犬 塚 等な り。 以上 石濱領 は、 四千 賞の 所な り。 然る 

に 千 葉 一 一郎 成人の 間、 石^ を 返し 給 は る ベ きと、 度々 申 上げら る 、。 木內が 家老 宇 

月內藏 助と 申す お 申 上ぐ る は、 宫 内少輔 も、 巳に 石濱 居住の 後、 父 は 討死す • 其後數 

數の 高名、 軍 忠不， 一勝 計； 石 濱の御 改易、 難 有き 事なる べしと、 頻に 申す 間、 此事 延引 

しける。 千 葉 ニ郞の 內に須 藤と いふ 者、 主の 所望 空しき 事 を 無念に 思 ひて、 石 浸へ 

忍びて 行き、 彼 宇月と いふ 者 を 召して いひけ るが、 石 濱の惣 泉 寺と いふ 會 下の 寺の 

中に て行會 ひ、 刺 違へ て 死にけ り。 此由小 田 原へ 聞え ける 間、 千 葉 ニ郞の 所行な り 

とて 、本領 をば 終に 返されす。 

勝 賴緣邊 の 事 

天 正 三年 五月、 勝賴三 河へ 出張して、 長篠の 城を攻 むる。 此 城に は、 奧平 九. 八郞 籠る。 

九 <郞 は 家 康の聱 なれば、 家康. 信 長雨 勢に て 後 詰な り。 勝賴は 诚を卷 ほぐして、 合 


死 上 

去戶 

信 


戰を 初めけ るに、 悉く 討 負け、 內藤禽 場 其 外の 家人 物大將 やうく 落 行き、 甲 州へ 入 

りし かど も、 僅 小勢に なりけ る。 斯る 時分、 小 田 原より 御馬 を 出されて 攻めければ、 

甲 州 を 取るべし と 評定して、 菘 山と いふ 侍 を 使 として、 樣々 手 を 入れ、 御 旗下に な 

し、 御綠 者に 被 k 可， 被^.. 候と、 達って 申 上げら る、 により、 氏 政の 御 妹 を 勝 賴に& 

はり、 靱待與 三左衞 門-御輿 添に 參る。 小 田 原 衆、 目出度し と 祝 ふ 事 限りなし。 同年. 

房 州 里 見 殿 も 旗下に なり、 钲木庄 兵 衞を證 人に 越し 給 ふ。 是は上 總國小 瀧に 在 城せ 

し、 钲木左 近が 子な り， 

赶後三 I 力 事 

天 正 六 年 二月 九日、 越後の » 虎 俄に 煩に 付き、 四十 九歲 にて 逝去 あ，^ 辭 世の 一言. 

の詞を 書き 袷 ふ。 四十 九歲 一 夢榮、 一 期榮花 一 盃酒。 遺言に は、 分 國をー 一つに 分け 

て 〔8〕 政の 御 一 跡まで、 嫡子 三郞景 虎に 讓 りて、 〔fll〕 喜卒次 景勝に 讓ら る、。 

景勝 は 甥に て、 輝 虎の 〔III〕 是こュ 、惣領 なる べきに、 輝 虎 幼少の 時、 父 爲景对 死 あ 

^賴 緣邊？ 事 越後 三 郎が事  S 
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りし かば、 國人 ども、 1 門の 長 尾義景 を、 爲景の 息女に 合せて 、長^の X 將分 にして、 

越國を 治め、 B 虎 は 猿 丸 殿と て 幼 か b し を、 出家に せんとて、 廻 國の聖 に 預けて、 

上方へ 登せ 奉る。 » 虎 幼き よ.？ 賢き 人に て、 諸國の 武勇の 手 立 を 聞き、 國々 の名將 

の 働 を 聞き 覺 えて、 五. -年 目に 彼 S と 同心して、 本 國に歸 り 給 ふ。 萬 亊利發 にして、 

唯 人なら す 見えければ、 國人 共、 又是を もてなし ける 間、 義景も 他人なら ねば、 是を 

聞きて 悅び、 頓て取 立て、 家督 を相續 せしめ 給 ふ。 されば 義景 は、 姉？ S ながら 一 門な 

れば、 諸人 も 猶義景 を 敬 ひける。 輝 虎 其 頃 長 尾 太郞景 虎と て、 S き 人に て、 而も 血 

氣 の勇將 にて、 幼少の 昔、 義景 我を出 家に せんと あ， 9 し 事 を 口惜しく 思 ひ、 又 唯今 も 

國侍 共、 義景を 用 ひらる 、事 を 無念 に 思 ひ、 信 濃國池 尻と いふ 河に て、 心 易き 侍に 申 

付け、 舟に 栓を さし、 義 景を乘 せ、 栓を拔 きて、 水に 入れ 害し 給 ふ。 其 子 二人 あ， o。 一 

人 は 女子、 一人 は 今の 景勝な り。 二人ながら K 虎 養子に し、 姉 をば 越 中の 神 保が 子、 

越後へ 證 人に 來 りしに 合せ、 是に上 杉 を 給 はり、 上 杉 上 條と號 す。 弟 は 長 尾 喜 平 次 

景勝と 名付け、 養子に て あれ ど、 彼 も 父が 子 なれば、 輝 虎に 父 を 殺されし 恨み ある ベ 


し. V 內々 思 はれし がば、 小 田 原より 三 郞殿を 申請け、 惣領に 立 置き、 上 杉 三郞景 虎 

と 巾，」、 諸家 中に て、 悉く 一  跡は此 人なる べしと ある 處に、 輝 虎 逝去の. 後、 葬禮 にも 

及ば や、 景勝、 本 城 をば 輝 虎に 讓ら れんと て、 無理に 本 城へ 移り、 三郎殿 家老 山中 兵 部 

を 追 出し、 二の丸に 三郞 殿御 坐した るに、 取 懸けん としけ る。 三郞、 俄の^ にて は あ 

b  、大に 騒ぎ 給 ふ處に 、本丸より 景勝 衆 鐵炮を 打 懸け、 る 間、 三郎 是非に 及ばす、 御 

館へ つばみ、 憲政 公の 御前に て、 諸 老臣 を 集め 評定の 處 に、 老臣 は 過半、 三郞 殿御 道 

理 至極な り。 さらば 御 分 國をー 一つに 分けて、 御 跡 を 雨 はたに て 知行 被， 成 可， 然との 

儀に て、 謙 信の. 老臣 北 條丹後 守、 景勝 へ 參り、 意見 申す は、 唯今まで は、 信 長と は 御 無 

事の 體 なれ ども、 信 長 透 間算の 男に て 、斯様の 時分、 御 分 國へ取 憑け 可&. 候。 左樣 

に 候 は  >、 いらざる 三郎 殿との 御兄弟の 合戰 故、 謙 信の 御 骨折に て 取り 給ふ國 を、 信 

長に 取られん 事、. 無念の 次第に 候。 越後 を 上野 三郎 殿に 渡し、 能 登. 越屮御 知行 候て、 

加賀. 越 前まで 御 返 治 可， 然と 申 候へ 共、 景勝、 三郞小 m 原の 子 なれば、 北條 よ. - 加勢 

し、 以後に は 景勝 退治 あるべし。 其 時 は 却て 大事な り。 唯今 次に^ せらる、 • 、何 

越後 三^が 事  ^ 
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の 仔細 ある べき。 早々 三郞を 退治し、 越後 を 治むべし とて、 中々 北 條を惡 口し、 意見 

を 聞か や。 北條、 此上は カ不， 及と て罷歸 り、 御館へ 參. o 三 郎に隨 ふ。 然るに 此上丹 

後が 子息、 厩 橋の 城主， 北條彌 五郎、 上 州の 勢 を 引 具し、 三郞 方に て 春 山に 陣を 取り、 

景勝 を攻 落す ベ しとの 用意に て、 大勢に て 押 寄す る。 愛に 景勝の 普 代の 侍 荻 田ん 中 

す 者の 子、 荻 田 孫 三郞と 申し、 其 年 十七 歲 にな， o しが、 其 母 多年 十七 夜 を 信心し、 毎 

月 火の 物 を 斷ち日 待し ける。 其 年の 正月 十七 H 、荻 田 孫 三郞、 夢に 北 條彌. 炎 郎を突 

落した ると 見た，^。 不思議に 思 ひしに、 又 二月 十七 日、 同樣の 夢を見る。 此由 母に 

語る。 母大に 驚き、 彌五郞 殿 は 御 家老の 一男な， o。 我れ 多年 月 を 信じ 奉る 事 も、 汝 

が 武運 長久の 爲な り。 若し 彌五郞 殿と、 喧嘩なん ども 致す ベ しとの、 天の 吿 やらん。 

必 々慎むべし。 人に 語る ベから すと、 深ぐ 制しけ ると かや。 不思議なら。 其 年 三 

月 一 日、 丹 後 守、 本 城 を 攻めん とて、 春 曰 山に 在陣 あ. りし 程に、 景勝 申す は、 丹 後 守 春 

日 山に 在陣 を、 逆 寄に て 打 散らすべし。 其 用意せ よと て、 我方の 人 衆 を 悉く 寄せ、 

It 虎の 知行 分 を 書付け、 我等 日頃 目 を かけし 者 共、 今度 又 集りし 軍勢 共に、 其 夜 悉く 


知行の 書 出 を 取らせ、 明日 * 日 山へ 逆 寄の 合戦 ある べし * 多分 討死 せん 事 も ある ベ 

し。 今夜 計な りと も、 汝 等に 悅 せんとの 儀な， o。 されば 侍 共、 此 殿り 卸に にな I か ) 

i 勇む。 扨 明る 早天に、 一番 鐘に 揃 ひ、 二番 鐘に 打 立 も 候へ と、 豫 相圖を 定めし か 

ば、 軍勢 共、 終夜 用意して 待つ 處に、 夜半 計に 一 番鐘を 鳴らす 間、 未明に 打 立ち、 春 日 

山へ 押 寄す る。 春 H 山の 敵 は、 上野より 遙々 と 昨日 參り 草臥れ、 中々 敵の 寄せん i 

は 思 ひも 懸けざる に、 俄に 未明に 押 寄せけ る 程に、 閽 さは 閽し、 大將の 行方 も 知れ 

す。 素 裸に て 方々 へ 逃散る。 北條 五郎 も 馬に 打乘 り、 早々 御館へ 除く 處を、 荻 田 孫 

三 良 ，it^5 主 伏兵に なりて 道の 片邊に 居た， o しが、 閽^ -て 誰と は 知れ ざれ ども、 

馬上の 敵 を 突ぐ。 丹 後 守 突かれて、 其 場 をば 除きし かど も、 丹 後 守 終に 其疵 こて、 

明る 日に 死す。 扨 こそ 三郞 方の 上 州 衆 も、 悉ぐ 敗軍して、 中々 景勝 を 攻めん とい ふ 

儀な し。 此事小 田 原へ、 飛脚 を 以て 被， 申 候 間、 卽北條 治 部 大輔. 太 田大膳 遠山 あ 

波. 富 永 四 郎左衞 門. 毛呂 朥呂、 其 外 軍兵 二 萬餘騎 にて、 越後へ 加勢の 爲め發 向す ぺ 

き 由 被，， 仰 付； 甲 州 勝 賴へも 御馬 を f お出、 不日に 景勝 退治 可 fe: との 儀な り。 勝賴承 

趑後三 郎が事  ま 一 
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り 已に人 衆 を 出し、 越後 追 伐 ある ベ きとの 儀に て 、出馬 ある 處に、 景勝、 勝賴へ 使を以 

て、 御 詫 言 申さる、 は、 今度 三郞を 退治 仕 候 は い、 上野 一 國を 進上 仕り、 御綠 者に 被， 

仰 付， 候 は ゾ、 一 方の 御先 を 可， 仕 候 間、 ひら さら 此方へ 御 加勢 可， 被， 下との 譲な り。 其 

上 謙 信 多年 掘らせ 置きた る 金 共、 悉く 進上 申す。 勝 賴の兩 出頭 人、 日頃 は 色に 耽る 

由 聞き及び、 長 坂 長閑 齋. 跡 部大炊 助に 數千兩 の 金 を 取らせ、 色々 詫 言 申せ ば、 雨 出 

頭 人、 此 金に 目が くれ、 上野 一 國 御手に 可， 入 事、 何より 以て 第 1 なり。 三郎 殿御 綠者 

なれ ども、 別に 御 得分な し。 信玄の 御世に も、 氏 眞は甥 なれ ども、 駿河を 御手に 入れ 

ん とて、 敵 にても あらぬ に、 信 支 は 御 返 治 ありし。 是は 御緣者 迄な り。 御 一 門に て は 

なし。 其 上 景勝、 御先 手に 加 はり 候 はん 事、 先づ 以て 目出度き 事な， o。 唯 景勝 方へ 御 

合力 可 V 然と、 皆々 勸め申 候 間、 勝賴、 景勝と 和談 し、 頓て御 加勢め b て、 三 郞殿を 攻め 

給 ふ。 鸫後 にて、 勝賴 は、 兄弟の 好 ありければ、 甲 州 勢 を 頼もしく 待ち 給へ ども、 其 

甲斐 もな ぐ、 却て 敵に なり、 小 田 原 勢 は、 程遠 く... M し來ら す、 御館に 軍勢 少く、 其の上 

卒 城に 兵糧 もな く、 大敵 を 防ぐべき やうな く，. M し、 養祖 憲政 幷三 郞景 虎、 終に は 叶 は 


す、 同 三月 十八 曰に 自害して、 御館に 火 を 懸けし かば、 景虎 方の 侍殘ら す 討死し、 景 

勝 越後の 主と なり 給 ふ。 されば 三郞 殿御 前 は、 幻 庵 長 綱の 御 息女な， o しかば、 頓て 

越後よ， o 送る。 是は 後に は、 右 衞門佐 殿御 內室 になし 奉りけ る。 上 杉 北倏殿 も、 景 

勝の 姉^ なれ ども、 御館 方の 人な、 りと て、 越後 を 景勝 追 出し 申す、 勝賴 今度 大欲に 

耽り、 義狸を 違へ、 三郞を 殺し 給 ふとて、 關柬 諸家、 爪彈 して 是を 謗り^す。 果して 

運命 盡 きて、 其れより 十 年の 中に、 t び 栗て にけ る。 
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戸倉 合 戰の事 

去る 越後の 合戦より、 相 州. 甲 州 不和と なりて、 互に 國の 境に 人 衆 を 出し、 用心 嚴し 

かりけ. り。 先づ相 州の 國 境に は、 小 田 原より 城々 へ 人 衆 を 置き、 所謂 長久 保に 志 水、 

獅子 濱の 城に 大石 越後 守、 泉 頭の 城に 大勝 • 多 目 周 防 守 籠城す。 戶倉は 沼 律の 城に 

近し とて、 小 田 原の 老臣 极田尾 張 守が 子息 松 田 新 六郞、 其 頃 は 笠 原が 養子に て、 笠 原 

新 六郞と 申しけ る。 此人 六百騎 の大將 なりし が、 去年より 戸倉の 城に 在 城な， 9。 

其 頃 駿河國 は、 甲 州の 領地な りし かば、 伊豆の 境目 沼津の 城に、 勝 賴衆高 坂 源 五郎、 

二百 餘騎 にて 籠る。 笠 原 新六郞 も、 手勢 ¥< 十餘騎 にて、 戶倉在 城、 互に 近所な りし 

かば、^ 田 を させ、 夜靳 の足輕 競合 度々 なり。 此 新六郞 若輩より、 武勇の 道 無器用に 


して、 欲深き^ 無雙 なり， 然れば 高名 もな くして 官祿を 望 み、 功な くして 忠賞を 願 

ひ、 折に ふれ 不忠の み 多 かりし か ば、 小 田 原に て も、 氏 政. 氏 直、 さの み 御馳走な かり 

しかば、 新 六 郞內々 不足に 思 ひ、 時分よ くば、 謀叛 も 起し けん もの をと ためら ひけ 

b  。然る 所に 沼 律の 城主 高 坂 源 五郎、 三 島の 心經 寺と いふ 惯を 以て、 勝賴の 御意な り 

とて、 色々 新六郎 をた ばかり、 伊豆 一 國の 守護に なされ、 新 六 郞を勝 賴の聱 に 可， 被 

, 成 候 間、 此方へ 降 * あり、 忠功 可， 然と 語ら ひける。 笠 原 元 來大慾 深き 男、 其 上. 内々 

小 田 原に て 不足 も あり、 時分よ しと 存じ、 卽甲州 方に なり、 勝賴 へ 內 通し、 甲 州 勢. 海 

野 組の 衆 二百 餘騎 にて、 6, 倉の 城へ 籠る。 小 田 原に て 此由を 聞きて、 戸倉の 城の 抑 

に 、芦倉 幷大 平と いふ 所に 一 城 を 取り、 北 條右衞 門 佐 氏堯、 七 百餘騎 にて 籠る。 然る 

所に 天 正 九 年 十二月、 大 平の 城の 油 斷をゃ 計り けん、 笠 原 新六郞 三百 餘騎、 大 平の 城 

へ發 向す。 右 衞門佐 殿、 家老 笠 原 平左衞 門と 申しけ る は、 居ながら 敵 を 待つ 事、 武略 

なきに 似た， 5。 此方よ， 9 も 人 衆 を 出し、 中途に て 一 戰可， 然と、 二百 餘騎を 引率して、 

手 白山と いふ 所へ 馳向 ひ、 敵 も咏方 も 鼻 合に 出合 ひ、 競合 を^め、 悉く 討 勝つ 處に、 

戸倉 合戦の 事  S 
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* 方より 光 H 降参して 、敵の 方に ありし 安井 治 太夫と いふ 者、 笠 原； 牛 左 衞門を 見知 

り、 最前の 競合の 時、 昧 方の 手 負に 紛れ、 傍より 忍び寄り、 签原平 左 衞門を 突 落す。 此 

平 左 衞門は 、右衛門佐 殿 家老に て、 武藏の 小 机の 城代な b しかば、 多勢に て ありし が、 

運の 盡 きたる 故に や、 手勢 をば 皆 小 机に 留め、 二十 餘騎 にて、 折節 小 田 原に ありし が、 

今度 戶倉の 軍 急な りと て、 先月 大 平の 城へ 來り、 右 衞門佐 殿 衆 を 引率し、 先 一 番軍 

に、 戶倉衆 を悉 打取り、 草 臥 を 少しく 休息した る 所 を 狙 はれて、 やみく と 討 たれに 

けり。 去 程に 平 左衞門 を^め、 能き 侍 多く 大平 衆に 討 たれた る 由、 小 田 原へ 注進す。 

又 笠 原 新 六郎、 平 左 衞門を 討 取， 9 大に悅 び、 重ねて 大平 城へ 押 寄せ 城を乘 取り、 右衞 

門 佐 殿 を 討つ べき 事、 案の 內 なり i 悅ぶ事 限りなし。 頓て甲 州へ 飛脚 を 立て、 此由 

斯 くと 注進 申し、 近日 大 平へ 發 行の 由 聞 ゆ。 右 衞門佐 殿 は、 去年より 在 域 ありて、 度 

度の 合戦に、 家老 幷與カ 侍悉ぐ 討死し、 殊更 草臥れ、 呆れた る體 なり • 

戸倉の 城 落つ る 事 


去 程に 明る 天 正 十 年 正月、 小 田 原に は 軍 評定 あ，^ 右 衞門佐 殿 永々 大平 城に 在陣 し、 

殊更 笠 原 平 左 衞門討 たれ、 人 衆 も 皆 疲れたるべし， さあらん に は 定めて 大平 城、 頓 

て 落つ ベ し。 番手の 勢 を 遣し、 右衛門佐 殿に 替る ベ しとて、 玉繩の 城主 北 條左衞 門 

太夫 氏 勝に 仰 付けら る。 氏 勝不： n に 打 立ちて 發 向す。 組の 侍大將 に、 間 宫備前 守 • 

朝 倉 能 登 守. 行方 彈正. 大谷帶 刀 等 五 百餘騎 にて、 正月 下句に 小 田 原 を 立ち、 箱 根 山 を 

越し、 大卒の 城 へ 入らん とす。 右 衞門佐 殿 內長谷 河 ふ 申す 者參 b て 申す やう、 各大 

平 御 番手に 入， o 給 ふ 由 聞きて、 敵 三島邊 まで、 伏兵 を 置き 申 由 風聞 仕 候 間、 御 人 衆 を 

すぐ 

山 越に 大 平へ 御 越し 可^ T 直に 人 衆 を 押し 給 は V 、敵 突いて 懸り、 不意の ー戰 ある 

べし。 さあらん に は 大事に て、 大 平の 人 衆 も 引取り、 替 るべき 事なる まじと 申す • 

左衞門 太夫 聞きて、 其儀尤 な， 9。 然れ ども 敵 を も 見やして、 廻りて 入らば、 早 や 味方 

の 弱き に 似たり。 縱ひ戶 倉. 沼 津の人 衆 を、 中途に 懸けたり とも、 何程の^ あらん。 

蹴散らして 通る べしと て、 少も 廻らす、 八幡 大 菩薩と 書 さし 大旗を 差 翳し、 直に 押し 

て 通り、 右 衞門佐 殿 人 衆 を 安々 と替ら せ、 大 平に 籠 b ける。 左衞門 太夫が 威勢に や 

戶 倉の 城 落つ る 事  S 
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恐れ けん、 中々 敵より は、 人 衆 を 懸けん ともせ ざり しかば、 其 後 は 終に 足輕軍 もな 

し。 却て 眛 方より 攻めら る、 かと、 用心 嚴 しかりけ る。 左衞門 太夫 是を 見て、 何迄斯 

樣 にあん けんとして 待つ べき。 急ぎ  <； 衆 を 出し、 戸倉 を攻 落し、 笠 原 新 六 郎を討 取 

る べしと て、 同 三月 中句、 戶倉. 大 平の 間 手 白山と いふ 處 まで 出張の 所に、 戶 倉の 城よ 

b 出家 一 人來 り、 左衞門 太夫 前に 畏. り 申しけ る は、 是は笠 原 新六郞 使に て 御座 候。 

今 H 御 出 勢の 由、 罷向ひ  一 _ 矢 可. 仕 候 へ 共 、主人 勝賴、 不阖 に 信 長の 爲に 自害 して 亡び 

給 ふ 由、 只今 吿來， 9 候。 左 候 は ぃ箪も 無益な り。 只 城 を 渡し 申す ベ し。 御 勢 を 向けら 

れ 可， 然と 申す。. 左衞門 太夫 聞きて、 尤 可， 然。 さりながら、 是非 は 小 田 原へ 申して こ 

そとて、 卽 飛脚 を 以て 此 通り 申 上ぐ る。 氏政閒 召し、 評定 あ. o て 御 出馬 あり。 笠 原 新 

六郞 不忠 の 逆 儀、 申す に 及ば ざ る 次第 なれ 共、 父 尾 張 守 度々 の忠 功に 思召替 へられ、 

命 をば 御免な り。 出家 入道して 可 =罷 出； 城 をば 請 取 b  、甲 州 衆 をば、 何卒 討 取り 可 

ン 然との 御 下知な り。 左衞門 太夫 承り、 卽新 六郞に 出家 させ、 城 を 請 取る べき 由 申し、 

甲 州よりの， 加勢 衆に も、 早々 城 を 明けて、 除き 給へ えの 使な わ。 甲 州 衆 も、 是非と あ 


% 成 を 枕に 仕るべし • 中々 罷歸 b 申す まじと 申す • 左衞門 太夫 申す は、 沼 津の城 も 

五三 日 以前に 明けて、 皆々 除き 袷 ふ。 各 も 何 か 苦し からん。 只 御 除き 可 K 然と、 

重ねて 申せば、 左 候 は V 笠 原 新 六郞殿 を、 人質に 給 はるべし。 左 候 は^ 除かん とい 

ふ。 さらば 入質 を 參ら. せんとて、 新 六郎が 名代と して、 御宿 又太郞 とい ふ、 笠 原が 身 

を 離さぬ 小 性の、 誠に 容弒 比類な き兒、 十六 歲 になり し を， またら かけと いふ 名お に 

乗せて、 何事 も あらば 乘拔 けよ と、 竊に申 聞け て 人質に 出す。 然れ ども 甲 州 方に も 

心得、 其の 馬に は乘 せす、 小 荷駄に 乘せ、 殊更 中に 取 包み、 二三 町 も 過ぎし 時、 前後よ 

り 敵 取 卷く樣 なりし かば、 卽 人質 を も打枭 し、 甲 州 衆 二百 餘人、 一所に 皆 討 たれに 

けり • 

甲 州 <ロ 戰の事 

去る 稃に甲 州 勝賴滅 U し、 勝賴の 御前 は、 氏 政の 御 連枝に て 御 坐し ければ、 御前の 侍 

早 野內匠 助、 御前の 御 骨 を 首に 懸け、 御 形見の 御狀取 持ち、 泣々 小 田 原へ 參 b 、甲 州の 

戶 倉の 城 落つ る 事 甲 州 合戦の 事  ほ究 
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有 樣懇に 申 上げし は、 去る 正月 * 八日、 信 濃 國の木 曾 殿 は 信 玄の聱 にて、 一 方の 大將 

にも 憑み し 仁な りしに、 勝 賴に恨 ありて、 忽に 重恩の 好 を 忘れ、 叛逆 を 企てけ る。 勝 

賴 大に忿 り、 已に武 田 相模守 を大將 として、 今 福筑前 .橫 出 十 郞兵衞 以下、 鳥居 峠へ 

遺し、 木 曾 を 退治 ある。 木 首 殿是を 聞き、 此事 風說に 候。 先 づ人衆 を 引き、 御 乱 明 ある 

べしと 獻じ ける。 然れ ども 勝賴用 ひやして、 巳に 合戦に 及ぶ。 信 長是を 聞き、 頓て 

木 曾 篛昌 に 加勢 あり、 織 田 源 五. 遠山 豐前を 初 め 三 萬 餘騎、 木 曾 殿へ 加勢 故、 甲 州 勢 小 

山 田 左 京 を^め、 五 百餘人 討死し、 悉く 引返す。 勝 賴彌腹 を 立て、 自身 打 立ち、 信 濃 

國諷訪 に在陣 して、 木 曾 返 治の 評定す。 信 長の 一 男 織 田 城 之 介 數萬騎 を 引率して、 

信 州 平屋. 波 合 へ 發 向す。 伊奈の 下條 伊豆守. 间兵庫 頭、 平屋 へ 發 向して、 これ を 防が 

んと する 所に 、敵に 大勢な り、 叶 ふま じと 泳へ たる 所に、 彼 下 條が內 下條九 左衞門 • 

原. 熊 谷. 宮崎. 佐々 木 •！£ 岡な どい ふ 者 共、 上方 衆へ 內 通し、 主 を 捨て、 引きければ、 

下條 伊豆守 力なく 引いて 歸る。 上方 勢悅 び、 三日路の 難所 を、 手に さはる 物な く 下 

る。 伊奈. 松 尾の 城 ま 小 笠 原 掃 部 太夫 は、 信玄 の姪聱 にて、 賴 もしく 思 はれし 人な り 


しが、 如何 思 ひけん、 信 長 衆と 一 つになる， 此 伊奈 は 大事の 所と て、 高遠 .大 島. 飯 田 

とて 三つの 城 を 構 へ 、 高遠に は、 勝 賴弟仁 科 五 郞大將 として 槻 籠る。 箪勢 あまな あ 

b. 大 島に は、 日向 大和 守. 仁 科 肥 前 守 を 籠む。 飯 田へ は、 小幡 因幡 守. 弟 五郎 兵 衞. 波 

多 源 左 衞門を 籠め たりけ る • 猶も心 元な しとて、 大 島の 城へ は、 逍^ 軒 入道 信綱大 

將 i して、 安中 七郞. 小 原 丹 波. 依田 能 登 守、 七百餘 人に て 籠りし が、 飯 田の 城 は自落 

し、 大 島の 城 は、 地下 人 敵 へ 內 通し、 悉く 引 入れければ、 大將 逍遙 軒 も、 &の崧 尾の 城 

主 小 笠 原 も、 降 人と なる の 由 申 越せし かば、 是を 聞きて 早々 引取り、 一 戰 にも 及ば 

す。 是 のみなら す 江 尻の 城主 穴 山 梅雪齋 入道、 家 康と內 通し、 山 下よ b 府中へ 迎を 

越し、 人質に 置きけ る 內室幷 子供 を 引取る 間、 府中の 者 共是を 留めん としければ、 五 

百 人 計の 兵 共 求り、 悉打 散らして 引取、 り、 下山へ 歸る。 此由 誡訪へ 注進す。 滕賴大 に 

驚き、 是は 如何にと 評定す。 是を 聞きて 諸 軍 悉く 敗軍し、 勝賴を 捨て 皆 府中へ 歸る。 • 

一 門の 輩 譜代 相 傅の 家老 共、 皆 散々 に 成行き、 二月 廿 八日！ g 訪 より 甲 州 新 府中へ 歸 

陣の 時、 千騎 計に は 過ぎす。 W 何方 へ か 籠り、 一 先 づ敵を 防ぐ ベ きと 評定す る 所に、 

甲 州 合戦の 事  si 二 
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小山 田 申す は、 我等が 在所の 都 留の郡 は、 溪 谷嶮蛆 にして、 當地 無雙の 所な に 是へ 

御 籠り 候へ。 某 は 御先へ 參り、 頓て 用意 仕る. べしと て、 己が 頜 所へ 行きければ、 勝賴 

父子 力 を 得、 頓て打 立ち 給 ひける が、 新 府中に 召 置きけ る 人質 共 呼出し、 木 曾 を 初め 

として、 不忠 をな したる 人の 親 や 或は 子供 を 皆 刺殺し、 忠戰 をして 死した る 人の 人 

質に は、 金銀 を與 へ、 其 後 新府の 館に 火 を 掛け、 其 夜 は 漸ぅ柏 尾と いふ 所 迄 引取りけ 

る。 然る 所に 駿 河の 先方 岡 部 次 郞右衞 門と 穴 山 一 味し、 家 康衆を 同道し、 西 郡より 

亂れ 入る。 又是を 第一 の 憑み としけ る 小山 田 も、 忽 に心替 りして、 彼 小山 田が 妹聱 

武田左 衞門佐 は、 勝 賴の從 弟な b しが、 是も 逆心し、 小 管 五郎 兵衞. 小山 田 八 左衞門 

と 引合 ひて、 小山 田が 人質 を 奪 ひ 取りて、 郡 內へ逃 行く。 す はや 郡內も 敵に なりし と 

いふ 程に、 悉く 敗北し、 國中廣 しとい へど も、 足 を 立つ べき 所な ぐ、 燒 野の 雉の、 犬 鷹 

に 逢 ひたる やうに、 隱家 もな し。 さなき だに 甲 州 衆 は、 侍 も 地下 人 も、 情 を 知らざる 

處 にて、 慾 心に 耽， りて は、 親子 兄弟 を もい はや 殺害し、 新樣に 主人 を もい はす 追 出す 

事 、是非に 及ぼざる 次第な り。 勝賴 父子、 天目山 へ と 志し、 田野と いふ 山家へ 迎ケ行 


武 田勝賴 

天目山に 

逃る 


きしに、 譜代の 侍 甘 利左衞 門. 大熊備 前 守 • 秋 山攝津 守. 辻彌兵 衞大將 に て、 地下 人 共 

七 八 百 人 引率し て 切 つ て 憑. 9、 鐵炮を 打 憑く る。 それの み ならす 瀧 川 左 近 將監. 河 

尻 肥 前 守大將 にて 五 千 餘騎、 勝 頼の 跡 を 尋ねて 追懸 くる • 勝賴 父子、 重代の 下人 共 

に 皆 背かれ、 天 正 十 年 二 月 十 一 日の 朝 、田野と いふ 所に 籠りし 時 は、 四十 三人なら で 

はなし。 是 にて は 中々 叶 はす、 自害 せん。 敵の 追 付かぬ 先に、 是 後の 用意せ よと て、 

各 涙 を 流し、 今 を 限の 物語。 中に も 哀れ を 留めし は、 勝賴の 御前 は、 氏 康の御 娘に て 

御 坐し ます。 小 田 原より 召 連れられし 早 野內匠 助. 淸水又 七郞. 劎持佴 馬 守 を 召し、 

最後の 御 形見 を 被， 下、 此有樣 小 田 原へ 參り申 上げ、 C 跡 弔 ひ 奉るべし と 被 a 仰 付； 

勝賴 も、 汝等疾 々御供 申し、 小 田 原 へ 參 b. 候 へ と 仰せられ しか ども、 御前 中々 落ち 給 

はす。 先年 越後の 三 郎を返 治な されし 時、 樣々 申 上ぐ る 事共 御用 ひなく して、 * の 

三郎を 殺し 給 ひし。 今い かに 命の 惜しき i て、 何の 面目 ありて 小 田 原へ 叁る べき • . 

ロハ 同じ 道に と宣 ひ、 思 召 切り 給 ふ。 彼 人々 をば、 早々 歸り、 此由申 上げて、 我 後生 弔 

ひ 候べき 由 被.， 仰 付； 早 野. 淸水も 御供に 討死と 申 候へ 共、 さらば 草の 蔭 迄の 御拗當 

^州 合戦の 毐  S 


武田^ 賴 

自盡 
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なり。 御 死骸 を も 治の、 此有樣 を も 小 田 原へ 歸り參 り 申し、 御 跡 を も 弔 ひ 申さん は、 

中々 最後の 御供より 勝， 9 なりと、 達って 仰 付けら る、 故、 早 野內匠 介. 淸水兄 笫は早 

早罷 退き、 上の 山に て、 勝 賴の御 最後の 有樣 見て 後に、 御 死骸 共 敵 人に 乞 請けて、 葬 

禮 いたし、 頓て髻 切り、 小 s 原へ 參り けり。 其 中に S 持 但馬守 計、 道より 取って返し、 

御前の 介錯 仕り、 己も對 死し ける とか や。 勝賴 父子 御 自害の 後、 土 屋右衞 門 尉. 秋 山 

源 三. 小山 田 式部. 金 丸 助 六. 秋 山. 神 林. 多 田 久藏. 大龍寺 和 尙を初 め として、 四十 三人 

討死し ける。 勝 賴弟仁 科 五郎 信 守、 十八 歲に なりけ るが、 去る 二月 廿九 ほ、 信 州 高遠 

の 城に 籠りし を、 城 之 介 人數押 寄せ て 攻め ければ、 小山 田備巾 兄弟. 保 科彈正 •  00 

金 太夫 切って 出で、 數 刻の 合戦に 玉 藥も盡 きし かば、 大將を 初めて 妻子 を 害し、 皆自 f 

害しけ るに、 其 中に 保 科彈正 一 人、 妻子 を 害し 自害し ける を、 卽ち生 捕りて 助け ゝ 

る。 是は內 通 や あ b けん、 又 信 長、 甲 州の 惠林 寺に、 公方 義昭御 使 大和 淡路 守. 成福院 

を隱し 置き、 佐々 木 を も 同じく 隱し 置きた る 由 を 聞きて 、出せと 使 を 越し けれども、 

彼 ±H 持 快 川國師 出さす， 其 時 信 長大に 忿り、 彼 僧 不思議 者 かな。 檀那 なれ ども、 勝 


頼が 死骸 を 野原に 取 散らして 治めざる 事、 僭に 似合 はす、 ロハ 燒殺 すに 如か じ i て、 大 

勢 押し寄せ、 寺 中に 隱し 置き、 惡 黨を搜 すべし、 出家 は 山門へ 上れと 下知して、 皆 追 上 

げて 武士 共 押 寄せ、 一 同に 火 を 放ち、 出家 八十 四 人、 一 時の 中に 燒 殺す。 

瀧 川關東 管領の 事 

甲斐. 信 濃^ 河 上野、 信 長の 國 i なりし かば、 先 づ驗河 は、 氏眞と 今度 約 東 ありて、 氏 

眞も 譜代の 家人 * を 催し、 下方の 庄 まで 出 勢の 所に、 出馬 あ， 5。 駿州今 川の 分國 なれ 

ば、 卽時舊 功の 侍 千 餘騎馳 集る。 信 長是を 感じ、 今度 駿河國 を 半國、 氏眞 へ. 給 ふ べし 

との 儀な り。 然るに 駿河國 は、 家康 多年 所望の 國 なり。 殊に 武 ai 競合 ひ、 田 中. 持 舟 

以下 彼 武勇 を 以て 攻 落し、 粉 骨の 忠節 勝げ て 計 ふ ベから す。 其 上 家康駿 河に て 成人 

し 給 ひ、 當國 是非との 所望 故、 駿河は 家康， へ 給 はる。 去 乍ら 江 尻の 城、 幷穴山 入道の. 

所領 は 本の 如ぐ 穴 山に、 其 外 甲 州西邵 下山. 南部 .萬澤 、今度の 忠節に 穴^に 給 はる。 

信 濃の 崧本、 其 頃 は 深 志と いふ。 木 曾 殿 今度の 忠節に、 深 志 を 加 恩に 下され、 信 州 伊 

瀧 川 蘭柬管 領の事  0 
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奈を も、 毛 利 河內に 下さる。 河 中島 四 郡 を 森 勝 三に、 甲 州 を 河 尻 肥 前 守、 上 

野 國を瀧 川 左 近將監 一 益に 下さる。 卽 上野 國 大名、 皆 瀧 川が 支配と 仰 付けら る。 所 

謂 小 幡上總 守. 內藤 大和 守. 和 田 石 見守. 由 良 信 濃 守. 長 尾伹^ 守. 安中 左 近. 成 田下總 

守. 上田 安獨 齋. 木 內宫內 少輔. 高山 遠 江 守 • 信 濃に 眞田 安房 守、 以下 皆 瀧 川下 知に 付 

く。 瀧 川が 居城 上 州 厩 橋の 城へ. < 質 を 入れ 置き、 瀧 川へ 出仕いた す。 此瀧 川、 本國 

近 江 國甲賀 山家の 地 侍、 一 ケ年 身の 者な りしが、 若輩よ b 鐵炮を 打 習 ひ、 上手の 聞え 

あ， o し 程に、 信 長へ 召 出され、 一 騎 合の 侍な りしが、 近年 度々 の 高名 あ， o て、 大將の 

號を 許され、 一方の 固めと なる。 去る 天 正 三年、 伊賀 國の地 侍 共、 多分 信 長に 隨はざ 

b し を、 發 向して 返 治す。 此 伊賀 國は、 應 仁の 頃 ほひ、 仁 木 伊賀 守が 守護の 國な りし 

かど も、 其 後代々 衰 へ、 伊賀 國には 住した b とい へど も、 所領 は 僅の 體な り。 皆 地 侍 

共押領 す。 彼 地 侍と 申す は、 昔よ， o 服 部黨是 な，^。 彼 一族に、 竹の 谷 .宮 田. 森 田. 原 

なんどい ふ、 篛狸を も 鱧 義をも 知らざる 不 道の 凡 下の 者 共、 日頃 は 伊勢の 國 司に 隨 

ふ體 にて、 時々 の 出仕な どして、 己が 國に のみ 住し、 他 國へは 終に 出です。 彼等が 一 


. 門 等 鳥の 族、 近國の 山々 ffi 々にて、 山賊 海賊 を 業 とし、 狩 漁 をのみ 專と しける 問、 日本 

今戰國 とな b て、 伊賀 衆と 號 して、 小 田 原 を 1 初め 國々 に、 五十人 三十 人 召 置きて、 餘 h. 

伏兵に 用 ひける • されば にや 信 長に も、 一 圓隨 はす、 城 之 介 殿よ b 人 衆 を 度々 向け 

られ しか ども、 却て 皆 伊賀 衆に 打取られ、 誠に 信 長の 無念 類な し。 誰 にても 伊賀 

衆. 甲 賀衆を 返 治せん 者に、 管領 を 給 はる べしとの 儀な り。 瀧 川 承り、 我等 は 近江國 

に 取 を.^ 伊賀 隣鄕の 住人、 多年 案内 を 存じて 候。 御 勢 を 被， 下 候へ。 馳 向って 返 治 

仕るべし i 申請け、 五 百餘騎 にて 馳向 ひ、 三方より 押 込み、 賀 一州の 服 部 黨侍は 

申す に 及ばす、 土民 百姓まで も、 名 ある 者 をば、 一 人も殘 らす薙 切に いたし、 三歲四 

歳の 女子供 皆 刺殺し 、不日に 伊賀 國を 退治し、 此時 服部黨 は、 皆 C び 失せに け 扨 

瀧 川、 此由斯 くと 申 上げ、 又 甲 賀に陣 を 取 b  、重ねて 使 を 立て、 甲贅 衆を此 勢に 退治 仕 

.9 申すべき 由 言上す。 信. 長 聞きて、 此瀧川 は、 日本に 雙 なき 武^の 士 な，^ といへ. 

ども、 情 も 知らぬ 田舍 夫なら。 甲賀 は、 己が 本國 生地な. り。 たと ひ 信 長 申 付く とい 

へ ども、 己 が 在所 返 治の 事、 詫 言 い たす ベ き 事な る に、 是非 退治 可， 仕の 申樣、 不笾な 

瀧 川 閼 東 管領の 事  卖七 
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る 申 事な， 9 とて、 其 後は餘 b 赏翫 なかり しと 閬 えしが、 今 甲斐. 信 濃. 上 州 を 退治し、 

彼 瀧 川 不敵なる 强將 なれば、 關 東の 管領に 似合 ひたり。 W 來は 是非共 小 田 原まで も 

退治すべき は是 なる べしと て、 關柬の 惣追捕 使に 任せら るゝ。 

信 長の 事 

愛に 穴 山 梅 雪の 子息 勝 千代 を、 家 康の聱 にと 約束の 祝言 あり • 信 長の 御意に て此儀 

栩濟 み、 其 後駿河 通り を 信 長歸洛 し、 安土の 城へ 歸 6 給 ふ。 家 康も穴 山 も、 今度 分國 

拜領の 御禮、 一は 甲 州 御 返 治 目出度し との 儀に て 上洛 あり。 信 長大に 悅び、 猿樂を 

いたさせ、 雨 客 を 馳走 あ， 5。 其の後 兩入. は、 泉 州 堺の津 見物 せんとて、 堺へ 下向の 間 

に、 信 長 は 京 上りし、 同 六月 二日、 六條 本能 寺と いふ 日蓮 宗の 寺に 御 坐し ける 處に、 

信 長の 臣の 日向 守 光秀と いふ 者 あり。 信 長 甥 織 田 七 兵 衞信澄 は、 彼 明 智日 向 守が 聱 

なり。 信 澄、 父 を 信 長に 殺され、 多年 無念に 思 ひ、 時分 あらば と 待ち 居け るに、 舅 31 

向 守 光秀、 信 長に 恨み ありて、 已に 逆心に 及ぶ 間、 彼 七 兵衞と 密談し、 中摑發 向の 門 


ら^ 8 

る忠田 
弑信 

t£ 長 


出に、 出仕と 號 して 本能 寺へ 抻 寄せ、 主の 信 長 を 忽に討 取， 9 放火して、 頓て 子息 城 之 

助を攻 むる。 城 之 助 信忠、 妙覺 寺と いふ 寺に 在陣 ありし が、 是 を^き て、 寺 中 狭く 防 

戰叶ひ 難しと て、 二 條の新 御所へ 取 籠りし を、 明昝卽 時に 押 寄せ、 近衞 殿の 御屋 形よ 

b 打破り 押 込み、 火 を S けし かば、 域 之 助 殿 叶 はや 自害。 一 日の 中に、 信 長 父子 亡び 

しかば、 家 康も穴 山 も大に 驚き、 本 國へ歸 り 給 ふ。 穴 山 は、 主人 勝 賴を敢 なく. U した 

る 因果 報 ひ、 本 國へ歸 ると て、 今 治の 田 原と いふ 所に て、 鄕民 共に 討 たれて、 敢 なく 

C び 失せに ける。 不思議な り。 其子滕 千代 も、 頓て 疱瘡に て 早世し 給ふぞ 不思議な 

b。 武田 陸奧守 入道 法名 梅 雪齋、 穴 山左衞 門と もい ふ。 今年 四十 ニ歲、 勝賴の 姉^ 

なり。 家康 は、 本道 は 不用心 なれば とて、 伊賀 國を 廻， ， 人 伊勢 へ 落 行き、 それ より 舟 

に乘 り、 三 河の 大濱に 着きて、 岡 崎へ 歸陣 ありし と 聞え し。 

瀧 川 一 益 合 戰の事  . . 

去 程に 瀧 川 左 近將監 一 益 は、 上 州 三の 輪の 城に 居住して、 追 捕 使に なり \  、東 國を管 
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領す。 彼 下知に 隨ふ 勢、 內藤 大和 守. 小幡 上野 守. 由 良 信 濃 守. 安中 左 近. 深 谷 勝 兵衞. 

成 田 下 總守. 上田 案 獨齋. 高山 遠 江 守. 木內宫 內少輔 • 長 尾 新 五郎 • 眞田 安房 守. 和 田 等 

t 此人々 の 人質 を 三の 輪に 入れ 置きて、 何れも 二心な く 一  益に 隨 ひける。 然る 

所に 六月 二  H 、信 長 公 御 討死の 由、 同 七日 飛脚 到來 す。 一 益是を 披見して、 悲 の涙釉 

に 満ち、 卽篠岡 平右衞 門. 津田次 右 衞門. 瀧 川 儀 太夫 以下の 家老 を 呼びて、 此事を 有の 

儘に 語り、 羽 書 を 開きて 讀 聞かす。 甥の 儀 太夫 進み出で て 申しけ る は、 是 程の 大事 

をば、 たと ひ 談合 ある^、 如何にも 隱密 にこ そ ある ベ きに、 左樣に 人々 の 聞く 所に て、 

無-一 勿體， 御 披露、 まさな しと 諫めければ、 左 近將監 申しけ る は 、諫言 最も 義に當 れり" 

然れ 共惡： 事 千里 を 行く 事 なれば、 此事 程なく 隱れ あると も、 他人の 口よ b 洩れな ば、 

人の 心 も 揃 ふま じ。 自身 皆々 に申閬 かせ 、人質 を も 返すべし とて、 上野 衆 を 呼び 羽 

書 を 見せ、 此 事を^の 儘に 語る 。內 藤. 小幡 良 長 尾 以下、 此旨を 聞きて、 寄 合 ひて 申 

しける は、 W も此大 將稃、 義士の 人 ある まじ さぞ や。 今朝 吿げ來 る 一大事 を、 我等に 

隔 心なく 直 ひ、 人質 を 返し 給 ふ 事、 當代 無雙の 振舞な り。 上に 義を專 にす る を、 爭か 


下と して 恥ぢ ざらん， 人質 を も 其 儘 置きて、 二心な く隨ひ 申すべし と 評定して、 此 

由 を 瀧 川に 申しけ る。 龍吟 きて 雲 起り、 虎 嘯きて 風 生す る も斯ぐ やらん。 上下水^ 

の 忠德、 當代 比類 あるべ からす。 上野 衆 一 同に 申しけ る は、 此簾是 に 御 坐 さば、 何 ま 

でも 御馳走. &す ベ し。 又上络 あらば 御供いた し、 送り 申す ベ しと、 誠に 餘儀も なげ 

に 申しければ、 瀧 川 感涙 を 流し、 各の 志 近頃 本懐な り。 我 主の 敵 なれば、 明智を 討. た 

んと思 ふなり。 然れ ども 信 長 公の 御子 中 將殿. 三 七 殿. 御 弟の 上野 介 殿 以下、 何れも 

近所に 坐せば、 定めて 討 取 b 給 ふべ し。 我れ なし とても、 羽柴 は中國 にあり、 柴田は 

越國 にあり、 此人々 頓て攻 登るべし。 然 らば 退治 易 かるべし。 只 小 田 原の 北 條の人 

人、 信 長 公 御 果を悅 び、 定めて 我 を 討 取， 9 て、 上野 を 治むべし と 出 勢 あるべし。 是 

よ b 遮って 軍兵 を 出し、 一 戰を遂 ぐべ し。 各の 合力 賴む な， O とて、 其 用意して 打 立 

ちければ、 內藤ふ 幡. 由 良. 安中 丄田. 高山. 深 谷. 成 田. 未 部. 長 厚 倉賀野 以下の 軍勢 

葉る。 瀧 川、 己が 城に は、 瀧 川彥ニ 郞を殘 し、 崧 枝の 城に は、 津田小 平 次. 稻 田九藏 を 

留め、 其 勢 一 萬 A 千 餘騎、 先 づ使を 小 田 原へ 遣して 申しけ る は、 信 長 公 は 討 たれ 給 ふ 

瀧 川 一益 合戦の 事  21七一 
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£T 我等 は 主の 敵 を 討たん と 思 ひ、 罷 上るな，^  f て 城 を 請 取り 給 へ i いひ やり 

ければ、 鉢 形 城主 北條 安房 守 氏 邦. 是を 聞きて、 W は 瀧 川上る らん。， 我 追 憑け 1 討 取 

る べしと 眞 先に 進み、 金久 保へ 押 寄す る。， 氏 直 は 小 田 原より 御馬 を 出され、 富 田 右 

みちく 

神に 陣を 張り、 本 庄に旗 を 立つ る。 後陣 は 深 谷. 熊 谷に 滿々 たり。 氏 邦 前後 を 兌 S 

らふに 及ばす、 鬨の聲 を 上ぐ ると 等しく、 一文字に 突いて 懸る。 瀧 川が 先陣 上野 衆 

に懸合 ひ、 汗 場 東西に 馳 違へ、 追つ 返しつ 突 合 ひ 切 合 ひ、 旌旗 南北に 開 分れて、 火出づ 

る 程に 揉 合 ひける。 安房 守 方に は、 石山 大學- 保 坂 大學助 を 始め、 一 一 百 餘騎討 たれ、 大 

略 手 を 負 ひ、 又 上野 衆 は、 佐 伯 伊賀 守 を 初め、 A 十 人 討 たれ、 手 負 は數 知らす。 頃 は 

天 正 十 年 六月 十九 日、 草 も ゆるがす 照らす 日に、 大勢と 懸合ひ 、餘， o にカ盡 きし かば、 

安房 守 終に 打 負けて 引返く。 小 田 原 勢 菘田尾 張 守. 大道 寺 駿河守 先陣に 進む。 上 州 

勢 は 水邊に 下り 居て、 今朝よりの 息 を 休め、 汗馬 を 洗 ひ、 手 負 を 助く。 瀧 川是を 見て、 

今度 は 某 向 ふべ し。 上野 衆 は 暫く 休みて、 一陣に 續 けと いひて、 眞 先に 進む。 相隨 

ふ 兵に は、 瀧 川 儀 太夫. 律 田 次右衞 門. 同八郞 五郎. 同理 介. 富 田 喜 太郞. 牧野 傳藏。 谷 崎 


忠右衞 門. 菓田金 右衞門 ，B 置 文左衞 門. 岩 田 市 右衞門 • 太 田 五 右衞門 以下、， 手勢 三千 

馀騎、 玉 村の 市 へ 發 向す。 菘田 以下の 小 田 原 勢、 一 箭 射る と 見えし が 、偽りて 引返く。 

瀧 川 勝に 乘 つて 追 懸けた 小 田 原 勢 遠 引して 、四方より 取卷 き、 一 人 も 漏らさす 

討つべし と、 四方より 圍を なす、 避，， 來銳- 撃 k 惰氣- と は、 此 等の 事 を や 申すべき。 

瀧 川が 先陣 篠岡 以下、 前後の 敵 を 見て、 今 はなすべき 手 立な し。 よしや 微 運の 我等、 

生きて 返く に は、 何 計の 事 か ある べき。 命 を 限りの 軍し、 弓矢の 義を專 にすべし と、 

一 同に 叫びて 鏠. を 投入れ て、 十文字に 憑 合 ひ、 巴の 字に 追 廻り、 互に 切 落し 打 落す。 

太刀の 鍔 音、 矢 叫の 聲、 鐵炮の 音、 天地 を 響かし、 さし もに 廣き 武藏 野に、 餘る 計ぞ閒 

えけ る。 巳に 夕陽に 及びし かば、 終に は猛勢 破り 難くて、 瀧 川が 賴 切った る 篠岡を 

初め、 津田次 右衞 門. 弟八郞 五郎. 同 S 介. 岩 田 市右衞 門. 弟 平藏. 粟田 金右衞 門. 太 田 五 

右衞門 等、 以上 五 百 餘騎討 たれ、 過半 手 を こそ 負 ひに ける。 瀧 川 一 戰に打 A け、 心 は 

猛く 思へ ども、 散々 に 落 行きければ、 一 返し も 返さす 引きけ るが、 拊殘黨 を 集め、 亦 

上 野 * に、 合力して 給 はれ、 今一 戰と請 ひけれ ども、 餘 りに 草臥れ 候 S 、今 = は 叶 ひ 

|._ 益 合戦の 事  S 
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難し。 後日の 御合戰 あるべ しとい ひければ、 力 及ばす、 瀧 川 引退き て 城に 歸り、 今 H 

討死した る * 方の 實名を 帳に 付け、 或 寺へ やり、 孝養して 後、 上野 衆 を 集め、 少も法 

みたる 氣色 なく、 鼓 を 打って 諷を歌 ひ、 兵の 交り 賴 みある 中と、 舞 ひければ、 倉 賀纾淡 

路守、 名殘今 はと 啼く 鳥と はやして、 通 宵 酒宴し、 太刀 長刀 祕藏の 褂物取 出し、 上野 衆 

に 取らせ 暇 を 請 ひ、 懇 にして 曉 天に 打 立ち 上洛す。 上 州 衆 皆 名 殘を惜 み 涙 を 流し、 

皆 人質 を 出し 之 を 送る。 扨菘 枝へ 着きて、 津田小 平 次 を 伴 ひ、 小 室. 臼 井より 人 « 共 

を 皆 返 し、 II 訪 へ 行き、 木 曾路を 通 り、 伊勢 の國 かろし まとい ふ 知行へ 歸り ける。 人 

皆^ じけ る。 

若 御子 對陣の 事 

瀧 川上り しか ば、 上 州 衆 は、 悉く 小 田 原 へ 出仕な り • 信 緵國小 室に ありし 道家 彥八 

も、 川 中島の 毛 利 勝 三 も、 名 城 を 捨て、 上洛す。 此時羽 柴筑前 守、 中國 よ， o 攻 上り、 

信 長の 三男 三 七 信 孝と 相談，.， y 池 田 • 中 川 以下 評定して、 先 づ鏃田 七 兵 衞信澄 を 誅伐 


明智 光秀 

討れ る 


德 川家康 

北 條氏直 

孥陣 


し、 不日に 攻 上り、 山 崎 <& 戦に 打 勝ら、 冏 十四日 明智叶 はす、 小菓栖 とい ふ 所に て自 

害したり し を、 首お 取. り 本望 を 達す • 家康 も、 明智 退治の 爲に、 尾 州淸洲 まで 出で 

紿ひ しか ども、 秀吉 が爲に 光秀 iT ひし かば、 驗 河へ 歸り、 甲 州へ 打 入り、 先立て 本 多と 

いふ 侍 を 甲府へ 遣し ければ、 河 尻 肥 前 守、 本 多 を 殺す • 甲 州の 者 共、 河 尻を惡 みし 折 

節、 此事 あ， 9 しかば、 地下 人 起り 來 りて、 彼 河 尻 を 誅伐し、 頓て家 康へ此 由 申す。 家 

康甲 州へ 打 入り、 武 田家の 牢人共 悉く 抱へ、 新 府中に 在陣 あり。 去 程に 天 正 十 年 八 

月、 甲 州. 信 州 を 打取らん 爲に、 碓 氷の 峠を越え て、 信 濃路 より 氏 直 御馬 を 出さる。 大 

道 寺駿河 守. 极田尾 張 守. 遠山 丹 波 守 • 山角紀 伊 守. 芳賀 伯耆守 • 伊勢 備中守 • 內藤 大和 

守. 多 目阛防 守、 其 外 千 葉. 臼 井. 雨 酒 井. 高 城 等、 上 州泶に は、 長 尾 但^ 守 ..sa 信 濃 守- 

深 谷. 本庄. 相 &成田 • 皆 河. 壬 生. 鹿 沼 5 下、 四 萬 八 千 餘騎、 甲 州梶賀 原へ 出張す。 家康 

の 先手 酒 井 左衞門 尉. 大須賀 五 郞左衞 門. 本 多 中務. 石 川 長 門、 其 外 甲 州の 武 河の 侍 穴 

山家 人案內 おにて 數萬騎 、乙 骨の 邊に 張陣 す。 已に敵 味方 二 里程の 間な b。 山を隔 

てし かば、 敵の 間近く 來り しも 知らす、 山上 江 右 衞門. 大谷帶 刀 物見に 出で、 家康ぉ 

若 御子 對陣の 事  25- 
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の陣の 立て やう、 備さ だち て 引 色に 見 ゆる。 急ぎ 御合戰 然るべ しと 申す。 氏 直も豫 

て^く こそ あらん、 急いで 人 衆 を 出し、 敵 を 悉く 討果 し、 甲 州 を 治 め ん事、 此 時に あ 

りと 勇み 給 ふ。 崧 E. 遠山. 安藤 備前守 諌 め 申しけ る は、 內々 小 田 原に て、 大 殿御 評定 

は是 にて 候。 御坂 越に 右 衞門佐 殿御 出張、 善 光寺 口まで 御 働き あらん。 秩父 口より 

湯の 平. 東邵へ 新太郎 殿御 出張、 其 上に て 郡內の 一揆 共、 豫て內 通 申す 仔細 あ， 5。 旁. 

一所に 揉 合 ひ • 新 府へ攻 寄せ、 家康 を追拂 はん 事 案の 中な り。 相圖の 一 左右 を 待た 

せ 給 ふべ しと、 頻に 留め 申す。 氏 直 は大に 腹立ち^ ひ、 敵 「匕に 引 色になる。 此時敵 を 

遁 して は 口惜し かるべし。 唯 打 立ち 候へ。 愛を遁 して は、 某 世に ある まじと て、 髮 

を拂ひ 切らん とし 給 ふ。 諸 老臣、 さりと もと 留. の 奉れば、 獅子の 齒嚙 をして、 力な 

ぐ 止り 給 ふ。 誠に 此時 合戦 あらば、 家 康は返 治 疑め る まじ もの をと" 後 H に 皆々 後 

悔 すれ ども 甲斐 ぞ なき。 家 康は棻 の 如く、 岡 部 次 郞右衞 門宿拂 にて、 新府 へ 引 入り、 

* 方 も 頓て跡 を 追うて 行ぐ a 其 H 互に 足輕を 出し、 行列 を亂 さや、 油斷 あらば 取 憑 

け 、勝負 を 決せん との 儀な. り。 家康 衆より は、 曲 淵 勝 左 衞門乘 廻し く； 仃く。 味方よ 


b は、 山上 江 右 衞門乘 出し， 互に 詞を かけ、 兩 方へ 引 分る。 扨 北 條美濃 守 は、 御坂 

山に 在陣 し、 右 衞門佐 は 三 坂 を 越し、 柬郡. 黑駒表 へ 出張し、 川端まで 人 衆 を 出し、 立 

合 ふ 者 二三 十 人 討 取， CZ 卽市 川の 邊 うはろ 山へ 在陣の 所に、 古府 中に ありし 家 厳の 

衆、 鳥居 彥右衞 門. 水 野 以下、 發 向の 由 を 聞きて、 先づ 三 坂 口 大事な b とて、 右 衞門佐 

殿う はろ 山 を 捨て、 御坂 表へ 人 衆 を 入れ 給 ふ 所に、 黑 駒よ.^ 二 里 上の 當の 木と いふ 

村に て、 右 衞門佐 殿の 後陣に 打ちし 內藤 大和 守 一 組の 衆、 鳥居 • 水 野と 取合 はれ、 合 

戰な り。 先手 衆 一騎 打に 大山 を 登りし かば、 左右な く 返す 事 叶 はす" 御坂 山と 申す 

は、 人馬 も 中々、 三人と 雙ぶ事 不自由の 所 なれば、 後陣に 軍 ありと も 知らす 內藤 一 

手の 人 衆、 とても 遁れ すと 思 切. り、 其 組に ありし 侍 倂豆 國の 住人 田 中 五郎 左衞 門.^ 

宫。 中 野 以下、 組の 侍卅六 人、 都合 七十 人、 散の 中へ 一 文字に 突いて 入り、 傲々 に 追 捲 

り， 枕を雙 ベて 討死な り。 W 又氏& 家康、 若 御子に 於て 對陣 ある。 敲も昧 方 も、 互に 

武勇 勝れた る名將 にて、 共に 多勢な りし かば、 終に 勝 劣な くして 數 日の 對陣 な， 9 

S 間 足 輕 競合 所 々にあり しか ども、 何れ.，、 勝 劣 は 付か-さ.^ けり。 上 州 * は 小 田 原 方 

若 御 孑 對陣の 事  I 
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北 條氏直 

和睦 


異本 小 田 原 記 卷之四  s> 八 

にな b 、甲 州 衆 は家康 方になる とい へど も、 昨日まで は、 共に 武 田の 家人 傍輩 なれば、 

互に 恥お て、 足輕軍 又は ^田 競合に も 言 薬 を 交し、 共に 尋^な る 振舞 見事な り * 斯 

ちなみ 

る 所に 美 濃 守 氏 栽、 若年の 昔、 家 廒と駿 河に ての 因淺 からさり しかば、 扱 を 入れ、 氏 

直 家. 康和談 あ、 り て、 氏 直 は 上野 國殘ら す 知行し、 家 胰は甲 信兩國 殘らゃ 知行し、 氏 

直. 家康の S になり て、 以來 まで 入魂 めるべし との 扱相濟 み、 互に |j 人 を 出し、 其 後 

兩將對 面 あら。 扨 同 十一月 下句に、 小 田 原へ 御歸陣 なり。 是を若 御子 御對陣 とい 

ふ。 

朝比奈 彌太郧 鬼に 逢 ふ 事 

其 年 極月、 小 田 原よ， り駿 河へ 御 祝儀の 御 使 あり。 石 卷隼人 佐に、 河 尻 下野 守 相 添へ、 

十 種 十 荷 進上 あり。 家康 喜び 限， 9 なく、 兩 使に 小袖 馬な ど 給 はる。 又 家康ょ b は、 

朝 比奈彌 太郞使 i して 、十^ 十 荷 を 進上。 依&十 九日、 朝 比奈に 御對面 あり。 御 太 

刀 御馬 下さる。 同廿 一 日駿 钶 に歸る 頃、 朝比奈 は、 木國駿 河の 住人 にて、 今 川 氏眞普 


代 相 * の 侍な り。 然れ ば氏眞 流浪の 後まで 隨身 ありし が、 先年 天 正 三年 長篠 合戦の 

時、 氏眞 よ. o 家康へ 見舞の 爲に、 彼 朝 比 奈を遣 さる ゝ 所に、 甲 州 方の 大將 馬場 を M 

取， o しかば、 家康. 信 長大 に 感じ、 氏眞 へ 所望 ありて、 家康へ 仕へ 、武勇 の 名 を 上げ、 度 

々高名 も あり。 其 性 天然 正直に て、 天道 を 恐れければ、 家 康懇し 袷 ひ 、斯様の 使に も 

遣し ける。 此人小 田 原より 駿 河へ、 日 金 越に 歸 りけ るに、 夕暮 に、 日 金堂の 麓の 物凄 

き 木 影に、 六 七 尺 計の、 男と も 見えす、 法師と も 山伏と も 見えざる やうの 者、 髮は 剃り 

しか ども、 さながら 僧の 形に も あらす、 色 黑く筋 太く、 聲 高なる 異類の 形に て、 木刀 や 

らん、 熊手 金 さい 棒 やらん 打 かたげ、 崧明 をと ぼし、 道の 傍に 立つ。 何者 やらん と 問 

へば、 此 山の 上、 日 金の 邊の 者な り。 人の 迎に 出で た b， 御 不審 ある まじと 申す。 朝 

比奈 が、 供の 侍に 向って、 彼 異體の 者 申す は、 若き 女の 上， 9 候 はん。 早ぐ 上 へ 

上に て 待つ 者 ありと 言惓 す。 朝比奈 不思議に 思 ひ 打 過ぎけ るに、 下より 十六 七 計の 

女の 童、 恐ろしげ なる 風情に て、 閽 さは 闇し、 迎る） （^上る。 愈 不思議に 思 ひ、 彼惯の 

ゆせ し 言 を、 女に 申し聞かせて 過ぎけ るが、 猶も 不思議に ありし 程に、 馬 を 暫く 控 - 

朝比奈 、i 大郎鬼 LL 逢 ふ 事  S お 
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待って 樣子を 聞きけ るに、 其 女 半 町 程 過ぎし 頃、 山上に て大に 叫ぶ 聲 聞え、 又 物 を 打 

倒す 音 夥し。 是を 不思議と 思 ひ 乍ら 過ぐ る 所に、 箱 根 山の 麓の 玉澤 とい ふ 所に、 死 

人 を葬禮 して 人 あまた 集り、 はや 煙と 燒上 ぐる。 朝 比 奈馬を 留めて、 地下 人 を 近付 

け、 此 死人 は 何者 ぞと 問へば、 是は箱 根 山 ゆの 關 守に、 半田と いふ 人の 女、 十七に て 早 

世 仕りた る を、 葬り 申す と 答へ ければ、 朝比奈 正直 第 一 の 人に て 、誠 やらん、 箱 根の 奧 

又 日 金の 邊 にも、 地獄 あ b と 聞え しが、 W は 今 見 つる女 は、 此 死人の 靈 魂なる べし。 

道の 傍に あ b し は、 疑な ぐ 鬼な らん。 依し き 事 を 見るな， 9 と 申しければ、 其 頃關東 

伊豆 .駿 河. 相模 にて.， 專ら朝 比奈、 鬼 を 見たり、 女 地獄に 落ちたり なんど 沙汰 あ ，0 け 

り。 眞は日 金の 地藏の 御堂 守の 法師の 娘 を、 麓の 里に 置きけ るが、 父の 本に 歸 りけ 

るに、 日暮れければ、 父の 法師、 迎 に 出で しにて ぞ めり し。 其 法師と； S 逢 はざる に、 山 

の犬來 りて 喰 はんとせ し を、 彼女 大に 叫びければ、 父の 法師 馳來 りて、 山の 犬 を 打殺 

しける 聲の、 いかめしく 聞え ける を、 朝 比奈が 連れし 者 聞きて、 斯ぐ 申しけ る。. 時分 

に 半田と て、 山中の 闊守、 世に 情なき 者の 女 死にければ、， 誠に 地獄に 墮ち たるらん i. 


合 莨 
戦久 

手 
の 


地下 人に も 沙汰せ し と なり • 今 も箱极 や：：： 金に は 地獄 ありと、 伊豆 邊の 地下. <は 巾 

すと 力 や 

上方 軍の 事 

其 頃 上方に は、 明 智を討 取り、 信 長の 惣頜域 之 介 殿の 子息 三郞と 申して、 三歲 になり 

し を、 羽 柴筑前 守、 生と 名付け、 我れ 其執權 となりて、 天下 を 治めん と 謀る。 信 長の 二 

男 勢國 司と、 三男 信 孝 又 天下 を爭 ふ。 柴田 修理. 瀧 川な ど、 三 七 信 孝 を 取 立てん と 

しける 問、 天 正 十 一 年 四月 廿 一 日、 江 州賤ケ -M 合戦に 柴田打 負け、 同廿 四日 越 前にて 

自害す。 三， V 信 孝 は、 尾 州內 海に て 自害 ある。 伊勢の 國司 は、 家康を 頼み 給 ひ、 又 佐 

佐 內藏助 も、 信 雄と 一 喙 して、 秀吉に 敵 をな す。 天 正 十二 年 四月、 尾 州小牧 表に て、 信 

雄、 家康と 一 睐 し、 秀吉 と對陣 す。 秀吉に は、 西國. 巾國 よ， り 加勢 あり、 十五 S 餘！ T 

然る 處に秀 吉人衆 を 分け、 三 河國を 攻めん とす。 家 康衆も 人 衆 を 分け、 長久 手に て 

合戰、 家 康衆討 勝ちて、 森武藏 守. 池 田 滕入を 討 取る。 其 後 度々 合戰。 毎度 家 康打勝 

上方 軍の 事  S 
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ち 給 ふ。 扨 信 雄い かかし 給 ひける か、 秀吉 と和談 あり、 家康 とも 扱に な トノ、 終に 秀吉 

天下の 主と なり、 官は太 政 大臣、 凡人の 絶えて なかり し鬭 白に なり 給 ふ • 

佐 竹對陣 # 上州對 治の 事  • 

天 正 十二 年 四月、 長 沼の 皆 川 山城 守が 城 を 御調 儀の 爲、 小 田 原よ b 御馬 を 出され、 藤 

岡へ 御 陣を張 b 給 ふ。 佐竹義 重、 後 詰の 爲出勢 あり。 然るに 敵 も 味方 も、 互に 切 所 

を 構へ、 佐 竹 衆 は 大和 田に 在陣 す。 壬 生上總 介、 佐 竹 方 を 背き、 小 田 原 方に なりし か 

ば、 佐 竹 衆と 足輕 競合 度 々なり。 壬 生 上總介 • 本 馬 勘 解 由. 黑河、 晴れなる 高名いた し、 

兩人御 感狀を 下さる。 兩方 互に 難所に て、 寄せて 合戰 すべき 樣 なし。 百日に 及ぶ 長 

陣 なれば、 諸 軍 屈し、 若侍 共、 陣屋の 前に 馬場 をいた し 馬を乘 る。 佐 竹 衆 も 退屈に や 

思 ひけん、 陣屋の 前にて 花火 をく ゝ b 、夜々 花火 を 立て、 慰みけ る 所に、 北 條陸奧 守 

方へ、 佐竹義 重の 臣義 久方より 扱 を 入れ、 互に 牛 王 血判の 狀取 交し、 和 談相調 ひ、 佐 

竹 衆人 數打 入れ. ける 所、 小 田 原 衆、 此人數 の 行列 見物 せんとて、 岩 舟 山へ 上る。 佐 竹 


勢 之を氣 遣して 又 返す。 依 k 之 小 田 原 方、 山より 下るべし との 御 下知に て、 皆 下り 

ければ、 佐 竹 衆 打 入りけ る。 其 後 八月 上旬、 厩 橋の 城 を 明けて、 上 州 衆 • の-人質 共 を 入 

れ 置かる • 小 田 原 衆、 皆 堅く 守護し ける 中に も、 新田. 館 林の 兩城 主長 尾佴馬 守. 由 良 

信 濃 守 を、 內々 改易し、 兩 知行 歿 取し、 所 易 あるべし とて、 竊に兩 人 を 厩 橋へ 呼 越し、 

卽 城へ 入れ、 堅く 守護 人 を 置きて、 伴に 來 りし 家老 共 を も、 皆 押 籠 めんと しける を、 

不審に 存じ、 由 良 弟 能 登 守 以下、 矢場. 北 金 井 掃 部 助な ど、 早々 引返して、 諸家 中の 人 

人 を 催しけ る 間、 彼の 兩 家人 共 大に腹 立て、 由 良 殿、 母 儀 を大將 として 城に 籠り、 用 

> む 翳し く，. -て待 懸けた， 9。 其 頃の 長 尾に 子な く？ ^て、 由 良 殿の 子 を 養子して けれ 

ば、 今 由 良. 長 尾 は 兄弟な り。 由 良 方に は、 築 井夫澤 ま 林と て、 五 人の 臣下 あり， 長 

尾 方に も、 白石豐 前. 矢 野. 淵 名 上野 介なん どと いふ 軍兵、 城 を 堅く して 待 憑け て 居た 

りし * に、 小 田 原よ" 中 條出羽 守大將 分に て、 极山衆 • 忍 衆 三百に て發 向して、 城 を 渡 

すべき 由 使 を 立てら る、。 城よりの 返事に、 大 將兩. <  共に 厩 橋に あり、 定めて 頓て 

歸り給 はん。 其 時 彼 下知に よりて 城 を 渡し 巾さん。 さもな ぐて、 中々 私に 城 を 渡す 

倥 竹對陣 井上 州 退 殆の事  S 
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事 あ る 可ら す と 返答す。 扨は攻 落せと て、 日々 に 攻め けれ 共、 中 冷 外輪 を も 破. o 得 

や、 徒に： n をぞ送 6 ける。 斯る處 に 大將中 條出羽 守、 或 日 天 曇 b 霧 深き 時、 竊に城 

際に 寄りて 城 を 窺 ひける を、 由 良の 侍大將 大澤甚 兵衞と いふ 者、 是も 忍びやかに 城 

を 出で、 歒軍を 窺 ひ 見ん とて、 道に て 雨 人 行 逢 ひ、 互に 打 物に て戰 ひ、 中 絛手負 ひ 引 

き けれども、 大澤も 唯 一 人 、敵陣 近ければ、 續 いても 追 はす 引 行く 處に、 中條 岸の 高下 

へ行懸 b  、終に 伏して 死し ける を、 由 良 方の かせ もの、 彼 死人 を 見れば、 圑を 持ちた る 

人な りし 問、 如何 樣 喷 人なら すと て、 太刀 力. 守護 袋まで 取 持ちて 歸り けり。 軍亂の 

最中 なれば、 誰が 首と も 知らす、 確に 是は 大澤甚 兵衞が 打ちし 人な， c と 沙汰 あり。 

扨 首に かけし 守護 袋 を 取， o て 開いて 見れば、 若衆より 取 交した る 知 音の 誓狀 あり。 

其 中に 中 條岀羽 守 殿へ i 書きた る 文 あり。 扨 こそ 中條が 首と は 知れに ける。 其 後 

重ねて 陸 奧守發 向 ありて、 雨 城 を 攻めら る 、とい へど も、 城 元來耍 害よ く、 茧勢は 

普 代の 侍 共、 今度 を 最後と 防ぎ 戰 ひければ、 寄 手 は 數百騎 討 たれて、 中々 城 は 落つ ベ 

き やう もな し。 去 程に 由 良 も 長 尾 も、 召 籠め られて 坐し ける に、 家人 共 斯様に 强り 


て、 城 を 渡さす 、合戦 度々 あらば、 兩人 ともに 生害 あるべし- 又 城 を 渡し 給に ゾ、 懸 

命の 地 千 貫づっ 食らせ 置かん と， 小 田 原 家老 衆 誓言 を 以て 申されければ、 兩 人 納得 

ありて、 家人 共の 方へ、 其 通り 使 札め りし かば、 兎も角も 主の 命に 隨 はんとの 儀に て、 

卽城を 渡しけ る。 無念と いふ も 愚な り。 扨 も 不思議な り 去々 年、 若 御子 陣の 時、 新 

田. 館 林の 若侍 共、 小歌 を 習ひ來 り、 殊外 面白し とて、 諸人 是を謳 ひける。 其 歌 は、 我 は 

燒 野の 雉子、 我 はやけ 野の 雉子、 思 ひ 出で て は ほろ i 鳴く、 とい ふ 歌な. りけ るが、 三年 

ひた もの 歌 ひ、 今年 故 鄕を燒 野の やうに 思 ひ 出で て、 鳴きけ る こそ 不思議な り。 

松 田 由，^ の 事 

小 田 原 一 家老 菘田尾 張 守、 本國相 州の 菘田、 其 末葉 三流 あり。 一 流 は 大和 國に 居住。 

京 公方に 代々 近習 崧田對 馬 守と いふ 一 流、 相 州に 居住。 菘田 左衞門 尉と いふ 一 流 

は、 備 前に 居住し、 赤松に 與 力す。 然るに 中頃 備前國 浦 上の 一 亂 により、 松 田 尾 張 守 

き ^1. 筑前守 兄弟 二人、 相 州の 左 衞門尉 を 尋ねて 下り、 早 雲. 氏 綱 二 代に 仕へ 大功 あ 

佐 竹對陣 井上 州 退 袷の 事 松 s 由 來の事 •  S 
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り。 左衞門 尉が 遺跡 を繼 ぎ、 兄 尾 張 守 は 死して、 其 跡 今の 尾 張守是 なり。 同心 與カ相 

續 しける。 弟筑前 守に 子 四 人 あり。 一男 は 孫 太郎、 後に 肥 後 守と いふ。 今の 六郞左 

衞 門が 父な り。 二 男 右兵衞 太夫と いふ。 三男 源 七郞、 是八 王子 大石遠 江 守と いふ 人、 

三 增合戰 に 甲 州へ 生 捕られ、 其 跡に 女子 一 人 ありし かば、 氏康の 御意に て、 彼 源 七 を 

大 石が 聱と して、 其 跡を繼 がしめ、 大石四 郎左衞 門と 申す。 A 王子の 代々 の 城主 を 

大石 源左衞 門と 申す。 今の 源左衞 門に も 子な くして、 氏 康のニ 男 を 養子に し、 大石 

の 源 三と 申して、 由 井に 居住 ある。 今の 陸奧 守殿是 なり。 大石源 左衞門 伯^ を、 大 

石 遠 江 守と いふ。 其 弟を大 石信鎮 とい ふ。 是も 子な. -,, -て、 极田六 郞左衞 門お を 養 

子に して、 大石 惣四郞 とい ふ。 後に は信嫫 守と いひし なり.。 六 郞左衞 門 は 後に 太 田 

新 六、 江戶を 落ちて 後に、 彼 名代と して、 武 州江戶 の 城代と な b  、彼が 所領 を 給 はり、 

太 田の 六 郎左衞 門と いふ。 後に 又 松 田 を名乘 りしな り。 

岩 付 太田昧 方に^る 事 


武州岩 付の 城主 太 田 美 濃 守 入道 資正 法名 道譽 は、 源 三位 人道 宗葉 なり。 其 先祖 太 田 

備中 入道 道眞 よ， 9 五代 相續 して、 太 田家 督を繼 ぎ、 岩 付の 城主な り。 先祖 は 太 田 道 

眞. 其 子 左衞門 入道 道灌. 其 子 道 俊。 其 子 道薰. 其 子 源 五 入道 道 可、 其 子 今の 道譽 なり。 

此人 久しく 上 杉の 下知に 隨ひ、 關東皆 小 田 原に 降 り けれどら、 獨猶岩 付に 在 城して、 

憲政の 舊好を 慕 ひ、 越後の W 虎と 一 味す。 此時關 東方 幷 甲斐. 信 濃に 至る 迄、 義理 を 

も 知らす、 人々 は、 扨々 太 田 殿 は、 近所の 小 田 原へ  一 * なされす、 遠 所の 越後と 一 味 

は、 謀な き 大將と 沙汰し ける。 太 田是を 聞きて、 我家 は 道具. 道灌、 不思議の 業 を^て、 

名 を 天下に 上げ、 譽を 八州に 振 ふ • 然れ ども 第一 に 義の當 る 所 を 業と して、 終に 不 

篛の 弓矢 を 取らす。 故に 久しく 世に 佳 名 を 知らる。 今 管領 窣人 となり、 諸人 小 田 原 

へ 降參は 臆病の 至り か、 又は 恨 ある 人、 歒にぞ ならん。 我 は 管領より 外に 大將を 持 

たす。 今 何の 恨 ありて、 小 田 原と 一 味すべき とて、 佐 竹と 房 州と 一 眛 して、 小 田 原へ 

敵 をな す。 此道譽 常に 諸牮人 を 集め、 或 時 は 軍 評定す。 自他 國の 弓矢の 功 者 手 立の 

物語 を 聞き、 朝夕 懸 合の 沙汰、 城 攻の樣 子 怠る 事な し されば 上 を 學ぶ下 なれば、 岩 

岩 付 太 田 味^になる 事  s 八 七 
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付 千騎の 侍、 何れも 武勇 を 好む 事、 飽國に 又 比類な し • 此道譽 に 四 人の子 あり * 男子 

二人 女子 二人、 男子 は 太 田 源 五郞資 房と いひて、 先 腹惣領 なり。 其^ 女子な り。 忍 

の 成 田 下 總守內 室な り。 其外當 腹、 八 王子 大石信 濃 守が 女の 腹に、 二人の 子 あり。 

今の 梶原源 太 政 景是 なり。 然るに 道譽、 宿願の 仔細 あう、 縑倉 へ 參詣 ありし に 、夢中 

に 若武者 一 人來， 9 て 曰く、 我は是 梶 原景季 なり。 汝が 子と なる べしと いひて 覺 めけ 

り。 不思議の 夢と 思 ひ、 岩 付に 歸 り、 持佛 堂の 過去帳に 書付け たり。 道譽 内室 乂夢 

想 を 見て、 卽懷姙 なり。 其 後 度々 奇異の 事 多く あり。 程なく 誕生 あり。 此 子の 胞衣 

を 埋めん とて 土中 を 掘りし に、 壺ー つ 掘 出す。 其 中に 鞍  一 口と 鏑矢の 根 を 掘 出す。 

彌 不思議に 思 ひける に、 古河 &方義 氏 御 元服の 時、 禁中よ b 左 馬頭に 補任 ありて、 鎌 

倉へ 社參 ありし 日、 道譽 一 一男の 童、 御太刀 を 持 つ ベ きとの 上意に て、 御太刀の 役に 參 

る。 賴朝 公よりの 例な り。 尊 氏 御所より、 代々 梶原 名字、 御太刀の 役なる べしと て、 

彼 童 を、 長 尾鄕に 居住し ける 梶原 上野 介が 後家の 養子と して、 彼 童 を、 梶原源 太玫景 

と 名付けら る。 道譽 大に悅 び、 彼 孕みた る 時の 吿共を 語りけ る •  » こそ 源 太が 再來 


と ぞ人皆 知った b ける • 其 後 虎 管領に なりし 時、 又 源 太に 太刀 を 持たせけ り a 父 

母 愛子な り。 家人 ども、 惣 頷の 源 五郎より 之 を もてなし ける。 此源 太、 弓矢 打 勿 達者 

にて、 鬼に も 神に も 逢 ふ べき 器量な. り。 和歌の 道に 心 を 掛け、 手蹟. 早 歌 .亂 舞 • ^上 • 

鞠の 上手、 諸藝に 名を顯 しける。 兄の 源 五資高 は、 武勇 は 勝れ、 數 度の 高名 を顯 はす 

といへ ども、 口上 惡 しく 吃な b ければ、 公儀 不調法な う。 依， 之 源 太 こそよ き 大將な 

れ。 御 家督 を是に 渡し 給 は 、>， 如何に 目 出. たからん と、 下々 の 申しけ る を、 ゆ 儀. 1- 

に 喜び、 內々 道 譽に此 由 を 申されけ る。 遵譽 は、 弓矢の 道 は 達者 なれ ども、 女性な ど 

の歡ぐ 事 を、 いなやと いはざる 人に て、 當 腹の 寵愛に 迷 ひ、 此 事合點 し、 越後 輝 虎へ 

申し、 源 太 成人の 後隱 居して、 家督 を讓 るべき と 內談已 に 極まる。 兄の 源 五 是を閒 

きて 、相 》 の 家老 柏 原 太 郞左衞 門. 河名邊 越^に 此事を 相談す。 兩人 大に忿 り、 岩 付 

家 は、 道 灌以來 二 男に 繼 ぐべき 例な し。 源 五 殿 弓矢の 道 も 勝れ、 家中 當. o も 懇情な 

6 民 を 哀み給 ふ 事 もよ き大將 なり。 ^上 太 田 殿 は 源^な り • 梶原は 平家な り。 

平家の 家 を 繼ぎ給 ふ 人、 又 源氏に なり^ はんも、 氏神の 照 H あるべし。 是は 如何 ぼ 

^付 太 W 昧 方になる 事  はな 
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御前 樣の御 計ら ひなり。 少も差 置き 給 は い、 當家滅 {J ある べしと て、 岩 付の 家に 三 

人の 武者 大將 あり • 一  人 は 三戸駿 河 守、 一 人 は 太 田 下野 守と て、 武州 本鄕の 城主、 一 

人 は 太 田 新 六 入道 無 安と て、 此 三人 道譽の 下に、 千 餘騎の 軍兵 を 三つに 三百 づっ預 

b、 一方の 大將 とな b て、 道譽の 名代に、 方々 へ 働く 人み、 な b。 彼 三人 衆へ、 兩家を 

相談す。 三人 一 同、 是は 誠に 一 大事なら。 兎角 惣頜を 取 立て 申すべし と 一 同 密談し 

て、 岩 付の 神明に て 神 水 を 呑みて、 時分 を 待ちけ る を、 道譽 夢にも 知らす して、 或 時 

房 州 里 見 殿へ 軍 評定の 爲に、 雑兵 八十 騎 にて 打 越え 給 ふ 間に、 よき 隙な り，. VJ て、：：：^ 

の 談合の 衆、 小 田 原へ 使 を 越し、 源 五郎 を 小 田 原 氏 政の 妹聱ん して、 小 田 原の 旗下に 

なし、 弟の 源 太 幷其母 を も 召 籠め、 母 儀 をば、 小 田 原へ 人質に 渡しけ る。 道 * 是を聞 

きて、 房 州より 歸 b けれども、 中々 岩 付近 所まで も 寄付 かば 打殺せと、 小 田 原よ， o 富 

永撿 見に 來り、 番を附 置きけ る 間、 是非な く、 忍の 成 田は聱 なれば、 是を賴 りに 忍へ 

牢人 なり。 其 筏 河 名邊與 助と いふ 者、 岩 付へ 忍 入りて、 源 太 を 籠より 盜 出し、 忍へ； g 

心して 來 りければ、 道譽大 に 喜 び、 河 名邊越 前と いふ は、 代々 の 家老 な れ ば、 卽是を 


も 越 前 守と 號し、 源 太が 家老に 定めけ る • 其 後 佐 竹 義重此 由 を 聞き、 扨 も 不慮の 仕 

合 ありて、 千餘の 味方 を 敵に なしけ る 事 無念な り、 然れ ども ー將は 求め 難しと い へ 

ば、 道 譽を呼 越して、 一 所 懸命の 地を與 へん とて、 道譽 父子 を 呼 越して、 片 野と いふ 

城 を 預け、 小 田の 境目に 置き 給 ふ。 是は 大敵の 小 田の 境目 なれば、 佐 竹 方に も 大切 

の 所 なれ ども、 道 譽名將 なれば、 小勢に て 籠りけ る。 道譽の 息女、 佐 竹の 妾と な， りし 

故に、 かく 賞翫と 聞え し • 卽道譽 を 三 樂と號 す • 或 時 小 田 原 衆と 佐 竹 方と、 常 陸の 

飯 沼に て對陣 しける に、 小 田 原 衆より 落 書 あり。 

岩 付て 今は片 野に ありながら 何を榮 花に 三樂 とい ふ 

三 樂是を 見て、 卽又落 書 を 書きて 立 返す。 

岩 付て 小 田 原まで は 太 田の み 是を榮 花に 三樂 とい ふ 

是は 先年 遠山 を、 小 田 原へ 追 込みし 事 を 思 出で て、 よみけ ると 聞え し • 

其 頃 常 陸 小 田 政治 逝去な され、 女子 一 人 御 坐す 間、 京都へ 申 上、 公方の 末の 御子 一 人 

申 下して、 家督 を繼 がせ 申す。 是を氏 治と 申す となり。 但し 是は 他家 なれ、 名乘 字. W 

岩 付 太 W 味方になる 事  荧 1 
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違存 せす 候。 小 田 殿下に 宍戸. 菅谷 などと て、 大名 あまた あ 小 田を极 城と して、 

木 だま.？ 土 浦 以下、. め またの 名 城 あり。 其 頃 小 田 殿 若大將 にて、 自身の 働き を 好み 

給 ふ。 小 田家の 臣下 共 申しけ る は、 大將軍 は 謀 を 廻らして、 勝つ 事 をば、 千里の 外に 

得る とい へり。 各罷 向って 稼ぎ 申すべし、 御自身の 御合戰 は、 御 無用と 諌め 奉りけ 

れ ども、 京 家の 若 待 衆、 味方の 大勢 を賴 みて、 頻に屋 形の 御 出馬 ありて、 御自身 御 下 

知 を もな され 然る べしと 申しけ る 故、 小 田 殿 是非共 御 出張と ある 事 なれば、 彼家來 

共 寄 合 ひ、 W は危げ もな く、 而も 合戰し 易き 敵 をと 待ち けれども * さる 敵 もな く。 爱 

に 佐お 方 太 田 三樂、 片 野の 城に あり。 是は 弓箭 功 者の 强敵 なれ ども、 小勢 なれば、 何 

程の 事 か あるべき。 而も 片野 近所に、 手ば へ 山佛乘 寺と いふ 能き 陣城 あ， り。 是へ御 

勸座 ありて、 太 田と 御 合戦 然る べしと て、 小 田 勢 三千 騎 にて 御 出 ある。 卽彼 佛乘寺 

に 本陣 を 居 ゑら る、。 

梶原小 田 城 を 取る 事 


三樂 父子 は、 片 野の 城に、 雜兵 合せて 六 百に て 籠る。 歒は 三千 餘人、 佛乘寺 山に 在 S: 

なり。 彼 手ば へ 山佛乘 寺と 申す は、 三方 は 切 立ちた る 如くの 大山、 一 方 は 地下り に 

て、 急ぎて は 上る も 叶 はす、 降る も遲 し。 中々 寄せて は 一 戰も叶 ひ 難し。 又 此方 は 

首の 上の やうなる 處に、 敵 を 請けて、 日夜 旦暮に 荒 手 を入替 へく 憑ら ば、 終に は 何 

として、 小 を 以て 大に 勝つ べき や。 然れ ども 敵 多勢 なれば とて、 戰は やして 落つ る 

法 や ある。 唯 一 筋に 思 切， o て 突いて 憑り、 晴 なる 討死すべし と 思 ふ。 如何に 皆々 は 

思ふぞ とい へば、 河名邊 以下の 侍、 岩 付より 是 まで 附添 ひ參る 人々、 一 人 も 命 を 公に 

車ら すと いふ 事 や あるべき。 兎も角も 御意に 隨ひ 申すべし と、 1 同に 申しければ、 

さて は 最後の 出立 せんと、 一 同に 神 水 を 呑み、 一 足 も 引く まじと、 思 ひ 切って ぞ 居た 

b ける。 三 樂齋、 佐 竹 殿へ 早馬 を 立て ハ小田 殿 片野を 攻め 給 ふ 間、 差違へ 小 田 を攻落 

さんと、 小 田へ 發向 仕る 間、 多分 小 田 を 取るべし。 後 詰の 御 勢 御 出し 憑み 申す と 

使 を 立て、 三樂 手ば へ 山へ 懸り、 鐵炮を 卅丁計 打 かけ、 れば、 諸人 大に あざ笑 ひて、 鐵 

炮をも 打た す、 あな 哀ゃ、 三樂が 小勢に て、 何程の 事 か あらん。 唯押溃 してん。 唯 あ 

棕^ 小 田 城^ 取る 事  E さ 一一 
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へしら ひ 、明：：： 片 野を乘 取らん と、 聲々 に 申しけ る。 三 樂暫ぐ あ へしら ひ、 日の 暮れ 

ぬ 間に、 源 太 は 三百に て、 木 樵の、 通る 道 を 尋ねて、 山 越に 小 田へ 馳せ向 ふ。 三 樂も小 

田の 方へ 除く。 其 間に、 す は 三樂が 逃ぐ るぞ。 城 を 取れと て、 片 野へ 入る 敵 も あ り、 

三樂 を追懸 くる も あ b けれども、 彼佛 g 寺 山 難所に て、 左右な く 下り 兼ねて、 時刻 移 

りし 間、 源 太 は 小 田の 城へ 着く と、 屋形 御歸陣 と觸れ 廻り、 卽 城へ 乘 込んで、 先づ侍 

衆の 人質の ある 所へ 人 衆 を 越して、.^ 質 共 を 捕へ、 あまた 敵 を 討 取りけ る。 諸人 大 

にあわて、、 是は屋 形の 御 人 衆に はなし。 敵の 御城へ 入， o たると て、 蛛の子 を 散ら 

す 如く 分散し ける を 追 懸け、 あまた 討って けり。 其 間に 佐 竹 衆、 多賀谷 修理 大夫. 袋 

畠 越 前 守 以下、 數千 にて 馳せ來 b ければ、 小 田 城 をば、 終に 三樂 父子 落して けり。 小 

田 殿 は、 敵に 城 を 取られて、 先づ木 だまりの 城へ 入ん 紛ふ。 三樂六 百の 小勢に て、 三 

千の 敵の 城 を 取る。 ためし 少き 次第な り。 

梶原 母を盜 出す 事 


然るに 三 樂惣領 の 太 田 源 五 は、 小 田 原の g となりて、 小 田 原と 一 味なり • 梶原母 は、 

小 田 原に 人質に 取， 9 て 置きけ る。 此母儀 は、 大石信 濃 守が 息女な り。 大 石に 男子な 

く、 女子 二人 あ、 り。 一 人は梶 原が 母是 なり。 一人 は 崧田肥 後が 子を聱 にして、 大石 

の 跡を繼 がせ、 大石 惣四郞 i 申す。 後に 信 濃と いふ。 依， 之梶 原が 母 を も、.^ 田 肥 後 

守預. o 召 籠め ける。 梶 原が 普 代の 侍 金子 出 羽 守と 申す 者、 其 頃 隅 屋大隅 守と いふ 者 

を 討ちて、 梶 原が 家中 を 除きけ るが、 後に 片 野へ 來， 度々 の 合戦に 高名して、 歸參 

訴訟 申す と雖、 更に 免許な かりけ る。 其 後金 子 申す は、 左樣に 御座 候 は 、御 母 儀 

を 盗み取り 進す ベ しと 申す。 其 時 梶原大 に 喜び、 最も さあら ば 免す \ しとて、 金子 

を 呼び、 一 通の 文 を 自筆に 書きて、 金子に 持たせて、 竊に小 田 原へ 越す。 金子 小 田 原 

へ來 り、 彼 人質の ある 家の 後の 塀 を 二重 乘. o て、 帳 臺の閑 所の 落 を 破りて、 納戶の 4- 

へ 入 b て 見れば、 其 夜廿三 夜の 月 侍に て、 女房 達 比丘尼 達 寄 合 ひ、 隻 紙の 談議 あり。 

中々 對 面すべき やうな し。 餘 6 迷惑して、 萆 垣の 荤を 一 本拔 きて 窓より 彼 文 を、 母 

儀の 釉の 中へ 入る。 母 儀 驚き 騒ぐ。 談議 聞きけ る 人々、 何事と 申す。 され ども 母 儀、 

梶原 母^ 盜 出す 事  £空 
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文の 手に さはり し を 不思議に 思 ひ、 諸人 騷ぐ ベから す。 唯今 鼠の 釉に 入りし なりと 

申され、 諸人 を鎭め 閑 所へ 入りて 文 を 見れば、 梶 原が 自筆に て、 迎に人 を 越す とい ふ 

文衰 あり。 喜びて 金子に 對面 あ，^、 最も 今夜 入る ベ き なれ ども、 先刻の 文の 時、 人 も 

聞きつ らん。 用意な b 難し。 來 月の 今夕、 參 るべき 番 衆に 酒 を吞 ませて、 女 共 を も 

散らし、 雪 陰の 壁 を も 切， o て 侍つ べしと て、 返事 を 書きて 給 はる。 金子 返事 を 持ち 

歸り、 梶 原に 見せければ、 大に悅 び、 來月廿 三 H、 又 金子 を 小 田 原 へ 越す。 今度 必定 

迎 ふれば、 里 見 殿へ、 此由三 橋 美 作 守 を 使と して、 舟 十艇房 州より 借り、 小 田 原 浦に 

所々 に 浮べ 置き、 又 塀を乘 りて 彼 所に 來る。 母 は 其 夜 は 酒 を 儲け、 若き 女 共 を 集め、 

今夜 月 待の 結願 なれば、 喜び 祝儀な りと て、 番 衆の 方に 出して、 夜更 くるまで 酒宴 あ 

、り • 番衆女 共 酒を勸 めら れ、 醉 伏し 正體 なし。 其 間に 雪隱の 下の 壁 を 破. 5、 母儀幷 

乳母の 女房 を盜み 出し、 早々 早 河口に 歸 り、 相 圖の火 を 上げし かば、 所々 より 舟 を 寄 

せて、 相違な ぐ 常 陸 國へ歸 り、 二度 梶原 父子に 對面 あり、 喜び は 限な し。 卽彼 金子に 

色々 の 引出物 を 給 はりけ る。 其 後捤原 は、 小 田に 在陣 しける が" 後に は 佐 竹 殿と 不 


和の 仔細 ありて、 小 田 原へ 使 を 立て、 御 味方に な b 申す ベ し • 御馬 を 出され、 佐 竹 を 

御攻 あるべし。 御先 を 打って、 佐 竹 を 取るべき と 申す。 誠に 源太武 房の 達人な り • 

案內 は^りければ、 佐 竹 退治 容易す かる y きと 喜び、 飯 沼の 常 陸 守と 調 じ 合せて、 旣 

に 先陣 出張 ある べきに 極まる 所に、 崧田尾 張 守 申しけ る は、 最も 梶原、 睐方 申す 所 は 

吉事 なれ ども、 兄の 源 五郎 御 味方に な り、 御綠 者に なり 給 ひ、 忠節 比類な し • 彼が 心 

分 を も 御存知な り。 梶原を 味方に は 如何 あるべ き。 其 上 六百餘 人の 小勢 を 以て、 小 

田 三千 騎を 傾け、 又當 方の 人質 をも盜 取る やうなる、 すゝ どき 謀 ある 源 太な れば、 何 

やうの 逆心 を 以て 申し てん、 旁 御遠盧 ある べき 由 申しければ、 氏 政合點 まし^^ 御 

出張な し。 梶原 は、 小 田 原 出張 を 待ちて、 一 合 戰と心 憑け、 佐 竹の 境目 を燒 さ、 今や 

今やと 待ち けれども、 出 勢な かりければ、 徒に 籠城して、 三年まで 佐^と 合戰 しける。 

攻 手は梶 原が 舅と、 眞 壁の 道 無. 下 妻の 多賀谷 衆な り。 さる 程に 合戦に は 毎度 打 勝 

ち けれども、 兵糧 盡 きて、 又 佐 竹へ 降參 して、 已に 切腹 せんと あり けれども、 父三樂 

佐 竹の 綠者 故に、 源 太 助かり、 本の 如くに 片野. に 居住し ける。 岩 付の 源 五郎 は、 後 

棕原 母^ 盜^ す 事 .  S 
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に 大和 守と いふ。 武州戶 田の 渡しの 上長 獺と いふ 所に て、 討死 あ， りしが、 男子な く 

して、 女子 一 人 あ-りし を、 家老 太田備 中. 同 無 安. 柏 原 相談して、 小 田 原へ 申して、 氏 

政 二 男 を 申請け て聱 として、 一 跡相續 し、 太 田 十郎氏 房と 號す。 源 五郎 殿後罜 は、 氏 

政の 御 妹 なれば、 十郞 殿と 御前 は、 從弟 にて 御 坐し ける • 


異本 小 田 原 記 卷之五 

北 條齒 白 不快の 事 

天 正 十八 年の 春、 相 州 小 田 原 返 治の 由來 は、 先年 天 正 十 年、 信 長 御 生害の 時、 甲斐. 信 

濃、 明國 ならば、 家 康甲州 へ 入國 ありて、 信 長の 臣河尻 肥 前 守 を 討 取り、 甲斐 國を 治め 

ん とし 給 ひし 時、 甲 州の 住人 大村 三右衞 門. 同 伊賀と いふ 者、 小 田 原へ 注進いた しけ 

るに よ， 9、 小 田 原 衆 甲 州へ 出張、 郡 內を討 取. o、 若 御子 迄 御馬 を 出され、 家康と 對陣ぁ 

りて、 所々 に足輕 競合 百ケ 日に 及ぶ 所に、 北 條美濃 守 氏 親、 先年 駿河國 にて 氏 具の 時 

分、 家康と 入魂 ありし 故に、 家 康へ极 を 人れ 給 ひ、 小 田 原と 無事にた され、 然るべき 

なり。 あっか ひ 筋目 は、 今度 武田持 分の 國の 中、 甲斐. 信 濃 家康へ 渡し、 上野 は 北條へ 

し、 其 上に て、 家 康の女 を 氏 政 へ 迎 取り、 緣者 になり、 自今 以後 猶 W て 入魂に との 事 

北 條.閼 白 不快の 事  0 
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に て、 無事 相 調 ひ、 北條 殿御^ 入な り。 依， 之 北條家 へ 打取る 處の甲 州郡內 は、 家康 へ 

遣し、 扨 三 河より 御輿 入 祝儀 相濟 みての 後、 北條 より 家康へ 申されけ る は、 先年 相 約 

しける 如ぐ、 甲斐. 信 濃 一 一 ケ國 は、 殘ら ゃ家康 へ 渡し 申し、 上野の 國は 殘らす 此方 へ 知 

行す ベ き 所に、 家康 方の 眞田 安房 守、 沼田 を 知行す る 事 謂な し。 急ぎ 沼田 を、 此方 へ 

御 渡し ある べしとの 儀な り。 道理 至極し ければ、 家康、 眞 田に、 沼田 を 明け、 北條殿 

へ 遣す ベ しとの 仰な り。 眞田 承り、 さ 候 は ^、替 地 を 給 はる べし、 明け 進 やべ しと 申 

す。 然れ ども 家 康分國 に、 沼田の 替 地になる べき 處 なし。 以來給 ふべき 儘、 唯 渡し 候 

へと 重ねて 仰せら る。 眞田 申す 樣、 左 候 は い、 川 中島 四 郡 御手に 付か 中、 景勝 近年 知 

行 仕 候。 是を 建々 切 捕り 申す ベ き 儘、 川 中島 を 可， 被^-と 申す。 然れ共 其 頃秀吉 とも 

敵 なれば、 上方の 大敵 を 引 請けて、 北國の 敵對も 無益な り。 唯 明け渡し、 上田 計 知行 

し、 時分 を 待ち、 替地給 ふべ しと 仰 合 はされ けれ 共、 眞田は 新参の 侍 なれば 是を用 ひ 

す、 已に 逆心し ければ、 家 康衆平 岩. 鳥居. 柴田 杯、 甲 州武河 組の 侍 其、 悉く 上田へ 發向 

し、 眞 田と 合戦し、 皆 散々 打 負け、 其上眞 田へ は、 闊白其 頃 羽柴筑 前と 申しけ る 時分、 


上方へ 申 上げければ、 加勢 可， 遣 由 景勝へ 下知 ある • 景勝より 數^ の 侍 上 3 へ發向 

する 間、 家康衆 上田 攻 落す 事なら すして 引歸 る、 之 を 聞き 家康 K 立ち 紿ひ しとな. o。 

其 後關白 殿の 下知に 付き 給 ふ。 北 條美濃 守 氏 直、 代官と して 上洛 あり。 沼田の 事、 北 

條へ給 はるべし との 儀 も 被， 申 上； 關白殿 聞 分け 給 ひ、 國 境の 儀 を懇に 聞き 申 付け 

ら るべき 間、 家老な りと も 差 上せ 候へ。 沼田 をば 給 はるべし。 其 上北條 上洛して、 出 

仕 可 ^ 被， 申 由なら。 依 ，之 板 部 岡 江雪齋 を、 小 田 原より 代官に 差 上せ、 右の 段々 申 上ぐ 

る。 卽天正 十七 年 十二月、 氏 政. 氏 直 上洛 可， 仕 約束 あるに よりて、 津田隼 人 正. 富 田 

左 近 將監を 下し、 沼田 を 小 田 原へ 渡し 給 はる。 伹し 沼田の 中な くる も は、 眞田 代々 

の 墓所 なれば、 眞 田に 給 は る ベ し • 其 外 は 北條の 支配た る ベ きの 由、 被 一一 仰 付 一な り。 

去 程に 鉢 形の 城主 安房 守 氏 邦、 沼田 を 給 は， o、 沼田の 诚へ 移り 給 ふ。 愛に 安房 守の 

中 首の 猪 俣 小 平六範 綱が 末葉、 猪 俣 能 登 守と いふ 者、 智慧 分別 もな き田舍 武者な り。 

沼田の 中な くる も 計 手に入れざる 事、 思 へば 無念な りと て、 卽 なくる もの 城 を攻取 

b 、眞 田が 衆 を 追 出し、 沼田 一 圓 に北條 方に 知行す。 眞田此 由關白 殿へ 訴ふ。 秀吉^ 

北條. 關白 不快の 事  1S1 
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き 袷 ひ大に 怒り、 明 王院を 以て、 氏 政. 氏 直 上洛し、 出仕 可 ^ 申と 相 極め 候 間、 沼田 を 渡 

す處 に、 約束 を 變改し 其 儀な し。 剩へ 上意 を 得すして、 なくる も を 取る 事 、第一 の^ 

目 逆 儀、 是に 過ぎた るな し。 急ぎ 出 勢して、 北 條返治 あるべし となり。 依 ^ 之 小 田 原 

より 石 卷左馬 允 康昌を 使と し 上洛 あ. り、 其頓て 上洛 仕るべし. * 又 上 州な/、 る もの 

事、 全く 以て 北條 下知に あらす。 邊 土の 郞從 共、 不案內 の 慮外な り。 急ぎ 進退 をい 

たすべし と 云々。 然れ ども 關白 終に いは，^、 使の 石 卷をも 捕へ て、 籠に 入れ 置き、 

已に小 田 原 難題の 使 を 下し、 諸國 へ も 其の 分 相 觸れ、 明年 小 田原發 向との 由 聞え け 

條 々 

1 、 北條事 近年 蔑，， 公儀； 不， 能，， 上洛； 殊 於，， 關 東- 雅意 狼藉 不レ 及-是非； 然間其 年 可ン被 k 加- 

御 誅伐， 處、 駿河 大納言 家康卿 依， 爲-緣 者 M 々懇望 候 間、 以-條 數-被 =仰 出-候 へ ば、 御 

請 申に 付、 可， 被， 成，， 御 赦免； 則 美 濃 守 罷上御 鱧 申 上 候 事。 

一、 先年 家 康被， 相- 定條數 ；家康 表裏の 樣に申 上 候 間、 美 濃 守 被お-御 對 面-上 は、 驟目 


之 儀 被，， 聞 召屆； 有様に 可 k,- 仰 付 ，候 間、 郎從差 越 候 へ と 被- § 出-候の 處， 江 雪 差 上 

詫、 家 康與- 一 北條， 國切之 評 儀 如何と 御尋ぬ る處、 其 意趣 者 甲斐. 信 濃 之 中 城々、 右 家 

康 手柄 次第 可 V 被， 申 付； 上野の 中 は 北倏可 ^ 被-申 付-由 相定、 甲 信兩國 は、 則家康 被- 

申 付， ば、 上野 沼田 儀 は、 北 條不， 及-自力； 却て 家康 相違 之 樣に申 成 寄 事、 於-左右-北 

條 出仕 迷 或 之 旨 申 上 候 かと 被：： 思 召； 於，， 其 儀-者 沼田へ 被 k 下 候。 乍 ^ 去 上野の 中 具 

田 持來候 知行 三分 二 沼田 城に 相 付、 北 條に可 V 被^. 候 三分 一 は、 眞田 被，， 仰 付， 候條、 

其 中に 有， 之 城 は、 眞田可 --相 抱-由 被-仰 定； 右に 北 條へ被 ¥ 候 三分 二の 替地 は、 家 

康 より 眞 田へ 相 渡 旨 被^ g,, 御 極； 北 條山洛 可， 仕との 一 札 出 候 上 は、 則 被" - 差-遣 御上 

使； 沼田 可，， 相 渡， と 被，， 仰 出； 江 雪 被，， 返 下， 候 事。 

一、 當年 ^月 上旬、 氏 政 可， 被，， 出仕， 之 旨、 御請 一 札 差 上 侯。 依^ 1 被 *差，， 遣 津田隼 人 正. 

富 田 左 近 將監； 沼田 被，， 渡 下， 候 事。 

一、 沼田 要害 請 取られ 候 上 は、 右 之 一 札に 相 任 * 則 可 #A 罷 上-と 被-思 召-候 處、 眞田相 

抱 候な ( る もの 城 を 取り、 表襄 仕る 上 は、 非， 可， 被 V 成-一 御對 面，， 候， 彼使雖 ^5\及_ - 

黼白 不快の 』事  お g 
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生害， 助命 候 事。 

、秀吉 若輩 之 時 孤と なりて、 信 長 卿の 馬-慕 下； 身 を 山野に 撫で、 骨 を 海岸に 碎き、 干 

戈 を 枕と して 夜半に 寢ね 夙に 起きて、 箄忠 をつ くし 戰功を はげます。 然るに 中頃 

より 蒙-一 君恩-名 を 知らる。 玆西國 征伐 被-一 仰 付； 對， 大敵- 爭- 雌雄； 剩明 智日 向 守 

^秀 以， - 無道 之 故， 奉， 討，， 信 長 公； 此 注進 を 聞 届、 彌組表 押詰而 存分 不， 移，， 時刻， 上洛、 

逆徒 光秀 伐 fer 奉 ^ 報 - 恩惠； 雪，， 會稽； 其 後柴田 修理 亮勝 家、 信 長 公之 忘，， 厚恩； 國家を 

亂し 叛逆 之條、 是 又令& 治 is。 此外諸 國之叛 者 討 乏降者 追乏。 無 k 不 麾下-者： 

就中 一 言 之 表裏 否 有：， 之、 以&故 相 叶； 天命 哉、 旣 擧，， 登 龍揚鷹 之譽； 成 鼬 梅 則 闞臣； 

開，， 萬 機 政； 然處氏 直 背，， 天道 之 正理； 對，， 帝都， 企，， 奸謀； 何不 j 豕， 天罰-哉。 古 旗 云 巧 

所不， 知-拙 誠； 所詮 普 天下 逆-藤 命-輩、 早不 加，， 誅伐； 來歲！ i 携節旄 を 進發、 可 

.刎，，氏 直 首， 事、 チ可 kfe 者 也。 

天 正 十七 年 十一月 廿 四日 

北條左 京大 夫 どの へ 


氏 政 此狀を 披見 ありて、 舍第陸 奥 守 殿に 向つ て、 是御覽 候へ • 彼の 秀吉と 申す 冠者 

が 分と し 、斯様なる 寨 * 候。 聊の關 白と 申す は、 遠 江國 にて 崧 下と いふ 地下 侍の 被官 

にて、 藤吉郎 とか や 申しけ るが" 其 身才覺 もや あり けん、 又は 果報 ゃ增 しけん、 信 長 

直參の 侍と なり、 手 を 下しての 高名 はな けれども、 其 身す くや かにて 謀才 かしこく、 

度々 勝利 ありし かば、 信 長引 立て、 兩國の 大將を させし 時分， 彼の 果報 故に、 處々 打 

靡け たる 頃、 信 長生 害に て、 諸人の 心 落着か ざり し 頃、 秀吉謀 を^て 敵陣と 和談 し、 

毛 利より 加勢 を 請け て 切 つ て 上り、 信 長の 三男 信 孝 を大將 にて 山 崎 合戦、 信 長 衆と 

共に 明 智を返 治し、 はや 信 孝 を 蔑に いたす • 仔細 は 信 長無雙 の大將 なれ ども、 天罰 

を 知らす、 主の 義昭の 御蔭に て 京 入し、 天下に 旗 を 立てながら、 頓て義 昭を追 出し 申 

し、 我 身 天下 を 支配 せんとし ける 報に や、 信 長 城 之 介 討 たれて 後、 二 男 信 雄と 三男 信 

孝、 信 長の 跡 を 爭ふ心 あり。 又 秀吉、 はや 他人 を 主に せんとい ふ 心なく、 己れ 天下 を 

取らん と 計る。 唯 我 身 取らん とい ふ は、 諸人 手に 附 かざる 故に、 城 之 介の 子息 三^ 

になり、 主に せんと 名付け、 信 長 衆 を 相 付け、 三 七 信 孝 を 討たん とす。 柴田. 瀧 川、 三 

北 條. 閼白 不快の 事 
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.vdsM に秀吉 と戰ひ 利な く、 柴田 自害し ければ * 信 孝 を も、 頓 て秀吉 切腹 させ、 信 

の 恩 を 忘れ、 城 之 介 子息 を も 主に はせ や。 己れ 下賤の 身と して、 太 政 大臣に 上りて、 

征夷 將軍 にならん とい ひけれ ども、 公方 義昭 世に 落ち & へ ども、 さすが 室町 殿の 子 

孫と て、. 中々 許し 給 はす。 依， 之 公家 を 威し だまして 關 白になる。 斯様に 表裏の み 

いたし、 就中 柴 田が 信 孝への 忠を なされ けれども、 不運 故に C びけ る。 又 信 雄 は 甲 

斐 なき. < にて、 秀吉 に隨ふ 事、 信 長の 主君 を 蔑に せし 報 な る ベ し。 此 秀吉、 日本 に 未 

だ 聞かざる 不思議の 者な り。 昔の 入 鹿の 大臣が 振舞なる べし。 世 末代 なれ ども、 天 

照 太 神. 春 曰大明 神の 國家を 守り 給 ふなれ ビ、 爭て 斯樣の 者、 久しぐ 世 を 保つ ベ き。 

されば 今 C ぶ ベ き 時節 到來 して、 天運 盡き、 闢東 へ 下向して、 長途 長 陣に兵 a 盡き果 

て、 返 屈の 時分、 此方より 突 い て 出で 合戦せば、 偏に 惟 盛が、 賴朝を 追 伐 使に 下向し、 

一 合戰 もせす して、 水鳥に 驚きて 上，？ し 如くに 敗^す ベ しと、 爪彈 して あざむき 紛 

ふ。 天 正 十七 年 十月の * め、 秀吉 出張の 用意と て、 箱 根の 山中に 新 城 を 取 立て、 前の 

岱崎を 取 入る。 是は 昔の 關 所の 跡に て祈處 なり。 尾 張 守 甥崧田 右衞門 太夫 在 城な 


i 然れ ども 极田 小勢 なれば， 大敵 防ぎ 難 かるべし とて、 相 州甘繩 城主 北 條左衞 門 

太夫 先勝 を 差遣す。 其 與カ侍 は、 間 宮備前 守. 朝 倉 能 登 守. 行方 彈正忠 等な り。 其 外 

加勢 池 田 民 部 少輔. 山中 大炊 助. 椎津隼 人 正、 其 外 又 小 田 原より 北條 一 家、 大名」 組よ 

b 五 騎づっ 加勢 あり。 明る 天 正 十八 年 三月. 十九 ほ、 關白 秀吉小 原 北條返 治と し 

て發 向、 其 前 參內 あり 節 刀 を 賜 はる。 同 出陣 祝 連歌 あり。 

發 句 

關 こえて 行末な びく かすみ かな  紹 巴 

山中 合 戰の事 

同月 * 七日、 先陣 は 沼津. 三 杉 福. 三 島に 若く • 關白殿 は、 浮 島 原に 若陣； り。 お^^ 

韮 山城に は、 北 條美濃 守氏规 籠りし を、 羽 柴左衞 門 太夫 • 戸田 民 部少輔 • 蜂須賀 阿波 

守. 生 駒雅樂 頭. 前 野但馬 守. 中 卅 右 衞門. 森 右近. 明 石 左 近 太夫 • 筒井 伊賀 守 等馳. M つ 

て、 日夜 朝 暮攻戰 ふ。 城 中に も 勝れた る 軍兵 あまた ありし かば、 少も ひるます 相 1 

北 條.關 白 不快の^ 山中 合戦の 事  §セ 
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ふ。 剩へ 近付けな ば、 町 口にて、 城 中に 籠り. 小 笠 原 十 郞左衞 門と 撗 井越 前な どい 

ふ 大功の 者、 上方 衆. 福 島 衆 を 追 懸け、 鐵炮打 かけ、 悉く 追討に 討 取る。 依 ^ 之 急に 攻落 

さんと もせす、 唯 取 廻して 揉 落さん とす。 山中の 城 をば、 關 白の 甥 近 江中納 言の 手の 

衆 中 村 式部 少輔. 堀 尾帶刀 • 山內對 馬 守 • 一  柳 伊豆守、 唯 一 時に 攻 落さん と、 揉みに 揉 

んで攻 上る。 城 中 にても、 岱 崎に 進出で たる 間 宮備前 守、 年已に 七十に 及ぶ。 命 は 

いつの 爲に惜 まんと て、 自身 切って 出で、 散々 に攻戰 ふ。 上方 衆 一 柳 伊豆守 を 一 利め、 

數十人 打つ て 落す。 早玉藥 矢種 も盡 きし かば、 小 田 原よりの 加勢、 寄 合 勢 皆 引 い て 

上る。 間宮 一 黨 百十餘 人、 散々 に 戰ひ枕 を雙べ て 討死す。 愛に 駿河 大納言 家康の 衆、. 

n 頃 沼 律に 在 城して、 此 所の 案內者 なれば、 山の 中の 木 樵の 通 ふ 古道より、 一 騎 打に、 

城の 後より 隔て、 箱 根へ 通る。 又 小 田 原よ，， 人山 中の 城 合戰心 元な しとて、 山上 江 

右 衞門. 諷訪部 を、 物見に 差 越し 給 ふ。 山中の 城の 東の 上の 山より、 敵陣 を 見渡せば、 

南の 方よ， 食の 方、 長 谷川 藤 五郎. 木 村 常 陸 守. 堀 左 衞門等 押す 有樣、 山 越に 夥しく 

見 ゆる。 又 北の方の 山の 中 木の間より、 家康衆 一騎 打續 きて 押 行く 體、 中々 數 萬の 


北^ 氏 勝 

敗走 


やうに 見えし かば、 如何 樣此體 にて、 今夜の 中に 小 田 原 迄、 山の 中の 人衆钾 すと 見え 

たり。 急ぎ 歸り其 用意すべし とて、 物見に 行きし 廿騎 計の 者 を 差 連れ、 歸り 上りけ 

れば、 關白岱 崎より 遙の 下の 山に て是を 見、 あれ 見よ、 城 は早自 落して、 人 衆佘 ぐと 見 

えたる ぞ。 押 憑れ と 下知し 給 ふ。 中 村 式部 少輔 家中の 者 渡 部 勘 兵衞. 藪內 匠と いふ 

者 二人、 諸人に 先立ち 先陣な， o。 城に ありし 极田 右兵衞 太夫 を 初め、 間宮備 前. 同 式 

部。 同源 十郎. 同監 物. 池 田 民 部 少輔. 椎津隼 人 正. 佐 藤 左衞門 尉. 栗本備 前. 山 下 兵 庫， 同 

源 二. 山 岡 左 京 .片 山. 富 田 等、 悉ぐ 防ぎ 戰ひ、 皆 枕 を雙べ て 討死な り。 やう/ \ 返る 

る 者 は 深手 負 ひ、 敵の 中に 交りけ ると ぞ聞 えし。 本 城に ありし 左衞門 太夫 氏 勝 も、 

まが を  一 ml に 思 切り、 靜 りて 居りし かど も、 數 萬の 敵 共 長途の 長陣に 疲れ、 粮盡き 

〜る 力 分捕 を 論じ、 本 城へ 入るべき ともせす、 倉 を 破り 財贅を 奪 ひ 合 ふ。 其^に 左 

衞門 太夫 靜に 引いて 上る。 已に 暮れければ、 韮 山に 篝の見 ゆる を、 小 田 原の 方と や 

見たり けん、 河 上 藤兵衞 を^め 左衞門 太夫 衆悉ぐ 方角 を 失 ひ、 伊豆の 方へ 落ちて 行 

( 左衞門 太夫 は、 山の 中に て 自害せ んとぁ 6 し を、 間 宮能登 守. 木 村 三 河 守. 掘內； W 
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向 守. 左衞門 太夫 弟 新 八郞. 新 三等 馳來 り、 取って 引立て 落ちて 行く。 左衞門 太夫， 軍 

の 習、 負けても はけ やらね ども、 面目なぐ、 小 田 原へ 奏ふも 無念な りと て、 山の 中に 

て、 一族 郞從 十八 人 髻切棄 て、 久 野の 方 を 廻り、 甘繩の 城に ぞ籠 b ける， 

關白 圜，， 小 田 原 1 給 ふ事附 松田內 通の 事 

去 程に 小 田 原に も、 豫て 用意の 事 なれば、 先 大手 なれば、 箱 根 口. 宮城 野 口に は、 

人道 父子 大將 にて、 上田 上野 介. 原 式部 大夫、 其 外 安房 里 見の 人 衆、 上 總萬木 境と、 瀧. 

東 金. 小金. 相 馬の 勢、 一 萬 三千 騎 にて 固めた， り。 同 湯 本の 口にて 千 葉 介、 但國胤 は 逝 

去して、 子息 新 介 幼少に て、 原 名代と して 一  <  千餘騎 、竹の 花 向、 北 條陸奥 守 氏 照. 成 田 

下 總守氏 長. 皆 川 山城 守. 壬 生 上總介 一 萬 五 千餘騎 なり。 其 外い さい 田 口 は、 太 田 十 

郞氏 房、 久野ロ も 同人な り。 其 外小峯 にに、 北 條左衞 門 佐 氏忠， 早 河口に は 右 衞門佐 

氏 堯大將 分に て、 其 外 數萬騎 固めたり。 其 外 北條新 太郞. 同 彥太郞 * 伊勢 備中 守. 同備 

後 守. 大和 兵 部 大夫. 山 角 上野 守. 同 紀^ 守. 词四郞 左衞門 • 同 左近大 夫. 多 目 彥入郎 • 山 


中 主稅之 助. 福 島 伊賀 入道 道^. 石卷 勘お. 5 左衞門 • 南條 山城 守 • 同 左 京大 夫. 同 民 部. 

同 左 馬 助. 小 西 隼 人. 富 永內 膳. 大藤 左衞門 尉. 依田 大膳亮 • 荒 河豊前 守. 大森 甲斐 守. 淸 

水 太 郎左衞 門. 遠山 右衞門 尉. 大道 寺 孫 九 郎* 安藤 備前 守. 同 兵 部. 同彌 兵衞. 梶原三 河 

守. 內藤 左近大 夫. 相 馬 次郎. 上田 常 陸 守. 酒 井左衞 門. 芳賀 伊豫： す 同伯耆 守. 朝 倉 右京 

進. 伊藤 右馬助. 大藤 式部 大夫. 原豊前 守. 荒木 兵 衞尉. 爲田. 安中 • 佐 倉. 布 河. 長 南. 大須 

I 旱高 守. 內藤 大和 守. 小幡. 小 泉. 安中 左 近 將監. 由 良 信 濃 守. 長 尾但馬 守. 木內宮 內少輔 

巳 下、 關 東の 諸 軍勢 數萬 餘騎、 小 田 原の 城に 楣 籠る。 此 處北條 五代の 在 城に て、 兵糧 

水木 澤 山に、 玉藥 矢種 も あり。 たと ひ 日本 一 州攻來 り、 五 年 三年 攻戰ふ 共、 左右な く 

落城し 難く こそ 見えに けり。 扨 又 敵の 陣取 は、 關白殿 旗本に は、 九州 島 律 兵 庫 頭. 大 

友 右兵衞 督. 中 國の毛 利陸奧 守、 左 は 長 岡 越 中 • 津侍從 • 浮 田 宰相 • 近 江 中納言 家中 中 

村 式部 少輔. 堀尾帶 刀. 一 柳が 人 衆 山 內對馬 守. 大柿 少將. ケ島 侍從. 尾 張 円 大臣. 其 

家中 筒井 左衞門 • 天 野 周 防 守. 土方 勘 兵衞. 瀧 河下總 守、 其 次に 長 曾 我 部と 加 藤 左 助 

は、 _s にて 船 手に 陣を 取る。 職 河 大納言 家康內 衆^ 原 式部. 大久保 七 郞右衞 門 

關 白阇， 一 小 田 原 一 袷 ふ 事附松 3 內 通の 事  .  Hnl 


秀吉小 田 

原 城^ 国 
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井 左衞門 • 井伊 兵 部 *崧 平 因幡. 牧野 右 馬 4=5, 叉 東南の 濱路に は、 長 谷川 藤 五郎. 羽柴左 

衞 門督. 池 田 三 左 衞門. 脇 坂 中務. 安房 里 見 左 馬頭、 西南に 間な く陣を W て打續 く。 鹽 

路遙に 見渡せば、 取 梶面梶 に差搔 きて、 艫 舳に旗 を 立てた る數 萬の 兵艄潸 連れて、 海 

上 俄に 陸地の 如ぐ、 帆影に 見 ゆる 山 もな く、 思 ひしょり は 震し。 頃 は 卯月の 上旬、 山 

郭公 ニ聲 三聲、 關 白の 陣屋 邊に 一昔 信れ しかば、 發 句に、 

啼き たてよ 北條 山の ほと \ ぎす 

敵 を 調伏の 祝 句な りと、 諸人 奉 „感 けり。 扨 又關白 卯月 朔 日に、 足 柄. 箱极を 越えて、 同 

三日に 小 田 原を圍 み、 斯様に 近く 攻寄 する 事 仔細な きに あらや。 小 田 原の 老臣 松 田 

尾 張 入道の 一男 笠 原が 養子 笠 原 新六郞 とい ふ 者 あり。 先年 伊豆 國戶 倉の 城に あり 

し 時、 武田勝 頼に 語ら はれ、 相傳の 主北條 殿へ 諜叛を 起し、 己が 城へ 甲 州 衆 を 引 入れ 

けり • 然れ ども 程なく 勝賴. D びし かば、 6, 倉に 籠りし 甲 州 衆 殘らゃ 討 取り， 新六郞 

は降參 したりし を、 父 尾 張 守 代々 の忠 功に より、 彼が 命 を 助け 給 ふ。 出家 人道して、 

父が 知行 河 村邊に 流浪し ける が、 此時父 逆心 を 起し、 一 度 小 田 原を滅 し、 己が 本意 を 


達せん とす。 侬， 之內々 關白 殿へ 使 を 越し 內 通して、 小 田 原 を. u す案內 せん と 申す。 

二度 謀叛 を 起す 輩 は、 早く 誅す べしと、 古人の いへ るも理 なり。 父 尾 張 守、 武勇に 於 

て は、 勝れた る 人 なれ ども、 天性 奸佞 至極の 大慾 深き 人に て、 子息 新 六 郎政堯 に勸め 

られ、 忽に 謀叛 を 起し、 普 代の 主 を 傾けん とす • 此の 入道が 先祖 松 田 左 衞門尉 賴秀、 

早 雲へ 忠功 ありし よ b 以來、 君臣 數 年の 舊 功の 好 を 忘れ、 斯樣 にある 所、 誠に 武運の 

冥加 盡 きけ ると、 人爪彈 をし ける となり。 氏 政. 氏 直 諸 老臣 を 集め 評定 ありし は、 敵 

箱 根 山 を 越し 來る 由、 急ぎ 人 衆 を 出し、 石橋 山の 邊に備 へ、 敵の 軍勢 共、 大山 を 越し 來 

る 疲に乘 り、 一 戰の 中に 勝負 を 決し、 家の 安否 を定 むべ しと 仰 あ. o しかば、 松 田 入道 

進み出で て 申しけ る は、 抑彼關 白と 申す は、 凡 下な りしが、 武勇 勝れけ る 故に、 信 長 彼 

を大將 になし、 方々 の 下知 を 預け 給 ふ。 向 ふ 處の隨 はすと いふ 事な し。 されば 信 長 

の 時の 諸大將 佐々. 瀧 川 .柴 田 等、 信 長. LT ひて 後、 皆關 白に 討 たれ、 信 長の 子供 も 彼に 

ためし 

背き t び、 殘る は皆隨 ひ、 又 其 後 例な き關 白に なり、 西國. 北國の 諸勢殘 らす隨 へ、 發 

向の 時、 巳に 山中 を 一 時に 揉 落し、 其 勢 燃え立つ 火の 如し。 其 上 敵 を かりに 詣け、 皆 

獮白 阖，, 小 田 原, 給 ふ事附 松田內 通の 事  Hnm 
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皆 勢 一 戰に 利な からん に は、 重ねて 合戦し にくし • 先年 越後の 景 虎. 武 田の 信 玄等、 

此 表へ 發 向せ しか 共、 大聖 院殿 上天な され、 終に 人 衆 を 出し 給 はす。 籠城 を 彼處に 

なされし かば、 敵軍 長途の 長陣に 兵糧 盡 きて、 引越え なんとす る處 を、 味方より 足輕 

を かけ 、或はん 荷駄 を 追 落し、 或は 放火し ける 間、 味方 勝た やとい ふ 事な し。 されば 

近 國の敵 だに も 如， 此に！ そ、 今度 大勢と 申す 西國. 北 國の諸 勢、 永々 在陣叶 ふま じ。 

兵稅盡 き たる 時に 、味方より 時々 夜 討し、 西國 勢の 馬 物 具 を 分捕して 遊 ぶ ならば、 眞 

に 面白く 候 ひなんと、 誠しやかに 申しければ、 運命 ャ盡 きけん、 權勢 にや 阿 b けん、 老 

臣共尤 々と 評 儀し ける。 松 田、 * 方 は 斯樣に 調へ、 竊に關 白 殿へ 申しけ る は、 城の 西 

南の 角 石垣 山， ，」* す は、 嶮 難の 地、 屈竟の 要害な り。 箱 根 山の 前よ り、 樵 夫の 通る 道 

の 候。 夫より 竊に御 人 衆 を 上せられ、 御陣を 目指し、 小 田 原 を 目の 下に 御 覽候は K 

當 方の 人 衆、 思 も 寄らざる 處 なれば、 驚 入 可 ^ 申。 其 時 我等 內 通して、 御 勢 を 引 入れ 申 

すべし と、 懇に 申入る。 關白殿 大に悅 び、 先づ 使の 僧に 引出物 給 はト人 小 田原滅 U 唯 

菘 田才覺 にあるべし とて、 頓て 卯月 朔 日より、 人 衆 を 石垣 山の 菘 森の 問へ 上げ 、陣屋 


を 作り 矢 倉 を 上げ、 四方の 壁 を 杉 原に て 張. o しかば、 一 夜の 中に 白壁 屋形 出來 ける a 

さて 普請 出來 ければ、 關白 殿陣座 あ， 9。 城の 前に 崧の枝 共 切りす かしければ、 小 田 

原 勢膽を 潰し、 こ は 彼 關白は 天狗 か 神 か、 欺樣に 一 夜の 中に 見事なる 屋 形出來 ける 

ぞ やと、 崧 田が 敎 へたる と は 夢にも 知らす、 諸人 恐怖の 思 をな す も 狸な り、 同 十六 

日の 夜、 皆 川 山城 守 百餘騎 計に て、 降 人に なり て 出で に けり • 

所々 小 田 原 方 敗軍の 事 

關白 殿の 副 將軍筑 前 守 利 家. 子息 肥 前 守 利 長、 三萬騎 にて 、一 一月 十六 日加 賀國を 出で、 

越後より 關 東へ 起. り、 上 杉 景勝 馳加 はる。 信 濃より 毛 利河內 守. 眞田 安房 守. 同源 三 

郎馳加 はる。 崧平修 Si 大夫、 家康の 衆な b しが、 信 州より 同じぐ 馳加 はる。 上： Irfe ま 

城に は、 小 田 原 老臣 大道 寺駿河 守政繁 籠りし が、 北 國の諳 勢に 取 卷れ、 叶 はす や 思 ひ 

けん、 四月 十： 《 降^して 城 を 渡し、 先 駔の人 衆に 馳加 はる。 此 大道 寺 は、 本國近 江の 

住人な りしが、 彼が 四 代の 先祖 早 雲 君と 同じぐ 下向して、 小 田 原 を 取 立てし 七 人の 

關白 園-小 田 原-給 ふ事附 松田內 通の 事 所々 小 田 原 方^ 軍の 事  „| 一, d 
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中な り。 今 又 三 家老な り。 されば 盡未來 際まで も、 斯く替 b 果て まじき に、 何の 眼 

ありて か、 降參 不義の こと ある や。 但し 時の 命の 棄. て 難 さに、 此の 如く や あり けん 

と、 諸人 惡ま ぬ は なし。 同上 野西牧 城に、 武州靑 木 城主 多 目闳防 守. 相 州 藤 澤の大 谷 

帶刀 左衞門 籠りし を、 崧平修 狸大夫 一 手に て C し 落し、 多 目. 大谷を 一羽め、 殘らゃ 討 

取りけ る。 同國石 倉の 城主 も、 松 平 修狸大 夫 方へ 降參 す。 卽城を 請 取， 9. ける が、 い 

か い 思 ひけん、 修堙大 夫 を、 對 面の 座敷に て忽に 討ちけ る。 舍弟崧 平 新 六郞其 座に 

ありし かば、 卽 切って 憑り、 兄 を 討ち し 石 倉 を 1 初 め 、あ ま たの 者 を： & 取らる。 若輩の 

身に て、 さすがに 直. 田の 名 を擧げ ける。 此 兄弟 は、 信玄の 舊臣荤 田 右衞門 佐が 子な 

り。 ^は 勝賴 一期の 後、 家康へ 隨ひ忠 戰を勵 まし、 信 州 岩 尾 城に て 討死す。 されば 

家 康感悅 の餘， o、 子息 兩人を 取 立て 元服 させ、 极平を 給 はり、 一 門の 如くに 憐れみ 給 

ふ。 兄弟 も 父に 劣らす、 武勇 も 勝れけ ると ぞ聞 えし。 大道 寺案內 して、 菘枝衆 先駆 

にて、 & 山の 城へ 押 寄せ、 城主 上田 案 獨齋は 小 田 原 籠城して、 留守居に 難 波 田 因幡 守. 

木 呂久丹 波 守 • 金子 紀伊 守. 若 林 和 泉 守 • 山 田 等、 樣々 降參を 申す 間、 命 を 助け 三の 丸 


に 妻子 共 を 人質に 入 置き、 同 先駔の 勢に 馳加 はる • 同 十九 B 鉢 形の 城に 押 寄す る燧 

に、 沼田の 城代 猪 俣 能 登 守、 主よ， ^先に 降參 す。 是は猪 俣 小 平六範 綱が 子孫に て、 武 

勇の 家 なれ ども、 運ゃ盡 きけん、 人より 先に 臆しけ る。 安房 守 氏 邦 も、 元來 武^ さの 

み 勝れざる 人な， o しかば、 力 及ばで 降參 し、 城下の 寺に 入， o て、 恒向 出家 入道して、 

沙彌の 姿に なり 給 ふ。 此由 追々 關白 殿へ 注進 申す。 然れ ども 關白餘 り御感 なし • 

城自 落の 段忠功 なれ ども、 一 所も攻 落す 事な き は、 武威 少なき に 似た り と ある 儀な 

り。 依， 之同廿 二日、 八 王 寺の 城へ 押 寄す。 氏 政の 舍弟北 條陸奧 守 氏 照 居城な. o。 氏 

照 は 小 田 原に ましく、 本 城に 橫地監 物、 中の 丸に 中 山勘 解 由 • 狩 野 一 庵. 近 藤 出 羽 守 

籠らし め、 筑前守 使 を 以て 申す やう、 關 白殿發 向に 付きて、 處々 の 要害 何れも 明 gg さ 

れ候。 當城も 早々 御 渡し 候へ。 さなく ば則攻 落し 可 ^ 申と ある 處に、 卽其使 を討果 し、 

中々 渡すべき 樣 なし。 さらば 攻 落すべし とて、 諸 勢 打 立ち 押 寄す。 大道 寺 • 上田. 難 

波 田. 木 呂久. 金子. 山 田 • 小 幡上總 守 以下の 降 參の侍 共、 一 萬 五 千 餘騎、 一面 此に思 切 

つて 勵 まし、 本領に 安堵 せんと、 廿 三日 亥の刻より 打 立ち、 丑の刻 はや 町 を 押 破り、 

所々 小 田 原 方 敗軍の 事  l_n 七 


異本 小 田原訪 卷之五  3  7 

思 ひの 藎に押 寄せけ， り。 本 城 は 事の 外 遠き ま、、 此樣子 も 知らす、 又 * 方の 運盡き 

朝霞 深く 棚曳 きて、 未明に 敵の 寄す る も 見え や、 近々 と 押 上る。 され ども 豫て 用意 

の 事 なれば、 石弓 を 切って 落す。 先陣 數百餘 人、 唯一 捲りに 打 落さる a されば 敵 は 

多勢 なれば、 重ねて ニ陣押 寄す る • 新く ある 所に、 味方に 野心の 者 ありて、 櫓に 火 を 

かけ、 る 程に、 悉く 敗北し、 中 山と 狩 野 は、 城下の 曲輸に 自害し、 大石信 濃 守 は、 切つ 

て： g で 討死す。 廣地は 落 行きけ る を、 山の 中に て 自害 を勸 めんと や 思 ひけ Z 一久 害 

心 を や 思 ひけん、 年來召 仕へ！ - 小性來 b  、爱は 通れぬ 所な り， 早 御 自害 あるべし と 

て、 山の 中に て 生害す。 彼氏 照と 申す は、 氏 政の 弟の 中に も 武勇 勝れて、 殊に 大名な 

り。 上 杉の 老臣に、 大石 源左衞 門定久 とい ふ 人 あり。 是は木 曾 左^ 頭義仲 十二 代の 

末葉 f  。 代 S 藏の 守護 代な りしが、 上 S びて 後 氏康へ 降參 し、 後に？？ 

して、 氏 康ニ男 を聱 にと b 名跡 を繼 がせ、 由 井 源 三と 號す。 然るに 大 石の 家、 滅 にの 

時節 やおり けん、 大石 名字^ 男子な くして、 大石信 濃 守. 极田が 子 を 養子に し、 同 焦 人 

a は、 大道 寺が 子 を擎 して 一 跡 を 繼が しむ。 然る 所に 先年 秦合戰 に、 源 三 打 負 


け、 遁れ 難き 時、 山上に 於て 飯繩 神へ 祈念し、 十ケ 年の 間 女人禁制の 由 立願 有， 之、 其 

時の 祈念 を果 さんと て、 終に 御前の 方へ 入り 給 はぬ 事數 年な りし かば、 彼女 性是を 

ば 夢にも 知らす して、 陸 M 守 疎みて、 仇 あ る と 恨 みて、 終 に 思 ひ 沈め、 早世 あ りしと 

かや。 死後に 書 置きし 文 言 を 見て、 氏 照 後悔め りし かど も 叶 はす、 氏 照 も 是を本 怠 

なぐ や 思 ひ 袷 ひて、 終に それよ b 女人 を 禁制 あ. o て、 一世 唯 出家の 行儀に 同じ。 W 

大 石に は 因 も あれば とて、 本姓に なり 返り、 北 條陸奥 守 氏 照と 申 候。 瀧 山の 城 名 城 

なれ ども、 瀧に は 落つ ると いふ 事 ありて、 城の 名に は 禁忌な りと て、 八 王子に 移りけ 

れ ども、 終に 運盡 きければ、 斯く 落城し ける。 又 下野 國禝 木. 小山の 兩城 も、 陸 奥 守の， 

城な， 9。 援 木に は 近 藤 出 羽 守 籠りし を、 結 城の 春 朝 先陣に て、 是 も不： n に攻 落す • 

■ 佐 野 城 落つ る 事 井由來 

野 州 佐 野の 城 は、 北 條左衞 門 佐 氏忠の 城な り。 氏忠、 我 身 は 小 田 原 小峯に 居住して、 

佐 野の 城に は、 佐 野の舊 R 共 をぞ籠 IS きけ る。 抑此佐 野の 城 is. す は、 秀鄕の 末^ 

所々 小 田 原^ 改 軍の 事 佐 野城璲 つる 事 井由來  ^ 
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なり。 佐 野 修锂亮 宗綱 は、 足 利 又 太郞忠 綱より 十六 代な り a 龍神よ. り 相 * ふ^ 石と 

いふ 鎧、 忠 綱より 傅 はりた る 綱 切と いふ 太刀 も、 此 家に ありと かや。 去る 天 正 十二 

年 十二月 晦日 夜、 上 州 館 林 長 尾 照 長、 隙 を 窺 ひ、 佐 野の 頜分彥 間の 城を乘 取る。 宗 

綱元來 大血氣 の勇將 にて、 明くる 正月 朔 日 早天に、 郎從 共に も 知らせす、 栗 田と い 

ふ 曲者 一 人 召 逑れ、 竊に彥 間の 城 を 窺 ひける 折節、 矢 倉よ， 9 鐵炮 にて 打ちし かば、 

宗綱を 打 落す。 彼 喿田脣 に 引かけ、 半 町 計 返き しか ども、 城の 大勢 追 懸け、 終に 宗 

鋼の 首 を 取る。 其 時宗 綱に 男子な く、 一  跡 絶えなん とす。 愛に 佐 野の 家老. K 貫 越 中 

守. 竹澤源 三. 津布 久駿河 守. 山上 美 濃 守. 飯 塚. 高 瀨. 小 見 • 赤 見な ど 評定して、 當特 威勢 

强大 なれば とて、 小 田 原の 御子 を 申請け て、 宗 綱の 息女に 合せ、 主の 爲に 二心 あ b 

しとて、 神 水 を 呑みけ る。 然る 折節 宗綱 父昌 綱の 弟天德 寺と 申す 僧 あ. り。 佐 竹と 內 

綠 ありて、 佐 竹の 末子 を 申請け、 從 とすと い へり。 家老 共是を 聞かす、 天 德寺を 追. 

出す。 天德 寺、 弟の 侍者 i 申す 僧に 寺を讓 り、 京都へ 上， o、 黑 谷に 居住す。 扨 小 田 

原 弟氏忠 を、 佐 野 名跡と 定めけ る。 其 後 大賞に 申 付けて、 彼 侍者 を も 生害して、 數年 


佐 野の 城 

陷 る 


佐 野 を 押頜す • 今度 も 氏 忠は小 田 原に 籠りて、 唐澤 .W の 本 城に は 大貫を 籠め、 高瀨 

は 免 鳥に 在 城し、 飯 塚 は奈良 淵に ありて、 證人を 小 田 原へ 遣し けり。 今度 秀吉 公、 彼 

天 德寺を 召 出し、 佐 野の 城へ 向けら るゝ。 天德 寺、 家人 共の 方へ 申 遣し ける は、 我れ 

佐 野 を、 關白 殿より 給 は りし 間、 普 代の 家人 共、 急ぎ * 方 へ 參る ベ しと 申す。 家人 共 

幷國民 共 大に悅 びけ る。 中に も 赤 見 申す は、 評定 も 事に よる。 普 代の 主な 6、 急ぎ 

引 入れ 申すべし とて、 皆此 儀に 同す。 大賞 聞きて、 勇士た る 者、 二心 ある を 以て 恥 

とす。 我れ 苟も 氏 忠の御 後見と して 本 城に あり。 各 は 何れも 計ら ひ 給へ。 某に 於 

て は 討死す とも、 小 田 原の * 方た る べしと、 本 城に 引 籠る 間、 殘黨 一 眛 して、 大貫を 

討 取り、 卽天德 寺 を 引 入れし かば、 佐 野 は 左右な く 落ちて けり。 

岩 付 城 落つ る 事 

武州岩 付の 城 は、 氏 政 二 男 太 田 十郞氏 房の 居城な り。 氏 房 は、 春 日 左衞門 尉. 河 合 出 

羽. 細 谷 以下 三千 餘人小 田 原に 籠り、 岩 付に は、 伊達 與兵 衞、 一 一 の 丸に 妹 尾 下總. 片岡 

佐 野 城 落つ る 事 井由來 岩 付 城^つ る 事  IS1 
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源 太左衞 門， 其 外 太 出備中 守. 宮城 美 作守楣 S る" 寄 手の 大將 は、 淺野彈 正忠. 木 村 常 

陸 守 • 同彌 一 右衞 門. 家康衆 本 多 中務少 輔^ I 居 彥右衞 門 尉. 平 岩 主計 頭、 都合 一 萬 三 

千餘騎 にて、 同 五月 廿日 押 寄す る。 城より 物見 を 出し、 是を 見る 處に、 敵 はや 見付け 

追懸 くる。 物見の 兵 共、 急に 追 懸けられ、 廻る に 道な^ -て、 案內者 なれば、 堀の 中に 

淺き 所の 唯一 所 ありし を 渡し、 逃歸 る。 追懸 くる 敵、 堀淺 きと 心得、 悉く 打 人り、 水 

に 沈み、 あわてふためく 處を、 城 中よ b 鐵炮 にて 悉く 討 取る。 然れ ども 多勢 なれば、 

殘らゃ 打 入， り 渡し、 堀 を 越え 塀 際へ 着き、 ぬきさらして 攻戰 ふ。 彈 正中 務は本 城 を 

攻む る。 鳥居. 平 岩 は 新曲 輸を請 取り 攻む る。 木 村 常 陸 幷梶原 は、 加 和 氣の曲 輸を請 

取り 攻む る。 中に も 鳥居 彥右衞 門、 鳥居の 紋の旗 を 差 連れ、 新曲 輪を乘 入り、 隱居曲 

輪に 到る 處に、 城 中よ， 9 も、 愛 を 先途と 攻戰ふ 間、 鳥居 內に 安藤 孫 四郞. 寺 田 喜 兵衞. 

小 田 切 又 三 郞* 一  宮左 太夫な どい ふ 兵 三十 餘人討 たれけ る。 城 中よ b  、新曲 輪の. 軍 

急な りと て、 山 口 平內. 山角彥 三郞. 佐 板. 板 部. 岡な ど、 愛 を 先途と 防ぎし が、 巳より 午 

の 刻の 終まで、 三ケ 度の 合戦に、 上方 衆多/、 討 たれ、 味方に も 山 ロ牟內 山 角 彥三^ 


穗坂大 炊 助 等 討死し ける • 終に 叶 は や、 妹 尾 下總守 .it 岡 源 太 左衞門 討死し ければ、 

殘る 大將の 伊達 を 初め、 降 人に なりて 城 を 渡しけ る。 W 淺野彈 正本 城に 入り、 城 中 

に 籠りし 女 童 等 を 詮索して、 能き 侍の. 妻子 を 捕へ、 小 田 原 表 へ やり、 はた ものにしけ 

るぞ 不便なる。 又 家老の 妻子 幷太田 十郎の 御前 をば、 二の 九に 入 匱き、 番を附 け 置 

きけ るに、 太 田 十 郞の姑 御前 は、 氏 政の 妹 故 太 田 源 五郎 殿 後室^り。 御 息女の 十郎 

殿の 御前と、 家老の 女子供、 一 人 も 散らさ や 前後に 引 建れ、 敵の 大將の 本陣へ 出 でら 

れ、 此由を 申され、 乘物を こ ひ、 小 田 原へ 參ら る。 閼白 殿大に 感じ、 一 所 懸命 安堵 あり 

しとな h\ 

氏 勝 降 參の事 

北 條左衞 門 太夫 氏 勝 は、 山中の 城攻 落され、 無念 無雙 なれ ども、 多勢に 無勢 力 及ば，、 V、 

居城 相 州 甘繩の 城へ 引 籠り、 打殘 された る 家 子 郎等 を 集め、 此城を 枕と して 討死す 

るより 外 はなしと、 一 ml に 思 ひて 居たり しに、 氏 直より 御 使 あり、 菓 田と いふ 侍な 

岩 付 城 落つ る 事 氏 勝 降参の 事  ^一二 


北 條氏勝 

にる 
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9. 山中の 儀、 全く 未練の 働に あらや。 早ぐ 小 田 原へ 籠城 あるべし と ありし かど も、 

氏 勝 も 家 子 郎等 も、 面目なぐ や 思 ひけん、 唯 此の 城に て 討死との み 申して、 終に 小 田 

原へ 參ら す。 粟田 小 田 原へ 歸り、 左衞門 太夫 は心替 りと 見え 候。 日頃の ふりと は、 

殊の外 變り 候と 申す。 果して 此の 如し。 愛に 又家康 卿、 日頃 左衞門 太夫 を 知り 給 ひ 

しかば、 本 多 中 務の內 に、 都筑彌 左衞門 .崧 下 三 郎左衞 門 等、 左衞門 太夫. と， S 人 なれ 

ば、 彼 兩人を 便. として、 關白 殿へ 降參 然るべ しと ありし かど も、 重代の 武恩棄 て 難 

し。 其 上 何の 恨み ありて、 唯今 敵になる べきと て、 更に 合點 なか，^ し處 に、 极 下三郞 

左衞 門が 門 族に 、龍 達和尙 とい ふ禪僧 あり。 其 頃 左衞門 太夫が 慕 所の 寺龍寶 寺と い 

ふに 住 寺め り。 氏 勝 師資の 契淺 からす、 极下彼 S5 と 相談して、 可. 然に取 繕 ひ 申しけ 

れば、 左衞門 太夫 忽飜 り、 同廿ー 日家康 卿迄參 b 、出家 入道の 姿になる。 黑 衣に 袈裟 

か け、 家 康卿御 同道に て、 關白殿 へ 出仕し、 本頜 安堵の 御 敎書を 下さ る。 是 を^ め と 

して、 北條普 代の 士、 伊豆 下田の 城主 志 水上 野 守 も、 出家 入道して、 城 を 渡し 降參 

す。 其 外 佐 倉と 東 金. 兩酒 井. 廳南. 武田源 一二. 河 越. 大道 寺. 小金. 遠山 等、 城 悉く 明 渡す。 


北條 五代 年曆百 八十 年の 普 代 重恩 を 捨て 、斯様に 殘らす 降參は 何事 ぞゃ。 H 頃 年頃 

北條 殿の 政道 惡 きゃらん、 又 諸人 臆病に て、 關白 殿の 威に や 恐れ けん、 知らす 何故 ぞ 

や。 唯 昔 相 模守萵 時、 運盡き 自害し ける に、 日本 一 州 門 族、 同月に 悉く II び 果てし も 

斯ぐ やらん と、 思 ふ 計の 事共な り。 

松 田 隱謀露 顯の事 

愛に 上野 國 「^〕〕 忍の 城 は、 成 田 下 總守氏 長居 城なら。 氏 長幷弟 左衞門 佐. 同 土 佐 

守. 同 肥 前 守. 當摩豐 後 守 • 同 又十郞 以下 引率して 五 百 餘騎、 小 田 原に 籠り、 留守居の 

侍 酒 卷靱負 以下 四百 餘騎楣 籠る。 石 田 治 部 少輔三 成大將 にて、 出 羽 • 奥州 軍勢 數萬 

騎取卷 き、 日夜 攻めし かど も" 要害 勝れて 中々 攻 落し 難し。 さらば 水攻 にせん と、 大 

河 をせ き 留め、 水攻 にし けれども、 中々 城へ 水 は 上らす。 此 城水邊 なれ ども、 炎天に 

は 多分 水盡 くる 事 あり。 其 上 多勢 籠城し ける 程に、 如何にと 申しけ るに、 却て 水 を 

敵よう せき 上げければ、 水 卓 山に て、 味方の 滿 足と ぞ 申しけ る。 然るに 城の 本人 下 

氏 勝 降参の 事 松 田 隱謀露 顯の事  mllm 
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總守氏 長、 日頃 連歌の 上手に て ありし かば、 了 意と いふ 名人 を 抱へ 置き、 多年 此道を 

嗜 みしに、 了 意の 上洛し、 先年 紹 巴と 同道して、 關白殿 へ 謁し 申し、 豫て 御存知 あり 

し 程に、 了 意 を 以て 內々 忠節 可^ 由 被 fe. 入へ 關白殿 大に悅 び、 內々 出仕 めるべし と 

の 儀より。 然る 處に 何者か 申した りけん、 北條 殿へ 此儀を 申 上ぐ、 卽成田 役所へ 橫 

目を附 置く。 成 田の 計略 も 叶 はす。 依， 之內々 忍の 城 も 可 Z 渡 由、 飛札 を 遣すべき に 

て あ b しか ども、 其 儀な し。 互に 寄 手 も 籠城 衆 も、 對陣 して ぞ めり ける。 去 程に 菘田 

尾 張 守 入道が 内通して、 六月 十五 日 彼が 持 口より、 人 衆 を 可" 引 入-由 議定す。 同 十六 

日の 晚、 一 * の 族 笠 原 新 六郞. 二 男 松 田 左 馬 助 • 三男 彈三郞 .极 田が 聱內藤 左 近. 松 W 

肥 後 守 を 振舞 ひ、 尾 張 守 新 六 郎此事 を 語り、 面々 其 用意 をせ よ 3 明日 長 岡 越 中 守. 封 

田 三左衞 門. 堀 久太郎 が 人 衆 を、 我等が 役所 へ 引 入る ベ き 由 由. す。 一 一男 左 馬 助大に 

K き、 まよ ト， も 何事に 斯 樣に淺 ましき 事 仰せられ 候 や。 普 代 相 * の 主 を 傾け、 何程 

の 榮華を か 開くべき。 唯 思 召留り 給へ と 、にがく しく 申す。 新 六郎を 初め 父 入^ 

ヒ： 怒り、 斯 K に 思 ひ 立つ も、 汝等を 世に あらせん と 思へば な， り。 不忠 不孝め. fl. 


しゃう 哉と、 以の 外に 腹 立す。 左^ 助、 迚も 此事留 る まじと 思 ひければ、 先 中 延べん 

と 存じ、 さて は 御 同心 申すべし。 さりながら 十五 日は不 成就 日な. o。 十六 日の 夜に 

なされ 可， 然と 申す。 當 座の 人々、 可， 然と ぞ 延べ， にけ， o。 され ども 左 馬 助に は氣遣 

をして、 撗 目を附 置きければ、 登城すべき やうな し。 我が 寢屋に 入 b、 風氣 とて 籠り 

居て、 小 性 を 近付け、 鎧櫃の 中に 入られ、 彼 小 性 を 付けて、 城へ， 荷 はせ 參り、 座敷に て 

櫃 より 出で、 此由申 上げら る。 氏 政. 氏 直大に 驚き、 又は 左 馬 助の 忠を 感悅 し、 卽 

江 雪齋を 使と し、 松 田 入道 父子 を 呼 上げ 召 籠め て、 役所へ は 人 衆 を 置きし かば、 上方 

衆相圖 時刻に なりて、 押 詰めし かど も、 朝より 篛の 色も變 り、 中々 引 入る ベ き やうな 

し 。たばかり にや 申し けんとて、 中々 惡心嚴 しくした. o ける。 左 馬 助が 振舞、 恥 かし 

なし。 され ども 忠 とやい はん 不孝と やせん、 忠功は 孝子の 門に ありと い へば、 孝 は 

缺 けた， 5。 義を 守り 忠を盡 すと いへ ども、 親 を 殺す 恨 あ， cs。 如かす 唯 自害し なん 

に は。 愛 は 唯 愚人 分別 及ばざる 次第な り。 

松 田隱^ 露 顧の 事  Is;? 
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小 田 原 落城の 事 

愛に 羽 柴下總 守 雄 利 方より、 太 田 十郞氏 房へ、 小 田 原 和 談の使 ありて、 互に 持 口よ b 

出合 ひ、 扱の 事 相談 あり。 又 韮 山の 城主 美 濃 守 氏 親 若輩の 時、 家 康卿駿 河に ての 御 

なじみ ありて、 日頃 入魂 淺から や。 故に 內々 御 使 あ， o し は、 東 國の城 悉く 開 淀す 處 

に、 去る 三月 廿 九日よ り、 于， 今 堅固に 持 固めた る 事、 比類な き 働の 由 風聞、 最も 大慶 

なり。 此方 太 田 十郞. 羽 柴下總 相 寄， o、 和談の 扱に 及ぶ。 貴殿と 某、 多年の 知 音な，^ 

同じく 又此 相談 可 fe. とて、 再三の 使 あ b しかば、 美 濃 守 小 田 原へ 來り、 家康 卿と 相談 

懇な り。 武藏. 相 模兩國 安堵に て、 氏 直上 方 へ 參勤ぁ る ベ しと 相 定められ、 卽和談 相 

調 ふなり。 同 六 H 尾 張 守 入道 父子 を 生害 させ、 氏 直 は 山上 鄕右衞 門 計 御供に て、 家 

康 卿の 陣所 へ 入りて、 內府信 雄 相談し、 關白殿 へ 出仕 あ る。 

氏 政 • 氏 照 〔I  〕 最 後の 事 


去 程に 和 談相調 ひ、 脇 坂中務 大輔. 片桐市 正 奉行と して、 籠城 衆 を 方々 へ 出す。 七：：： 

より 九： ：！ まで、 數 萬の 者出づ る。 七月 九日、 氏 政. 氏 照 は 城 を 出で、 醫 者の 田 村 安淸が 

宿所に 移り 給ふ處 に、 思 も 寄らざる に、 同 十 一 日の 晚に、 古河 備前. 蒔田權 之 佐. 佐々 

淡路. 堀 田 若 狹守. 綱 原 式部 大輔檢 使と して、 切腹 ある べしとの 使な り。 無念 類 はな 

かりけ る。 豫て斯 くと だに 存じな ば、 城 を 枕に 討死す べきに、 運盡 きて たばかられ、 

氏 政 今年 五十 三歲、 從四 位下 左 京大 夫 平 朝臣 號截流 軒 • 氏» 陸 奥守從 五位 下 平 朝臣 

號心 隙院、 兄弟 自害し 給 ひ、 介錯 は舍弟 美緵守 氏 S  、御 首 を 打って 落し、 卽 自害に 及ぶ 

處 に、 井伊 *| 鄧 走り 寄り， 懷裯を 助け 申す。 其 紛れに、 陸奧 守の 首 を、 小 性の 小 角牛 

太 郞盜取 b 落ちた. o し を、 やう） ^賺 して 取 返して、 くき やうに 居け る 牛太郞 枠な 

れ ども、 まの 爲を思 ひしと て、 家 康へ召 出し 給 ふ。 天 正 十八 年 七月 十一 日、 北條 五代 

繁昌 一 時に IT ひて、 斯 くな， 9 果 つる も 不思議な り。 賴 朝の 天下 を 取， CN 給 ふ は、 後 白 

河 法皇の 勅 詫に より、 父の 敵の 平家 をば {J し 給 ふ。 尊 氏 卿 は、 後醍醐 院の勅 誌に て、 

六 波羅を C し、 天下 を 知り 給 ふ。 其 外 古今 大身と な り し 人々、 皆 主人の 威 を 借り 國 

^政. 氏 照 最後の 事  き 一九 
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を 知り 給 ふ。 北條早 雲より 以來、 孤 獨の身 を 以て、 次第に 國 郡を隨 へ、 八 ケ國を 治 

め、 五 K の榮 華、 上代に もた めしな し。 まして や 末代に は 有難し。 されば 運命 盡き 

ぬれ ズ、^ く C ぶる 事、 力なき 次第、 是非に 及ばざる なり。 全く 關 白の 武勇 强く バ 

田 原の 弱き に は あらす。 時節 到來 して ニ業感 する 處 なり。 氏 直 は 甲斐な き 命な が 

らへ、 家老 舊 功の 侍 共 を 召 連れて、 紀伊圃 高野山に 参り、 同 冬山よ b 下り、 天 野と い 

ふ 《 にあり し を、 關 白殿大 坂へ 呼び 給ひ對 面して、 伯耆 國を紿 はるべき との 儀な り 

しが、 運命 ゃ此 時に 縮り けん、 文祿 元年 十 一 月 四日、 卅 一 歳に て 早世な り。 法名 は 

菘巖院 大園徹 公 居士と 號す。 古歌に、 

亂る、 も 骶すも 人の 科なら す 時 到りぬ とみ ゆる 世の中 

右 小 田 原の 城 卽家康 拜領。 本 多 中 務.》 原 式部 大輔 入替 る。 此時 家康へ 先年 不忠し 

て、 高 天神の 城、 甲 州 方へ 渡した る 小 笠原與 A 郞、 小 田 原に あ， o し を、 家康ょ b 成敗な 

され 候。 家康 今迄の 頜國三 河. 遠 江. 駿 河. 甲斐. 信 濃 を 上げて、 小 田 原の 跡武藏 • 相模. 

尹 豆. 上總. 下 總. 上野。 下野へ 國改 なり。 是を 江戶御 打 入と 申す 事。 


大道 寺 は、 普 代の 主へ 不忠して、 一 戰も 無. 之 事、 似合 はざる 上に 義办 なと て、 江戶機 

田に 被 ，誅 畢。 子 二人 助か， o、 一 人 は 出家になる。 後江 戸本 泉 寺の 住 寺 弟子になる。 

但し 大道 寺 駿河守 は、 氏 直の 御供に、 高 野へ 上りし とい ふ 人 あり。 不審な り。 此兩 

說 如何。 

右 小 田 原 城 請 取る 刻. 本丸に 板 部. 岡 江 雪齋罷 在る 處、 家 康卿召 寄せ， 成瀨 伊賀 守を以 

て、 御 使 i し、 去年 其方 爲， 使罷 登り、 堅 御請 申 上， 其 段 違變、 斯様に 天下の 亂を 起す 

事、 北 條僞か 汝が好 曲 か、 速に 可-申 上， 由 被， 仰。 江雪齋 申す は、 去年 上洛 仕り、 直に 對 

面 仕り 申 上る。 今日 御 使に て は 難&. 由 申す。 關白殿 卽江雪 を はが ひ 付に いましめ、 

御前に 引 居 S させ、 汝は 主の 使と して、 堅 約 を 申 上、 斯樣に 違亂に 及ぶ 事、 旦乂 主の 

家み」 も滅 し、 惡 逆の 臣 なりと 被レ 仰。 江 雪 申す は、 全く 北條 殿に 違背な し。 安房 守 家人. 

等不圖 及-一 違 亂ー候 中分 仕 候へ ども、 無， 一 御 承引； 暴 運の 盡 ぐる 慮な り* 又 天下 を 引 請 

け 百 ケ日餘 ，0 籠城、 面目の 至りな り。 別に 無，， 申 上樣； 御芳 恩に 首 を 可， 被， 刎の 由 申 

す。 關白汝 をば 可， 褂 fei 思 召 候へ 共， 申樣 一段な り。 命 を 助け 召 仕 ふべ しとて、 卽 

氏 政， 氏 照 最後の 事  §1 
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御免 を 蒙り、 以， 一 御意 一岡と 改名す • 

此五 三年 此方、 宗仁と &す數 寄 者、 小 田 原へ 下りて、 茶の湯 殊の外 はやり、 御 屋形を 

^め、 諸人 弄^ r 此頃は 早 河の 邊に 茶屋 を 造り、 萩 窪. 久 野の 野邊 にも 茶屋 あり。 御 

一 門 衆 年寄 衆、 異風の 茶の湯と て、 或は 順 鱧に なり 俵 を 荷 ひ、 或は 行人 や 虚無僧に な 

り、 茶屋へ 入る 事 H 々な. o。 斯樣の 慰み、 不 宜の瑞 相な 、心 ある 人 申しけ るが、 果 

して 三 四 年の 中に、 哀れなる 體に 成行きけ り.。 不思議な り。 

由 良. 長 尾 は、 頜 地歿收 して 浪人， となり、 母 儀 一 萬 石、 牛久 にて 給 は る。 

關白殿 奥州 迄 御 支配、 黑河迄 御 下向な り。 淺野彈 正. 石 田 治 部 少輔. 大谷刑 部 少輔三 

手に 分け、 奥州の 檢地を 改め 給 ふ。 

忍の 城主 成 田下總 守、 今度 忠節 可， 申 由 恐れ 申 候。 其 儀 露顯仕 相違 故、 關白殿 腹 立 被 

, 成 、知行 召 上げて、 其 上 一 命の 代に 、黄金 千兩 可^ M 之 由 被，， 仰 付； 成 田千騎 の大將 なれ 

ども、 千 雨の 黄金 を 出す 事不 V 叶、 九 百 雨 出し、 や う、 （》 命 助 か b ける。 され ども 成 田 

の 妹 無雙の 美人な り。 關白殿 聞 召し、 卽召 出し、 下野 小山の 中、 百々 塚に 御 野 陣の畤 


おち ひ .》 の 

よ b 妾と なす。 此 人の 訴訟に て、 一 所 懸命の 地と て、 烏 山に て 一 萬 はる。 

古河 御所 義氏御 逝去 ありて 男子な く、 女子 一 人 御 坐す を、 家老 共 取 立て 御所と 名 付 

け 置き 候處 に、 關白 殿御 意に て、 古河の 御所の 一門、 小 弓 御所の 御 孫國朝 を督に 被，， 

仰 付； 是は國 朝の 妹， 關白 殿の 妾と なせば、 內綠 たる 故な り。 

關白殿 小 田 原 陣の時 

禁 制 

一、 茧 勢 甲乙 人 等亂妨 狼藉 之 事 

5 火 之 事 

一 、對- 地下 人 百姓， 非 分 之 儀 申 懸る事 

右 之條々 若 於，， 違犯 之 輩， 者、 忽可， 被， 處， 罪科， 者 也 

天 正 十八 年 三月 吉日 
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